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発掘調査
はっくつちょうさ

でわかった前
まえ

田
だ

遺
い

跡
せき

の様
よう

子
す

【前
まえ

田
だ

遺
い

跡
せき

の紹介
しょうかい

】

前
まえ

田
だ

遺
い

跡
せき

は､ 玉
たま

名
な

市
し

大
おお

字
あざ

月
つき

田
だ

字
あざ

前
まえ

田
だ

にある菊
きく

池
ち

川
がわ

の下流
かりゅう

､ 右
う

岸
がん

の自然堤防上
しぜんていぼうじょう

に広
ひろ

がる遺
い

跡
せき

です｡ 標高
ひょうこう

は約
やく

10.5ｍです｡ この辺
あた

りは遺
い

跡
せき

の密集地帯
みっしゅうちたい

で､ 対
たい

岸
がん

の清
せい

原
ばる

台
だい

地
ち

(菊
きく

水
すい

町
まち

) には江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古
こ

墳
ふん

や塚
つか

坊
ぼう

主
ず

古
こ

墳
ふん

などの前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

､ 台
だい

地
ち

の中腹
ちゅうふく

には

縄文時代後期
じょうもんじだいこうき

(今
いま

から約
やく

4,000年
ねん

～3,000年
ねん

前
まえ

) の若
わか

園
ぞの

貝
かい

塚
づか

などがあります｡

【調査
ちょうさ

のきっかけ】

この遺
い

跡
せき

の上
うえ

に菊
きく

池
ち

川
がわ

の堤
てい

防
ぼう

と県
けん

道
どう

が建
けん

設
せつ

される事
こと

になりました｡ 堤
てい

防
ぼう

や県
けん

道
どう

が

建
けん

設
せつ

されると半永久的
はんえいきゅうてき

に遺
い

跡
せき

が埋
う

もれてしまったり､ 部
ぶ

分
ぶん

的
てき

に壊
こわ

されることになり

ます｡ この様
よう

な場
ば

合
あい

には ｢文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

法
ほう

｣ に基
もと

づいて､ 事
じ

前
ぜん

に発掘調査
はっくつちょうさ

を行
おこな

い､ 遺
い

跡
せき

の記
き

録
ろく

(報告書
ほうこくしょ

) を後
こう

世
せい

に残
のこ

すための作業
さぎょう

を行
おこな

います｡ 調査
ちょうさ

は､ 平
へい

成
せい

13年
ねん

７月
がつ

か

ら平
へい

成
せい

14年
ねん

８月
がつ

まで行われ､ 約
やく

4,656㎡という範
はん

囲
い

を対象
たいしょう

としました｡
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【調査
ちょうさ

でわかったこと】

調査
ちょうさ

の結
けっ

果
か

､ 縄文時代
じょうもんじだい

の中期
ちゅうき

(今
いま

から約
やく

5,000年
ねん

～4,000年
ねん

前
まえ

) から江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

(今
いま

か

ら約
やく

400年
ねん

～140年
ねん

前
まえ

) にかけての人々
ひとびと

の生
せい

活
かつ

の跡
あと

を確
かく

認
にん

することができました｡

特
とく

に弥生
や よ い

時
じ

代
だい

中期後半
ちゅうきこうはん

から後期
こ う き

前半
ぜんはん

(今
いま

から約
やく

2,100年
ねん

～1,900年
ねん

前
まえ

) と鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

の

始
はじ

めころ (今
いま

から約
やく

850年
ねん

～800年
ねん

前
まえ

) は遺
い

物
ぶつ

や遺
い

構
こう

が多
おお

く確
かく

認
にん

されており､ この遺
い

跡
せき

の中心
ちゅうしん

となる時
じ

代
だい

であることが判
はん

明
めい

しました｡

【用
よう

語
ご

の説
せつ

明
めい

】 石
せっ

器
き

…石
いし

で作
つく

った道
どう

具
ぐ

のこと｡ 例
たと

えば石
せき

鏃
ぞく

(矢
や

じり) など｡

土
ど

器
き

…粘
ねん

土
ど

を焼
や

いて作
つく

った器
うつわ

のこと｡

鉄
てっ

器
き

…鉄
てつ

で作
つく

った道
どう

具
ぐ

のこと｡

遺
い

物
ぶつ

…昔
むかし

の人
ひと

が使
つか

った土
ど

器
き

､ 石
せっ

器
き

や鉄
てっ

器
き

などのこと｡

遺
い

構
こう

…昔
むかし

の人
ひと

が残
のこ

した生
せい

活
かつ

の跡
あと

｡ 例
たと

えば住居跡
じゅうきょあと

(家
いえ

の跡
あと

) など｡

遺
い

跡
せき

…遺
い

構
こう

や遺
い

物
ぶつ

が発
はっ

見
けん

された場
ば

所
しょ

のこと｡
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－10,000年 －5,000年 －1,000年

－2,000年(

紀
元)

現
在

△約500万年前に
人類が誕生

● ● ●●
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● ●



①縄文
じょうもん

時
じ

代
だい

[生
せい

活
かつ

の様
よう

子
す

]

縄文
じょうもん

時
じ

代
だい

は後
こう

期
き

(今
いま

から約
やく

4,000年
ねん

～3,000年
ねん

前
まえ

) から晩
ばん

期
き

(今
いま

から約
やく

3,000年
ねん

～2,500

年
ねん

前
まえ

) を中心
ちゅうしん

に土
ど

器
き

や石
せっ

器
き

が残
のこ

されていました｡ 当
とう

時
じ

は､ 山
やま

での木
き

の実
み

などの採集
さいしゅう

や狩猟
しゅりょう

､ 海
うみ

や川
かわ

での漁
りょう

などが生
せい

活
かつ

の中心
ちゅうしん

だったと考
かんが

えられます｡

食
た

べ物
もの

を煮
に

炊
た

きしたり､ 貯
ちょ

蔵
ぞう

するための土
ど

器
き

､ 狩
か

りをするための打
だ

製
せい

石
せき

鏃
ぞく

､ 木
き

を

伐
ばっ

採
さい

するための磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

､ 土
つち

を掘
ほ

るための打
だ

製
せい

石
せき

斧
ふ

などが出土
しゅつど

しています｡

[物
もの

語
がた

る交流
こうりゅう

]

打
だ

製
せい

石
せき

鏃
ぞく

などの石
せっ

器
き

は､ 主
おも

に黒
こく

曜
よう

石
せき

という割
わ

るとガラスのような鋭
するど

い石
いし

で作
つく

られ

ています｡ この黒
こく

曜
よう

石
せき

は現
げん

在
ざい

の佐
さ

賀
が

県
けん

の腰
こし

岳
だけ

という山
やま

で産出
さんしゅつ

される石
せき

材
ざい

であり､ 当
とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

の幅
はば

広
ひろ

い交流
こうりゅう

を物
もの

語
がた

ってくれます｡ また､ ヒスイ製
せい

の勾
まが

玉
たま

は､ 現
げん

在
ざい

の富
と

山
やま

県
けん

や新
にい

潟
がた

県
けん

で産出
さんしゅつ

される石
せき

材
ざい

で作
つく

られており､ 誰
だれ

が､ なぜ､ どのようにして運
はこ

んで

来
き

たのか興味
きょうみ

が尽
つ

きません｡

②弥生
や よ い

時
じ

代
だい

(図
ず

４～８を参照
さんしょう

)

[集落
しゅうらく

の存
そん

在
ざい

]

弥生
や よ い

時
じ

代
だい

は､ 中期
ちゅうき

後
こう

半
はん

から後
こう

期
き

前
ぜん

半
はん

(今
いま

から約
やく

2,100年
ねん

～1,900年
ねん

前
まえ

) にかけて集落
しゅうらく

が存
そん

在
ざい

したことが判
はん

明
めい

しました｡ 遺
い

構
こう

は95基
き

あり､ 住居跡
じゅうきょあと

は59軒
けん

､ 甕
かめ

棺
かん

という土
ど

器
き

図(Fig)３ 縄文時代の出土遺物

(土器)

(土器)

(磨製石斧)

(打製石鏃)

(打製石斧)

(ヒスイ製の勾玉)



を棺
ひつぎ

にしたお墓
はか

が２基
き

､ 貝
かい

殻
がら

を捨
す

てた穴
あな

が１基
き

､ 掘
ほ

られた穴
あな

が30基
き

､ 溝
みぞ

が２条
じょう

､ 不
ふ

明
めい

遺
い

構
こう

が１基
き

確
かく

認
にん

されました｡

調査区
ち ょ う さ く

の北
きた

側
がわ

の端
はし

には甕
かめ

棺
かん

が２基
き

確
かく

認
にん

されていることから､ 調査区外に墓
ぼ

域
いき

が広
ひろ

がる可能性
か の う せ い

が考
かんが

えられます｡ また､ 北
きた

側
がわ

や西
にし

側
がわ

はもともと標高
ひょうこう

が高
たか

く､ 微
び

高
こう

地
ち

であっ

たと考
かんが

えられます｡

[住居
じゅうきょ

の様
よう

子
す

]

住居
じゅうきょ

は､ 基本的
き ほ ん て き

に幅
はば

約
やく

４～５ｍの長方形
ちょうほうけい

で､ 深
ふか

さ約
やく

30～50？㎝ほどの掘
ほ

り込
こ

みを

行
おこな

い､ 近
ちか

くに産出
さんしゅつ

する山
やま

砂
ずな

を敷
し

いた後
あと

､ 中央
ちゅうおう

に炉
ろ

､ 中央端
ちゅうおうはし

に貯蔵穴
ちょぞうけつ

を掘
ほ

り込
こ

んで､

両端
りょうはし

に２本
ほん

の柱
はしら

を立
た

て､ 家
いえ

を建
た

てたと推
すい

定
てい

されます｡ 中
なか

には､ 隅
すみ

にベッド状
じょう

の高
たか

ま

りをもつものもありました｡ 後
こう

期
き

前
ぜん

半
はん

になると住居
じゅうきょ

と住居
じゅうきょ

の間
かん

隔
かく

が､ 10～15mほど

空
あ

けて建
た

てられていることも判
はん

明
めい

しました｡

[出土
しゅつど

遺
い

物
ぶつ

が物
もの

語
がた

るもの]

出土
しゅつど

した土
ど

器
き

には､ 物
もの

の煮
に

炊
た

きや貯
ちょ

蔵
ぞう

などに使
し

用
よう

する甕
かめ

､ 壺
つぼ

､ 鉢
はち

､ 高
たか

杯
つき

形
がた

土
ど

器
き

が

多
おお

くありました｡ その中
なか

には赤
あか

い色
いろ

を塗
ぬ

った土
ど

器
き

が見
み

られました｡ これらの土
ど

器
き

は

図(Fig)４ 弥生時代中期後半～後期前半における前田遺跡の想像図 (絵：阿南麻衣氏)



当
とう

時
じ

の北部九州
ほくぶきゅうしゅう

の影響
えいきょう

を受
う

けた土
ど

器
き

で､ 主
おも

に祭
まつ

りに使
し

用
よう

されていたと推
すい

定
てい
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序 文

熊本県教育委員会では､ 平成13年６月26日から平成14年８月10日まで､ 国土交

通省菊池川河川事務所月田地区排水樋管築堤工事及び県道玉名立花線単県道路改

良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として､ 熊本県玉名市大字月田字前田に所在す

る前田遺跡の発掘調査を実施しました｡

調査の結果､ 弥生時代中期後半から後期前半､ 中世､ 近世の遺構を中心として､

縄文時代中期から晩期､ 弥生時代中期後半から後期前半､ 古代､ 中世､ 近世の遺

物が発見されました｡ 特に弥生時代中期後半の竪穴式住居跡が41軒確認されたこ

とは､ 当時の集落の様子を示す非常に重要な発見と言えるでしょう｡

この報告書が県民の皆様を始め多くの方々に活用され､ 埋蔵文化財に対する関

心と理解を深めて頂く一助となれば､ 喜びに堪えません｡

なお､ 調査の円滑な実施に御理解と御協力をいただいた地元の方々､ 並びに関

係機関､ そして調査に対する指導､ 助言をいただいた諸先生方に対して厚くお礼

申し上げます｡

平成17年３月31日

熊本県教育長 柿 塚 純 男



例 言

１. 本書は､ 平成13年 (2001) ６月26日～平成14年 (2002) ８月10日にかけて実
施した熊本県玉名市大字月田字前田に所在する前田遺跡の発掘調査報告書で
あり､ 熊本県文化財調査報告書第225集である｡

２. 調査は､ 平成13年度国土交通省菊池川河川事務所月田地区排水樋管築堤工事
及び県道玉名立花線単県道路改良事業に伴い実施した｡

３. 調査は､ 国土交通省菊池川河川事務所及び熊本県土木部の依頼を受け､ 熊本
県教育庁文化課が実施し､ 遺物の整理・保管は熊本県文化財資料室で行った｡

４. 整理報告は平成15年度 (2002) に行った｡
５. 国土座標軸による測量基準杭の設定は､ (株) 有明測量開発社に委託した｡
６. 本書で使用した航空写真は､ 九州航空株式会社に委託撮影したものである｡
７. 現場での遺構実測・写真撮影・遺物取り上げは､ 主に岡本真也､ 高田英樹､

荒木隆宏､ 阿南麻衣､ 北原美和子が行い､ 坂田和弘､ 水野哲郎､ 坂口圭太郎､
和田敏郎､ 宇田員将､ 西口貴志がこれを補助した｡ 遺物実測は､ 西村和美､
三宅由華､ 松本裕子､ 井島秀子､ 金子美代子､ 坂本貴美子､ 宮崎典子､ 士野
雄貴､ 橋口剛士､ 上田龍児､ 岡本が行い､ 一部を九州文化財研究所､ 埋蔵文
化財サポート､ アジア航測に委託した｡ 遺構製図及び遺物製図は､ 西村､ 三
宅､ 松本､ 士野､ 橋口､ 竹原麻美が行い､ 一部を九州文化財リサーチに委託
した｡ 図版の作成にあたっては､ 松本､ 坂本､ 佐藤淳子､ 平川恵里子が中心
に行い､ 後藤克博､ 河原京子､ 高野信子､ 中尾健照､ 川俣幸次､ 多賀晴司､
福田匡朗､ 戸田英佑､ 江頭俊介､ 末永浩平､ 手柴智晴､ 沖謙介､ 加藤早織､
伊藤友美子がこれを補助した｡ 遺物写真撮影は､ 村田百合子が中心に行った｡

８. 英文要約は､ 目次を村田が､ 本文を岡本が作成し､ 村田がこれを訂正した｡
９. 本文の執筆は､ 第Ⅴ章を (株) 古環境研究所､ (株) パレオ・ラボ､ パリノ・

サーヴェイ (株)､ 藁科哲男氏 (京都大学原子炉実験所)､ 平尾良光氏・淀川
奈緒子氏 (別府大学文学部)・谷水雅治氏 (高知大学海洋コア総合研究セン
ター)､ 山崎純男氏 (福岡市教育委員会) に委託し､ それ以外を岡本が行った｡

10. 本書の編集は､ 岡本があたり､ 校正等に際しては松本､ 佐藤､ 平川がこれを
補助した｡

11. 遺物は､ 熊本県文化財資料室に保管している｡

凡 例

１. 写真図版のキャプションにある矢印は撮影方向を示す｡

２. 本書で使用している方位は､ 座標軸を基準とした北を示している｡

３. 報告書に掲載した実測図の縮尺は不統一であるため､ おのおのの頁に明記した｡

４. 出土遺物のデータについては､ 全て巻末の出土遺物観察表に掲載している｡
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写真(PL)73 調査２区 S035鉄器出土状況 528

写真(PL)74 調査２区 S036遺物出土状況 528

写真(PL)75 調査２区 S036完掘状況 529

写真(PL)76 調査２区 S038完掘状況 529

写真(PL)77 調査２区 S026､ 033､ 038完掘状況 529

写真(PL)78 調査２区縄文土器を包含する砂層中の遺物出土状況 530

写真(PL)79 調査１区B－1グリッド遺構・ピット検出状況 530

写真(PL)80 調査１区A､ B､ Cグリッド､ ピット群完掘状況 530

写真(PL)81 調査１区遺構完掘状況 531

写真(PL)82 調査１区 S094周辺完掘状況 531

写真(PL)83 調査１区 S076､ 077､ 092周辺完掘状況 531

写真(PL)84 調査１区 S105､ 126､ 138周辺完掘状況 532

写真(PL)85 調査１区 S054､ 075､ 078完掘状況 532

写真(PL)86 調査１区 S040完掘状況 532

写真(PL)87 調査１区 S041遺物検出状況 533

写真(PL)88 調査１区 S041完掘状況 533

写真(PL)89 調査１区 S042完掘状況 533

写真(PL)90 調査１区 S044検出状況 534

写真(PL)91 調査１区 S044遺物出土状況 534

写真(PL)92 調査１区 S044完掘状況 534

写真(PL)93 調査１区 S045遺物出土状況 535

写真(PL)94 調査１区 J－８､ ９グリッド土層断面 535

写真(PL)95 調査１区 S050半裁状況 535

写真(PL)96 調査１区 S051半裁状況 536

写真(PL)97 調査１区 S053鉄鏃出土状況 536

写真(PL)98 調査１区 S053完掘状況 536

写真(PL)99 調査１区 S054遺物出土状況 537

写真(PL)100 調査１区 S054完掘状況 537

写真(PL)101 調査１区 S055完掘状況 537

写真(PL)102 調査１区 S056遺物出土状況 538

写真(PL)103 調査１区 S056完掘状況 538

写真(PL)104 調査１区 S058半裁状況 538

写真(PL)105 調査１区 S058土層断面状況 539

写真(PL)106 調査１区 S059完掘状況 539

写真(PL)107 調査１区 S060検出状況 539

写真(PL)108 調査１区 S060土層断面及び半裁状況 540

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

………………………………………………………………

……………………………………………

……………………………………………………

…………………………………………………

………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

…………………………………………………………

……………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

……………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

……………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

…………………………………………………………



写真(PL)109 調査１区 S061検出状況 540

写真(PL)110 調査１区 S062遺物出土状況 540

写真(PL)111 調査１区 S063遺物出土状況 541

写真(PL)112 調査１区 S064遺物出土状況 541

写真(PL)113 調査１区 S065遺物出土状況 541

写真(PL)114 調査１区 S066遺物出土状況 542

写真(PL)115 調査１区 S067完掘状況 542

写真(PL)116 調査１区 S069､ 070遺物出土状況 542

写真(PL)117 調査１区 S071検出状況 543

写真(PL)118 調査１区 S071遺物出土状況 543

写真(PL)119 調査１区 S071完掘状況 543

写真(PL)120 調査１区 S072遺物出土状況 544

写真(PL)121 調査１区 S072､ 073完掘状況 544

写真(PL)122 調査１区 S074土層断面状況 544

写真(PL)123 調査１区 S074獣骨出土状況 (遠景) 545

写真(PL)124 調査１区 S074獣骨出土状況 (近景) 545

写真(PL)125 調査１区 S074､ 075検出状況 545

写真(PL)126 調査１区 S075鉄器出土状況 546

写真(PL)127 調査１区 S075ミニチュア土器出土状況 546

写真(PL)128 調査１区 S075完掘状況 546

写真(PL)129 調査１区 S076遺物出土状況 547

写真(PL)130 調査１区 S076完掘状況 547

写真(PL)131 調査１区 S077掘削状況 547

写真(PL)132 調査１区 S078完掘状況 548

写真(PL)133 調査１区 S078遺物出土状況 548

写真(PL)134 調査１区 S081周辺完掘状況 548

写真(PL)135 調査１区 S082遺物出土状況 549

写真(PL)136 調査１区 S082完掘状況 549

写真(PL)137 調査１区 S083､ 109遺物出土状況 549

写真(PL)138 調査１区 S083完掘状況 550

写真(PL)139 調査１区 S085遺物出土状況 550

写真(PL)140 調査１区 S086完掘状況 550

写真(PL)141 調査１区 S088遺物出土状況 551

写真(PL)142 調査１区 S089遺物出土状況 551

写真(PL)143 調査１区 S090完掘状況 551

写真(PL)144 調査１区 S090遺物出土状況 552

写真(PL)145 調査１区 S090南西土坑内高杯出土状況 552

写真(PL)146 調査１区 S106､ 108切り合い土層断面 552

写真(PL)147 調査１区 S076石戈出土状況 553

写真(PL)148 調査１区 S092､ 147遺物出土状況 553
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写真(PL)149 調査１区 S093貝層検出状況 553

写真(PL)150 調査１区 S094周辺完掘状況 554

写真(PL)151 調査１区 S095検出状況 554

写真(PL)152 調査１区 S095､ 142､ 146完掘状況 554

写真(PL)153 調査１区 S095遺物出土状況 555

写真(PL)154 調査１区 S097検出状況 555

写真(PL)155 調査１区 S097完掘状況 555

写真(PL)156 調査１区 S098検出状況 556

写真(PL)157 調査１区 S099､ 100遺物出土状況 556

写真(PL)158 調査１区 S099遺物出土状況 556

写真(PL)159 調査１区 S099､ 100完掘状況 557

写真(PL)160 調査１区 S101遺物出土状況 557

写真(PL)161 調査１区 S101完掘状況 557

写真(PL)162 調査１区 S105完掘状況 558

写真(PL)163 調査１区 S106鉄器出土状況 (遠景) 558

写真(PL)164 調査１区 S106鉄器出土状況 (近景) 558

写真(PL)165 調査１区 S106､ 108完掘状況 559

写真(PL)166 調査１区 S107完掘状況 559

写真(PL)167 調査１区 S109遺物出土状況 559

写真(PL)168 調査１区 S110検出状況 560

写真(PL)169 調査１区 S110完掘状況 560

写真(PL)170 調査１区 S117完掘状況 560

写真(PL)171 調査１区 S118検出状況 561

写真(PL)172 調査１区 S118貝殻廃棄状況１ 561

写真(PL)173 調査１区 S118貝殻廃棄状況２ 561

写真(PL)174 調査１区 S118石包丁出土状況 562

写真(PL)175 調査１区 S118遺物出土状況 562

写真(PL)176 調査１区 S118完掘状況 562

写真(PL)177 調査１区 S119完掘状況 563

写真(PL)178 調査１区 S120完掘状況 563

写真(PL)179 調査１区 S121遺物出土状況 563

写真(PL)180 調査１区 S121土坑完掘状況 564

写真(PL)181 調査１区 S122土層断面状況 564

写真(PL)182 調査１区 S122完掘状況 564

写真(PL)183 調査１区 S124完掘状況 565

写真(PL)184 調査１区 S125遺物出土状況 565

写真(PL)185 調査１区 S125完掘状況 565

写真(PL)186 調査１区 S126､ 138完掘状況 566

写真(PL)187 調査１区 S128遺物出土状況 566

写真(PL)188 調査１区 S128完掘状況 566
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写真(PL)189 調査１区 S129土層断面状況 567

写真(PL)190 調査１区 S129遺物出土状況 567

写真(PL)191 調査１区 S129､ 130､ 131検出状況 567

写真(PL)192 調査１区 S129､ 130､ 131完掘状況 568

写真(PL)193 調査１区 S130､ 131遺物出土状況 568

写真(PL)194 調査１区 S131完掘状況 568

写真(PL)195 調査１区 S133､ 134完掘状況 569

写真(PL)196 調査１区 S135遺物出土状況 569

写真(PL)197 調査１区 S135完掘状況 569

写真(PL)198 調査１区 S136､ 137完掘状況１ 570

写真(PL)199 調査１区 S136､ 137完掘状況２ 570

写真(PL)200 調査１区 S139遺物出土状況 570

写真(PL)201 調査１区 S139完掘状況 571

写真(PL)202 調査１区 S140遺物出土状況 571

写真(PL)203 調査１区 S140完掘状況 571

写真(PL)204 調査１区 S094火輪出土状況 572

写真(PL)205 調査１区 S091遺物出土状況 572

写真(PL)206 調査１区ピット1156遺物出土状況 572

写真(PL)207 調査１区ピット1167遺物出土状況 573

写真(PL)208 調査１区ピット1286検出状況 573

写真(PL)209 調査風景 (調査２区) 573

写真(PL)210 作業風景 (調査１区) 574

写真(PL)211 作業風景 (S106) 574

写真(PL)212 作業風景 (調査１区) 574

写真(PL)213 月瀬小学校３､ ４年生体験発掘風景 (2001年11月13日) 575

写真(PL)214 月瀬小学校体験発掘参加者 (2001年11月13日) 575

写真(PL)215 実測風景 (調査１区) 575

写真(PL)216 住居内覆土水洗状況 576

写真(PL)217 現地説明会の様子 (2002年６月８～９日) 576

写真(PL)218 作業員さん方との集合写真 576

写真(PL)219 日清､ 日露戦争の従軍姓名碑 577

写真(PL)220 凱旋門 (右：A・左：B) 577

写真(PL)221 凱旋門 (Bの④方向より) 577

写真(PL)222 凱旋門 (Bの③方向より) 578

写真(PL)223 凱旋門 (Ａの①方向より) 578

写真(PL)224 凱旋門 (Ａの②方向より) 578

写真(PL)225 縄文土器１ 579

写真(PL)226 縄文土器２ 579

写真(PL)227 縄文土器３ 580

写真(PL)228 縄文土器４ 580
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写真(PL)229 縄文土器５ 581

写真(PL)230 縄文土器６ 581

写真(PL)231 縄文土器７ 582

写真(PL)232 縄文時代の石器 (楔形石器､ スクレイパー､ 二次加工ある石器) 582

写真(PL)233 縄文時代の石器 (剥片の背面) 583

写真(PL)234 縄文時代の石器 (剥片の腹面) 583

写真(PL)235 縄文時代の石器 (剥片・石核) 584

写真(PL)236 縄文時代の石器 (磨製石斧１) 584

写真(PL)237 縄文時代の石器 (磨製石斧２) 585

写真(PL)238 縄文時代の石器 (打製石斧１) 585

写真(PL)239 縄文時代の石器 (打製石斧２) 586

写真(PL)240 出土石器 (磨石､ 敲石類１) 586

写真(PL)241 出土石器 (磨石､ 敲石類２) 587

写真(PL)242 出土石器 (磨石､ 敲石類３) 587

写真(PL)243 出土石器 (磨石､ 敲石類４) 588

写真(PL)244 出土石器 (石皿) 588

写真(PL)245 弥生時代の土器 (S001) 589

写真(PL)246 弥生時代の土器 (S011) 589

写真(PL)247 弥生時代の土器 (S002､ 005) 590

写真(PL)248 弥生時代の土器 (S003) 590

写真(PL)249 弥生時代の土器 (S025､ 026､ 027) 591

写真(PL)250 弥生時代の土器 (S029､ 044､ 069) 591

写真(PL)251 弥生時代の土器 (S054) 592

写真(PL)252 弥生時代の土器 (S076) 592

写真(PL)253 弥生時代の土器 (S078) 593

写真(PL)254 弥生時代の土器 (S081､ 082) 593

写真(PL)255 弥生時代の土器 (S089､ 092) 594

写真(PL)256 弥生時代の土器 (S101､ 105) 594

写真(PL)257 弥生時代の土器 (S099､ 100) 595

写真(PL)258 弥生時代の土器 (S095) 595

写真(PL)259 弥生時代の土器 (S106) 596

写真(PL)260 弥生時代の土器 (S106､ 107､ 108) 596

写真(PL)261 弥生時代の土器 (S106) 597

写真(PL)262 弥生時代の土器 (S129､ ピット1757) 597

写真(PL)263 弥生時代の土器 (S147､ 148) 598

写真(PL)264 弥生時代の土器 (S135､ 140) 598

写真(PL)265 弥生時代の土器 (S135､ 140) 599

写真(PL)266 弥生時代の土器 (S004､ 012､ 033) 599

写真(PL)267 弥生時代の土器 (S046､ 053) 600

写真(PL)268 弥生時代の土器 (S072､ 073､ 075) 600
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写真(PL)269 弥生時代の土器 (S075､ 077) 601

写真(PL)270 弥生時代の土器 (S083､ 085､ 088) 601

写真(PL)271 弥生時代の土器 (S088) 602

写真(PL)272 弥生時代の土器 (S088､ 090､ 109) 602

写真(PL)273 弥生時代の土器 (S126､ 128) 603

写真(PL)274 弥生時代の土器 (S091) 603

写真(PL)275 弥生時代の土器 (S097､ 133､ 134) 604

写真(PL)276 弥生時代の土器 (S130､ 134､ 145) 604

写真(PL)277 弥生時代の土器 (S136､ 138､ 139) 605

写真(PL)278 弥生時代の土器 (S091､ 包含層) 605

写真(PL)279 弥生時代の土器 (包含層) 606

写真(PL)280 弥生時代の土器 (S017､ 091) 606

写真(PL)281 弥生時代の土器 (S076､ 096､ 099､ 包含層) 607

写真(PL)282 弥生時代の土器 (S077) 607

写真(PL)283 弥生時代の土器 (S090) 608

写真(PL)284 弥生時代の土器 (S001) 608

写真(PL)285 弥生時代の土器 (S003) 609

写真(PL)286 弥生時代の土器 (S011､ 020) 609

写真(PL)287 弥生時代の土器 (S095､ 100) 610

写真(PL)288 弥生時代の土器 (S081､ 082) 610

写真(PL)289 弥生時代の土器 (S101) 611

写真(PL)290 弥生時代の土器 (S147) 611

写真(PL)291 弥生時代の土器 (S026､ 029) 612

写真(PL)292 弥生時代の土器 (S089) 612

写真(PL)293 弥生時代の土器 (S076､ 078) 613

写真(PL)294 弥生時代の土器 (S044､ 054) 613

写真(PL)295 弥生時代の土器 (S092､ 099) 614

写真(PL)296 弥生時代の土器 (S092､147) 614

写真(PL)297 弥生時代の土器 (S140) 615

写真(PL)298 弥生時代の土器 (S090､ 100) 615

写真(PL)299 弥生時代の土器 (S095) 616

写真(PL)300 弥生時代の土器 (S106) 616

写真(PL)301 弥生時代の土器 (S106) 617

写真(PL)302 弥生時代の土器 (S106) 617

写真(PL)303 弥生時代の土器 (S106) 618

写真(PL)304 弥生時代の土器 (S129､ 130､ 135､ 140､ 146) 618

写真(PL)305 弥生時代の土器 (S033) 619

写真(PL)306 弥生時代の土器 (S012､ 033､ 036､ 053､ 067) 619

写真(PL)307 弥生時代の土器 (S046､ 053､ 067) 620

写真(PL)308 弥生時代の土器 (S072､ 073) 620
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写真(PL)309 弥生時代の土器 (S075) 621

写真(PL)310 弥生時代の土器 (S075､ 077) 621

写真(PL)311 弥生時代の土器 (S083､ 088) 622

写真(PL)312 弥生時代の土器 (S090､ 109) 622

写真(PL)313 弥生時代の土器 (S118) 623

写真(PL)314 弥生時代の土器 (S118) 623

写真(PL)315 弥生時代の土器 (S118､ 125) 624

写真(PL)316 弥生時代の土器 (S136､ 138､ 139) 624

写真(PL)317 弥生時代の土器 (S139) 625

写真(PL)318 弥生時代の土器 (S091､ 133) 625

写真(PL)319 弥生時代の土器 (S091､ 包含層) 626

写真(PL)320 弥生時代､ 時期不明の土器 (包含層) 626

写真(PL)321 弥生時代の石器 (砥石) 627

写真(PL)322 弥生時代の石器 (石皿) 627

写真(PL)323 弥生時代の石器 (太型蛤刃石斧､ 磨石､ 浮子､ 両面加工石器) 628

写真(PL)324 弥生時代の石器 (石皿､ 砥石) 628

写真(PL)325 出土石器 (砥石､ 軽石有溝製品) 629

写真(PL)326 出土石器 (支脚､ 軽石製品､ 石錐､ 尖頭状石器) 629

写真(PL)327 出土貝類・骨類 (写真のみ：S093) 630

写真(PL)328 出土貝類・骨類 (写真のみ：S118) 630

写真(PL)329 中世の石器 (砥石) 631

写真(PL)330 中世の石器 (滑石製品､ 滑石石鍋､ 硯) 631

写真(PL)331 中世の出土遺物 (S065) 632

写真(PL)332 中世の出土遺物 (S009､ 011､ ピット1292､ 包含層､ その他) 632

写真(PL)333 中世の出土遺物 (S010､ 018､ 061､ 062) 633

写真(PL)334 中世の出土遺物 (S011､ ピット1452､ ピット1560､ ピット1570) 633

写真(PL)335 古代・中世の出土遺物 (S046､ 055､ 094､ 包含層､ その他) 634

写真(PL)336 中世・近世の出土遺物 (S094､ ピット1452､ 包含層､ その他) 634

写真(PL)337 中世の出土遺物 (S074) 635

写真(PL)338 中世の出土遺物 (S094) 635

写真(PL)339 近世の出土遺物 (S051､ 094､ 包含層) 636

写真(PL)340 中世の五輪塔の火輪 (S094) 636

写真(PL)341 粘土塊 (S106 下層：写真のみ) 637

写真(PL)342 浮子 (S101 下層：写真のみ) 637

写真(PL)343 出土遺物のＸ線写真 (鉄器､ 青銅鏡､ 古銭) 638
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第Ⅰ章 調査の経過
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本遺跡の調査は､ 国土交通省菊池川河川事務所月

田地区排水樋管築堤等工事及び県道玉名立花線単県

道路改良事業に伴う事前の記録保存を目的とした発

掘調査である｡

事業の実施に先立ち予定地内に埋蔵文化財が存在

する可能性が高いことから､ 試掘調査を実施した｡

その結果､ 弥生時代の遺構や遺物が発見され､ 遺跡

の存在が確認された｡ その後､ 埋蔵文化財の発掘調

査が必要な範囲を国土交通省 (当時建設省) へ連絡

し､ 協議を重ねた上で､ 調査を行う運びとなった｡

費用負担については､ １年目は国､ ２年目以降は

工事範囲の面積比から､ 国が69.23％､ 県が30.77％

の費用負担となった｡

��� ����

試掘調査は平成12年度､ 発掘調査は､ 平成13～14

年度､ 報告書作成は平成14～15年度に行い､ 報告書

の印刷製本を平成16年度に行った｡

������������� �����

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 阪井大文 (文化課長)

島津義昭 (課長補佐)

調査総括 高木正文 (主幹兼調査第１係長)

調査事務局 川上康治 (課長補佐)

中村幸宏 (主幹兼総務係長)

廣瀬泰之 (参 事)

上村修治 (参 事)

杉村輝彦 (主 事)

調査担当 長谷部善一 (主任学芸員)

緒方智子 (嘱 託)

������������� ����

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 阪井大文 (文化課長)

島津義昭 (課長補佐)

調査総括 高木正文 (主幹兼調査第１係長)

調査事務局 小田信也 (課長補佐)

中村幸宏 (主幹兼総務係長)

廣瀬泰之 (参 事)

杉村輝彦 (主 事)

調査担当 岡本真也 (文化財保護主事)

荒木隆宏 (嘱 託)

������������� ����

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 成瀬烈大 (文化課長)

島津義昭 (教育審議員・課長補佐)

調査総括 高木正文 (主幹兼調査第１係長)

調査事務局 小田信也 (教育審議員・課長補佐)

中村幸宏 (主幹兼総務係長)

天野寿久 (主任主事)

杉村輝彦 (主 事)

調査担当 岡本真也 (参 事)

高田英樹 (主任主事)

阿南麻衣 (嘱 託)

北原美和子 (嘱 託)

������������� � !"��

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 成瀬烈大 (文化課長)

島津義昭 (教育審議員・課長補佐)

調査総括 高木正文 (主幹兼調査第１係長)

調査事務局 小田信也 (教育審議員・課長補佐)

中村幸宏 (主幹兼総務係長)

天野寿久 (主任主事)

杉村輝彦 (主 事)

調査担当 岡本真也 (参 事)

阿南麻衣 (嘱 託)

西村和美 (嘱 託)

三宅由華 (嘱 託)

����#�������� � !"��

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 成瀬烈大 (文化課長)

島津義昭 (教育審議員・課長補佐)

調査総括 高木正文 (主幹兼調査第１係長)

調査事務局 小田信也 (教育審議員・課長補佐)

欄杭正義 (主幹兼総務係長)

天野寿久 (主任主事)

杉村輝彦 (主 事)

調査担当 岡本真也 (参 事)

西村和美 (嘱 託)
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三宅由華 (嘱 託)

��������	
���

武末純一 (福岡大学人文学部 教授)､ 狭川真一

(財団法人 元興寺文化財研究所 考古学研究室長)､

村上恭通 (愛媛大学法文学部 助教授)､ 山崎純男

(福岡市教育委員会 文化財部長)､ 藁科哲男 (京都

大学原子炉実験所)､ 平尾良光 (別府大学文学部

教授)､ 淀川奈緒子 (別府大学文学部 文化財学科

４年生)､ 谷川雅治 (高知大学 海洋コア総合研究

センター)､ 朽津信明 (東京文化財研究所)

������������	
���

上田龍児 (福岡大学大学院生)､ 比佐陽一郎・片多

雅樹 (福岡市埋蔵文化財センター)､ 小畑弘己･杉井

健 (熊本大学文学部 助教授)､ 大坪志子 (熊本

大学文学部 助手)､ 渡辺一徳 (熊本大学教育学部

教授)､ 宮縁育夫・大丸裕武 (森林総合研究所)､

中村修身 (北九州市芸術文化振興財団 埋蔵文化財

調査室長)､ 今田秀樹 (天ヶ瀬町教育委員会)､ 清田

純一 (城南町教育委員会)､ 竹田宏司・末永 崇

(玉名市教育委員会)､ 青木勝士 (熊本県私学文書課)､

河合章行・橋口剛士 (熊本大学大学院生)､ 高谷和

生 (荒尾養護学校)､ 古森政次 (熊本県文化企画課)､

江本 直・木崎康弘・角田賢治・池田朋生 (熊本県

立装飾古墳館)､ 村崎孝宏 (歴史公園鞠智城・温故

創生館)､ 熊本市教育委員会､ 玉名市教育委員会

��� �����

本調査は平成13 (2001) 年６月26日 (火) から平

成14 (2002) 年８月10日 (土) まで行った｡

以下に各月を前半と後半に分けて､ 調査日誌の中

から特筆すべき事項や内容を簡単に述べたい｡

【６月】

(後半)

26日～､ 調査区内の表土剥ぎ｡ 弥生だけでなく､

中世の遺物も確認｡ 甕棺２基確認｡

【７月】

(前半)

調査区内の表土剥ぎ｡ 縄文晩期の浅鉢が出土｡ 弥

生時代中期後半期の黒髪式土器に伴う住居跡と考え

られる遺構を確認｡ 資料室より機材を搬入｡

(後半)

16日､ 作業開始｡ 調査２区の清掃から始める｡ 業

者がメッシュ杭と４級基準点の作業に来跡｡

19日～25日｡ 連日厳しい暑さが続く｡ 基本土層を

確認し､ 掘り下げに入る｡

30日､ 遺構が数多く検出される｡

日よけのために寒冷遮を張り､ 作業を進める｡

【８月】

(前半)

６日､ 熊大大院生河合氏が､ 学部生４名を連れて

来跡｡ 平板実測の実習を行う｡

土層確認を兼ねて､ 調査区の周りにトレンチを入

れる｡

15日､ 作業員の金森さんから近世墓を見せてもら

う｡ 以前調査１区の南側にあったが､ 移設されたも

の｡ 元禄五年､ 正徳三年､ 享保４年の銘があり､

1692～1719年の墓石と判断｡ この時期の遺構や遺物

が確認される可能性の考えられる｡

(後半)

調査１区の清掃とトレンチ掘りに入る｡ 暑さが厳し

い｡

【９月】

(前半)

砂質土のため､ 雨によるトレンチ内壁の崩落が激

しい｡ トレンチ掘りとトレンチ土層断面図を書く作

業を並行して行う｡ 残暑が厳しい｡

(後半)

20日､ Ｃ－４グリッドで中世の青磁 (龍泉窯系)

碗が完形で出土｡ おそらく墓の可能性が高いと考え

られる｡ Ａ, Ｂ, Ｃグリッド周辺は中世の遺物・遺

構が多い｡

25日､ 昼食時に地元の料理である｢どじょう汁｣を

いただく｡ 初めて食べたが､ どじょうの原形は無く､

小骨がわずかに残るのみだったが､ 非常に美味だっ

た｡

調査１区の清掃とトレンチ掘り終了｡

【10月】

(前半)

３日､ 甕棺２基は､ いずれも合せ口の小児甕棺

であることが判明｡

10日､ S007の土坑から軟玉の小玉が１点出土｡

― 2 ―



土坑墓である可能性が高い｡

11日､ S007の土坑や住居跡の覆土を水洗いする

班を作り､ 掘り下げ班と並行して作業を進める｡

(後半)

調査２区の住居跡の掘り下げを行う｡

23日､ S017の住居跡から石包丁が出土｡ しかし､

やや浮いている｡

30日､ 玉名市立月瀬小学校３, ４年生､ 11人が総

合的な学習の一環で来跡｡ 説明を行う｡

【11月】

(前半)

１日､ 住居跡覆土水洗いで､ ガラス小玉１点

(S001)､ 管玉片１点 (S017) が出土｡ 調査員､ 作

業員共に喜ぶ｡ 鉄製品等や種子､ カーボンにも注意

をしてもらう様に説明する｡

７日､ S002の住居跡覆土 (B－２､ ３層) から炭

化米１点が確認｡

12日､ S002の住居跡はベッド付きで､ 床面は貼

り床であることが判明｡ その土は付近にある花崗岩

のバイランドに酷似｡

13日､ 玉名市立月瀬小学校３, ４年生､ 11人が発

掘体験学習で再来跡｡ 土器を発見して喜ぶ子ども達

の顔が印象的であった｡

(後半)

調査２区の住居跡の掘り下げを行う｡ 住居跡覆土

水洗いによりガラス小玉､ 管玉､ 鉄鏃などが確認｡

21日､ 元興寺文化財研究所の狭川真一氏が鹿児島

の帰りに来跡される｡ 調査指導は２月の予定｡

【12月】

(前半)

調査２区を早く済ませて､ 調査１区に移りたいと

思っているのだが､ なかなか遺構の掘り下げが思う

ように進まない｡ 住居跡覆土水洗いによりガラス小

玉､ 管玉､ 炭化種子などが確認｡

(後半)

調査２区の遺構数が32になる｡ まだ増える可能性

大｡ 28日まで仕事を行う｡

【1月】

(前半)

７日から作業開始｡ S033の住居跡の切りあいに

悩む｡ 土が見難く､ その日その日で､ 見え方が異な

る｡ 土の感触も砂質土であり､ 差異が見出せない｡

(後半)

19日から調査１区の掘り下げに入る｡

24日､ S034の土坑から石製の勾玉が出土｡ 長崎

産ヒスイと考えられる｡ 今後の調査工程を考慮して

２月より作業員さんを増員することに決定｡ ハロー

ワークに作業員さんの募集手続きに行く｡

25日､ 第１回目の空中写真撮影を実施｡

26日､ 新年会を兼ねて豚汁での昼食会を行う｡ 午

後の作業に気合が入る｡

【２月】

(前半)

1日､ 福岡大学武末純一教授の調査指導｡

調査１区でも次々と遺構が検出され､ 掘り下げを

行う｡水洗いも並行して進める｡ L,M－８､９グリッ

ド周辺に遺構が複数に切りあっていることが判明｡

15日､ E－５グリッドより､ 青銅製の鏡片が出土｡

掘削によるガジリが見られる｡

(後半)

19日､ 鏡片が出土した周辺の廃土を水洗いして､

その他の鏡片やガジリ片がないかを調べたが､ 発見

できず｡

20日､ 調査指導で元興寺文化財研究所の狭川真一

氏が来跡｡ 中世の遺構については､ 屋敷墓や土坑墓

について指導される｡

【３月】

(前半)

近世の大溝 (S074) の掘り下げに入る｡ 弥生､

中世､ 近世の遺物が混入している｡

7日､ 水洗いによりS081から管玉１点が確認｡ ガ

ラス小玉や管玉が調査１区の遺構にも含まれること

が判明｡

12日､ S071としていた弥生土器が集中する遺構

はプランが不明｡ 困惑する｡

(後半)

調査２区の甕棺の実測が終わる｡ 最後に張りつめ

た粘土の写真を写して終了｡

28日､ 平成13年度の作業を終了する｡

荒木氏は､ ４月より熊大の大学院に進学するため
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に３月で県の嘱託を辞職｡

【４月】

(前半)

調査１区と２区の間も調査を行うことになり､ 表

土剥ぎを実施｡

４日､ 作業開始｡ 平成14年度は阿南氏と１年間パー

トナーを組むが､ 夏までは高田氏､ 北原氏の応援も

いただく｡

遺構数が多いので作業員さんの中から､ 数名実測

をお願いする｡ しかし､ なかなか実測が追いつかな

い｡

(後半)

19日､ 熊大の渡辺教授が来跡｡ 自然流路の可能性

が高いS050とS051を見ていただき､ 指導を受ける｡

24日､ S096から人骨が出土｡ 完形の青磁碗や土

師器の小皿も伴っている事から中世の土坑墓である

ことが判明｡

【５月】

(前半)

２日､ 玉名市立月瀬小学校６年生､ ７人が発掘体

験学習で来跡｡

14日､ 住居跡 (S076) から石戈の転用品と考え

られる石器が出土｡

(後半)

17日､ S106より丹塗り筒型器台が出土｡ 後日､

ミニチュア土器や鉄製品が出土｡

遺構があるのはわかるのだが､ 切り合いが判然と

しない｡ 遺構掘削と実測の繰り返し｡ 人手足りず｡

【６月】

(前半)

高木､ 木崎両係長にも遺構検出に手伝ってもらう｡

８､ ９日､ 現地説明会を実施｡ ２日間で374名の

方々に見ていただく｡

14日､ S106より磨製石剣が出土｡ 基部が欠損｡

坂田､ 坂口､ 和田､ 宇田の各氏に応援に来てもら

う｡ 各自に遺構担当を設けて､ 掘削・実測をお願い

する｡

(後半)

27日､ 北九州市芸術文化振興財団の中村修身氏が

来跡｡ 石かを見ていただき､ 指導を受ける｡ 全国で

280例､ 熊本県内で４例目ということが判明｡

【７月】

(前半)

３日､ 水野氏合流｡ 玉陵中学３年生８名が､ 担当

教諭と来跡｡ 説明を受け､ 体験発掘を行う｡

遺構実測が間に合わず､ 一部を九州文化財研究所

に委託する｡

15日､ 九州ルーテル大学の板楠教授､ 熊本市教育

委員会の網田氏､ 赤星氏が来跡｡ 宇田氏合流｡

(後半)

いよいよ大詰めに入る｡ しかし､ 部分的に遺構の

切り合いが判らずに難航する個所が残る｡ 遺構数が

多いために､ 実測や写真撮影などの見落としがない

ように再チェックを行う｡

【８月】

(前半)

８日､ ２回目の空撮を行う｡ 資料室へ機材等を午

前､ 午後の２回に分けて運ぶ｡

10日､ 全ての実測作業が終了｡

11日､ 対岸の清原台地より完掘後の写真を撮影し､

前田遺跡の調査全てを終了する｡
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玉名平野は熊本県の北部に位置し､ 菊池川下流域

に広がった面積49k㎡を有する沖積平野である｡ こ

の平野では玉名市の市街地を頂点として典型的な三

角州を形成し､ 前縁には藩政時代より進められてき

た干拓地が豊穣の海である有明海に向かって広がっ

ている｡ 対岸は長崎県の島原半島である｡ 一方平野

の東部は金峰山系山麓に限られ､ 北側は花崗岩山塊

からなる小岱山に続く洪積台地と接している｡

市街地は北側の花崗岩風化土壌で形成された丘陵

地帯､ 沖積面よりの比高５ｍ程度の低位洪積段丘､

弥生海退による海岸線の後退と河川の働きによって

形成された自然陸化箇所､ 広大で肥沃な臨海沖積平

野とに大きく分けられる｡ 玉名市街中央を貫流して

有明海に注ぐ菊池川は､ 幹線の流路延長61.2km､

阿蘇外輪山北西部に源を発し､ 菊池渓谷をはじめ山

間地を流下､ 中流の菊鹿盆地を経て下流の玉名平野

に至り､ 有明海に注ぐ｡ 下流域では和仁川､ 内田川､

江田川､ 木葉川､ 繁根木川などの諸支流が合わさり､

特に玉名平野南部の本遺跡周辺部で大きく蛇行し､

屈曲している｡ (2000 高谷)

また､ 26,300haという日本一広大な干潟を持つ有

明海は､ 全国の海岸に分布する干潟の約42％にもお

よび､ 東京湾より大きく伊勢湾や陸奥湾に匹敵する

大きさの内海である｡ 特に潮の干満の差が日本一大

きく､ 大潮時には最大６～７ｍに達する｡ 潮は菊池

川の支流､ 木葉川に隣接する本遺跡の横を上がり､

約12km程度を逆流する｡ (熊日 1997)

前田遺跡は熊本県玉名市大字月田字前田に所在す

る｡ 菊池川の下流域､ 河口から約16km上流に位置

し､ 菊池川の自然堤防上､ 川の蛇行した内側にあり､

標高は約20mである｡ 対岸が菊水町江田地区であり､

菊池川と江田川の合流地点より約１km上流にあた

る｡ 付近は雨期には数年に一度は河川の水位が上が

り､ 氾濫原となる地帯である｡ 最近では平成２年

(1995) ７月２日の大水害が記憶に新しい｡

�	� 
����

ここでは図 玉名・山鹿・植木地域を中心に前田

遺跡周辺の各時代の歴史的環境を概観してみたい｡

������� �����������

現在､ 熊本県下には300を越える旧石器時代の遺

跡が確認されている｡ 河川流域に集中しており､ そ

の中でも白川を中心とする阿蘇外輪山一帯や球磨川

上流域を中心とする球磨盆地一帯などが特に集中し

た地域である｡

菊池川も例外ではなく､ 流域沿いに玉名､ 山鹿､

菊池周辺に点在している｡ 菊地川上流の伊野遺跡で

は､ ナイフ形石器､ 剥片尖頭器､ 細石刃核､ 細石刃

などが出土 (1985 江本) しており､ 中流域の松島

遺跡では多量の細石刃核や細石刃が採集されている｡

周辺では菊水町の下津原遺跡があり､ 剥片尖頭器が､

中原遺跡ではナイフ形石器､ 台形様石器､ 細石刃､

細石核等が採集されている｡ また､ 荒尾市の平山宿

遺跡では礫層からチャート製のチョッパー､ 陣屋敷

遺跡では粘土層から西洋梨形のハンダックスと考え

られる両面加工石器が採集されている｡ これらはい

ずれも前期旧石器時代の可能性がある石器と捉えら

れている｡ 荒尾市周辺は約９万年前の阿蘇４火砕流

堆積物が堆積していない地域だと言われており､ そ

の可能性は考えられるであろう｡ 小岱山が盾となっ

て阿蘇４火砕流をくい止めたと考えられている｡

�������������������������

縄文時代前期には気候の温暖化に伴い海水面が現

在より３～５ｍ上昇 (縄文海進) し､ その後も気候

の変動によりわずかな海進､ 海退を繰り返している｡

玉名市周辺の縄文時代の遺跡は古玉杵名湾が台地裾

部にかかる場所を中心に貝塚が多い｡ 繁根木貝塚､

保田木貝塚､ 桃田貝塚などの縄文中期の集落・貝塚

である｡ 天水町には縄文時代前期の尾田貝塚､ 菊水

町江田船山古墳の位置する清原台地の菊池川隣接部

には縄文時代後期の若園貝塚がある｡

若園貝塚は本遺跡の対岸部に位置しており､ 本遺

跡と同時期の縄文時代後期の土器片が出土している

ことから､ その関連性が考えられる｡

山鹿や植木地区にも台地上を中心に縄文時代の遺

跡が点在する｡

また､ 低湿地遺跡として､ 菊池川下流左岸に位置

する上小田宮の前遺跡では縄文時代後期～晩期の弓
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の一部や炭化したドングリが付着した深鉢型土器の

破片などが出土(１)している｡ 狩猟や採集 (ドングリ

のあく抜き作業) を裏付けできる良好な資料として

非常に重要な遺物である｡

��������	
������
�����

弥生時代になると遺跡の数も増加し､ 菊池川流域

の低湿地や台地上に集落が営まれる｡ 付近を概観す

ると弥生時代前期については天水町の斉藤山貝塚が

あり､ 多くの突帯文土器､ 日本最古とされる鉄斧が

出土している｡ 中期以降では､ 当地が北部九州の影

響を受けやすい地理的要因もあることから､ 甕棺墓

や支石墓群が多く発見されており､ もっぱら台地上

に分布域を示している｡ 高岡原遺跡は立願寺台地に

位置する弥生時代後期から古墳時代前期頃の集落跡

であり､ 内行花文鏡２面が出土している｡ (2000

高谷)

本遺跡の対岸に位置する菊水町の諏訪原遺跡では

弥生時代後期の住居跡や環濠が確認されている｡ (２)

上流の左岸側の竈門寺原遺跡は中期の甕棺墓群が確

認されている (1995長谷部) 山鹿地区では､ 舶載

鏡､ 彷製鏡や巴形銅器が出土した方保田東原遺跡が

弥生時代後期の拠点集落として有名であり､邪馬台

国と比定する研究者もいる｡ (３)

近年の調査では玉東町の稲佐津留遺跡で弥生時代

後期の集落跡が彷製鏡や巴形銅器と共に検出されて

いる｡

���������
������
�����

菊池川流域は古墳の密集地帯である｡ 特に遺跡の

北側丘陵部には中期から後期にかけての装飾古墳や

横穴墓が数多く分布する｡

菊池川流域で最も古い前方後円墳は､ 畿内編年３

期の左岸下流域にある玉名市の山下古墳 (４世紀末)

である｡ 院塚古墳は４世紀末～５世紀初頭で､ 畿内

編年４～５期の前方後円墳である｡ 玉名市の繁根木

(伝左山) 古墳は径35mの円墳であるが､ 最古の複

式横穴式石室と舟形石棺も直葬し､ ６世紀初頭と考

えられている｡

畿内編年７期後半には銀象嵌太刀や冠などの豊富

な副葬品を持つ菊水町の江田船山古墳 (５世紀末)

が築造される｡ 畿内編年８～９期では､ 内部主体部

が石棺に代わって石屋形が登場し､ 装飾古墳の最盛

期となる｡ 玉名市にある大坊古墳 (国史跡)､ 永安

寺東古墳・永安寺西古墳 (いずれも県史跡)､ 石貫

穴観音横穴・石貫ナギノ横穴群 (いずれも国史跡)

はその代表である｡ (2000 高谷)

菊池川中流域の山鹿地区にはチブサン古墳､ 弁慶

ヶ穴古墳､ 鍋田横穴群､ 馬塚古墳､ 長岩横穴群､ 臼

塚古墳などの装飾古墳が卓越する｡

植木地区にも横穴式複室墳を持つ石川山古墳群､

舟形石棺を持つ慈恩寺経塚古墳があり､ 高隈古墳､

塚園古墳などの前方後円墳や近年発見された山口横

穴群は装飾古墳として脚光を浴びた｡

近年の調査において天水町の大塚古墳では､ 径が

100mを超える前方後円墳である可能性が指摘され

ている｡ また､ 玉名市の城ヶ辻古墳群の７号墳では

北部九州の影響を受けた県内初の竪穴系横穴式石室

墓が確認された｡

これらの古墳の存在から古墳時代の菊池川流域や

その周辺には､ かなりの勢力をもった豪族が存在し

たことが窺える｡

���������
����� �

古代律令制下､ 玉名地区は玉名郡 (日本書記では

玉杵名郡) に属し､ ｢和名抄｣ に見える日置・下宅・

宗部・大町・江田の各郷に属していたと考えられる｡

植木地区は古くは山本郡に属していたが､ 同郡は貞

観元年 (859) に合志郡から分かれて郡となった｡

｢和名抄｣ に見える飽田郡の天田郷・殖木郷は､ の

ちに山本郡に属したものとされ､ 天田郷を鐙田に､

殖木郷を旧植木町付近に､ また山鹿郡伊智郷を伊知

坊に､ 山本郡高原郷を五両付近に比定する説がある｡

(1987 村上)

昭和29年､ 31年､ 玉名市立願寺地区の発掘調査に

より礎石群が確認され､ 布目瓦が出土したことから

玉名郡が跡と推定された｡ その付近からは多量の焼

米と７個の礎石や炭化材が出土し､ ｢三代実録｣ 貞

観17年 (875) ６月20日条に見える玉名郡倉に比定

された｡ また､ 奈良中期から平安中期に至る軒平瓦・

鬼面瓦などが出土し､ 法起寺様式の伽藍配置をもつ

寺跡であることが確認され､ 玉名郡寺跡と考えられ

ている｡ このように郡の中心ともいうべき３つの建
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図(Fig)12 周辺遺跡地図 Ｓ＝1／10,000
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造物の遺構がまとまった形で発見されたのは､ 全国

的にも珍しく､ 梅林から元玉名にかけての条里制遺

構とともに､ まさしく玉名郡の中心地にふさわしい

条件を備えている｡

寛政６年 (1794) 菊水町江田の鴬原から出土した

火葬骨蔵壺の墓誌銅板から､ 玉名郡司日置氏の存在

が明らかになった｡ 同氏は古墳時代から古代を通し

て､ 玉名郡内に勢力を有しており､ 現在疋野原付近

に伝承される疋野長者伝説や装飾古墳に代表される

古墳群の築造者も日置氏にかかわるものと推定され

る｡ (1987 村上)

中世に入ると多くの荘園が成立する｡ すでに11世

紀はじめには､ 玉名市南東部の菊池川左岸に太宰府

天満宮安楽寺領の玉名荘が成立し､ 伊倉には12世紀

前半に宇佐宮領伊倉別符が成立した｡ また､ 鎌倉期

には市東部に仁和寺仏母領の玉名荘があった｡ 南北

朝期には菊池郡を拠点とする菊池氏が南朝方として

活動し､ 天正年間 (1346～1370) には菊池武光の弟

武尚が大野荘まで進出している｡ 大野荘には､ 肥後

の対明貿易港の１つとして､ 中国明の類書 ｢図書篇｣

に ｢達加什 (たかせ)｣ と見える高瀬があり､ 菊池

一族が同港を通じて明や朝鮮と貿易活動をしていた

ことが判明する (海東諸国記)｡ また､ 伊倉荘では､

本堂山の板碑群の中に渡海行者の存在を示すものや､

｢大明振倉謝公墳｣ と刻まれた明人墓碑があり､ 中

国との交流があったことを示している｡ このような

港を制圧し､ 自己の管理下に置くことは､ 菊池氏に

とって非常に重大な課題であり､ 高瀬進出のねらい

もそこにあったといえよう｡ (1987 村上)

現在玉名市には10の中世城が確認されている｡

天正15年 (1587) 豊臣秀吉の九州仕置後､ 当市域

は佐々成政､ 翌年には加藤清正の支配に属した｡ 清

正は菊池川の流路を変更し､ 大干拓事業を行い､ 新

地を開いた｡ 当時の千田川原一帯は､ 菊池川の三角

州とした川が分流し､ 長年にわたる土砂の堆積が進

行していた｡ 清正は現在の伊倉船津へ流れていた菊

池川本流を､ 大浜方面へ付け替えるため東塘・西塘

を造り､ さらに上流左岸の桃田・千田・小島に堤防

を築き､ 旧本流を締め切り､ 菊池川の流路を変えた

と伝えられる｡ この事業は天正17年に着工され､ 完

成までに17年を要し､ 慶長10年 (1605) に完成した

と言われるが (藤公偉業記)､ なお検討が費用用と

される｡ この大改修工事ならびに干拓事業により､

伊倉への船の交通は絶たれ､ 伊倉は港としての機能

を失った｡ その代償として､ 当市域では小野尻・千

田川原・小島・川島・北牟田・大浜の６か村にわたっ

て広大な牟田新田が生まれ､ 後世の村の成立の基礎

となった｡ 横島・大園 (現横島町) 両村を加えれば､

合計870町９反歩､ 石高5,976石の小田牟田新地が出

現したといわれる｡ (1987 村上)

山鹿も中世には菊池氏の統治下にあり､ 城・方保

田・平山などに菊池氏の支城があった｡

寛政９年 (1632) 加藤氏に代わって細川氏が入封

し､ 玉名地域も同氏の支配に属した｡ 同12年には郡

と村の中間に手永という肥後藩特有の行政区を設け

た｡ 玉名郡内には坂下､ 小田､ 伊倉､ 内田など14の

手永が入り組む形で成立し､ それぞれ伊倉孫左衛門

手永のように､ 手永名を姓とした惣庄屋が支配した｡

しかし､ 寛文年間 (1661～1673) 頃には整理され､

６手永となり､ 当市域は小田､ 内田､ 坂下､ 南関の

４手永に文属し､ 高瀬だけは高瀬町として独立した

行政単位であった｡ 同町は加藤清正の菊池川改修に

より､ 地位が向上し､ 城北地方の一大中心地となっ

た｡ 菊鹿盆地や玉名平野の産地を控え､ 寛政12年

(1800) ころには12にも及ぶ手永の年貢米が舟で菊

池川を下り､ 高瀬に集約された｡ 荷は舟から直接に

町家の倉へ運び入れられた｡ 現在でもその遺構の一

部は残っている｡ また､ 同町は高瀬町奉行の支配下

に置かれ､ 同町の隆盛に伴い商工業は活気を呈し､

幕末期には菓物商､ 豆腐商､ 大工､ 舟乗､ 穀物商､

桶屋､ 仕立屋､ 左官､ 畳職､ 鍛冶職､ 風呂職､ 薬店

などの職業が見られたといわれる｡ (1987 村上)

山鹿郡は山鹿・中村の両手永に属し､ 会所ははじ

め両手永とも山鹿に置かれたが､ のちに中村手永の

会所は山鹿新町 (鹿本町) に移った｡ (1987 原口)

山鹿は､ 菊池川舟運の盆地における中心地であっ

た｡ 陸上交通では､ 熊本から豊前小倉へ通じる豊前

街道の宿駅の１つとなり､ 助郷制度も整備された｡

温泉も特に藩主のための御前湯が用意された｡ 街道

の両脇には櫨並木があり､ 夏は往来の旅人のための
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緑陰となり､ 秋は櫨の実が蝋燭の原料として収穫さ

れ､ 藩は櫨方会所を置いた｡ 熊本藩領内に設けられ

た５ヶ所の製蝋所の１つが山鹿手永の鍋田村に置か

れた｡ また､ 菊池川流域で生産された米の大部分は

菊池川によって河口の永徳寺御蔵に集められ､ 遠く

大坂に送られ市場価格の標準米になった｡ (1987

原口)

植木は､ 豊前街道に沿い､ 三池・高瀬･菊池各往

還の分岐点にあたるので､ 敵の来攻に備えて特別の

軍事的考慮が払われた｡ 当地域は､ 正院手永に編成

され､ 旧植木町に会所が置かれた｡ 細川氏の時代に

入って台地面の開拓が進んだものとみえ､ 寛永11年

(1634) には33か村であったものが､ 宝暦年間 (1751

～64) には60か村､ 小村は129村､ 町は味取町・味

取新町の2町となっている｡ 集落の台地面への進出

について一例をあげると､ 鐙田村はもともと台地の

崖下､ 牛の首という湧水を中心に発生し､ 人口の増

加と井戸掘り技術の進歩によって台地面に進出した

ことが､ 伝承や祠堂・井戸の共同使用などから推定

できる｡ 菊池川・合志川の氾濫原にも微高地を求め

て移住が行われた｡ しかし､ 氾濫原といっても必ず

しも用水灌漑の便はよくなく､ 橋田村 (現七城町)

などとしばしば水引きをめぐって争いを繰り返して

いる｡ (1987 原口)

【註】

� 廣田静学 2001 ｢上小田宮の前遺跡現地説明会

資料｣ 熊本県教育委員会による｡

� 高木正文氏のご教示による｡

� 今村和徳・尾方圭子 2004 ｢稲佐津留前遺跡現

地説明会 資料｣ 熊本県教育委員会による｡
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図(Fig)13 地形断面図 Ｓ＝１／10,000
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地図12 (山鹿)
熊本県 (43) 山鹿市 (208)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
208-001 塩蔵跡 平山 塩蔵 中世 城 鶴山城に付設の塩貯蔵庫か？
208-002 野辺田磨崖仏 小坂 野辺田 中世 石造物
208-003 柳井寺跡 小坂 桑津留 中世 寺社
208-004 津留磨崖仏 小坂 桑津留 中世 石造物
208-005 今寺窯跡 津留 今寺 古代・中世 生産
208-006 小坂の六地蔵 小坂 中世 石造物 市
208-007 小坂城跡 小坂 胡麻野 中世 城
208-008 小坂の経塚 小坂 中世 経塚
208-009 津留番所跡 津留 桜野 近世 交通
208-010 小坂・野辺田 小坂 野辺田 縄文 包蔵地
208-011 平山城跡 平山 陣ノ内 中世 城 市 平山備後秀世築く
208-012 千福寺跡 城 (通称堂の原) 中世 寺社 市 臨済宗禅､ 神亀４年建立､ 本尊市指定千手観音
208-013 鶴山城跡 津留 津留山 中世 城 宇野七郎親治築く､ 津留山とも書く
208-014 城村城跡 (舞鶴城) 城 城 中世 城 市 城氏代々居住､ 別名舞鶴城
208-015 城横穴群 城 城 古墳 古墳 県 大小20基余り､ 外壁に靭・楯・人物の装飾浮彫
208-016 津留の条里跡 津留 一町田・八反田 古代・中世 生産
208-017 下宮 津留 下宮 古代・中世 包蔵地
208-018 天神ノ本 津留 天神ノ本 縄文 包蔵地 石鏃
208-019 堂ノ原 城 東谷 縄文～中世 包蔵地
208-020 岩地蔵 城 円通寺 中世 石造物 市
208-021 久保地蔵 小群 久保 弥生 石造物
208-022 北原 小群 北原 縄文 包蔵地
208-023 舞野石棺 平山 舞野 古墳 埋葬
208-024 寺島城跡 寺島 堂ノ下・古城 中世 城 宇野七郎親治が築いた説有り
208-025 明星寺跡 寺島 堂ノ下 中世 寺社
208-026 古城跡 寺島・古城など 中世 城 城氏代々の居城
208-027 上吉田 上吉田 茅場 古代・中世 包蔵地 和鏡１､ 銭貨６､ 鉢１出土
208-028 法華寺の石塔々身 寺島 法華寺 中世 石造物 市
208-029 宮地岳社 寺島 寺社
208-030 白山権現 寺島 中世 寺社
208-031 大原 城 大原 縄文 包蔵地
208-032 原口 城 原口 弥生 包蔵地 甕棺
208-033 竜王山古墳 杉 小峯 古墳 古墳 市 竜王山頂にあり
208-034 赤穂義士遺髪塔 杉 小峯 近世 石造物 市 大石義雄以下17名の遺髪を葬る
208-035 日輪寺窯跡 杉 小峯 古墳 生産 日輪寺参道沿い
208-036 京塚古墳 杉 平原 古墳 古墳 国道３号線沿い､ 杉神社境内､ 円墳
208-037 鬼天神古墳 城 鬼天神 古墳 古墳
208-038 馬塚古墳 城 鬼天神 古墳 古墳 県 円墳､ 横穴小口積石室､ 内部装飾あり
208-039 馬塚南古墳 城 鬼天神 古墳 古墳
208-040 付城 城 付城 古代 包蔵地
208-041 東付城跡 城 付城 中世 城
208-042 付城横穴群 城 付城・小原 古墳 古墳 県 岩壁に10数基
208-043 河童塚古墳 杉 古屋敷 古墳 古墳 円墳､ 切石小口積石室､ 人骨２
208-044 姫塚古墳 杉 古屋敷 古墳 古墳
208-045 西福寺跡 城 西福寺 中世 寺社 禅の古刹
208-046 西福寺古墳 城 西福寺 古墳 古墳
208-047 オブサン古墳 城 西福寺 古墳 古墳 県 円墳､ 横穴単式小口積石室､ 装飾
208-048 チブサン古墳 城 西福寺 古墳 古墳 国 前方後円墳､ 横穴式小口積､ 複石室､ 厨子､ 装飾
208-049 西福寺磨崖仏 城 西福寺 中世 石造物 市
208-050 ビシャモン塚古墳 熊入 北原 古墳 古墳 円墳､ 巨石単室､ 羨道なし､ 出土品等不明
208-051 乳母塚古墳 熊入 北原 古墳 古墳 円墳､ 御霊塚主の乳母を葬むるの伝承
208-052 御霊塚古墳 熊入 北原 古墳 古墳 円墳
208-053 倉塚古墳 熊入 戌亥原 古墳 古墳 円墳､ 金環・須恵器
208-054 弁慶ヶ穴古墳 熊入 竹の下 古墳 古墳 国 前方後円墳､ 複式横穴石室､ 人・舟・馬等壁画
208-055 野中 鍋田 野中 縄文～中世 包蔵地
208-056 石村 石 弥生 包蔵地
208-057 梅迫 城 梅迫 弥生 包蔵地
208-058 松ノ木原 城 松の木原 弥生 包蔵地
208-059 西付城跡 城 付城 中世 城 市
208-060 川原 杉 川原 弥生 包蔵地
208-061 経塚 城 経塚 中世 経塚
208-062 下田 石 下田 中世 包蔵地
208-063 日輪寺 杉 小峯 中世 寺社 県 素覚尼五輪塔､ 梵鐘､ 芭蕉碑､ 石体観音三十三墓､ 湯町橋が県指定
208-064 芭蕉碑 杉 小峯 中世 石造物
208-065 石体観音三十三墓 杉 小峯 中世 石造物 塔
208-066 町 城 町 縄文～中世 包蔵地
208-067 西福寺古墳群 城 西福寺 古墳 古墳

西福寺１号墳 城 西福寺 古墳 古墳 箱式石棺
西福寺２号墳 城 西福寺 古墳 古墳 石棺残欠
西福寺３号墳 城 西福寺 古墳 古墳 石室型石棺
西福寺４号墳 城 西福寺 古墳 古墳
西福寺５号墳 城 西福寺 古墳 古墳 円墳
西福寺６号墳 城 仁田・窪 古墳 古墳 円墳

208-068 久原城跡 久原 首石 中世 城 山城
208-069 銭亀塚古墳 名塚 古墳 古墳 前方後円墳
208-070 水神 熊入 水神 古墳 包蔵地
208-071 名塚古墳群猿楽塚 名塚 権現尾 古墳 古墳 円墳､ 直刀出土
208-072 名塚古墳群第２号墳 名塚 権現尾 古墳 古墳 円墳
208-073 名塚古墳群第３号墳 名塚 権現尾 古墳 寺社 円墳
208-074 名塚古墳群第４号墳 名塚 権現尾 古墳 寺社 円墳
208-075 名塚古墳群真塚 名塚 野馬見 古墳 寺社 円墳
208-076 名塚古墳群第６号墳 名塚 野馬見 古墳 寺社 円墳
208-077 下吉田城跡 下吉田 城内 中世 寺社
208-078 松ノ本 下吉田 松ノ本 縄文～古墳 包蔵地
208-080 不動岩 蒲生 古代～現代 祭祀 市
208-083 椿井箱式石棺 (椿井古墳) 椿井 東屋敷 古墳 埋葬 人骨２体､ 小刀出土､ 石祠をまつる
208-084 御園古墳 椿井 東屋敷 古墳 古墳 箱式石棺
208-085 西牧石棺群 西牧 上の山 弥生～古墳 埋葬 箱式石棺群
208-086 御園石棺 椿井 (通称御園) 弥生～古墳 埋葬 石棺

表(Tab)２ 周辺遺跡一覧表 (１)
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地図12 (山鹿)
熊本県 (43) 山鹿市 (208)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
208-087 西原 鍋田 西原 縄文～古墳 包蔵地
208-088 則重館跡 椿井 東屋敷 中世 館
208-089 東屋敷 椿井 東屋敷 弥生～中世 埋葬
208-090 川辺小学校 鍋田 八幡林 弥生 包蔵地 甕棺
208-091 保多田古墳 保多田 常福寺 古墳 古墳 円墳､ 家型石棺
208-092 八幡林 鍋田 八幡林 弥生 埋葬 甕棺群
208-093 竜宮石棺群 小原 龍宮 弥生～古墳 埋葬 箱式石棺群
208-094 中尾 小原 中尾 弥生 包蔵地 弥生土器､ 野辺田式
208-095 原ン山 小原 原の山 古墳～古代 包蔵地
208-096 牛草 志々岐 牛草 縄文 包蔵地 縄文晩期土器片､ たたき石､ 他
208-097 内曲 南島 内曲 弥生 埋葬 甕棺
208-098 南島 南島 内曲 弥生 包蔵地 甕棺､ 内曲遺跡と同一
208-099 伝在原業平の墓 南島 内曲 中世 墳墓 五輪塔､ ７基の内中央
208-100 笠仏 南島 笠仏 弥生 埋葬 甕棺
208-101 宗方 宗方 前田 弥生 包蔵地
208-102 観念寺跡 熊入 三ツ名 中世 寺社 市 市指定十一面観音像あり
208-103 熊入城跡 (隈入城跡) 熊入 三ツ名・竹ノ下 中世 城 多久宗貞在城
208-104 金屋塚 石 金屋塚 古墳 包蔵地
208-105 臼塚古墳 石 臼塚 古墳 古墳 市 円墳､ 横穴単式石室､ 装飾あり､ 石人
208-106 臼塚西古墳 石 臼塚 古墳 古墳 円墳
208-107 金屋塚古墳 石 金屋塚 古墳 古墳 円筒埴輪出土
208-108 鍋田横穴群 鍋田 荒瀬 古墳 古墳 国 53基､ 装飾浮彫
208-109 鍋田東古墳 鍋田 東 古墳 古墳 石 (原本文字不明 櫃では？) ・鉄剣
208-110 東鍋田 鍋田 東原 縄文 包蔵地 縄文土器・布目瓦
208-111 清滝城跡 (湯町城跡) 山鹿 温泉 中世 城 城主山鹿彦次郎重安､ 清滝神社々地
208-112 五神宮石蓋土壙墓 鍋田 馬場 弥生 埋葬
208-113 金剛乗寺の石門 山鹿 九日町 中世 建造物 市 文化元年 (1803)
208-114 年の神 鍋田 年の神 縄文 包蔵地
208-115 中村 鍋田 中村 縄文 包蔵地
208-116 宮脇古墳 志々岐 宮ノ脇 古墳 古墳 円墳
208-117 窪田 石 窪田 弥生 包蔵地
208-118 荒瀬 石 荒瀬 縄文・弥生 包蔵地
208-119 中尾石棺群 小原 中尾 弥生～古墳 埋葬
208-120 北畑 小原 北畑 古墳 包蔵地
208-121 花塚 山鹿 花塚 古墳 包蔵地 土師器片一括
208-122 桜町 (東原) 山鹿 東原 古墳 包蔵地 土師器片一括
208-123 大宮神社 山鹿 大宮通 弥生・古墳 包蔵地 市 大宮神社猿田彦群 (市指定)
208-124 車地 中 車地 縄文 包蔵地
208-125 宇野親治五輪塔 中 皆本 中世 石造物 市 天台宗雲閑寺､ 久寿元建立云
208-126 中村廃寺 中 (通称権現森) 古代 寺社 市 平安時代､ 塔心礎・布目瓦
208-127 双子塚古墳 中 双子塚 古墳 古墳 前方後円墳､ 稲荷社をまつる
208-128 白石・古閑ノ上 古閑 弥生～古代 包蔵地 野辺田式土器､ 箱式石棺
208-129 鹿本高校校庭 古閑 十三部 縄文・弥生 包蔵地
208-130 栗林 中 栗林 弥生 包蔵地
208-131 長沖貝塚 古閑 (通称長沖) 旧石器・縄文 包蔵地 貝塚の下層に縄文早期土器､ 細石刃核
208-132 八の峯横穴群 久原 八の峯 古墳 古墳 ５～６基､ 須恵器出土
208-133 八の峯古墳 久原 吹上 古墳 古墳 円墳､ 箱式石棺群
208-134 馬見塚古墳群１号墳 方保田 馬見塚 古墳 古墳 ７基､ 辻古墳を含む円墳
208-135 馬見塚古墳群２号墳 方保田 馬見塚 古墳 古墳
208-136 馬見塚古墳群３号墳 方保田 馬見塚 古墳 古墳
208-137 馬見塚古墳群４号墳 方保田 権現の前 古墳 古墳
208-138 馬見塚古墳群５号墳 方保田 権現の前 古墳 古墳
208-139 竹林寺跡 山鹿 中世 寺社
208-140 古閑ノ上 中 古閑ノ上､ 古閑 縄文・弥生 包蔵地
208-141 天の川 古閑 天の川 縄文・弥生 包蔵地 甕棺２基
208-142 白石ノ上古墳 古閑 白石ノ上 古墳 古墳 円墳
208-143 市目 中 市目 古墳 包蔵地 土師器
208-144 中横穴群 中 本村 古墳 古墳
208-145 雲閑寺跡 中 中世 寺社
208-146 沖 古閑 沖 縄文～古代 包蔵地
208-147 長沖甕棺出土地 中 長沖 弥生 埋葬
208-148 中尾・下原 蒲生 下原・御宇田 弥生 埋葬 甕棺
208-154 坂田城跡 坂田 厄神 中世 城 城主名､ 年代等不明
208-155 上津留 西牧 上津留 縄文～中世 包蔵地
208-156 小原大塚横穴群 小原 大塚 古墳 古墳 小円墳
208-157 小原大塚古墳群 小原 大塚 古墳 古墳 小円墳､ １基は箱式石棺
208-158 小原城跡 小原 浦田 中世 城 昨日城､ 井戸あり
208-159 長岩横穴群 小原 猫の火ほか 古墳 古墳 県 118基､ 装飾８
208-160 小原浦田横穴群 小原 浦田 古墳 古墳 内装飾２基
208-161 岩原横穴群 岩原 古墳 古墳 県 装飾１基を含む
208-162 隈部親広館跡 西牧 居屋敷 中世 包蔵地
208-163 志々岐大塚横穴群 志々岐 大塚 古墳 古墳
208-164 楊柳寺跡 南島 笠仏 中世 寺社
208-165 木下古墳 方保田 木下 古墳 古墳 円墳
208-166 長坂城跡 長坂 土居ノ上 中世 城 星子中務鎮永､ 天正16年落城
208-167 方保田 方保田 六田ほか 弥生 包蔵地 弥生土器一括
208-168 方保田箱式石棺 方保田 東原 弥生・古墳 埋葬 箱式石棺､ 多数の弥生後期土器片
208-169 神社裏古墳 方保田 宮田 古墳 古墳 円墳､ 小前方後円墳１基
208-170 馬見塚古墳群 方保田 馬見塚 古墳 古墳 円墳､ ３基､ ２基 (計５)
208-171 馬見塚辻古墳 方保田 辻 古墳 古墳 円墳１､ 舟・家・箱等の石棺４､ 人骨９
208-172 馬見塚 方保田 辻 古墳 古墳 円墳１基
208-173 馬見塚 方保田 馬見塚ほか 弥生・古墳 包蔵地 弥生・土師・須恵多数､ 石庖丁
208-174 大道小学校校庭 方保田 本村 弥生 埋葬 甕棺
208-175 古城古墳 方保田 古墳 古墳 城跡内にあり
208-176 方保田城跡 方保田 六田 中世 城 方保田重兼､ 同武明在城という
208-177 方保田古墳 方保田 本村 古墳 古墳 円墳､ 巨石横穴石室
208-178 方保田箱式石棺 方保田 東原 弥生 埋葬 弥生後期土器片多数､ 移転復元
208-179 方保田東原 方保田 東原 弥生～古墳 集落 国 方保田古墳石室､ 巴形銅器市指定・石包丁形鉄器
208-180 端山塚古墳 方保田 塚ノ本 古墳 古墳 市 円墳､ 内部不明

表(Tab)３ 周辺遺跡一覧表 (２)
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地図12 (山鹿)
熊本県 (43) 山鹿市 (208)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
208-181 亀塚古墳 方保田 塚ノ本 古墳 古墳 市 前方後円墳､ 後円部消滅､ 直刀
208-182 清水山古墳 方保田 一本杉 古墳 古墳 円墳､ 主体部は石棺か
208-183 一本杉石棺 方保田 一本杉 弥生・古墳 埋葬
208-184 日置石棺 方保田 日置 弥生・古墳 古墳
208-185 日置 方保田 日置 弥生・古墳 包蔵地
208-189 専立寺板碑 方保田 本村 中世 石造物 市
208-190 西福寺 城 西福寺 中世 寺社
208-191 乳田塚 熊入 古墳 古墳
208-192 名塚古墳群 名塚 野馬見 古墳 古墳
208-193 八峯 久原 吹上 縄文～弥生 包蔵地
208-194 城下原 城 付城 縄文～古代 包蔵地
208-195 白石 方保田 白石 縄文～古代 包蔵地
208-196 柳井城 小坂 中世 城
208-197 八の峰 蒲生 八の峯 弥生 包蔵地
208-198 竹林寺跡 山鹿 中世 寺社
208-199 宗方 宗方 弥生・古墳 包蔵地
208-201 条里跡 古代・中世 生産
208-202 条里跡 古代・中世 生産

熊本県 (43) 鹿北町 (381)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
381-019 芋生城 (松ヶ浦の城の尾) 芋生 松ヶ浦 中世 城
381-024 善吉の塔 芋生 釘の花 中世 石造物 町
381-025 北山同心の碑 芋生 釘の花 中世 石造物 町

地図11 (関町)
熊本県 (43) 三加和町 (366)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
366-005 田中城跡 和仁 古城 中世 城 県 和仁氏の居城､ 天正十五年十二月五日落城
366-006 田中城下横穴(特)群 和仁 古城 古墳 古墳 14基､ 小型もあり､ 風化が多い
366-007 田中城下横穴(監)群 和仁 古城 古墳 古墳 14基､ 小型もあり､ 風化が多い
366-008 簾置城跡 西吉地 簾置 中世 城
366-009 今古閑城跡 西吉地 竹本 中世 城 小森城の別名あり､ 伊津野氏居住
366-010 中林横穴群 中林 辻 古墳 古墳 ３基 (中林六地蔵が含まれる)
366-011 辺春能登守親行の墓 西吉地 村 中世 墓 坂本城主､ 和仁氏の姉婿､ 国衆一挨に加担
366-012 村 西吉地 村 古墳 包蔵地 昭和45年古墳時代の土師器出土
366-013 中林六地蔵 中林 辻 中世 石造物 中林横穴群３基中の１つに破片あり
366-015 柳川惟満の墓 上板楠 浦部 中世 墓 城の平城関係の武士か
366-016 桜町古墳群 板楠 桜町 古墳 古墳 消滅
366-017 幽霊塚古墳 板楠 桜町 古墳 古墳
366-018 火の出塚古墳 板楠 桜町 古墳 古墳
366-019 第３号古墳 板楠 桜町 古墳 古墳
366-020 桜町横穴群 板楠 桜町 古墳 古墳 ３基
366-021 岡原 上板楠 岡の原 弥生～近世 包蔵地 弥生後期の土器中心
366-022 岡原城跡 上板楠 岡の原 中世 城 天文年間､板楠豊後守平景貞などが在城
366-023 岡横穴群 上板楠 岡の原 古墳 古墳 10数基､ ほとんどは防空壕・物置に転用
366-024 岡古墳 上板楠 岡の原 古墳 古墳 安山岩板石露出
366-025 門出の六地蔵 上板楠 門出 中世 石造物 六地蔵板碑
366-026 畔地の六地蔵 上板楠 畔地 中世 石造物
366-027 大津山家稜の墓 西吉地 古閑 中世 墓地 大津山城主
366-028 上津田 津田 東ノ前 縄文 包蔵地 縄文土器・磨製石器
366-029 神尾城跡 大田黒 東川 中世 城 大津山氏の城といわれる
366-030 西光寺 板楠 古代 寺社 県 木造薬師如来座像が県指定
366-031 伊勢が原 津田 伊勢が原 弥生 包蔵物 弥生時代後期の土器が出土
366-032 前城跡 岩 立山 中世 城
366-033 啌の前支石墓群 平野 啌の前 古墳 埋葬 20数基､ 未調査のため詳細は不明
366-034 啌の前 平野 啌の前 古墳 古墳 数基あるといわれるが､ 詳細は不明
366-035 松尾 平野 松尾 縄文～古墳 埋葬 黒髪式の甕棺３基､縄文早･晩期､弥生後期
366-036 城ン原城跡 平野 年の神 中世 城 年の神城跡､ 城主､ 年代不明
366-037 石坂城跡 大田黒 石坂 中世 城 88ｍの山頂近くに伝藤原藤房墓あり
366-038 岩村城跡 岩 上岩 中世 城
366-039 下岩の官軍墓地 岩 河井ヶ浦 近代 墓地 県 将兵133名､ 軍夫16名が葬られている
366-040 薩軍墓地 岩 河井ヶ浦 近代 墓地 西南の役､ 林中に塚あり
366-041 田中城岩地蔵 和仁 古城 中世 石造物 町 一尊六地蔵､ 文明三年の碑
366-042 高畑の六地蔵 大田黒 東川 中世 石造物 奉寄進六地蔵､ 文政三年七月吉日左三次銘
366-051 六四郎眼鏡橋 西吉地 福田 近代 建造物 大正４年３月､ 小山世作・小山市松の作
366-052 山森横穴 西吉地 山森 古墳 古墳 １基
366-053 金栗瀬助翁の墓 中林 杉谷 近代 墓 町
366-054 坂梨弥吾助の墓 中林 豆塚 近世 墓 山森阿蘇神社を勧請
366-055 上東六地蔵 上板楠 宮前 中世 石造物 奉建立文政三歳正月吉日陶山鞘エ門と刻む
366-056 上東の眼鏡橋 上板楠 宮前 近世 建造物 上板楠神社の参道に架かる
366-057 陣内横穴群 上板楠 陣内 古墳 古墳 ２基
366-058 小次郎丸の石塔群 大田黒 小次郎丸 中世 石造物 約40基の五輪塔､ 宝篋印塔の一部など
366-059 小屋敷の六地蔵 大田黒 小屋敷 中世 石造物 大田黒黒原三右衛門､ 享保十九年銘
366-060 神尾山墓地 大田黒 東川 近世 墓地 吉弘加左衛門尉源正直夫妻および正葉の墓
366-061 上津田(苧生田)の六地蔵 上津田 陳内 中世 石造物 町 文明八年丙申十二月十四日の銘記あり
366-062 本村の六地蔵 津田 室園 中世 石造物 『肥後國誌』 に｢文明十三年辛巳三月十四日｣の記事
366-063 殿様の墓 岩 西丸 中世 墓 享禄三年と刻まれた板碑､ 文明十六年と刻まれた石などがある
366-064 北原松右衛門堰 津田 下津留 近世 建造物 町 享和三年～文化六年の６年で築造
366-065 糸川少助源直道の墓 平野 出目 近世 墓 細川家に仕えた糸川直光の7代目
366-066 中原地蔵板碑 平野 中原 中世 石造物 町 長禄２年､ 為妙祐禅尼廿五回也の銘
366-067 中岩の六地蔵 岩 六地蔵 中世 石造物 奉安置六地蔵､ 願主瑞岩寺三所､ 元禄八年十二月
366-068 孫丸太師堂の古塔群 岩 桑ノ木田 中世 石造物 室町時代の板碑および宝篋印塔の一部残存
366-069 七郎神 西吉地 塩井谷 近世 石造物 坂梨七郎右衛門を祀る｡
366-070 岡の六地蔵 上板楠 岡の原 中世 石造物 檀邦平景貞､景次その他数十名の法名
366-071 城ン原 平野 年の神 弥生 包蔵地 昭和43年､ 甕棺数基出土

表(Tab)４ 周辺遺跡一覧表 (３)
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地図11 (関町)
熊本県 (43) 南関町 (367)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
367-003 大津山城跡 関東 城平 中世 城 大津山氏居城
367-005 毘沙門堂跡 関東 楮原 中世 寺社
367-027 鯉の鮓城跡 相谷 峠 中世 城 天文年中､ 臼間野宗郷築く (五位の巣)
367-028 小原城跡 小原 小山 中世 城 中世丘城
367-029 光善寺跡 小原 光善寺 中世 寺社
367-030 清東寺跡 相谷 清東寺 中世 寺社
367-060 豊永 東豊永 向原 縄文～中世 包蔵地
367-061 相谷向原 相谷 向原 縄文 包蔵地 十字石・石斧・砥石・石包丁・環状石器
367-062 北坂の上 東豊永 馬場ほか 弥生 包蔵地 弥生土器片多数
367-063 油出 東豊永 油出 縄文 包蔵地 縄文 (押型)
367-064 塚原 肥猪 塚原 弥生～平安 包蔵地 弥生後期､ 土師器
367-065 塚原古墳 肥猪 塚原 古墳 古墳 円墳・ 『玉名郡誌』 に見る丹子塚か
367-066 向原 東豊永 向原 縄文～弥生 包蔵地 縄文・弥生土器
367-067 肥猪町官軍墓地 肥猪町 十時 近代 墓地 県 明治25年５月14日建設・墓碑139基
367-068 境原屋敷跡 肥猪町 境原 中世 包蔵地
367-069 面頓寺跡 肥猪町 面頓寺 中世 寺社
367-070 天福寺跡 肥猪 鯉尻 中世 寺社
367-071 禅安寺跡 東豊永 桑水 中世 寺社
367-072 相谷の山伏塚 相谷 堂突 中世 墳墓
367-073 二百国司の館跡 肥猪 中原 中世 包蔵地
367-074 肥猪町御茶屋跡 肥猪町 居屋敷 近世 包蔵地
367-075 禅了寺跡 肥猪 前畑 中世 寺社
367-087 宮の前 東豊永 宮の前 弥生 包蔵地 弥生櫛目文・石鏃
367-090 阿蘇神社三重石塔 下坂下 宮島 中世 石造物 小塔ながら整美・上層補作
367-093 坂下城跡 (カブラヤ城) 下坂下 城の平 中世 城
367-105 宗正寺跡 下坂下 (通称中原) 中世 寺社
367-106 長福寺跡 下坂下 (通称中原) 中世 寺社
367-107 大場横穴群 下坂下 浄光寺 古墳 古墳
367-108 駄の草城跡 肥猪 駄草 中世 城
367-109 日光山済福寺跡 肥猪 西居屋敷 中世 寺社
367-110 五葉山寛元寺跡 肥猪 西居屋敷 中世 寺社
367-111 平等寺跡 肥猪 池井川 中世 寺社
367-112 清浄寺跡 肥猪 三ツ枝 中世 寺社
367-113 三宝寺跡 肥猪 上猿ヶ浦 中世 寺社
367-114 円福寺跡 下坂下 中ノ瀬 中世 寺社
367-115 永福寺跡 下坂下 大場 中世 寺社
367-116 浄光寺跡 下坂下 浄光寺 中世 寺社
367-117 大場石棺群 下坂下 立林 弥生・古墳 埋葬 箱式石棺４基､ 青銅鏡・土師器・弥生土器
367-119 小代焼窯跡小代瓶焼窯跡 宮尾 東山田 生産 県 小代山北中腹､ 保存良好､ ５連房
367-120 大谷製鉄跡 宮尾 西小代・東小代 生産 ３基発見､ ２基消滅
367-124 坂下城 (トビノヲの城) 下坂下 米田・柳葉 中世 城
367-125 米田山宝泉寺跡 下坂下 米田・柳葉 中世 寺社
367-131 東小代製鉄跡 官尾 東小代 古代 生産 ２ヵ所スラッグあり
367-132 十時 肥猪町 十時 弥生 包蔵地
367-133 奈木野城跡 小原 城ヶ下 中世 城
367-136 宗曽里 下坂下 宗曽里 縄文～中世 包蔵地
367-137 大場 下坂下 縄文～中世 包蔵地
367-138 小原 小原 弥生～古代 包蔵地 弥生・須恵器・土師器

地図18 (玉名)
熊本県 (43) 菊水町 (365)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
365-001 志口永赤穂原 志口永 大久保 旧石器～中世 包蔵地 縄文土器
365-002 竃門寺原 竃門 寺原 縄文～古墳 埋葬 弥生甕棺・箱式石棺・古墳
365-003 隆恩寺跡 江栗 浦川 中世 寺社
365-004 西山田 下津原 山田 縄文 包蔵地 縄文
365-005 江栗・城の尾城跡 江栗 城尾 中世 城
365-006 下津原赤穂原 下津原 赤穂原 弥生 包蔵地 弥生中後期
365-007 上原 下津原 上原 弥生～古代 包蔵地
365-008 下津原 下津原 西原 古墳 埋葬
365-009 大屋横穴群 大屋 宮前 古墳 古墳
365-010 西葉山塚箱式石棺群 下津原 堂の上 古墳 埋葬 箱式石棺
365-011 下津原西六地蔵 下津原 西原 中世 石造物 町 １基
365-012 西五輪塔 下津原 西原 中世 石造物
365-013 古閑屋敷五輪塔 下津原 古閑屋敷 中世 石造物
365-014 金光寺跡 下津原 本村 中世 寺社
365-015 堂の上寺跡 下津原 堂の上 中世 寺社
365-016 東別当原 下津原 別当原 旧石器～弥生 包蔵地 旧石器､ 縄文､ 弥生
365-017 塔面五輪塔 志口永 北屋敷 中世 石造物
365-018 本村 志口永 (通称本村) 弥生 包蔵地 弥生後期
365-019 城の尾城跡 志口永 城尾 中世 城
365-020 高野騒喚洞穴 高野 (通称古閑) 縄文・弥生 住居 縄文土器・弥生土器
365-021 高野古閑奥原 高野 奥原 縄文・弥生 包蔵地 縄文､ 弥生土器
365-022 大屋洞穴 大屋 薬師脇 弥生～古代 住居
365-023 下津原東三瀬横穴 下津原 三ツ瀬 古墳 古墳
365-024 下津原上西原箱式石棺群 下津原 上西原 古墳 埋葬
365-025 堂の上古墳 下津原 堂の上 古墳 古墳
365-026 下津原東 下津原 東 弥生～古代 包蔵地
365-027 内田五輪塔群 内田 宮ノ脇 中世 石造物 町 ８基
365-028 高野寺跡 久井原 高野 中世 寺社
365-029 前原宮田 前原 宮田・後田 弥生～古墳 埋葬 弥生中期､ 甕棺群
365-030 内田深田浦横穴群 内田 古閑 古墳 古墳
365-031 内田古閑横穴群 内田 古閑 古墳 古墳
365-032 天御子山石棺群 竈門 天御子 古墳 埋葬 箱式石棺群
365-033 永泉寺の木造薬師如来坐像 久井原 高野 中世 寺社 県 天台宗､ 薬師堂あり 『玉名郡誌』
365-034 久井原六地蔵 久井原 中世 石造物 町
365-035 内田の今城跡 内田 今城 中世 城
365-036 内田宮山の城跡 内田 (通称宮山) 中世 城
365-037 久井原高野横穴群 久井原 高野 古墳 古墳

表(Tab)５ 周辺遺跡一覧表 (４)
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地図18 (玉名)
熊本県 (43) 菊水町 (365)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
365-038 堂頭寺跡 内田 石小田 中世 寺社
365-039 和仁石山の城跡 内田 中世 城 内田城山城跡
365-040 西籐寺跡 藤田 古屋敷 中世 寺社
365-041 前原西原 前原 西原 弥生～古墳 包蔵地 弥生中期､ 甕棺
365-042 原口長溝甕棺群 原口 長溝 弥生 埋葬
365-043 東安寺跡 前原 本居屋敷 中世 寺社
365-044 前原東安寺 前原 本居屋敷 弥生～古墳 包蔵地 弥生中期､ 甕棺
365-045 天御子 竃門 天御子 弥生 包蔵地
365-046 前原石棺群 竃門 天御子 古墳 埋葬
365-047 牟田 竃門 牟田 弥生・古墳 包蔵地
365-048 久米野奥原 久米野 奥原 弥生 包蔵地 弥生後期
365-049 高福寺跡 竃門 緑田 中世 寺社
365-050 内田眼鏡橋 内田 久保など 中世 建造物
365-051 蛇田橋 竃門 蛇田 外 中世 建造物
365-052 久米野眼鏡橋 久米野 中島ほか 中世 建造物
365-053 前原陣 前原 本居屋敷 弥生・古墳 包蔵地 弥生中期､ 甕棺
365-054 蛇田石棺群 竃門 蛇田 古墳 埋葬 家形･舟形石棺墓
365-055 内田深田浦 内田 弥生・古墳 包蔵地
365-056 焼米五輪塔群 焼米 城 鎌倉 石造物 20基
365-057 高野古閑 高野 古閑 縄文・弥生 包蔵地 縄文中後期土器､ 弥生後期
365-058 千ヶ谷横穴群 久米野 後田 古墳 古墳 久米野横穴群
365-059 高野古閑古墳 高野 古閑屋敷 古墳 古墳 円墳
365-060 岩尻五輪塔 岩尻 上村 中世 石造物
365-061 岩尻六地蔵 岩尻 源藤 中世 石造物 町 １基
365-062 焼米六地蔵 焼米 橋詰 中世 石造物 町 １基
365-063 焼米城跡 焼米 城 中世 城
365-064 古閑五輪塔 高野 古閑 中世 石造物
365-065 高薬寺跡 高野 護麻堂 中世 寺社
365-066 西頭 (巌) 寺跡 岩尻 源藤 中世 寺社
365-067 高乗寺跡 高野 西本村 中世 寺社
365-068 本村五輪塔 高野 西本村 中世 石造物
365-069 焼米梅木町洞穴 焼米 梅木町 弥生 集落 弥生後期
365-070 久米野永泉寺跡 久米野 千が谷 中世 寺社
365-071 岩尻大杉 岩尻 大杉原 弥生 包蔵地 弥生
365-072 観音堂五輪塔 原口 大江田 中世 石造物
365-073 諏訪原 江田 諏訪原 弥生～平安 集落 弥生土器・須恵器・土師器
365-074 札木甕棺群 江田 皆行原 弥生 埋葬 弥生中期
365-075 江田駅跡推定地 江田 東 古代 包蔵地
365-076 皆行原狸が浦横穴群 江田 狸ヶ浦 古墳 古墳
365-077 中小路原 江田 中小路原 古代 包蔵地
365-078 いご浦横穴 江田 氏無 古墳 古墳
365-079 馬場堂ノ上 江田 堂ノ上 弥生・古墳 埋葬 弥生後期 甕棺群
365-080 若宮古墳 江田 中小路 古墳 古墳 県 前方後円墳
365-081 若宮舟形石棺 江田 中小路 古墳 埋葬
365-082 江田穴観音古墳 江田 中小路 古墳 古墳 国 勾玉・金環､ 円墳
365-083 堂ノ上宝篋印塔 江田 堂ノ上 中世 石造物
365-084 若園貝塚 江田 若園 縄文 貝塚
365-085 清原石人 江田 清原 古墳 石造物 県 石製腰掛､ 石殿
365-086 京塚古墳 江田 清原 古墳 古墳 清原舟形石棺を含む､ 『玉名郡誌』
365-087 清原五輪塔 江田 清原 中世 石造物
365-088 江田船山古墳 江田 大久保原 古墳 古墳 国 銅鏡・銀象嵌銘文太刀・剣・鎧・冠・沓など
365-089 虚空蔵塚古墳 江田 清原平 古墳 古墳 国
365-090 塚坊主古墳 瀬川 清水原 古墳 古墳 国
365-091 清水原家型石棺 瀬川 清水原 古墳 埋葬 家形石棺
365-092 松坂横穴群 瀬川 松坂 古墳 古墳
365-093 姫塚古墳 瀬川 松坂 古墳 古墳 土器
365-094 清原 江田 大久保原ほか 縄文・弥生 包蔵地 縄文後期､ 弥生後期
365-095 北原横穴群 瀬川 北原 古墳 古墳
365-096 長刀横穴群 瀬川 長力 古墳 古墳 県 １号が県指定・線刻の装飾がある
365-097 鴬原入口横穴 瀬川 東長力 古墳 古墳
365-098 中原ボーシ下横穴群 瀬川 北帽子 古墳 古墳
365-099 江光寺跡・江光寺五輪塔群 江田 江光寺 中世 寺社 50基
365-100 江田城跡 (城山城跡) 江田 江光寺 中世 城
365-101 真光寺跡 江田 中小路 中世 寺社
365-102 光徳寺跡 江田 皆行原 中世 寺社
365-103 天神平石棺墓 江田 天神平 古墳 埋葬
365-104 立石島崎 原口 立石 弥生 埋葬 弥生中後期
365-105 立石寺跡 原口 野付 寺社
365-106 三宝寺跡 江田 三宝寺 中世 寺社
365-107 中原寺跡 瀬川 中原 中世 寺社 石塔群
365-108 西中原 瀬川 西中原 旧石器～古代 包蔵地 旧石器・マイクロコア・ナイフ
365-109 西原長者屋敷跡 瀬川 西原 中世 包蔵地
365-110 中原北池の本石棺 瀬川 池元 弥生～古墳 埋葬 家形石棺
365-111 城讃岐守墓 江田 三宝寺 中世 墓
365-112 牧野横穴群 江田 牧野 古墳 古墳
365-113 寺山小原坂横穴群 江田 小原 古墳 古墳
365-114 寺山小原 江田 小原 弥生 包蔵地 弥生中期
365-115 寺山宮の東横穴群 江田 寺山 古墳 古墳
365-116 寺山寺跡 江田 寺山 中世 寺社
365-117 園五輪塔 江田 長野 中世 石造物
365-118 乙城跡 江田 長野 中世 城
365-119 江田土喰箱式石棺群 江田 土喰 古墳 埋葬 鉄鏃・釶
365-120 どんこ山横穴群 原口 浦谷 古墳 古墳
365-121 北原寺跡 瀬川 北原 縄文 包蔵地 縄文土器・石器・矢じり
365-122 大久保舟形石棺 江田 大久保 弥生・古墳 埋葬
365-123 立石城跡 原口 野付 中世 城
365-124 トンカラリン 瀬川 長力 縄文～近代 建造物
365-125 熊野宮宝塔 江田 神屋敷 中世 石造物 県
365-126 鴬原城・館跡 瀬川 鴬原 中世 城

表(Tab)６ 周辺遺跡一覧表 (５)
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地図18 (玉名)
熊本県 (43) 菊水町 (365)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
365-127 土喰古墳 江田 土喰 古墳 古墳
365-128 旧境家住宅 瀬川 清水原 近世 建造物 国 玉東町から移築
365-129 清原船形石棺 江田 清原 古墳 埋葬 舟形石棺
365-130 松坂原 瀬川 松坂原 弥生～古代 包蔵地
365-131 牧野城跡 江田 牧野 中世 城 中世城､ 『玉名郡誌』
365-132 古閑の五輪塔群 用木 北富尾 中世 石造物 五輪塔
365-133 法蓮寺跡 用木 (通称法蓮寺) 中世 寺社
365-134 七曲り五輪塔群 用木 観音平 中世 石造物
365-135 田川寺跡 日平 田川 中世 寺社
365-136 用木城跡 用木 (通称城の尾) 中世 城
365-137 観音平寺跡 用木 (通称観音平) 中世 寺社
365-138 宗林庵跡 用木 (通称立山) 中世 寺社
365-139 徳丸六地蔵 用木 徳丸 中世 石造物 町
365-140 徳丸寺跡 用木 徳丸 寺社
365-141 宝蓮寺跡 用木 徳丸 中世 寺社
365-142 米渡尾城跡 米渡尾 中世 城
365-143 前野五輪塔 高野 前野 中世 石造物
365-144 彼岸寺跡 榎原 迫 寺社
365-145 萩原宝篋印塔 萩原 本村 中世 石造物
365-146 萩原城跡 萩原 城山 中世 城
365-147 西塔寺跡 米渡尾 東屋敷 中世 寺社
365-148 イッチョ墓 瀬川 鴬原 中世 墳墓 日置郡公を葬る､ 銅版墓誌２出土
365-149 日平の宝篋印塔 日平 中世 石造物 町
365-150 日平城跡 (花簇城跡) 日平 城 中世 城 花簇城ともいう､ 小森氏代々在城
365-151 椿山古墳 瀬川 古寺原 古墳 古墳 円墳､ 前方後円形
365-152 禿石 日平 本谷・笹原 祭祀 山上に立つ自然石祭祠説あり
365-153 椿山五輪塔 瀬川 白石 中世 石造物
365-154 西福寺跡 瀬川 古寺原 中世 寺社
365-155 会所跡五輪塔 瀬川 古寺原 中世 包蔵地
365-156 内田郷会所跡 瀬川 本村 近世 包蔵地
365-157 龍善寺跡 瀬川 浦 中世 寺社
365-158 鴬原五輪塔 瀬川 鴬原 中世 石造物
365-159 山下五輪塔 瀬川 中原 中世 石造物
365-160 畑五輪塔 日平 畑 中世 石造物
365-161 月浦明泉寺跡 日平 (通称月浦) 中世 寺社 月浦宅敷地が寺跡､ という古老の話
365-162 花簇寺跡 日平 瀬戸 中世 寺社
365-163 田川寺跡 日平 田川 中世 寺社
365-164 花簇山吉祥寺跡 日平 城 中世 寺社
365-165 大木戸五輪塔 蜻浦 大木戸 中世 石造物
365-166 徳丸五輪塔 用木 徳丸 中世 石造物
365-167 諸井横穴群 萩原 諸井 古墳 古墳
365-168 江栗面頓寺 江栗 弥生時代中期 包蔵地
365-169 東深倉橋 下津原 近代 建造物 大正10年
365-170 横枕宝塔 江田 横枕 中世 石造物 町 延慶三年の銘
365-171 焼米柳林 焼米 柳林 弥生 埋葬 弥生中期
365-172 傾成が塔 久井原 傾成が塔 古墳 包蔵地 石棺群
365-173 高野本村 高野 本村 弥生 包蔵地 弥生中期
365-174 寺上前 江田 寺上前 旧石器 包蔵地
365-175 宮の前 内田 宮の前 弥生 埋葬 甕棺群

熊本県 (43) 玉名 (206)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
206-005 三ツ川経塚 三ツ川 京塚 中世 経塚 大乗妙典埋納､ 円封土､ 地蔵石祠
206-006 川床磨崖五輪塔 三ツ川 (通称川床) 中世 石造物 磨崖線刻五輪塔片多数
206-008 三ツ川横穴群 三ツ川 出目 古墳 古墳 県道端４基
206-009 玉蓮寺跡 三ツ川 前田 中世 寺社 最近まで阿弥陀堂・堂守があった
206-010 西福寺跡 三ツ川 権現尾 中世 寺社
206-012 前平 箱谷 前平 縄文-中世 包蔵地 表面採取品､ 細長両刄尖頭器
206-014 石貫ナギノ横穴群 石貫 ナギノ 古墳 古墳 国 繁根木川上流域45個､ ８個装飾
206-015 後田古墳 石貫 後田 古墳 古墳 舟形石棺現存､ 鉄器副葬
206-016 石貫穴観音横穴 石貫 安世寺 古墳 古墳 国 ５基内２基装飾､ 千手観音像あり
206-017 太平寺横穴群 石貫 太平寺 古墳 古墳 ７基､ 角形羨門､ 妻入り天井
206-020 石貫葉柊 石貫 葉柊 弥生・古墳 包蔵地 弥生土器片多量､ 土師器
206-022 藤原為安の墓 石貫 椰野原 古代 墓 菊池氏の一族
206-026 堪空上人墓 石貫 太平寺 古代 墓
206-027 ナギノ 石貫 椰野原 古墳 包蔵地 土師器・須恵器
206-030 安世寺跡 石貫 安世寺 中世 寺社 市 第１・２世墓市指定
206-031 太平寺跡 石貫 太平寺 中世 寺社
206-032 塔の尾横穴 石貫 塔の尾 古墳 古墳 １基､ 風化
206-033 横畠横穴群 青木 横畠 古墳 古墳 ８基､ ５・６号に円文を認める
206-034 六反横穴群 青木 六反 古墳 古墳 ４基
206-035 二俣横穴群 青木 二俣 古墳 古墳 ２基､ 保存度概してよし
206-036 水尻横穴群 溝上 水尻 古墳 古墳 ２基
206-037 城迫間横穴群 溝上 城迫間 古墳 古墳 ７基､ ４号三角線刻､ ６号舟浮彫
206-038 真福寺東古墳 溝上 前田 古墳 古墳 舟形石棺蓋発見
206-039 真福寺古墳 溝上 前田 古墳 古墳 墳丘を失う､ 舟形石棺遺存､ 鉄斧出土
206-040 赤禿古墳 溝上 (通称赤禿) 古墳 古墳 小山の頂上にあり､ 人骨・鉄剣出土
206-041 前田古墳 溝上 前田 古墳 古墳 割に大型の舟形石棺のこる
206-042 宮の後古墳 溝上 下前田 古墳 古墳 円墳､ 舟形石棺､ 寄棟屋根蓋
206-043 田代阿弥陀塚古墳 溝上 田代 古墳 古墳 円墳､ 箱式棺､ 舟形系の蓋石
206-044 田代中の塚古墳 溝上 田代 古墳 古墳 円墳､ 舌状台地突端､ 小墳丘石材露出
206-045 青木磨崖梵字群 青木 田代上前田 中世 石造物 県 熊野社境内20数個の梵字あり
206-046 溝の上城跡 溝上 城の原 中世 城 山城､ 本丸跡に社､ 近くに清泉あり
206-047 溝の上六地蔵 溝上 下前田 中世 石造物 玉名市内最古､ 延徳３年10月４日
206-048 玉名の平城跡 玉名 平城 中世 城 菊池川右岸に屹立､ 眺望地
206-049 青木横穴 青木 上前田 古墳 古墳 青木梵字の北40ｍ１基､ 羨門損壊
206-050 上小田宮の前 上小田 宮の前など 弥生 包蔵地 弥生土器・石斧・土師器・須恵器
206-107 石貫の十字ある板石 石貫 六枝 石造物 上部に十字陰刻あり
206-108 西原古墳参考地 玉名 西原 古墳 古墳 玉名山西端部､ 楕円状の封土

表(Tab)７ 周辺遺跡一覧表 (６)
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地図18 (玉名)
熊本県 (43) 玉名 (206)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
206-109 大坊古墳 玉名 出口 古墳 古墳 国 横穴２室､ 三角連続彩色あり
206-110 大坊寺跡 玉名 東屋敷 中世 寺社 大坊前天満宮社地､ 糸切皿が出土する
206-111 大坊五輪塔群 玉名 大坊 中世 石造物 部落中５～６基祀る
206-112 小畑六地蔵塔 石貫 小畑 中世 石造物 玉名～南関県道端
206-115 富尾磨崖阿弥陀 富尾 原 中世 石造物 磨崖仏
206-116 岡箱式石棺群 玉名 上原 弥生 埋葬 妙修寺の墓地内３基・２基保存
206-117 永安寺西古墳 玉名 (通称永安寺) 古墳 古墳 国 横穴単式､ 円文線刻
206-118 永安寺東古墳 玉名 (通称永安寺) 古墳 古墳 国 横穴複式､ 円・三角・舟・馬を描く
206-119 永安寺跡・永安寺古塔碑群 玉名 (通称永安寺) 中世 寺社 東古墳の東隣､ 玉名大神宮西､ 五輪塔・宝塔､ 在銘
206-120 伝玉依姫塚 玉名 釈迦 石造物 社伝で上記古塔群をいう
206-121 馬出古墳 (１～２号) 玉名 馬出 古墳 古墳 市 円墳､ 横穴式､ 舟形・箱式石棺｡ 出土品市指定
206-122 小路古墳 玉名 小路 古墳 古墳 市 27ｍの山上にあった｡ 他へ復元｡ 出土品市指定
206-123 絵下経塚古墳 玉名 絵下 古墳 古墳 玉名大神宮裏山にあり､ 封土・周溝あり
206-124 大永・弘治の板碑群 玉名 浦小路 中世 石造物 元玉名の地蔵堂前に２基あり
206-125 元玉名横穴群 玉名 実極田 古墳 古墳 風化､ ２基
206-126 上小田古屋敷 上小田 古屋敷 縄文～中世 包蔵地 土師器・須恵器片散布
206-127 下小田西丸塚 下小田 陣の浦 古墳 古墳 五輪塔部分あり､ 中世墳墓か
206-128 下小田養寺丸塚 下小田 養寺 中世 墳墓 養音寺跡という､ 板碑あり
206-129 小森田松 山部田 猿喰 古代 包蔵地 墓標に ｢金誉秀清尼｣ とあり
206-130 長建寺跡 山部田 瀬戸坂 中世 寺社 木葉山の西裾､ 現在形跡なし
206-131 諏訪宮跡 山部田 出羽 中世 寺社 熊野宮に合祀､ 現在形跡なし
206-132 小森田七右衛門墓 山部田 新宮 近世 墓 内田郷惣庄屋､ 旧白石堰建設者
206-133 山下古墳・山下古墳碑 山部田 山下 古墳 古墳 前方後円墳､ 舟形棺｡ 弘化５年石碑前方部石棺上
206-134 高城 下 高城 古墳 包蔵地 土師器・須恵器・青磁片少量散布
206-135 下村城跡 下 高城 中世 城 本丸跡に薬師堂・五輪塔群あり
206-136 秋丸 下 秋丸 弥生 包蔵地 弥生土器多量出土
206-137 松村・永鳥兄弟墓地 下 井尻 近世 墓 幕末勤王志士兄弟
206-138 両迫間日渡 両迫間 日渡 弥生・古墳 包蔵地 弥生土器・土師器・須恵器包含､ 水田中
206-139 徳丸古墳群 上小田 下徳丸など 古墳 古墳 前方後円墳３基並列､ 舟形石棺１
206-140 上小田下丸塚 上小田 堂の後 古代 墳墓 円墳状を呈する
206-141 上小田城跡 上小田下 徳丸など 中世 城 中世丘城古墳､ 改造の形跡
206-142 大宝院跡 下 和田 中世 寺社
206-143 金光寺跡 川部田 東屋敷 中世 寺社
206-144 海福寺跡 下 白丸 中世 寺社
206-145 養音寺跡 下小田 養寺 中世 寺社
206-146 普門寺跡 下 田中 中世 寺社
206-147 長慶寺跡 両迫間 上川端 中世 寺社
206-204 宝成就寺跡 (古塔碑群・石仏群) 高瀬 下町 中世 包蔵地 市 多くの古塔碑・石仏を残す､ 跡地小学校建つ
206-206 高瀬御蔵・御米山床跡 永徳寺 馬場など 近世 蔵跡 藩営､ 慶長年､ 明治10年蔵跡・礎石・山床・石垣
206-207 高瀬船着場跡 (高瀬津跡) 永徳寺 東河原 近世 包蔵地 市 蔵下川岸､ ２箇所石組､ 石畳現存
206-208 高瀬御茶屋跡 永徳寺 出口 近世 包蔵地 蔵跡北隣の地､ 井戸残る
206-209 大倉山永徳寺跡 永徳寺 出口 中世 寺社 蔵跡北隣の地､ 形跡なし
206-210 高瀬眼鏡橋 高瀬 下町 近世 建造物 県 高瀬裏川にかかる､ 嘉永元年二重拱橋
206-211 高瀬本町通 高瀬 保田木町など 縄文～近世 包蔵地 地道路3.5ｍの下層､ 鎌倉期の遺物大量出土
206-212 保田木貝塚 高瀬 保田木町 縄文 貝塚 城跡神社境内全域､ 阿高式中心
206-213 保田木城跡･高瀬町奉行所跡 高瀬 保田木町 中世～近世 城 保田木神社内､ 外濠一部残存､ 高瀬城ともいう
206-214 高瀬山清源寺跡 高瀬 保田木町 中世 寺社 保田木城西隣､ 墓地のみ残る
206-215 龍造寺隆信首塚 高瀬 横町 中世 墳墓 願行寺境内､ 主体は明治４年佐賀に移す
206-216 大覚寺豪潮宝篋印塔 高瀬 横町 中世 石造物 大覚寺本堂前､ 市内３基の１つ
206-217 高瀬菊池川河床 菊池川河床 古代・中世 包蔵地
206-226 松林寺山古墳 向津留 下 古墳 古墳 大型舟形石棺露出､ 棺蓋不明
206-227 桃田貝塚 大倉 桃田原 縄文 貝塚 ＪＲ線北２箇所､ 阿高式～土師器・須恵器
206-228 桃田古墳 大倉 桃田原 古墳 古墳 伝箱石棺出土
206-229 高田古墳 大倉 高田 古墳 古墳 台地頂上､ 円墳内部不明
206-232 芭蕉句碑 (時雨塚) 高瀬 横町 近世 石造物 繁根木川左岸明教寺内､ 自然石に刻句
206-233 金盆山玉飯寺跡 川崎 出の上 中世 寺社 川崎八幡神宮寺墓地のみのこる
206-235 高瀬官軍墓地 高瀬 横町 近代 墓地 昭和36年発掘改葬､ 合祀する
206-237 長福寺跡 高瀬 八日町 中世 寺社
206-242 飯塚古墳 向津留 飯塚 古墳 古墳 円墳､ 保存度良し
206-243 亀頭迫 大倉 亀頭迫など 弥生～中世 包蔵地 土師器､ 弥生後期
206-244 木村鉄太の墓 大倉 亀頭迫 近代 墓 木村家墓地内､ 日本最初世界一周者
206-245 立山 大倉 (通称立山) 弥生～中世 包蔵地 弥生後期､ 土師器等散布
206-246 城が辻古墳群 (１～５号) 寺田 城が辻 古墳 古墳 １号箱式石棺・２号円墳､ 完形遺存・５号丘陵先端
206-247 城が辻城跡 寺田 城が辻 中世 城
206-248 寺田古墳群 (１～４号) 寺田 宇土 古墳 古墳 １号台地北端､２号舟形､３号箱式石棺､４号処女墳
206-249 吉丸 寺田 吉丸 古代・中世 包蔵地 菊花文入瓦器多量出土
206-250 ナカント塚古墳 寺田 吉丸 古墳 古墳 部落西南畑中､ 封土あり､ 内部不明
206-251 吉丸西 寺田 吉丸 縄文～中世 包蔵地
206-252 久保地下式横穴 寺田 久保 古墳 古墳 国道208号線の北大穴窟､ 出土品なし
206-253 寺田久保 寺田 久保 縄文～中世 包蔵地
206-254 世間部塚古墳 寺田 世間部 古墳 古墳 ｢塚さん｣ という､ 山伏塚か
206-255 部田 津留 部田 弥生～中世 包蔵地 高台畑地､ 磨製大型石鏃出土
206-256 上津留古墳 津留 小部田 古墳 古墳 円墳､ 高台北端に位置､ 径25ｍの封土遺存
206-257 花群山吉祥寺跡 津留 堂園 中世 寺社 峡い高台上､ 跡地に毘沙門天を祀る
206-258 安楽寺跡 津留 太郎丸 中世 寺社 跡地に氏神菅原神社を祀る
206-259 安楽寺居館跡 津留 太郎丸 中世 包蔵地 跡地に氏神菅原神社を祀る､
206-260 菅原神社の六地蔵 津留 白柏子 中世 石造物
206-261 安楽寺 津留 中世 寺社
206-262 上津留 津留 部田 縄文～中世 包蔵地 付近畑地耕作で発見と伝えられる
206-263 朝日寺跡 安楽寺 生見 中世 寺社 跡地に観音堂・板碑あり､ 規模拡大
206-264 田崎横穴群 田崎 楢山 古墳 古墳 国道208号沿い､ ３基と造りかけ
206-265 随月古墳 安楽寺 随月 古墳 古墳
206-266 善応寺跡 下 平野 中世 寺社
206-267 賢長寺跡 下 桑迫 中世 寺社
206-268 金盆山玉飯寺跡 川崎 畑尾 中世 寺社
206-269 金地山松林寺跡 向津留 下 中世 寺社
206-270 津留中林 津留 中林 縄文～中世 包蔵地
206-271 随岸寺跡 安楽寺 陀羅原 中世 寺社 境内の洞穴中に不動尊を祀る
206-272 浦方染山横穴群 安楽寺 (通称裏方) 古墳 古墳 梅林小学校裏手谷合い､ ４基風化する

表(Tab)８ 周辺遺跡一覧表 (７)
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地図18 (玉名)
熊本県 (43) 玉名 (206)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
206-273 蓑田横穴群 安楽寺 蓑田 古墳 古墳 稲佐への県道東入り､ 数基
206-274 長福寺跡 安楽寺 蓑田 中世 寺社 横穴近くの薮中跡地に観音堂・五輪塔
206-275 安楽寺京塚 安楽寺 京塚 中世 経塚 十王社を祀る
206-276 一本松 田崎 一本松ほか 弥生～中世 包蔵地 甕棺群あり
206-277 田崎 田崎 天神原・辻 古墳～中世 包蔵地 台地畑､ 土師器・須恵器片少量散布
206-278 中神久 安楽寺 中神久 古代・中世 包蔵地 古代・中世遺物散布
206-294 城が崎城跡 伊倉北方 五社 中世 城 町北端舌状丘陵地､ 城の遺構は残らない
206-295 五社支石墓参考地 伊倉北方 五社 弥生 埋葬 十五社石祠､ 旧城跡にあり､ 台石は掌石か
206-296 中北古墳 伊倉北方 五社 古墳 古墳 県道に面する南小突端に箱式石棺をもつ
206-297 城が崎貝塚 伊倉北方 五社下 弥生 貝塚 町北端舌状台地上､ 南裾一帯弥生貝層出土多量
206-298 城が崎 伊倉北方 五社 弥生～中世 包蔵地 町北端舌状台地上､ 広範に弥生中期遺物を含む
206-299 中北Ａ 伊倉北方 弥生～中世 埋葬 小児合口式４基出土､ １期鉄斧､ 外副葬品
206-300 名称不明
206-301 中北 伊倉北方 五社 縄文～中世 包蔵地
206-302 振倉謝公墳 伊倉北方 中世 墓 安山岩自然石板碑形式､ 本堂山にあり
206-303 大宮司宇佐一族の墓・石碑 伊倉北方 堂山 中世 石造物 市 ７基あり､ 市指定３基
206-304 中尾山報恩寺跡 伊倉北方 堂山 中世 寺社 本堂山､ 墓地だけが残る
206-305 補陀落渡海碑 伊倉北方 堂山 中世 石造物 本堂山墓地内にあり､ 日照渡海､ 天正４年建立
206-306 本堂山古塔碑群 伊倉北方 堂山 中世 石造物 本堂山報恩寺跡あり､ 板碑12基､ 外塔
206-307 本村屋敷古塔碑群 伊倉北方 本村屋敷 中世 石造物 板碑１基､ 五輪塔部分多数散乱
206-308 福田寺跡 伊倉北方 本村屋敷 中世 寺社 跡地に豪壮な地蔵堂・宝篋印塔・五輪塔あり
206-309 福田寺跡宝篋印塔 伊倉北方 本村屋敷 中世 石造物 地蔵堂前にあり､ ｢文政十有一年戊子春｣
206-310 本村 伊倉北方 本村 縄文～中世 包蔵地
206-311 吉利支丹墓碑 伊倉北方 北方・八龍 近世 墓 市 蒲鉾型､ 花崗岩､ 華十字を一方に刻む
206-312 桜井川製鉄跡 伊倉北方 西屋敷 古代・中世 生産 鉱滓散布する
206-313 桜井山安住寺跡 伊倉南方 西屋敷 中世 寺社 伊倉五山の一､ 祠・大銀杏 (県指) あり
206-314 伊倉丹倍津跡 伊倉北方 八龍など 中世 包蔵地 天正以前まで貿易港をして栄えた
206-315 唐人町 伊倉 唐人町 中世 包蔵地
206-316 唐人町貝塚 北方 弥生～中世 貝塚
206-317 鍛冶屋町 伊倉南方 西屋敷 貝塚 貝塚散布地､ 鉱滓多く散布
206-318 肥後四位宮の墓 伊倉南方 東屋敷 中世 墓 市 浜沂郭公､ 中国式の異形壮重な型､ 元和５年建立
206-319 西屋敷六地蔵塔 伊倉南方 西屋敷 中世 石造物 民家の一角､ 石垣中にたたみこむ
206-320 片諏訪貝塚 片諏訪 屋敷 縄文～鎌倉 貝塚 中世含む
206-321 片諏訪 片諏訪 屋敷 弥生 包蔵地 貝塚のある台地一帯
206-322 清国父恵助の墓 伊倉南方 片諏訪 中世 墓 刀匠清国の墓といっているが疑問あり
206-323 伊倉城跡古碑 片諏訪 中城 中世 石造物 伊倉台地南端､ 五輪塔片がある
206-324 中ん城跡 片諏訪 中城 中世 城 伊倉台地南端､ 眺望地､ 形跡を止めぬ
206-325 印鑰神社古墳 宮原 土井内 古墳 古墳 円筒埴輪・須恵器・土師器出土
206-326 宮原土井の内 宮原 土井内 弥生 包蔵地 弥生石器・土器出土
206-327 禮社 宮原 禮社 弥生 包蔵地 弥生土器散布
206-328 伊倉宮原町 宮原 屋敷 弥生 包蔵地 弥生土器散布
206-329 屋敷古塔碑群 宮原 屋敷 中世 石造物 五輪塔・重塔部分あり
206-330 伊倉南八幡宮社寺古塔碑群 宮原 屋敷 中世 石造物 板碑・五輪塔・宝篋印塔部分
206-331 伊倉宮川 宮原 宮川 弥生 包蔵地 弥生土器・石器
206-332 伊倉八幡宮境内 宮原 北方ほか 縄文 包蔵地 縄文土器､ 阿高式・御領式を多く含む
206-333 伊倉八幡古墳 伊倉北方 宮の後 古墳 北八幡宮境内､ 社前に巨石材２個あり
206-334 伊倉宮の後 伊倉北方 宮の後 縄文 包蔵地 縄文､ 阿高式・御領式土器・石斧・石鏃
206-335 伊倉宮の後甕棺群 伊倉北方 宮の後 弥生 埋葬 合口甕棺多数
206-336 伊倉古宮原 宮原 古宮原 弥生 包蔵地 弥生土器・土師器・須恵器散布
206-337 垣塚古墳 伊倉北方 東垣塚 古墳 古墳 くり抜き石棺形式出土､ 封土不明
206-338 岩井口横穴 伊倉北方 岩井口 古墳 古墳 伊倉台西端崖面､ かなり崩壊
206-339 中北アカハゲ古墳 伊倉北方 (通称赤禿) 古墳 古墳 高田古墳下に一封土あり､ 古墳と思われる
206-340 伊倉犬塚古墳 伊倉北方 鳥越 古墳 古墳 現在封土を失う
206-341 中北長照寺跡 伊倉北方 伊倉屋敷 中世 寺社 跡地に観音堂あり､ 寺の遺構なし
206-342 老女つやの墓 伊倉南方 西屋敷 墓 法号釈妙香年三俵賜文化元年三月没､ 六十八才
206-343 鍛冶屋町製鉄跡 伊倉南方 東屋敷 古墳 生産 土師器・須恵器､ 伊倉刀を打つ
206-344 伊倉山太平寺跡 宮原 屋敷 中世 寺社 伊倉五山の一､ 観音堂あり
206-345 長福寺跡 伊倉南方 東屋敷 中世 寺社 伊倉五山の一､ 観音堂あり
206-346 北牟田塚１号・２号 北牟田 居屋敷 中世 墳墓 ２基中世墳墓､ 木棺・完全人骨､ 昭和53年発見
206-347 福願寺跡 伊倉北方 馬場屋敷 中世 寺社
206-348 潮音寺跡 宮原 中世 寺社
206-349 神宮寺跡 宮原 屋敷 中世 寺社
206-350 青雲寺跡 片諏訪 屋敷 中世 寺社
206-351 青野原 青野 原・北原 弥生・古墳 包蔵地
206-352 合田 青野 合田 弥生・古墳 包蔵地
206-353 青野屋敷跡 青野 合田・田の尻 中世 包蔵地 古井戸､ 現在雑木林
206-354 青野本村曲畑 青野 本村・田の尻 弥生・古墳 包蔵地 弥生～古墳土器多量包含
206-355 七浦経塚 青野 本村・七浦 中世 経塚 内容不明
206-356 青野古墳 青野 本村 古墳 古墳
206-357 青野地下式横穴 青野 田の尻 古墳 古墳 現在埋没する
206-358 青野天神原古墳 青野 天神原 古墳 古墳 現在天神石祠建つ
206-359 青野天神原 青野 天神原 弥生・古墳 包蔵地 弥生～古墳期土器包含
206-360 青野火葬墓跡 青野 天神原・辻 古代 包蔵地 八弁花文瓦器蓋付深鉢 (火葬骨入)､ 蓋付碗
206-361 中坂門田 中坂門田 西 弥生・古墳 包蔵地
206-362 京塚古墳 中坂門田 京塚 古墳 古墳 内容不明
206-363 島田一族墳墓地 北坂門田 水落 墓地 宮大工､ 自然石切石５基
206-364 白骨どん古墳 北坂門田 井戸 古墳 古墳 小円墳､ 箱型石棺露出
206-365 古閑 中坂門田 古閑 古墳～中世 包蔵地 須恵器・土師器片
206-366 鎧田横穴群 中坂門田 古閑 古墳 古墳 数基､ １基は保存良好
206-367 開野内原 中坂門田､ 開野ほか 古墳～中世 包蔵地 須恵器・土師器
206-368 落武者竹村治兵一門の墓 中坂門田､ 開野 内原 墓 稲荷神社前にあり
206-369 青野本村堂の久保 青野 本村堂の久保 弥生・古墳 包蔵地
206-382 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-383 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-384 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-385 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-386 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-387 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-388 名称不明 玉名市遺跡地図にあり

表(Tab)９ 周辺遺跡一覧表 (８)
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地図18 (玉名)
熊本県 (43) 玉名 (206)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
206-389 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-390 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-391 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-392 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-393 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-394 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-395 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-396 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-397 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-398 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-399 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-400 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-401 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-402 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-414 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-415 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-416 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-417 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-418 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-419 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-420 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-421 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-422 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-423 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-424 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-425 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-426 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-427 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-428 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-429 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-430 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-431 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-432 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-433 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-434 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-435 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-436 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-437 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-438 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-439 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-440 寺田山口 寺田山口 縄文～中世 包蔵地 玉名市遺跡地図にあり
206-441 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-442 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-443 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-444 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-445 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-446 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-447 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-448 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-449 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-450 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-451 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-452 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-453 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-454 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-455 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-456 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-457 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-458 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-459 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-460 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-461 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-462 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-463 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-464 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-465 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-466 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-467 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-468 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-469 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-470 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-471 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-472 名称不明 玉名市遺跡地図にあり
206-482 柳町 玉名市河崎柳町 縄文～平安 集落 県調査､ 文字資料
206-483 玉名平野条里跡 玉名､ 迫間ほか 古代・中世 生産
206-484 玉名平野条里跡 古代・中世 生産
206-485 玉名平野条里跡 古代・中世 生産
206-487 玉名平野条里跡 古代・中世 生産
206-489 玉名平野条里跡 古代・中世 生産
206-490 平嶋遺跡 山田 弥生後期 集落 Ｈ11年調査
206-491 吉丸前 寺田吉丸前 縄文・弥生 包蔵地
206-492 前田 日田前田 縄文～近世 集落
206-493 群前 津留群前 中世 集落
206-494 北の崎 玉名市大字安楽寺田崎 弥生～古代 集落
206-495 剣抜 玉名市大字安楽寺船島 古代 包蔵地

表(Tab)10 周辺遺跡一覧表 (９)
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地図19 (来民)
熊本県 (43) 鹿央町 (384)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
384-001 岩倉の磐坐 合里 立石 祭祀 七五三縄を張り､ 信仰の対象にする
384-002 新宮次郎藤原忠親の墓 北谷 中世 墓
384-003 長福寺跡 北谷 三郎丸 中世 寺社 町
384-004 姫井六地蔵 合里 鳥井原 中世 石造物 町
384-005 顕西寺跡 合里 上井 中世 寺社
384-006 梅の木谷横穴群 梅の木谷 古閑 古墳 古墳
384-007 建立寺跡 合里 田鶴原 中世 寺社
384-008 龍福寺跡 合里 中尾 中世 寺社
384-009 霜野城跡 霜野 真堂浦 中世 城 牧野弾正､ 居城近くに墓あり
384-010 霜野山康平寺跡 霜野 水ノ手 中世 寺社 県 康平元年草創､ 本尊千手観音､ 仏像多し
384-011 真堂浦如法経塔 霜野 真堂浦 中世 石造物 町
384-012 霜野宮前六地蔵 霜野 本村 中世 石造物 町
384-013 霜野六地蔵 霜野 本村 中世 石造物 町
384-014 牧野弾正の墓 霜野 小路 中世 墓
384-015 霜野阿弥陀堂古塔碑群 霜野 本村 中世 石造物 墓地内に多くの五輪塔・板碑あり
384-016 日吉神社前木造地蔵 霜野 近世 石造物
384-017 持松中屋敷古墳群 持松 中屋敷 古墳 古墳 別名千田持松古墳群､ 円墳群､ 家形石棺あり
384-018 持松塚原古墳群 持松 塚原 古墳 古墳 県 千田塚原古墳群､ 家形石棺､ 櫛・刀子
384-019 久保原古墳 岩原 久保原 古墳 古墳 箱式石棺・刀子・鍬先・珠文鏡
384-020 鬼塚古墳 岩原 青苔 古墳 古墳 町 箱式石棺・刀子・鍬先・珠文鏡､ 円墳
384-021 岩原古墳群 岩原 古墳 古墳 国
384-022 岩原二子塚古墳 岩原 古墳 古墳 国 前方後円墳・円墳
384-023 狐塚古墳 岩原 古墳 古墳
384-024 下原古墳 岩原 寒原 古墳 古墳 町
384-025 塚原古墳 岩原 寒原 古墳 古墳
384-026 馬不向古墳群 岩原 馬不向 古墳 古墳 (１～３号)
384-027 寒原第１号古墳 岩原 寒原 古墳 古墳 町
384-028 寒原第２号古墳 岩原 寒原 古墳 古墳 家型石棺､ 剣・刀子
384-029 寒原小円墳群 岩原 寒原 古墳 古墳 (１～３号)
384-030 岩原の土馬出土地 岩原 塚原 古代 包蔵地 １点
384-031 桜の上横穴群 岩原 大野原・清水 古墳 古墳 県 金鐶・丸玉・鉄鏃・鋤先
384-032 塚さん古墳 岩原 桜の上 古墳 古墳 箱式石棺主体
384-033 城ヶ鼻城跡 岩原 城ヶ鼻 中世 城 中世抗､ 稲荷社あり
384-034 岩原横穴群 岩原 塚原 古墳 古墳
384-035 岩原城跡 岩原 東古城 中世 城
384-036 郷原石地蔵 岩原 郷原 中世 石造物
384-037 田代横穴 岩原 上岩原 古墳 古墳
384-038 持松塚原古墳 持松 塚原 古墳 古墳 県 円墳
384-039 若竹の原城跡 岩原 若竹 中世 城
384-040 吉井原 合里 吉井原・堤 弥生 包蔵地 甕棺群
384-041 天神免 (広垣の内) 広 天神免 弥生 包蔵地 甕棺群､ 細形銅剣
384-042 下原古墳 広 天神免 古墳 古墳
384-043 双塚古墳群 合里 青井 古墳 古墳 町 円墳 (１号・２号)
384-044 下米野横穴群 合里 前畑・立足 古墳 古墳 町
384-045 千田浦大間古墳群 千田 浦大間 古墳 古墳 町 家形石棺､ 櫛・刀子・直刀・玉
384-046 向原 合里 向原 縄文 包蔵地 縄文土器､ 甕棺群､ 弥生､ 家形石棺
384-047 廣城跡 広 城尾屋敷 中世 城 中世丘城城主､ 千田伊豫守
384-048 米野山城跡 合里 米野山 中世 城 米野岳山上､ 年代不明､ 佐伯氏居城
384-049 広の里数木跡 広 一里塚 近世 交通 町
384-050 城越前守親冬の墓 広 寺の上 中世 墳墓
384-051 堂米野六地蔵 合里 中井 中世 石造物 町
384-052 島己ケイの墓 合里 屈足 中世 墓 町
384-053 能満寺跡 合里 米野山 中世 寺社
384-054 白山石段 合里 米野山 石段 町
384-055 永野入道宗孚の墓 合里 米野 中世 墓
384-056 真学寺跡 合里 田鶴原 中世 寺社
384-057 上迫 広 上迫 弥生・古墳 包蔵地
384-058 正元寺跡 合里 扇平 中世 寺社
384-059 寺の上石棺群 広 寺の上 古墳 埋葬
384-060 堤第１号古墳 合里 堤 古墳 古墳 町 円墳
384-061 堤第２号古墳 合里 吉井原 古墳 古墳 町 円墳
384-062 堤第３号古墳 合里 堤 古墳 古墳 町 円墳
384-063 駄の原長者屋敷跡 合里 駄の原 古代・中世 包蔵地 古墳長者伝説地
384-064 駄の原長者古墳 合里 東駄の原 古墳 古墳 町
384-065 駄の原 合里 東駄の原 縄文 包蔵地 縄文後期～晩期土器
384-066 広六地蔵 広 北屋敷 中世 石造物 町
384-067 上谷官古墳 広 上谷官 古墳 古墳 円墳
384-068 芹ヶ迫古墳 広 芹ヶ迫 古墳 古墳 町
384-069 西屋敷 広 西屋敷 平安～中世 包蔵地
384-070 土蔵塚 宮原 久野 古墳 古墳
384-071 久野古墳 千田 辺田 古墳 古墳
384-072 千田の追分石 千田 宮 近世 石造物
384-073 千田中尾 千田 中尾 弥生 埋葬 甕棺 (10)・木棺 (43)
384-074 早馬塚古墳 千田 早馬塚 古墳 古墳 円墳
384-075 早馬 千田 早馬 弥生 埋葬 弥生土器､ 甕棺 (54)・木棺 (11)
384-076 条里跡 古代・中世 生産

熊本県 (43) 鹿本町 (383)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
383-054 大道中学校 来民 今古閑 弥生 包蔵地
383-057 光運寺跡 下分田 下河原 中世 寺社
383-058 源堂寺跡 小柳 屋敷 中世 寺社

地図26 (伊倉)
熊本県 (43) 横島町 (362)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
362-006 外平貝塚 横島 外平 弥生・中世 貝塚 主に土師器
362-007 池辺吉十郎の墓 横島 外平 近世 墓 町 西南役薩軍熊本隊長､ 長崎で刑死
362-008 人柱の跡 横島 京泊 近世 縁地 町 石塘築堤の犠牲

表(Tab)11 周辺遺跡一覧表 (10)
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地図26 (伊倉)
熊本県 (43) 横島町 (362)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
362-009 横島城跡 横島 京泊 中世 城 加藤求馬助の居城という
362-010 横島経塚 横島 京泊 近世 経塚 町 石塘築堤の折の経文を納める
362-011 京泊 横島 京泊 中世 包蔵地 中世遺物分布
362-013 顕松寺跡 (見正寺跡) 横島 京泊 中世 寺社 町 島津対竜造寺軍との戦火で焼失､ 再建立
362-014 まぶ (水路) 横島 京泊 近世 建造物 町 三村章太郎の掘窄､ 80ｍ
362-015 津波石 横島 京泊 近世 石造物 町

熊本県 (43) 天水町 (363)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
363-001 野部田 野部田 前田・平 弥生 包蔵地 弥生､ 住居･集落
363-002 竹崎貝塚 竹崎 山崎 縄文・弥生 貝塚 阿高式土器・石斧・石錘
363-003 斉藤山貝塚 尾田 正法寺平 弥生前期 貝塚 鉄斧
363-004 石塘 部田見 石塘 近世 建造物 加藤清正干拓工事､ 十八間堤の称あり
363-005 竹崎 竹崎 本村屋敷 弥生 埋葬 甕棺散布地
363-006 野部田東 野部田 平 縄文 包蔵地 縄文末期､ 御領式土器
363-007 久島貝塚 部田見 久島原 縄文 貝塚 縄文土器
363-008 久島古墳 部田見 久島 古墳 古墳 参考地・久島山東中腹
363-009 久島 部田見 久島 縄文～古墳 包蔵地
363-010 塚の神西古墳 部田見 徳丸 古墳 古墳 箱式石棺
363-011 塚の神古墳 部田見 徳丸 古墳 古墳 円墳､ 円筒埴輪片散乱､ 塚の神石祠あり
363-012 海奇山遍照院金剛寺跡 竹崎 山崎 中世 寺社 真言宗､ 跡新寺建つ
363-013 野部田石畳道 野部田 際目 近世 建造物 約110ｍ旧野部田より伊倉への街道
363-014 空西寺跡 (宏済寺跡) 部田見 寺原 中世 寺社
363-015 尾田貝塚 尾田 本村屋敷 縄文 貝塚 曾畑式・阿高式土器､ 人骨､ 獣骨
363-016 山神平 野部田 山神平 弥生 包蔵地 弥生中期の土器片出土
363-017 下強当石棺群 尾田 下強当 弥生～古墳 埋葬 箱式石棺群
363-018 尾田 尾田 尾田原ほか 古墳 包蔵地 土師器・須恵器
363-019 正法寺平古墳 尾田 正法寺平 古墳 古墳 箱式石棺破損
363-020 正法寺平地下式横穴 尾田 正法寺平 古墳 古墳 一部埋没､ 内部不明
363-021 正法寺跡 立花 正法寺 中世 寺社 板碑２基あり
363-022 経塚古墳 部田見 城の平 古墳 古墳 町 円墳､ 陪塚小塚､ 鏡・剣・玉・円筒埴輪
363-023 米ノ山石棺 立花 米ノ山 弥生～古墳 埋葬 箱式石棺
363-024 米ノ山 立花 米ノ山 縄文～中世 包蔵地
363-025 大塚古墳 立花 中田 古墳 古墳 大円墳､ 陪塚箱式石棺､ ４円筒片

大塚箱式石棺群 部田見 中田 弥生 埋葬 ４基の内２基完形､ 内行花文鏡
363-026 小塚古墳 部田見 城の平 古墳 古墳 円墳
363-027 明人林均吾墓 立花 米ノ山 近世 墓 明人３官､ 元和７年建
363-028 経塚西古墳 部田見 赤崎 古墳 古墳 円墳､ 径26m
363-029 立花横穴群 立花 桜坂 古墳 古墳 ２基並列､ 屋根型の天井
363-030 立花貝塚 立花 本村屋敷 古墳～中世 貝塚 中世瓦器・土師器・須恵器 他
363-031 迫横穴群 部田見 迫 古墳 古墳 ５基
363-032 赤崎城跡 部田見 赤崎・城の平 中世 城
363-033 柳林 小天 柳林 弥生 包蔵地 弥生土器・石器
363-034 かなくそ谷製鉄跡 小天 小平 古代・中世 生産 完形炉１基
363-035 赤仁田 小天 赤仁田 弥生 包蔵地 弥生土器・石器

地図27 (植木)
熊本県 (43) 玉東町 (364)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
364-001 稲佐廃寺跡 稲佐 切畑 古代 寺社 県 塔礎石・金堂基壇の一部､ 布目瓦多量
364-002 稲佐城跡 稲佐 中世 城 同上地､ 本丸跡に熊野神を祀る
364-003 伊形霊兩の墓 木葉 往生松 中世 墓 町 時習館居寮､ 詩作､ 国文に長じた
364-004 宇蘇浦官軍墓地 木葉 宇蘇 近代 墓地 県 西南役戦死者333を葬る､ 谷村計介墓もあり
364-005 宮の元 稲佐 切畑 弥生～中世 包蔵地
364-006 山口 山口 長宗 弥生～中世 包蔵地
364-007 立福寺跡 稲佐 中世 寺社
364-008 円久寺跡 上木葉 中世 寺社
364-009 大城寺跡 上木葉 中世 寺社
364-010 稲佐切畑 稲佐 切畑 弥生 包蔵地 熊野神社全域､ 弥生土器片多量
364-011 窪田越前塚 木葉 久保田 古墳 古墳 墳丘上に箱式石棺の一部露出
364-012 町下 木葉 町下 古代・中世 包蔵地 青磁・土師器・須恵器・瓦器破片
364-013 木葉宇都宮城跡 木葉 丸田 中世 城 小森田城跡､ 役場裏手
364-014 高月官軍墓地 木葉 高月 近代 墓地 県 西南役戦死者976柱を葬る
364-015 音丸 白木 上古閑 弥生・古墳 包蔵地 弥生土器・土師器
364-016 箱井古墳 白木 箱井 古墳 古墳 高台上小円墳､ 石材露出する
364-017 上古閑古墳 白木 上古閑 古墳 古墳 箱形､ 蓋入母屋の石棺
364-018 二郎丸横穴群 白木 二郎丸 古墳 古墳 ２基
364-019 揚の六地蔵 木葉 前田 中世 石造物 銘があるが風化し､ 不詳
364-020 有栖川宮督戦地 木葉 丸田 近代 縁地 町 碑あり
364-021 白木柏軒の墓 白木 口の坪 近世 墓
364-022 世尊寺跡 木葉 世尊寺 中世 寺社 真言宗､ 寺号築地蓮華院に移す
364-023 土生野 木葉 土生野 縄文～古代 包蔵地 部落内に須恵器・土師器を包含する
364-024 助吉古墳 二俣 助吉 古墳 古墳 封土を失い､ 石材堆積
364-025 陣林 二俣 陣林 縄文～古代 包蔵地
364-026 堂の元 二俣 堂の元 縄文～古代 包蔵地
364-027 京塚 二俣 京塚 縄文～古代 包蔵地
364-028 前久保古塔碑群 二俣 前久保ほか 中世 石造物
364-029 辻 二俣 辻 縄文後晩期 包蔵地
364-030 小清水横穴 白木 小清水 古墳 古墳 風化深い､ ２基
364-031 西原製鉄跡 原倉 西原 古代 生産 県 鉱滓・焼灰あり
364-032 原倉 原倉 畑ほか 弥生 包蔵地 弥生土器・石器
364-033 原倉西 原倉 建が迫ほか 古墳 包蔵地 須恵器
364-034 城山城跡 上白木 城山ほか 中世 城 山北小校地一帯
364-035 太朗丸権現山 上白木 太朗丸 古代 生産 スラッグ・ふいごの羽口
364-036 横平山戦跡 二俣 中道ほか 近代 戦跡 町 西南役､ 濠跡､ 記念碑あり
364-037 西安寺 西安寺 上の原ほか 弥生末 包蔵地 土師器・須恵器片､ 住居跡
364-038 久満坊埋蔵銭出土地 西安寺 吉丸 古代・中世 包蔵地 中国唐～明479個
364-039 西安寺跡 西安寺 寺中尾ほか 中世 寺社 県 礎石・排水溝
364-040 西安寺五輪塔群付板碑群 西安寺 寺中尾 中世 石造物 県 相良氏五輪塔 外､ 板碑

表(Tab)12 周辺遺跡一覧表 (11)
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地図27 (植木)
熊本県 (43) 玉東町 (364)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
364-041 座主古塔碑群 上白木 座主 中世 石造物 笠塔婆・五輪塔
364-042 立岩石器製作 原倉 立岩屋敷 縄文 生産 石斧・剥片多数
364-043 西安寺製鉄 西安寺 寺中尾 古代 生産 スラッグ
364-044 釜の口製鉄跡 原倉 山口原 古代・中世 生産 鉱滓多量散布､ ふいごの羽口､ 焼土
364-045 東山西 原倉 荒平 縄文?弥生 包蔵地 縄文後晩期御領式､ 弥生
364-046 金糞谷製鉄跡 原倉 藤原 古代・中世 生産
364-048 吉次峠戦跡 原倉 荒強当 近代 戦跡 町 西南役､ 佐々軍駐屯地､ 谷村計介捕まる
364-049 東山 原倉 荒強当 縄文 包蔵地 縄文後期の土器・石器包含
364-050 むくろじ製鉄跡 原倉 荒強当 古代 生産 町 鉱滓・羽口多量
364-051 むくろじかじ墓群 原倉 荒強当 古代 墳墓 山林中にいくつもの小墳丘点在
364-052 篠原国幹戦死地 原倉 大谷 近代 縁地 石標柱､ 薩軍武将､ 明治10年３月４日戦死
364-053 大谷石器製作 原倉 大谷 縄文 生産 町 安山岩石器多量出土
364-054 寺山板碑 稲佐 寺口 中世 石造物
364-055 ガランさん板碑 稲佐 馬場屋敷 中世 石造物
364-056 官軍本営跡 木葉 部田見 近代 戦跡
364-057 天神山古墳 木葉 町下 古墳 古墳
364-058 官軍病院跡 (正念寺) 木葉 生野 近代 包蔵地
364-059 眼鑑橋跡 二俣 鍛冶場 近世 包蔵地
364-060 歯吹如来 二俣 北原 建造物
364-061 官軍砲台跡 二俣 瓜生田 近代 戦跡
364-062 官軍本営出帳所 二俣 瓜生田 近代 戦跡
364-063 山北八幡宮仁王像 白木 栗地原 中世 建造物
364-064 阿蘇火砕流埋没炭化木出土地 上白木 小林 記念物
364-065 阿蘇火砕流埋没炭化木出土地 上白木 黒牟田 記念物
364-066 即身成仏の碑 上白木 小林 中世 石造物
364-067 弾痕の家 上白木 小林 近代 建造物
364-068 薩軍仮埋葬地 二俣 峠 近代 墓地
364-069 眼鑑橋跡 上白木 鐘丸 近世 包蔵地
364-070 清田原製鉄 原倉 清田原 古代・中世 生産
364-071 官軍砲台跡 原倉 七ツ松 近代 軍事
364-072 道標 (追分石) 原倉 清田原 近世 石造物
364-073 薩軍砲台跡 原倉 立岩原 近代 戦跡
364-074 菖蒲谷製鉄所跡 原倉 荒平 古代 生産
364-075 六本楠 原倉 縄文 包蔵地
364-076 原倉清田氏板碑群 原倉 登立 中世 建造物 町
364-077 原倉清田氏五輪塔 原倉 尾池 中世 建造物 町
364-078 馬伏製鉄 原倉 馬伏 古代 生産
364-079 官軍砲台跡 原倉 大谷 近代 戦跡
364-080 乃木少佐奮戦の地 稲佐 平迫 近代 軍事
364-081 名称不明
364-356 吉次峠戦跡 円台寺木留 大迫葛山他 明治 戦跡 弾丸

熊本県 (43) 植木町 (385)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
385-001 涵養斉塾跡 宮原 大坪 近世 包蔵地
385-002 山上古墳群 宮原 山上 古墳 古墳 石棺墓出土
385-003 宮上古墳群 宮原 宮の上 古墳 古墳 石棺墓出土
385-004 浦田 正清 桑の木 弥生 埋葬 甕棺
385-005 享禄板碑 正清 大塚・本村 中世 石造物 大塚の板碑､ 『田底村誌』
385-006 二田の六地蔵 正清 二田 中世 石造物 町
385-007 永正の板碑 田底 荒牧 中世 石造物 永正14年銘
385-008 山城の板碑 田底 本村 中世 石造物
385-009 南平横穴群 正清 南平 古墳 古墳
385-010 大塚古墳 正清 登立 古墳 古墳
385-011 如来の板碑 田底 山城・平昌 中世 石造物
385-012 八久保古墳 宮原 八久保 古墳 古墳
385-013 大橋 田底 八郎丸 縄文～古代 包蔵地
385-014 大橋城跡 田底 八郎丸 中世 城 町
385-015 桑の木横穴群 正清 桑の木 古墳 古墳
385-016 粕道石棺群 内 粕道 古墳 埋葬 箱式石棺
385-017 ササ塚 内 粕道 古代・中世 包蔵地
385-018 小原 内 小原 弥生 埋葬 甕棺
385-019 げんば (玄蕃) 塚古墳 今藤 向田 古墳 古墳 町
385-020 伝習農場 清水 堤が平 縄文・古代 包蔵地 縄文早期・前期土器
385-021 伝習農場火葬墓地 清水 堤が平 古代 埋葬 蔵骨器
385-022 今藤横穴群 今藤 向原 古墳 古墳 横穴約15基､ 五輪塔
385-023 慈恩寺経塚古墳 米塚 井川平 古墳 古墳 県 円墳､ 舟形石棺
385-024 慈恩寺の板碑 米塚 松葉 中世 石造物 『田底村誌』
385-025 米塚古墳 米塚 米塚 古墳 古墳
385-026 余内の経塚古墳 豊田 余内 古墳 古墳
385-027 余内の板碑 豊田 余内 中世 石造物 永禄12年８月
385-028 余内の横穴群 豊田 余内 古墳 古墳
385-029 豊田古墳 豊田 宗像 古墳 古墳 円墳
385-030 加茂横穴群 豊田 宗像 古墳 古墳 町 約40基
385-031 加茂の六地蔵付板碑 豊田 後田 中世 石造物 町 永正11年甲戌２月吉日
385-032 雪堂板碑・木造仏 豊田 本村 中世 石造物 町 大永２壬年､ 永正13年
385-033 伊知坊甕棺群 伊知坊 辻・本村 弥生 埋葬
385-034 伊知坊 伊知坊 辻・本村 縄文～中世 包蔵地
385-035 筒川 伊知坊 筒川 縄文～中世 包蔵地
385-036 乗越横穴群 豊田 横尾・乗越 古墳 古墳
385-037 平須恵窯跡 鈴麦 平 古代・中世 生産 ４基以上
385-038 下鈴麦 鈴麦 天神原 縄文～中世 包蔵地 布目瓦出土地
385-039 尾 (大) 平城跡 平原 城の尾 中世 城
385-040 浦田 平原 浦田 縄文～中世 包蔵地 布目瓦出土地・土師器片有
385-041 砥石の宝篋印塔群 清水 前畑 中世 石造物 町 神社境内､ 在銘同形２基
385-042 内の板碑 内 本村 中世 石造物 永正13年
385-043 正院の五輪塔 山本 宮前 中世 石造物 町
385-044 南楠原 山本 南楠原 寺社 布目瓦出土地
385-045 草葉 山本 草葉 縄文～中世 包蔵地 布目瓦出土地

表(Tab)13 周辺遺跡一覧表 (12)

第Ⅱ章 位置と環境



― 22 ―

地図27 (植木)
熊本県 (43) 植木町 (385)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
385-046 正院の眼鏡橋 小野 七国 近世 建造物 町 移転
385-047 味取観音古墳 味取 観音平 古墳 古墳 鉄鏃
385-048 味取 味取 観音平 弥生・古代 包蔵地 須恵器・土師器
385-049 内村城跡 (内空閑城) 内 岩松寺ほか 中世 城 町
385-050 岩松寺跡 内 岩松寺 中世 寺社
385-051 服部の五輪塔 豊田 服部 中世 石造物 町
385-052 及谷貝塚 亀甲 及谷 貝塚
385-053 堂付 亀甲 堂付 縄文～中世 包蔵地
385-054 宝田横穴群 亀甲 高原 古墳 古墳
385-055 高熊２号古墳 古閑 天神平 古墳 古墳
385-057 高熊 古閑 天神平 弥生・古墳 集落 住居跡
385-058 請の原古墳群 亀甲 請の原 古墳 古墳 円墳２基
385-059 亀甲東横穴群 亀甲 請の原 古墳 古墳 町 装飾らしきものあり
385-060 新村 亀甲 堂付 縄文 包蔵地 縄文土器
385-061 上の原城跡 豊田 上の原 中世 城 加茂城・城山城
385-062 上の原五輪塔 豊田 上の原 中世 石造物
385-063 原古墳 亀甲 原 古墳 古墳
385-064 原横穴群 亀甲 原 古墳 包蔵地
385-066 豊岡の眼鏡橋 豊岡 近世 建造物 町
385-067 谷板碑 豊岡 谷 中世 石造物
385-068 田原一の坂 豊岡 西原・岡林 縄文 包蔵地 縄文土器
385-069 田原古墳 (参考地) 豊岡 上の原 古墳 古墳 円墳状を呈する
385-070 田原の五輪塔付板碑 豊岡 栗木平 中世 石造物 町 田原寺跡､ 在銘板碑､ 塔片あり
385-071 公園 豊岡 船底 古墳・古代 包蔵地 町 須恵器・土師器
385-072 公園板碑 豊岡 船底 中世 石造物 石造物
385-073 船底の五輪塔付板碑 豊岡 船底 中世 石造物 県
385-074 穴カンノン古墳 富応 西原 古墳 古墳
385-075 外土井 富応 外土井 縄文 包蔵地
385-076 中久保 豊岡 橘木 縄文・弥生 包蔵地
385-077 七本官軍墓地 轟 多尾 近代 墓地 県 西南役戦死者､ 門柱に官修墓地とあり
385-078 七本薩軍墓地 轟 鎌地 近代 墓地 西南役薩軍熊本隊戦死者共同墓１基
385-079 熊本諸隊奮戦地碑 轟 鎌地 近代 石造物 １基､ 薩軍墓地内
385-080 城山城跡 (田原城) 豊岡 本村 中世 城
385-081 田原寺跡 豊岡 宮の原 中世 寺社
385-082 高瓜の眼鏡橋 山本 高瓜 近世 建造物 石造物､ 移転
385-083 岩野山経塚古墳 味取 君が塚 古墳 古墳
385-084 富応廃寺跡 富応 谷浦 古代 寺社 町
385-085 古閑板碑 鞍掛 阿弥陀堂 中世 石造物 町 (鞍掛阿弥陀堂の板碑)
385-086 岩野城跡 (道祖城) 岩野 (城山) 馬場 中世 城
385-087 古閑 鞍掛 古閑屋敷・辻畑 縄文～中世 包蔵地
385-088 鞍掛横穴群 鞍掛 古閑屋敷 古墳 古墳 ４基
385-089 諏訪原石棺 鞍掛 諏訪原 古墳 埋葬 組合箱式石棺
385-090 諏訪原 鞍掛 諏訪原 縄文～古代 包蔵地
385-091 次郎丸屋敷 岩野 馬場・一町畑 古代・中世 屋敷
385-092 馬場 岩野 馬場 縄文～中世 包蔵地 馬場小路､ 三重土塁
385-093 福乗寺 岩野 馬場 中世 寺社
385-094 丸塚古墳 富応 市尾 古墳 古墳
385-095 鞍掛山城跡 鞍掛 萩尾屋敷 中世 城
385-096 荒平城跡 山本 荒平 中世 城
385-097 一ツ木 山本 一木 縄文 包蔵地
385-098 山口横穴群 岩野 山口・山口原 古墳 古墳
385-099 白石 有泉 白石 縄文～古代 包蔵地
385-100 小畑 有泉 小畑 縄文～古代 包蔵地
385-101 石川 石川 小迫 弥生 包蔵地
385-102 石川の板碑群 石川 小迫 中世 石造物
385-103 鬼のいわや古墳 小野 横山 古墳 古墳 町
385-104 塚園古墳群 岩野 塚園 古墳 古墳
385-105 小野の宝塔 小野 居屋敷 中世 石造物 板碑あり
385-106 石川山古墳群 石川 塚山 古墳 古墳
385-107 烏帽子 小野 烏帽子 弥生・他 包蔵地 弥生､ 土師器
385-108 広住 広住 向原・浦田 古墳・古代 包蔵地 土師器壺
385-109 横山古墳 有泉 中野 古墳 古墳
385-110 石川松葉 石川 松葉 弥生・中世 包蔵地
385-111 塔の本 轟 乗尾・塔の本 弥生 埋葬 甕棺
385-112 埋原１号岩陰 轟 埋原屋敷 弥生～古代 包蔵地
385-113 那知１号岩陰 那知 夫婦木 弥生～古代 包蔵地
385-114 埋原２号岩陰 轟 埋原屋敷 弥生～古代 包蔵地
385-115 埋原３号岩陰 轟 埋原屋敷 弥生～古代 包蔵地
385-116 埋原 轟 埋原屋敷 縄文～中世 包蔵地
385-117 埋原城跡 轟 埋原屋敷 中世 城
385-118 那知２号岩陰 那知 本村 弥生～古代 包蔵地
385-119 龍源寺跡十二仏龕佛 那知 本村 中世 石造物
385-120 那知３号岩陰 那知 本村 集落跡
385-121 龍源寺跡 那知 本村 中世 寺社
385-122 龍源寺跡板碑 那知 本村 中世 石造物
385-123 辻畑 轟 辻畑 縄文 包蔵地 縄文土器
385-124 今古閑・久保 轟 今古閑・久保 弥生後期 包蔵地
385-125 轟 轟 今古閑 弥生 包蔵地 銅鉾４本・鉄斧１
385-126 滴水 滴水 (通称大道端) 西原 弥生 埋葬 甕棺
385-127 滴水阿弥陀板碑 滴水 中世 石造物
385-128 轟城跡 轟 城の内 中世 城 城関係墓地あり
385-129 内目横穴群 滴水 ヲスギ 古墳 古墳
385-130 生野 円台寺 生野原 縄文 包蔵地
385-131 円台寺岩陰 円台寺 菱形 集落跡
385-132 円台寺五輪塔群 円台寺 菱形 中世 石造物 八幡宮西に多く埋没
385-133 白竜洞 円台寺 菱形 包蔵地 円台寺菱形八幡本殿裏にある大洞穴
385-134 円台寺の石造笠塔婆 円台寺 本村 中世 石造物 県 (円台寺古塔碑群)２基､ 建久４年２月銘､ 建久７年２月銘
385-135 円台寺磨崖仏群 円台寺 本村 中世 石造物 県 浮彫､ 龕色仏画
385-136 河原立 円台寺 河原立 縄文・弥生 包蔵地 縄文・弥生､ 抉人石斧

表(Tab)14 周辺遺跡一覧表 (13)
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地図27 (植木)
熊本県 (43) 植木町 (385)
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
385-137 ヲスギ 滴水 ヲスギほか 縄文・弥生・他 包蔵地 縄文晩期・弥生・須恵器
385-138 円台寺跡廃寺跡 円台寺 本村 中世 寺社 町 一堂に薬師・十二神将・金剛力士あり
385-139 円台寺 円台寺 本村 縄文～中世 包蔵地
385-140 轟横穴群 滴水 ヲスギ 古墳 古墳
385-141 内目 轟 ヲスギ 縄文 包蔵地
385-142 滴水館跡 滴水 東屋敷・原口 中世 館跡 居館､ 土塁
385-143 滴水館 滴水 東屋敷・原口 縄文～中世 包蔵地
385-144 二葉パン工場 舞尾 西原・前畑 縄文・弥生 包蔵地 縄文後期・弥生後期・晩期
385-145 舞尾薬師堂板碑 舞尾 本村屋敷 中世 石造物
385-146 舞尾の板碑 舞尾 石仏 中世 石造物 町 千本桜乃木記念碑と並ぶ､ 六地蔵線刻
385-147 乃木大将記念碑 舞尾 石仏 近代 石造物 西南役向坂戦､ 人員点呼の地に建つ
385-148 植木中学校跡 植木 五反畑 近代 包蔵地 植木小校庭に碑あり
385-149 投刀塚古墳 滴水 大塚 古墳 古墳 円墳､ 内部不明
385-150 松村刀鍛冶跡 平野 居屋敷ほか 近世 生産 植木刀松村直昌の鍛冶場
385-151 東原 平野 東原 弥生 埋葬 甕棺２
385-152 平野 平野 東原・東中原 弥生～古墳 包蔵地 弥生?古墳期土器､ 甕棺
385-153 平野五輪塔群 平野 東谷 中世 石造物 五輪塔片多数､ 瓦器・甕棺
385-154 荻迫 荻迫 表畑・萩原ほか 縄文・他 包蔵地 縄文後期土師器片・須恵器・石鏃・石斧
385-155 四ツ塚古墳群 荻迫 四ツ塚・居屋敷 古墳 古墳 いずれも小円墳､ ４基
385-156 荻迫柿木台場薩軍墓地 荻迫 四ツ塚・居屋敷 近代 墓地 １基､ 封土上に建つ､ 新設の墓標もある
385-157 鬼のかま古墳 荻迫 萩原 古墳 古墳 町 ２基､ 石材露出
385-158 荻迫狐塚古墳 荻迫 萩原 古墳 古墳 円墳完形周溝､ 外堤があったが現在なし
385-159 植木草場 広住 向原ほか 縄文～中世 包蔵地
385-160 滴水東屋敷の板碑 滴水 東屋敷 中世 石造物 町
385-161 植木町三丁目 植木町３丁目 弥生 埋葬 甕棺
385-162 木留 木留 北中原 縄文～古代 包蔵地
385-163 笹尾Ａ 木留 笹尾 縄文 包蔵地 縄文早期後期晩期土器・石器
385-164 向山古墳 辺田野 向山 古墳 古墳 円墳径20ｍ､ 高さ１ｍ
385-165 笹尾Ｂ 木留 笹尾 弥生・縄文 包蔵地 集落､ 縄文早期土器・石斧・石棒､ 甕棺
385-166 木留城跡 (推定地) 木留 本村・北中原 中世 城
385-167 服仏長 鐙田 服仏長 古代・中世 包蔵地 瓦器 外
385-168 山海道 辺田野 山海道 縄文 包蔵地 縄文後・晩期土器
385-169 加村古墳 米塚 加村 古墳 古墳 円墳１基石棺片 (凝灰岩)
385-170 小道 小野 小道 古代 集落跡 断面に竪穴住居跡 (カマド付)
385-171 小野箱式石棺 小野 古墳 埋葬 箱式石箱一基､ 断面に確認
385-172 岩野箱式石棺 岩野 古墳 埋葬 箱式石箱一基
385-173 山口迫 木留 山口迫 縄文～中世 包蔵地
385-174 久保 富応 久保 弥生～古代 包蔵地
385-175 田中原 富応 田中原 弥生～古代 包蔵地
385-176 沖野 轟 沖野 弥生～古代 包蔵地
385-177 葛山製鉄跡 木留 葛山 古代・中世 生産
385-178 柳迫 石川 柳迫 弥生～古代 包蔵地
385-179 一木横穴群 一木 中尾 古墳 古墳
385-180 崩平横穴墓 山本 崩平 古墳 古墳
385-181 茶山 木留 櫟山 縄文～古代 包蔵地
385-182 経塚古墳 味取 君塚 古墳 古墳

表(Tab)15 周辺遺跡一覧表 (14)
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第Ⅲ章 調査の概要
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調査方法は､ 10ｍ四方のグリッド法を採用した｡

まず､ 約4,656㎡について基本土層のⅠ､ ⅡＡ,

Ｂ層までを重機で除去した後､ ⅢA層以下を土層観

察用ベルト (幅80㎝) を残しながら､ 一区画 (10ｍ

×10ｍ) 毎に人力で掘り下げていく方法をとった｡

こうして掘り出した遺物は､ 必要に応じて一括取り

上げまたは出土位置及び高度を記入した上で､ 取り

上げを行った｡ ベルトは土層の確認をしながら遺物

を取り上げた後に取り外した｡ 存在が確認された遺

構については､ その都度調査を行い､ 全体を1／10､

1／20の縮尺で実測図を作成したほか､ 遺構の配置

を確認するための全体図としては､ 1／100の地形測

量図を作成した｡ また､ それぞれの調査段階におい

て､ 適宜モノクロとカラースライドの２種類を用い

て写真撮影 (35㎜又は中版) を実施した｡ 空中写真

撮影も２回行い､ 調査1区と２区の完掘状況をデジ

タルモザイクで合成写真を作成した｡ コンタ図は､

河川の側であるため､ 同じⅢA層とはいいながらも､

若干性質が異なることやほ場整備により削平が進ん

でいたことから当時の地形を反映することが困難と

判断して図化しなかった｡ 表土剥ぎは､ 約40～50㎝

掘削して､ 中世・弥生の包含層及び遺構確認面であ

るⅢA層に達した｡ ⅢA層上層は､ 標高約10.5m前

後であった｡
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本調査に先立ち平成12年度 (2000) に事業予定地

内において試掘調査が可能な場所に任意に試掘坑を

設定し､ 重機を用いて遺跡の分布調査を実施した｡

その結果弥生時代の遺物や遺構が確認され､ 約4,356

㎡が本調査対象範囲となった｡ 調査区は､ 道路と未

調査範囲により寸断されていることから南側を調査

１区 (3,579㎡)､ 北側を調査２区 (777㎡) とした｡

しかし､ 最終的には未調査範囲 (約300㎡) も本調

査範囲に組み込む必要性が出てきたことから､ 本調

査範囲は4,656㎡【調査１区 (3,879㎡)､ 調査２区

(777㎡)】となった｡

なお､ 調査区には､ 測量の基準とするための調査

用グリッド (区画) を10ｍ間隔で設置した｡ グリッ

ド設定は､ ４級基準点測量によって導き出された国

土座標Ⅱ系のメッシュの方向に沿ったもので､ (株)

有明測量開発への業務委託で行い､ 東西軸をアルファ

ベット大文字で､ 南北軸を算用数字で示した｡ 尚､

今回の調査は旧日本測地系で行った｡ よって図で示

したグリッドは旧日本測地系の座標値である｡
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本遺跡の基本的な土層は以下のとおりである｡ 但

し調査区内で同一層がうまく続かなかったり､ 若干

性質が異なったりすることが見られる｡ これは沖積

地の特性といえるだろう｡ ただ､ 黒褐色土層で中世・

弥生の包含層及び遺構確認面にあたる層が調査１区・

２区に広がることから､ 若干の性質差はあるものの

その黒褐色土層をⅢA層として捉えた｡ その上下層

についても同様な層として捉えた｡

ここでは､ 調査１区を２箇所､ 調査２区を１箇所

取り上げて､ 土壌分析のサンプリング位置と合せて

図３に土層断面図を示したい｡

Ⅰ 層 灰色砂質土 (Hue 7.5YR 5/1：10～20cm)

旧耕作土層｡

ⅡＡ層 明褐色砂質土(Hue 5YR 5/8：0～5cm)

酸化鉄が集中している層｡ 床土｡

ⅡＢ層 暗褐色砂質土(Hue 7.5YR 3/3：0～5cm)

マンガンが集中して非常に硬い層｡ 床土｡

ⅢＡ層 黒褐色砂質土(Hue 7.5YR 3/2：20～35cm)

粒子が細かく､ 非常に硬くしまる砂質土｡

主に弥生時代中期～中世の遺物を含む｡

ⅢＢ層 暗褐色砂質土(Hue 10YR 4/3：20～40cm)

粒子が細かく､ 非常に硬くしまる砂質土｡

主に縄文時代後期～晩期の遺物を含む｡

Ⅳ 層 暗褐色砂質土(Hue 10YR 4/3：20～40cm)

粒子が大きくやわらかい砂質土｡

Ⅴ 層 暗褐色粘質土(Hue 7.5YR 4/4：20～40cm)

全体的には粘性のある層｡

Ⅵ 層 暗褐色砂質土 (Hue 10YR 3/4：20～cm)

粒子が細やかでやわらかい砂質土｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)14 前田遺跡土層図及び土壌サンプリング位置図
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第Ⅳ章 調査の結果

��� ����

�	 
�

この遺跡で確認された遺構は､ ピットを省いて138

基である｡ 遺構番号はＳ001からＳ150までつけてい

るが､ 欠番が12ある｡

検出したピットは､ 1040基 (調査１区：763基､

調査２区：277基) にのぼる｡ ピットの時期はその

覆土の状況から大まかに弥生時代と中世の２時期に

分別可能と考えるが､ そのほとんどが掘立柱建物等

を検出するまでには至っていない｡ そこで､ 遺物を

含んだピットのデータのみを巻末に一覧表で示した｡

ピットの遺構としては､ 明らかに時期が限定できて､

主要なものだけを取りあげた｡ 遺構確認面は､ 近世

以降を省き､ 弥生時代・中世のほとんどがⅢＡ層上

層～中層である｡ 縄文時代の遺物はⅢＢ層が多い｡

遺構内から出土した遺物については､ 基本的に主

要な遺物､ 床面近くの遺物や遺構に伴うと考えられ

る遺物を平面図に実測し､ レベルを記録して､ 点上

げ遺物とした｡ しかし､ 中には一括で遺物を上げて

しまった遺構もある｡

遺構の時期区分としては､ 大まかに１) 弥生時代

中期後半､ ２) 弥生時代後期前半､ ３) 弥生時代時

期不明､ ４) 中世､ ５) 中～近世｡ 近世以降､ ６)

時期不明の順に扱うことにした｡

�	 ��

出土遺物は､ 遺構､ 包含層を含めて､ 網コンテナ

(46㎝×61㎝×20㎝の大きさ) に約120箱分の量であっ

た｡ 弥生時代中期後半期の土器が最も多かった｡ 包

含層遺物は､ 縄文時代後期・晩期､ 弥生時代中期後

半・後期前半､ 古代､ 中世､ 近世以降に及んでいる｡

これらも時代別にとりあげた｡

����

その他として､ 遺構ではないが､ 調査区内で検出

した縄文時代の遺物を含む砂層や自然流路を扱った｡

�	
������

竪穴住居跡や土坑墓などの覆土を水洗いして､ 主

にガラス小玉や管玉などの装身具の検出を試みた｡

その中に炭化種子なども含まれていたため､ 委託業

者に同定を依頼した｡ 当初から炭化種子検出のため

の水洗ではなかったので､ 炭化種子は少量であり､

遺構により偏りがある｡

また､ 調査２区の住居跡は大方水洗することがで

きたが､ 調査１区については時間が不足して､ 主要

な住居跡のみしか実施できなかった｡ また､ 底面に

近い覆土を中心に水洗したが､ その量はまちまちで

あった｡ 篩は､ ５㎜､ ３㎜と１㎜の大きさのものを

使用した｡

水洗で使用する水は､ 菊池川からポンプで揚げて

使用した｡ 川から揚げるときに１㎜の金網のメッシュ

で水を濾して使用したが､ 完全とは言えず､ 川から

のコンタミの可能性も否定できない｡

水洗を行った遺構は､ 次のとおりである｡

[弥生時代中期後半]

(竪穴住居跡) Ｓ001､ ２､ ３､ ５､ 17､ 25､ 26､

27､ 44､ 76､ 106

(甕 棺) Ｓ008､ ９

[弥生時代後期前半]

(竪穴住居跡) Ｓ004､ 12､ 33､ 53､ 73､ 75､ 77､

90､

(土 坑) Ｓ085､ 138

[中世]

(土坑墓) Ｓ065

(土 坑) Ｓ055､ 61

[時期不明]

(土 坑) Ｓ014

(ピット) №1460 (Ｂ－３グリッド)

取りあげる遺構を時期別､ 種別毎に並べると以下

のとおりになる｡

������������� �

!"#$%&�'()�

Ｓ001､ ２､ ３､ ５､ 11､ 17､ 25､ 26､ 27､ 29､

38､ 44､ 54､ 72､ 76､ 78､ 81､ 82､ 89､ 92､ 95､

97､ 100､ 101､ 105､ 106､ 107､ 108､ 114､ 119､

120､ 129､ 135､ 141､ 142､ 144､ 145､ 146､ 147､

148､ 149

*+,�- �

Ｓ008､ ９
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図(Fig)16 遺構配置図 Ｓ＝1／500 ― 29 ～ 30 ―
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%&'()*調査２区､ Ｓ､ Ｔ－８グリッド｡

標高約10.55m｡

%+,*やや隅丸方形

%-./*長軸：450㎝､ 短軸：440㎝､ 深さ：26～

36㎝｡

%0�123*大別して３層｡ 細分で４層に分層｡

%45�*２本｡ 径30～44㎝｡ 深さ60～80㎝｡

東側の主柱穴底部には､ 被熱した石皿片 (24) を
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図(Fig)17 住居跡 (Ｓ001) 実測図 (１)
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①Ｂ層 褐灰色土 (Hue7.5YR４／１)
①Aよりやや色調が薄い特徴的な点は同じ｡

②層 にぶい黄褐色 (Hue10YR４／１)
三角堆積の一番早く堆積した層砂粒が細かくやわらかい｡
色調が一番白っぽい｡

③層 黒褐色土 (Hue7.5YR３／１)
砂質ではあるがやや粘性がある｡ 部分的に粘性が
強い所もある｡ 全体的に黒の色調が強く所々にカーボンを含む｡
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柱の礎石として使用した痕跡があった｡

���１つ有り｡ 大きさ80×100㎝｡ 深さ16～20㎝｡

�����１つ有り｡ 大きさ124×150㎝｡ 深さ20～

36㎝｡

���	�有り｡

�
���無し｡

�������S021から切られる｡

���������床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�������

S001から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約８箱分で､ 総重量25,232gで

あった｡ 内訳は縄文土器173g (８片)､ 弥生土器

25,059g (内丹塗り土器は1,139g) であった｡ 丹塗

りの土器片が､ 小グレーコンテナに約１／２箱を占

めた｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡ なお､ 出土土器

の大方は､ 焼きが悪いために調整痕がほとんど残っ

ていない｡

ここでは､ 15点の土器､ ４個のガラス小玉､ ５点

の石器を紹介する｡ ５､ 13､ 20､ 21､ 22､ 24は､ 一

括上げ､ 16～19は覆土水洗にて検出､ 23は､ 柱穴底

面から出土､ それ以外は全て点上げ遺物である｡

第Ⅳ章 調査の結果
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１､ ２､ ４､ ７､ ８は､ 甕形土器の口縁部である｡

いずれも口縁部が内側に細長く突起が伸び､ 外側に

ほぼ同じ厚さで細長く伸びるという黒髪式土器の特

徴を備えている｡ １には口縁のすぐ下に突帯が１条

めぐる｡ ７は甕棺に使用されるものであろう｡

３は､ 壺形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を備えており､ 内外面に赤彩が残る｡

５は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を備えており､ 口縁と外面に赤彩が残る｡

６､ ９は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ

目が残る｡

10は､ 壺形土器の底部である｡ 外面にハケ目､ 内

面に指頭圧痕が残る｡

11は､ 鉢形土器である｡ 底部が一部欠損している

が､ 全体の約１／２が残る｡

12は､ 壺形土器である｡ 胴部中位が欠損している

が､ 復元を試みた｡ 胎土が他の土器と非常に異なっ

ており､ 搬入された可能性が考えられる｡

13は､ 器台の下半部である｡ 内面にハケ目が残る｡

14､ 15は､ 高杯の脚部である｡ 14には外面にハケ

目､ 内面に絞り痕が残る｡

16～19は､ ガラス小玉である｡ 径は､ 約３㎜､ 厚

さは､ 約１～３㎜である｡ 分析の結果､ いずれもカ

リガラスであった｡ 16は中層､ 17と18は中～下層､

19は一括覆土の水洗で出土した｡

20､ 21は､ 磨製石鏃である｡ 石材は､ 20は粘板岩

で21はチャートである｡

22は､ 磨り石である｡ 両面に磨り痕跡が見られる｡

第Ⅳ章 調査の結果

― 35 ―

12

13 14

15

16

11

17

18 19 20
21

図(Fig)20 Ｓ001出土遺物実測図 (２)

０ ２㎝
Ｓ＝1／1

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



石材は火山岩である｡

23は､ 石皿の破片である｡ 両面に磨り痕跡が見ら

れる｡ また､ 被熱による赤変もみられ､ ススも付着

している｡ 東側の主柱穴の底に礎石として置かれて

いたものである｡

24は､ 石皿の破片である｡ ２片が接合している｡

両面に磨り痕跡､ 部分的に被熱による赤変やススの

付着が観察される｡ 東側の柱穴の礎石として使用さ

れていたと考えられる｡

�����������	


�����調査２区､ Ｕ－８グリッド｡

標高約10.6m｡

����やや隅丸方形 (西側にベッド状遺構付き)

�����長軸：460㎝､ 短軸：370㎝､ 深さ：40㎝｡

ベッド部は､ 幅110㎝､ 高さ約13～14㎝｡

�������大別して３層｡ 中層にカーボンと焼

土を多く含む層あり｡ 埋没過程での堆積｡

�����２本｡ 径10～20㎝｡ 深さ44～60㎝｡

���１つ有り｡ 径64㎝｡ 深さ12㎝｡

�� ��１つ有り｡大きさ88×96㎝｡深さ６～８㎝｡

�!"#�有り｡

�$%&�有り｡

�'%()*+�S003を切る｡

�,-./��0�床面からやや浮いた状態で出土｡
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図(Fig)21 Ｓ001出土遺物実測図 (３)
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遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�������

S002から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に1.5箱分で､ 総重量4,835gであっ

た｡ 内訳は縄文土器201g (13片)､ 弥生土器4,634g

(内丹塗り土器は194g) であった｡ ほとんどが小片

であった｡

������	
�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡

しかし､ ベッド状遺構が付いている住居形態から

考えれば後期である可能性も否定できないが､ ここ

では出土遺物から中期後半として捉えておきたい｡

ここでは､ ２点を紹介する｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれも口

縁部が内側に細長く突起が伸び､ 外側にほぼ同じ厚

さで細長く伸びるという黒髪式土器の特徴を備えて

いる｡ １は３層から､ ２は２層上面から出土してい

る｡ ２は､ 内部への突起の伸びが大きい｡ １は２層

上層の一括遺物､ ２は点上げ遺物である｡

��������������

������調査２区､ Ｕ－８グリッド｡

標高約10.6m｡

����楕円形

��� �長軸：700㎝､ 短軸：620㎝､ 深さ：20～

22㎝｡

�!"#$��大別して３層｡ 細分５層｡

�%&'�６本｡ 径16～22㎝｡ 深さ12～30㎝｡

(平均の深さ：25㎝)

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)22 住居跡 (Ｓ002) 実測図及び出土遺物実測図

①①②② ①①
②②

③④ ③⑤Ａ Ｂ
L＝10,700m

①①
②②

Ｃ
Ｄ

L＝
10,700m

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｓ002 硬化面

①層 褐色 (Hue7.5YR４／４)
硬くしまる土｡

②層 褐色 (Hue7.5YR３／４)
硬くしまる｡ 集中部の他にも焼土･炭化物の細かなも
のを少量含む｡

③層 褐色 (Hue7.5YR４／４)
上２層に比べてやわらかく､ やや粘性を持つ｡
焼土･炭化物が少量まじる｡ 均質な土ではなく､ 白っ
ぽい土がまじりこむ感じ｡

④層 褐色 (Hue10YR４／４)
硬くしまる｡ ベッド状遺構堆築のため貼り土であると
考えられる｡

⑤層 暗褐色 (Hue10YR３／３)
パラパラしたシルト｡ わずかにカーボンを含む｡

２

１
０ 10㎝

Ｓ＝1／3

０ ２m
Ｓ＝1／60

炉

貯蔵穴

主柱穴



���２つ有り｡ １つは､ 大きさ24×26㎝で深さ約

10㎝｡ 焼土が盛り上がっている形状で､ 普段に見ら

れる掘りこみを持つ炉ではない｡ おそらく遺構内で

焚き火の様なものをした跡か？

２つ目は､ 大きさ90×104㎝で深さ約10～12㎝｡

掘り込みを持つ炉で､ こちらがメインの炉であろう｡

底部から動物骨片が出土｡ (３×２×10㎜大)

�����無し｡

���	�有り｡

�
���有り｡

�������S002から切られる｡

������溝状の浅い掘り込みや深い掘り込みが

みられる｡ 住居形態が楕円形で主柱穴が６本円形状

に巡ることから､ 弥生時代中期後半期の竪穴住居跡

として判断した｡

���������床面からやや浮いた状態で出土｡
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遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�������

S003から出土した遺物は､小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に12箱分で､ 総重量33,590gであっ

た｡ 内訳は縄文土器465g (21片)､ 弥生土器33,120g

(内丹塗り土器は178g)､ 中世の白磁２ｇ､ 青磁３

ｇ､ 近世の陶器７ｇであった｡ 丹塗りの土器片が､

小グレーコンテナに約１／２箱を占めるが小片が多

い｡

������	
�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は２点以外､ 全て

黒髪式土器の範疇で捉えられるものであったことか

ら弥生時代中期後半期のものとして判断した｡ ２点

の後期の土器は､ 後世に上層に紛れ込みであろう｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)24 住居跡 (Ｓ003) 実測図 (２)
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図(Fig)25 Ｓ003出土遺物実測図 (１)
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ここでは､ 15点の土器､ ４個のガラス小玉､ ３点

の管玉､ ３点の石器を紹介する｡

１､ ２､ ３は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれ

も口縁部が内側に細長く突起が伸び､ 外側にほぼ同

じ厚さで細長く伸びるという黒髪式土器の特徴を備

えている｡ いずれも点上げ遺物である｡

４､ ７は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ

目が残る｡ いずれも点上げ遺物で､ ７は､ ５片が接

合している｡

５は､ 無頸壺の口縁部である｡ 口縁部の穴は蓋を

固定するためのものであろう｡ 点上げ遺物｡

６は､ 壺形土器の口縁部である｡ これも黒髪式土

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)26 Ｓ003出土遺物実測図 (２)
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器の特徴を備えている｡ 点上げ遺物｡

８は､ 丹塗りの高杯の杯部である｡ 内外面にハケ

目が残る｡ １層からの出土である｡ 黒髪式土器の特

徴を備えている｡ 点上げ遺物｡

９､ 12は､ 高杯の脚部である｡ 内面にハケ目､ 外

面に絞り痕跡が残る｡ ９には杯部も一部残り､ ２重

の突帯が巡る｡ いずれも点上げ遺物であり､ 12は､

８点が接合している｡

10､ 11は､ 器台である｡ 10は､ 内外面にハケ目が

残り､ 内部にはナデ痕跡や指頭圧痕が観察される｡

10は､ 一括遺物､ 11は点上げ遺物であり､ それぞ

れ３点､ 11点が接合している｡

13は､ ミニチュア土器である｡ 甕形土器を模した

底部であろう｡ 北側の土層確認トレンチから出土し

ている｡

14は､ 甕形土器の口縁部である｡ くの字口縁を呈

しており､ 後期の土器である｡ 後世の紛れ込みであ

ろう｡ 点上げ遺物である｡

15は､ ジョッキ形土器の胴部下半部である｡ 上層

から出土している｡ 14と同様､ 後期の土器で後世の

紛れ込みであろう｡

上層からの出土である｡

16～19は､ ガラス小玉である｡ 径は､ 約３㎜､ 厚

さは､ 約１～３㎜である｡ 分析の結果､ いずれもカ

リガラスであった｡ 16は一括層､ 17は１層､ 18は上

層､ 19はトレンチ層の覆土水洗により出土｡

20～22は､ 碧玉製の管玉である｡ 径は､ 約３㎜､

長さは､ 約６～８㎜である｡ いずれも両側から穿孔

した痕跡が窺える｡ 21は､ 一部欠損している｡ いず

れも上層の水洗で出土した｡ 20と21は１層､ 22は上

層からの出土である｡

23､ 24は､ 粘板岩製の磨製石鏃である｡ 23はピッ

ト内から､ 24は２層から出土している｡ 24は､ 先端

部と左側縁ぶが一部欠損している｡ 23はピット内､

24は中層からの出土である｡

25は､ 安山岩製の両面加工石器である｡ 先端部が

欠損しているが､ 石槍の可能性が考えられる｡ 上層

からの出土である｡

���������	
����

������調査２区､ Ｖ－７､ ８グリッド｡

標高約10.6m｡

����隅丸方形

�����長軸：530㎝､ 短軸：394㎝､ 深さ：６～

７㎝｡ 削平されていたために浅い｡

�������細分して３層｡

�� !�２本｡ 径20～30㎝｡ 深さ18～28㎝｡

�"�２つ有り｡ １つは､ 大きさ50×70㎝で深さ約

８㎝｡ ２つ目は､ 大きさ40×60㎝で深さ約８㎝｡

中央部の炉がメインであろう｡

�#$!�有り｡ 大きさ70×110㎝で深さ約30㎝｡

３層に分層可能｡

�%&'�有り｡

�()*�有り｡

�+),-./�S002から切られる｡

�0123��4�削平されていたため､ 残存する

覆土が約６～７㎝と浅い｡ 床面からやや浮いた状態

で出土｡ 遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�3�015�

S005から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に３箱分で､ 総重量9,052gであっ

た｡ 内訳は弥生土器9,021g (内丹塗り土器は1,324g)､

中世の瓦質土器 (31g) であった｡

�3�01267�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は全て黒髪式土器

の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生時

代中期後半期の土器と判断した｡ 全て点上げ遺物で

ある｡

ここでは､ ４点の土器と１点の石器を紹介する｡

１､ ２､ ４は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれ

も口縁部が内側に細長く突起が伸び､ 外側にほぼ同

じ厚さで細長く伸びるという黒髪式土器の特徴を備

えている｡ １は５点､ ４は４点が接合している｡

３は､ 甕形土器の脚台部である｡

５は､ 石皿の破片である｡ 両面に磨り痕跡が残る｡

���88����9
:���

������調査２区､ Ｖ－８グリッド｡

標高約10.5m｡

����不定形 (菱形？楕円？)

�����長軸：420㎝程度､ 短軸：130㎝～､ 深さ：

10～15㎝｡
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�������大別して２層｡

��	
�不明｡

���不明｡

��
�隅ではあるが､ 可能性有り｡ 大きさ70×

90㎝で深さ約32～35㎝｡ 遺物も伴う｡

�����有り｡

�����有り｡

��������S004から切られる｡

������｡ 硬化面と張り床の存在から住居跡と

判断した｡

���� �!"�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡ 貯蔵穴

状の土抗内の遺物は住居に伴う遺物と考えられる｡

� ���#�

S011から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に３箱分で､ 総重量7,246gで

あった｡ 内訳は弥生土器7,246g (内丹塗り土器は246

g) であった｡

� ����$%�

全体的な様相として､ 甕や壺の口縁部は全て黒髪

式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の竪穴住居跡として判断した｡

ここでは､ 10点の土器を紹介する｡

１､ ２､ ４は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ いずれも口縁部が内側に細長く突起が伸び､

外側にほぼ同じ厚さで細長く伸びるという黒髪式土

器の特徴を備えている｡ １は一括遺物､ ２は点上げ

遺物､ ４は､ 貯蔵穴状の土抗から出土である｡

３は､ 壺形土器の口縁部である｡ 頸部に１条の突

帯が巡る｡ 口縁部は黒髪式土器の特徴を備えている｡

第Ⅳ章 調査の結果
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S005 土層
①層 暗褐色土 (Hue7.5YR３／４)

長石を多く含む｡ 遺物も多く
硬くしまる｡

②層 褐色土 (Hue7.5YR３／４)
褐色の底面の硬化面をもつ｡
マンガンと酸化鉄を含む｡
硬くしまる｡

③層 黒褐色土 (Hue7.5YR３／２)
２～20mm大の焼土とカーボン
を含む黒褐色が強くやわらかい｡
①②と比較するとやや粘性がない｡

ア層 暗褐色土 (Hue7.5YR３／３)
きめ細やかでややしまる｡ 長石が
多い砂質土｡ ２とよく似る｡

イ層 暗褐色土 (Hue7.5YR３／３)
きめ細やかで２と比較するとやや
柔らかく色調が暗い｡

ウ層 暗褐色土 (Hue7.5YR３／４)
きめがやや粗くしまる｡
長石を多く含む｡

貯蔵穴土層
�層 暗褐色土 (Hue10YR３／３)

きめが細かい砂質土｡ マンガン粒
(５～20mm大) が所々に含まれる｡

�層 暗褐色土 (Hue10YR３／３)
①より色調が明るい｡

�層 黒褐色粘質土 (Hue7.5YR３／２)
２～３mm大の焼土､ カーボンを含む｡

炉内埋上
(焼土､ カーポン含む)

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

Ｃ

図(Fig)27 住居跡 (Ｓ005) 実測図
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点上げ遺物である｡

５は､ 丹塗りの壺形土器の胴部である｡ １条の突

帯が巡る｡ 点上げ遺物である｡

６は､ 壺形土器の口縁部から胴部上半部である｡

内外面にハケ目が残る｡ 点上げ遺物で､ ３点が接合｡

７は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目､

内面に指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

８は､ 壺形土器の胴部上半部である｡ Ｍ字状の突

帯が１条巡る｡ 須玖Ⅱ式土器の影響を受けた土器と

考えられる｡ 床上の遺物である｡

９は､ 壺形土器の底部と考えられる｡ 外面にハケ

目､ 内面に指頭圧痕が残る｡ 貯蔵穴内の遺物である｡

10は､ 器台の下半部で､ 内外面にハケ目が残る｡

点上げ遺物２点が接合している｡

��������	�
	���

������調査２区､ Ｒ､ Ｓ－８グリッド｡

標高約10.56m｡

����方形だが､ ややいびつ｡

�����長軸：430㎝～､ 短軸：420㎝～､ 深さ：

58～60㎝｡

�������大別して３層｡

�� !�２本？１本あるが､ 浅い｡ 径36～40㎝｡

深さ10～12㎝｡

�"�１つ有り｡ 大きさ30～×80～㎝で深さ約15～

18㎝｡ 炉内の黒色粘質土から小動物と考えられる骨

片が出土｡
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図(Fig)28 Ｓ005出土遺物実測図
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�����有り｡ 大きさ70×80㎝で深さ約19～31㎝｡

�����有り｡

�	
��有り｡

��
����S022から切られる｡

���������床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡ しかし､

小片が多い｡

�������

S017から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に４箱分で､ 総重量10,189gで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器294g (21片)､ 弥生土器

9,895g (内丹塗り土器は740g) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部はほとんどが黒髪

式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ５点の土器､ ２点の管玉､ １点の鉄器､

１点の石器を紹介する｡

１､ ３は､ 壺形土器の口縁部と考えられる｡ 黒髪

式土器の特徴を備えている｡ １は上層､ ３はトレン

チ一括遺物である｡

２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部が内側に

細長く突起が伸び､ 外側にほぼ同じ厚さで細長く伸

びるという黒髪式土器の特徴を備えている｡ ３層か

らの出土である｡

４は､ 甕形土器の口縁部であるが､ くの字状に屈

曲しており､ 後期の様相が強い｡ １層からの出土で

ある｡

５は､ ミニチュア土器で､ 甕の底部と考えられる｡

点上げ遺物である｡

第Ⅳ章 調査の結果
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Ｓ004

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
L＝10,900m

L＝10,900m

Ｓ0011

�Ｂ �Ａ �Ｂ

① ②②

Ⅰ

３
10

５７

１

はり床

①層 黒褐色土 (Hue7.5YR３／２)
中央にある一番最後に堆積した埋土で遺物を多く含む｡
きめが細やかで所々に２～３mm大のカーボンやマンガン粒を
含みどちらかといえば砂質土である｡

②層 にぶい黄褐色土 (Hue10YR５／３)
三角堆積の埋土で廃絶後一番最後に堆積した土｡
きめ細やかで少しやわらかい｡ 南北でやや色調の差があり｡
北がやや明るい｡

Ⅰ層 灰色砂質土 (Hue7.5Y５／１)
ⅡＡ層 明赤褐色砂質土 (Hue5YR５／８)
ⅡＢ層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR３／３)

図(Fig)29 住居跡 (Ｓ011) 実測図

Ｓ＝1／50
０ ２m

硬化面

貯蔵穴
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図(Fig)30 Ｓ011出土遺物実測図
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６､ ７は､ 碧玉製の管玉である｡ 径は､ 約３㎜､

長さは､ 約５～11㎜である｡ いずれも両側から穿孔

した痕跡が窺える｡ ７は､ 一部欠損している｡ ６は

３層､ ７は中～下層の水洗で出土した｡

８は､ 鉄鏃である｡ 両面に木質で挟んでいた痕跡

が窺える｡ おそらく竹であろうか？３層から出土｡

９は､ 粘板岩製と考えられる石包丁である｡ 点上

げ遺物で､ ３層のやや浮いた状態で出土した｡

��������		
��

�����調査２区､ Ｓ－８グリッド｡

標高約10.5m｡

���方形｡

����長軸：284㎝程度､ 短軸：150㎝～､ 深さ：

25～30㎝｡

������１層｡

����不明｡

 �不明｡

!"��不明

#$%�有り｡

&'(�無し｡

)'*+,-�無し｡

./01�硬化面が全面に広がることから住居跡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)31 住居跡 (Ｓ017) 実測図

Ｓ017

Ｓ022

Ａ Ｂ
Ｓ024

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

９

５

ＢＡ

②②
③③
④④

L＝10,700m

Ｃ
Ｄ

Ａ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

L＝
10,700m

①①
②②

③③
④

�

��

��

����
��

��

��

樹樹
痕痕

SS
002244

はり床

硬化面

①層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR３／２)

②層 暗褐色砂質土 (Hue5YR３／２)

粒子が細やかでややしまる｡

所々にマンガン粒あり｡

③層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR３／２)

④層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR３／２)

粒子が細かく色調白っぽい｡

�層 黒褐色砂質土

�層 暗褐色砂質土

�層 暗褐色砂質土

�層 暗褐色砂質土

� 暗褐色砂質土 (色調が黒い)

� 暗褐色砂質土

� 暗褐色砂質土 (色調が白い)

Ｓ＝1／60
０ ２ｍ

��

見通しの遺物

炉

貯蔵穴

主柱穴



と判断｡

��������	床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡ しかし､

�����
	

S025から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約１／２箱分で総重量10,189

gであった｡ 内訳は､ 弥生土器476g (内丹塗り土器

は26g) であった｡ ほとんどが小片である｡

��������	

甕や壺の口縁部は少なかったが､ ほとんどが黒髪

式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の竪穴住居跡として判断した｡

ここでは､ １点の土器､ を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部と考えられる｡ 黒髪式土

器の特徴を備えている｡ 点上げ遺物である｡

���������������

�����	調査２区､ Ｒ､ Ｓ－８グリッド｡

標高約10.4m｡

���	円形｡

� !"	直径：約480㎝､ 深さ：45～50㎝｡

�#$%&�	大別して３層｡

�'()	不明｡

�*	１つ有り｡ 大きさ50×50㎝で深さ約５～６㎝｡

�+,)	有り｡ 大きさ56～60㎝で深さ約30～32㎝｡

�-./	有り｡

�012	有り｡

�314567	S029を切る｡

�89:;	壺形土器の出土状況やガラス小玉が２

個つながった状態で床面から出土していることは､

住居の廃棄儀礼との関連を想像させる｡

��������	床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡ しかし､

壺形土器は遺構廃絶時に伴うものと判断している｡

�����
	

S026から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に５箱分で､ 総重量10,189gで

あった｡ 内訳は､ 弥生土器15,643g (内丹塗り土器

は264g) であった｡

��������	

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は全てが黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡
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図(Fig)32 Ｓ017出土遺物実測図
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ここでは､ ７点の土器､ ２点のガラス小玉､ ２点

の管玉､ １点の鉄器､ ２点の石器を紹介する｡

１は､ 袋状口縁壺の口縁部である｡ 内外面に指頭

圧痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

２､ ３は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 口

縁から約５㎝下に､ １条の沈線が巡る｡ 外面にハケ

目が残る｡ ２は点上げ､ １､ ２層､ 一括遺物の26点

が接合している｡ ３は､ 点上げ28点､ ２層４点の合

計32点が接合している｡

４は､ 壺形土器である｡ 口縁部を下に伏せて出土

しているという状況もさることながら､ 底部は故意

に割られたものと推測する｡ 住居廃絶時の儀礼によ

るものであろうか｡ 胴部のやや上部に刻み目突帯を

巡らし､ 内外面は､ 丁寧な磨きがみられる｡ 口縁部

の外側は暗文が見られる｡ 口縁部形態は､ 黒髪式土

器の特徴を備えている｡ 住居廃絶時に伴う遺物であ

る｡

５は､ 甕形土器の脚台部及び胴部下半部である｡

外面にハケ目､ 内面にハケ後､ 指頭圧痕が見られる｡

床上の遺物である､

６は､ 壺形土器の底部と考えられる｡ 外面に丁寧

な磨きが見られる｡ 床上の遺物である｡

７は､ 壺形土器の胴部である｡ 上半部に１条の突

帯が巡る｡ 外面にハケ目､ 内面に指頭圧痕がわずか

に残る｡ 点上げ遺物13点が接合している｡

８は､ 鉄片である｡ 径約２㎜と非常に細い｡ 針金

状のものであろうか？トレンチ一括の遺物である｡

９は､ ガラス小玉が２個連結したものである｡ 住

居床面から出土した｡ おそらく糸で繋がっていたも

のであろう｡ 色調は､ 藍色ではなく薄緑色である｡

床面覆土の水洗いで出土した｡

10､ 11は､ 碧玉製の管玉である｡ 径は､ 約２～３

㎜､ 長さは､ 約９～10㎜である｡ いずれも両側から

穿孔した痕跡が窺える｡ 11は､ 一部欠損している｡
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Ａ ＢL＝10,900m

硬化面

②②

①①

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ
Ｄ

①

①層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR３／4)

マンガン粒の薄いブロックや長石のくずを多く含む

やや柔らかい砂質土｡

②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR３／4)

底面の埋土がややしまる砂質土｡ 硬化面を含む｡

L＝
10
,9
00
m

Ｓ＝1／60
０ ２ｍ

図(Fig)33 住居跡 (Ｓ025) 実測図及び出土遺物実測図

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

１

断面にかかる遺構



10は､ 一括覆土､ 上層の水洗で出土した｡ 11は１層

の水洗いで出土した｡

12は､ 板状の石皿である｡ 石材は火成岩と考えら

れる｡ 欠損しているが､ 上面に磨り痕が見られる｡

１層からの出土である｡

13は､ 磨り石と凹石の両方の機能を持つ石器であ

る｡ 石材は､ 安山岩質であると考えられる｡ 表裏面

には磨り痕､ 上面には敲打痕による凹面､ そして側

面には敲打痕が見られる｡ 出土層不明遺物である｡

��������	�
��

�����調査２区､ Ｕ－８､ ９グリッド｡

標高約10.45m｡

���楕円形｡

����直径：約368㎝､ 深さ：32～40㎝｡

������大別して３層｡

����不明｡

 �不明｡

!"��不明｡

― 50 ―

図(Fig)34 住居跡 (Ｓ0026) 実測図
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18

①層 暗褐色土 (Hue7.5YR３／３)
長石を多く含む砂質土｡ 遺物を多く含む｡
所々まれに2～3mm大のカーボンや焼土粒を含む｡

②層 黒褐色土 (Hue7.5YR３／２)
１～５cm大のブロック状の焼土や５～10mm大の
カーボン (ブロック状であたり枝状に入る) を多
く含むやや粘質の層｡ 遺物も集中している｡

③－１層 暗褐色土 (Hue10YR３／３)
②と③２との中間の層 (三角堆積層) 埋まる過程
で何かの儀礼が行われた可能性が高い｡

③－２層 暗褐色土 (Hue10YR３／３)
暗褐色の砂質土｡ (色調は褐色に近い) 遺物はほと
んど含まない｡

③－３層 暗褐色土 (Hue10YR３／３)
やや色調が明るい｡

S026の貼床層
褐色砂質土 (Hue10YR４／４)

粒子が細かくザラザラしている｡
近くの山砂を床に貼っていると考えられる｡
３～５cmの間に貼っている｡ 所々により褐色
のブロック｡ 暗褐色のシミ状の１cm大の酸化
鉄ブロックを所々に含む｡

Ｓ＝1／60
０ ２ｍ

硬化面

炉

貯蔵穴
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図(Fig)35 Ｓ026出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)36 Ｓ026出土遺物実測図 (２)
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�����有り｡

�����無し｡

�	�
���無し｡

������硬化面が中央部に広がることから住居

跡と判断｡

���������床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�������

S027から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約１／３箱と少量で､ 総重量827

gであった｡ 内訳は､ 弥生土器800g (内丹塗り土器

は27g) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は全てが黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ２点の土器を紹介する｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部が内

側に細長く突起が伸び､ 外側にほぼ同じ厚さで細長

く伸びるという黒髪式土器の特徴を備えている｡ １

は､ 一括遺物､ ２はトレンチ一括遺物の６点が接合

している｡

���� !"#$%&$ '()

�*+,-�調査２区､ Ｔ－８､ ９グリッド｡

標高約10.24m｡

�.��隅丸方形｡

�/01�長軸：120㎝～､ 短軸：104㎝～､ 深さ：

22㎝｡

�2345��１層のみ｡

�678�不明｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)37 住居跡 (Ｓ027) 実測図及び出土遺物実測図
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①層 褐色土 (Hue7.5YR４／４)

②層 褐色土 (Hue7.5YR４／４)

①に比べて色調がわずかに明るめで

土質も粘性が強い｡

③層 暗褐色土 (Hue7.5YR３／３)

一部に炭化物塊を含む｡ わずかに

粘性を帯びる｡

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

硬化面

１

２

Ｓ＝1／3
０ 10㎝



���不明｡

�����不明｡

���	�有り｡

�
���有り｡

�������S018､ 33､ 38に切られる｡

������硬化面や張り床があることから住居跡

と判断｡

���������床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�������

S029から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約１箱で､ 総重量2,121gで

あった｡ 内訳は､ 弥生土器2,121g (内丹塗り土器は

184g) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部のほとんどが黒髪

式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ５点の土器を紹介する｡

１､ ２､ ４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部

が内側に細長く突起が伸び､ 外側にほぼ同じ厚さで

細長く伸びるという黒髪式土器の特徴を備えている｡

１､ ２は点上げ遺物､ ４は床上遺物である｡

３は､ 甕形土器の脚台部である｡ 内外面にハケ目

が残る｡ 点上げ遺物である｡

５は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁が､ くの字

になりつつあり､ やや後期の様相を呈している｡ S

029と33の点上げ遺物が接合している｡

 !"#$%&'#$()"*+,

�-./0�調査２区､ Ｔ－９グリッド｡

標高約10.24m｡

�1��方形｡

�234�長軸：160㎝～､ 短軸：160㎝～､ 深さ：

24㎝｡

�5678��１層のみ｡

�9:��不明｡

���不明｡

�����不明｡

���	�有り｡

�
���有り｡

�������S029を切り､ S018､ 26､ 33に切

られる｡

������硬化面や張り床があることから住居跡

と判断｡

���������床面から浮いた状態で出土｡

�������

S038から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約１箱で､ 総重量1,544gで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器44g､ 弥生土器1,500g

(内丹塗り土器は141g) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部のほとんどが黒髪

式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡ しかし､ ほ

とんどが小片であった｡

ここでは､ ３点の土器と２点の石器を紹介する｡
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図(Fig)38 住居跡 (Ｓ029・Ｓ038) 実測図
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S038
�層 褐色 (Hue7.5YR４／３)

パサパサしていてしまらない土｡
きめは細かい､ 粘性は薄い｡

�層 明褐色 (Hue5Y５／８)
酸化鉄による硬化面｡

S029
①層 褐色 (Hue7.5YR４／４)

やや粘性があり､ しまる土｡ 微量
であるが､カーボン､ 焼土が混じる｡
１mmほどの石英片も所々混じる｡

②層 暗赤褐色 (Hue5Y３／６)
酸化鉄の硬化面｡

Ｓ＝1／60
０ ２ｍ

見通しの遺物
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図(Fig)39 Ｓ029・Ｓ038出土遺物実測図 (１)

１(S029)

２(S029)

３(S029)

４
(S029)

５(S029)

６(S038)
７(S038)

８(S038)

０
Ｓ＝1／3

10㎝

９(S038)

Ｓ＝2／3
０ ５㎝



６､ ７､ ８は､ 甕形土器の口縁部である｡ ７､ ８

は黒髪式土器の特徴を備えているが､ ６は､ 内側へ

の突起がやや少ない｡ いずれも上層からの出土して

いる｡

９は､ 玉砥石と考えられる｡ 石材は､ 凝灰岩の軽

石である｡ 約１／３が欠損している｡ １層上からの

出土である｡

10は､ 板状の石皿である｡ 石材は安山岩質と考え

られる｡ 欠損しているが､ 上下面に磨り痕が見られ

る｡ １層上層からの出土である｡

����������	��
��

�����調査１区､ Ｃ－４､ ５グリッド｡

標高約10.2m｡

���隅丸方形

����長軸：510㎝､ 短軸：490㎝､ 深さ：35～

38㎝｡

������２層に分層｡

����２本｡ 径22～26㎝｡ 深さ18～22㎝｡

 �１つ有り｡ 大きさ80×80㎝｡ 深さ６～10㎝｡

!"��１つ有り｡ 大きさ60×100㎝｡ 深さ50㎝｡

#$%�有り｡

&'(�有り｡

)'*+,-�S089を切る｡

./01�住居内を幅約30～50㎝､ 深さ約10～20

㎝の溝が巡る｡

2345��6�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

5�237�

S044から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×15㎝) に約３箱分であった｡

5�23489�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ８点の土器､ １点の石器を紹介する｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部である｡ １は､ 黒髪

式土器の特徴を備えているが､ ２はやや後期の様相

を示しつつある口縁形態である｡ いずれも点上げ遺

物である｡

３は､ 壺形土器の底部である｡ 底面に種子状の圧

痕が観察されるが､ 詳細は不明である｡ 点上げ遺物

である｡

４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 鋤先状の口縁で､

立岩式土器の範疇で捉えられる甕棺であろう｡ 点上

げ遺物である｡

５､ ６､ ７は､ 甕形土器である｡ 内外面には刷毛

目が残る｡ ５と７は１条の突帯を巡らせている｡ ５

は１､ ２層､ ベルト､ 点上げ遺物の74点が接合して

いる｡ ６は､ １､ ２層､ ベルト､ 点上げ遺物の24点

が接合している｡ ７は１､ ２層､ ベルト､ 点上げ遺

物の99点が接合している｡

８は､ 高杯の杯部である｡ 外面にハケ目､ 内面に

指頭圧痕､ 口縁部には暗文が見られる｡ 口縁形態は

黒髪式土器の特徴を備えている｡ 断面の観察から円
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図(Fig)40 Ｓ038出土遺物実測図 (２)

10

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

すり痕
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断面にかかる遺物
見通しの遺物

Ｓ044

Ｓ045

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

カクラン
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Ａ Ｂ

硬化面
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図(Fig)41 住居跡 (Ｓ044) 実測図

主柱穴

貯蔵穴
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図(Fig)42 Ｓ044出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)43 Ｓ044出土遺物実測図 (２)
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盤充填技法が窺える｡ １､ ２層､ 点上げ遺物の15点

が接合している｡

９は､ 粘板岩製の磨製石鏃である｡ 先端部がやや

欠損している｡ 床面からの出土である｡

����������	�
��

������調査１区､ Ｆ－７グリッド｡

標高約10.28m｡

����方形

�����長軸：510㎝､ 短軸：340㎝､ 深さ：30～

35㎝｡

�������３層に分層｡

��� �２本｡ 径24～28㎝｡ 深さ58～86㎝｡

�!�１つ有り｡ 大きさ108×86㎝｡ 深さ12～14㎝｡

�"# �不明｡

�$%&�有り｡

�'()�有り｡

�*(+,-.�S089を切る｡

�/012��3�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡
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８

９

図(Fig)44 Ｓ044出土遺物実測図 (３)

０ 10㎝
Ｓ＝１／3

Ｓ＝1／1
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�������

S054から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約６箱分で､ 総重量11,609g

であった｡ 内訳は､ 弥生土器11,380g (内丹塗り土

器は229g) であった｡

������	
�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ７点の土器､ ２の石器を紹介する｡

１～４は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれも口

縁部が内側に細長く突起が伸び､ 外側にほぼ同じ厚

さで細長く伸びるという黒髪式土器の特徴を備えて

いる｡ １､ ３は点上げ遺物､ ２は点上げ遺物が８点

接合､ ４は点上げ遺物､ 一括遺物､ ３層及び炉内出

土遺物の27点が接合している｡

５は､ 壺形土器の胴部である｡ 内外面にハケ目が

残り､ 胴部の中央には､ １条の刻み目突帯が巡る｡

点上げ遺物である｡

６は､ 高杯の口縁部である｡ 口舌部には１条の刻

み目が巡る｡ 一括遺物である｡

７は､ 壺形土器の底部と考えられる｡ 内外面にハ

ケ目が残っており､ 内部底面付近には指頭圧痕が見

られる｡ 点上げ遺物７点､ 一括遺物２点の計９点が

接合している｡

８は､ 緑泥変岩製の磨製石鏃である｡ 先端部が欠

損している｡ 一括遺物である｡

９は､ 輝緑凝灰岩製 (紫色) の石包丁である｡ 端

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)45 住居跡 (Ｓ054) 実測図

硬化面

はり床
Ａ Ｂ②

①①
③③

L＝10,500m

１ ５

Ｃ
Ｄ

L＝
10,500m

②②

①

③③

Ｆ
Ｅ

L＝
10
,5
00
m

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

７

３

２

４

①層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR４／３)
粒子が粗く長石が多い｡ 遺物は少ない｡

②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR３／４)
①③と比べて粒子がより細かく部分的に粘性もある｡
所々に２～３cm大のカーボンを含む｡ 遺物も多い｡ 全体的に色調が濃い｡

③層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR４／３)
最下層の硬化面を含む層｡ ①と比較すると色調が明るい｡
まだら状にラミナ層 (少し粘質層) きめはやや大きく粗い｡

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

断面にかかる遺物
見通しの遺物

Ｓ075

Ｓ120

Ｓ054

主柱穴

貯蔵穴

炉
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図(Fig)46 Ｓ054出土遺物実測図

４

１

２

３

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



部が欠損している｡ おそらく､ 福岡県宮田町周辺で

産出される輝緑凝灰岩製の立岩産石包丁の可能性が

高いと考えられる｡ 一括遺物である｡

��������	
�����

������調査１区､ Ｄ－６グリッド｡

標高約10.28m｡

����隅丸方形

�����長軸：220㎝～､ 短軸：400㎝､ 深さ：20

～24㎝｡

�������１層のみ｡

� !"�不明｡

�#�不明｡

�$%"�不明｡

�&'(�有り｡

�)*+�不明｡

�,*-./0�S073に切られる｡

�1234��5�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)47 Ｓ054出土遺物実測図
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�������

S072から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約1.5箱分で､ 総重量3,095gであっ

た｡ 内訳は､ 縄文土器37g (１片)､ 弥生土器3,058g

(内丹塗り土器は58g) であった｡

������	
�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ５点の土器､ １点の石器を紹介する｡
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Ｓ072

図(Fig)48 住居跡 (Ｓ072) 実測図
Ｓ＝1／60

Ａ Ｂ

Ｃ
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ＤＣ
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２２
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①

① 硬化面

焼 土

Ｓ073
Ｓ098

①層 黒褐色 (Hue10YR３／２)
サラサラとしまりがない砂質土｡
わずかに1～2mmのカーボン粒を含む｡
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図(Fig)49 Ｓ072出土遺物実測図 (１)
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１は､ 甕形土器の口縁部と胴部である｡ 外面には､

ハケ目が､ 内面にはハケ目後､ ナデや指頭圧痕が見

られる｡ 内側への細長い突起がなくなりかけており､

後期への移行期の土器として捉えることができよう

か｡ 点上げ遺物である｡

２は､ 甕形土器の脚台部である｡ 点上げ遺物｡

３は､ 壺形土器の口縁部と胴部上半部である｡ 内

外面にハケ目が残り､ 頸部から胴部にかけて､ ３条

の刻み目突帯が巡る｡ 口舌部には１条の刻み目が巡

る｡ 口縁部は､ 黒髪式土器の特徴を備えている｡ 点

上げ遺物18点が接合している｡

４は､ 鉢形土器である｡ 完形の約２／５が残存し

ている｡ 外面には､ ハケ目が､ 内面にはハケ目後､

ナデや指頭圧痕が見られる｡ １と同様に内側への細

長い突起がなくなりかけており､ 後期への移行期の

土器として捉えることができようか？点上げ遺物９

点と１層出土遺物２点の計11点が接合している｡

５は､ 高杯形土器の杯部と考えられる｡ 内外面に

ハケ目が残る｡ 一括遺物14点が接合している｡

６は､ 砥石である｡ 石材は流紋岩で､ 天草砥石と

呼ばれるものである｡ 一部欠損しているが､ ３面に

研ぎ痕跡が見られる｡ 点上げ遺物である｡

��������	
�	���

������調査１区､ Ｈ､ Ｉ－８グリッド｡

標高約10.4m｡

����隅丸方形

�����長軸：580㎝､ 短軸：485㎝､ 深さ：40㎝｡

�������大別３層､ 細分５層のみ｡

� !"�２本｡ 径32～43㎝｡ 深さ40～46㎝｡

�#�１つ有り｡ 大きさ93×100㎝で深さ約15㎝｡

�$%"�１つ有り｡ 大きさ83×130㎝で深さ約33

㎝｡

�&'(�部分的に有り｡

�)*+�部分的に有り｡

�,*-./0�S147を切ってS148に切られる｡

�1234��5�床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後間もない遺物として捉

えたい｡

�4�126�

S076から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約10箱分で､ 総重量53,396gで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器191g (10片)､ 弥生土器

53,205g (内丹塗り土器は1,398g) であった｡

�4�12378�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ８点の土器､ ７点の石器､ ２点土製品

のを紹介する｡

１は､ 壺形土器の口縁部である｡ 口縁部は､ 黒髪

式土器の特徴を備えている｡ ピット内から出土｡

２､ ４は､ 甕形土器である｡ 内外面には､ ハケ目
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図(Fig)50 Ｓ072出土遺物実測図 (２)
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が見られる｡ ２は貯蔵穴から出土｡ ３は貯蔵穴 (４

点)､ 点上げ (16点)､ 下層 (３点)､ ２層 (３点)

から出土した遺物26点が接合している｡

３は､ 小型の鉢である｡ 内外面には､ ハケ目が見

られる｡ 口縁部はかなり後期に近い様相が窺える｡

内側への細長い突起がなくなりかけており､ 後期へ

の移行期の土器として捉えることができようか｡ 貯

蔵穴と２層ベルトから出土した遺物が接合している｡

５は､ 小型無頸壺の蓋である｡ 外面はミガキ､ 内

面に指頭圧痕が残る｡ 丹塗りは両面に及んでいる｡

須玖Ⅱ式土器で､ ２層ベルトからの出土である｡

６は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目､

内面に指頭圧痕と指ナデ痕が残る｡ 貯蔵穴からの出

土である｡

７は､ 器台の胴部下半部である｡ 内外面にハケ目

が残る｡ 点上げ遺物２点が接合している｡

８は､ 高杯形土器の脚部である｡ 内面にハケ目が

残る｡ 貯蔵穴から出土した３点が接合｡

９は､ 磨製石鏃である｡ 石材は蛇紋岩である｡

10は､ 磨製石器である｡ 石材は粘板岩である｡

11は､ 石包丁の破片である｡ 磨り痕跡及び穿孔穴

がわずかに残る程度で､ 表裏面が剥落している｡ 石

材は粘板岩である｡ １層からの出土である｡

12は､ 石戈の転用品と考えられる｡ 先端部と基部

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)51 住居跡 (Ｓ076) 実測図
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断面にかかる遺物
見通しの遺物
石戈

硬化面
はり床

①： 暗赤褐色砂質土 (Hue5YR３／２)
砂目が細やかでややしまる｡ 色調がやや暗い｡
砂目の大きさや掘り具合､ 色調の違いで区分｡

②－１：暗褐色砂質土 (Hue5YR３／３)
①に比べてやや砂目の粗い埋土
ラミナ状に縞模様が入る｡ 色調が少し白っぽい｡
砂目の大きさや掘り具合､ 色調の違いで区分｡

②－２：は少し黒い｡ ③ほどではないがやや黒い｡ 砂質土である｡
③－１：黒褐色土 (Hue7.5YR３／２)

１～２mm大のカーボン､ ２～５mmの焼土を所々に含む
全体的には砂礫だが､ 部分的には粘性を帯びる｡
炉上の埋土と考えてもよいだろう｡ 非常に粘性が強い所
には骨片が含まれる｡
動物骨か？

③－２：少し褐色がかる砂質土｡
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図(Fig)52 Ｓ076出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)53 Ｓ076出土遺物実測図 (２)
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図(Fig)54 Ｓ076出土遺物実測図
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が欠損したために､ 研ぎ直したものであろう｡ 表裏

面に２～３本の区画線がみられる｡ 使用用途は不明

である｡ ２層から出土｡

13は､ 石皿片である｡ 欠損しており､ 磨り面は１

面のみに観察される｡ 石材は､ 花崗岩と考えられる｡

14は､ 碧玉製の管玉である｡ １層の住居覆土を水

洗中に確認した｡ 下部が欠損しているが､ 両側から

穿孔した痕跡が窺える｡

15は､ 流紋岩 (いわゆる天草砥石) の砥石である｡

６面全面に研ぎ痕跡が残っており､ 厚さからみても

かなり使い込まれている｡ 上層一括の遺物である｡

16は､ 土製の紡錘車である｡ 約２／３が欠損して

いるが中央の穴の径は６㎜である｡ 点上げ遺物であ

る｡

17は､ 土製勾玉である｡ 上下が欠損している｡ 点

上げ遺物である｡

��������		
	���

������調査１区､ Ｆ､ Ｇ－７グリッド｡

標高約10.26m｡

����方形
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図(Fig)55 住居跡 (Ｓ078) 実測図

Ａ
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３

６

Ｓ078 Ｄ Ｄ

Ｃ Ｃ

L＝
10
,5
00
m

L＝
10
,5
00
m

①①

④

①層 にぶい褐色 (Hue7.5YR５／４)
ややしまりがある｡ 遺物を含む｡ やや砂質土｡

②層 褐色 (Hue7.5YR４／３)
ややしまりがある｡ 遺物を含まない｡ やや砂質土｡

③層 褐色 (Hue7.5YR４／４)
しまりがある｡ 遺物を含まない｡ やや砂質土｡

④層 褐色 (Hue7.5YR４／４)
しまりがある｡ 遺物を含まない｡ やや砂質土｡
④は底面の整形の為に入れた可能性あり｡

中央炉
⑤層 暗褐色 (Hue7.5YR３／３)

土質―ややねり質､ ややしまりがある｡ 炭化物を若干含む｡
⑥層 褐色 (Hue7.5YR４／３)

土質―やや砂質｡ 炭化物少ない｡
⑦層 褐色 (Hue7.5YR４／４)

土質―やや砂質｡ ややしまりがある｡ 若干炭化物がある｡
⑧層 褐色 (Hue7.5YR４／３)

土質―やや砂質｡ ややしまりがある｡

Ｓ059

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

断面にかかる遺物
見通しの遺物

炉

貯蔵穴

主柱穴
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図(Fig)56 Ｓ078出土遺物実測図
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�����長軸：455㎝､ 短軸：390㎝､ 深さ：15㎝｡

����	
�細分８層｡

����２本｡ 径30～40｡ 深さ63～66㎝｡

���大きさ85×100㎝で深さ約15㎝｡

����大きさ83×130㎝で深さ約33㎝｡

�����無し｡

�����無し｡

��������S119､ 54､ 75に切られる｡

������貯蔵穴は壁から少し離れた場所にある｡

� !"#
$%�床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�#
 !&�

S078から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約２箱分で､ 総重量5,681g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器236g (７片)､ 弥生土

器5,445g (内丹塗り土器は266g) であった｡

�#
 !"'(�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全てが黒髪式

土器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥

生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ７点の土器を紹介する｡

１､ ３､ ５は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ ３は､ １条の突帯､ ５は沈線が巡る｡ いず

れもいずれも口縁部が内側に細長く突起が伸び､ 外

側にほぼ同じ厚さで細長く伸びるという黒髪式土器

の特徴を備えている｡ １､ ３､ ５いずれも点上げ遺

物である｡

２､ ４､ ７は､ 丹塗りの甕形土器の口縁部である｡

いずれも口縁部が鋤先状になり､ 端部の真中がやや

くぼんでＭ字状を呈しており､ 須玖Ⅱ式土器といえ

よう｡ 外面には､ ミガキが見られ､ 特に４には暗文

が見られる｡ いずれも上層から出土している｡ S078

の遺物全体が､ やや浮いた状態での出土であること

から､ 点上げ遺物も上層遺物も同時期と考えれば､

住居廃絶後に混在して破棄されたと考えることがで

きよう｡

６は､ 甕形土器の底部である｡ 外面にはハケ目が

残る｡ 点上げ遺物２点が接合している｡

)*+,-./012314567

�89:;�調査１区､ Ｊ－９グリッド｡

標高約10.26m｡

�<$�方形

�����長軸：450㎝､ 短軸：230㎝～､ 深さ：40

㎝｡

����	
�大別２層｡

����１本しか確認できないが｡ 径40×50㎝｡

深さ40㎝｡

���大きさ65×95㎝で深さ約25㎝｡

����大きさ65×90㎝で深さ約55㎝｡

�����有り｡

�����不明｡

��������S114､ 144､ 145を切る｡

������

・炉の近くに土抗がある｡

・土器は中期ばかりではなく､ 後期の様相を持つ

土器も混在しているが全体的な様相と住居形態から

弥生時代中期後半期の可能性が高いと判断した｡ こ

の住居は､ 最近まで使用されていた用水路により切

られていることを考えると何らかの理由で混在した

可能性も考えられる｡

� !"#
$%�床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の間もない遺物として

捉えたい｡

�#
 !&�

S081から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約10箱分で､ 総重量20,157g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器40g (３片)､ 弥生土

器20,157g (内丹塗り土器は955g) であった｡

[出土遺物の観察]

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 後期の様相を

持つものと中期の形態が混在していたが､ 大方が黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器が中心と判断した｡

ここでは､ ９点の土器と１点の管玉と２点の石器

を紹介する｡

１､ ２､ ５､ ６は､ 甕形土器の口縁部である｡ い

ずれも黒髪式土器の特徴を備えている｡ １は１層､

２､ ５､ ６は２層からの出土である｡

３､ ４も甕形土器の口縁部であるが､ 内側への戸

突起がなくなり､ ややくの字形に外反してきている
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ことから後期の様相を呈している｡ ３は１層､ ４は

２層からの出土である｡

７は､ 壺形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を備えており､ ２層から出土している｡

８は､ 完形のミニチュア土器である｡ 点上げの遺

物であり､ 床面から出土しており､ この住居廃絶時

に伴う遺物であると考えられる｡

９は､ 鉢形土器である｡ ２片が接合しており､ 反

転復元を試みた｡ 内外面共にハケ目が残る｡ 遺構一

括遺物である｡

10は､ 碧玉製の管玉である｡ 覆土１層の水洗で出

土した｡ 径３～3.5㎜､ 長さ９㎜である｡

18は､ 棒状の敲石である｡ 石材は､ 安山岩質であ

ると考えられる｡ 上下側面に敲打痕が見られる｡ 形

状は民俗例で挙げられるトチを割るための石器に酷

似する｡ 堅果類の加工具に利用されたものかもしれ

ない｡ １層出土遺物である｡

19は､ 棒状の敲石である｡ 石材は､ 安山岩質であ

ると考えられる｡ 上下側面に敲打痕､ 下側面には磨

り痕が見られる｡ 形状は民俗例で挙げられるトチを

割るための石器に酷似する｡ 堅果類の加工具に利用

されたものかもしれない｡ １層出土遺物である｡

���������	
����

������調査１区､ Ｉ､ Ｊ－８､ ９グリッド｡

標高約10.26m｡
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図(Fig)57 住居跡 (S081・S114・S144・S145・S146) 実測図
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②②

③

Ｓ081

Ｓ146

Ｓ145

Ｓ114

Ｓ144

Ｓ113

Ｃ Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｅ
Ｆ

硬化面

S146

�暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)
ややきめが粗く長石を多く含む｡
遺物が多い｡

�暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)
きめが粗い砂質土

S145

�褐色砂質土 (Hue10YR4／4)
きめが粗くややしまる砂質土｡

�暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)
層よりややきめ細かいがややしまる｡

S144

�にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3)
ややきめの粗い砂質土｡ １～２mm大の
赤色粒やカーボンを含む｡

�暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)
きめが粗くややしまる砂質土｡
所々３～４mm大の褐色粒３～４mm大
の焼土やカーボン粒を含む｡

S081
やや目の粗い砂質土の上層全体を覆うため､
包含層の一部だと考えられている｡
①にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3)
目が粗く硬くしまる｡ ザラザラしており､
長石質､ 石英質の砂粒を多く含む｡

②暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)
下にいく程目が細やかになりザラザラ感
がなくなる｡
2～3mm大のカーボンを所々に含む｡

③褐色粒質土 (Hue10YR4／4)
最下層のやや黄色を帯びた層｡ きめが細
やかでこの③では削りやすく､ やや柔ら
かい｡ 全体的に貼り床層の色調は酷以し
ている｡

④褐色砂質土 (Hue10YR4／4)
きめがやや粗く､ しまる｡ 長石を多く含み
ザラザラする｡

⑤暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)
きめが細かくやわらかい｡ 所々
5～15mm大のカーボンを含む｡

⑥黒褐色砂質土 (Hue10YR3／2)
所々に１～２mm大のカーボンや焼土を含む｡

⑦暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)
きめが粗くしまる｡

Ｓ081-炉
①：黒褐色土 (Hue7.5YR3／2)
焼土をわずかに含む｡ シルト層｡

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

��

�

ＳＳ111144 ＳＳ8811

ＳＳ114455

Ａ
Ｂ

Ｓ081炉

Ｓ145

Ｓ081

Ｓ081Ｓ144�

２２

１１

炉 貯蔵穴主柱穴

③
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図(Fig)58 S081・S114・S144・S145出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)59 S081・S145出土遺物実測図 (２)
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����方形？ (詳細は不明)

�����１辺の大きさ300㎝～､ 深さ：25㎝｡

��	
���１層｡

����不明｡

���不明｡

�����不明｡

�����無し｡

�����無し｡

��������S081､ 113､ 144､ 145から切られ

る｡

��� !�

・遺構は一部しかなく全体像を把握することは不可

能｡ しかし､ 形態から住居跡と推定した｡

・土器は中期ばかりではなく､ 後期の様相を持つ土

器も混在しているが全体的な様相と切り合い関係

から弥生時代中期後半期の可能性が高いと判断し

た｡ この住居は､ 最近まで使用されていた用水路

により切られていることから遺物が混在した可能

性も考えられる｡

�"#$%��&�床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の間もない遺物とし

て捉えたい｡

�%�"#'�

S114から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約１箱分で､ 弥生土器のみ

の総重量1,700gであった｡

�%�"#$()�

ここでは､ ４点の土器を紹介する｡

11～14は､ 甕形土器の口縁部である｡ 13､ 14は黒

髪式土器の特徴を備えているが､ 11､ 12は後期の様

相が強い｡ いずれも上層からの出土である｡

*+,--./012314567

�89:;�調査１区､ Ｉ､ Ｊ－９グリッド｡

標高約10.26m｡

����方形？ (詳細は不明)

�����長軸：400㎝､ 短軸：260㎝～､ 深さ：15

～20㎝｡

��	
���１層｡

����不明｡

���不明｡

�����不明｡

�����無し｡

�����無し｡

��������S145を切り､ S081から切られる｡

��� !�

・遺構は一部しかなく全体像を把握することは不可

能｡ しかし､ 形態から住居跡と推定した｡

�"#$%��&�床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の間もない遺物として

捉えたい｡

�%�"#'�

S144から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約１／２箱分で､ 総重量521g

であった｡

内訳は､ 縄文土器21g (２片)､ 弥生土器500g

(内丹塗り土器は35g) であった｡

�%�"#$()�

出土土器の口縁部は全て黒髪式土器であった｡

ここでは､ １点の土器を紹介する｡

15は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を備えている｡ 下層からの出土である｡

*+,-1./012<1=567

�89:;�調査１区､ Ｉ､ Ｊ－９グリッド｡

標高約10.26m｡

����方形？ (詳細は不明)

�����長軸：400㎝､ 短軸：160㎝～､ 深さ：25

㎝｡

��	
���１層｡

����不明｡

���不明｡

�����不明｡

�����無し｡

�����無し｡

��������S114､ 146を切り､ S081､ 113､

144から切られる｡

��� !�

・遺構は一部しかなく全体像を把握することは不可

能｡ しかし､ 形態から住居跡と推定した｡

・土器は中期ばかりではなく､ 後期の様相を持つ土

器も混在しているが全体的な様相と切り合い関係
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図(Fig)60 S146出土遺物実測図
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から弥生時代中期後半期の可能性が高いと判断し

た｡

��������	床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の間もない遺物として

捉えたい｡

�����
	

S145から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約１／２箱分で､ 総重量600

gであった｡

内訳は､ 弥生土器600g (内丹塗り土器は15g) で

あった｡

��������	

ここでは､ ２点の土器２点の石器を紹介する｡

16､ 17は､ 甕形土器の口縁部である｡ 17は､ 黒髪

式土器の特徴を備えているが､ 16は､ やや後期の様

相を呈している｡ いずれも点上げの遺物である｡

20は､ 凹石である｡ 石材は､ 安山岩質であると考

えられる｡ 表裏面に敲打痕による凹面と磨り痕が見

られる｡ 点上げ遺物である｡

21は､ 磨り石と凹石の両方の機能を持つ石器であ

る｡ 石材は､ 火成岩である｡ 表裏面には磨り痕､ 表

面には敲打痕による凹面が見られる｡ 点上げ遺物で

ある｡

���������������

�����	調査１区､ Ｉ－９グリッド｡

標高約10.26m｡

� �	方形？ (詳細は不明)

�!"#	１辺の大きさ118㎝～､ 深さ：26㎝｡

�$%&'�	２層｡

�()*	不明｡

�+	不明｡

�,-*	不明｡

�./0	無し｡

�123	無し｡

�425678	S113､ 145から切られる｡

�9:;<	

・遺構は一部しかなく全体像を把握することは不

可能｡ しかし､ 形態から住居跡と推定した｡

��������	出土状況は不明｡ 全て一括上げ｡

�����
	

S146から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約２箱分で､ 総重量6,200g

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)61 住居跡 (S082) 実測図

断面にかかる遺物
見通しの遺物

Ｃ

Ｄ

Ｄ Ｃ

Ａ Ｂ

Ｓ082

Ｓ121

Ｓ083

L＝10,600m

L＝10,600m

６

５

３１

４

Ａ Ｂ

①：黒褐色 (Hue10YR3／2)
やや砂質､ しまりがある｡ 遺物を多く含む｡

②：暗褐色 (Hue10YR3／4)
やや砂質､ ややしまりがある｡ (③に比べて
ややしまりが甘い｡)
遺物を若千含む

③：褐色 (Hue10YR4／4)
やや砂質､ ややしまりがある｡ 遺物を若千含む｡

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

①

②
③

調
査
区
外



であった｡ 内訳は､ 弥生土器6,182g (内丹塗り土器

は18g) であった｡

��������	

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ １点以外は黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ７点の土器を紹介する｡ 全て一括上げ｡

１～３は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれも黒

髪式土器の特徴を備えている｡ ３は､ 頸部下に１条

の突帯が巡る｡

４は､ 甕形土器の口縁部であるが､ くの字形に屈

曲し､ 後期の様相が強い｡

５は､ 壺形土器の胴部である｡ 内外面にハケ目が

残る｡ 外面に１条の刻み目突帯が巡る｡

６は､ 壺形土器の底部と考えられる｡ 外面にハケ

目が残る｡

７は､ 壺形土器の口縁部である｡ 外面にハケ目､

頸部下に１条の突帯が巡る｡


��������������

�����	調査１区､ Ｈ－７グリッド｡

標高約10.5m｡

���	方形

�� !	長軸：350㎝､ 短軸：200㎝､ 深さ：30㎝｡

�"#$%�	３層に分層｡
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図(Fig)62 S082出土遺物実測図 (１)

１

２

３

４

５

６

７

丹塗り

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



�����２本？｡１本のみ確認｡径24㎝｡深さ62㎝｡

���不明｡

�����不明｡

�	
��無し｡

����無し｡

�������S121､ 83に切られる｡

���������床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の間もない遺物として

捉えたい｡

�������

S082から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約２箱分で､ 総重量7,034gであっ

た｡ 内訳は､ 縄文土器134g (２片)､ 弥生土器6,900

g (内丹塗り土器は1,098g) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全てが黒髪式

土器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥

生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ７点の土器と３点の石器を紹介する｡

１､ ２､ ４は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ いずれもいずれも口縁部が内側に細長く突

起が伸び､ 外側にほぼ同じ厚さで細長く伸びるとい

第Ⅳ章 調査の結果
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８

９

10

０ ５㎝
Ｓ＝1／2

スス

すり痕

図(Fig)63 S082出土遺物実測図 (２)



う黒髪式土器の特徴を備えている｡ ４は､ 指押さえ

が強かったためか､ 頸部外面がややへこんでいる｡

いずれも点上げ遺物である｡

３は､ 鉢形土器と考えられる｡ 黒髪式土器の特徴

を備えている｡ 点上げ遺物である｡

５は､ 高杯形土器の脚部である｡ 外面はハケ目後､

丹塗りが施されており､ 内面には絞り痕が残る｡ 脚

部と坏部の接合面に円盤充填技法が見られる｡ 点上

げ遺物である｡

６は､ 壺形土器か鉢形土器の底部である｡ 内外面

にハケ目が残る｡ 点上げ遺物が８点接合している｡

７は､ 甕形土器か鉢形土器の口縁部及び胴部であ

る｡ 外面にハケ目､ 内面にハケ目痕跡と指頭圧痕が

残る｡ 黒髪式土器の特徴を備えている｡ 点上げ遺物｡

８は､ 凹石である｡ 石材は､ 安山岩質であると考

えられる｡ 表裏面に敲打痕による凹面が見られる｡

点上げ遺物である｡

９は､ 凹石である｡ 石材は､ 安山岩質であると考

えられる｡ 表裏面に敲打痕による凹面と側面に一部

敲打痕が見られる｡ 点上げ遺物である｡
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図(Fig)64 住居跡 (Ｓ089) 実測図

Ａ Ｂ

Ｄ

L＝10,500m

①①
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Ｇ

Ｈ

Ｅ

Ｆ
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10
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７

５

４
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３
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Ｅ
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Ｇ
Ｈ

L＝
10,500m

L＝
10,500m

９
③

①①
②②

④
⑤

753

①暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)

(きめがやや粗くしまる)

②暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)

(きめが細かくやわらかい)

③ 〃 (Hue10YR3／3)

(きめがやや粗くしまる)

④黒褐色粘質土 (Hue7.5YR3／2)

(炉の上にあるカーボンを含んだ層)

⑤暗褐色土

(焼土が混じる層)

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

断面にかかる遺物
見通しの遺物

Ｃ L＝10,500m

主柱穴

炉

貯蔵穴

貼り床
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図(Fig)65 S089出土遺物実測図 (１)

１

２

３

４

５

６

７

丹塗り

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



10は磨り石である｡ 石材は安山岩質と考えられる｡

裏面に磨り痕が見られ､ 表面の中央部と側面には敲

打痕が見られる｡ 表側面には被熱による赤変が見ら

れる｡ 点上げ遺物である｡

��������	
�	���

������調査１区､ Ｂ､ Ｃ－４､ ５グリッド｡

標高約10.15m｡

����方形

�����長軸：482㎝､ 短軸：358㎝､ 深さ：34㎝｡

�������５層に細分｡

� !"�２本｡ 径24～30㎝｡ 深さ17～18㎝｡

�#�大きさ85×100㎝で深さ約15㎝｡

�$%"�有り｡ 大きさ85×54㎝で深さ約17㎝｡

�&'(�無し｡

�)*+�有り｡

�,*-./0�S044に切られる｡

�1234�

・黒髪式土器に立岩式甕棺､ 須玖Ⅱ式土器の影響を
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図(Fig)66 S089出土遺物実測図 (２)

９
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強く受けた土器が伴っている可能性が高い｡

��������	床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の間もない遺物として

捉えたい｡

�����
	

S089から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約６箱分で､ 総重量17,133g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器84g (１片)､ 弥生土

器17,049g (内丹塗り土器は1,349g) であった｡

��������	

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全てが黒髪式

土器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥

生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ 13点の土器と１点の石器を紹介する｡

１は､ 高杯形土器の杯部である｡ 内外面にはハケ

目後､ 丹塗りが施されている｡ ２層からの出土｡

２､ ３､ ４は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ いずれも点上げ遺物で黒髪式土器の特徴を

呈している｡ ２は､ 頸部の下に１条の突帯が巡る｡

４は､ 内外面にハケ目が残り､ 頸部の下に１条の

突帯が巡る｡ ２層が３点､ ３層が１点､ 点上げが６

点､ 一括遺物16点の合計26点が接合している｡

５は､ 立岩式といわれる甕棺の口縁部である｡ 点

上げが３点と一括遺物１点の４点が接合している｡

内面にハケ目が残る｡

６は､ 甕の口縁部である｡ 形態や丹塗りであるこ

とから須玖Ⅱ式土器の影響を強く受けた土器といえ

る｡ 口縁部に暗文､ 口縁端部に刻み目､ 頸部下にＭ

字状の突帯が１条巡っている｡ 赤彩は､ 内面にも部

分的に及んでいる｡ 土層確認用トレンチからの出土

である｡ 胎土の色調は肌色で明るい｡

７は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 点上げ遺物である｡

８は､ 甕棺の胴部と考えられる｡ 内外面には刷毛

目が残り､ 突帯が１条巡っている｡ 点上げ遺物｡

９は､ 壺形土器の口縁部である｡ 外面には刷毛目

が残り､ 頸部には突帯が１条巡る｡ 点上げ遺物｡

10は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

第Ⅳ章 調査の結果
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14

図(Fig)67 S089出土遺物実測図 (３)

０ 5㎝
Ｓ＝1／2



８２点上げ遺物で黒髪式土器の特徴を呈している｡

11は､ 壺形土器の底部である｡ 外面には刷毛目､

内面には指頭圧痕が残る｡ 点上げと２層出土の遺物

２点が接合している｡

12は､ ほぼ完形の器台である｡ 内外面にハケ目が

残る｡ 点上げ､ １～３層までの遺物が23点接合｡

13は､ 丹塗りの高杯形土器の杯部である｡ 外面に

ハケ目が残る｡ 形態や丹塗りであることから須玖Ⅱ

式土器の影響を強く受けた土器といえる｡ 赤彩は内

外面に及んでいる｡ ２層からの出土である｡

14は､ 棒状の敲石である｡ 石材は､ 安山岩質であ

ると考えられる｡ 全面に敲打痕が見られる｡ 形状は

民俗例で挙げられるトチを割るための石器に酷似す

る｡ 堅果類の加工具に利用されたものかもしれない｡

１層出土遺物である｡

��������	
��������

������調査１区､ Ｉ－８グリッド｡

標高約10.2ｍ｡

����方形

�����長軸：440㎝～､ 短軸：150㎝～､ 深さ：

20㎝｡

����� �１層に分層｡

�!"#�不明｡

�$�不明｡

�%&#�有り｡ 大きさ90×80㎝で深さ約30㎝｡

�'()�無し｡

�*+,�無し｡

�-+./01�S077､ 147に切られる｡

�2345 �6�床面張り付き及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の間もない遺物として

捉えたい｡

�5 237�

S092から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約２箱分で､ 総重量5,059gであっ

た｡ 内訳は､ 縄文土器59g (３片)､ 弥生土器5,000g

(内丹塗り土器は218g) であった｡

�5 23489�

土器の様相は､ 甕の口縁部は､ 黒髪式土器の範疇

で捉えられるものであったことから､ 弥生時代中期

後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ２点の土器を紹介する｡

７ (図70) はほぼ完形の甕形土器である｡ 胴部上

半部に１条の沈線が巡る｡ 一括遺物３点､ 土抗内遺

物１点と点上げ遺物46点の計50点が接合｡

９ (図71) は､ 甕棺の胴部である｡ 残存部位から

復原を試みた｡ 胴部の復原最大径は､ 約55.2㎝であ

る｡ 外面には､ ハケ後ミガキが見られ､ 胴部中央部

と下半部に刻み目突帯が２条巡る｡ 内面にはハケ目

が残る｡ 一括遺物１点､ 土抗内遺物３点と点上げ遺

物15点の計19点が接合している｡

��:���	
�����

������調査１区､ Ｉ－８グリッド｡

標高約10.2ｍ｡

����方形

�����大きさ：60㎝～､ 深さ：10㎝｡

����� �１層に分層｡

�!"#�不明｡

�$�不明｡

�%&#�不明｡

�'()�不明｡

�*+,�不明｡

�-+./01�S147に切られる｡

�;<=>�

・切り合いが大きいが､ S147との関係から弥生時

代中期後半期と判断｡

�2345 �6�一括で上げたため不明｡

�5 237�

S141から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約１／４箱分で､ 総重量700g

であった｡ 内訳は､ 弥生土器700g (内丹塗り土器

は22g) であった｡

�5 23489�

土器の様相は､ 出土した甕の口縁部が､ 全て黒髪

式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ２点の土器を紹介する｡

12 (図71) は､ 壺形土器の口縁部である｡ 口縁部

の厚さが一様ではない｡ 一括遺物である｡

13 (図71) は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式

土器の特徴を呈している｡ 一括遺物である｡
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��������	
�����

������調査１区､ Ｉ－８グリッド｡

標高約10.2ｍ｡

����長方形

�����長軸：655㎝､ 短軸：380㎝､ 深さ20㎝｡

�������１層｡

� !"�不明｡

�#�大きさ70×50㎝で深さ約25㎝｡
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図(Fig)68 住居跡 (S092・S141・S147・S148・S149) 実測図

① 暗褐色砂質土 (Hue10YR3/3)

粒子はきめが細かくやわらかい｡

② 黒褐色砂質土 (Hue10YR2/3)

粒子はきめ細かくやわらかい｡

１㎝大の焼土粒が見受けられる｡
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図(Fig)69 S147出土遺物実測図 (１)
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５(S147)

６(S147)

７(S092)

８(S147)

図(Fig)70 S092・S147出土遺物実測図 (２)

丹塗り

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



�����不明｡

�����無し｡

�	
��有り｡

��
����S092､ 148を切り､ 149に切られ

る｡

������

・柱穴は､ やや大きいが､ 雨の影響で検出時より崩

れて大きくなってている可能性が高い｡ もう１つ

の柱穴はトレンチで消滅した可能性がある｡

・器形の異なる土器が出土｡ (図69-4)

���������床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構排絶後の間もない遺物として捉えたい｡

�������

S147から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) に約10箱分で､ 総重量23,999gで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器199g (６片)､ 弥生土器

23,800g (内丹塗り土器は1,399g) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全てが黒髪式

土器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥

生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ 16点の土器と２点の石器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 用途としては小

型の甕棺で､ 立岩式の範疇で捉える事ができよう｡

点上げと上層遺物の計２点が接合している｡

２は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 黒髪式

土器の特徴を呈している｡ 内外面にハケ目が残り､

頸部下に１条の突帯が巡る｡ 口縁部に指ナデに伴う

凹凸が残る｡ 点上げ遺物16点が接合している｡

３は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 黒髪式

土器の特徴を呈している｡ 外面には､ ハケ目が残り､

胴部上半部に１条の沈線､ 内面には､ 指頭圧痕が残

る｡ 頸部下に１条の突帯が巡る｡ 一括遺物８点､ 床

面遺物１点と点上げ遺物21点の計30点が接合｡

４は､ 甕形土器と考えられる｡ 口縁部は壺形土器

の特徴を呈しているが､ 胴部のふくらみがない｡ 外

面にはハケ目､ 内面にはハケ目及び指頭圧痕跡が残

る｡ 北九州地方の影響を受けた土器であろうか？一

括遺物１点､ 床面遺物１点と点上げ遺物12点の計14

点が接合｡

５は､ 甕形のミニチュア土器である｡ 外面にはハ

ケ目後指頭圧痕が､ 内面には指頭圧痕が残る｡ 一括

遺物３点が接合している｡

６はほぼ完形の甕形土器である｡ 胴部上半部に１

条の沈線が巡る｡ 一括遺物３点､ 一括遺物６点と点

上げ遺物31点の計40点が接合している｡

８は､ 高杯形土器の杯部である｡ 内外面にミガキ

後丹塗りが施されている｡ 黒髪式土器の範疇で捉え

る事ができよう｡ ３層遺物２点と点上げ遺物３点の

計５点が接合している｡

10は､ 壺形土器の口縁部及び胴部である｡ 外面に

は､ ハケ後ミガキが見られ､ 内面にはハケ目後指頭

圧痕が残る｡ 黒髪式土器の特徴を呈している｡ 一括

遺物１点と点上げ遺物11点の計12点が接合｡

11は､ 壺形土器の胴部下半部である｡ 外面には､

ミガキ後丹塗りが施され､ 内面にはハケ目後指頭圧

痕が残る｡ 点上げ遺物５点が接合している｡

以下に紹介する遺物は､ 全て一括である｡ 図版番

号は72及び73である｡

19､ 20､ 21は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれ

も黒髪式土器の様相を呈しているが､ 20は､ 頸部か

らやや屈曲が見られ､ 21には１条の突帯が巡る｡

22は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁端部に特徴

があり､ 立岩式土器の範疇で捉える事ができよう｡

内面にハケ目が残る｡

23は､ 鉢形土器である｡ ４点が接合している｡

24は､ 高杯形土器の杯部である｡ 内外面にミガキ

痕が残る｡ 口縁端部に特徴があるが､ 黒髪式土器の

範疇で捉える事ができようか｡

25は､ 器台である｡ S077一括が1点､ S147が７点

の計８点が接合している｡ 口縁部から約８㎜の位置

に沈線が１条巡る｡

26は､ 緑泥変岩製の磨製石鏃である｡ 先端部が一

部欠損しているが､ 両面に製作時の磨り痕が観察さ

れる｡

27は､ 磨り石と凹石の両方の機能を持つ石器であ

る｡ 石材は､ 安山岩質であると考えられる｡ 表裏面

には磨り痕と敲打痕による凹面､ そして側面には敲

打痕が見られる｡ 上層出土遺物である｡
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12(S141)

図(Fig)71 S092・S141・S147出土遺物実測図 (３)

13(S141)

10(S147) 11(S147)

９(S092)

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

丹塗り
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14(S148)

15(S148)

16(S148)

17(S148)
18(S148)

19(S147)
20(S147)

21(S147)

22(S147)

23(S147)

24(S147)

25(S147)26(S147)

図(Fig)72 S147・S148出土遺物実測図 (４)

０ ２㎝
Ｓ＝1／1

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

すり痕



��������	�
����

������調査１区､ Ｉ－８グリッド｡

標高約10.2m｡

����方形

�����大きさ：60㎝～､ 深さ：30～33㎝｡

�������１層に分層｡

� !"�不明｡

�#�不明｡

�$%"�不明｡

�&'(�不明｡

�)*+�不明｡

�,*-./0�S147､ 149に切られる｡

�1234�

・切り合いが大きいが､ S147との関係から弥生時

代中期後半期と判断｡

�5678��9�一括で上げたため詳細は不明だ

が､ 床面に張り付いた遺物が多い｡

�8�56:�

S148から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約１箱分で､ 総重量3,096g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器96g (３片)､ 弥生土

器3,000g (内丹塗り土器は33g) であった｡

�8�567;<�

土器の様相は､ 出土した甕の口縁部が､ ほとんど

黒髪式土器の範疇で捉えられるものであったことか

ら､ 弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ５点の土器を紹介する｡

14～16は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれも黒

髪式土器の特徴を呈している｡ 14､ 15は床面から､

16は､ 一括遺物である｡

17は､ 甕形土器の脚台部である｡ 内外面にハケ目

が残る｡ 床面から出土している｡

18は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 口縁部

形態がややくの字状になり､ 後期の特徴を呈してい

る｡ 移行期の土器として把握できようか｡ 床面から

の出土である｡

����=���	���

������調査１区､ Ｉ－８グリッド｡

標高約10.2m｡

����方形

�����長軸：520㎝､ 短軸：360㎝､ 深さ：40～

50㎝｡

�������１層のみ｡

� !"�不明｡

�#�大きさ55×65㎝で深さ約20㎝｡ ２層に分層可

能｡

�$%"�不明｡

�&'(�不明｡

�)*+�不明｡

�,*-./0�S147､ 148､ 76を切る｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)73 S147 出土遺物実測図 (５)

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

27(S147) すり痕



��������	出土遺物無し｡


��������������

�����	調査１区､ Ｄ､ Ｅ－５グリッド｡

標高約10.2m｡

���	方形

����	長軸：420㎝～､ 短軸：390㎝､ 深さ：40

～45㎝｡

� !"#�	２層｡

�$%&	１本は確認｡ 径25㎝｡ 深さ25㎝｡

�'	大きさ80×85㎝で深さ約10㎝｡

�()&	有り｡ 大きさ70×100㎝で深さ約25～35

㎝｡

�*+,	有り｡

�-./	有り｡

�0.1234	S142を切り､ 123､ 94に切られる｡

��������	床面貼り付け及び床からやや浮

いた状態で出土｡ 遺構廃絶後の間もない遺物として

捉えたい｡ 貯蔵穴内の遺物もこの住居廃絶時に伴う

遺物と考えて良いであろう｡

�����5	

S095から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約４箱分で､ 総重量21,484g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器42g (２片)､ 弥生土

器21,021g (内丹塗り土器は1,321g)､ 中世の瓦質土

器397g・須恵質土器24gであった｡
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図(Fig)74 住居跡 (S095・S142) 土坑 (S123) 実測図

Ａ Ｂ

Ｆ Ｅ Ｇ Ｈ

Ａ Ｂ

Ｅ

ＦＦ

ＨＨ

Ｇ

Ｃ

Ｄ

L＝10,500mL＝10,500m

L＝
10,500m

Ｄ
Ｃ

Ｓ142

Ｓ094

Ｓ095

Ｓ123

②
①

③

１

はり床

主柱穴

炉

貯蔵穴

硬化面

S095
①層 黒褐色土 (Hue7.5YR2/2)

粘性が高い｡ 土器を多く含む､ 貝殻や骨片
を多く含む｡

②層 暗褐色土 (Hue7.5YR3/3)
砂質が強く､ しまりがない｡ 遺物を若干含
む｡

S123
③層 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)

粘性が非常に強い貼り床の土｡
１層 黒褐色土 (Hue7.5YR3/2)

粘性が強く､ しまりがない土を非常に多く
含む｡

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

見通しの遺物

L＝10,500m

12

５
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図(Fig)75 S095出土遺物実測図 (１)

１

２

３ ４

５

６

７

８

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

丹塗り
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図(Fig)76 S095出土遺物実測図 (２)

10

９

11

13

12

14

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

０ ５㎝
Ｓ＝2／3

丹塗り

すり痕



��������	

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ 12点の土器と４点の土器を紹介する｡

１､ ８は､ 甕形土器の口縁部と底部である｡ 丹塗

りが施され､ いずれも須玖Ⅱ式土器であり､ 同一固

体の可能性がある｡ いずれも一括資料である｡

２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 丹塗りは施され

ていないが､ 口縁端部がややＭ字状にくぼんでおり､

須玖Ⅱ式土器の影響が強い｡

３､ ５､ ７は､ 甕形土器の口縁部と胴部である｡

口縁形態が黒髪式土器の特徴を呈している｡ ３は､

頸部下に１条の突帯が巡る｡ ５は､ 胴部上半部に１

条の沈線が巡る｡ ５は､ 点上げ遺物であるが､ ３､

７は一括遺物である｡

４は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目､

内面に指頭圧痕が残る｡ 一括資料である｡

６は､ 壺形土器の口縁部であり､ 一括資料である｡

９､ 10は､ 鉢形土器である｡ ９は､ 口縁形態から

黒髪式土器の特徴を呈している｡ 10は､ ボール状の

形態を呈している｡ いずれも一括遺物である｡

11は､ 高杯形土器の杯部である｡ 内外面ともに丹

塗りが施されている｡ 口縁部に暗文が残る｡ 口縁部

が鋤先状にやや曲がり､ 端部がややＭ字状にくぼん

でいることから､ 須玖Ⅱ式土器の特徴と捉えること

ができよう｡ 胎土の色調は肌色で明るい｡

12は､ 高杯形土器の脚部である｡ 外面にはミガキ

痕､ 内面にはハケ目と絞り痕が残る｡ 点上げ遺物｡

13は､ 変成岩の砥石である｡ ３面に研ぎ痕が観察

される｡ 一括資料である｡

14は､ 頁岩製の石包丁である｡ 両端が欠損してい

る｡ 穿孔された穴が１ヶ所のみ残っている｡ 点上げ

遺物である｡

15は､ 板状の石皿である｡ 石材は流紋岩質と考え

られる｡ 欠損しているが､ 上面に磨り痕が見られる｡

一括資料で､ 出土層位は不明である｡

16は淵有りの石皿である｡ 石材は安山岩質と考え

られる｡ ほとんどが欠損しており､ 部分的しか残存

していないが､ 上面に磨り痕が見られる｡ 一括資料

で層位は不明である｡


����������

�����	調査１区､ Ｅ－５グリッド｡

標高約10.26m｡

���	方形？ (詳細は不明)

����	１辺の大きさ185㎝～､ 深さ：10㎝｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)77 S095出土遺物実測図 (３)

16

15

０ ５㎝
Ｓ＝1／2

すり痕



�������１層｡

��	
�不明｡

���不明｡

��
�不明｡

�����無し｡

�����無し｡

��������S094､ 95から切られる｡

������

・出土遺物はない｡ 切り合い関係から弥生時代中期

後半期と判断した｡

���� �!"�出土遺物無し｡

#$%&'()*'+,-.

�/012�調査１区､ Ｃ､ Ｄ－４､ ５グリッド｡

標高約10.2m｡
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図(Fig)78 住居跡 (S097) 実測図及び出土遺物実測図

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｓ097

L＝10,500m

L＝
10,500m

Ｃ
Ｄ

①①
②②

①①

②

①層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3/3)
きめが細かくややしまる｡
長石を多く含む｡

所々にまれに１～２㎜大
のカーボン・焼土を含む｡

②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3/4)
①よりきめが細かい｡ しま
り具合も少しゆるい｡

１

２

３

４

５

０ ２ｍ

０ 10㎝

Ｓ＝1／60

Ｓ＝1／3

硬化面

Ｂ

Ａ

貯蔵穴



����方形

�����長軸：400㎝､ 短軸：355㎝､ 深さ：15～

17㎝｡

��	
���１層｡

����不明｡

���不明｡

�����有り｡ 大きさ155×80㎝で深さ約18㎝｡

中に焼土､ カーボンが混入｡

�����無し｡

�����無し｡

��������S103を切り､ S099に切られる｡

��� !��"�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�!���#�

S097から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (3

8㎝×58㎝×５㎝) に約１箱分で､ 総重量2,356gで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器179g (14片)､ 弥生土器

2,177g (内丹塗り土器は77g) であった｡

�!��� $%�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ５点の土器を紹介する｡

１､ ２､ ３は､ 甕形土器の口縁部である｡ ２､ ３

は黒髪式土器の特徴を呈しているが､ １はやや後期

的な様相を感じさせる｡ いずれも一括資料である｡

４は､ 壺形土器の底部と考えられる｡ 内面にハケ

目が残る｡ １層からの出土である｡

５は､ 壺形土器の底部及び胴部下半部である｡ 内

面に指頭圧痕が残る｡ １層からの出土である｡

&'())*+,-./0(123

�4567�調査１区､ Ｃ､ Ｄ－４､ ５グリッド｡

標高約10.2m｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)79 住居跡 (S100) 実測図
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１

２

３

４

５

６

図(Fig)80 S100出遺物実測図 (１)

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

丹塗り



����方形

�����長軸：300㎝､ 短軸：205㎝～､ 深さ：40

㎝｡

��	
���３層｡

����不明｡

���不明｡

�����有り｡ 大きさ70×100㎝で深さ約20㎝｡

�����有り｡

�����部分的に確認｡

��������無し｡

��� !�

・形態及び貯蔵穴から住居跡と判断｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)81 S100出土遺物実測図 (２)

７ ０ 10㎝
Ｓ＝1／3

８

０ 10㎝
Ｓ＝1／2



��������	床面で出土｡ 遺構に伴うか廃絶

後間もない遺物として捉えたい｡

�����
	

S100から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約１箱分で､ 総重量17,808g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器８ｇ (１片)､ 弥生土

器17,800g (内丹塗り土器は2,688g) であった｡

��������	

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ７点の土器と１点の石器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 内外面

にハケ目が残り､ 黒髪式土器の特徴を呈している｡

点上げ遺物29点､ 上層１点､ S099上層１点の計31

点が接合している｡

２は､ 甕形土器の胴部下半部である｡ 外面はミガ

キ後丹塗りが施され､ 内面は指頭圧痕が残る｡ 須玖

Ⅱ式土器といえよう｡ 一括遺物５点が接合している｡

３は､ 壺形土器の胴部である｡ 約1.5㎝の突帯が

巡る｡ 点上げ遺物である｡

４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 口縁端部がややＭ字状にくぼむ｡ 立岩式の甕

感といえよう｡ 点上げ遺物３点が接合している｡

５は､ 高杯形土器の脚部である｡ 端部が先細りす

る｡ 点上げ遺物である｡

６は､ 高杯形土器の口縁部である｡ 内外面ともに

丹塗りが施されている｡ 口縁部に暗文が残る｡ 口縁

部が鋤先状にやや曲がり､ 端部がややＭ字状にくぼ

んでいることから､ 須玖Ⅱ式土器の特徴と捉えるこ

とができよう｡
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図(Fig)82 住居跡 (S101) 実測図
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図(Fig)83 S101出土遺物実測図 (１)

１ ２

３

４

５

６

７

８

９ ０ 10㎝
Ｓ＝1／3

丹塗り



７は､ 黒髪式土器の特徴を呈している甕形土器の

ほぼ完形固体である｡ 内外面にハケ目が残る｡ 外面

の胴部上半部に沈線が１条巡るが､ 完全につながっ

ていない｡ 点上げ遺物と一括遺物の計48点が接合し

ている｡

８は､ 凹石である｡ 石材は､ 安山岩質であると考

えられる｡ 表裏面に敲打痕による凹面と側面に敲打

痕が見られる｡ 点上げ遺物である｡

���������	
����

������調査１区､ Ｊ､ Ｋ－８グリッド｡

標高約10.13m｡

����方形

�����長軸：425㎝､ 短軸：325㎝～､ 深さ：20

～25㎝｡

�������１層｡

�� !�位置が少しずれるが２本？｡ だとすれば

全体では４本か？径25～30㎝｡ 深さ20～30㎝｡

�"�無し｡

�#$!�無し｡

�%&'�無し｡

�()*�無し｡

�+),-./�無し｡

�0123�

・形態から住居跡と判断した｡ しかしいささか疑問

は残る｡

�4567��8�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�7�459�

S101から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約２箱分で､ 総重量20,640g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器40g (３片)､ 弥生土

器20,600g (内丹塗り土器は2,268g) であった｡

�7�456:;�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ９点の土器と１点の石器を紹介する｡

１､ ３は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ ３

には外面に沈線とミガキ痕が残る｡ いずれも点上げ

遺物で､ 黒髪式土器の特徴を呈している｡ ３は５点

が接合している｡

２は､ ミニチュア土器の胴部と考えられる｡ 上層

からの出土である｡

４､ ５は､ 甕形土器の口縁部である｡ ４の口縁部

は､ 立岩式甕棺の特徴を表している｡ ５は､ 外面に

ミガキ痕､ 内面にハケ目が残る｡ ４､ ５いずれも頸

部に１条の突帯が１条巡っている｡ 点上げ遺物であ

るが､ ５は５点が接合している｡

６は､ 壺形土器の底部である｡ 内面と底部にハケ

目が残る｡ 点上げ遺物である｡

７は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

外面にはミガキ痕が残る｡ 上層遺物１点と点上げ遺
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図(Fig)84 S101出土遺物実測図 (２)

10

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

被熱部分

すり痕



物13点の計14点が接合している｡

８は､ 器台の胴部下半部である｡ 内外面にハケ目

が残る｡ 点上げ遺物である｡

９は､ 丹塗りの筒型器台の環部である｡ 外面には

ミガキ後､ 丹塗りが施されている｡ 須玖Ⅱ式土器と

して把握可能であろう｡ 点上げ遺物である｡ 胎土の

色調は肌色で明るい｡ 胎土分析の資料である｡

10は磨り石である｡ 石材は安山岩質と考えられる｡

表裏面に磨り痕が見られ､ 表面の中央部と側面には

敲打痕が見られる｡ また､ 表面には被熱による赤変

が見られる｡ 点上げ遺物である｡

��������	�
��

�����調査１区､ Ｊ､ Ｋ－８､ ９グリッド｡

標高約10.20m｡

第Ⅳ章 調査の結果
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Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

１ ２

①

② ③
L＝10,500m

L＝10,500m

Ｓ105

①層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3/4) 若干粘
性がある｡ 遺物を含む｡

②層 褐色粘質土 (Hue7.5YR4/3) 砂質を多
く含む｡

③層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3/4) 粘土ブ
ロックを含む｡

炉の土層
１層 極暗褐色粘質土 (Hue7.5YR2/3)

褐色砂を若干含む､ 炭化物をわずか
に含む｡

２層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR2/2)

図(Fig)85 住居跡 (S105) 実測図及び出土遺物実測図

１
２

３

４ ５

６

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

０ ２㎝
Ｓ＝1／1

炉

見通しの遺物

磨製石鏃



����方形

�����長軸：500㎝､ 短軸：400㎝､ 深さ：25㎝｡

��	
���１層｡

����不明｡ (付近の４つのピットは径25～30

㎝｡ 深さ21～25㎝｡)

���大きさ50×55㎝で深さ約12㎝｡ ２層に分層可

能｡

�����無し｡

�����無し｡

�����無し｡

��������S101から切られる｡

��� !�

・炉の存在から住居跡と判断した｡ 平面図にある南

側隅の土器集中部は､ 甕の胴部片である｡

�"#$%��&�ほぼ床面から出土｡ 遺構廃絶直

後の遺物として捉えたい｡

�%�"#'�

S105から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約２箱分で､ 総重量6,973g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器673g (31片)､ 弥生土

器6,300g (内丹塗り土器は322g) であった｡

�%�"#$()�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ５点の土器と１点の石器を紹介する｡

１､ ３､ ４､ ５は､ 甕形土器の口縁部である｡ い

ずれも一括遺物で､ 黒髪式土器の特徴を呈している｡

２は､ 高杯形土器の口縁部である｡ 一括遺物で､

黒髪式土器の特徴を呈している｡

６は､ 蛇紋岩製の磨製石鏃である｡

*+,-./012.3,-4567

�89:;�調査１区､ Ｋ､ Ｌ－９､ 10グリッド｡

標高約10.0m｡ 但し断面では､ 10.1m｡

����ややいびつな方形

�����長軸：815㎝､ 短軸：500㎝～､ 深さ：約

60㎝｡

��	
���９層に細分｡ １～３層を上層､ ４～

７層を下層､ ８層を炉内の焼土､ ９層を張り床層と

した｡ 床面を最下層と表現した｡ 色調的には１､ ２

層が暗褐色～黒褐色で､ 黒っぽく見える｡ ４層は､

やや粗めの砂質土で､ ラミナ構造が見られることか

ら､ 洪水などで流されて一気に堆積した可能性が考

えられる｡

����全体で４本と考えられる｡ ３本は確認｡

Ｐ１：径60×65㎝｡ 深さ45～50㎝｡

Ｐ２：径60×40㎝～｡ 深さ35～40㎝｡

Ｐ３：径65×60㎝～｡ 深さ30～40㎝｡

���大きさ37～×107㎝で深さ約20㎝｡

�����不明｡

�����有り｡

�����有り｡ 断面観察により､ 花崗岩のバイラ

ンドである山砂を５～10㎝敷き詰めてあった｡

��������S092､ 148を切り､ 58に切られる｡

��� !�

・遺物の出土層位については､ 上層 (①～③層､ ④

上層)､ 下層 (④下層､ ⑤～⑦層)､ 最下層 (床面

及び⑧､ ⑨層上面) という表記を行った｡

・炉内出土の炭化物で14Ｃ年代 (AMS法) を行った

結果､ Cal BC 205-95 (85％) の年代が出ている｡

�"#$%��&�床面直上及び床面からやや浮い

た状態で出土｡ 上層は住居廃絶後しばらく経ってか

らの遺物､ 下層は住居廃絶後の間もない遺物､ 床面

直上は住居廃絶時の遺物として捉えたい｡

�%�"#'�

S106から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝)に約30箱程度で､総重量166,094

gであった｡ 内訳は､ 縄文土器1,140g (20片)､ 弥生

土器164,939g (内丹塗り土器は13,650g) 中世の青

磁15gであった｡

�%�"#$()�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんど全て

が黒髪式土器の範疇で捉えられるものであったこと

から､ 弥生時代中期後半期の土器と判断した｡ 但し､

口縁部形態を観察する限りでは､ 中期から後期への

移行期ともとれる土器も数点含まれている｡

上層､ 下層の中には丹塗りの須玖Ⅱ式土器が含ま

れており､ 特に上層からは丹塗りの筒型器台やガラ

ス小玉が出土していることを考えれば､ 埋没過程で

祭祀行為が行われたことを推測させる｡
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図(Fig)86 住居跡 (S106) 実測図 (１)
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②
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51

74

S106
①層 灰黄褐色 (Hue10YR5／2) 粗めの砂質､ 土器を多量に含む｡
②層 黒褐色 (Hue10YR3／1) やや細かい砂質でカーボンを多量に含み､ わずかに粘質もある｡

①ほどではないが､ 土器も多く含む｡
③層 褐灰色 (Hue10YR4／1) ④とセットで流されてきたと思われる｡ ④よりきめ細かくサラサ

ラしている｡
④層 褐灰色 (Hue10YR4／1) やや粗めの砂質､ 洪水で流されてきたようなラミナ構造がみられ

る｡ 土器をほとんど含まない｡
⑤層 黒褐色 (Hue10YR3／1) カーボンや灰を多く含んでいるためか粘質があり､ きめが細かい｡
⑥層 灰黄褐色 (Hue10YR4／2) 粗めの砂質で黄色っぽい地山が山砂をブロック状に含む｡ また､

カーボンを多量に含む｡
⑦層 灰黄褐色 (Hue10YR4／2) 粗めの砂質で黄色っぽい地山が山砂をブロック状に含む｡
⑧層 黒色 (Hue10YR2／1) 灰とカーボンを多量に含むため､ ペタペタするほどきめが細かい｡
⑧́ 層 赤褐色 (Hue2.5YR4／6) 焼土｡
⑨層 褐色 (Hue10YR4／6) 山砂のはり床である｡ 砂質であるが粘質もみられ､ 床面に張ってあ

るため硬くしまっている｡

50

71
69

⑥ 23

炉

はり床

⑨́

③



最下層出土の黒髪式土器の中には､ 口縁基部が厚

い古手の様相を示す土器も混在している｡ しかし

S108から出土した黒髪式土器の口縁蓋部は､ それ

ほど肥厚しておらず､ 新旧関係より不明な点が残る｡

����

ここでは､ 36点の土器と10点の石器を紹介する｡

１､ ２､ ４は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ 内外面にはハケ目が残り､ 口縁部は黒髪式

土器の特徴を呈しているが､ ２は非常に器壁が薄い｡

１は12点､ ４は､ 10点が接合している｡

３は､ 甕形土器の口縁部である｡ 頸部下に１条の

突帯が巡る｡ 口縁部は立岩式土器の特徴を呈する｡

５､ ６は､ 甕形土器の底部である｡ 内外面にはハ

ケ目､ 内面には指頭圧痕が残る｡ 上層一括の遺物で
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図(Fig)87 住居跡 (S106) 実測図 (２)
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ある｡ ６は､ ４点が接合している｡

７は､ 甕形土器の口縁部であるが､ やや後期の様

相を呈する｡ 外面にはハケ目後､ 沈線が１条巡る｡

８は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 外面に

はハケ目､ 内面には指頭圧痕が残る｡ 10点が接合｡

９は､ 非常に特殊な突手を持つ甕形土器の口縁部

である｡ 類例が南小国町の地蔵原遺跡で出土してい

る｡ 実用的でないことから､ 祭祀等の儀式に使用さ

れた可能性が高い｡ 黒髪式土器の特徴を呈している｡

10は､ 甕形土器の口縁部であるが､ 口縁部がやや

片口状にへこみを持つ｡ 焼く前に偶然へこんだのか､

水などを注ぎやすくするために故意にへこみを持た

せたのかは不明である｡ 黒髪式土器の特徴を呈して

いる｡

11､ 12は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部であ

る｡ いずれも頸部下に１条の突帯を持つが､ 口縁部

形態に差異がある｡ 11は､ 黒髪式土器の様相を呈す

るが､ 12は､ やや後期的な様相を呈する｡ 11は２点

が接合している｡

13は､ 壺形土器の口縁部である｡ 頸部下に１条の

突帯を持ち､ 黒髪式土器の様相を呈する｡ ２点が接

合している｡

14は､ 壺形土器の底部及び胴部である｡ 胴部中央

部にややＭ字状の突帯が１条巡る｡ 中央部付近に丹

塗りの可能性がある赤いシミ状のものが確認できる｡

15は､ 壺形土器の底部及び胴部下半部である｡ 外

面にはハケ目が残る｡ ３点が接合している｡

16は､ 壺形土器の底部及び胴部下半部と考えられ

る｡ 内外面にハケ目が残る｡ 底面がややレンズ状に

膨らむことから後期的な様相が強い｡ ６点が接合｡

17は､ 無頸壺の口縁部及び胴部上半部と考えられ

る｡ 外面にはハケ目後ミガキ痕が残り､ 内面には指

頭圧痕が残る｡ また､ 蓋を結ぶために穿孔がみられ

る｡ ６点が接合している｡

18､ 21は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部であ

る｡ 18は､ 外面はハケ目後､ ミガキ痕が､ 内面はハ

ケ目が残る｡ ３点が接合している｡ 21は､ 外面にミ

ガキ痕が残る｡ 口縁部形態は､ 立岩式に酷似する｡

19､ 20､ 22は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ 19は､ 内外面にハケ目が残り､ 口縁は真っ

直ぐに外反する｡ 20は､ 内外面にハケ目が残り､ 口

縁はやや屈曲しながら外反する｡ 22は､ 外面にハケ

目､ 内面に指頭圧痕が残り､ 頸部に１条の突帯､ 胴

部上半部と胴部中央に１条ずつの刻み目突帯が巡る｡

７点が接合している｡

23は､ 丹塗りの筒型器台である｡ 出土した部位は

円筒部の上半部から環部及び口縁部､ 裾部の破片で

ある｡ 円筒部の上半部から環部の一部はほぼつながっ

て出土した｡ 裾部の破片については､ 胎土が同じで

あることや､ 環部の笠の部分には暗文があるのに対

してこの破片には無いことから裾部と判断した｡ そ

して､ 円筒部の下半部から脚部が発見されていない

が､ 吉野ヶ里遺跡や､ 地蔵原遺跡出土の丹塗り筒型

器台の例を参考にして､ 復原を試みた｡ 胎土の色調

は､ 暗く､ 在地の様相を示す｡ 胎土分析の資料であ

る｡

その結果､ 残存部の器高49.7㎝､ 筒部幅7.6㎝､ 環

部残存幅23.8㎝､ 口縁部直径14.8㎝であり､ 復原高：

約76㎝､ 復原裾部直径：約32.5㎝､ 復原環部笠直径：

28.6㎝という数値を得た｡

外面は丁寧なミガキ後､ 丹塗りが施されている｡

内面は口縁部や裾部はナデ後､ 一部丹塗りが施され

ているが､ 円筒部は､ しぼりの後ナデや工具による

調整痕が見られる｡

24､ 25は､ ミニチュア土器である｡ 24は､ 壺か甕

の胴部下半部であると考えられる｡ 25は完形である｡

鉢を模したものであろうか｡

26は､ 丹塗りの甕形土器の口縁部である｡ 外面に

ハケ目､ 口縁部には暗文が見られる｡ 丹塗りは一部

内面にも及んでいる｡ 須玖Ⅱ式土器の影響を受けた

土器であろう｡ ４点が接合している｡ 胎土の色調は､

肌色で明るい｡

27は､ 丹塗りの高杯形土器の杯部である｡ 外面は

ハケ目後丹塗り､ 内面はミガキ後丹塗りが施されて

いる｡ 口縁部の形態から､ 須玖Ⅱ式土器の範疇で捉

える事ができる土器であるといえよう｡ 胎土の色調

は､ 肌色で明るい｡

28は､ 丹塗りの高杯形土器の杯部である｡ 外面は

ハケ目後丹塗り､ 内面は丹塗りが部分的にしか残存

していない｡ 口縁部の形態から､ 黒髪式土器の影響
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図(Fig)88 S106上層出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)90 S106上層出土遺物実測図 (３)
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図(Fig)91 S106上層出土遺物実測図 (４)
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図(Fig)92 S106上層出土遺物実測図 (５)
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図(Fig)93 S106上層出土遺物実測図 (６)
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図(Fig)94 S106上層出土遺物実測図 (７)
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図(Fig)95 S106上層出土遺物実測図 (８)
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図(Fig)96 S106上層出土遺物実測図 (９)
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が強いと考えられる｡ ８点が接合している｡

29は､ 丹塗りの筒形器台の脚部と考えられる｡ 外

面はミガキ後丹塗りが施され､ 内面にはハケ目が残

る｡ ２点が接合している｡ 胎土の色調は､ 肌色で明

るい｡ 胎土分析の資料である｡

30は､ 鉢形土器である｡ 約１／２が残存している｡

内面には接合痕が残る｡ 口縁部形態は中期から後期

への過渡期の様相を示していると考える｡ 18点が接

合している｡

31は､ 台付き鉢の脚部である｡ 内外面にハケ目が

残る｡

32は､ 鉢形土器の鉢の口縁部であると考えられる｡

33は､ 鉢形土器の鉢の口縁部である内外面にハケ

目が残る｡

34は､ ガラス小玉である｡ 径約３㎜､ 厚さ約２㎜｡

上層の住居覆土の水洗いで確認された｡

35は､ 丹塗り甕形土器の口縁部及び胴部上半部で

ある｡ 頸部下にややＭ字状にくぼみを持つ１条の突

帯が巡る｡ 外面には丁寧なミガキ､ 口縁部には放射

状の暗文が見られる｡ 丹塗りがなく､ 口縁形態がや

や異なるが､ 須玖Ⅱ式土器の範疇で捉える事ができ

る土器だと考えられる｡ ５点が接合している｡ 胎土

分析を行った資料である｡

36は､ 高杯形土器の杯部である｡ 内外面ともにミ

ガキが施され､ 口縁部には､ 暗文が見られる｡

37は､ 蛇紋岩製の磨製石鏃である｡

38は､ 砥石である｡ 石材は流紋岩と考えられるが､

天草砥石とは異なる｡ ５面に磨り痕が残る｡ 部分的

にススや赤変がみられることから､ 被熱している｡

目が細かいことから仕上げ用の砥石であろう｡

39は､ ガラス質安山岩の二次加工石器である｡ 素

材は､ やや寸詰まりの剥片を背腹両面から二次加工

が加えられた後､ 両面と左側面に磨り痕が観察され

る｡ また､ 基部が欠損している｡ 磨製石器の未製品

の可能性も考えられるが､ 石材が異なるため､ 磨製

石鏃ではないであろう｡

40は､ 砥石である｡ 石材は目の細かい砂岩と考え

られる｡ ６面全てに磨り痕が残る｡ 目が細かいこと

から仕上げ用の砥石であろう｡

41は､ 砥石である｡ 石材は流紋岩で､ 天草砥石と

考えられる｡ ６面全てに磨り痕が残る｡ 目が細かい

ことから仕上げ用の砥石であろう｡

42は､ 板状の石皿である｡ 石材は安山岩質と考え

られる｡ 約半分が欠損しているが､ 上下面に磨り痕

が見られる｡ 一括資料で､ 出土層位は不明である｡

43は､ 磨り石である｡ 石材は安山岩質と考えられ

る｡ 表裏面に磨り痕､ 側面には敲打痕が見られる｡

上層出土遺物である｡

44は､ 棒状の敲石である｡ 石材は､ 安山岩質であ

ると考えられる｡ 上側面に剥離痕､ 下側面に敲打痕

が見られる｡ 形状は民俗例で挙げられるトチを割る

ための石器に酷似する｡ 堅果類の加工具に利用され

たものかもしれない｡ 上層出土遺物である｡

45は､ 磨り石である｡ 石材は､ 安山岩であると考

えられる｡ 欠損しているが､ 全面に磨り痕､ 側面の

一部には敲打痕が見られる｡ 点上げ遺物である｡

46は､ 凹石である｡ 石材は､ 凝灰岩である｡ 表裏

面に敲打痕による凹面が見られる｡ 上層出土遺物で

ある｡

����

ここでは､ ２１点の土器､ ５点の石器と１点の鉄

器を紹介する｡

47､ 48､ 49､ 50､ 52は､ 甕形土器の口縁部及び胴

部上半部である｡ 内外面にはハケ目や指頭圧痕が残

る｡ 47､ 48の口縁部形態は中期の黒髪式とは異なり､

内側への突起が無くなり外側へ外反しながら立ちあ

がっていく様相を示していることから､ 中期から後

期への移行期の特徴を示しているのではないかと考

える｡ 49､ 50､ 52の口縁部は黒髪式土器の特徴を呈

している｡ 48は､ 点上げ遺物３点が接合しており､

胴部上半部に１条の沈線が巡る｡ 47､ 49､ 50､ 52も

点上げ遺物である｡

51は､ 壺形土器の底部と考えられる｡ 内面にはハ

ケ目､ 外面には指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

53､ 55は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 外

面にはハケ目後ミガキ､ 内面にはハケ目が残る｡ ま

た､ 53は頸部下に､ 55は胴部上半部に１条の突帯が

１条巡る｡ 口縁部形態と器形は多少異なるが､ 黒髪

式土器の範疇で捉える事ができる土器である｡ 53は

下層一括遺物３点､ 点上げ遺物35点の計38点が接合
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図(Fig)97 S106下層出土遺物実測図 (10)
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図(Fig)98 S106下層出土遺物実測図 (11)
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図(Fig)99 S106下層出土遺物実測図 (12)
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図(Fig)100 S106下層出土遺物実測図 (13)
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し､ 55は､ 下層一括遺物15点が接合している｡

54､ 56は､ 甕形土器の脚台部である｡ いずれも外

面にハケ目､ 内面に指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物で

ある｡
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図(Fig)101 S106下層出土遺物実測図 (14)



57は､ 壺形土器の胴部と考えられる｡ 外面には最

大径のある中央部にＭ字状の突帯が１条巡る｡ 内面

には指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

58は､ 壺形土器の口縁部である｡ 内外面にはハケ

目が残る｡ 点上げ遺物である｡

59は､ 器台である｡ 外面はハケ目､ 内面はハケ目

と径３～６㎜､ 深さ２～３㎜大のやや楕円の穴が７

列にわたり､ 観察される｡ 列同士の間隔､ １列内の

幅や穴の数も異なるが､ 製作時の痕跡を残すもので

はないかと考える｡ すなわちこの穴は､ 器台を作成

する際に木枠を止めた結び目ではないかということ

である｡ 型枠が外れるように布がかぶせてあれば､

布目が残ると考え､ 福岡市埋蔵文化財センターの比

佐氏・片多氏のご協力を得て､ レプリカ法で繊維痕

の確認を試みたが､ 検出できなかった｡ この様な内

部に穴の列を持つ遺物は､ １点のみであったので､

はっきりしたことは言えないが､ 今後類例が増えて

くれば非常に興味深い｡ 点上げ遺物６点が接合｡

60は､ 器台である｡ 外面はハケ目､ 内面はハケ目

後ナデ痕が残る｡ 点上げ遺物５点が接合｡

61は､ ミニチュア土器である｡ 縦､ 横､ 高さは約

３㎝程の大きさである｡ 点上げ遺物である｡

62は､ 丹塗りの甕形土器の口縁部である｡ 外面に

ミガキ､ 口縁部には暗文が見られる｡ 口縁部形態が

やや異なるが､ 須玖Ⅱ式土器の影響を受けた土器と

いえるだろう｡ 下層遺物２点が接合している｡

63は､ 丹塗りの甕形土器の口縁部である｡ 外面に

ハケ目が見られる｡ 丹塗りは一部内面まで及んでい

る｡ 口縁部形態は須玖Ⅱ式土器との共通点が多い｡

点上げ遺物である｡ 胎土の色調は肌色で明るい｡

64は､ 丹塗りの高杯形土器の杯部である｡ 内外面

ともハケ目､ ミガキ後丹塗りが施されている｡ 口縁

部の形態から､ 須玖Ⅱ式土器の範疇で捉える事がで

きる土器であるといえよう｡ 下層一括遺物７点が接

合している｡

65は､ 丹塗りの甕形土器の底部である｡ 外面にミ

ガキ､ 内面には指頭圧痕が見られる｡ 須玖Ⅱ式土器

の範疇で捉える事ができる土器であるといえよう｡

点上げ遺物である｡ 胎土の色調は肌色で明るい｡

66は､ 丹塗りの高杯形土器の杯部である｡ 内面に

はミガキ後丹塗りが施されている｡ 特に口縁部は暗

文部に黒の顔料が塗られている｡ 外面は熱による剥

落が見られるが､ もともとはミガキ後丹塗りが施さ

れていたものと考えられる｡ 口縁部の形態から､ 須

玖Ⅱ式土器の範疇で捉える事ができる土器であると

いえよう｡ 下層一括遺物９点､ ５・６層一括遺物３

点､ 点上げ遺物２点の計14点が接合している｡ 独立

行政法人文化財研究所東京文化財研究所の朽津信明
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図(Fig)102 S106下層出土遺物実測図 (15)
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図(Fig)104 住居跡 (S107) 実測図
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氏によれば､ この土器の丹 (赤色顔料) はベンガラ

であり､ その上に黒の顔料が塗ってあること判明し

た｡ しかし､ 黒の顔料は領域が狭く現地での分析は

困難であったというコメントをいただいた｡ (P417

～418参照)

67は､ 丹塗りの高杯形土器の脚部である｡ 外面に

はミガキ後丹塗りが施されている｡ 内面にはしぼり

痕が残り､ 杯部と脚部の接合部に円盤充填技法の痕

跡が窺える｡ 須玖Ⅱ式土器の範疇で捉える事ができ

る土器であるといえよう｡ 点上げ遺物である｡

68は､ 柱状片刃石斧である｡ 完形であるが､ 使い

込まれて､ 長さが3.3㎝しか残存していない｡ 石材

は蛇紋岩である｡ 下層一括遺物である｡

69は､ 磨製石剣の先端部である｡ 残存長は6.2㎝､

幅2.2㎝､ 厚さ0.7㎝である｡ 石材は粘板岩と考えら

れる｡ 土層確認トレンチの下層一括遺物である｡

70は､ 砥石である｡ ２面に磨り痕が残る｡ 節理面

で欠損しているが､ 元々形状は安定していなかった

であろう｡ 石材は変成岩である｡ 点上げ遺物である｡

71は､ 鉄製のノミと考えられる｡ 一部欠損してい

るが､ 原形は留めている｡ 長さ7.2㎝､ 最大幅2.2㎝､

厚さ２㎜である｡ 点上げ遺物である｡

72は､ 磨り石である｡ 石材は火成岩である｡ 欠損

しているが､ 表裏面に磨り痕､ 右側面には敲打痕が

見られる｡ 点上げ遺物である｡

73は磨り石である｡ 石材は火成岩である｡ 上半部

は欠損しているが､ 全面に磨り痕が見られ､ 部分的

に敲打痕が見られる｡ また､ 表面には被熱による赤

変が見られる｡ 南北ベルト北側下層出土遺物である｡

�����

ここでは､ 11点の土器を紹介する｡ ほとんどが床

面で､ 一括遺物である｡

74は､ 甕形土器の口縁部である｡ 頸部下に１条の

突帯が巡る｡ 口縁部形態は､ 黒髪式土器の特徴を呈

している｡ 最下層一括遺物２点と点上げ遺物２点の

計４点が接合している｡

75は､ 無頸壺か甕形土器の口縁部と考えられる｡

蓋を固定するための穴が確認できる｡

76､ 79は､ 高杯形土器の杯の口縁部である｡ 口縁

形態を観察すると､ 76は須玖Ⅱ式土器､ 79は黒髪式
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土器の範疇で捉える事が可能であろう｡

77､ 78､ 80､ 81､ 83は､ 甕形土器の口縁部である｡

いずれも黒髪式土器の範疇で捉えることは可能と考

えるが､ 口縁部形態はやや古手の様相を示す｡ 特に

80､ 81口縁基部が厚く､ 古い様相を示す｡ 81は､ 張

り床をはがした面で出土した｡

82は､ 甕形土器の底部である｡ 外面にハケ目が残

る｡

84は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

外面はミガキ痕と口舌部の下に突帯状のふくらみが

みられる｡ 内面はハケ目が部分的に残る｡

����������	
�����

������調査１区､ Ｋ－９グリッド｡

標高約10.00m｡

����方形

�����長軸：442㎝～､ 短軸：207㎝～､ 深さ：

20㎝｡

�������１層｡

�� !�不明｡ (付近の５つのピットは径25～30

㎝｡ 深さ16～58㎝｡)

�"�不明｡

�#$!�不明｡

�%&'�有り｡

�()*�有り｡

�+),-./�S106､ 58から切られる｡

�0123�

・硬化面及び張り床の存在から住居跡と判断した｡

また､ 出土遺物やS106から切られていることか

ら弥生時代中期後半と判断した｡

�4567��8�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�7�459�

S107から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に約３箱分で､ 総重量4,400g

であった｡ 内訳は､ 弥生土器4,277g (内丹塗り土器

は123g) であった｡

�7�456:;�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡
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図(Fig)106 住居跡 (S119) 実測図
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②層 褐色 (Hue10YR4／6)
やや砂質しまりがない｡
若干の遺物を含む｡



ここでは､ ５点の土器と１点の石器を紹介する｡

１､ ２､ ３は､ 甕形土器の口縁部である｡ １は､

一括遺物､ ２は､ 点上げ遺物､ ３は上層一括遺物で

あり､ いずれも黒髪式土器の特徴を呈している｡

３は､ 壺形土器の底部であると考えられる｡ 内外

面にハケ目が残る｡ 点上げ遺物であり､ 床直上から

の出土である｡

５は､ ミニチュア土器で､ ジョッキ形土器の突手

と考えられる｡ ジョッキ形土器の突手だとすれば､

後期の遺物と考えられるので､ 何らかの理由で混入

したものであろう｡ 一括遺物である｡

６は､ 砥石である｡ 石材は流紋岩で､ 天草砥石と

考えられる｡ ４面に磨り痕が残るが､ 両端が欠損し

ている｡ 点上げ遺物であるが､ 床面から約10㎝程浮

いている｡

����������	
�����

������調査１区､ Ｆ－７グリッド｡

標高約10.25m｡

����方形

�����長軸：535㎝､ 短軸：240㎝～､ 深さ：25

㎝｡

�������１層｡

�� !�２本｡ 径24～25㎝｡ 深さ74㎝｡

�"�有り｡ 大きさ90×75㎝で深さ約13～15㎝｡

�#$!�有り｡ 大きさ80×150㎝で深さ約15㎝｡

�%&'�不明｡

�()*�不明｡

�+),-./�S120を切り､ 54から切られる｡

�0123��4�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�3�015�

S119から出土した遺物は､ 総重量1,089gであった｡

内訳は､ 縄文土器89g (２片)､ 弥生土器1,000gであっ

た｡

�3�01267�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ３点全て黒髪

式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ １点の石器を紹介する｡

１は､ 棒状の砥石である｡ 大きさは､ 長さ25㎝､
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図(Fig)107 S119出土遺物実測図
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幅5.2㎝厚み3.4～５㎝で､ 磨り面が残存しているの

は１面のみで､ 約１／３に及ぶ｡ 石材は安山岩質で

ある｡ 節理面で欠損している｡ 点上げ遺物で貯蔵穴

の上面から出土している｡

����������	
��

�����調査１区､ Ｆ－７グリッド｡

標高約10.25m｡

���方形

����長軸：460㎝､ 短軸：175㎝～､ 深さ：25

㎝｡

������２層｡

����２本｡ 径22～35㎝｡ 深さ40～50㎝｡

 �不明｡

!"��不明｡

#$%�不明｡

&'(�不明｡

)'*+,-�S54､ 119から切られる｡

./01�

・切り合いが激しく､ 住居の隅がわずかに残るのみ

である｡

2345��6�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

5�237�

S120から出土した遺物は､ 小片の土器４点での

みで､ 総重量145gであった｡

5�23489�

小片のため､ 時期などは不明であるが､ 切りあい

関係から弥生時代中期後半期の土器であろう｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)108 住居跡 (S120) 実測図
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Ｓ120

L＝10,500m

L＝10,500m

③③
④④

⑤

①層 褐色砂質土 (Hue7.5YR４／５) ややしまる｡

②層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR３／３) ややしまる｡

③層 にぶい黄褐色 (Hue10YR５／３) やや粘質､ ややしまりがある｡

④層 褐色 (Hue10YR４／４) やや粘質､ しまりがある｡

⑤層 にぶい黄褐色 (Hue10YR４／３) やや砂質､ ややしまりがある｡

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

③

⑤
④

Ｓ119

Ｓ054

主柱穴



紹介遺物はない｡

���������	�
��	��

������調査１区､ Ｏ､ Ｐ－９､ 10グリッド｡

標高約10.10m｡

����方形

�����長軸：500㎝～､ 短軸：180㎝～､ 深さ：

40～50㎝｡

�������２層｡

��� �不明｡

�!�不明｡

�"# �不明｡

�$%&�無し｡

�'()�無し｡

�*(+,-.�無し｡

�/012�

・方形のプランであることから住居跡と判断した｡

しかし､ 明確な炉､ 柱穴､ 貯蔵穴､ 硬化面や張り

床などが見当たらないことから疑問は残る｡

�3456��7�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�6�348�

S129から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) ２箱分で､ 総重量10,733gであっ

た｡ 内訳は､ 縄文土器208g (４片)､ 弥生土器10,525

g (内丹塗り土器は513g) であった｡

�6�3459:�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ６点の土器と１点の石器を紹介する｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部であ

る｡ 内外面にハケ目が残る｡ 口縁部は､ いずれも黒

髪式土器の特徴を呈している｡ ２層から出土｡

３は､ 丹塗りの筒型器台の円筒部である｡ 外面に
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断面にかかる遺物
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図(Fig)109 住居跡 (S129) 実測図
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図(Fig)110 S129出土遺物実測図
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はハケ目後ミガキ痕が残り､ その後丹塗りが施され

ている｡ 須玖Ⅱ式土器の範疇で捉える事が可能であ

る｡ 内面は指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物１点とトレ

ンチ一括遺物１点の計２点が接合している｡ 胎土の

色調は肌色で明るい｡

４は､ 壺形土器の口縁部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 口縁形態は黒髪式土器の特徴を呈している｡

一括遺物である｡

５は､ 甕形土器の脚台部である｡ 内外面にハケ目

が残る｡ 点上げ遺物である｡

６は､ 丹塗りの高杯形土器の杯部である｡ 内外面

に丹塗りが施されているが､ 外面は被熱によりその

ほとんどが剥落している｡ 口縁形態からも須玖Ⅱ式

土器の範疇で捉える事が可能である｡ 点上げ遺物１

点と一括遺物３点の計４点が接合している｡

７は､ 粘板岩製の磨製石鏃である｡ 先端及び両端

が欠損している｡ 点上げ遺物である｡

�����������	��
��

������調査１区､ Ｃ､ Ｄ－５グリッド｡

標高約10.12m｡

����方形

�����長軸：320㎝､ 短軸：200㎝～､ 深さ：20

㎝｡

�������２層｡

��� �２本？｡ １本だけ確認｡ 径35㎝｡ 深さ40

㎝｡

�!�有り｡ 大きさ40～×70㎝で深さ約５㎝｡

�"# �有り｡ 大きさ60×10５㎝で深さ約20㎝｡

�$%&�有り｡

�'()�有り｡

�*(+,-.�S094から切られる｡

�/012��3�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�2�/04�

S135から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) １箱分で､ 総重量3,232gであっ

た｡ 内訳は､ 弥生土器3,232g (内丹塗り土器は32g)

であった｡

�2�/0156�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであった｡

ここでは､ ５点の土器と１点の石器を紹介する｡

１､ ２､ ４は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ ２は胴部がかなりはるが､ 口縁部形態から

いずれも黒髪式土器の特徴を呈している｡ 全て点上

げ遺物である｡

３は､ 甕形土器の脚台部である｡ 底があまり上が

らず､ 開きが無い形態からやや古手の様相を示す｡

２層からの出土である｡

５は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部であるが､
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図(Fig)111 住居跡 (S135) 実測図
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④

①層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)
②層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3)

③層 褐色砂質土 (Hue10YR4／4)
④層 焼土を含んだ層 ０ ２ｍ

Ｓ＝1／60

５

４

２

６
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口縁部形態はやや後期の様相を示している｡ 無い外

面にハケ目が残る｡ 点上げ遺物である｡

６は､ 砂岩の砥石である｡ ５面に磨り痕跡がある｡

全体的に被熱による赤変が見られる｡ 点上げ遺物で

貯蔵穴の上面から出土している｡

����������	
�����

������調査１区､ Ｋ､ Ｌ－９グリッド｡

標高約10.15m｡

����楕円形

�����長軸：550㎝､ 短軸：380㎝程度､ 深さ：

40～45㎝｡

�������３層｡

�� !�12本｡ 径30～70㎝ (平均35㎝)｡ 深さ11

～59.4㎝ (平均36.2㎝)｡

�"�不明｡

�#$!�無し｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)113 住居跡 (S108) 実測図
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硬化面

はり床

主柱穴

炉

見通しの遺物

①層 灰黄褐色 (Hue10YR5／2)
粗めの砂質｡

②層 黒褐色 (Hue10YR3／1)
粗めの砂質でカーボンを多く含み､ 黒っぽく見える｡

③層 灰黄褐色 (Hue10YR4／2)
粗めの砂質でカーボン・焼土を含む､ 黄色っぽい地山の土の山砂をブロック状に含む｡

４

１



�����有り｡

�����有り｡

�	�
���S106から切られる｡

������

・柱穴､ 硬化面､ 張り床があることから住居跡の可

能性が高いと判断した｡

���������床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�������

S108から出土した遺物は､ 20点ほどで､ 弥生土

器382gのみであった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全てが黒髪式

土器の範疇で捉えられるものであった｡

ここでは､ ４点の土器を紹介する｡

１､ ２､ ３､ ４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口

縁部形態からいずれも黒髪式土器の特徴を呈してい

る｡ ３は中層からの出土で､ １､ ２､ ４は点上げ遺

物である｡

���� !"

#$%%&'�())*+)),-."

�/012�調査２区､ Ｕ－７､ ８グリッド｡

標高約10.5m｡

�34�合せ口の小児用甕棺

�5�67�断面で一部確認｡

�8��丹塗りの高杯｡ 脚部が一部欠損しているも

ののほぼ完形｡ 口径28.5㎝､ 残存高21.5㎝｡ 内外面

にはハケ目後､ ミガキ痕が観察され､ その上から丹

塗りが施されている｡ 器形と口縁部形態から黒髪式

土器の範疇で捉える事ができると考える｡

�9��壺形土器の胴部｡ 口縁部及び胴部上部は､

故意に打ち欠いて上甕との合せを良くするために欠

損させている｡ 最大胴部径は33.0㎝､ 残存高41.0㎝｡

外面にはハケ目後ミガキ痕､ 内面にはハケ目が観察

される｡ 胴部上半部には幅８㎜､ 高さ８㎜で２重の

突帯が巡る｡ 器形から黒髪式土器の範疇で捉える事

ができると考える｡

�:�;<�上甕と下甕の合わせ部分に目張り用の

粘土あり｡

���=>�水洗いをしたが､ 骨片や副葬品は確認

できなかった｡

�	�
���S008がS009を切る｡

#$%%?'�())*-."

�/012�調査２区､ Ｕ－７グリッド｡

標高約10.5m｡

�34�合せ口の小児用甕棺

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)114 S108出土遺物実測図
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図(Fig)115 甕棺墓 (S008・S009) 実測図
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図(Fig)116 S008出土遺物実測図
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図(Fig)117 S009出土遺物実測図
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������未確認｡

����完形の甕形土器｡ 口径36.1㎝､ 残存高53.8

㎝｡ 内外面にはハケ目が残るが､ 焼きが甘いせいか

器面が粗く､ 調整痕が部分的にしか残存していない｡

口縁部の約２㎝下に幅１㎝､ 高さ0.5㎝の１重の突

帯が巡る｡ 口縁部形態から黒髪式土器の範疇で捉え

る事ができる｡ 胎土分析の資料である｡

�	��壺形土器の胴部｡ 口縁部は､ 故意に打ち欠

いて上甕との合せを良くするために欠損させている｡

最大胴部径は50.2㎝､ 残存高58.2㎝｡ 外面にはハケ

目後ミガキ痕､ 内面にはハケ目や指頭圧痕が観察さ

れる｡ 胴部上半部には幅１～1.5㎝､ 高さ0.8～１㎝

で２重の刻み目突帯が巡る｡ 器形から黒髪式土器の

範疇で捉える事ができると考える｡

�
���上甕と下甕の合わせ部分に目張り用の

粘土あり｡

������水洗いをしたが､ 骨片や副葬品は確認

できなかった｡

��������S008がS009を切る｡

����

・S008とS009の調査により､ ２基とも小児用甕棺

で側に並んで切り合いながら埋葬されていること

から､ 間もなく亡くなった幼い兄弟の墓である可

能性が高い｡ 軸は北東方向にきれいに並んでいる

が､ 頭の方向が逆である｡ 幼い子どもを失った親

(弥生人) の悲しみは絶えがたきものであったで

あろう｡

������� !"#

$%&'() *++,-.#

�/012�調査１区､ Ｂ－５グリッド｡

標高約10.2m｡

�34�長楕円形

�567�長軸：165㎝､ 短軸：75㎝､ 深さ：43㎝｡

�8��２層｡

�9:�

①貝殻｡ マガキの貝殻が主体を占める｡ 左殻は52枚

確認｡ わずかにハイガイを含み､ 左殻は５枚確認｡

また､ 被熱したカキの貝殻数は６枚あった｡

②土器｡ 小片が50点ほど｡ 弥生土器片が中心で縄文

土器片が混入する｡

③魚骨｡ １点確認｡ 間棘の可能性あり｡ (帆足俊文

氏のご教示による)

��������無し｡ 単独で存在｡

����

・長楕円形の穴 (ゴミ穴) を掘り､ 貝殻等を捨てた

ポケット貝塚 (いわゆるゴミ捨て場) と考えられ

る｡ その時に魚の食べ滓や土器の小片も捨てたの

であろう｡ 当時は近くでカキが採集できる環境で

あった可能性が高い｡ 出土土器は小片であり､ 年

代の決め手となる口縁部がない｡ カキを放射性炭

第Ⅳ章 調査の結果

― 141 ―

図(Fig)118 ポケット貝塚 (S093) 実測図
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素年代測定にかけて14Ｃ年代を暦年代に較正した

年代が､ cal BC 75－cal AD 35 (100％) であっ

た｡ この年代を信用すると弥生中期にあたる｡

��������

	
�����������

������調査２区､ Ｔ－９グリッド｡

標高約10.2m｡

����楕円形

�����長軸：55㎝～深さ：約34㎝｡

����３層｡

���� !"�S034､ 37から切られる｡

�#$%&��'�床面及び床面からやや浮いた状

態で出土｡ 遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�&�#$(�

S030から出土した遺物は､ 弥生土器２点のみで

あった｡

�&�#$%)*�

土器の様相は､ 甕の口縁部は､ 黒髪式土器の範疇

で捉えられるものであったことから､ 弥生時代中期

後半期の土器と判断した｡

ここでは､ １点の土器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を呈する｡ 点上げ遺物である｡

�#+%,-�

・切り合いがあり､ 全体のプランは不明だが､ 住居

と考えるには小さすぎる｡ 遺物は２点であり､ 性

格は不明である｡

	
��.��������

������調査２区､ Ｔ－９グリッド｡

標高約10.2m｡

����楕円形

�����長軸：170㎝～､ 短軸：150㎝～､ 深さ：

51～65㎝｡

����３層｡

���� !"�S030､ 37から切られる｡

�#$%&��'�床面及び床面からやや浮いた状

態で出土｡ 遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�&�#$(�

S034から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) ２箱分で､ 総重量5,516gであっ

た｡ 内訳は､ 縄文土器121g (10片)､ 弥生土器5,374

g (内丹塗り土器は272g)､ 青磁 (３片) 21gであっ

た｡

�&�#$%)*�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ やや後期の様

相を持つものとが混在するが､ 床面近くはほとんど

黒髪式土器の範疇で捉えられるものであったことか

ら､ 弥生時代中期後半期の土器と判断した｡ 青磁片

３点は上層の遺物で混入であろう｡

ここでは､ ２点の土器を紹介する｡

２は､ 無頸壺か甕形土器の口縁部である｡ 甕形土

器であれば､ やや後期的な様相を呈する｡ 点上げ遺

物である｡

３は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を呈する｡ 点上げ遺物である｡

�#+%,-�

・当初は住居跡の可能性も考えたが､ 硬化面や柱穴､

炉などが無いことから土抗とした｡ 遺物は散在す

るが性格は不明である｡

	
��/��������

������調査２区､ Ｔ－９グリッド｡

標高約10.2m｡

����楕円形

�����長軸：60㎝～深さ：約10㎝｡

����１層｡

���� !"�S034､ 37から切られる｡

�#$%&��'�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�&�#$(�

S037から出土した遺物は､ 丹塗りの弥生土器120

gのみであった｡ 小片のため､ 紹介はしない｡

�#+%,-�

・切り合いがあり､ 全体のプランは不明だが､ 住居

と考えるには小さすぎる｡ 遺物は小片であり､ 性

格は不明である｡ 切りあい関係から弥生時代中期

後半期の土抗と判断した｡

	
�����������

������調査２区､ Ｔ－９グリッド｡

標高約10.2m｡

����楕円形
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１(S030) ２(S034) ３(S034)
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Ａ Ｂ
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SS003377S034
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ⅣⅣAA－－ｂｂ
①

②

③

L＝11,000m L＝11,000m
Ｃ Ｄ Ａ Ｂ

１

２

３

Ｓ034

Ｓ037

Ｓ039

Ｂ
Ａ

Ｃ ＤＳ30

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

断面にかかる遺物
見通しの遺物

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

図(Fig)119 土坑 (S030・S034・S037・S039) 実測図及び出土遺物実測図

トレンチ

S034

①層 黒褐色土 (Hue10YR2／3) 砂粒を多く含み､

やわらかい｡

砂粒は１㎜以下のものがほとんどだが､ 中に

は２㎜程度のものを含む｡ 土台体はやや粘性

を帯びる｡

勾玉出土はこの層の上部の遺構検出時出土｡

②層 褐色土 (Hue7.5YR4／4) 径２㎜以下の砂粒を

多く含み､ 砂質で粘性はない.｡

中には５㎜程度の砂粒もわずかに含む｡

③層 黒褐色土 (Hue10YR3／2) 径１㎜以下の細か

な砂粒を多く含み､ やわらかい｡ 土は粘性を

帯びる｡
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Ｓ044

Ｓ089

断面にかかる遺物
見通しの遺物

L＝10,500m

L＝10,500m

L＝10,500m

L＝10,500m

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｓ045

３

１

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

図(Fig)120 土坑 (S045) 実測図及び出土遺物実測図

１
２

３

０ 10㎝
Ｓ＝１／3

２
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図(Fig)121 土坑 (S056) 実測図及び出土遺物実測図

１ ２ ３

４ ５

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｓ056

Ａ Ｂ
L＝10,500m

１

２

５

６

３

①

②

L＝
10,500m

Ｄ
Ｃ

①

②

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

６

見通しの遺物

S056
①層 黒色 (Hue10YR2／1) ザリザリの砂層､ 乾く

と移植入らないほど固くなる｡ 土器､ 石を包
含する｡

②層 暗褐色 (Hue10YR3／4) ザリザリの砂層､ 乾
くと移植入らないほど固くなる｡ 土器､ 石を
包含する｡
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Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

①

L＝10,300m

L＝10,300m

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

ＤＤ

ＣＣ

①

L＝
10,300m

L＝
10,300m

３

２

S064

①：褐色砂質土 (Hue7.5YR４／４)

堆積層｡ 砂を含み､ しまりがなく､ 若干の炭化物が混入

Ｓ064

図(Fig)122 土坑 (S064) 実測図及び出土遺物実測図

１

２

３

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



�����長軸：30㎝～深さ：約10㎝｡

����１層｡

��	
���S037から切られる｡

���������出土遺物はない｡

�������

・切り合いがあり､ 全体のプランは不明だが､ 住居

と考えるには小さすぎる｡ 切りあい関係から弥生

時代中期後半期の土抗と判断した｡ 性格も不明｡

��������� �!"#

�$%&'�調査１区､ Ｃ－５グリッド｡

標高約10.16m｡

�(��不定形

�����長軸：128㎝～､ 短軸：53～60㎝､ 深さ：

25～27㎝｡

����２層｡

��	
���S044から切られる｡

���������ほぼ床面から出土｡ 遺構廃絶時

の遺物として捉えたい｡

�����)�

S045から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１／２箱分で､ 総重量366g

であった｡ 内訳は､ 縄文土器16g (１片)､ 弥生土

器350g (内丹塗り土器は77g) であった｡

������*+�

土器の様相は､ 甕の口縁部は､ 全て黒髪式土器の

範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生時代

中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ３点の土器を紹介する｡

１､ ３は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部であ

る｡ いずれも黒髪式土器の特徴を呈している｡ ２は､

内面にハケ目が残り､ いずれも頸部下に１条の突帯

が巡る｡ いずれも点上げ遺物である｡

２は､ 甕形土器の底部である｡ 外面にハケ目が残

る｡ 点上げ遺物である｡

�������

・詳細は不明である｡

����,���� �!"#

�$%&'�調査１区､ Ｅ－６グリッド｡

標高約10.40m｡

�(��楕円

�����長軸：270㎝､ 短軸：164㎝､ 深さ：40～

44㎝｡

����２層｡

��	
���無し｡

���������床面から浮いた状態で出土｡ 遺

構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�����)�

S056から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約３箱分で､ 総重量5,716gで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器20g (１片)､ 弥生土器

5,696g (内丹塗り土器は96g) であった｡

������*+�

弥生土器の様相は､ 甕の口縁部は､ 全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡ 中世の遺物は上

層から出土した｡ 紛れ込みであろう｡

ここでは､ ６点の土器を紹介する｡

１､ ３､ ４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部

形態でみると１は､ 立岩式甕棺､ ３､ ４は黒髪式土

器の範疇で捉えられる特徴を呈している｡ １､ ３は

点上げ遺物であり､ ４は､ 一括遺物である｡

２は､ 壺形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を呈している｡ 点上げ遺物である｡

５は､ 甕形土器か壺形土器の底部である｡ 点上げ

遺物である｡

６は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 点上げ遺物である｡

�������

・詳細は不明である｡

���,�����  !"#

�$%&'�調査１区､ Ｂ､ Ｃ－２グリッド｡

標高約10.25m｡

�(��長楕円

�����長軸：124㎝､ 短軸：87㎝､ 深さ：30～

34㎝｡

����１層｡

��	
���無し｡

���������床面から浮いた状態で出土｡ 遺

構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�����)�

S064から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１／２箱分で､ 総重量1,221
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gであった｡ 内訳は､ 弥生土器1,221g (内丹塗り土

器は21g) であった｡

��������	

土器の様相は､ 甕の口縁部は､ 全て黒髪式土器の

範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生時代

中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ３点の土器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を呈している｡ 一括遺物である｡

２は､ 壺形土器の口縁部である｡ 外面には放射状

にミガキ痕が見られる｡ 黒髪式土器の特徴を呈して

いる｡ 点上げ遺物３点が接合している｡

３は､ 甕形土器か壺形土器の底部である｡ 内外面

にハケ目が残る｡ 点上げ遺物である｡

６は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 点上げ遺物である｡

��
���	

・詳細は不明である｡

�����������������

���� 	調査１区､ Ａ､ Ｂ－５グリッド｡

標高約10.2m｡

�!"	楕円？

�#$%	長軸：230㎝､ 短軸：230㎝､ 深さ：25～

30㎝｡

�&�	２層｡

�'()*+,	S070を切る｡
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図(Fig)123 土坑 (S069・S070) 実測図
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S069
①層 黒褐色砂質土 (Hue10YR2／2)

きめがやや粗い砂質土｡ ややしまる｡
②層 黒褐色砂質土 (Hue7.6YR3／2)

①と比較するとより粗く､ ややしまりの無い砂質土｡
S070
�層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3／3)

所々に非常にまばらに１～２mm大のカーボンと焼土
が入るややしまる砂質土｡

０ １ｍ
Ｓ＝1／40

１

②②
①①

��

②②
①①

��



��������	床面から浮いた状態で出土｡ 遺

構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�����
	

S069から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分で､ 総重量8,276gで

あった｡ 内訳は､ 弥生土器8,276g (内丹塗り土器は

376g) であった｡

��������	

土器の様相は､ 甕の口縁部は､ １点を除き全て黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであったことから､

弥生時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ６点の土器を紹介する｡

１､ ４､ ５､ ６は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上

半部である｡ 口縁部形態は､ 黒髪式土器の特徴を呈
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図(Fig)124 Ｓ069・Ｓ070出土遺物実測図
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３

４
５

６
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０ 10㎝
Ｓ＝1／3



している｡ ５､ ６は､ 内外面にハケ目が残る｡ いず

れも点上げ遺物である｡ ４は､ 後期の様相を示す｡

２は､ 無頸壺か鉢形土器の口縁部と考えられる｡

口縁部には放射状のミガキ痕が見られる｡ 須玖Ⅱ

式土器の影響を受けた土器と考えられる｡ 一括遺物､

ハケ目が残る｡ 点上げ遺物であるが､ 一部遺構外に

かかる｡

３は､ 立岩式甕棺の口縁部と考えられる｡ 頸部に

１条の突帯が巡る｡ 点上げ遺物である｡

���������	
��	���

������調査１区､ Ａ－５グリッド｡

標高約10.2m｡

����楕円？

�����長軸：90㎝､ 短軸：125㎝､ 深さ：13㎝｡

����１層｡

���� !"�S069に切られる｡

�#$%&��'�床面から浮いた状態で出土｡ 遺

構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�&�#$(�

S070から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１箱分で､ 総重量2,386gで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器86g (１片)､ 弥生土器

2,300gであった｡

�&�#$%)*�

土器の様相は､ 甕の口縁部は､ 除き全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであったことから､ 弥生

時代中期後半期の土器と判断した｡

ここでは､ ３点の土器を紹介する｡

７､ ９は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態

は､ 黒髪式土器の特徴を呈している｡ ９は､ 頸部下

に１条の突帯が巡る｡ いずれも一括遺物である｡

８は､ 鉢形土器の口縁部と考えられる｡ 口縁部に

は放射状のミガキ痕が見られる｡ 外面にはハケ目､

内面には指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

���++����	,��

������調査１区､ Ｊ－９グリッド｡

標高約10.13m｡
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図(Fig)125 土坑 (S099・S103) 実測図
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����長楕円

�����長軸：290㎝､ 短軸：206㎝､ 深さ：20～

23㎝｡

��	�１層｡

�
�����S100を切る｡

�����	���床面直上及び床面から浮いた状

態で出土｡ 遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

��	����

S099から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１箱分で､ 総重量9,000gで

あった｡ 内訳は､ 弥生土器9,000g (内丹塗り土器は

138g) であった｡
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図(Fig)126 S099出土遺物実測図
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��������	

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 大半が黒髪式

土器の範疇で捉えられるものであった｡

ここでは､ ４点の土器を紹介する｡

１､ ３は､ 甕形土器の口縁部及である｡ 内外面は

ハケ目が残る｡ ３は､ 頸部下に１条の突帯が巡る｡

口縁部形態は､ いずれも黒髪式土器の特徴を呈して

おり､ 点上げ遺物である｡

２は､ 甕形土器の脚台部である｡ 内外面はハケ目

が残る｡ 点上げ遺物である｡

４は､ 甕形土器で小児用の甕棺であろう｡ 内外面

にハケ目が残り､ 外面胴部中央には１条の刻み目突

帯が巡る｡ 口縁部形態は､ 黒髪式土器の特徴を呈し

ており､ 点上げ遺物が接合している｡

��
���	

・住居と考えるには小さすぎる｡ 床面付近は､ 黒髪

式土器の特徴を呈する土器であったことから弥生

時代中期後半期の土抗と判断した｡

�������������

�����	調査１区､ Ｊ－９グリッド｡

標高約10.13m｡

���	楕円

� !"	長軸：130㎝､短軸：50㎝～､深さ：７㎝｡

�#�	１層｡

�$%&'()	S100に切られる｡

�����*	出土遺物なし｡

���������+���

�����	調査１区､ Ｉ－９グリッド｡

標高約10.25m｡

���	楕円

� !"	長軸：160㎝､ 短軸：150㎝､ 深さ：25㎝｡

�#�	１層｡

�$%&'()	S114､ 145､ 146を切る｡

�������,	床面から浮いた状態で出土｡ 遺
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L＝10,500m

L＝10,500m

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

ＣＤ

１

① ②②

②②
①①

Ｓ113

図(Fig)127 土坑 (S113) 実測図

S113
①：暗褐色 (Hue7.5YR３／４) を呈する砂質土｡
②：暗褐色 (Hue7.5YR３／３) を呈する砂質土｡

①よりややしまる｡

０ 10㎝

０ ２ｍ

Ｓ＝1／3

Ｓ＝1／60

Ｓ081

Ｓ114

Ｓ114



構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�������

S113から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１／２箱分で､ 総重量9,000

gであった｡ 内訳は､ 弥生土器700g (内丹塗り土器

は40g) であった｡

������	
�

出土遺物は少なかったが､ 甕の口縁部は､ 全て黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであった｡

ここでは､ １点の土器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部及である｡ 口縁部形態は､

黒髪式土器の特徴を呈している｡ 一括遺物である｡

������不明｡

��������������

������調査１区､ Ｏ－９グリッド｡

標高約10.00m｡

����長楕円

�� !�長軸：185㎝､ 短軸：80㎝､ 深さ：26㎝｡

第Ⅳ章 調査の結果
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Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｓ128
１

２ ３

①
②

③③

Ｃ
Ｄ

Ａ Ｂ

①
② ③③

S128
①層 黒褐色砂質土 (Hue10YR3／3)

きめの細かい砂質土｡ 長石多し､ やや柔らかい｡
②層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2)

所々に２～３mm大のカーボンを含む｡ やや粘性を
もったやわらかい砂質土｡

③層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) やわらかな砂質土｡

１

２

３

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

図(Fig)128 土坑 (S128) 実測図及び出土遺物実測図

断面にかかる遺物
見通しの遺物



����２層｡

�����	
�無し｡

��������床面直上及び床面から浮いた状

態で出土｡ 遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�������

S128から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１／２箱分で､ 総重量2,180

gであった｡ 内訳は､ 弥生土器2,180g (内丹塗り土

器は41g) であった｡

��������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが黒

髪式土器の範疇で捉えられるものであった｡

ここでは､ ３点の土器を紹介する｡

１は､ 壺形土器である｡ 外面はハケ目､ 内面はハ

ケ目及びハケ目後指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物であ

る｡
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図(Fig)129 土坑 (S140) 実測図
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２
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Ａ Ｂ

Ｃ
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Ａ
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Ｄ
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Ｃ
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L＝10,500m L＝10,500m

L＝10,500m

①

②②

③

①

②
③③

・断面にかかる遺物

S140
①層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)

やや目が粗い砂質土｡ ザラザラして少しやわらかい｡
2～5mm大のカーボンを所々含む｡

②層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR5／4)
ややしまる黄褐色の帯状のブロックを含む層｡
きめが細かくやや粘性がある｡

③層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR1／2)
目の粗い黒褐色の砂質土｡ 粘性は高くなく､
サラッとしている｡

０ １m
Ｓ＝1／30



２､ ３は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態

は､ いずれも黒髪式土器の特徴を呈しており､ 点上

げ遺物である｡

�������不明｡

�	
����
���
�����

������調査１区､ Ｃ－３グリッド｡

標高約10.25m｡

����楕円形

�����長軸：141㎝､ 短軸：117㎝､ 深さ：45㎝｡

� !�３層｡

�"#$%&'�無し｡

��(�)!�*�遺構底直上に投げ込まれた状態

で出土｡ 遺構廃絶時の遺物として捉えたい｡ 非常に

一括性の高い遺物である｡

�)!�(+�

S140から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) ３箱分で､ 弥生土器10,333g

(内丹塗り土器は2,233g) であった｡

�)!�(�,-�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 全て黒髪式土

器の範疇で捉えられるものであり､ 非常に一括性の

高い土器である｡

ここでは､ 18点の土器を紹介する｡ 全て点上げ遺

物である｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態

は､ いずれも黒髪式土器の特徴を呈している｡

３､ ５は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態

は､ いずれも黒髪式土器の特徴を呈している｡ ３は､

内外面にハケ目が残り､ 外面には胴部上半部に１条

の沈線が巡る｡ ５は､ 頸部下に１条の突帯が巡る｡

４は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目が

残る｡

６は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

甕の形態は黒髪式土器の影響が強いが､ 口縁部形態

は､ 須玖Ⅱ式土器の影響を呈している｡ 外面にはハ

ケ目が残り頸部下に１条の突帯が巡る｡ 内面は指頭

圧痕が残る｡

７は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 口縁形

態は黒髪式土器の特徴を呈するが､ 口縁基部が厚く､

やや古手の様相を示す｡

８は､ 丹塗りの甕形土器の底部である｡ 須玖Ⅱ式

土器の特徴を呈している｡

９は､ ２条の刻み目突帯を持つ甕形土器の口縁部

である｡ 従来､ 弥生時代前期後半に位置付けされて

きた形態の土器である｡ 中期の段階までこの土器形

式が残っていたとは考えにくく､ 当時拾われたもの

が混入した可能性が高いと考える｡

10､ 11､ 12は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ 口縁部は黒髪式土器の特徴を呈している｡

12は､ 外面にハケ目が残り､ 頸部に１条の突帯が巡

る｡

13は､ 甕形土器か壺形土器の底部と考えられる｡

内外面にハケ目が残る｡

14は､ 鉢形土器である｡ 全体の約／３が残存して

いる｡ 外面にハケ目､ 内面に指頭圧痕が残る｡

15は､ 丹塗りの高杯形土器の杯部である｡ 内外面

にミガキ痕が残り､ 特に口縁部には暗文が残る｡ 口

縁形態から須玖Ⅱ式土器の特徴が窺える｡

16は､ 鉢形土器である｡ 全体の約１／２が残存し

ている｡ 外面にハケ目､ 内面にハケ目後指頭圧痕が

残る｡ 形状が黒髪式土器の壺形土器口縁部に酷似し

ている｡

17は､ 鉢形土器の脚台部と考えられる｡ 外面にハ

ケ目､ 内面に指頭圧痕が残る｡

18は､ 丹塗りの壺形土器の口縁部である｡ 口縁形

態は､ 10､ 11､ 12と違いくぼみが無くややなめらか

である｡ また､ 口縁部に放射状の暗文が見られるこ

とから､ 黒髪式と須玖Ⅱ式のいずれの影響も受けた

土器と考えられる｡

./0123

�4
565��
�����

������調査１区､ Ｇ－７グリッド｡

標高約10.23m｡

����楕円形

�����長軸：33㎝､ 短軸：29㎝､ 深さ：15.1㎝｡

� !�１層｡

�"#$%&'�無し｡

��(�)!�*�深さの浅いピットに投げ込まれ

た状態で出土｡ 遺構廃絶時の遺物として捉えたい｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)130 S140出土遺物実測図 (１)

１

２

３ ４

５

６
０ 10㎝

Ｓ＝1／3
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７

８

９

10
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13

図(Fig)131 S140出土遺物実測図 (２)

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

丹塗り
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14

15

16

17
18

図(Fig)132 S140出土遺物実測図 (３)

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

丹塗り



�������

No.1757から出土した遺物は､ 弥生土器のみでこ

こに紹介する資料である｡

������	
�

土器の様相は､ 甕の口縁部は､ 黒髪式土器の範疇

で捉えられるものである｡

ここでは､ ３点の土器を紹介する｡ 全て一括上げ｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態は､

黒髪式土器の特徴を呈している｡

２は､ 甕形土器の脚台部及び胴部下半部である｡

３は､ 甕形土器か壺形土器の底部である｡

������

・投げ捨てる様に破棄してある様相から土器溜めの

可能性が高い｡ 一括性の高い遺物と考えたい｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)134 ピット1757出土遺物実測図

１

２

３

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

図(Fig)133 ピット1757位置図及び実測図

図16参照



��������	
����

①����������からの出土である｡

��������������� !�

"#$%&'調査２区､ Ｖ－８グリッド｡

標高約10.6ｍ｡

"()'隅丸方形

"*+,'長軸：432㎝､ 短軸：318㎝､ 深さ：25～

35㎝｡
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図(Fig)135 住居跡 (S004) 実測図

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

L＝10,900m

L＝10,900m

①①
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③ ④
内覆土

ピット内覆土

Ｅ Ｆ

Ｈ Ｇ

L＝10,300m

��
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�
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�
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①①
②②

③ ④⑤

内覆土

ピット内覆土

Ｓ004

Ａ ＢＢ

Ｃ

Ｄ

Ｓ011

試掘トレンチ

ＤＤ
EE

GG

HH

Ｃ
Ｄ

L＝
10,900m

１

２

３

はり床

硬化面

０ ２ｍ
Ｓ＝1／10

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

Ｓ004
�層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2)

炭化物･焼土をわずかに含む｡
床面の土がまじる｡

�層 黒褐色粘土 (Hue7.5YR3／1)
焼土・炭化物をわずかに含む｡

�層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2)
砂質でやわらかい｡ 地の田の土
が所々まじる｡

Ｓ004
①層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2)

所々に (流れこみと思われる) カーボン粒 (２～20㎜大) を含む｡ 長石と考えら
れる白い粒を多く含むややしまったザラザラした砂質土｡ 遺物多し｡

②層 暗褐色土 (Hue7.5YR3／3)
①より砂粒のきめが細かくやわらかい｡ ２～３㎜大のカーボンや焼土を所々含む｡
遺物多し｡

③層 褐色土 (Hue7.5YR4／3)
三角堆積土層｡ 東の方がやや色調が黒く見分けにくい｡ 褐色土でややしまる｡

④層 暗褐色土 (Hue7.5YR3／3)
②と比較してあまり長石を多く含まない｡
底部に近い程､ 黄土色に近い砂や黒色を所々に含む｡

⑤層 黒色土 (Hue7.5YR2／1)
最下層でしかも中央の炉周辺にある黒色のやや粘性のある土で少しやわらかい｡
２～３㎜大の焼土やカーボンを所々に含む｡

貯蔵穴

炉

主柱穴



�������細分して５層｡

��	
�２本｡ 径25～35㎝｡ 深さ18～20㎝｡

���有り｡ 大きさ50×70㎝で深さ約8㎝｡

��
�有り｡ 大きさ75×83㎝で深さ約25㎝｡ ３

層に分層可能｡

�����有り｡

�����有り｡

��������S011から切られる｡

���������床面から浮いた状態で出土｡ 遺

構廃絶の遺物として捉えたい｡ 貯蔵穴の中はほとん

ど礫｡

�������

S004から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×5㎝) に２箱分で､ 総重量7,064ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (２片：16ｇ) 弥生土器

7,048ｇ (内丹塗り土器は248ｇ) であった｡

������ !�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 中期の黒髪式

土器と後期の様相を持つものが混在していた｡ 全て

点上げ遺物である｡

ここでは､ ３点の土器と１点の石器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部が内側に

細長く突起が伸び､ 外側にほぼ同じ厚さで細長く伸

びるという黒髪式土器の特徴を備えている｡ 点上げ

遺物である｡

２は､ 無頸壺の口縁部であると考えられる｡ 中期

から後期への過渡期の様相が窺える｡ 点上げ遺物で

ある｡

３は､ 甕形土器か壺形土器の底部である｡ 内面に

指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

４は､ 砥石である｡ 石材は凝灰岩質の軽石である｡

玉などを研ぐためのものであろう｡ 貯蔵穴から出土

している｡

"#$%&'()%*+,%*-./0

�1234�調査２区､ Ｔ－８グリッド｡

標高約10.55ｍ｡

�5��隅丸方形

�678�長軸：450㎝､ 軸：335㎝､ 深さ：25㎝｡

�������細分して３層｡

��	
�４本？もしくは５､ ６本？径約20～50㎝｡

深さ約15～30㎝｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)136 S004出土遺物実測図
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図(Fig)137 住居跡 (S012) 実測図
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①①
②②

③③

S012
①層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2)

砂質土でマンガンや酸化鉄のブロックを所々に含む｡ や
やしまる｡

②層 暗褐色土 (Hue7.5YR3／3)
①と比較すると粒子が細やかで色調がやや明るい｡ やや
柔らかい｡

③層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2)
隅にあるピットや落ち込みの中にある埋土｡
砂質層できめが細かく３～５㎜大のカーボンを含む｡ し
かし､ SP側は少し粘質があり､
④に似る｡

④層 黒色土 (Hue7.5YR2／1)
３～５㎜大のカーボンを含む｡
住居内の中心部のみにしかなく炉内の埋土の可能性大｡
粒子が細やかで①～③と比較すると､ やや粘性がある｡

�層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)
粒子は細やかで､ やや固い｡
1.5㎝大のカーボンがまばらにある｡

�層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)
粒子は1㎜程度でやわらかい｡

貯蔵穴

主柱穴

炉

４
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図(Fig)138 S012出土遺物実測図
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���有り｡ 大きさ85×70㎝で深さ約10㎝｡

�����有り｡ 大きさ115×85㎝で深さ約15㎝｡

���	�有り｡

�
���有り｡

�������S019から切られる｡

������

・柱穴は､ 柱痕跡を確認したので､ ４本と考える｡

しかし､ １本は炉と接するため､ 不安は残る｡ 可

能性として､ 東西隅の２本柱も考えられるが､ １

本しか確認されていない｡

・住居内を起伏をもった溝が巡る｡ 貯蔵穴は南側に

位置するが､ 溝とややつながる｡

���������床面から浮いた状態で出土｡ 遺

構廃絶の遺物として捉えたい｡ 貯蔵穴中の遺物は

廃絶間もない遺物として捉えたい｡

�������

S012から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×5㎝) に４箱分で､ 総重量10,726ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (21片：340ｇ) 弥生土器

10,386ｇ (内丹塗り土器は236ｇ) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 中期の黒髪式

土器と後期の様相を持つものが混在していたが､ 後

期の様相を持つものが多かった｡

ここでは､ ８点の土器､ ２点の土製品､ １点の石

器を紹介する｡

１､ ４は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部であ

る｡ 口縁部形態がややくの字状に外反し､ 後期の様

相を呈している｡ ４は内面にハケ目が残る｡ 10点が

接合している｡ いずれも点上げ遺物である｡

２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を呈している｡ 点上げ遺物である｡

３は､ 甕形土器の脚台部である｡ 内外面にハケ目

が残る｡ 点上げ遺物である｡

５は､ 鉢形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

口縁部形態がややくの字状に外反し､ 後期の様相を

呈している｡ 内外面にハケ目が残る｡ ７点が接合し

ている｡ 点上げ遺物である

６は､ 甕形土器か壺形土器の底部である｡ 内外面

にハケ目が残る｡ 点上げ遺物である｡

７は､ 鉢形土器の口縁部である｡ 内外面に丹塗り

が施されている｡ 一括遺物である｡

８は､ ミニチュア土器である｡ 内外面に指頭圧痕

が残る｡ 点上げ遺物である｡

９は､ 土錘である｡ １層から出土している｡

10は､ 土製の勾玉である｡ 頭部が欠損している｡

２層から出土している｡

11は､ 磨製石族である｡ 石材は､ 粘板岩か結晶片

岩と考えられる｡ １層からの出土である｡

 !"##$%&'#()'**+,-

�./01�調査２区､ Ｓ､ Ｔ－８､ ９グリッド｡

標高約10.30ｍ｡

�2��方形

�345�長軸：470㎝､ 短軸：460㎝､ 深さ：38～

55㎝｡

�6789��３層｡

�:;��径約25～30㎝のピットは６本あるが不明｡

Ｐ１～Ｐ６の深さは､ 34､ 24､ 42､ 17､ 10､ 16㎝｡

���不明

�����不明｡

���	�有り｡

�
���不明｡

�������Ｓ029､ 30を切り､ S035､ 36から

切られる｡

������

・方形プランであることと､ 一部硬化面が確認され

ることから住居跡としたが､ 不安は残る｡ 検出時

から遺構ラインが非常に見難く､ 掘削も難航した

遺構であった｡

���������床面から浮いた状態で出土｡ 遺

構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�������

S033から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×5㎝) に15箱分で､ 総重量40,837ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (32片：454ｇ) 弥生土器

40,367ｇ (内丹塗り土器は1112ｇ) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ 中期の黒髪式

土器と後期の様相を持つものが混在していたが､ 後

期の様相を持つものが多かった｡
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ここでは､ 17点の土器､ ３点の石器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 外面に

は､ 頸部と胴部中央部に１条ずつの突帯が巡り､ ハ

ケ目が残る｡ 内面には接合痕が残る｡ 口縁部は後期

の特徴である ｢くの字｣ の形状を呈する｡ トレンチ

一括遺物が接合している｡

２は､ ほぼ完形な甕形土器である｡ １､ ２層一括､

点上げ遺物など21点が接合している｡ 内外面にハケ

目が残る｡ 口縁部は完全な ｢くの字｣ の形状を呈す

る｡

３は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ １､ ２

層一括､ 点上げ遺物など19点が接合している｡ 内外

面にハケ目が残るが､ 胴部中央部がやや肥厚する｡

口縁部は ｢くの字｣ の形状を呈する｡

４､ ５､ ６は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれ

も点上げ遺物であり､ 黒髪式土器の特徴を呈してい

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)139 住居跡 (S033) 土坑 (S036) 実測図
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�

Ｆ

③

S033
①層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) きめが細やかでややしま

る砂質土｡
②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) きめが細やかでややしま

る砂質土｡ ①層と比較して色調が
やや暗い｡

③層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) ３層のうちで一番粒子が
粗くやわらかい砂質土｡ 所々に白いブロック砂が入る｡

S036
�層 暗褐色砂質土

見通しの遺物
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図(Fig)140 S033出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)141 S033出土遺物実測図 (２)
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図(Fig)142 S033出土遺物実測図 (３)
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図(Fig)143 S033出土遺物実測図 (４)
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る｡ ４は内部への突起あまりが見られず､ ６は頸部

に１条の突帯が１条巡る｡

７は､ 甕形土器か壺形土器の底部及び胴部下半部

である｡ 内面にハケ目が残り､ 底部や後期の特徴で

あるレンズ状のふくらみが見られる｡

８､ ９は､ 袋状口縁壺の口縁部と胴部上半部であ

る｡ 同一固体の可能性がある｡ ８は２層一括遺物４

点､ ９は点上げ遺物と２層一括遺物の計２点が接合

している｡

10は壺形土器のほぼ完形である｡ 外面はハケ目と

胴部に２条の刻み目突帯が巡る｡ 内面はハケ目が残

り､ 口縁内部にわずかな突起が残る｡ 黒髪式土器の

なごりであろうか｡ 底部は後期の特徴であるレンズ

状のふくらみがある｡ 点上げ遺物と一括遺物の25点

が接合している｡

11は甕形土器か無頸壺の口縁部と考えられる｡ 内

外面にハケ目が残る｡ １､ ２層一括遺物が８点接合

している｡

12は甕棺の胴部の突帯部である｡ 幅約2.5㎝､ 高

さ約1.8㎝の刻み目突帯である｡ 外面にはわずかに

ハケ目も残る｡ 点上げ遺物と２層一括遺物の計２点

が接合している｡

13は壺形土器の口縁部である｡ 外面にハケ目､ 内

面にはハケ目と指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

14､ 15は壺形土器である｡ 14は内外面にハケ目が

残り､ 口縁部はやや外反する｡ 15は内面にハケ目が

残り､ 底部はレンズ状にややふくらむ｡ いずれも点

上げ遺物である｡

16は高杯形土器の杯部である｡ 外面にはハケ目が

残り､ 口縁部から約３㎝下に１条の突帯が巡る｡

17は高杯形土器の口縁部である｡ 内外面に丹塗り

が残る｡ １層の一括遺物である｡

18は磨製石鏃である｡ 石材はチャートである｡ 部

分的に欠損しているが､ 形状は保っている｡ １層の

一括遺物である｡

19は軽石製の浮きと考えられる｡ ２層の一括遺物

である｡

20は砥石と考えられる｡ 石材は赤色の軽石である｡

２条の溝が観察される｡ おそらく玉類の砥石であろ

う｡ 点上げ遺物である｡
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図 (Fig)144 S033出土遺物実測図 (５)
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��������	
��	
���

������調査１区､ Ｅ､ Ｆ－７､ ８グリッド｡

標高約10.30ｍ｡

����方形 (ベッド付き)

�����長軸：530㎝､ 短軸：470～㎝､ 深さ：20

～25㎝｡

�������細分６層｡

� !"�２本？１本しか確認できない｡ 径約32㎝｡

深さ約25㎝｡

�#�有り｡ 大きさ95×100㎝で深さ約10～13㎝｡

�$%"�不明｡

�&'(�有り｡

�)*+�有り｡

�,*-./0�自然流路２から切られる｡

�1234�

・柱穴と炉が近すぎるきらいがある｡

[遺物の出土状況] 床面から浮いた状態で出土｡ 遺

構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�5�678�

S053から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×5㎝) に５箱分で､ 総重量10,651gで

あった｡ 内訳は縄文土器 (１片：21ｇ) 弥生土器

10,615ｇ (内丹塗り土器は77ｇ)､ 中世の白磁は３

ｇ､ 青磁は３ｇ､ 近世以降の陶器は８ｇ､ 磁器は１

ｇであった｡ 中世や近世以降の遺物は自然流路で切

られた時に混入したものと考えられる｡

�5�679:;�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は､ ほとんどが後
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図(Fig)145 住居跡 (S053) 実測図
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S053
①層 黒褐色土 (Hue10YR3／1) 硬質の砂層｡
②層 にぶい黄褐色土 (Hue10YR4／3) 硬質の砂層｡
③層 灰黄褐色砂質土 (Hue10YR5／2)
④層 黒色砂質土 (Hue10YR2／1) 炭化物？｡
⑤層 褐灰色土 (Hue10YR4／1) 焼土を含む砂質土｡
⑥層 灰黄褐色土 (Hue10YR5／2)

炉

主柱穴

③ ④ ⑤ ⑥
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図(Fig)146 S053出土遺物実測図
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期の様相を持つものであった｡

ここでは､ 10点の土器､ １点の石器､ ２点の鉄器

を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 点上げ遺物であ

り､ 黒髪式土器の特徴を呈している｡

２は､ 壺形土器の口縁部である｡ 外面には､ 頸部

と胴部中央部に１条ずつの突帯が巡り､ ハケ目が残

る｡ 内面には接合痕が残る｡ 口縁部は後期の特徴で

ある ｢くの字｣ の形状を呈する｡ トレンチ一括遺物

が接合している｡

３､ ４､ ５は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれ

も内外面にハケ目が残り､ 口縁部は後期の特徴であ

る ｢くの字｣ の形状を呈する｡ 点上げ遺物である｡

８､ ９は､ 甕形土器か壺形土器の底部である｡ ９

には外面にハケ目､ 内面に指頭圧痕が残る｡ いずれ

も点上げ遺物である｡

７は､ 甕形土器の底部である｡ 外面にハケ目の単

位､ 内面に指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

６は､ 器台の口縁部及び胴部上半部である｡ 内外

面にハケ目が残る｡ 点上げ遺物である｡

10は､ 高坏形土器の杯底部と脚部である｡ 内外面

にハケ目が残り､ 杯底部と脚部の接合部に１条の突

帯が巡る｡ 点上げ遺物である｡

11は､ 磨製石鏃である｡ 石材は緑泥変岩と考えら

れる｡ 部分的に欠損しているが､ 原形はつかめる｡

トレンチ一括の遺物である｡

12は､ 鉄釘と考えられる｡ 点上げ遺物である｡

13は､ 鉄鏃である｡ X線により中央部に２つの穴

があることが判明した｡ 矢柄との固定のために穿孔

された穴と考えられる｡

��������	
��	����

������調査１区､ D－６グリッド｡

標高約10.30ｍ｡

����方形 (ベッド付き)

�����長軸：540㎝､ 短軸：440㎝､ 深さ：35㎝｡

�������細分６層｡

� !"�２本｡ 径約35～40㎝｡ 深さ40㎝｡

�#�有り｡ 大きさ70×80㎝で深さ約10～15㎝｡

�$%"�有り｡ 大きさ115×65㎝で深さ約15～20

㎝｡

�&'(�有り｡

�)*+�有り｡

�,*-./0�S072､ 98を切る｡

�1234��5�床面からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�4�126�

S073から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に７箱分で､ 総重量10,651ｇ

であった｡ 内訳は縄文土器 (12片：227ｇ) 弥生土

器18,996ｇ (内丹塗り土器は596ｇ)､ 中世の白磁は

３ｇ､ 青磁は３ｇ､ 近世以降の陶器は２ｇであった｡

中世や近世以降の遺物は後世に混入したものであろ

う｡

�4�12378�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は,中期の黒髪式

土器と後期の様相を持つものが混在していたが､ 後

期の様相を持つものが多かった｡

ここでは､ 13点の土器､ ３点の石器､ ２点の土製

品､ １点の石製品を紹介する｡

１､ ２､ ３は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部

形態は黒髪式土器の特徴を呈している｡ １は２層か

ら､ ２､ ３は点上げ遺物である｡

４は､ 鉢形土器の口縁部と考えられる｡ 内面には､

指頭圧痕が残る｡ ２層一括遺物である｡

５は､ 丹塗り甕形土器の口縁部である｡ 丹塗りは

一部内面にも及んでいる｡ 口縁部には放射状の暗文

が施されている｡ 点上げ遺物である｡

６は､ 甕形土器の口縁部と胴部上半部である｡ 内

面に指頭圧痕が残り､ 頸部に１条の突帯が巡る｡ ２

層一括遺物である｡ 黒髪式土器の特徴を呈している｡

７は､ 壺形土器の口演部である｡ 口縁部形態は黒

髪式土器の特徴を呈している｡ 点上げ遺物である｡

８は､ 短頸壺の口縁部と胴部上半部と考えられる｡

一括遺物である｡

９は､ 鉢形土器である｡ 内外面にハケ目が残る｡

一括遺物17点が接合している｡

10は､ 高杯形土器の杯部である｡ 外面には､ 口縁

から４㎝下に１条の突帯が巡り､ 一部ハケ目が残る｡

内面はハケ目が残る｡ 一括遺物４点が接合している｡

11､ 12は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 内
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外面にハケ目が残るり､ 口縁部は後期の特徴である

｢くの字｣ の形状を呈する｡ 11は点上げ遺物､ 12は､

一括遺物11点､ １層一括遺物８点､ ２層一括遺物13

点､ 点上げ遺物26点の計58点が接合している｡

13は､ 器台である｡ 外面にはハケ目､ 内面には絞

り痕が残る｡ ２層一括遺物２点､ 点上げ遺物８点の

計10点が接合している｡

14は､ 砥石である｡ 石材は流紋岩で､ 天草砥石と

考えられる｡ 点上げ遺物で２点が接合している｡ 磨

り面は４面に見られる｡

15は､ 石包丁である｡ 欠損しており､ １つの穿孔

の径がかろうじてわかる程度である｡ 石材は輝緑凝

灰岩で､ 立岩産石包丁の可能性が高い｡ 上層からの

出土である｡

16は､ 碧玉製の管玉である｡ 住居覆土１層の水洗

により検出｡

17は､ 粘板岩製の磨製石鏃である｡ 先端部及び側

縁部が欠損している｡ 一括遺物である｡

18､ 19は､ 土製勾玉の破片である｡ 17は基部､ 18

は頭部であり､ 穿孔がある｡ 形状がやや異なること
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図(Fig)147 住居跡 (S073) 土壙墓 (S098) 実測図
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①層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4) 径1㎜以下の砂粒を多く含み､ 砂礫が

強い｡
②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) やや粘りのある黒褐色の砂質土がま

ばらに入り込む｡
③層 黒褐色砂質土 (Hue10YR2／3)

②に近いがやや粘りのある黒褐色の砂質土をブロック状に含む｡
④層 黒褐色土 (Hue10YR2／2) ②に近いが､ カーボン・焼土を多く含む｡
⑤層 褐色土 (Hue7.5YR4／4) 細砂 (径0.2～0.5㎜以下) の砂粒を含み砂

質である｡
(いわゆる地山が固くしまっている｡)

⑥層 黒褐色 (Hue7.5YR3／2) 砂質である｡ しまりがあり､ やわらかい｡
カーボンとわずかに焼土を含む｡
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図(Fig)148 S073出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)149 S073出土遺物実測図 (２)
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から別個体の可能性が高い｡ 18は２層一括､ 19は一

括遺物である｡

��������	�	
	����

������調査１区､ Ｆ－６､ ７グリッド｡

標高約10.30ｍ｡

����方形 (ベッド付き)

�����長軸：670㎝､ 短軸：475㎝､ 深さ：35～

45㎝｡

�������３層｡

��� �２本｡ 径約35～50㎝｡ 深さ43～49㎝｡

�!�有り｡ 大きさ170×110㎝で深さ約10～15㎝｡

�"# �有り｡ 大きさ105×70㎝で深さ約15㎝｡

�$%&�不明｡

�'()�不明｡

�*(+,-.�S054､ 78､ 119､ 120を切る｡

�/012�

・２層 (床面及び床面から15㎝上までの間) にカー

ボンや焼土が多い｡ 鉄斧が２点出土していること

から小鍛冶が行われた可能性も否定できない｡

・住居内に浅い溝状のものが部分的に見られる｡

�3456��7�床面及び床からやや浮いた状態

で出土｡ 遺構廃絶時及び廃絶後間もない遺物として
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図(Fig)150 S073出土遺物実測図 (３)
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図(Fig)151 住居跡 (S075) 実測図・炉周辺の焼土､ カーボン広がり状況
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図(Fig)152 S075出土遺物実測図 (１)

１

２

３

４

５

６

７

８

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



― 180 ―

９

10

11

図(Fig)153 S075出土遺物実測図 (２)
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図(Fig)154 S075出土遺物実測図 (３)
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捉えたい｡

�������

S075から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に10箱分で､ 総重量27,460ｇ

であった｡ 内訳は縄文土器 (18片：426ｇ) 弥生土

器27,028ｇ (内丹塗り土器は452ｇ)､ 中世の青磁が

６ｇであった｡ 中世の遺物は後世に混入したもので

あろう｡

������	
�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部はほぼ後期の様相

を持つものであった｡

ここでは､ 16点の土器､ １点のガラス小玉､ ３点

の鉄器､ １点の土製品､ ３点の石器を紹介する｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態

は黒髪式土器の特徴を呈している｡ １は点上げ遺物

から､ ２は床面から出土した遺物である｡

３､ ４は､ 甕形土器の口縁部である｡ いずれも口

縁部は後期の特徴である ｢くの字｣ の形状を呈する

が､ ３はやや直立気味である｡ ３は頸部下に１条の

刻み目突帯､ ４は１条の突帯が巡る｡ ３は点上げ遺

物､ ４は２層出土遺物である｡

５は､ 甕形土器の口縁部と胴部上半部である｡ 口

縁はやや後期的な様相を呈する｡ 外面はハケ目､ 内

面はナデ痕が見られる｡ 点上げ遺物である｡

６は､ 甕形土器の口縁部と胴部である｡ 口縁はや

や後期的な様相を呈する｡ 外面はハケ目が残り､ 胴
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図(Fig)155 S075出土遺物実測図 (４)
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部中央部に１条の刻み目突帯が巡る｡ 一括遺物６点､

床上遺物２点､ 点上げ遺物13点の計21点が接合して

いる｡

７は､ 壺形土器の頸部及び胴部上半部である｡ 外

面には鉤の手状の貼り付けを持つ｡ 点上げ遺物であ

る｡

８は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にはハケ目､

内面にはナデ痕が残る｡ 点上げ遺物である｡

９､ 11は､ 甕形土器の口縁部と胴部である｡ 口縁

はやや後期的な様相を呈する｡ ９は､ 一括遺物25点

が接合している｡ 11は､ 外面にハケ目が残り､ １層

一括遺物２点､ ２層一括遺物２点､ 一括遺物15点､

点上げ遺物17点の計35点が接合している｡

10は､ 甕形土器か壺形土器の胴部および底部であ

る｡ 内外面にハケ目が残る｡ 低部やややレンズ状の

ふくらみが見られる｡ 点上げ遺物である｡

12は､ 高杯形土器の杯部である｡ 外面にはハケ目､

内面には絞り痕が残る｡ 杯部と脚部の境目には円盤

充填技法が見られる｡ ２層一括遺物１点､ 一括遺物

２点､ 点上げ遺物２点の計５点が接合している｡

13は､ 無頸壺である｡ 外面には部分的にハケ目が

残り､ 口縁部下と胴部中央部にそれぞれ一条ずつ突

帯が巡る｡ 内面には指頭圧痕が残る｡ 完全にはつな

がらないが､ 復原を試みた｡ １層一括遺物２点､ ２

層一括遺物２点､ 一括遺物２点､ 点上げ遺物３点の

計９点が接合している｡

14は､ ミニチュア土器である｡ 一括遺物である｡

15は､ 高杯形土器の杯部である｡ 外面にはハケ目

が残る｡ 点上げ遺物である｡

16は､ 器台である｡ 脚部が欠損しているが､ 内外

面にハケ目が残る｡ 一括遺物４点が接合している｡

17は､ ガラス小玉である｡ 住居覆土下層 (２層)

の水洗で確認した｡

18は､ 土製勾玉である｡ 両端部が欠損している｡

点上げ遺物である｡

19は､ 鉄釘と考えられる｡ １層から出土した｡ 後

世の流れ込みの可能性も否定できない｡

20は､ 袋状鉄斧である｡ 一部欠損しているが､ X

線撮影によりその形状が推測できる｡ 住居南側の壁

最下面で出土した｡ 廃絶時の遺物と考えられる｡

21は､ 板状鉄斧である｡ 住居北側の壁最下面で出

土した｡ 20と同様､ 廃絶時の遺物と考えられる｡ 20

と21は出土位置が対峙しており､ 非常に興味深い｡

この板状鉄斧について村上恭通氏から朝鮮半島産で

あるとのご教示をいただいた｡

22は磨り石である｡ 石材は安山岩質と考えられる｡

裏面に磨り痕が見られる｡ 一括資料で層位は不明で

ある｡

23は磨り石と考えられる｡ 石材は安山岩質と考え

られる｡ 一部欠損しているが､ 表面に磨り痕が見ら

れる｡ 一括資料で層位は不明である｡

24は磨り石である｡ 石材は安山岩質と考えられる｡

表裏面に磨り痕が見られる｡ 一括資料で層位は不明

である｡

���������	
��	���

������調査１区､ Ｉ､ Ｊ－８グリッド｡

標高約10.20ｍ｡

����方形

�����長軸：565㎝､ 短軸：345㎝～､ 深さ：40

～50㎝｡

�������３層｡

� !"�２本｡ 径約50～60㎝｡ 深さ45～50㎝｡

�#�有り｡ 大きさ75×75㎝で深さ約10～13㎝｡

�$%"�有り｡ 大きさ75×150㎝で深さ約35㎝｡

�&'(�不明｡

�)*+�不明｡

�,*-./0�S092､ 147を切り､ 74から切られ

る｡

�1234��5�床から浮いた状態で出土｡ 遺構

廃絶後の遺物として捉えたい｡

�4�126�

S077から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×5㎝) に10箱分で､ 総重量13,575ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (５片：51ｇ) 弥生土器

13,501ｇ (内丹塗り土器は1,090ｇ)､ 近世以降の陶

器が23ｇであった｡ 近世以降の遺物は何らかの理由

で後世に混入したものである｡

�4�12378�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部はほとんどが後期

の様相を持つものであった｡
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ここでは､ 16点の土器､ ２点の石器､ ２点の土製

品を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態は黒

髪式土器の特徴を呈している｡ ３層出土遺物である｡

２は､ 壺形土器の口縁部である｡ 頸部に１条の突

帯が巡る｡ 一括遺物である｡

３は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態は

｢くの字｣ 状に外反し､ 後期の土器の特徴を呈して

いる｡ 一括遺物である｡

４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 内外面にハケ目

が残る｡ 口縁部形態は ｢くの字｣ 状に外反し､ 後期

の土器の特徴を呈している｡ 頸部に１条の突帯が巡

る｡ 点上げ遺物４点が接合している

５は､ 鉢形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

内外面にハケ目が残る｡ ２層出土遺物である｡

６､ ７は､ 甕形土器の脚台部である｡ いずれも内
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図(Fig)156 住居跡 (S077) 実測図

Ｅ Ｆ Ｇ ＨL＝10,000m L＝10,000m

１◎ ２◎２◎ １◎ ２◎

Ｊ
L＝10,400m

Ｉ

①

③③
②②

Ａ Ｂ
L＝10,400m

４
７ 11 ９

３
８

６

Ｓ092
ト
レ
ン
チ

L＝10,400m

L＝10,400m

Ｎ Ｍ

Ｋ Ｌ

�

�

� �

Ｃ
Ｄ

①
②②

③③

L＝
10,400m

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｉ

Ｊ

Ｍ

Ｎ

Ｇ

Ｈ

Ｋ

Ｌ

８

９

ＦＥ

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

�

S077
①層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3／3)

最上層のややしまる砂質土｡ 長石を多く含む｡
②層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2)

２～３㎜大のカーボンや焼土を含む砂質土｡ 遺物も多く含む｡
③層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)

最下層のやや柔らかい砂質土｡ 砂粒がやや大きい｡
④層 ③とほとんど変わらないが色調がやや暗い｡

１◎層 柱痕跡 (暗褐色粘質土)
２◎層 掘り方痕跡 (暗褐色砂質土)

�層 カーボンを含む層
�層 焼土層

④
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図(Fig)157 S077出土遺物実測図 (１)
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外面にハケ目が残る点上げ遺物である｡

８は､ 壺形土器の口縁部である｡ 口縁が直立する｡

外面にハケ目､ 内面に指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物

である｡

９は､ 壺形土器の底部である｡ 内外面にハケ目が

残り､ やや上げ底である｡ １層出土遺物と点上げ遺

物の計２点が接合している

10は､ 無頸壺である｡ 底部が欠損しているが器形

は把握できる｡ 外面にハケ目､ 内面にハケ目と指頭

圧痕が残る｡ １､ ２､ ３層出土遺物の計５点が接合

している｡

11は､ 脚台付き鉢の脚台部である｡ 内外面にハケ

目と丹塗りが残る｡ 点上げ遺物３点が接合している｡

12は､ 無頸壺の口縁部である｡ 口唇部には刻み目､

頸部下には鉤の手状の貼り付け紋様を持つ｡ １層出

土遺物である｡

13は､ 鉢形土器である｡ １､ ２層出土遺物の計３

点が接合している｡

14は､ 鉢形土器である｡ 内面にハケ目､ 外面に指

頭圧痕が残る｡ １層出土遺物である｡

15は､ ミニチュア土器である｡ 甕形土器の脚台部

であろう｡ 内外面に指頭圧痕が残る｡ ３層出土遺物

である｡

16は､ 器台である｡ 内外面に指頭圧痕が残る｡ 他

の器台と比較して､ 胎土が粉状で細かく､ 器壁も厚

いことで非常に異なる器台である｡ 同一個体である
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図(Fig)158 S077出土遺物実測図 (２)
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が､ 上下が接合しなかったので､ 復原を試みた｡ １

層出土遺物計５点が接合している｡

17は､ 砥石である｡ 石材は流紋岩である｡ ５面に

磨り痕が観察される｡ 非常に目が細かいことから仕

上げ用の砥石だと考えられる｡ 一括遺物である｡

18､ 19は､ 土製の勾玉である｡ いずれも頭部に穿

孔がある｡ 18は点上げ遺物､ 19はトレンチ一括遺物

である｡

20は粘板岩製の磨製石鏃であり､ ２層からの出土

である｡

��������	
��	����

������調査１区､ Ｇ､ Ｈ－７､ ８グリッド｡

標高約10.25ｍ｡

����方形

�����長軸：445㎝､ 短軸：405㎝､ 深さ：15～

20㎝｡

����� �４層に細分｡

�!"#�４本｡ 径約25～30㎝｡ 深さ60～70㎝｡

�$�有り｡ 大きさ70×90㎝で深さ約15㎝｡

�%&#�無し｡

�'()�有り｡

�*+,�不明｡

�-+./01�S082を切り､ 74､ 84､ 85､ 109か

ら切られる｡

�2345 �6�床から浮いた状態で出土｡ 遺構

廃絶後の遺物として捉えたい｡

�5 237�

S083から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×5㎝) に５箱分で､ 総重量10,283ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (２片：63ｇ) 弥生土器

10,220ｇ (内丹塗り土器は345ｇ)､ であった｡

�5 23489�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は黒髪式と後期が

混在していたが､ 後期の様相を示す遺物が多かった｡

ここでは､ ６点の土器､ １点の石器を紹介する｡

１､ ２､ は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形

態は黒髪式土器の特徴を呈している｡ いずれも点上

げ遺物である｡

３は､ 甕形土器の口縁部である｡ 内外面にハケ目

が残る口縁部はやや後期の様相を呈している｡ 点上

げ遺物である｡

４は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 口縁部

形態は ｢くの字｣ 状に外反し､ 後期の土器の特徴を

呈している｡ 内外面にハケ目が残る｡ 上層一括遺物

15点､ 点上げ遺物12点の計27点が接合している｡

５は､ ミニチュア土器である｡ 甕形土器か壺形土

器を模した底部である｡ 一括遺物である｡

６は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目､

内面に指頭圧痕が残る点上げ遺物である｡

７は､ 砥石である｡ 石材は砂岩である｡ 上部は欠

損しており､ ４面に磨り痕が観察される｡ 点上げ遺

物である｡

��������		:	;���

������調査１区､ Ｂ､ Ｃ－５グリッド｡

標高約10.28ｍ｡

����方形

�����長軸：485㎝､ 短軸：445㎝､ 深さ：35㎝｡

����� �５層に細分｡

�!"#�２本｡ 径約23～30㎝｡ 深さ70～78㎝｡

�$�有り｡ 大きさ95×108㎝で深さ約15㎝｡

�%&#�有り｡ 大きさ75×100㎝で深さ約15㎝｡

�'()�有り｡

�*+,�有り｡

�-+./01�無し｡

�2345 �6�床から浮いた状態で出土｡ 遺構

廃絶後の遺物として捉えたい｡

�5 237�

S090から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) に12箱分で､ 総重量34,930ｇ

であった｡ 内訳は縄文土器 (28片：429ｇ) 弥生土

器34,501ｇ (内丹塗り土器は5,501ｇ) であった｡

�5 23489�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は黒髪式と後期が

混在していたが､ 後期の様相を示す遺物が多かった｡

ここでは､ 12点の土器を紹介する｡

１は､ 甕形土器である｡ 脚台部を欠損している｡

口縁部形態は ｢くの字｣ 状に外反し､ 後期の土器の

特徴を呈している｡ 内外面にハケ目が残る｡ 一括遺

物､ 床面遺物､ ２層遺物､ 点上げ遺物の計46点が接

合している｡
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図(Fig)159 住居跡 (S083) 土坑 (S109) 実測図
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S083
①層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2) やや砂

質､ しまりがある｡ 遺物を多量に含む｡
②層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3／3) やや砂

質､ しまりがある｡ 遺物を若干含む｡
③層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3／3 やや粘

質､ しまりがある｡ 遺物を含まない｡
④層 暗褐色砂質 (Hue10YR3／3) しまりが

ない｡ 遺物を含まない｡

S109
�層 黒褐色 (Hue10YR3／2) やや砂質で

しまりがある｡ 遺物を含む｡
�層 暗褐色 (Hue10YR2／3) やや砂質で

ややしまりがある｡ 遺物を含まない｡
�層 黄褐色 (Hue10YR4／3) ややしまり

がある｡ 遺物を含まない｡

炉

主柱穴



第Ⅳ章 調査の結果

― 189 ―

図(Fig)160 S083出土遺物実測図
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２は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 外面に

はハケ目が残る｡ 後期の様相を呈す｡ 点上げ遺物９

点が接合している｡

３は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を呈している｡ 点上げ遺物である｡

４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 外面頸部に１条

の突帯が巡る｡ 口縁部は黒髪式の特徴である内面へ

の突起が残り､ 後期の様相である ｢くの字｣ 形を呈

している｡ 点上げ遺物である｡

５は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 口縁部

形態は ｢くの字｣ 状にやや外反し､ 後期の土器の特

徴を呈している｡ 内外面にハケ目が残る｡ 点上げ遺

物である｡

６は､ 甕棺の胴部中央部である｡ 外面にハケ目と

２条の突帯がある｡ 以上は刻み目突帯で約２㎝程伸

びる｡ 復元胴部最大径は約83㎝である｡ １層遺物１

点と点上げ遺物２点の計３点が接合している｡

７は､ 壺形土器の口縁部である｡ 口縁がほぼ直立

に近い状態で立つ｡ 外面にハケ目が残る｡ 点上げ遺

物である｡
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図(Fig)161 住居跡 (S090) 実測図
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①層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2)

遺物を多く含む｡
②層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR2／3)
③層 炉内覆土
④層 溝､ 貯蔵穴内覆土
⑤層 杭穴内覆土
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図 (Fig)162 Ｓ090出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)163 S090出土遺物実測図 (２)
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図(Fig)164 S090出土遺物実測図 (３)
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８は､ 壺形土器である｡ 底部が欠損しているが器

形は把握できる｡ 口縁がほびお直立する｡ 床面遺物

１点､ 点上げ遺物２点の計３点が接合する｡

９は､ 樽型土器の口縁部である｡ 一括遺物である｡

10は､ 高杯形土器の脚部と杯の底部である｡ 外面

にハケ目が残り､ 脚部と杯部との接合部に１条の突

帯が巡る｡ 点上げ遺物が接合している｡

11は､ 鉢形土器である｡ ほぼ完形である｡ 外面に

はハケ目が残り､ 鉢部と脚部と接合部に１条の突帯

が巡る｡ 内面はハケ目と指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺

物７点が接合している｡

12は､ 壺形土器のほぼ完形の土器である｡ 外面は

ミガキ痕が施され､ 鉤の手状の貼り付けが４箇所に

ある｡ さらに､ ３条の刻み目突帯と１条の突帯が巡

る｡ 内面はハケ目や指頭圧痕が残る｡ また､ 内外面

に丹塗りと考えられる赤色が観察されるが､ 丹塗り

土器とは断定できない｡ 底部は若干レンズ状のふく

らみを持つ｡

�����������	
�

�����調査１区､ Ｌ､ Ｍ－８グリッド｡

標高約10.2ｍ｡

����方形

�����長軸：300㎝～､ 短軸：180㎝～､ 深さ：

30～40㎝｡

�������２層｡

�����不明｡

���不明｡

� !��不明｡

�"#$�有り｡

�%&'�有り｡

�(&)*+,�S110を切る｡

�-./0�S110を弥生後期と判断したため､ S111

も切り合い関係から弥生後期と判断した｡

�1234��5�床から浮いた状態で出土｡ 遺構

廃絶後の遺物として捉えたい｡

�4�126�

S111から出土した遺物は､弥生土器100gであった｡

�4�12378�

土器は小片のため不明である｡ 紹介遺物はない｡

����9������	
�

�����調査１区､ Ｌ､ Ｍ－８グリッド｡

標高約10.2ｍ｡

����方形

�����長軸：200㎝～､ 短軸：150㎝～､ 深さ：

30㎝｡

�������１層｡

�����不明｡

���不明｡

� !��有り｡ 大きさ60×105㎝で深さ約20㎝｡

�"#$�有り｡

�%&'�有り｡

�(&)*+,�S111から切られる｡

�-./0�S110から出土した銅鏃の鉛同位体分

析結果から弥生時代後期の可能性が高いことがわかっ

たため､ S110自体も弥生時代後期と推定した｡

�1234��5�土器は床から浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡ 但し銅鏃は貯蔵

穴の上面で確認した｡

�4�126�

S110から出土した遺物は､ 総重量1,200ｇであっ

た｡ 内訳は縄文土器 (１片：54ｇ) 弥生土器1,146

ｇ (内丹塗り土器は67ｇ) であった｡

�4�12378�

土器は口縁部もなく､ 小片であり､ 紹介できない｡

ここでは､ 銅鏃１点を紹介する｡

１は､ 銅鏃である｡ 先端部や側面が一部欠損して

いるが､ 同時期の銅鏃の形態で復元を試みた｡ 鉛同

位体分析の結果､ 弥生時代後期に広形銅矛や広形銅

戈を製作していた材料と類似している可能性が高い

というデータが出た｡ (第５章参照)

����:������;�<=	
�

�����調査１区､ Ｍ－８､ ９グリッド｡

標高約10.15ｍ｡

����長方形(ベッド付き)

�����長軸：530㎝～､ 短軸：405㎝､ 深さ：45

㎝｡

�������５層に細分｡

�����２本？｡ １本しか確認できず｡ 径約70㎝｡

深さ約110㎝｡

���有り｡ 大きさ95×108㎝で深さ約15㎝｡
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�����有り｡ 大きさ85×90㎝で深さ約15㎝｡

�����有り｡

�	
��有り｡

��
����S111に切られる｡
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図(Fig)165 住居跡 (Ｓ110・Ｓ111) 実測図及び出土遺物実測図
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�層 暗褐色土 (きめが細かく､ やわらか

い)
�層 暗褐色土 (S110の覆土と同じ)
�層 暗褐色土 (色調が少し灰色で黒色粘

土が混じる)
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図(Fig)166 住居跡 (S118) 実測図
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貝穀

Ｄ

S118
①層 オリーブ褐色土 (Hue2.5Y4／4)

砂質で水分を含むとサクサク掘れる｡
土器を若干含む｡ 炭化物｡

②層 オリーブ褐色土 (Hue2.5Y4／6)
やや粘質､ 砂質であるけれど､ 土器
を大量に含む｡ 炭化物｡

③層 暗灰黄色土 (Hue2.5Y4／2)
粘質､ 土器を大量に含む｡ 骨片､炭化
物｡

④層 暗オリーブ褐色土 (Hue2.5Y3／3)
かなり粘質､ 土器・貝を大量に含む｡
骨片､ 炭化物｡

⑤層 オリーブ褐色土 (Hue2.5Y4／4)
砂質で土としては①にかなり近い｡
①よりやや黄色っぽい｡

炉

貯蔵穴

主柱穴
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図(Fig)167 S118出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)168 S118出土遺物実測図 (２)
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図(Fig)169 S118出土遺物実測図 (３)
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������S118の４層中層から大量の貝殻 (マ

ガキ)､ 魚骨､ 獣骨片が出土｡ マガキは､ 左殻を32

枚確認｡ 被熱したものも含まれていた｡ 住居の埋没

過程で廃棄されたものであろう｡

���	
���床面及び床からやや浮いた状態

で出土床面の遺物は遺構廃絶時の遺物として､ 床面

からやや浮いた遺物は遺構廃絶後間もない遺物とし

て捉えたい｡

�
�����

S118から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) に７箱分で､ 総重量27,748ｇ

であった｡ 内訳は縄文土器 (13片：239ｇ) 弥生土

器27,509ｇであった｡

�
���	���

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部はほとんどが後期

の様相を示す遺物であった｡

ここでは､ 上層 (１､ ２層) と下層 (３､ ４層)

に分けて19点の土器と１点の石器を紹介する｡

【上層】土器：13点

１は､ 甕形土器である｡ 口縁部形態は ｢くの字｣

状に外反し､ 後期の土器の特徴を呈している｡ 内外

面にハケ目が残る｡ 上層遺物46点が接合している｡
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図(Fig)170 S118出土遺物実測図 (４)
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14
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図(Fig)171 S118出土遺物実測図 (５)
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２､ ４､ ５は､ 鉢形土器である｡ いずれも内外面

にはハケ目が残る｡ ２は､ 口縁部が ｢くの字｣ 状に

外反するが､ ４､ ５はそのまま直立する｡ ２は上層

遺物が､ ６点､ ４は４点､ ５は７点が接合している｡

３は､ 鉢形土器である｡ 外面にハケ目､ 内面に指

頭圧痕が残る｡ 上層遺物５点が接合している｡

６は､ 壺形土器である｡ 外面はハケ目が残り､ 頸

部下約７㎝に１条の突帯が巡る｡ 内面はハケ目が残

る｡ 上層遺物６点が接合している｡

７は､ 壺形土器である｡ 外面はハケ目が残り､ 頸

部下に鉤の手状の貼り付けがある｡ 復元口縁の径か

ら３つあった可能性が高い｡ 内面はハケ目が残る｡

上層遺物９点が接合している｡

８､ ９は､ 甕形土器である｡ 口縁部形態は ｢くの

字｣ 状に外反し､ 後期の土器の特徴を呈している｡

内外面にハケ目が残る｡ ８は､ 上層遺物17点が接合

している｡ ９は､ 上層遺物８点と下層遺物２点の計

10点が接合している｡

10は､ 壺形土器である｡ 外面はハケ目後ミガキ痕

が残り､ 内面はハケ目と指頭圧痕が残る｡ 底部やレ

ンズ状にふくらむ｡ 上層遺物14点と下層遺物１点の

計15点が接合している｡

11は､ 壺形土器である｡ 外面はハケ目が残り､ 内

面はハケ目と指頭圧痕が残る｡ 底部やややレンズ状

にふくらむ｡ 口縁部の先端が内径してやや尖る｡ 上

層遺物15点が接合している｡

12､ 13は､ 高杯形土器である｡ 内外面にはタケ目

が残り､ 脚部の内面にはしぼり痕が確認できる｡ 12

は上層遺物22点と点上げ遺物１点の計23点が接合し

ている｡ 13は上層遺物４点と下層遺物１点の計５点

が接合している｡

【下層】土器：６点､ 石器：１点

14は､ 甕形土器の口縁部である｡ 頸部下に１条の

突帯が巡る｡ 点上げ遺物１点と下層遺物１点の計２

点が接合している｡

15は､ 甕形土器の口縁部と胴部である｡ 口縁部形

態は ｢くの字｣ 状に外反し､ 後期の土器の特徴を呈

している｡ 内外面にハケ目が残る｡ 点上げ遺物３点

と下層遺物６点の計９点が接合している｡

16は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

内外面はハケ目が残る｡ 上層遺物１点と点上げ遺物

３点の計４点が接合している｡

17は､ 鉢形土器の脚部と鉢底部である｡ 上下を故

意に割り､ 形を整えている｡ いわゆる転用品だが､

用途は不明である｡ 点上げ遺物である｡

18､ 19は､ 器台である｡ 外面にハケ目､ 内面にハ

ケ目とナデ痕がある｡ いずれも胴部上半部でくびれ

る｡ 18は上層遺物１点と点上げ遺物10点の計11点が

接合､ 19は点上げ遺物と下層遺物が接合している｡

20は､ 紫色の輝緑凝灰岩製の石包丁である｡ 立岩

産の石包丁と考えられる｡ 約1/3が欠損している｡

点上げ遺物である｡

���������	
��	���

������調査１区､ Ｋ－８グリッド｡

標高約10.12ｍ｡

����方形

�����長軸：400㎝～､ 短軸：280㎝､ 深さ：40

㎝｡

�������１層｡

� !"�４本？｡ ２本しか確認できず｡ 径約27～

32㎝｡ 深さ約18～19㎝｡

�#�不明｡
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図(Fig)172 S118出土遺物実測図 (６)

20

輝緑凝灰岩 (紫色)
０ ５㎝

Ｓ＝2／3
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図(Fig)173 住居跡 (S126) 土坑 (S138) 実測図
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S126
焼土坑内覆土

①層 灰褐色土 (Hue7.5YR4／2) 粘質土｡ 砂粒を多
く含む｡ 若干焼土もみられる｡

②層 褐色土 (Hue7.5YR4／4) 砂質土｡ 若干粘質性
があり､ 焼土を含む｡

③層 暗褐色土 (Hue7.5YR3／3) 砂質土｡ 砂粒は粗
め､ 雲母片を含む｡

図277－４参照

主柱穴
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１

図(Fig)174 S126出土遺物実測図
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丹塗り

すり痕



�����不明｡

�����不明｡

�	
��不明｡

��
����S138に切られる｡

������

・北側隅に焼土坑あり (大きさ40×90㎝で深さ約15

㎝)｡

・柱痕と考えられる穴の存在とプランから竪穴式住

居跡と判断した｡

���������床から浮いた状態で出土｡ 遺物

は遺構廃絶後しばらく時間が経ってからの遺物とし

て捉えたい｡

�������

S126から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に３箱分で､ 総重量6,997ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (４片：97ｇ) 弥生土器

6,900ｇ (内丹塗り土器は467ｇ) であった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部はほとんどが後期

の様相を示す遺物であった｡

ここでは７点の土器と２点の石器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 内外面にハケ目

を残し､ 外面頸部下に１条の突帯が巡る｡ 口縁部形

態は黒髪式土器の様相を呈する｡ トレンチ一括遺物

である｡

２は､ 無頸壺の口縁部である｡ 一括遺物である｡

３､ ５は､ 甕形土器の口縁部である｡ 内外面にハ

ケ目を残る｡ 口縁部形態は後期の様相を呈する｡ 点

上げ遺物である｡

４は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ トレンチ一括遺物である｡

６は､ 袋状口縁壺の口縁部である｡ 外面はハケ目

や磨き痕が残り､ 内面はハケ目が残る｡ 丹塗りも内

外面に見られる｡ トレンチ一括遺物である｡

７は､ 短頸壺の口縁部及び胴部上半部である｡

８､ ９は砥石である｡ いずれも石材は砂岩である｡

８は点上げ遺物で､ ４面に磨り面がある｡ ９は一括

遺物で､ 欠損しており､ ２面だけに磨り面が残る｡

また､ 一部は被熱して赤変している｡

� !"#$%&!'()!''*+,

�-./0�調査１区､ Ｏ－９､ 10グリッド｡

標高約10.00ｍ｡

�1��方形 (ベッド付き)

�234�長軸：495㎝～､ 短軸：430～482㎝､ 深

さ：20㎝｡

�5678��３層｡

�9:��２本｡ 径約30～35㎝｡ 深さ約50～55㎝｡

�;�有り｡ 大きさ85×105㎝で深さ約17㎝｡

�����有り｡ 大きさ90×100㎝で深さ約15～20

㎝｡

�����有り｡

�	
��有り｡

��
����S131を切る｡

������

・ベッドが西隅に１つ付く｡

���������床からやや浮いた状態で出土｡

遺構廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�������

S130から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) に10箱分で､ 総重量19,586ｇ

であった｡ 内訳は縄文土器 (２片：50ｇ) 弥生土器

19,531ｇ (内丹塗り土器は239ｇ)､ 中世の瓦質土器

５ｇであった｡

���������

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は中期と後期の様

相を示す遺物が混在しているが､ ほとんどが後期の

様相を示す遺物であった｡

ここでは５点の土器と２点の石器を紹介する｡

１は､ 鉢形土器の鉢部である｡ 内外面にハケ目と

指頭圧痕を残す｡ 外面に一部丹塗りが残る｡ 口縁部

形態は後期の様相を呈する｡ ２層一括遺物11点が接

合している｡

２は､ 鉢形土器の鉢部である｡ 内外面にハケ目を

残す｡ 点上げ遺物11点が接合している｡

３は､ ミニチュア土器である｡ 高杯形土器を模し

た脚部であると考えられる｡ １層出土遺物である｡

４は､ 高杯形土器の脚部と考えられる｡ 内外面に

ハケ目を残す｡ ２層出土遺物５点とS118の点上げ

遺物１点の計６点が接合している｡ S130からS118

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)175 住居跡 (S130) 土坑 (S131) 実測図
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図(Fig)176 S130出土遺物実測図 (１)
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まで約15ｍあるが､ 流されたものであろう｡

５は､ 甕形土器である｡ 外面にハケ目が残る｡ 口

縁は､ 後期の様相を示し､ 頸部下に１条の突帯が巡

る｡ 一括遺物29点が接合している｡

６､ ７は砥石である｡ ６は､ 砂岩製で３面に磨り

痕がある｡ 一括遺物で一部欠損している｡ ７は､ 安

山岩製と推定され､ １面にしか磨り痕が確認できな

い｡ 点上げ遺物である｡

���������	
��	���

������調査１区､ Ｃ－５､ ６グリッド｡

標高約10.10ｍ｡

����方形 (ベッド付き)

�����長軸：440㎝､ 短軸：420㎝､ 深さ：20㎝｡

�������３層｡
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６

７

図(Fig)177 S130出土遺物実測図 (２)

すり痕

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



�����２本｡ 径約20～30㎝｡ 深さ約15～29㎝｡

���有り｡ 大きさ65×75㎝で深さ約13㎝｡

�����有り｡ 大きさ90×60㎝で深さ約25㎝｡

�	
��有り｡

����有り｡

�������S137を切り､ S046から切られる｡

������

・ベッドが北隅に１つ付く｡

���������石包丁以外は､ 一括遺物である

ために不明｡

�������

S136から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) に２箱分で､ 総重量5,365ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (３片：43ｇ) 弥生土器

5,322ｇ (内丹塗り土器は822ｇ)､ 中世の瓦質土器

５ｇであった｡

������ !�

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は中期と後期の様

相を示す遺物が混在しているが､ そのほとんどが後

期の様相を示す遺物であった｡
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図(Fig)178 住居跡 (S136) 溝 (S046) 土坑 (S137) 実測図
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S136
①層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)

若干黄褐色砂質ブロック含む｡
②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)

黄褐色砂質ブロック含む｡
③層 黒褐色砂質土 (Hue10YE2／3)

黄褐色砂質ブロック含み､ 粘性が
ある｡ …炉

S046
�層 暗褐色砂質土

S137
層 暗褐色砂質土 (Hue

10Y3／4) わずかに
長石､ 雲母粒子含む｡

層 黒褐色砂質土 (Hue
10YR2／3) 黒色粘
土ブロック若干含み､
雲母片方含む｡

1

2

ベッド状遺構
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貯蔵穴
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図(Fig)179 S136出土遺物実測図
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ここでは５点の土器と２点の石器を紹介する｡ ６

以外は一括遺物である｡

１は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

外面にハケ目と指頭圧痕､ 内面には指頭圧痕を残す｡

２は､ ミニチュア土器である｡ 鉢形土器を模した

口縁部と考えられる｡

３は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態は

｢くの字｣状を呈し､ 後期の様相を呈している｡

４は､ 甕形土器の脚台部及び胴部下半部である｡

内外面にハケ目が残る｡

５は､ 鉢形土器である｡ 底部が欠損しているが､

復元を試みた｡ 1/4ほどしか残存していない｡

６は､ 石包丁である｡ 石材は､ 変成岩である｡ 触

るとツルツルして滑石の様相を呈するが､ 非常に硬

い｡ 穿孔の痕跡も窺えるが､ 硬くて穿孔できなかっ

たために､ 両側にえぐりを入れて使用したものと推

定される｡ 床面近くの点上げ遺物である｡

７は､ 砥石である｡ 石材はきめの細かい砂岩であ

る｡ 上下が欠損しているが､ ４面に磨り痕が残る｡

���������	
��	���

������調査１区､ Ｄ－４､ ５グリッド｡

標高約10.20ｍ｡

����方形

�����長軸：575㎝､ 短軸：325㎝～､ 深さ：30

～35㎝｡

�������４層に細分｡

� !"�２本？｡ １本しか確認できず｡ 径約75～

80㎝｡ 深さ約50～55㎝｡

�#�有り｡ 大きさ95×50～㎝で深さ約23㎝｡

�$%"�不明｡

�&'(�有り｡

�)*+�無し｡

�,*-./0�S094､ 122から切られる｡
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図(Fig)180 住居跡 (S139) 実測図
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S139
①層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3／3) しま

りはあまりない｡ 目の粗い砂を多く含
む｡ 遺物をほとんど含まない｡

②層 褐色砂質土 (Hue7.5YR4／3) ①に比
べて若干しまる｡ ①より目の細かい砂
を多く含む｡

③層 極暗赤褐色粘質土 (Hue5YR2／3) 焼
土・カーボンを含む｡ 目の粗い砂を若
干含む｡ ややしまりがある｡

④層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) あまり
しまらない｡ 目の細かな砂を多く含む｡

ＢＡ
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図(Fig)181 S139出土遺物実測図 (１)
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������

・住居内に溝状の掘り込みがある｡ 大きさ100～150

×290～350㎝で深さ約20～30㎝

���	
���溝状の掘り込みの中の遺物はほ

ぼこの住居に伴う遺物と考えられる｡ それ以外の遺

物も床面に近いことから廃絶時間もない遺物と考え

たい｡

�
�����

S139から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) に２箱分で､ 総重量7,416ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (２片：36ｇ) 弥生土器

7,380ｇ (内丹塗り土器は30ｇ) であった｡

�
���	���

土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は中期と後期の様

相を示す遺物が混在しているが､ ほとんどが後期の

様相を示す遺物であった｡

ここでは８点の土器と１点の鉄器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態は黒

髪式土器の様相を呈している｡ 一括遺物である｡

２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁部形態は後

期の様相を呈している｡ 点上げ遺物である｡

３､ ４は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部であ

る｡ 内外面はハケ目が残る｡ ４は､ 頸部下に１条の

突帯が巡る｡ また､ 内面と外面のハケ目の大きさが

異なることから､ ハケの使い分けをしていると考え

られる｡ 口縁部形態は後期の様相を呈している｡ 点

上げ遺物で３点が接合している｡

５は､ 脚台が欠けるものの口縁部や胴部はほぼ原

形を留めて､ 伏せられた状態で出土した甕形土器で

ある｡ 外面はハケ目､ 内面にはハケ目と指頭圧痕が

残る口縁部の形態は後期的な様相を示す｡ 点上げ遺

物である｡

６は､ ミニチュア土器で､ 鉢形土器を模した口縁

部と考えられる｡ 一括遺物である｡

７は､ 鉢形土器である｡ 全体の約2/5が残存して

いる｡ 内面には籾の圧痕が観察される｡ このことか

ら当時稲の栽培が行われていたことは疑いのない事

実である｡ 詳細は第Ⅴ章 (P.415～416) を参照され

たい｡ 点上げ遺物５点が接合している｡

８は､ 高杯形土器の杯底部と脚部の接合部である｡

外面にはハケ目､ 内面にはしぼり痕が残る｡ また､

接合部には１条の突帯が巡る｡ 点上げ遺物である｡

９は､ 鉄製品で槍鉋と考えられる｡ 基部が欠損し

ている｡ 点上げ遺物である｡
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図(Fig)182 S139出土遺物実測図 (２)

６

７

８

９

モミ痕

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

０ ４㎝
Ｓ＝1／2



�������

�	
��������������

������調査１区､ Ｔ－９グリッド｡

標高約10.30ｍ｡

����ほぼ円形

�����１辺：約50㎝､ 深さ：15㎝｡

� ��１層｡

�!"#$%&�S033を切る｡

�'()*��+�放り込まれた状態で出土｡ 遺構

廃絶時の遺物として捉えたい｡

�*�'(,�

S036から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約1/2箱分で､ 総重量756ｇで

あった｡ 内訳は､ 弥生土器756ｇ (内丹塗り土器は

56ｇ) であった｡

�*�'()-.�

出土土器は､ ほぼ１個体の土器で甕の口縁部は､

後期の様相を示すものであった｡

ここでは､ １点の土器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 外面にはハケ目､

内面にはハケ目と指頭圧痕が残る｡ 口縁部形態は､

後期の様相を呈しており､ 点上げ遺物３点が接合し

ている｡

�'/)01�ほぼ１個体の甕を埋めたものと考え

られる｡

�	
�2����3���

������調査１区､ Ｇ－８グリッド｡

標高約10.30ｍ｡

����ほぼ円形

�����長軸：450㎝､ 短軸：425㎝､ 深さ：60～

63㎝｡

[覆土] ３層｡

�!"#$%&�S086と接する｡

�4567�

・３層が黒褐色土であり､ 砂質土とは明らかに違う

覆土である｡ 人為的な掘り込みがあると判断した｡

２､ ３層は弥生時代後期の遺物が中心であること

から弥生時代後期の遺構と判断した｡

�'/)01�不明である｡

�'()*��+�主に２､ ３層で確認｡ 廃絶後間

もない遺物として捉えたい｡

�*�'(,�

S067から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分で､ 総重量4,840ｇで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器 (４片：230ｇ)､ 弥生土

器4,400ｇ (内丹塗り土器は71ｇ)､ 中世の須恵器12

ｇ､ 白磁19ｇ､ 青磁41ｇ､ 瓦質土器135ｇ､ 近世以

降の磁器３ｇであった｡ 中世や近世以降の遺物は上

層にあったことからS117やS74からの流れ込み遺物

と考えられる｡
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図(Fig)183 S036出土遺物実測図
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図(Fig)184 土坑 (S067・S086) 実測図及び出土遺物実測図
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Ｓ067

S086
�層 黒褐色砂質土 乾くとかなり硬くなる｡
S067
①層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2) 粒子が細やかでやわらかくパサパサしている｡

畑の土に似ている｡ この遺跡では異質の土｡
②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) 所々にブロック状に固くしまる砂質土｡

やわらかい｡ ①より明らかに砂粒であり､ 粒子が大きい｡
③層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／2) 一番下の砂質土｡ すぐ下が地山の砂層な

のでもしかすると②のシミの可能性も否定できない｡ この層を剥ぐと完全
な砂層になり､ 崩れる｡

０ ２ｍ
Ｓ＝1／80

Ｓ086



��������	

弥生土器の様相は､ 甕や壺の口縁部は中期と後期

の様相を示す遺物が混在していたが､ 大半が後期の

様相を示す遺物であった｡

ここでは４点の土器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の脚台部である｡ 内外面にはハケ

目が残る｡ ３層出土遺物である｡

２は､ 鉢形土器である｡ ない外面に指頭圧痕が残

る｡ ２層出土遺物である｡

３は､ 小型注口台付き鉢である｡ 注口部と脚台部

が欠損している｡ 外面にハケ目が残る｡ ３層からの

出土である｡

４は､ 甕形土器の口縁部と胴部である｡ 頸部に１

条の突帯が巡る｡ 外面にはハケ目が残る｡ ３層出土

遺物９点､ トレンチ一括遺物１点､ Ｇ－８グリッド

出土遺物４点､ 隣の遺構であるS085出土遺物３点

の計17点が接合している｡


��������������

�����	調査１区､ Ｇ－７､ ８グリッド｡

標高約10.30ｍ｡

���	不定形

��� 	長軸：241㎝､ 短軸：135㎝､ 深さ：58㎝｡

�!�	６層｡

�"#$%&'	S083と接する｡

��(�)*	不明である｡

�������+	浮いた状態で出土｡ 廃絶後の遺

物として捉えたい｡

�����,	

S085から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分で､ 総重量3,626ｇで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器 (１片：28ｇ)､ 弥生土

器3,596ｇ (内丹塗り土器は64ｇ)､ 中世の須恵器２

ｇであった｡ 中世の遺物は上層にあったことから流

れ込み遺物と考えられる｡

��������	

弥生土器の様相は､ 甕や壺の口縁部ほとんどが後

期の様相を示す遺物であった｡

ここでは２点の土器を紹介する｡
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図(Fig)185 土坑 (S085) 実測図
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S085
①層 黒褐色粘質土 (Hue10YR3／2) 粘質でやわらかい｡ 平面で

ドーナツ状に見える遺構 (S055) などの第一層に近似する
微細な砂粒をわずかに含むが､ 概して砂は含まない｡

②層 暗褐色粘質土 (Hue10YR3／3) 粘性を帯びてやわらかい｡
粘性は①よりは弱く､ ①よりはやわらかい｡
微細な砂粒をわずかに含む｡

③層 黒褐色土 (Hue10YR3／2) 粘性を帯びやわらかいが､ ①②
よりやわらかく､砂粒を多く含む｡
①②よりも砂粒を多く含むが粘性は弱い｡

④層 黒褐色土 (Hue10YR3／2) 粘性を帯びるが砂を多く含むた
め弱く､ パラパラしている｡
③よりやわらかい｡

⑤層 黒褐色土 (Hue10YR3／2) 粒子の細かい土で粘性を帯び､
非常にやわらかい｡ 微細な砂粒を含む｡
④の方が砂を多く含む｡

⑥層 暗褐色土 (Hue10YR3／4) 地山｡ 砂粒を多く含み､ 粘性は
ない｡ パラパラしている｡



１は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 外面に

はハケ目､ 内面にはハケ目と指頭圧痕が残る｡ 点上

げ遺物２点が接合している｡

２は､ 壺形土器の口縁部及び胴部である｡ 外面に

はハケ目が残り､ 指頭圧痕が残る｡ ２層出土遺物で

ある｡ 頸部下に鉤の手状の貼り付けがある｡ 口唇部

には刻み目が入る｡ 点上げ遺物４点 (１層)､ S067

出土遺物２点､ Ｈ－８グリッド出土遺物１点の計７

点が接合している｡ 上流から流されてきた遺物であ

ろう｡

���������	�
�����

������調査１区､ Ｈ－７グリッド｡

標高約10.25ｍ｡

����不定形

�����長軸：173㎝､ 短軸：110～120㎝､ 深さ：

35㎝｡

����３層｡

���� !"�S083と接する｡

�#$%&'�不明である｡

�#(%)��*�ほとんどは浮いた状態で出土｡

一部は底周辺で出土｡ 大半が廃絶後の遺物として捉

えたい｡

�)�#(+�

S109から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１箱分で､ 総重量2,595ｇで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器 (３片：45ｇ)､ 弥生土

器2,500ｇ (内丹塗り土器は274ｇ) であった｡

�)�#(%,-�

弥生土器の様相は､ 甕や壺の口縁部ほとんどが後

期の様相を示す遺物であった｡

ここでは５点の土器を紹介する｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部であ
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図(Fig)186 S085出土遺物実測図
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図(Fig)187 S109出土遺物実測図
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る｡ 内外面にはハケ目が残る｡ 口縁部形態は後期の

様相を呈している｡ いずれも点上げ遺物で､ １は３

点､ ２は２点が接合している｡

３は､ 甕形土器の底部である｡ 外面にはハケ目が

残る｡ 点上げ遺物である｡

４は､ 丹塗りの甕形土器の口縁部である｡ 外面に

は､ ミガキ痕と頸部下に１条のＭ字状の突帯が巡る｡

口縁部には放射状の暗文､ 口唇部には刻み目が施さ

れている｡ 丹塗りは内面にも及んでいる｡ 須玖Ⅱ式

土器の範疇で捉える事ができる土器である｡ 点上げ

遺物である｡

５は､ 壺形土器の口縁部と胴部上半部である｡ な

い外面ともにハケ目や指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物

２点が接合している｡

���������		
�	���

������調査１区､ Ｍ－９グリッド｡

標高約10.20ｍ｡

����不定形

�����長軸：84㎝､ 短軸：70㎝､ 深さ：22㎝｡

����１層｡

����� !�無し｡

�"#$%&�不明である｡

�"'$(��)�床面からやや浮いた状態で出土｡

廃絶後間もない遺物として捉えたい｡

�(�"'*�

S125から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分で､ 総重量6,534ｇで

あった｡ 内訳は､ 弥生土器6,534ｇ (内丹塗り土器

は44ｇ) であった｡

�(�"'$+,�

弥生土器の様相はほとんどが胴部で､ 数点の甕や

壺の口縁部は後期の様相を示す遺物であった｡

ここでは２点の土器を紹介する｡

１は､ 壺形土器である｡ 外面にはハケ目が残り､

胴部中央やや上方に１条の刻み目突帯が巡る｡ 頸部

にも１条の突帯が巡る｡ 内面にはハケ目と指頭圧痕

が残る｡ 底部はレンズ状にややふくらみが見られる｡

一括遺物34点が接合している｡

２は､ １と同様な壺形土器の底部及び胴部である｡

外面にはハケ目が残り､ 胴部中央やや上方に１条の

刻み目突帯が巡る｡ 内面にはハケ目が残る｡ 点上げ

遺物９点と一括遺物１２点の計21点が接合している｡

���-������.��

������調査１区､ Ｂ､ Ｃ－３グリッド｡

標高約10.20ｍ｡

����不定形

�����長軸：440㎝､ 短軸：130㎝､ 深さ：35㎝｡

����１層｡
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図(Fig)188 土坑 (S125) 実測図
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図(Fig)189 S125出土遺物実測図
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��������S134を切る｡

�	
���不明であるが､ 溝状に連なる｡

������切り合い関係から弥生時代後期の遺構

と判断した｡

�	�������一括遺物であげたために詳細は

不明｡

���	���

S132から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１箱分で､ 弥生土器3,100ｇ

であった｡

���	�����

弥生土器の様相はほとんどが胴部で､ 時期の様相

を示す遺物見当たらなかった｡ 紹介遺物はない｡

������� �!"#�!$%&'

�()*+�調査１区､ Ｂ､ Ｃ－３グリッド｡

標高約10.20ｍ｡

�,��不定形

�-./�長軸：270㎝､ 短軸：180㎝､ 深さ：125

㎝｡

�0��５層に細分｡ 全体的に焼土やカーボンが含

まれている｡

��������S134を切る｡

�	
���詳細は不明であるが､ 最下層の外側

がⅤ層の粘質土であることから､ 粘土の採掘坑の可

能性も否定できない｡

������黒髪式土器も混在しているが､ 切り合

い関係及び出土遺物から弥生時代後期の遺構と判断

した｡

�	�������１､ ２層を中心に遺物が多く含

まれており､ ２′層の中に斜めから放り込まれた形

で土器が出土している｡
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図(Fig)190 土坑 (S132・S133・S134) 実測図
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S133
①層 暗赤褐色砂質土 (Hue5YR

3／3) 風化した花崗岩を主
体とした粒子を多く含む｡
シルト質混じりの砂質土

②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3
／3) わずかに砂､ 粘土を
含むシルト｡ 縄文土器1片､
大多数は弥生土器｡

②'層 カーボン・焼土をともな
う黒髪式土器片が確認され
た層｡

③層 褐色砂質土 (Hue7.5YR4／
4) 粗い砂質の中に粘土の
薄い層を挟んでいる｡

④層 暗褐色粘質土 (Hue10YR3
／4) この付近の地山｡ 下
層ほど粘性性が高い｡

S134
�層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3

／4)
�層 暗褐色粘質土 (Hue10YR3

／3)
�層 褐色土 (Hue10YR4／4)

カーボン・焼土粒を多量に
含む層｡

S132
層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3

／4)
1

焼土

カーボン

�
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図(Fig)191 S133出土遺物実測図 (１)
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�������

S133から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分で､ 総重量5,389ｇで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器 (２片：68ｇ)､ 弥生土

器5,000ｇ (内丹塗り土器は256ｇ)､ 中世の瓦質土

器８ｇであった｡

������	
�

弥生土器の様相は､ 口縁部の様相は中期と後期が

混在している｡

11点の土器を紹介する｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁形態は

黒髪式土器の様相を呈している｡ １は､ 頸部下に１

条の突帯が巡る｡ いずれも一括遺物である｡

３は､ 鉢形土器の口縁部と考えられる｡ 一括遺物

である｡

４､ ５は甕形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

口演形態は後期の様相を呈している｡ ４は､ 一括遺

物､ ５は､ ２層出土遺物が２点接合している｡

６､ ７､ ８は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁形

態は黒髪式土器の様相を呈している｡ いずれも１～

２層出土の一括遺物である｡

９は甕形土器の底部である｡ 内外面にハケ目が残

る｡ １～２層出土の一括遺物である｡

10は､ 無頸壺の胴部上半部である｡ 内外面にはハ

ケ目があり､ 蓋を止めるための穿孔が見られる｡ １

～２層出土の一括遺物である｡

11は､ 丹塗りの高杯形土器の脚部と杯部の接合部

である｡ 内外面にはハケ目が残る｡ 脚部内面にはし

ぼり痕が残る｡ ３～４層出土の一括遺物である

���������������

������調査１区､ Ｂ､ Ｃ－３グリッド｡

標高約10.20ｍ｡

����不定形

� !"�長軸：670㎝､ 短軸：420㎝､ 深さ：25～

30㎝｡

�#��３層に細分｡

�$%&'()�S132､ 133に切られる｡

��*�+,�詳細は不明であるが､ 中央に炉と考

えられる焼土とカーボンの集中区域がある｡ 形状か

ら住居跡とは考えにくい｡

�-./0�焼土とカーボンの集中区域がある｡

�������1�床面からやや浮いた状態で出土

した｡ 遺構廃絶後の遺物として捉えたい｡

�������

S134 から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約1/3箱分で､ 総重量407ｇで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器 (１片：77ｇ)､ 弥生土

器300ｇ (内丹塗り土器は68ｇ) であった｡

������	
�

弥生土器の様相は､ 口縁部の様相は中期と後期が

混在している｡

２点の土器を紹介する｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)192 S133・S134出土遺物実測図 (２)
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12､ 13は､ 甕形土器の口縁部である｡ 12の口縁形

態はやや後期の様相､ 13は黒髪式土器の様相を呈し

ている｡ いずれも２層一括遺物である｡

���������	�
���������

������調査１区､ Ｋ－８グリッド｡

標高約10.12ｍ｡

����不定形

�����長軸：220㎝､ 短軸：190㎝､ 深さ：40㎝

～｡

����１層に細分｡

��� !"#�S126を切る｡

�$%&'(] 土器を一括に埋納した土坑と考えら

れる｡ 祭祀的な様相が強い遺構である｡ 掘り込みの

プランが非常にわかり辛かったことから埋納してす

ぐに埋めた可能性が高い｡

�$)&*��+�土器を伏せた状態､ 倒した状態､

甕の胴部を故意に割って伏せた状態で出土した｡ 数

少ない遺構に伴う遺物である｡ 遺物から弥生時代後

期の遺構と判断した｡

�*�$),�

S138から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約５箱分で､ 総重量12,459ｇ

であった｡ 内訳は､ 弥生土器12,425ｇ (内丹塗り土

器は34ｇ) であった｡

�*�$)&-.�

弥生土器は､ 後期の様相を示すものである｡ 一部中

期の黒髪式土器の様相を示す土器が混入している｡

13点の土器と２点の石器を紹介する｡ ９､ 12､ 13

以外は点上げ遺物である｡

１は甕形土器である｡ 外面は､ 横方向のタタキの

後､ 縦方向のハケ目が残り､ 内面はハケ目や指頭圧

痕が残る｡ 後期の様相を呈する土器である｡ 脚台部

がないが､ 故意に欠損させている可能性も考えられ

る｡ 口縁部を下に伏せた状態で出土した｡

２は､ 脚台のある甕形土器である｡ 内外面ともに､

ハケ目が残る｡ 完形である｡ 口縁部を下に伏せた状

態で出土した｡

３は､ 脚台のない甕形土器である｡ 内外面ともに､

ハケ目が残る｡ ほぼ完形である｡

４は､ 器台である｡ 外面にハケ目､ 内面にハケ目

としぼり痕が残る｡ 口縁部が一部しているが復元可

能な器台である｡

５は､ 壺形土器か甕形土器の底部である｡ 故意に

割り､ 伏せた状態で出土した｡

６は､ 器台である｡ 外面にハケ目､ 内面にハケ目

とナデ痕が残る｡ 底部が一部欠損している｡

７は､ 壺形土器である｡ 口縁部を一部欠くがほぼ

完形に近い｡ 外面にはハケ目, ミガキ痕､ ２条の刻

み目突帯が巡る｡ 内面はハケ目や粘土の接合痕が残

る｡ 横に倒れた状態で出土した｡

８は､ 台付き鉢である｡ 内外面にハケ目が残る完

形である｡ 口縁を下に伏せた状態で出土した｡

９は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁の形態は黒

髪式土器である｡ 一括遺物であり､ 混入した可能性

が考えられる｡

10は､ 甕形土器の口縁部である｡

11は､ 袋状口縁壺の口縁部である｡

12は､ 甕形土器か壺形土器の底部である｡ 内外面

にハケ目が残る｡ 一括遺物である｡

13は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 一括遺物である｡

14は､ 輝緑凝灰岩製の石包丁である｡ 欠損してい

るが２点が接合している｡ 色調は緑色を呈している｡

15は､ 砥石である｡ 石材は砂岩である｡ 磨り面は

平面と側面に一部認められる｡ 欠損している｡

/0�12�

��345����	�
��5���	���

������調査１区､ Ｃ－５グリッド｡

標高約10.1ｍ｡

����溝状

�����長軸：450㎝～､ 短軸：45～50㎝､ 深さ：

15～20㎝｡

����１層に細分｡

��� !"#�S136を切り､ 94に切られる｡

�$%&'(�詳細は不明であるが､ 形状から溝と

考えられる｡

�$)&*��+�底からやや浮いた状態で出土し

た｡ 遺構廃絶後の遺物である｡

�*�$),�

S046から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ
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図(Fig)193 S138出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)194 S138出土遺物実測図 (２)
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(38㎝×58㎝×15㎝) 約３箱分で､ 総重量7,809ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (５片：181ｇ)､ 弥生土器

7,370ｇ､ 中世の瓦質土器258ｇであった｡

��������	

出土した弥生土器の壺や甕の口縁部は､ 中期の黒

髪式土器や後期の様相を示すものが混在していたが､

大半が後期の様相を呈していた｡

９点の土器と１点の石器を紹介する｡ 全て一括遺

物である｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ 口縁形態は黒髪

式土器の様相を呈している｡

２は､ 壺形土器の口縁部である｡

３は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目､

内面に指頭圧痕が残る｡

４､ ５は､ 甕形土器の口縁部と胴部である｡ 内外

面ともに､ ハケ目が残る｡ 口縁部は ｢くの字｣ 状で､

後期の様相を呈する｡ ４は９点､ ５は６点が接合し

ている｡

６は､ 器台である｡ 内外面ともに､ ハケ目が残る｡

７点が接合している｡

７は､ 丹塗りの鉢形土器の口縁部である｡ 内外面

ともにハケ目が残り､ 丹塗りは内面にも及んでいる｡

８は､ 鉢形土器である｡ 外面には接合痕跡やナデ

痕が残り､ 内面には指頭圧痕が残る｡

９は､ 壺形土器の胴部及び底部である｡ 外面には

ハケ目､ 内面には指頭圧痕やハケ目の輪郭がわずか

に残る｡ 底は､ やや上げ底である｡ 25点が接合して

いる｡

10は､ 石包丁である｡ 石材は輝緑凝灰岩で､ 色調

は緑色を呈する｡ 一部は欠損している｡
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図 (Fig)195 S138出土遺物実測図 (３)
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図(Fig)196 S046出土遺物実測図 (１)

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

丹塗り



��������	


�������������	

������調査１区､ Ｉ－８､ ９グリッド｡

標高約10.3ｍ｡

����溝状

��� �長軸：390㎝～､ 短軸：55～105㎝､ 深さ：

３～22㎝｡

�!"�１層に細分｡

�#$%&'(�S114､ 92を切る｡

���)*+�詳細は不明である｡

��,)-"�.�底から浮いた状態で出土した｡

遺構廃絶後の遺物である｡ 遺物の様相から弥生時代

後期の遺構と判断した｡

�-"�,/�

S088から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) 約５箱分で､ 総重量13,137ｇ

であった｡ 内訳は縄文土器 (４片：37ｇ)､ 弥生土

器13,100ｇ (内丹塗り土器は160ｇ) であった｡

�-"�,)01�

出土した弥生土器の壺や甕の口縁部は､ 中期の黒

髪式土器や後期の様相を示すものが混在していたが､

大半が後期の様相を呈していた｡

６点の土器を紹介する｡

１は､ 小型の甕形土器の口縁部及び胴部上半部で

ある｡ 口縁部形態は､ 中期前半の様相を呈する｡ 外

面にはハケ目が残り､ 頸部下1.7㎝には１条の沈線

が残る｡ 点上げ遺物である｡

２は､ 丹塗りの壺の胴部である｡ 外面にはハケ目､

内面にはハケ目と指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物３点

が接合している｡

３は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

口縁部形態は､ ｢くの字｣ 状に屈曲し後期の様相を
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図(Fig)197 S046出土遺物実測図 (２)
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呈する｡ 外面にはハケ目が残る｡ 点上げ遺物22点と

Ｊ－８グリッド出土遺物１点の計23点が接合してい

る｡

４は､ 甕形土器である｡ 口縁部の一部を残してほ
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図(Fig)198 不明遺構 (S088) 実測図
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図(Fig)199 S088出土遺物実測図 (１)
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図 (Fig)200 S088出土遺物実測図 (２)
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ぼ完形である｡ 口縁部形態は､ ｢くの字｣ 状に屈曲

し後期の様相を呈する｡ 外面にはハケ目､ 内面には

指頭圧痕が残る｡ 点上げ遺物27点が接合している｡

５は､ 壺形土器の胴部である｡ 外面はハケ目

が残り､ 胴部中央部に刻み目突帯が１条巡る｡ 内面

はハケ目が残る｡ 胴部下半部は､ 底部から斜め方向

に真っ直ぐに立ち上がる｡ 点上げ遺物５点､ 一括遺

物３点の計８点が接合している｡

６は､ 壺形土器の胴部である｡ 外面はハケ目が残

り､ 胴部中央部に刻み目突帯が１条と刻み目の無い

突帯が１条巡る｡ 内面は指頭圧痕が残る｡ 胴部下半

部は､ 底部から斜め方向に屈曲を保ちながら立ち上

がり､ ５とは形状が異なる｡ 点上げ遺物39点､ 一括

遺物２点の計41が接合している｡

���������	
���

������
���

������
�������

 !"#$%調査１区､ Ｄ－６グリッド｡

標高約10.2ｍ｡

 &'%方形

 ()*%長軸：150㎝～､ 短軸：340㎝､ 深さ：20

㎝｡

 ��+,-%１層｡

 ./�%不明｡

 0%不明｡

 12�%不明｡

 345%有り｡

 678%不明｡

 97:;<=%S073から切られる｡

 >?@A%S073が弥生時代後期の住居跡であり､

それに切られることから､ 弥生時代後期以前である

ことは明らかである｡ しかし､ 遺物が小片であるた

めに判断はできない｡ また､ 硬化面が残存すること

から､ 住居跡と判断した｡

 BCDE-'F%不明｡

 E-BCG%

S098から出土した遺物は､ 総重量101ｇであった｡

内訳は縄文土器 (１片：48g) 弥生土器53ｇであっ

た｡

 E-BCDHI%

弥生時代の土器は小片であるために様相は不明で

ある｡ 紹介資料はない｡

�J�K��
���L���

 !"#$%調査１区､ Ｎ､ Ｏ－９､ 10グリッド｡

標高約10.00ｍ｡

 &'%不定形

 ()*%長軸：250㎝～､ 短軸：246㎝～､ 深さ：

10㎝～｡

 ��+,-%１層｡

 ./�%不明｡

 0%有り｡ 大きさ：50×50㎝､ 深さ：10㎝｡

 12�%不明｡

 345%有り｡

 678%有り｡

 97:;<=%S130から切られる｡

 >?@A%S130が弥生時代後期の住居跡であり､

それに切られることから､ 弥生時代後期以前である

ことは明らかである｡ しかし､ 遺物が小片であるた

め､ 判断はできない｡ また､ 張り床や硬化面が残存

することから､ 住居跡と判断した｡ 幅30～70㎝､ 長

さ200㎝以上､ 深さ約10～15㎝の溝が巡る｡

 BCDE-'F%や浮いた状態で出土｡ 遺構廃絶

後の遺物として捉えたい｡

 E-BCG%

S131から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×５㎝) 約５箱分で､ 総重量8,750ｇであっ

た｡ 内訳は縄文土器 (１片：28ｇ)､ 弥生土器8,722

ｇ (内丹塗り土器は49ｇ) であった｡

 E-BCDHI%

弥生時代の土器は小片であるために様相は不明で

あるが､ 残存する口縁部は

黒髪式土器の様相が強いが断定できない｡ 写真資

料のみで紹介資料はない｡
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��� ����

�	
�����
����

������調査１区､ Ｓ､ Ｔ－７､ ８グリッド｡

標高約10.45ｍ｡

����不定形

�����長軸：210㎝､ 短軸：196㎝､ 深さ：２～

11㎝｡

����１層に細分｡

���� !"�S001を切る｡

�#$%&'�焼土を伴うことから､ 焼土坑の可能

性も考えられる｡ S001を切ることから弥生時代中

期後半以降であることは明らかである｡

�#(%)��*�小片がやや浮いた状態で出土｡

�)�#(+�

S021から出土した遺物は､ 弥生土器90ｇのみで

あった｡

�)�#(%,-�

出土した弥生土器片は口縁部を含まずに､ 小片のた

め､ 時期の同定は不明｡ 紹介遺物はない｡

�	
./���
����

������調査１区､ Ｉ－９グリッド｡

標高約10.32ｍ｡

����不定形

�����長軸：275㎝､ 短軸：243㎝､ 深さ：110

～123㎝｡

����２層に細分｡

���� !"�ピットから切る｡

�#$%&'�不明｡ 弥生時代の遺物が２層の底部

で検出されたことから弥生時代の遺構であると判断

したが､ 詳細な時期は不明である｡

�#(%)��*�１､ ２層より出土｡ やや浮いた

遺物もあったが､ 底部近くでも出土｡

�)�#(+�

S043から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１箱分で､ 総重量1,989ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (４片：113ｇ)､ 弥生土器
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図(Fig)201 土坑 (S021) 実測図
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1,876ｇであった｡

��������	

出土した弥生土器片は口縁部を含まずに､ 胴部の

ため､ 時期の同定は不明｡ 紹介遺物はない｡


������������

�����	調査１区､ Ｈ－８グリッド｡

標高約10.32ｍ｡

���	不定形

����	長軸：220㎝､ 短軸：150㎝､ 深さ：５～

20㎝｡

� �	２層｡

�!"#$%&	S083を切り､ 74から切られる｡

��'�()	不明｡ 弥生時代の遺物が多いため､

弥生時代の遺構であると判断したが､ 詳細な時期は

不明である｡

�������*	一括取り上げのため不明｡

�����+	

S084から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約1/2箱分で､ 総重量905ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (２片：34ｇ)､ 弥生土器

800ｇ (内丹塗り土器は27ｇ)､ 中世の瓦質土器71ｇ

であった｡

��������	

出土した弥生土器片は口縁部を含まずに､ 胴部の

ため､ 時期の同定は不明｡ 紹介遺物はない｡


��,���-����

�����	調査１区､ Ｇ－８グリッド｡

標高約10.3ｍ｡

���	円形

����	長軸：101㎝､ 短軸：97㎝､ 深さ：18㎝｡

� �	１層｡

�!"#$%&	S067と接する｡

��'�()	不明｡ 出土遺物が弥生時代の遺物の

みであるため､ 弥生時代の遺構であると判断したが､

詳細な時期は不明である｡

�������*	一括取り上げのため不明｡

�����+	

S086から出土した遺物は､ 弥生土器30ｇのみで

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)202 土坑 (S043) 実測図

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

①

②

L＝10,500m

L＝
10,500m

Ｃ
Ｄ

①②

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

S043
①層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2)

きめがやや粗いがやわらかい｡
②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)

きめがやや粗いがやわらかい｡
ラミダが観察される｡



あった｡

��������	

出土した弥生土器片は口縁部を含まずに､ 小片で

あるため､ 時期の同定は不明｡ 紹介遺物はない｡


������������

�����	調査１区､ Ｄ－５､ ６グリッド｡

標高約10.2ｍ｡

���	不定形

����	長軸：355㎝､ 短軸：220㎝､ 深さ：12～

22㎝｡

� �	１層｡ S091の覆土と同様に黒色｡

�!"#$%&	無し｡

��'�()	不明｡ 出土遺物が弥生時代の遺物の

みであるため､ 弥生時代の遺構であると判断したが､

詳細な時期は不明である｡

�������*	一括取り上げのため不明｡

�����+	

S116から出土した遺物は､ 弥生土器100ｇのみで
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図(Fig)203 土坑 (S084・S116) 実測図
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S084
①層 暗褐色土 (Hue10YE3／3)

きめが非常に細かくややしまる｡ 所々に2～3㎜大の焼土を含む｡
この付近の遺構の埋土は砂質土が多いのだが､ この層はかなり
の普通の土に近い｡

②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)
きめが粗くやわらかい砂質土｡ 底面に部分的しか存在しない｡

S116
①層 黒褐色砂質土 (Hue10YR3／2)

所々に２～３㎜大のカーボン・
焼土を含む｡ 遺物はほとんどな
い｡

②

②



あった｡

��������	

出土した弥生土器片は口縁部を含まずに､ 小片で

あるため､ 時期の同定は不明｡ 紹介遺物はない｡


�����������

�����	調査１区､ Ｇ－７グリッド｡

標高約10.3ｍ｡

���	円形

����	長軸：110㎝､ 短軸：110㎝､ 深さ：26～

42㎝｡

���	５層｡

� !"#$%	S082を切る｡

��&�'(	不明｡ 出土遺物は弥生時代の遺物が

主体であったため､ 弥生時代の遺構であると判断し

たが､ 詳細な時期は不明である｡

�������)	かなり浮いた状態で出土してい

る｡｡

�����*	

S121から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約１箱分で､ 総重量1,514ｇで

あった｡ 内訳は縄文土器 (１片：14ｇ)､ 弥生土器

1,500g (内丹塗り土器は29ｇ) であった｡

��������	

弥生土器１点を紹介する｡

１は､ 甕形土器の脚台部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 点上げ遺物である｡


��+,����,-���

�����	調査１区､ Ｃ－５グリッド｡

標高約10.1ｍ｡

���	方形

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)204 土坑 (S121) 実測図及び出土遺物実測図
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①層 黒褐色 (Hue7.5YR3／2) 砂質が強い｡ しまり
がある｡ 遺物を多く含む｡

②層 褐色 (Hue7.5YR4／4) やや砂質｡ ややしまり
がある｡ 遺物を若干含む｡

③層 褐色 (Hue7.5YR4／3) やや砂質｡ ②に比べて
やや粘性が高い｡
②に比べてしまりがない遺物を若干含む｡

④層 褐色 (Hue7.5YR4／6) やや砂質｡ しまりがあ
る｡

⑤層 褐色 (Hue7.5YR4／6) やや砂質｡ ややしまり
がある｡
遺物を若干含む｡ S121と別の遺構の可能性があ
るが不明｡



�����長軸：240㎝､ 短軸：70㎝～､ 深さ：15

㎝｡

����２層｡

��	
���S136から切られる｡

�������不明｡ 硬化面があるが､ 住居跡にし

ては小さすぎるので､ 土坑として取り扱った｡ 切り

合い関係から弥生時代後期より以前であることは明

らかである｡

������無し｡

���������

���� !�"#�$%#��&'�

�()*+�調査１区､ Ｅ－５､ ６グリッド｡

標高約10.2ｍ｡

�,-�不定形

�����長軸：740㎝､ 短軸：620㎝､ 深さ：約10

㎝｡

����１層 (黒色砂質土)｡

��	
���無し｡

�������土器の集中部があったが､ プランが

つかめなかった｡ 土器溜め､ あるいはただ単に窪地

に土器が流されて溜まっただけの可能性も否定でき

ないが､ 土器が破棄された様相を示すため､ 弥生時

代の何らかの遺構であると考えたい｡ プランが判明

しなかったため､ １ｍごとのメッシュで一括取り上

げを行った｡

������-.�１層の中に捨てられた様な状態

で出土した｡
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図(Fig)205 不明遺構 (S091) 実測図
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図(Fig)206 S091出土遺物実測図 (１)

１

２

３

４

５

７

８

９

６

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

丹塗り



― 240 ―

10

11

12
13

14

15

16

17
18

図(Fig)207 S091出土遺物実測図 (２)
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�������

S091から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) 約12箱分で､ 総重量63,059ｇ

であった｡ 内訳は縄文土器 (21片：370ｇ)､ 弥生土

器62,428ｇ (内丹塗り土器は3,528ｇ)､ 中世の白磁

２ｇ､ 青磁51ｇ､ 瓦質土器170ｇ､ 近世以降の陶器

５ｇ､ 磁器10ｇであった｡

������	
�

出土した弥生土器片は口縁部の様相は中期と後期

の様相を示すものが混在していたが､ 中期の様相が

主体的を占めた｡

ここでは22点の土器と３点の石器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部である｡ やや後期的な様

相を示すが､ 口唇部はＭ字状にややくぼむ｡ ｃ－３

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)208 S091出土遺物実測図 (３)
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からの出土である｡

２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 口縁部形態はやや後期的な様相を示す｡ ｄ－

１からの出土である｡

３は､ 甕形土器は壺形土器のの口縁部である｡ 丹塗

りと思われる赤い色調が内外面に見られる｡ 須玖Ⅱ

式土器の範疇で捉えられる土器と考えられる｡ ｄ－

３から２点､ ｅ－３から１点の計３点が接合してい

る｡

４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 外面にハケ目が

残る｡ 口縁部形態は立岩式の様相を示す｡ ｆ－２か

らの出土である｡

５､ ７は､ 甕形土器の口縁部である｡ 内外面にハ

ケ目が残る｡ 口縁部形態は黒髪式の様相を示す｡ ５

は､ ｅ－４､ ５､ ６から１点ずつ､ ｆ－４から２点

の計５点が接合している｡ ７は､ ｄ－５からの出土

である｡

６は､ 甕形土器の口縁部である｡ 刻み目突帯になっ

ている｡ ベルト一括遺物である｡

８は､ 甕形土器の口縁部及び胴部である｡ 内外面

にハケ目が残る｡ 口縁部形態は後期的な様相を示す｡

ｇ－２から１点､ ｆ－２から１点､ ｅ－５から２点

の計４点が接合している｡

９は､ 甕形土器の脚台部及び胴部である｡ 外面に

ハケ目が残る｡ 計29点が接合している｡

10は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

外面にはハケ目が残り､ 頸部と胴部に1条ずつの突

帯が巡る｡ 内面は指頭圧痕が残る｡ ベルトから６点､

ｆ－１から３点､ ｆ－２から4点､ ｇ－２から１点

の計14点が接合している｡

11は､ 壺形土器である｡ 外面の胴部中央部には１

条の突帯が巡る｡ 丹塗りは外面と内面の口縁部にも

見られる｡ ｄ－２から出土している｡

12は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

外面にはハケ目が残り､ 刻み目のついた鉤の手状の

貼り付けが見られる｡ また､ 頸部下には1条の刻み

目突帯が巡る｡ 口唇部にも刻み目が見られる｡ ｄ－

５からの出土である｡

13は､ 甕形土器か壺形土器の底部である｡ 内外面

にハケ目が残る｡ ｆ－２から１点とｅ－２から１点

の計２点が接合している｡

14は､ 壺形土器の口縁部である｡ 内面にはハケ目

が残る｡ ｅ－３から３点､ ｆ－３から１点の計４点

が接合している｡

15は､ 無頸壺である｡ 内外面にはハケ目が残る｡

また､ 蓋を固定するための穿孔が２箇所に見られる｡

ｅ－５出土10点が接合している｡

16は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

外面にハケ目､ 内面にはハケ目後の指頭圧痕が残る｡

ｌ－４とｅ－５出土遺物の17点が接合している｡

17は､ 鉢形土器である｡ 内外面にハケ目が残る｡

外面には丹塗りと思われる色調の赤い部分が見られ
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図(Fig)209 S091出土遺物実測図 (４)
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る｡ ａ－６から出土している｡

18は､ 鉢形土器の胴部上半部である｡ 外面にハケ

目が残る｡ ｆ－４から出土している｡

19は､ 丹塗り高杯形土器の口縁部である｡ 須玖Ⅱ

式土器の範疇で捉える事ができよう｡ ｅ－３から出

土している｡

20は､ 丹塗り高杯形土器の杯部と脚部の接合部で

ある｡ 外面にハケ目が残る｡ 19と同一個体の可能性

が高い｡ ｆ－８から出土している｡

21は､ 器台である｡ 上部が一部欠損している｡ 内

外面にハケ目が残る｡ ｅ－３から出土している｡

22は､ 器台の下半部である｡ 外面には指頭圧痕が

残る｡ 21と比較してやや作りが雑で器壁が厚い｡ ｂ－

１から出土している｡

23は､ 砥石である｡ 石材は砂岩である｡ 全体的に

被熱による赤変が見られ､ 上部が一部欠損している｡

磨り面は４面に観察され､ １面には細長い筋状の磨

り痕も見られる｡ ベルト出土遺物である｡

24は､ 棒状の敲石である｡ 石材は､ 安山岩質であ

ると考えられる｡ 上下側面に敲打痕が見られる｡ 形

第Ⅳ章 調査の結果
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２

図(Fig)211 ピット1668出土遺物実測図

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

図(Fig)210 ピット1668位置図及び実測図

図(Fig)16参照

１



状は民俗例で挙げられるトチを割るための石器に酷

似する｡ 堅果類の加工具に利用されたものかもしれ

ない｡ 出土層不明遺物である｡

25は､ 凹石である｡ 石材は､ 火成岩である｡ 表裏

面に敲打痕による凹面が見られる｡ 下側面には敲打

痕が顕著に残ることから敲石としての機能も併せ持

つ石器であるといえる｡ 出土層不明遺物である｡

������

��	
����������������

������調査１区､ Ｂ－３グリッド｡

標高約10.23ｍ｡

����不定形

�� !�長軸：30㎝､ 短軸：27㎝､ 深さ：約18㎝｡

�"#�１層 (黒褐色砂質土)｡

�$%&'()�無し｡

�*+,-.�不明｡ 時期は弥生前期後半期と考え

られる遺物を持つが不明である｡

�*/,0#�1�ピットの中に捨てられた様な状

態で出土した｡

�0#*/2�

出土した遺物は､ 小グレーコンテナ (38㎝×58㎝

×５㎝) 約1/2箱分で全て弥生土器であった｡

�0#*/,34�

ここでは２点の弥生土器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

復元口径は､ 18.4㎝｡ 口縁部と胴部上部にそれぞれ

１条ずつの刻み目突帯を持つ｡ 内面には指頭圧痕が

見られる｡ 弥生時代前期後半期の土器と考える｡ S

140で出土した甕形土器と同様に､ この遺跡で弥生

時代の土器の中では一番古いものである｡

２は､ 甕形土器か壺形土器の底部及び胴部下半部

である｡ 内外面にはハケ目が残る｡ 26点が接合して

いる｡

5�67���8�

9#:;�5<�

�=��>���������

������調査２区､ Ｓ－９グリッド｡

標高約10.3m｡

����楕円形

�� !�長軸：152㎝､ 短軸：73㎝､ 深さ：10㎝｡

�"#�１層｡

�$%&'()�S023を切る｡

�*+,-.?@A�人骨は確認できなかったが､

遺構の形状や土師皿及び土師杯が並べられた状態で

出土していることから土壙墓と判断した｡ 出土遺物

はスラグも含まれており､ 熱による赤変が見られる

礫なども確認された｡ 推定埋葬状態は､ 頭部を北に

した屈葬ではなかったかと考えられる｡

出土した土師皿や杯の口径から美濃口氏の編年案

による６期 (12世紀後半) にあたると考えられる｡

�*/,0#�1�ほぼ完形の土師皿及び土師杯が

並べられた状態で出土｡ 遺構に伴う遺物と考えられ

る｡

�0#*/2�

S013から出土した遺物は土師皿３点､ 土師杯２

点､ スラグ１点のほか､ 弥生土器195g (内丹塗り

土器は20g) が混入した状態で出土した｡

�0#*/,34�

ここでは土師皿３点と土師杯２点の計５点をを紹

介する｡ スラグは写真のみで紹介する｡

１は､ 土師器の小皿で完形の資料である｡ 口径は

8.5㎝､ 底径は5.8㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ

調整､ 底部は糸切り離し｡

２は､ 土師器の小皿で完形の資料である｡ 口径は

8.8㎝､ 底径は6.3㎝､ 器高は1.6㎝｡ 見込み部はナデ

調整､ 底部は糸切り離し｡

３は､ 土師器の杯でほぼ完形の資料である｡ 口径

は14.9㎝､ 底径は8.8㎝､ 器高は3.5㎝｡ 見込み部は

ナデ調整､ 底部はヘラ離しと考えられる｡

４は､ 土師器の杯でほぼ完形の資料ある｡ 復元口

径は15.0㎝､ 復元底径は9.7㎝､ 器高は2.7㎝｡ 見込

み部はナデ調整､ 底部は糸切り離しかヘラ離しと考

えられるが不明である｡
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５は､ 土師器の小皿でほぼ完形の資料である｡ 口

径は8.3㎝､ 底径は6.0㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部は

ナデ調整で､ 底部は糸切り離しと考えられる｡

��������	
��	
���

������調査１区､ Ｂ－２グリッド｡

標高約10.32m｡

����楕円形

�����長軸：125㎝､ 短軸：68㎝､ 深さ：10～

12㎝｡

����� !�無し｡

�"#$%&'()�人骨は確認できなかったが､

遺構の形状､ 土師皿及び土師杯の出土状態や鉄釘が

出土していることから土壙墓と判断した｡ 推定埋葬

状態は､ 頭部を西にした屈葬ではなかったかと考え

られる｡

出土した土師皿や杯の口径から美濃口氏の編年案

による９期 (13世紀前半～中葉) にあたる｡ また､

出土青磁は､ 山本氏の太宰府土器型式と国産陶器・

貿易陶器編年による時期区分でＥ期 (13世紀前後～

前半) にあたる｡ よって13世紀前半の時期と推定さ

れよう｡

�"*$+,�-�礫が混ざりながら､ 完形遺物を

含んで出土｡ やや浮いた状況であるが､ 遺構に伴う

遺物と考えられる｡

�+,"*.�

S065から出土した遺物は土師皿３点､ 土師杯４

点､ 鉄釘１点､ 中世須恵器57g､ 青磁212g､ 瓦質土

器40gのほか､ 縄文土器152g (１点) と弥生土器1,000

gが混入した状態で出土した｡

�+,"*$/0�

ここでは土師皿３点､ 土師杯４点､ 青磁２点､ 瓦

器椀１点､ 瓦質の鉢１点と鉄釘１点の計12点を紹介

する｡

１は､ 土師器の小皿で完形の資料である｡ 口径は

7.5㎝､ 底径は6.3㎝､ 器高は1.1㎝｡ 見込み部はナデ

調整､ 底部は糸切り離し｡

２は､ 土師器の小皿で完形の資料である｡ 口径は

8.1㎝､ 底径は7.0㎝､ 器高は1.3㎝｡ 見込み部はナデ

調整､ 底部は切り離し後､ 板状の圧痕が観察される｡

３は､ 土師器の小皿で完形の資料である｡ 口径は

8.2㎝､ 底径は7.5㎝､ 器高は1.4㎝｡ 見込み部はナデ

調整､ 底部は切り離し後､ 簾状の圧痕が観察される｡

４は､ 瓦器椀の体部下半部である｡ 内面はナデ､

外面は回転ヘラ削り調整である｡

５は輸入磁器で龍泉窯系青磁椀Ⅱ－ｂ類の底部及

び体部下半部である｡ 内外面共に釉がかかり､ 外面

にはヘラの片彫りによる鎬蓮弁文が確認される｡ 山

本氏の太宰府土器型式と国産陶器・貿易陶器編年に

よる時期区分でＥ期 (13世紀前後～前半) にあたる｡

６は輸入磁器で龍泉窯系青磁椀Ⅱ－ｂ類の口縁部

である｡ 内外面共に釉がかかり､ 外面にはヘラの片

彫りによる鎬蓮弁文が確認される｡ 山本氏の太宰府

土器型式と国産陶器・貿易陶器編年による時期区分

でＥ期 (13世紀前後～前半) にあたる｡

７は､ 瓦質の鉢で､ 底部の一部である｡ 外面にハ

ケ目と指頭圧痕が観察される｡

８は､ 土師器の杯でほぼ完形の資料ある｡ 口径は

12.4㎝､ 底径は10.0㎝､ 器高は2.8㎝｡ 見込み部はナ

デ調整､ 底部は糸切り離しと考えられる｡ 左右非対

称である｡

９は､ 土師器の杯でほぼ完形の資料ある｡ 口径は

13.0㎝､ 底径は11.1㎝､ 器高は2.4㎝｡ 見込み部はナ

デ調整､ 底部は糸切り離し後板状の圧痕が残る｡ 左

右非対称である｡

10は､ 土師器の杯でほぼ完形の資料ある｡ 口径は

12.2㎝､ 底径は10.3㎝､ 器高は2.4㎝｡ 見込み部はナ

デ調整､ 底部は不明である｡

12は､ 土師器の杯でほぼ完形の資料である｡ 口径

は12.9㎝､ 底径は10.9㎝､ 器高は3.2㎝｡ 見込み部は

ナデ調整､ 底部は糸切り離し後板状の圧痕が残る｡

13は､ 鉄釘である｡ 残存3.6㎝､ 厚さ0.4～0.8㎝で

あるが､ 下半部が欠損している｡ 木棺に使用された

可能性が考えられる｡

��������	
��	
���

������調査１区､ Ｂ－３グリッド｡

標高約10.3m｡

����楕円形

�����長軸：152㎝､ 短軸：73㎝､ 深さ：10㎝｡

�1,�１層｡

����� !�無し｡
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図(Fig)212 土壙墓 (S013) 土坑 (S023) 実測図及び出土遺物実測図
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Ｓ＝1／3

レキ

赤変

スラグ

S013
①層 黒褐色 (Hue7.5YR3／2)

粒子が細やかで乾燥すると硬くしまるが､ つぶす
とサラサラしていて
どちらかというと砂質土の範疇に入る｡ 赤色酸化
粒か焼土粒 (2～3㎜) マンガン粒と考えられる｡
こげ茶粒､ 灰色のブロック (いずれも2～3㎜) を
所々に含む｡

②層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2) S023の土層
①より砂質土が少ないが基本的にはよく似ている｡
①より古い､ 切られている｡ 小さな土坑｡

５

４

３

②
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図(Fig)213 土壙墓 (S065・S066) 実測図
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レキ

S066
①層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／1)

２～３㎜大のカーボンを多く含む｡ やや砂質の
強い土｡
５～10㎜大の褐色粒も所々に含む｡ 長石も多い｡

②層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2)
５～10㎜大の褐色粒を多く含む､横の土と比較す
ると色調が明るく見える｡
２～５㎜大のカーボンも所々に含む｡

③層 黒褐色土 (Hue10YR3／2)
②より色調が明るく褐色が強い｡
②に入れてもよいかもしれない｡ かなりしまる｡

④層 黒褐色土 (Hue10YR3／2)
５～15㎜大の大き目のカーボンを含む｡ 砂質土｡
色調が①より明るい｡ かなりしまる｡

S065
①層 黒褐色土 (Hue7.5YR2／2)

２～３㎜大のカーボンと焼土を所々に含む
やや粘質の層｡
１㎝大の薄黄土色の砂質ブロックを所々に
含む｡

②層 暗褐色 (Hue7.5YR3／3)
１～５㎝大の褐色ブロックがブロックおよ
び帯状に多く入る｡
１～２㎜大のカーボンや褐色酸化粒も所々
に含む｡ しまる砂質土｡

③層 ①と似ているがやや砂質が強い｡ かなりし
まる｡ 1～2㎜大のカーボンを所々に含む｡
色調が明るい｡

④ ① ② ③③

木木質質部部
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図(Fig)214 S065・S066出土遺物実測図
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��������	
人骨は確認できなかったが､

遺構の形状､ 完形土師皿の出土､ 覆土が縦に分層で

きることや木質部が残存していたことから土壙墓と

判断した｡ また､ 木質部が残存していたことは木棺

墓であった可能性を示唆するものと考える｡ 推定埋

葬状態は､ 頭部の位置は不明だが､ 屈葬ではなかっ

たかと考えられる｡

出土した土師杯２点だけでは､ 時期の推定は難し
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図(Fig)215 土壙墓 (S096)実測図及び出土遺物実測図
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いが､ 口径が15.0㎝であることを考慮して美濃口氏

の編年案にあてはめると４期 (11世紀末～12世紀初

頭) ～７期 (12世紀末) の間に推定されよう｡

��������	完形の土師杯がやや浮いた状態

で出土しているが､ 遺構に伴う遺物と考えられる｡

�����
	

S066から出土した遺物は土師杯２点と瓦質土器

60gのほか､ 弥生土器272gが混入した状態で出土し

た｡

��������	

ここでは土師杯２点を紹介する｡

11は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は14.3㎝､ 復

元底径は11.7㎝､ 器高は2.5㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は糸切り離し後板状の圧痕が残る｡

14は､ 土師器の杯でほぼ完形の資料ある｡ 口径は

15.0㎝､ 底径は10.0㎝､ 器高は3.0㎝｡ 見込み部はナ

デ調整､ 底部は糸切り離しである｡

�������������

�����	調査１区､ Ｃ－４グリッド｡

標高約10.2m｡

���	楕円形

� !"	長軸：130㎝､ 短軸：110㎝､ 深さ：10～

14㎝｡

�#�	１層｡

�$%&'()	S044を切る｡

��*�+,-./	人骨の一部が残存していた｡

形状から大腿骨の上部 (寛骨との付け根部分？) で

はないかと考えられる｡ 土師皿４枚及び龍泉窯系青

磁碗の完形が並べられた状態で出土していることか

ら土壙墓と判断した｡ 副葬品として龍泉窯系青磁碗

の完形が納めされていることから､ 屋敷墓と考えら

れる｡ 推定埋葬状態は､ 頭部を北西にした屈葬では

なかったかと考えられる｡

出土した土師皿の口径から美濃口氏の編年案によ

る８期 (13世紀初頭) ～９期 (12世紀前半～中葉)

にあたると考えられる｡ 一方､ 出土龍泉窯系青磁碗

は､ 山本氏の太宰府土器型式と国産陶器・貿易陶器

編年による時期区分でＥ期 (13世紀前後～前半) に

あたる｡ よって13世紀初頭～前半の時期と推定され

よう｡

��������	完形の土師皿４枚及び完形の龍

泉窯系青磁碗１点が並べられた状態で出土｡

�����
	

S096から出土した遺物は土師皿４点と完形の龍

泉窯系青磁碗１点のみである｡

��������	

ここでは土師皿４点と龍泉窯系青磁碗１点の計５

点を紹介する｡

１は､ 土師器の小皿で完形である｡ 口径は8.3㎝､

底径は6.8㎝､ 器高は1.3㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は糸切り離し後板状の圧痕が残る｡ また､ 切り

離し時についたと考えられる指頭圧痕も見られる｡

２は､ 土師器の小皿でほぼ完形である｡ 口径は8.5

㎝､ 底径は7.3㎝､ 器高は1.5㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は糸切り離しの痕跡が残る｡

３は､ 土師器の小皿でほぼ完形である｡ 口径は8.5

㎝､ 底径は6.0㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は糸切り離しの圧痕が残る｡

４は､ 土師器の小皿で完形である｡ 口径は8.4㎝､

底径は7.3㎝､ 器高は1.4㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は糸切り離し後板状の圧痕が残る｡

５は輸入磁器で龍泉窯系青磁椀Ⅱ－ｂ類の完形品

である｡ 口径は16.8㎝､ 底径は5.0㎝､ 器高は7.7㎝｡

ひずみとひびが見られるが､ 内外面共に釉がかかり､

外面にはヘラの片彫りによる鎬蓮弁文が確認される｡

山本氏の太宰府土器型式と国産陶器・貿易陶器編年

による時期区分でＥ期 (13世紀前後～前半) にあた

る｡

0�1���2�

�������������

�����	調査２区､ Ｕ－８グリッド｡

標高約10.5m｡

���	楕円形

� !"	長軸：134㎝､ 短軸：110㎝､ 深さ：28㎝｡

�#�	大別３層､ 細分７層｡

�$%&'()	無し｡

��*�+,-./	覆土にはカーボンが多く混じっ

ており､ 上面には大きな礫も観察された｡ 土壙墓の

可能性も考えられるが､ 詳細は不明である｡

出土した土師杯の口径から美濃口氏の編年案によ
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る８期 (13世紀初頭) にあたると考えられる｡ 一方､

出土龍泉窯系青磁碗は､ 山本氏の太宰府土器型式と

国産陶器・貿易陶器編年による時期区分でＥ期 (13

世紀前後～前半) にあたる｡ よって13世紀初頭の時

期と推定されよう｡

��������	ほぼ完形の土師杯等がやや浮い

た状態で出土しているが､ 遺構に伴う遺物と考えら

れる｡

�����
	

S010から出土した遺物は土師杯１点､ 青磁片１

点､ 瓦器碗片１点､ 中世須恵器37gのほか､ 弥生土

器679g (内丹塗り土器は21g) が混入した状態で出

土した｡

��������	

ここでは土師杯１点と龍泉窯系青磁碗１点の計２

点を紹介する｡

１は輸入磁器で龍泉窯系青磁椀Ⅱ－ａ類の破片で

ある｡ 復元口径は17.2㎝､ 復元底径は6.7㎝､ 器高は

6.3㎝｡ 内外面共に釉がかかり､ 外面にはヘラの片

彫りによる鎬のない蓮弁文が確認される｡ 山本氏の

太宰府土器型式と国産陶器・貿易陶器編年による時

期区分でＥ期 (13世紀前後～前半) にあたる｡

２は､ 土師器の杯でほぼ完形の資料である｡ 口径

は14.0㎝､ 底径は9.7㎝､ 器高は3.1㎝｡ 見込み部は

ナデ調整であるが､ 底部は不明である｡
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図(Fig)216 土坑 (S010)実測図及び出土遺物実測図

１

２

レキ

レキ断面

カーボン
S010
②－１層 極暗褐色 (Hue7.5YR2／3)

特徴的にはほとんど同じだが､ 色調に若干
差があり､ やや柔らかい｡

②－２層 暗赤褐 (Hue5YR3／2)
②４と酷似｡ 褐色が強い｡

②－３層 極暗褐色 (Hue7.5YR2／3)
②２と酷似する｡

②－４層 暗赤褐 (Hue5YR3／2)
カーボンが極端に少なく､ 地の褐色土が強
くなり､ １～３㎝大のブロック状に入る｡

③層 暗褐色 (Hue7.5YR3／3)
遺物はほとんど含まない｡ あっても小片｡ 特徴
はほぼ同じ｡

S010
①層 暗褐色 (Hue10YR3／4)

５～30㎜大のカーボン粒や２
～３㎜大の焼土を含む｡ カー
ボン粒は多いが､ 焼土粒はま
ばら｡ 黒色が強く､②と酷似す
るが､ かなり硬くしまる｡

②層 褐色 (Hue7.5YR4／4)
①と特徴は同じだが､ ①と比
較するとやわらかい｡ また､
遺物を多く含む｡ この下には
あまり遺物はない｡ ②③と比
較すると少しやわらかい｡



��������	�
��

������調査１区､ Ｂ－４グリッド｡

標高約10.25m｡

����楕円形

�����長軸：197㎝､ 短軸：136㎝､ 深さ：10～

17㎝｡

����１層｡

������ �無し｡

�!"#$%&'(�土壙墓の可能性も考えられる

が､ 詳細は不明である｡

出土した土師杯の口径から美濃口氏の編年案によ

る９期 (13世紀前半～中葉) にあたる｡ 土師皿は復

元口径のため正確ではないので､ 同じ９期でも良い

のではないかと考えられる｡

�!)#*��+�ほぼ完形の土師杯等がやや浮い

た状態で出土｡ 遺構に伴う遺物と考えられる｡

�*�!),�

S041から出土した遺物は土師杯２点と土師皿１

点のほか､ 弥生土器378gが混入した状態で出土し

た｡

�*�!)#-.�

ここでは土師杯２点と土師皿１点の計３点を紹介

する｡

１は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は13.4㎝､ 復

元底径は10.3㎝､ 器高は2.8㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は糸切り離しの圧痕が残る｡

２は､ 土師器の杯でほぼ完形である｡ 口径は12.2

㎝､ 底径は8.4㎝､ 器高は2.5㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は糸切り離し後､ 板状圧痕が残る｡

３は､ 土師器の小皿である｡ 復元口径は9.0㎝､
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図(Fig)217 土坑 (S041)実測図及び出土遺物実測図

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

S041
①層 黒褐色砂質土 (Hue10YR3／2)

きめが粗くややしまる砂質土｡
３～５㎜大のカーボン､ １～８
㎝大の焼土が所々入る｡



復元底径は7.2㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は不明である｡

��������	�
��

������調査１区､ Ｂ－２グリッド｡

標高約10.20m｡

����不定形

�����長軸：190㎝､ 短軸：160㎝～､ 深さ：７

～11㎝｡

����２層｡

������ �無し｡

�!"#$%&'(�土壙墓の可能性も考えられる

が､ 詳細は不明である｡

出土した白磁がＦ期 (13世紀後半～14世紀前半)

であるため､ 出土土師皿は､ 美濃口氏の編年案によ

る10期 (13世紀後半) ～11期 (13世紀末～14世紀前

半) にあたると考えられる｡

�!)#*��+�ほぼ完形の土師杯等がやや浮い

た状態で出土｡ 遺構に伴う遺物と考えられる｡

�*�!),�

S061から出土した遺物は白磁１点､ 土師杯３点､

中世須恵器15gと瓦質土器31gのほか､ 縄文土器36g

(１点)､ 弥生土器709g (内丹塗り土器は９ｇ) が

混入した状態で出土した｡

�*�!)#-.�

ここでは白磁１点と土師皿３点の計４点を紹介す

る｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)218 土坑 (S061) 実測図及び出土遺物実測図

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

S061
①層 黒褐色砂質土 (Hue10YR3／2)

２～５㎜大の焼土､ 2～30㎜大のカーボンを多量に含む｡
②層 褐色砂質土 (Hue7.5YR4／4)

①と地山の④ (③Ｂ？) との漸移層的な存在｡ ①のシミも入るが
カーボンも所々に入る｡
砂質が強く､ この遺構に含まれてもよいと判断する｡
その①の理由の層だけならデコボコだが､ ②を掘りきるときれい
なラインになる｡

１
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図(Fig)219 土坑 (S062)実測図及び出土遺物実測図

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

０ ４㎝
Ｓ＝1／2

レキ

S062
①層 暗褐色土 (Hue7.5YR3／3)

粒子が細やかでどちらかというと砂質土｡
1～5㎜大のカーボンを多く含む｡ 1～2㎜大の焼土も所々含む｡

①'層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)
粒子が大きい砂で構成される｡
金雲母を多く含む｡ この付近に入る砂｡ 付近の窪地に入る砂｡

②層 暗褐色土 (Hue10YR3／3)
褐色粒１～３㎝大 (Hue10YR4／6) が多く所々に①よりやや
大きめのカーボン (２～20㎜) が入る｡



１は､ 輸入磁器で白磁皿Ⅸ－１ｂ類である｡ 復元

口径は17.2㎝､ 復元底径は6.7㎝､ 器高は6.3㎝｡ 口

縁端部が口禿げになったものである｡ 胎土は灰白色､

硬質で､ 釉は粘性が強くやや厚めにかかり､ 空色を

帯びた灰白色を呈する｡ 山本氏の太宰府土器型式と

国産陶器・貿易陶器編年による時期区分でＦ期 (13

世紀後半～14世紀前半) にあたる｡

２は､ 土師器の小皿である｡ 復元口径は8.2㎝､

復元底径は7.4㎝､ 器高は1.4㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は不明である｡

３は､ 土師器の小皿でほぼ完形である｡ 口径は8.5

㎝､ 底径は7.1㎝､ 器高は1.1㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は糸切り離し後､ 板状圧痕が残る｡

４は､ 土師器の小皿でほぼ完形である｡ 口径は8.6

㎝､ 底径は7.3㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は不明である｡ 底部に粘土が張り付いてい

る｡

���������	
��

������調査１区､ Ｂ－２グリッド｡

標高約10.20m｡

����不定形

�����長軸：178㎝､ 短軸：170㎝～､ 深さ：16

～38 (ピット底面まで) ㎝｡

����３層｡

������ �無し｡

�!"#$%&'(�土壙墓の可能性も考えられる

が､ 詳細は不明である｡ 中央に径約30㎝で深さ約20

～25㎝のピットを持つ｡

出土した土師皿や土師杯は､ その口径から､ 美濃

口氏の編年案による９期 (13世紀前半～中葉) にあ

たると考えられる｡

�!)#*��+�土師杯等がやや浮いた状態で出

土している｡ 遺構廃絶後の遺物であると考えられる｡

�*�!),�

S062から出土した遺物は､ 土師杯２点､ 土師皿

１点､ 土錘１点､ 青磁135g､ 白磁17g､ 瓦質土器12

g､ 中世須恵器６ｇのほか､ 縄文土器74g (５点)､

弥生土器927g (内丹塗り土器は27g) が混入した状

態で出土した｡

�*�!)#-.�

ここでは土師杯２点､ 土師皿１点と土錘１点の計

４点を紹介する｡

１は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は12.2㎝､ 復

元底径は9.0㎝､ 器高は2.5㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は不明である｡

２は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は12.8㎝､ 復

元底径は10.2㎝､ 器高は2.8㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は糸切り離しの痕跡が残る｡

３は､ 土師器の小皿でほぼ完形である｡ 口径は8.3

㎝､ 底径は7.3㎝､ 器高は1.1㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は糸切り離し後､ 板状圧痕が残る｡

４は､ 土錘である｡ 残存長約9.2㎝､ 幅及び厚み

約3.0㎝である｡

����/��������

������調査１区､ Ｂ－２グリッド｡

標高約10.20m｡

����不定形

�����長軸：143㎝､ 短軸：136㎝､ 深さ：18～

19㎝｡

����２層｡

������ �無し｡

�!"#$%&'(�土壙墓の可能性も考えられる

が､ 詳細は不明である｡ 中央に径約27～30㎝で深さ

約15㎝のピットを持つ｡

出土した土師皿や土師杯は､ その復元口径から､

美濃口氏の編年案による９期 (13世紀前半～中葉)

～11期 (13世紀末～14世紀前半) の間で考えられよ

う｡

�!)#*��+�土師杯等がやや浮いた状態で出

土しているが､ 遺構に伴う遺物と考えられる｡

�*�!),�

S063から出土した遺物は､ 土師杯２点､ 土師皿

１点､ 土錘１点､ 青磁135g､ 白磁17g､ 瓦質土器12

g､ 中世須恵器６ｇのほか､ 縄文土器74g (５点)､

弥生土器927g (内丹塗り土器は27g) が混入した状

態で出土した｡

�*�!)#-.�

ここでは土師杯３点と土師皿３点の計６点を紹介

する｡

１は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は12.0㎝､ 復

第Ⅳ章 調査の結果

― 255 ―



元底径は10.0㎝､ 器高は2.1㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は不明である｡

２は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は12.5㎝､ 復

元底径は10.4㎝､ 器高は2.6㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は糸切り後板状圧痕が残る｡

３は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は11.8㎝､ 復

元底径は9.3㎝､ 器高は2.4㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は不明である｡
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図(Fig)220 土坑 (S063)実測図及び出土遺物実測図

②

①

レキ

S063
①層 黒褐色砂質土
②層 黒褐色土 (Hue10YR3／2)

２～20㎜大のカーボンを多く含む｡
焼土は２～５㎜大がまばらに入る｡
どちらかというと砂質土｡

６

５

４

３

２



４は､ 土師器の小皿である｡ 復元口径は9.2㎝､

復元底径は7.1㎝､ 器高は1.9㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は不明である｡

５は､ 土師器の小皿である｡ 復元口径は8.5㎝､

復元底径は7.6㎝､ 器高は1.0㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は糸切り後簾状圧痕が残る｡

６は､ 土師器の小皿である｡ 復元口径は8.4㎝､

復元底径は7.3㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は切り後板状圧痕が残る｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)221 土坑 (S018) 実測図及び出土遺物実測図

０ ４㎝
Ｓ＝1／2

０ 10㎝
Ｓ＝1／3

レキ

S018
①層 暗褐色土 (Hue7.5YR3／2)

やや砂質が硬くしまる｡ ３～５の
カーボンを所々に含む｡

②層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／1)
①と比べると色調が強く､ カーボ
ン (５～８㎜) もやや多く､ 下層
には焼土も所々見られる｡

０ １ｍ
Ｓ＝1／30



��������		�
��

�����調査２区､ Ｔ－８､ ９グリッド｡

標高約10.50m｡

���楕円形

����長軸：190㎝､ 短軸：168㎝､ 深さ：50㎝｡

���２層｡

�������S029､ 38を切る｡

 !"#$%&'�詳細は不明であるが､ 鉄釘と

考えられる鉄製品が出土していることから､ 木棺墓

の可能性も否定できない｡

出土した龍泉窯系青磁碗は､ 山本氏の太宰府土器

型式と国産陶器・貿易陶器編年による時期区分でＥ

期 (13世紀前後～前半)､ 出土した同安窯系青磁皿

がＤ期 (12世紀中頃～後半) である｡ 出土した土師

皿は､ 美濃口氏の編年案による８期 (13世紀初頭)

～９期 (13世紀前半～中葉) にあたると考えられる｡

よって13世紀前半期の遺構と考えることができよう｡

 (")��*�１､ ２層の底面付近から上面に

わたり出土｡ 遺構廃絶時から廃絶後にかけての遺物

と考えられる｡

)� (+�

S018から出土した遺物は白磁１点､ 土師杯３点､

中世須恵器15gと瓦質土器31gのほか､ 縄文土器83g

(５点)､ 弥生土器1,747g (内丹塗り土器は47g) が

混入した状態で出土した｡

)� (",-�

ここでは青磁２点､ 土師皿３点､ 瓦器椀１点､ 鉄

器２点の計８点を紹介する｡

１は､ 輸入磁器で同安窯系青磁皿１－２ｂ類の底

部である｡ 前面施釉された後､ 底部外面の釉を掻き

取ってあり､ 内面にヘラによる文様とジグザグ状の

櫛点描文を有する｡ 山本氏の太宰府土器型式と国産

陶器・貿易陶器編年による時期区分でＤ期 (12世紀

中頃～後半) にあたる｡

２は､ 輸入磁器で龍泉窯系青磁椀Ⅱ－ａ類の口縁

部である｡ 内外面共に釉がかかり､ 外面にはヘラの

片彫りによる鎬蓮弁文が確認される｡ 山本氏の太宰

府土器型式と国産陶器・貿易陶器編年による時期区

分でＥ期 (13世紀前後～前半) にあたる｡

３は､ 土師器の小皿である｡ 復元口径は8.2㎝､

復元底径は7.4㎝､ 器高は1.4㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は不明である｡

３は､ 瓦器椀の底部である｡ 残存高は2.1㎝､ 底

径は6.9㎝である｡

４は､ 土師器の小皿である｡ 復元口径は8.1㎝､

復元底径は6.7㎝､ 器高は1.0㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は不明である｡

５は､ 土師器の小皿である｡ 口径は7.6㎝､ 底径

は6.3㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ調整､ 底部

は糸切り離しである｡

６は､ 土師器の小皿である｡ 口径は8.0㎝､ 底径

は7.3㎝､ 器高は1.5㎝｡ 見込み部はナデ調整､ 底部

は切り後簾状圧痕が残る｡

７､ ８は､ 鉄釘と考えられる｡ 上下が欠損してい

る｡ 残存長は､ それぞれ2.8㎝と6.8㎝である｡

���	����			
��

�����調査２区､ Ｕ－８グリッド｡

標高約10.50m｡

���楕円

����長軸：91㎝､ 短軸：77㎝､ 深さ：20㎝｡

���１層｡

�������無し｡

 !"#$%&'�詳細は不明である｡ 遺物は小

片の為わからないが､ 覆土がカーボンや焼土を含む

暗褐色土であり､ 中世の遺構覆土と同じであること

から中世と判断した｡

)� (+�

小片が20点ほど出土したのみである｡

)� (",-�

紹介する遺物はない｡

���.	���			
��

�����調査１区､ Ｃ－３グリッド｡

標高約10.23m｡

���やや楕円

����長軸：90㎝､ 短軸：90㎝､ 深さ：16㎝｡

���２層｡

�������無し｡

 !"#$%&'�詳細は不明である｡ 遺物は小

片の為わからないが､ 覆土がカーボンや焼土を含む

暗褐色土であり､ 中世の遺構覆土と同じであること
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から中世と判断した｡ ピットは上から掘り込まれた

ものである｡

�������

小片が20点ほど出土したのみである｡

������	
�

紹介する遺物はない｡

�������������

������調査１区､ Ｆ－６グリッド｡

標高約10.42m｡

����楕円形

�����長軸：440㎝､ 短軸：190㎝～､ 深さ：70

～75㎝｡

� ��３層｡

�!"#$%&�無し｡

��'�()*+,�詳細は不明である｡

�������-�各層から出土｡

�������

S055から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ
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図(Fig)222 土坑 (S020・S042) 実測図

S042
①層 黒褐色砂質土 きめが細やかでや

やしまる｡
２～３㎝大の焼土と３～10㎝大の
カーボンを所々に含む｡

②層 黒褐色砂質土 (Hue2.5Y3／2) き
めが粗く砂質が強い｡
色調がやや明るく､ まだら状に砂
質の褐色ブロックに入る｡



(38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分であった｡ １箱が中

世土師器片で､ 残りの１箱が弥生土器を中心として

中世須恵器､ 白磁､ 青磁､ 中世瓦質土器を少量含ん

でいた｡

��������	

ここでは石器１点と鉄器１点の計２点を紹介する｡

１は砥石の破片である｡ 石材は頁岩である｡ ２層

から出土している｡

２は鉄片である｡ 残存長５㎜､ 厚さ２～３㎜であ

る｡ 針金の類であろうか｡


���������������

�����	調査１区､ Ａ､ Ｂ－４グリッド｡

標高約10.20m｡

���	楕円形
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１

図(Fig)223 土坑 (S055) 実測図及び出土遺物実測図

S055
①層 暗褐色砂質土
②層 暗褐色砂質土
③層 暗褐色砂質土
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図(Fig)224 土坑 (S059)実測図及び出土遺物実測図 (１)

レキ

断面にかかる遺物

断面見通しの遺物

S059
①層 黒色土 (Hue10YR2／1)

きめが細かい砂質土で３
～10㎜大のカーボン､ ２
～５㎜大の焼土､ １～３
㎝大の褐色ブロックを所々
に含む｡

②層 黒色土 (Hue10YR1.7／1)
①より柔らかいが色調が
より暗い｡ １～３㎜大の
焼土をまばらに､ ２～５
㎜大のカーボンを所々に
含む｡
褐色ブロックもたてすじ
状に含む｡ 埋没過程にお
いて火をたいた跡の可能
性大｡

③
①

②

③層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／1)
三角堆積で一番最初に堆積した層｡ ①②と比
較すると若干きめが大きく固くしまる｡
カーボン・焼土はほとんど含まない｡

２

１

表 裏

３

０ ２㎝
Ｓ＝1／1
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すり痕

図(Fig)225 S059出土遺物実測図 (２)

０ ４㎝
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８
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�����長軸：353㎝､ 短軸：331㎝､ 深さ：30㎝｡

����３層｡

��	
���無し｡

����������径10～34㎝大の礫が約60個ほ

ど投げ込まれた状況であり､ その中に中世の土師器

片を中心に遺物が含まれていた｡ 礫は花崗岩､ 凝灰

岩を中心とした角礫､ 亜角礫､ 円礫であり､ 一部被

熱による赤変がみられるものもあった｡ 遺構の正確

は不明である｡

遺物は半分以上が中世の遺物であり､ 土師器の杯

は美濃口氏の編年案による９期 (13世紀前半～中葉)

～11期 (13世紀末～14世紀前半) にあたると考えら

れる｡ よって13世紀～14世紀前半期の間の遺構と考

えることができよう｡ 近世の遺物は上層での出土で

あり､ 流れ込みの遺物であろう｡

���������礫の隙間にあり､ やや浮いた状

況で出土｡

�������

S059から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分であった｡ １箱が中

世土師器片で､ 残りの１箱が弥生土器を中心として

中世須恵器､ 白磁､ 青磁､ 中世瓦質土器､ 砥石､ 近

世の陶磁器片や寛永通宝を少量含んでいた｡

���������

ここでは土器２点､ 古銭１点､ 石器３点と鉄器２

点の計８点を紹介する｡

１は､ 土師器の杯である｡ 口径は12.2㎝､ 底径は

8.3㎝､ 器高は3.0㎝｡ 見込み部はナデ調整､ 底部は

切り後簾状圧痕が残る｡

２は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は11.3㎝､ 復

元底径は8.3㎝､ 器高は2.6㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は切り後板状圧痕が残る｡

３は､ 江戸時代の寛永通宝である｡ 初鋳は､ 1626

年であるが､ 一部は幕末～明治初期まで作られた｡

上層から出土しており､ 流れ込みであろう｡

４は砥石である｡ 石材は石英を多く含む火山岩で

ある｡ 被熱して赤変している｡ ５面に磨り痕が見ら

れる｡

５は砥石である｡ 石材は流紋岩であり､ いわゆる

天草砥石である｡ 被熱して赤変している｡ 角が欠け

ており､ １面にしか磨り痕が見られない｡

６は鉄片である｡ 残存長37㎜､ 厚さ４㎜である｡
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図(Fig)226 土坑 (S060) 実測図

①

②

調
査
区
外

S060
①層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2)

きめが細やかで柔らかい｡ 所々に２～
10㎜大のカーボンや焼土を含む｡ 遺物
包含層｡

②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)
①より更にきめ細かく③Ｂの褐色粒を
まだら状に含む｡
①と③Ｂとの漸移層というよりS060の
②といえる｡ 遺物は含まない｡

トレン
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形状は手鎌に酷似するが､ 刃部は見られない｡

７は鉄釘であると考えられる｡ 残存長27㎜､ 厚さ

４㎜である｡

８は､ 磨り石である｡ 石材は､ 安山岩であると考

えられる｡ 欠損しているが､ 表裏面に磨り痕､ 裏側

面には敲打痕が見られる｡ 一括遺物である｡

�����������	
�

�����調査１区､ Ｂ－１グリッド｡

標高約10.35m｡

����不定形

�����長軸：100㎝～､ 短軸：80㎝～､ 深さ：

24㎝｡

����２層｡

��������無し｡ 調査区外にかかる｡

�� !"#$%&�詳細は不明である｡ 遺物は土

師皿の小片､ 青磁､ 白磁が出土した｡ 覆土がカーボ

ンや焼土を含む暗褐色土であり､ 中世の遺構覆土と

同じであること｡

�'��()�

土師皿の小片､ 青磁､ 白磁片が20点ほど出土した

のみである｡

�'��(!*+�

紹介する遺物はない｡

,-./0(�12�

���34�����5	
�

�����Ｔ－８､ ９グリッド内に位置する｡ 確

認面の標高は約10.5m｡

�6#�２間×３間の掘立柱建物｡ 平均桁行7.16m

(23.9尺)､ 平均梁行4.22m (14.01尺)｡

�7!8��桁行方向 (長軸) は､ ほぼ東西方向で､

東より北東東に３～４°傾いているだけである｡

�/9!-��:;<��柱穴の掘り形直径は20～

45㎝で平均は34.5㎝､ 深さは12～42㎝で平均は21.3

㎝｡

�/=>�10ある柱の内､ 全て柱痕跡が確認されな

かった｡
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��������	


����� ����������

Ｐ１－４：2.44＋2.23＋2.44 (2.37：7.9尺)

Ｐ７－10：2.44＋2.36＋2.43 (2.41：約8.0尺)

��������	

Ｐ１－７：1.92＋2.18 (2.05：6.8尺)

Ｐ４－10：1.66＋2.54 (2.1：７尺)

����	34.5㎡ (約10.5坪)

������ 	S012､ 18､ 26､ 29､ 38を切る｡

�!"#$%&'�()�*+,-	規格が２間×

３間の掘立柱建物である｡ 建物の軸線はほぼ東西方

向であり､ 桁間は約８尺､ 梁間は約７尺と一定の規

格性を持つ｡ 柱内の覆土が中世の遺構と同じ焼土や

カーボンを含む暗褐色土であることから中世の遺構

と判断した｡ 出土遺物は土師皿片の小片であり､ 時

期の判定が困難だが､ 他の遺構・遺物との比較から

13世紀前半～14世紀前半と推定される｡ 総面積は39

㎡ (11.8坪) であるが､ この掘立柱建物の詳細な性

格は不明である｡

�./&0	柱穴内から土師皿の小片が58g出土し

ているだけである｡ 紹介遺物はない｡

12��3

ここでは主要な遺物を含んでいたピットを取り上

げる｡ 覆土は､ 全て中世の遺構に特有なカーボンや

焼土を含む暗褐色土であった｡

4��56789�:;;7<=�

�>?�@	Ｃ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

�A)	大きさ22～25㎝｡ 深さ31.6㎝｡

�./&0�B"	

１は､ 滑石の石製加工品である｡ 用途は不明だが､

中央につまみがある｡ また､ つまみの基部に穿穴と

思われる鉄サビを伴った穴がみられる｡ 長さ8.2㎝､

幅5.5㎝､ 最大厚1.8㎝である｡

２は､ 鉄釘である｡ ２本とも上下端が欠損してい

る｡ 残存長3.8㎝､ 最大厚0.5㎝と､ 残存長3.4㎝､ 最

大厚0.6㎝である｡

4��5C759�:;;7<=�

�>?�@	Ｂ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

�A)	大きさ33～43㎝｡ 深さ39.8㎝｡

�./&0�B"	

３は､ 鉄製品である｡ 端部が刃部状になっている

ことから槍鉋の可能性も考えられる｡ 残存長3.5㎝､

残存幅2.4㎝､ 最大厚0.2㎝である｡

4��55DE9�:;;7<=�

�>?�@	Ｂ－２グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

�A)	大きさ41～55㎝｡ 深さ57.8㎝｡

�./&0�B"	

４は､ 土師器の小皿である｡ 口径は8.8㎝､ 底径

は7.1㎝､ 器高は1.3㎝｡ 見込み部はナデ調整､ 底部

は糸切り離し痕が残る｡

５は､ 土師器の小皿である｡ 口径は8.5㎝､ 底径

は7.2㎝､ 器高は1.5㎝｡ 見込み部はナデ調整､ 底部

は糸切り離し後簾状圧痕が残る｡

６は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は13.5㎝､ 復

元底径は11.3㎝､ 器高は2.7㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は不明である｡

4��55EF9�:;;7<=�

�>?�@	Ｂ－２グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

�A)	大きさ26～43㎝｡ 深さ34.2㎝｡

�./&0�B"	

７は､ 土師器の小皿である｡ 口径は8.4㎝､ 底径

は7.1㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ調整､ 底部

は糸切り離し痕が残る｡

4��5;G;9�:;;7<=�

�>?�@	Ｂ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

�A)	大きさ46～75㎝｡ 深さ51.5㎝｡

�./&0�B"	

８は､ 土師器の小皿である｡ 口径は8.0㎝､ 底径

は5.9㎝､ 器高は1.0㎝｡ 見込み部はナデ調整､ 底部

は糸切り離し痕が残る｡

９は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は14.1㎝､ 復

元底径は11.2㎝､ 器高は2.8㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は不明である｡
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図(Fig)229 ピット出土遺物実測図 (１)
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図(Fig)228 ピット実測図
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図(Fig)230 ピット出土遺物実測図 (２)
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���������	
�����

������Ｂ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

����大きさ24～42㎝｡ 深さ ㎝｡

���������

10は､ 中世須恵器で東播系鉢の口縁部である｡

���������	
�����

������Ｂ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

����大きさ41～47㎝｡ 深さ12㎝｡

���������

11は､ 土師器の杯である｡ 復元口径は12.2㎝､ 復

元底径は8.7㎝､ 器高は2.8㎝｡ 見込み部はナデ調整､

底部は糸切り離し痕が残る｡

���������	
�����

������Ｂ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

����大きさ27～34㎝｡ 深さ40.9㎝｡

���������

12は､ 土師器の小皿である｡ 口径は8.6㎝､ 底径

は7.9㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ調整､ 底部

は糸切り離し後簾状圧痕が残る｡

���������	
�����

������Ｂ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

����大きさ22～22㎝｡ 深さ28.2㎝｡

���������

13は､ 中世須恵器で東播系鉢の口縁部である｡

����� � �	
�����

������Ｃ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

����大きさ31～37㎝｡ 深さ35.6㎝｡

���������

14は､ 土師器の小皿である｡ 復元口径は8.4㎝､

復元底径は6.9㎝､ 器高は1.2㎝｡ 見込み部はナデ調

整､ 底部は糸切り離し痕が残る｡

����� �!�	
�����

������Ｂ－４グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

����大きさ24～25㎝｡ 深さ６㎝｡

����� "!�	
�����

������Ｂ－４グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5m｡

����大きさ38～39㎝｡ 深さ22.2㎝｡

���������

15は､ 瓦質土器の片口鉢である｡ 外面にはハケ目

と指頭圧痕､ 内面にはハケ目が残る｡ 復元口縁24.7

㎝､ 残存高10.5㎝｡ Pit1560とPit1570出土遺物が接

合している｡

���� �# ��	
�����

������Ｂ－３グリッド内に位置する｡ 確認面

の標高は約10.5ｍ｡

����大きさ22～24㎝｡ 深さ16.1㎝｡

���������

16は､ 中世の土師質土器で土鍋の口縁部及び体部上

半部である｡ 内外面にはハケ目が残り､ 口縁部には

２条の縄目圧痕が残る｡ 復元口縁44.0㎝､ 残存高9.0

㎝｡

$%&'(	)*

+,	-.

�/!�#�	
�����

������調査２区､ Ｒ､ Ｓ－８グリッド｡

標高約10.6ｍ｡

�012�長さ：182㎝～､ 幅：40～60㎝､ 深さ：

10～17㎝｡

�3��1層｡

�456789�S017を切る｡

��:�;<�ⅡＢ層の下から掘り込まれており､

ⅢＡ層が弥生～中世の文化層ということを考えると

近世以降､ もしくは近代以降の可能性も考えられる｡

�����=�

S024から出土した遺物は､ 弥生土器168gのみであっ

た｡ 流れ込みの遺物である｡

���������

紹介遺物はない｡

�/! ��	
�����

������調査１区､ Ｆ－８グリッド｡

標高約10.4ｍ｡

�012�長さ：320㎝～､ 幅：25～31㎝､ 深さ：
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８㎝｡

����1層｡

�����	
�S117を切る｡

������近世以降と考えられるS117を切る

ことからそれ以前である｡ 近世以降､ もしくは近代

以降の可能性も考えられる｡

�������無し｡

��������������

� !"#�調査１区､ Ｋ－９グリッド｡

標高約10.35ｍ｡

�$%&�長さ：855㎝～､ 幅：140～㎝､ 深さ：50

㎝｡

����７層｡

�����	
�S106､ 107を切る｡

������ⅡＡ層の下から掘り込まれており､

ⅢＡ層が弥生～中世の文化層ということを考えると

近世以降､ もしくは近代以降の可能性も考えられる｡

�������

S058から出土した遺物は､ 弥生土器1,200gと鉄片１

点であった｡ 弥生土器は流れ込みの遺物である｡

�����'(�

１点の鉄器を紹介する｡

１は鉄製品である｡ 長さ５㎝､ 幅0.8㎝､ 厚さ0.3

㎝である｡ 用途は不明である｡

��))*���������

� !"#�調査１区､ Ｆ､ Ｇ－８､ Ｇ－９グリッ

ド｡

標高約10.4ｍ｡

�$%&�長さ：1660㎝～､ 幅：200～㎝､ 深さ：

64㎝｡

����５層｡

�����	
�S052から切られる｡

���+,-���遺構の年代は､ 溝内に近世の

陶磁器片を含むことから近世以降､ もしくは近代以

降と考えられる｡ また､ これらの凝灰岩の切石は､

面取りがなされ､ 菊池川側に向いて並んでいること

第Ⅳ章 調査の結果
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｓ017

Ｓ022

図(Fig)231 溝状遺構 (S024) 土坑 (S022) 実測図

L＝10,700m

Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｆ

Ｓ024

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

�
④
⑤

⑥

①
②

③

S022
①層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2)
②層 暗褐色砂質土 (Hue5YR3／2)
③層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2)
④層 褐色砂質土
⑤層 暗褐色砂質土
⑥層 暗褐色砂質土 (色調が明るい｡)

S024
�層 暗褐色砂質土



から､ 対側にも向かい合って立っていると考えられ

る｡ 凝灰岩の切石を備えた溝と考えられる｡

�������

S117から出土した遺物は､ 弥生土器､ 中世の瓦質

土器､ 近世以降の陶磁器 (京焼椀片､ 天目片など)､

鉄片であった｡

������	
�

1点の鉄器を紹介する｡

１は鉄製品の一部である｡ 長さ1.6㎝､ 幅0.8㎝､

厚さ0.2㎝である｡ 用途は不明である｡

�������������

������調査１区､ Ｈ－７､ ８､ ９､ Ｇ－９

グリッド｡

標高約10.0ｍ｡

�����長さ：1750㎝～､ 幅：490～590㎝､ 深さ：

110～125㎝｡

����６層｡

� !"#$%�S082､ 83､ 84､ 109を切る｡

��&�'()*+�遺構の年代は､ 溝内に中世～

近世の陶磁器片を多く含むことから､ 中世から近世

にかけて使用された溝と考えられる｡ 出土遺物を考

えると14世紀頃～18世紀頃までの時期幅が想定され
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図(Fig)232 溝状遺構 (S058) 実測図及び出土遺物実測図

Ｃ

L＝10,500m
Ｂ

Ｄ
Ｆ

Ｅ Ｄ Ｃ
L＝10,500m

Ｆ

Ａ

Ａ Ｂ

Ｓ058

Ｓ107③③ ⑥⑥

①①②②

④④ ③③
⑥⑥

⑤⑤

⑦⑦

０ ２ｍ
Ｓ＝1／60

０ ４㎝
Ｓ＝1／2

S058
①層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4) ほとんど土

だが若干小さな砂の粒子を含む｡ 又､ 若干
スミを含む｡ (約1.5×0.5㎝)
しまりはほとんどなく､ 小レキを含む｡

②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) 灰白色砂を
多く含み､ しまりがない｡

③層 暗褐色砂 (Hue10YR3／4) ほとんどが砂で
あり､ 大きな砂の粒子である｡ 若干土も含
んでいる｡
小石 (２～３㎝) も少し含まれる｡ しまり
はない｡

④層 黒褐色混砂土 (Hue7.5YR3／2) 細かな砂の
粒子と土が混ざり合った土層でやわらかい
土である｡ しまりはなく､ 所々に赤色砂を
含む｡

⑤層 黒褐色混砂土 (Hue7.5YR3／1) 大きな砂の
粒子を含み､ やわらかい｡ 暗白色砂､ 赤褐
色砂を若干含む｡ しまりはない｡

⑥層 暗褐色砂 (Hue10YR3／4)
③ととてもよく似ている｡
ほとんどが大きな砂の粒子
である｡ ポロポロとくずれ
易い｡
白色砂､ 灰黄色砂を若干含
む｡ しまりはない｡

⑦層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR3
／4) 大きな砂の粒子を含
み､ 若干ブロック状の砂質
土を含む｡
赤褐色砂を若干含む｡ しま
りはない｡

L＝10,500m

Ｅ



る｡ 菊池川の流れに対してほぼ垂直に入り､ 内陸に

続くと考えられるが､ S094につながる可能性もあ

る｡ そうであれば､ ｢船入｣ の可能性も考えられる｡

�������

S074から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ (38

㎝×58㎝×15㎝) 約６箱分で､ 総重量18,700gであっ

た｡ 内訳は､ 縄文土器 (１片：10g)､ 弥生土器15,919

g (内丹塗り土器は219g)､ 中世の須恵器324g､ 青

磁16g､ 瓦質土器2,097g､ 中世期の輸入磁器､ 近世

以降の陶磁器334g､ 鉄片､ 古銭であった｡

������	
�

ここでは､ ３点の磁器､ ６点の陶器､ ２点の輸入

磁器､１点の青磁､ １点の瓦質土器､ １点のすり鉢､

３点の鉄器を紹介する｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)233 溝状遺構 (S052・S117) 実測図及び出土遺物実測図

０ ５ｍ
Ｓ＝1／100

凝灰岩の切石

Ｂ

Ａ Ｂ

Ｃ ＤＤ

Ｃ Ｓ052

Ｓ117

Ａ

１

④ L＝10,500m

①①
②②
③③

０ ４㎝
Ｓ＝1／2

ト

レ

ン

チ

L＝10,500m

S117
①層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)

きめが細かくやわらかい｡ 下層ほど砂質が強く､
やわらかい｡ ３～５㎜大の小レキを多く含む｡

②層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4)
５～10㎜大の小レキを多く含む砂礫層｡ かなり
しまる｡ ③A相方層よりやや黒い｡

③層 褐色砂質土 (Hue7.5YR4／3)
きめが細かくややしまる｡

④層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3)
きめがやや粗く､ 砂質が強い｡ やや柔らかい



１は肥前系磁器の染付け椀である｡ ２層から出土

した｡ 外面には､ 小枝と梅か葉の文様が描かれてお

り､ 高台部に２本､ 体部下部に１本の線が描かれて

いる｡ 九州陶磁の編年における磁器の編年 (色絵以

外) 野上建紀氏に編年によれば､ 1700～1750年代頃

に似た文様が見られることから､ 18世紀前半の可能

性も考えられる｡

２は､ 磁器の染付け椀の底部である｡ 肥前系の可

能性が高い｡ ３Ｂ層から出土した｡ 内外面には薄い

青色の釉がかかるが､ 高台はほとんど釉がかかって
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図(Fig)234 溝状遺構 (S074) 実測図
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L＝
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00
m

②②

S074
①層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2) 砂質に富み､ 粗くしまっている｡ 下部には1～2㎝の

円礫｡ まれに花こう岩礫を含む｡
全体的にみだれており､ 腐植を含む｡

②層 暗褐色砂 (Hue10YR3／4) 長石､ 石英､ 磁鉄鉱を主とした砂質 (カコウ岩を母材と
する)｡ やわらかくもろい｡ 一部シルトを含む砂質土の所もある｡

③Ｂ層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) きめの粗い砂質である｡ 部分的に粘質で､ 2～3㎜
のカーボンを所々に含む｡ 細礫をわずかに含む｡

③Ｃ－１ 層暗灰黄色砂質土 (Hue2.5Y4／2) ３Ｂより少し明るく､ 砂質に富む｡
１～２㎝の少し明るい (Hue10YR4／2) 砂質土のブロックを含む｡ (植物跡？)

③Ｃ－２ 層暗褐色砂質土 (Hue10YR3／4) Ｃ－１より暗く､ 砂質が少ない｡ ややしまっ
ている｡ 一部粘土質でべたついている｡

③Ｃ－３ 層にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3) 細砂を多く含む､ ゆるい｡
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図(Fig)235 S074出土遺物実測図
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いない｡ しかし､ 釉が新しい印象を受ける｡ 高台は

胎土目を剥いだと考えられる痕跡が残り､ 一部は高

台自体が剥がれている｡ 器形は､ 高台内から畳付に

かけて曲線を描きながらゆるやかにつながっている｡

３は､ 磁器の染付け椀の底部である｡ 肥前系の可

能性が高い｡ ３Ｃ層から出土した｡ 内外面には灰色

をベースにしたクリーム色の釉がかかるが､ 一部は

釉が薄い｡ 畳付には４箇所の胎土目の跡が残り､ ３

ヶ所には胎土自体が残っている｡ ２と同様に器形が､

高台内から畳付にかけて曲線を描きながらゆるやか

につながっている｡

４は､ 肥前唐津系の陶器で擂鉢の底部である｡ 内

外面に釉は確認できない｡ 底部には糸切り離しの痕

跡や胎土目跡が観察される｡ 内面の擂目はかなり磨

耗しており､ かなり使い込まれている｡ 九州陶磁の

編年における陶器の編年､ 家田淳一氏の編年によれ

ば第Ⅱ期 (1600～1650年代頃) ～第Ⅲ期 (1650～

1690年代頃) の特徴に酷似しており､ 17世紀前半～

後半の製品である可能性が高い｡

５は､ 肥前唐津系の陶器で皿の底部である｡ 白化

粧土をハケで塗り文様とした刷毛目文の皿である｡

３Ｂ層から出土している｡ 露胎部はこげ茶色である｡

内面に一部鉄釉がみられるのみである｡ 九州陶磁の

編年における陶器の編年､ 盛峰雄氏の編年によれば､

第Ⅳ期にあたり1690～1780年代に生産されたものに

近い｡ しかし､ 蛇の目釉剥ぎは見られず､ 砂目が１

箇所に見られるだけである｡ 17世紀後半～18世紀後

半の製品である可能性が考えられる｡

６は､ 陶器で椀の底部である｡ 灰白色の釉は部分

的にかかる｡ 露胎部は､ 赤茶けており､ あまり焼き

は良くない｡ 肥前唐津系であろうか？ ３Ｂ層から

の出土である｡

７は､ 肥前唐津系の陶器で皿の底部である｡ 水漉

した鉄分の少ない灰白色の胎土が使用されており､

灰白色の釉は部分的にかかる｡ 盛峰雄氏の編年によ

れば､ 第Ⅲ期にあたり1650～1690年代に生産された

ものに近い｡ 17世紀後半の製品である可能性が考え

られる｡ ２層の下層の出土である｡

８は､ 肥前唐津系陶器で椀の底部である｡ うすい

灰緑色の釉は高台内を除いた内外面にかかる｡ ２層

からの出土である｡

９は､ 肥前唐津系の陶器で皿の底部である｡ うす

い灰緑色の釉は高台周辺を除いた内外面にかかる｡

３Ｂ層からの出土である｡

10は､ 輸入磁器で龍泉窯系青磁椀Ⅳ類であると考

えられる口縁部及び体部である｡ 内外面共に釉がか

かり､ 体部上半部には浅い線が３条観察される｡ Ⅳ

類であれば､ 山本氏の太宰府土器型式と国産陶器・

貿易陶器編年による時期区分でＧ期 (14世紀初頭～

後半) にあたる｡ ２層からの出土である｡

11は､ 輸入磁器の染付け (明時代) の椀で､ 口縁

部及び体部である｡ 外面には､ 花弁と蔓状の文様が

描かれ､ 口縁部に２本と体部下半部に２本の線が描

かれている｡ 中世の遺物である｡ ３Ｂ層からの出土

である｡

12は､ 輸入磁器の染付け (明時代) の椀で､ 口縁

部及び体部である｡ 外面には､ 花弁と蔓状の文様が

描かれ､ 口縁部に１本と体部下半部に１本の線が描

かれている｡ 内面にも口縁部に２本と見込み部に２

本の線が描かれている｡ 中世の遺物である｡ ３Ｂ層

上層からの出土である｡

13は､ 瓦質土器の擂鉢の口縁部である｡ 外面は片

口状に注ぎ口が､ 内面は擂り目が一部観察される｡

中世の遺物である｡ １層からの出土である｡

14は､ 瓦質土器の鉢の底部である｡ 外面はハケ目

や格子目タタキの痕跡が､ 内面はハケ目と指頭圧痕

が観察される｡ 中世の遺物である｡ ３Ｃ－１層から

の出土である｡

15は､ 鉄製品の一部である｡ 形状は釣針に酷似す

るが､ 厚みがあるので､ 何らかの製品のパーツと考

えた方が良いであろう｡ 残存長4.2㎝､ 厚みは２～

３㎜である｡ ３Ｂ層からの出土である｡

16は､ 鉄製品の一部である｡ 一部の形状が残って

いるが､ 全体の形状は不明である｡ 残存長3.5㎝､

厚みは約0.3㎝である｡ １､ ２層からの出土である｡

17は､ 鉄釘であると考えられる｡ 上下が欠損して

いる｡ 残存長3.5㎝､ 幅約0.8㎝､ 厚みは約0.3㎝であ

る｡ ３Ｂ層からの出土である｡
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��������	
���

������調査１区､ Ｃ､ Ｄ､ Ｅ－５・Ｃ､ Ｄ－

６グリッド｡ 標高約10.5ｍ｡

�����長さ：1800㎝～､ 幅：400～700㎝､ 深さ：

100～150㎝｡

����５層｡ 遺物は①層に多く含まれるが､ ②や

③層にも含まれる｡

��������S122､ 139､ 135､ 46､ 136､ 123､

95､ 142を切る｡

� !"#$%&'�遺構の年代は､ 溝内に中世～

近世の陶磁器片を多く含み､ また､ 溝内の土坑から

五輪塔の火輪が出土したことから､ 中世から近世に

かけて使用された溝と考えられる｡ 出土遺物を考え

ると14世紀頃～18世紀頃までの時期と考えられる｡

この溝は､ 調査区外から南北に続き､ Ｄ－５グリッ

ド辺りでやや東に方向を変えると同時に徐々に浅く

なり終わっている｡ Ａ､ Ｂ､ Ｃグリッド周辺には中

世期の遺構が多く､ 当時から溝としての役割があり､

一部近世期までその役目を果たしていたことが出土

遺物から窺うことが推定できる｡ S074につながる

可能性もあり､ ｢船入｣ の可能性が非常に高い｡

�(� )*�

S094から出土した遺物は､ 中グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×15㎝) 約７箱分で､ 総重量22,229gで
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図(Fig)236 溝状遺構 (S094) 実測図
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S094 火輪
①層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3) あまりしまりがない｡ 粒子の細かい砂｡
②層 暗褐色粘質土 (Hue10YR3／3) かなりしまりがある｡ 粘質が非常に強い｡
③層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3) あまりしまりがない｡ 粒子の細かい砂｡
④層 暗褐色粘質土 (Hue10YR3／3) かなりしまりがある｡ 粘質が非常に強い｡
⑤層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3) あまりしまりがない｡ 粒子の細かい砂｡
⑥層 暗褐色粘質土 (Hue10YR3／3) かなりしまりがある｡ 粘質が非常に強い｡
⑦層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3) あまりしまりがない｡ 粒子の細かい砂｡
⑧層 暗褐色粘質土 (Hue10YR3／3) かなりしまりがある｡ 粘質が非常に強い｡
⑨層 にぶい黄褐色砂質土 (Hue10YR4／3) あまりしまりがない｡ 粒子の細かい砂｡
⑩層 暗褐色粘質土 (Hue10YR3／3) かなりしまりがある｡ 粘質が非常に強い｡

S094
�層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) 目がやや細かな砂質

土｡ 砂を含み､ やわらかい｡
�層 灰黄褐色砂質土 (Hue10YR4／2) 上部が目の粗い砂､

下部が目の細かい砂｡ 洪水層であろう｡
�Ａ層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) 粗い砂を多く含む

層｡ ２のピュア層より､ 砂が少ない｡
�Ａ層 暗褐粘質土 (Hue10YR3／3) きめが細かいキルト

質のやや粘性のある土｡ レキや遺物を多く含む｡ 所々
に５～10㎝大のカーボンを含む｡

�Ｂ層 暗褐色砂質土 (Hue10YR3／3) 最下層の砂質土｡
３～５㎝大の褐色ブロックや3～5㎝大のカーボンを
所々に含む｡ 褐色ブロック (Hue7.5YR4／4)



あった｡ 内訳は､ 縄文土器 (19片：957g)､ 弥生土

器16,850g (内丹塗り土器は484g)､ 中世の須恵器35

g､ 白磁112g､ 青磁451g､ 瓦質土器2,969g､ 中世期

の輸入磁器､ 近世以降の陶磁器228g､ 鉄片､ 古銭､

青銅製品であった｡

��������	

ここでは､ ２点の陶器､ １点の輸入磁器､ ３点の

火鉢､ ４点のすり鉢､ １点の鉄器､ ２点の青銅製品､

１点の古銭､ １点の石製品を紹介する｡

１は､ 陶器で椀である｡ 灰色の釉は部分的にかかる｡

露胎部は､ 赤茶けており､ あまり焼きは良くない｡

肥前唐津系であろうか？｡ １層からの出土である｡

２は､ 肥前唐津系の陶器で皿の底部である｡ 水漉

した鉄分の少ない灰白色の胎土が使用されており､

灰白色の釉は部分的にかかる｡ 胎土と釉はS074の

７と酷似する｡ 盛峰雄氏の編年によれば､ 第Ⅲ期に

あたり1650～1690年代に生産されたものに近い｡ 17

世紀後半の製品である可能性が考えられる｡ １層の

出土である｡

３は､ 輸入磁器の染付け (明時代) の皿で､ 底部

である｡ 内面には､ 葉と蔓状の文様が描かれ､ ２本

の線が描かれている｡ 外面にも文様や２本の線､ 高

台に２本の線と高台内に１本の線が描かれている｡

中世の遺物である｡ １層からの出土である｡

４､ ５､ ６､ ７は瓦質土器の鉢の口縁部及び底部

内面はハケ目が観察される｡ 中世の遺物である｡ ５

は３Ｂ層､ その他は１層からの出土である｡

８は､ 瓦質土器の火鉢の口縁部である｡ 口縁部に

１重の突帯が巡り､ 菊花状のスタンプが施されてい

る｡ そして､ そのすぐ下に２重の突帯が巡る｡ １層

からの出土である｡

９は､ 瓦質土器の火鉢の口縁部である｡ ２重の突

帯が巡るが､ ２番目の突帯は剥がれ落ちており､ 痕

跡しかない｡ ２重の突帯の間にそれぞれ菊花状のス

タンプ､ 波紋状の沈線､ 波紋状の沈線が施されてい

る｡ １層からの出土である｡

10は､ 瓦質土器の火鉢の脚部から体部下半部であ

る｡ 脚は３つ付くと考えられる｡ 外面は１重の突帯

が巡り､ 指ナデの痕跡が窺える｡ １層からの出土で

ある｡

11は､ 鉄製品の一部である｡ 一部の形状が残り折

れ曲がっているが､ 全体の形状は不明である｡ 残存

長5.4㎝､ 幅約2.6㎝､ 厚みは約0.3㎝である｡ 1層か

らの出土である｡

12は､ 青銅鏡の破片で､ 外区と内区の一部が残存

するのみである｡ 鉛同位体分析の結果､ 弥生時代で

はなく､ 中世の可能性が高いことが示された (第Ⅴ

章参照)｡ 復元直径6.6㎝､ 厚みは約0.05㎝である｡ 1

層からの出土である｡

13は､ 青銅製品で日本刀の笄 (こうがい) の一部

と考えられる｡ 小刀を受けるための穴が見られる｡

残存長2.4㎝､ 幅約1.4㎝､ 厚みは約0.9㎝である｡ 1

層からの出土である｡

14は､ 古銭であるが､ 文字は判読不可能である｡

１層からの出土である｡

15は､ 五輪塔の火輪である｡ 溝内の土坑から出土

した｡ おそらくこの溝が掘られた時代か間もない時

期の可能性が考えられる｡ 凝灰岩製で空輪・風輪を

差し込むための穴が見られる｡ １辺約25㎝､ 高さ約

12㎝である｡ 火輪だけで時期の特定はかなり危険だ

が､ 13世紀～15世紀と想定しておきたい｡


��������

��������������

�� !"	調査１区､ Ｃ､ Ｄ－６､ ７グリッド｡

標高約10.25ｍ｡

�#$%&'(	S071を切る｡

�)*	２間×２間以上の礎石柱建物｡ 桁行2.00m

(6.67尺)､ 梁行2.50m (8.33尺) である｡

�+�,!	桁行方向 (長軸) はほぼ東西方向であ

る｡

�-�./01	

礎：礎石､ ( ) ：平均値､ 単位：ｍ

礎１－５：2.50＋2.50 (2.50：8.33尺)

�-�./02	

礎１－３：2.00＋2.00 (2.00：6.67尺)

礎５－７：2.00＋2.00 (2.00：6.67尺)

�345	20㎡以上 (約6.06坪)

�6�789�:�;*<=>?@	規格が２間×

２間以上の礎石柱建物である｡ 礎５には凝灰岩があっ

た事を表土剥ぎの際に確認している｡ 礎６や礎７に
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図(Fig)237 S094出土遺物実測図 (１)
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は凝灰岩を３段から４段に積み重ねてあることから､

元々少し掘り込んでこの高さまで凝灰岩を積み重ね

ていたものと想定される｡ 礎石を高くする理由とし

て水害対策が考えられるが､ 詳細は不明である｡ ま

た､ 時期も凝灰岩を使用していることから中世～近

世？という想定である｡

������出土遺物はない｡

��	
������

�������

�������������

���� �調査２区､ Ｔ－８グリッド｡

標高約10.5ｍ｡

�!"�円形

�#$%�長軸：95cm､ 短軸：95cm､ 深さ：16

cm｡

�&��1層｡

�'()*+,�無し｡

��-./0123�弥生土器の小片が出土したが､

時期の同定には至れないと判断した｡ 遺構の性格も

不明である｡

���.��"4�出土状況は不明｡

�����5�

S006から出土した遺物は､ 弥生土器276g (内丹塗

り土器は49g) である｡

�����.67�

紹介遺物はない｡

����8��������

���� �調査２区､ Ｕ－７グリッド｡

標高約10.5ｍ｡

�!"�楕円形
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図(Fig)238 S094出土遺物実測図 (２)
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図(Fig)239 礎石柱建物 (S150) 実測図
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�������

S007から出土した遺物は､ 縄文土器 (１片：36g)､

縄文時代の石製小玉１点､ 弥生土器276gである｡

������	
�

紹介遺物はない｡

�������������

������調査２区､ Ｓ－９グリッド｡

標高約10.4m｡

����円形

�����長軸：85㎝､ 短軸：82㎝､ 深さ：19㎝｡

� ��１層｡

�!"#$%&�無し｡

��'�()*+,�弥生土器の小片が出土したが､

時期の同定には至れないと判断した｡ 遺構の性格も

不明である｡

�������-�出土状況は不明｡

�������

S014から出土した遺物は､ 弥生土器80g (内丹塗

り土器は２ｇ) である｡

������	
�

紹介遺物はない｡
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図(Fig)240 土壙墓 (S006・S007) 実測図
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S007
①層 暗褐色土 (Hue7.5YR3／4) 硬くしまる｡
②層 褐 色 土 (Hue7.5YR4／4) よりやわらかく､ ややしまる｡ 粒子細かい｡

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

②

②

S006
①層 暗褐色土 (Hue7.5YR3／4)

かたくしまる｡
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L＝10,500mＡ

①

Ｓ016

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ
Ｄ

①

L＝
10,500m

S014
①層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2) やや砂を含みやわらかい｡

小礫１×４cm～５×４cmを所々に含む｡ →この遺構に伴うものではないと考えた｡
小土器片を含む｡

S016
①層 黒褐色土砂質土 (Hue7.5YR3／2)

きめが細かい砂粒のなかに２～３mm大の砂粒が入る｡
やわらかいが乾くとコンクリートのように固くなる｡
所々に２～３mm大のカーボンや焼土と思われる酸化粒を含む｡

図(Fig)241 土坑 (S014・S015・S016) 実測図

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

Ｄ ＤS 015
①層 黒褐色土 (Hue7.5YR3／2) やや砂を含みやわらかい｡

小礫１×４cm～５×４cmを所々に含む｡ →この遺構に伴うものではないと考えた｡
小土器片を含む｡

０ １ｍ
Ｓ＝1／30



��������	
���

������調査２区､ Ｓ－９グリッド｡

標高約10.4m｡

����円形

�����長軸：88㎝､ 短軸：82㎝､ 深さ：20㎝｡

����１層｡

������ �無し｡

�!"#$%&'(�縄文土器や弥生土器の小片が

出土したが､ 時期の同定には至れないと判断した｡

遺構の性格も不明である｡

�!)#*��+�出土状況は不明｡

�*�!),�

S015から出土した遺物は､ 縄文土器 (３片：30g)

と弥生土器80gである｡

�*�!)#-.�

紹介遺物はない｡

����/���	
���

������調査２区､ Ｓ－９グリッド｡

標高約10.4m｡

����楕円形

�����長軸：200㎝､ 短軸：135㎝､ 深さ：12㎝｡

����１層｡

������ �無し｡

�!"#$%&'(�縄文土器や弥生土器の小片が

出土したが､ 時期の同定には至れないと判断した｡

遺構の中に２つの浅い窪みがある｡ 土壙墓の可能性

も否定できないが､ 詳細は不明である｡

�!)#*��+�出土状況は不明｡

�*�!),�

S016から出土した遺物は､ 縄文土器 (１片：16g)

と弥生土器364g (内丹塗り土器は20g) である｡

�*�!)#-.�

紹介遺物はない｡

���		���	0���

������調査２区､ Ｒ－８グリッド｡

標高約10.4m｡

����楕円形？

�����長軸：220㎝～､ 短軸：78㎝～､ 深さ：

56㎝｡

����３層｡

������ �S017を切る｡

�!"#$%&'(�出土遺物もなく､ 遺構の性格

も不明である｡ 埋没過程で掘りこみあり｡

�*�!),�

出土遺物はない｡

���	0���	�	��

������調査２区､ Ｓ－９グリッド｡

標高約10.4m｡

����楕円形？

�����長軸：54㎝～､ 短軸：39㎝､ 深さ：10㎝｡

����１層｡

������ �S013に切られる｡

�!"#$%&'(�出土遺物もなく､ 遺構の性格

は不明である｡

�*�!),�

出土遺物はない｡

���
����	
	��

������調査１区､ Ｂ－４グリッド｡

標高約10.25m｡

����円形

�����長軸：68㎝､ 短軸：46㎝､ 深さ：13㎝｡

����１層｡

������ �無し｡

�!"#$%&'(�弥生土器と中世の瓦質土器が

出土した｡ また､ 覆土は､ 中世の遺構の覆土酷似す

る｡ しかし､ 時期の同定には至れないと判断した｡

遺構の性格も不明である｡

�!)#*��+�出土状況は不明｡

�*�!),�

S040から出土した遺物は､ 弥生土器61gと中世の

瓦質土器２ｇである｡

�*�!)#-.�

紹介遺物はない｡

��������	
	��

������調査１区､ Ｇ－７グリッド｡

標高約10.38m｡

����楕円形

�����長軸：125㎝､ 短軸：93㎝､ 深さ：14㎝｡

����１層｡

������ �無し｡
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��������	
縄文土器と弥生土器が出土し

て､ 弥生土器が大半を占めるが､ 時期の同定には至

れないと判断した｡ 遺構の形状は土坑墓の可能性も

考えられるが､ 詳細は不明である｡

�������
出土状況は不明｡

�����


S115から出土した遺物は､ 縄文土器 (１片：19g)

と弥生土器1,205g (内丹塗り土器は905g) である｡

�������


紹介遺物はない｡

�������������

� !"#
調査１区､ Ｄ､ Ｅ－５グリッド｡

標高約9.75m｡

�$�
不明

�%&'
長軸：100㎝～､ 短軸：100㎝～､ 深さ：

30㎝～｡

�(
１層｡

�)*+,-.
S095を切り､ 94から切られる｡

��������	
不明である｡

�����
無し｡
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図(Fig)242 土坑 (S040・S115) 実測図
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Ｓ115
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Ｂ
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Ａ

Ｂ
L＝10,500mＡ

①

S040
①層 黒褐色砂質土 (Hue7.5YR3／2) きめがやや荒くややしまる｡

所々に２～３cm大の焼土と5mm大のカーボンを含む｡

S115
①層 褐色 (Hue7.5YR4／3) やや砂質｡ ややしまりがある｡

０ １ｍ
Ｓ＝1／30



����������	
��

�����調査１区､ Ｍ－９グリッド｡

標高約10.02m｡

���楕円形であるが､ 中心は円形｡

����長軸：112㎝､ 短軸：67㎝､ 深さ：６～

18㎝｡

���１層｡

�������無し｡

 !"#$%&'�不明である｡

(� )*�無し｡

����+�����	
��

�����調査１区､ Ｐ－９グリッド｡

標高約9.95m｡

���全体形状も中心も楕円形｡

����長軸：112㎝､ 短軸：80㎝､ 深さ：８～

30㎝｡

���１層｡

�������無し｡

 !"#$%&'�不明である｡

(� )*�無し｡

,-�.�/0�

��1	�������
��

�����調査２区､ Ｔ－８グリッド｡

標高約10.38m｡

���不定形

����長軸：61㎝､ 短軸：50㎝､ 深さ：12㎝｡

���２層｡

�������無し｡

 !"#$%&'�覆土が焼土であることから､

焼土坑であると考えられる｡ 但し､ その目的は不明

である｡ S032と並んでいる｡

(� )*�

出土遺物は無い｡

��1	�������
��

�����調査２区､ Ｔ－８グリッド｡

標高約10.38m｡
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S127
①層 暗褐色砂質土 Ｌ＝10.000m

図(Fig)243 土坑 (S124・S127) 実測図

０ １ｍ
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����不定形

�����長軸：91㎝､ 短軸：71㎝､ 深さ：13㎝｡

��	�２層｡

�
�����無し｡

����������覆土が焼土であることから､

焼土坑であると考えられる｡ 但し､ その目的は不明

である｡ S031と並んでいる｡

��	����

出土遺物は無し｡

������ !"#

$%&'() *+,'-.#

�/012�Ｉ－８､ ９グリッド内に位置する｡

標高約10.3m

�3��２間×２間の総柱建物｡ 平均で桁行3.95m

(13.2尺)､ 梁行3.03m (10.1尺) である｡

�4�51�桁行方向 (長軸) はほぼ東より南東に

約10～13度傾いている｡ 梁行方向 (短軸) も同様に

北より北東方向に約11～13度度傾いている｡

��6����789��柱穴の掘り形直径は17～

22㎝で平均は20.3㎝､ 深さは18～27㎝で平均は23.1

㎝｡

��:;�９ある柱穴の内､ 柱痕跡は１つも確認さ

れなかった｡

��<�=>?@�

A?BCDE #?FGHEI1?J

Ｐ１－３：2.05＋2.03 (2.04：6.8尺)

Ｐ４－６：2.00＋1.82 (1.91：約6.4尺)

Ｐ７－９：1.95＋2.00 (1.975：約6.6尺)

��<�=>?K�

Ｐ３－９：1.65＋1.45 (1.55：約5.2尺)
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①
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②
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S031
①層 焼土
②層 暗褐色砂質土

S032
①層 焼土
②層 暗褐色砂質土

図(Fig)244 土坑 (S031・S032) 実測図

０ １ｍ
Ｓ＝1／30

焼土

②



Ｐ２－８：1.58＋1.46 (1.52：約5.1尺)

Ｐ１－７：1.46＋1.50 (1.48：約4.9尺)

�����12.1㎡ (約3.7坪)

����	
����������軸のズレなど

から中世以降であろう｡ しかし､ 焼土やカーボンな

どを含む中世の覆土の特徴は見られなかった｡

�������無し｡

������

� !""#�$"%&'(�

�)*+,�調査１区､ Ｄ､ Ｅ－４､ ５グリッド｡

標高約10.30m｡

�-.��長軸：420㎝～､ 短軸：260～300㎝､ 深

さ：50㎝｡

�/��１層｡

�012345�S139を切り､ 94に切られる｡

�����678�溝の一部しか残存していない｡

時期も遺構の切りあい関係から､ 弥生時代後期から

中世までの間であることが推定できる｡

�������

S122から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分で､ 総重量1,578gで

あった｡ 内訳は､ 縄文土器 (１片：14g)､ 弥生土

器1,300g､ 中世の須恵器87g､ 青磁23g､ 瓦質土器145

g､ 近世の陶器９ｇ､ 砥石であった｡

�����9��

ここでは､ １点の砥石を紹介する｡

１は､ 砥石である｡ 石材は､ 流紋岩で天草砥石の

可能性が高い｡ ５面に磨痕が見られる｡
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図(Fig)245 掘立柱建物 (S057) 実測図
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すり痕

１

Ｓ122

Ｓ094Ｓ129

Ａ Ｂ

ＢＡ Ｌ＝10.500m

①

図(Fig)246 溝状遺構 (S122)実測図及び出土遺物実測図

０ ４ｍ
Ｓ＝1／100

０ ５㎝
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S122
①層 暗褐色砂質土



��������	


�����������	

������調査１区､ Ｓ､ Ｔ－９グリッド｡

標高約10.30m｡

����不定形

��� �長軸：225㎝､ 短軸：35～70㎝､ 深さ：

17～25㎝｡

�!"�１層｡

�#$%&'(�S033を切る｡

���)*+,-.�鉄片が２点あるだけで､ 詳細

は不明である｡ 切り合い関係から弥生時代後期以降

ということはわかるだけである｡

�/"�01�

S035から出土した遺物は､ 鉄片２点のみであっ

た｡

�/"�0)23�

ここでは､ １点の鉄片を紹介する｡

１は､ 鉄製品の一部である｡ 欠損した一部である

が､ イキている部分の幅がやや広くなっている｡ 形

状や用途は不明である｡


���4�����5��	

������調査１区､ Ｃ､ Ｄ－６､ ７グリッド｡

標高約10.20m｡

����不定形

��� �長軸：500㎝､ 短軸：500㎝､ 深さ：25～

50㎝｡

�!"�１層｡

�#$%&'(�S150から切られる｡

���)*+,-.�形状は竪穴住居跡に酷似する

が､ 硬化面が無く､ 高低差があることから､ 不明遺

構とした｡ 遺物は､ 弥生土器や中世の土器が混在し

ていたが､ 弥生土器が多かった｡

��0)/"�6] 浮いた状態で出土｡ 遺構廃絶後

しばらく経ってからの遺物である｡

― 288 ―

図(Fig)247 不明遺構 (S035)実測図及び出土遺物実測図
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�������

S071から出土した遺物は､ 小グレーコンテナ

(38㎝×58㎝×５㎝) 約４箱分で､ 総重量3,324gで

あった｡ 内訳は､ 弥生土器3,296g (内丹塗り土器は

96g)､ 中世の須恵器16g､ 白磁６ｇ､ 青磁６ｇであっ

た｡

������	
�

ここでは､ ２点の弥生土器を紹介する｡

１は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半分である｡

外面にハケ目､ 内面に指頭圧痕が残る｡ 口縁部形態

は弥生中期後半の黒髪式土器の範疇で捉える事が可

能である｡

２は､ 鉢形土器の口縁部である｡
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図(Fig)248 土坑 (S071)実測図及び出土遺物実測図
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��� ��

���	
��

前田遺跡において縄文時代の遺物は散見されるが､

遺構は確認できなかった｡ 時期は縄文時代中期～晩

期であり､ 晩期が主体を占める｡

ここでは､ 調査１区・２区で出土した縄文時代の

遺物の中から主な遺物を紹介する｡

前田遺跡では中期後半の阿高系土器､ 後期中葉の

鐘ヶ崎式土器や北久根山式土器､ 後期後葉の太郎迫

式土器や三万田式土器､ 後期末の御領式土器､ 晩期

初頭の天城式土器､ 晩期前半の古閑式土器､ 晩期の

黒川式土器が出土しているが､ 大半は晩期の黒川式

土器の粗製土器である｡ 土器形式の変遷については､

ワクド石遺跡 (古森 1994) を基本とした｡

石器については主に腰岳産黒曜石 (肉眼観察) と

考えられる西北九州産黒曜石で作られた石鏃等や剥

片類が多く出土した｡ これらの剥片は､ 縦長のいわ

ゆる石刃といわれる剥片が多く､ 腰岳周辺で縄文時

代後期を中心に発達した ｢鈴桶型石刃技法｣ の影響

があると考えられる｡ 小畑弘己氏が提唱されている

｢鈴桶型石刃技法｣ の定義の中には① ｢クレステッ

ドフレイク｣ の石核調整､ ② ｢スリガラス状擦痕｣

などの頭部調整技術､ ③剥離が行き詰まると､ 打面

を下へ移動し､ 剥離を行う､ ④製品として剥片鏃や

つまみ形石器が多いなどの特徴がある｡ 前田遺跡出

土の石器がこれらの定義を全て満たしているとはい

えないが､ 剥片鏃が散見され､ 石刃が多く見られる

ことは確実である｡ おそらく ｢鈴桶型石刃技法｣ の

影響を間接的に受けた文化が存在したのではないか

と考えたい｡ その他の石器として､ 粘板岩や片岩製

の打製石斧､ 蛇紋岩等製の磨製石斧などが出土した｡

特筆すべきは石製勾玉､ 小玉などの装身具が出土

していることである｡ うち１点は蛍光Ｘ線分析によ

り糸魚川産ヒスイであることが判明している｡

���

それぞれの土器形式に分けて紹介する｡ 分類につ

いては､ 様々な文献や助言をもとに､ 筆者が行った｡

�������������

１は､ 深鉢形土器の底部である｡ 内外面に指ナデ

痕が残る｡ S106のから出土である｡

２は､ ボール状の鉢形土器の口縁部である｡ 外面

には渦巻き状の凹線文が見られ､ 口唇部には沈線が

はいる｡ Ｋ－８グリッドⅢＡ層からの出土である｡

�������������� ���

３は､ 鉢形土器の口縁部である｡ 口縁部には１条

の沈線と５つの刺突が観察され､ 口唇部に１条の沈

線が巡る｡ 胴部上半部に沈線で区画された場所に磨

り消し縄文が部分的に残る｡ 一番下の沈線は ｢入組

渦文｣ の一部であろう｡ 沈線､ 刺突や縄文のへこみ

に赤彩が一部残っている｡ Ｌ－９グリッドⅢＡ層か

らの出土である｡ 復元口径は､ 19.5㎝｡ ３点が接合

している｡

４は､ 鉢形土器の口縁部である｡ 口縁部には１条､

胴部上半部に１条の沈線が残る｡ Ｇ－８グリッドⅢ

Ａ層からの出土である｡

５は､ 鉢形土器の口縁部である｡ 口縁部には１条

の沈線と５つの刺突が観察され､ 口唇部に１条の沈

線が巡る｡ 胴部上半部に沈線で区画された場所の２

箇所に磨り消し縄文が残る｡ 一番下の沈線は方形に

区画したものか？Ｍ－10グリッドⅢＢ層からの出土

である｡

６は､ 鉢形土器の口縁部である｡ 口縁部には２条､

胴部上半部に５条の沈線が残る｡ Ｊ－８グリッドⅢ

Ａ層からの出土である｡

７は､ 鉢形土器の口縁部である｡ 口縁部には､ 刺

突が７つ､ 口唇部には斜めの沈線６本観察される｡

３～６と違い､ 口縁部が垂直に立ち上がる｡ Ｂ－２

グリッドのピット1147からの出土である｡

８は､ 鉢形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

口縁部には１条の沈線と斜め沈線及び刺突が観察さ

れる｡ 胴部には沈線の ｢入組渦文｣ が施されている｡

Ｌ､ Ｍ－８､ ９グリッドⅢＡ層からの出土土器の７

点が接合している｡ 復元口径は､ 39.0㎝｡

９は､ 小型の深鉢土器である｡ 復元口径18.1㎝､

復元底径10.5㎝､ 高さ23.6㎝､ 最大胴径19.5㎝であ

る｡ 口縁部には､ １条の沈線が巡る｡ また､ ２ヶ所

か４ヶ所は口縁端部が肥厚し部分的に同心円状の沈

線が巡る｡ 上げ底である｡ Ｌ､ Ｋ､ Ｍ－９グリッド

とS118の遺物16点が接合している｡

10は､ 小型の深鉢土器である｡ 復元口径16.8㎝､
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図(Fig)249 縄文土器実測図 (１)

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



残存高15.0㎝である｡ 口唇部には､ 放射状に刻み目

が観察される｡ Ｌ､ Ｍ－９グリッド出土の計11点が

接合している｡

��������	
������������

������������

11は､ 深鉢土器の口縁部と胴部上半部である｡ 復

元口径34.7㎝､ 残存高21.5㎝である｡ 波状口縁で口

唇部には､ 放射状に刻み目が観察される｡ 器面は荒

れており調整痕の確認は明確ではない｡ Ｌ－９グリッ

ド出土の計10点が接合している｡

12は､ 深鉢土器の口縁部と胴部上半部である｡ 復

元口径28.0㎝､ 残存高21.3㎝である｡ 波状口縁で口
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図(Fig)250 縄文土器実測図 (２)
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図(Fig)251 縄文土器実測図 (３)
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唇部には､ 貝殻による刻み目が観察される｡ 器面は

荒れているが､ 工具痕がわずかに残る｡ Ｌ－９グリッ

ドとS106の遺物計13点が接合している｡

13は､ 深鉢土器の口縁部と胴部上半部である｡ 復

元口径28.0㎝､ 残存高21.3㎝である｡ 口縁端部は肥

厚し､ 斜め沈線が観察される｡ 器面は荒れているが､

内外面に条痕の痕跡が見受けられる｡ Ｌ－９グリッ

ド出土の計６点が接合している｡

14は､ 小型の深鉢土器の底部である｡ 復元底径

19.5㎝､ 残存高9.0㎝である｡ 平底である｡ Ｌ､ Ｍ－

９グリッドの遺物６点が接合している｡

��������	
�����

15は､ 脚台付き鉢の脚台部である｡ 外面は２条の

沈線で区画され､ その下部に斜め沈線が観察される｡

S001からの出土である｡

16は､ 脚台付き鉢の脚台部である｡ 外面には､ 北

久根山式土器の特徴である ｢Ｗ字状の貼付文｣ があ

り､ その中に２～３条の沈線が観察される｡ S083

からの出土である｡

17は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 器面がやや荒れ

ているが､ 口縁部外面に斜め沈線が観察される｡ Ｌ－

９グリッドⅢＡ層出土遺物である｡

18は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや肥

厚し､ 外面には北久根山式土器の特徴である ｢綾杉

文｣､ 口唇部には粘土を貼り付けて波状の刻み目が

施されている｡ S147出土遺物３点が接合している｡

復元口径20.6㎝､ 残存高5.3㎝である｡

19は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや肥

厚し､ 外面には北久根山式土器の特徴である ｢綾杉

文｣ が見られる｡ Ｆ－６グリッドの撹乱坑出土遺物

である｡

20は､ 小型の深鉢土器の口縁部である｡ 波状口縁

で口縁部外面には縦の沈線､ 口唇部には､ 工具によ

る刺突が観察される｡ 器面は荒れており調整痕の確

認は明確ではない｡ Ｍ－９グリッド出土の計３点が

接合している｡

����������������������

21は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁端部は､ や

や尖底気味に先細りする｡ 内外面はミガキが観察さ

れる｡ Ｂ－２グリッドⅢＡ層出土遺物である｡

22は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁端部は､ や

や肥厚し､ 上下平行に巡る２条の沈線で区画され､

その上下の外側に磨り消し縄文が残る｡ Ｇ－７グリッ

ドの調査区トレンチの一括出土遺物である｡
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23は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁端部は､ や

や肥厚し､ 上下平行に巡る２条の沈線で区画される｡

器面が荒れているために磨り消し縄文の有無は不明

である｡ Ｇ－７グリッドⅢＡ層出土遺物２点が接合

している｡

24は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁端部は､ や

や肥厚し､ 上下平行に巡る２条の沈線で区画される｡

磨り消し縄文の有無は不明である｡ 内外面にはミガ

キが観察される｡ Ｇ－７グリッドⅢＡ層出土遺物で

ある｡

25は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁端部は､ や

や肥厚し､ 上下平行に巡る２条の沈線で区画される｡

S077ⅢＡ層出土遺物である｡

26は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁端部は､ や

や肥厚し､ 上下平行に巡る２条の沈線で区画され､

その上下の外側に磨り消し縄文が残る｡ S133出土

遺物である｡

27は､ 注口土器の口縁部と考えられる｡ 口縁部に

は､ 上下平行に巡る６条の浅い沈線で区画され､ そ

の間に磨り消し縄文が残る｡ Ｔ－８グリッドⅢＡ層

出土遺物である｡
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28は､ 浅鉢土器の口縁部と考えられる｡ 口縁部は､

やや肥厚して凸状に出っ張る｡ 刺突と沈線で複雑な

文様が作り出されている｡ Ｌ､ Ｍ－８､ ９グリッド

周辺のⅢＡ層出土遺物である｡

29は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや肥

厚し､ 工具による刺突文が一列観察される｡ S106

出土遺物である｡

30は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや肥

厚し､ Ｘ状の沈線が観察される｡ 口唇部は波状にや

や凹凸が見られる｡ 胎土に多量の金雲母を含み､ 滑

石も含む｡ S106出土遺物である｡

31は､ 鉢形土器の口縁部である｡ 口縁部は工具に

よる刺突文が一列観察される｡ Ｔ－８グリッドⅢＡ

層出土遺物である｡

32は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁はやや外反

し､ 端部は突帯状にややふくらむ｡ 貝殻腹縁による

刺突文が２列､ 口唇部には浅い沈線が１条巡る｡ Ｆ－

７グリッドⅢＡ層出土遺物３点が接合している｡

33は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁は肥厚し､

断面形状が三角形を呈する｡ また､ 沈線による横線

文が観察され､ 波状口縁である｡ 市来式土器の範疇

で捉える事ができよう｡ Ｍ－８グリッドⅢＡ層出土

遺物である｡

34は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部に縦の短

くて深い沈線が５本､ 口唇部には１条の沈線が見ら

れる｡ S074の１層出土遺物である｡

35は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部には､ 貝
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殻腹縁による刺突文と沈線による横線文が見られる｡

Ｋ－８グリッドⅢＡ層出土遺物である｡

36は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部は外反す

る｡ 波状口縁である｡ 口唇部は斜めの刻み目が入る｡

調査区の一括資料である｡

37は､ 鉢形土器の胴部である｡ 沈線の横線文と棒

状の工具での刺突文が見られる｡ S106出土遺物で

ある｡

38は､ 鉢形土器で胴部の屈曲部である｡ 外面に撚

糸文が施されている｡ Ｋ－８グリッドⅢＡ層出土遺

物である｡

39は､ 鉢形土器の胴部である｡ ２本の沈線による

横線文の間にジグザグ状の沈線が観察される｡ と棒

状の工具での刺突文が見られる｡ Ｌ－９グリッドⅢ

Ａ層出土遺物とS118出土遺物の２点が接合してい

る｡

40は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや外

反し､ 内外面に貝殻条痕後ナデが施されている｡ 復

元口径19.7㎝､ 残存高9.0㎝である｡ Ｓ－８グリッド

の縄文時代の遺物を含む砂層の２層から出土した遺

物２点が接合している｡

41は､ 鉢形土器の口縁部である｡ 口縁部はやや内

傾し､ 内外面に貝殻条痕後ナデが施されている｡ Ｅ－

７グリッドの自然流路２から出土した遺物２点が接

合している｡
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42は､ 浅鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや外

反し､ ２条の凹線文が巡る｡ 復元口径26.8㎝､ 残存

高3.3㎝である｡ Ｄ－６グリッドのⅢＡ層出土遺物

である｡

43は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや内

傾し､ ２条の沈線文が巡る｡ Ｂ－２グリッドのⅢＡ・

Ｂ層出土遺物である｡

44は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや外

反し､ 直立する｡ ２条の沈線文が巡る｡ S106の床

面出土遺物である｡

45は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや内

傾し､ ３条の沈線文が巡る｡ 調査区一括遺物である｡

46は､ 深鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや外

反し､ 直立する｡ １条の沈線文が巡る｡ Ａ－４グリッ

ドのⅢＢ層出土遺物である｡

47は､ 浅鉢土器の口縁部である｡ 口縁部はやや内

傾し､ ２条の凹線文が巡る｡ Ｅ－７グリッドのⅢＢ

層出土遺物である｡
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１､ ２､ ３､ ５､ ６は､ 深鉢土器の口縁部である｡

内外面には貝殻条痕の調整痕が残る｡ １､ ３の内面

は条痕後､ ナデ調整が観察される｡ １はＢ－５グリッ

ドのⅢＡ層､ ２はＢ－３グリッドのⅢＡ層､ ３はＣ－
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図(Fig)256 縄文土器実測図 (８)
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３グリッドのⅢＡ層､ ５と６はＡ－３グリッドのⅢ

Ａ層からの出土遺物である｡

４は､ 浅鉢土器の口縁部である｡ 内外面には貝殻

条痕の調整痕が残る｡ Ｂ－５グリッドのⅢＡ層出土

遺物である｡

７､ ８､ ９は深鉢土器の底部である｡ 外面には貝

殻条痕やナデの調整痕が残る｡ ７､ ８の底部は平底

であり､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層

出土遺物である｡ ９の底部は上げ底であり､ Ｂ－３

グリッドのⅢＡ層出土遺物である｡
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10は､ 胴部が丸く張り出す浅鉢土器の口縁部であ

る｡ 口縁部には黒川式土器に特徴的な ｢鰭状の突起｣

がある｡ 内外面は､ 丁寧な磨研が見られる｡ 復元口
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径39.5㎝､ 残存高3.8㎝である｡ Ｓ－８グリッド縄文

時代の遺物を含む砂層出土遺物である｡

11､ 12､ 14は､ 胴部が丸く張り出す浅鉢土器の口

縁部である｡ 内外面は､ 丁寧な磨研が見られる｡ 11

は､ Ｌ－９グリッドⅡＢ層､ 12は､ Ｃ－３グリッド

ⅢＡ層､ 14は､ 調査区一括出土遺物である｡

13は､ 胴部が丸く張り出す浅鉢土器の胴部である｡

内外面は､ 丁寧な磨研が見られる｡ 復元胴径29.0㎝

である｡ Ｇ－７グリッドⅡ層出土遺物とＪ－９グリッ

ド表土層出土遺物の２点が接合している｡

15は､ 胴部が擂鉢状になる浅鉢土器の口縁部と胴

部である｡ 内外面は､ 丁寧な磨研が見られ､ 口縁端

部が丸く肥厚する｡ 復元口径24.0㎝､ 残存高5.7㎝で

ある｡ Ｇ－７グリッドⅡ層出土遺物とＪ－９グリッ

ド表土層出土遺物の２点が接合している｡

16は､ 浅鉢土器の口縁部である｡ 胴部は丸く立ち

上がり､ 口縁部は斜めに真っ直ぐ立ち上がる｡ 口縁

外面に１条の沈線の横線文が巡る｡ 内外面は､ 丁寧

な磨研が見られる｡ Ｃ－３グリッドⅢ層出土遺物で

ある｡

17は､ 胴部が擂鉢状になる浅鉢土器の口縁部であ

る｡ 内外面は､ 丁寧な磨研が見られ､ 口縁端部が丸

く肥厚する｡ Ｂ－４グリッドⅢＡ層出土遺物である｡

18は､ 小型の浅鉢土器である｡ 復元口径11.5㎝､

残存高3.5㎝である｡ 内外面は､ 丁寧な磨研が見ら

れる｡ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層出

土遺物２点が接合している｡

19､ 20は､ 浅鉢土器の口縁部である｡ いずれも口

縁部外面に１条の沈線の横線文が巡る｡ 口縁外面に

１条の沈線の横線文が巡る｡ 内外面は､ 丁寧な磨研

が見られる｡ 19は､ Ｃ－３グリッドⅢＢ層､ 20は､

Ｂ－２グリッドⅢＡ層出土遺物である｡

21は､ 浅鉢土器のほぼ完形品である｡ 口縁部には

黒川式土器に特徴的な ｢鰭状の突起｣ がある｡ 内外

面は､ 丁寧な磨研が見られる｡ S129出土遺物12点

とＯ－９グリッドⅢＡ層出土遺物６点の計18点が接

合している｡
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22､ 23は､ 鉢形土器の胴部である｡ 内外面に条痕

文が縁部には鰭状の突起がある｡ 内面はナデ､ 外面

は条痕文の調整痕が残る｡ また､ いずれにも黒川式

土器に特徴的な ｢リボン状の突起｣ が見られる｡ い

ずれもＳ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層出

土遺物である｡
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24は､ 深鉢土器の底部である｡ 復元底径11.6㎝､

残存高3.4㎝である｡ 内外面は､ ナデ後赤色顔料が

塗られている｡ Ｇ－７グリッドⅢＡ層出土遺物２点

が接合している｡

25～32は､ 鉢形土器の胴部下半部である｡ いずれ

も網目や織物の文様がついている組織痕土器である｡

25､ 26､ 27､ 28は目の小さい網目､ 29､ 31､ 32は目

の大きな網目､ 30は織物の圧痕と考えられる｡ 25､

26はＳ－８､ ９グリッド縄文時代の遺物を含む砂層､

27､ 28はＣ－４グリッドⅢＡ層出土遺物である｡ 29､

32はS017の上層､ 30はＳ－９グリッド縄文時代の

遺物を含む砂層出土遺物である｡ 31はＢ－４グリッ

ドⅢＡ層出土遺物である｡
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調査区内で出土した打製石鏃は､ 24点 (調査１区：

９点､ 調査２区：15点) である｡ 調査２区に集中し

ており､ 特にＳ－８グリッド縄文時代の遺物を含む

砂層出土遺物が多い｡

これらの中には弥生時代の打製石鏃も含まれる可

能性が高いが､ 筆者には分類する能力を持ち合わせ

ていないので､ 一括して縄文時代の打製石鏃として

取り扱いたい｡ これらの中には従来弥生時代の打製

石鏃ではないかといわれていた五角鏃や弥生時代の

遺構の中から出土した打製石鏃も含まれる｡ 使用石

材は､ ほとんどが西北九州産黒曜石 (主に腰岳産黒

曜石) で､ わずかに安山岩が入る｡

石鏃の形態で大まかに４分類､ 細分して７分類の

分類を試みた｡

【Ⅰ－Ａ類】全体形が二等辺三角形で平基式の打製

石鏃 (１､ ２)

１の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｇ－６グリッド調査区トレンチ内である｡

２の石材は､ 安山岩､ 出土地点・層位は､ S017

内の床直上である｡
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【Ⅰ－Ｂ類】全体形が正三角形に近い平基式の打製

石鏃 (３､ ４､ ５)

３の石材は､ 黒曜石､ 出土地点・層位は､ S106

内である｡

４の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層内で

ある｡

５の石材は､ 安山岩､ 出土地点・層位は､ S003

内の２層である｡

【Ⅱ－Ａ類】全体形が二等辺三角形に近い凹基式の

打製石鏃､ 両側縁の形状がほぼ直線的 (６～９)

６の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ S118周辺である｡

７の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｔ－８グリッドⅢＡ層出土遺物である｡

８の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ S003の下層である｡

９の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ 調査１区南側排土である｡

【Ⅱ－Ｂ類】全体形が二等辺三角形に近い凹基式の

打製石鏃､ 形状が左右非対称 (10)

10の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層であ

る｡

【Ⅱ－Ｃ類】全体形が二等辺三角形に近い凹基式の

打製石鏃､ 両側縁の形状がほぼ直線的だが基部で

｢くの字｣ 状に内湾する (11～16)

11の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層であ

る｡

12の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ ＤグリッドⅢＡ層出土遺物である｡

13の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ S003内である｡

14の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ S053の２層である｡

15の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ S046の土坑内である｡

16の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｓ－９グリッド縄文時代の遺物を含む砂層の２

層である｡

【Ⅲ類】全体形が五角形の形状を呈する打製石鏃

(17～22)

17の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ S029内である｡

18の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層であ

る｡

19の石材は､ 安山岩､ 出土地点・層位は､ S072

内である｡

20の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ S017上層である｡

21の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ S073内である｡

22の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｂ－２グリッドⅣ層上層である｡

【Ⅳ類】先端部のみの形状だが､ 元々大きな打製石

鏃と考えられるもの (23､ 24)

23の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層の２

層である

24の石材は､ 西北九州産黒曜石､ 出土地点・層位

は､ Ｂ－６グリッドⅢ層上層である｡

※【剥片鏃】Ⅰ～Ⅳ類の中で素材剥片が縦長剥片､

いわゆる石刃を用いた剥片鏃であるものは､ ６､ ７､

８､ ９､ 13､ 15の６点と考えられる｡

��������	
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調査区内で出土した打製石鏃は､ 15点 (調査１区：

７点､ 調査２区：８点) である｡ 調査２区に集中し

ており､ 特にＳ－８グリッド縄文時代の遺物を含む

砂層出土遺物が多い｡

打製石斧は､ 一括して縄文時代の遺物として考え

る｡ 使用石材は､ ほとんどが粘板岩で､ 蛇紋岩､ 片

岩､ 安山岩も入る｡

石斧の形態で大まかに２分類､ 細分して４分類の

分類を試みた｡

【Ⅰ－Ａ類】従来から ｢短冊形｣ と呼ばれてきた打

製石斧｡ 全体的な形状は長方形に近い｡ 刃部の形状

は一定ではないが､ 円刃のものが多い｡ Ａ類として

全体形状が楕円形で縦横比がほぼ１～２：１の石斧
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図(Fig)261 縄文石器実測図 (３)
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図(Fig)262 縄文石器実測図 (４)
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図(Fig)263 縄文石器実測図 (５)
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図(Fig)264 縄文石器実測図 (６)
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を示した｡ (１～８､ 11)

１の石材は､ 片岩系､ 出土地点・層位は､ S004

内である｡

２の石材は､ 粘板岩､ 出土地点・層位は､ Ｅ－５

グリッドⅢＡ層である｡

３の石材は､ 輝石安山岩､ 出土地点・層位は､ Ｓ－

８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層である｡

４の石材は､ 粘板岩と考えられる｡ 出土地点・層

位は､ S082内である｡

５の石材は､ 粘板岩と考えられる｡ 出土地点・層

位は､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層で

ある｡

６の石材は､ 粘板岩､ 出土地点・層位は､ Ｖ－８

グリッドⅢＡ層である｡

７の石材は､ 粘板岩と考えられる｡ 出土地点・層

位は､ S106上層である｡

８の石材は､ 蛇紋岩､ 出土地点・層位は､ S075

上層である｡

11の石材は､ 安山岩､ 出土地点・層位は､ Ｓ－８

の土層確認トレンチ一括である｡

【Ⅰ－Ｂ類】従来から ｢短冊形｣ と呼ばれてきた打

製石斧｡ 全体的な形状は長方形に近い｡ 刃部の形状

は一定ではないが､ 円刃のものが多い｡ Ｂ類として

全体形状が細長くで縦横比がほぼ３～：１の石斧を

示した｡ (９～10)

９の石材は､ 粘板岩､ 出土地点・層位は､ Ｓ－８

グリッド縄文時代の遺物を含む砂層である｡

10の石材は､ 粘板岩､ 出土地点・層位は､ S118

下層である｡

【Ⅱ類－Ａ】従来から ｢バチ形｣ と呼ばれてきた打

製石斧｡ 刃部が直線に近い石斧を示した｡ (12)

12の石材は､ 粘板岩､ 出土地点・層位は､ Ｔ－８

グリッドⅢＡ層である｡

【Ⅱ類－Ｂ】従来から ｢バチ形｣ と呼ばれてきた打

製石斧｡ 刃部が円形に近い石斧を示した｡ (13～14)

13の石材は､ 粘板岩､ 出土地点・層位は､ Ｂ－２

グリッドⅢＡ～Ｂ層である｡

14の石材は､ 安山岩､ S106の２層から出土であ

る｡

��������		
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調査区内で出土した打製石鏃は､ 11点 (調査１区：

７点､ 調査２区：３点､ 不明：１点) である｡ 調査

２区､ 調査１区の南側と中央部で出土している｡ 磨

製石斧は､ 一括して縄文時代の遺物として考える｡

使用石材は､ 蛇紋岩､ 安山岩が多く､ 粘板岩も入る｡

石斧の形態で大まかに５つに分類を試みた｡

【Ⅰ類】全体的に細長い二等辺三角形をしており､

側縁は直線状をし､ 最大幅は刃部に近いところにあ

る｡ 断面形は楕円～円形状の磨製石斧を示した｡

(１～３)
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図(Fig)265 縄文石器実測図 (７)

０ ５㎝
Ｓ＝2／3



― 310 ―

１

２

すり痕

図(Fig)266 縄文石器実測図 (８)
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１の石材は､ 安山岩質と考えられる｡ 出土地点・

層位は､ S003内である｡

２の石材は､ 安山岩質と考えられる｡ 出土地点・

層位は､ S005内である｡

３の石材は､ 蛇紋岩､ 出土地点・層位は､ S026

内である｡

【Ⅱ類】全体的に小型で細長いノミ形の形状をして

いる｡ 断面形は楕円形の磨製石斧を示した｡ (４)

４の石材は､ 蛇紋岩､ 出土地点・層位は､ Ａ－２

グリッドのPit1399内である｡

【Ⅲ類】全体的に長方形を呈しており､ 側縁は直線

状をなす｡ 断面形は楕円形の磨製石斧を示した｡

(５)

５の石材は､ 蛇紋岩質の変成岩､ 出土地点・層位

は､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む砂層であ

る｡ ややローリングを受けているが､ 周辺に敲打痕

が残ることから敲石として転用されたと考えられる｡

【Ⅳ類】全体的に長方形を呈しており､ 刃部にのみ

研磨が施されている局部磨製石斧｡ 断面形は扁平で

ある｡ (６～７)

６の石材は､ 粘板岩､ 出土地点・層位は､ S077

内である｡

７の石材は､ 粘板岩､ 出土地点・層位は､ Ｔ－９

グリッドⅢＢ層である｡
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図(Fig)267 縄文石器実測図 (９)
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【Ⅳ類】欠損しており全体的な形状は不明だが､ 刃

部周辺に研磨が残る磨製石斧｡ 断面形は楕円形であ

る｡ (８～12)

８の石材は､ 蛇紋岩､ 出土地点・層位は､ S089

内である｡

９の石材は､ 蛇紋岩､ 出土地点・層位は､ Ｂ－４

グリッドⅢＡ層である｡ である｡

10の石材は､ 安山岩質と考えられる｡ 出土地点・

層位は､ 不明である｡

11の石材は､ 安山岩質と考えられる｡ 出土地点・

層位は､ Ｋ－８グリッドⅢＡ層である｡

12の石材は､ 安山岩質と考えられる｡ 出土地点・

層位は､ Ｋ－９グリッドⅢＡ層である｡

��������	
��

調査区内で出土した楔形石器は､ ８点で､ 全て調

査２区からの出土である｡ 使用石材は全て西北九州

産黒曜石と考えられ､ ２㎝未満の小振りのもの (１

～６)､ 2.5㎝以上のやや大振りのもの (７､ ８) が

ある｡

１はS003､ ２はＴ－８ベルト､ ３はS012､ ４はS

003､ ５はS026､ ６はＳ－８グリッド縄文時代の遺

物を含む砂層の２層､ ７はS003､ ８はS017からの

出土である｡
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図(Fig)268 縄文石器実測図 (10)
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調査区内で出土したスクレイパーは､ 12点 (調査

１区：８点､ 調査２区：４点) である｡ 使用石材は

安山岩が多い｡

１は横型の石匙である｡ 石材は安山岩であるが､

ローリングを受けている｡ 全ての側縁で使用が可能

である｡ 出土地点・層位は､ 調査１区であるが出土

地点・層位は不明である｡

２の石材は安山岩で､ 出土地点・層位は､ S017

の３層である｡ 全ての側縁で使用が可能である｡

３の石材は西北九州産黒曜石で､ 出土地点・層位

は､ S017の３層である｡ 全ての側縁で使用が可能

である｡

４の石材は西北九州産黒曜石で､ 出土地点・層位

は､ S003の床面である｡ 全ての側縁で使用が可能

である｡

５の石材は西北九州産黒曜石で､ 出土地点・層位

は､ Ｂ､ Ｃ－４､ ５グリッドⅢＡ層である｡ 両側縁

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)269 縄文石器実測図 (11)
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での使用が可能である｡

６の石材は安山岩で､ 出土地点・層位は､ S129

である｡ 両側縁と先端部での使用が可能である｡

７の石材は安山岩で､ 出土地点・層位は､ Ｋ－８

グリッドⅢＡ層である｡ 両側縁と先端部での使用が

可能である｡

８の石材は安山岩で､ 出土地点・層位は､ Ｃ－４

グリッドⅢＡ層である｡ 両側縁と先端部での使用が

可能である｡

９の石材は西北九州産黒曜石で､ 出土地点・層位

は､ S053内である｡ 両側縁での使用が可能である｡

先端部が欠損している｡

10の石材は西北九州産黒曜石で､ 出土地点・層位

は､ Ｓ－９グリッドⅢＡ層である｡ 両側縁と先端部

での使用が可能である｡

11の石材は良質なガラス質安山岩で､ 出土地点・

層位は､ S091内である｡ 左側縁での使用が可能で

ある｡ 上端部が欠損している｡

12の石材は西北九州産黒曜石で､ 出土地点・層位

は､ Ｂ－５グリッドⅢＡ層である｡ 右側縁と上端部
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図(Fig)270 縄文石器実測図 (12)
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図(Fig)271 縄文石器実測図 (13)
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図(Fig)272 縄文石器実測図 (14)
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図(Fig)273 縄文石器実測図 (15)
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図(Fig)274 縄文石器実測図 (16)
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図(Fig)275 縄文石器実測図 (17)
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での使用が可能である｡
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調査区内で出土したスクレイパーは､ 12点 (調査

１区：８点､ 調査２区：４点) である｡ 使用石材は

安山岩が多い｡

１は剥片である｡ 石材は黒曜石であるが､ 漆黒で

はなく､ やや霞がかかったような濁りのある黒曜石

である｡ 佐賀県の椎葉川周辺で採集される黒曜石に

酷似するが､ 断定はできない｡ 背面には打面を上に

して石刃を剥出した痕跡が残る｡ 一部礫面が残る｡

出土地点・層位は､ S001内である｡

２は剥片である｡ 石材は西北九州産黒曜石である｡

背面には打面を上にして石刃を剥出した痕跡が残る｡

一部礫面が残る｡ 出土地点・層位は､ 不明である｡

３は剥片である｡ 石材は西北九州産黒曜石である｡

背面には打面を上にして石刃を剥出した痕跡が残る｡

打面及び側面に礫面が残る｡ 出土地点・層位は､ Ｂ－

５グリッドⅢＡ層である｡

４は作業面再生剥片である｡ 石材は西北九州産黒

曜石である｡ 背面には打面を上にして３本の石刃を

剥出した痕跡が残る｡ 側面に一部礫面が残る｡ 出土

地点・層位は､ S017の３層である｡

５は作業面再生剥片である｡ 石材は西北九州産黒

曜石である｡ 背面には打面を上にして石刃を剥出し

た痕跡が残る｡ 側面に一部礫面が残る｡ 出土地点・

層位は､ 調査１区北側である｡

６は剥片である｡ 石材は西北九州産黒曜石である｡

背面にはあらゆる方向からの剥離が観察される｡ 断

面の形状が三角形～台形を呈するが､ 石刃を剥出す

るためのクレスティドフレイクではない｡ 出土地点・

層位は､ S003の１層である｡

７は剥片である｡ 石材は西北九州産黒曜石である｡

背面には中央から両側への剥離が観察されるが､ 縦

からの剥離ではないために石刃を剥出するためのク

レスティドフレイクとは言えない｡ 出土地点・層位

は､ S130内である｡

８は作業面再生剥片である｡ 石材は西北九州産黒

曜石である｡ 背面には主に打面を上にして石刃を剥

出した痕跡が残る｡ 出土地点・層位は､ S130内で

ある｡

９は微細剥離のある作業面再生剥片と考えられる｡

作業面再生を行おうとしたが失敗したものかもしれ

ない｡ 石材は西北九州産黒曜石である｡ 背面には主

に打面を上にして石刃を剥出した痕跡が残る｡ 出土

地点・層位は､ S033の２層である｡

10は微細剥離のある剥片である｡ 石材は西北九州

産黒曜石である｡ 背面には打面を上にして石刃を剥

出した痕跡が残る｡ 出土地点・層位は､ Ｌ－９グリッ

ドⅢＡ層である｡

11は使用痕跡のある剥片である｡ 石材は西北九州

産黒曜石である｡ 左側縁に使用痕跡が残る｡ 出土地

点・層位は､ Ｅ－６グリッドⅢＡ層である｡

12は微細剥離のある剥片である｡ 石材は西北九州

産黒曜石である｡ 石材の角を利用したファーストフ

レイクである｡ 打面も礫面がである｡ 出土地点・層

位は､ 廃土一括のため不明である｡
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図(Fig)276 縄文石器実測図 (18)
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13は使用痕跡のある剥片である｡ 石材は西北九州

産黒曜石である｡ 両側縁に使用痕跡が残る｡ 出土地

点・層位は､ Ｔ－９グリッドⅢＡ層である｡

14は使用痕跡のある剥片である｡ 石材は西北九州

産黒曜石である｡ 両側縁に使用痕跡が残る｡ 出土地

点・層位は､ Ｓ－８グリッド縄文時代の遺物を含む

砂層の２層である｡

15は微細剥離のある剥片である｡ 石材は西北九州

産黒曜石である｡ 背面には打面を上にして石刃を剥

出した痕跡が残る｡ 出土地点・層位は､ Ｊ－８グリッ

ドⅢＡ層である｡

��������	��
��

１の石材はサヌカイト質安山岩である｡ 礫面の様

子から佐賀県多久市周辺に産出するサヌカイト質安

山岩に酷似するが､ 断定はできない｡ 礫面を打面に

してやや縦長の剥片を剥出し､ 左に90°打面 (礫面)

を転換して､ 同様にやや縦長の剥片を剥出している｡

最後に大きく２つに分割されている｡ その後､ 刃部

に背腹両面から小さな二次加工が加えられた可能性

も考えられる｡ 出土地点・層位は､ S012内である｡

２の石材は西北九州産黒曜石である｡ 礫面の様子

から腰岳産と考えられる｡ 打面を上下に設定して､

やや幅広い剥片を剥出しようとした痕跡が窺える｡

出土地点・層位は､ Ｃ－３グリッドⅢＡ層である｡

３の石材はハリ質安山岩である｡ 剥片を素材にし

て上面を固定､ そして､ やや幅広い剥片を交互剥離

を行いながら剥出しようとした痕跡が窺える｡ 礫面

を大きく残している｡ 出土地点・層位は､ Ｃ－３グ

リッドⅢＡ層である｡

４の石材は西北九州産黒曜石である｡ 打面はほぼ

上部に固定して､ やや幅広い剥片を剥出しようとし

た痕跡が窺える｡ しかし､ 約90°打面を転移して同

様な剥片剥離を行っている｡ 打面調整も観察される｡

ながらも､｡ 出土地点・層位は､ Pit1020内である｡

５の石材はハリ質安山岩である｡ 打面を上下しな

がら､ 不定形な剥片を剥出しようとした痕跡が窺え

第Ⅳ章 調査の結果
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図 (Fig)277 縄文石器実測図 (19)
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る｡ 出土地点・層位は､ Ｌ－９グリッドS106の東

側トレンチ内である｡

６の石材はハリ質安山岩である｡ 求心状の剥離を

行い､ 不定形な剥片を剥出しようとした痕跡が窺え

る｡ その後､ 周辺に背腹両面から小さな二次加工が

加えられており､ トールに転用しようとした可能性

も考えられる｡ 出土地点・層位は､ Ｃ－３グリッド

ⅢＢ層である｡

��������	

��

１の石材は西北九州産黒曜石である｡ 残る礫面か

ら腰岳産黒曜石と考えられる｡ おおよそピンポン玉

程度の原礫を分割して素材にして､ 求心状の剥離を

行い､ 約半面に鋸歯状の凹凸を作り出している｡ 用

途は不明である｡ 出土地点・層位は､ S073の１層

である｡

２の石材は西北九州産黒曜石である｡ 残る礫面か

ら腰岳産黒曜石と考えられる｡ 原礫を残した剥片を

素材にして､ 求心状の剥離を行い､ 約半面に鋸歯状

の凹凸を作り出している｡ 用途は不明である｡ 出土

地点・層位は､ S001内である｡

���������	

��

３は､ 結晶片岩様緑色岩製の勾玉である｡ 頭部が

欠損している｡ 蛍光Ｘ線分析の結果､ 鹿児島県加世

田市周辺で多く使用されている石材と同じ可能性が

示された｡ 出土地点・層位は､ S034内である｡ 縄

文時代の石製勾玉が弥生時代中期後半期の土坑の中

に紛れ込んでいたと考えられる｡ (第Ⅴ章P393～408

参照)

４は､ ヒスイ製の勾玉である｡ 完形品である｡ 蛍

光Ｘ線分析の結果､ 新潟県糸魚川産硬玉 (ヒスイ)

であることが示された｡ 出土地点・層位は､ S126

の床面である｡ S126は弥生時代後期の住居跡であ

るので､ 紛れ込みもしくは弥生人が縄文時代のヒス

イ製の勾玉を何らかの理由で所持していた可能性が

考えられる｡ (P393～408参照)

５は､ 蛇紋岩製の小玉である｡ 蛍光Ｘ線分析の結

果､ 蛇紋岩に該当する可能性が示された｡ 出土地点・

層位は､ S007の１層である｡ S007は時期不明の遺

構であることで､ 紛れ込みの可能性が高い｡

������

ここでは､ 調査１区・２区の包含層及び他の時代

の遺構の中に混入していた遺物の中から紹介する｡

土器及び土製品37点､ 石器及び石製品19点､ 鉄器

２点の計58点である｡

��������

�����	
�� 	�!��

１は､ 丹塗りの甕形土器の口縁部である｡ 口唇部

には刻み目､ 胴部にはＭ字状の突帯が一条巡る｡ 外

面にはミガキ痕､ 内面にはハケ目が残る｡ 須玖Ⅱ式

土器の範疇で捉える事ができよう｡ 調査１区の北側

トレンチ一括遺物である｡

２は､ 丹塗りの筒形器台の環部である｡ 須玖Ⅱ式

土器の範疇で捉える事ができよう｡ 出土地点・層位

不明である｡

４は､ 丹塗り高杯の杯部である｡ 口縁部には放射

状の暗文が見られる｡ 須玖Ⅱ式土器の範疇で捉える

事ができよう｡ 出土地点・層位は､ Ｋ－８グリッド

ⅢＡ層である｡

３､ ５､ ６は丹塗り壺の蓋である｡ ３には壺とを

結びつける穴が見られる｡ ３はS094 (中近世の溝)

３Ａ層､ ５はＢ－５グリッドⅢＡ層､ ６はＢ－４グ

リッドⅢＡ層から出土している｡

７は､ 丹塗り袋状口縁壺の口縁部と頸部である｡

出土地点・層位は､ Ｇ－７グリッドⅡ層である｡

８は､ 丹塗り甕形土器の底部及び胴部下半部であ

る｡ 須玖Ⅱ式土器の範疇で捉える事ができよう｡ 出

土地点・層位は､ Ｅ－６グリッド樹根状の穴内であ

る｡

９は､ 丹塗り袋状口縁壺の口縁部である｡ 出土地

点・層位は､ Ｂ－３グリッド層不明である｡

10は､ 壺形土器である｡ 内外にハケ目が残る｡ 口

縁部に蓋をつなぐための穴が見られる｡ 10点が接合

している｡ 出土地点・層位は､ Ｐ－９グリッドⅢＡ

層である｡

11は､ 器台である｡ 内外にハケ目が残る｡ ４点が

接合している｡ 出土地点・層位は､ 不明である｡

12は､ 短頸壺の口縁部である｡ 出土地点・層位は､

Ｂ－３グリッドⅢＡ層である｡

13は､ 袋状口縁壺の口縁部である｡ 出土地点・層
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図(Fig)278 包含層出土遺物実測図 (弥生) (１)
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図(Fig)279 包含層出土遺物実測図 (弥生) (２)
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図(Fig)280 包含層出土遺物実測図 (弥生) (３)
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位は､ Ｄ－６グリッドⅢ層である｡

14は､ 長頸壺の頸部だと考えられる｡ １条の突帯

が巡る｡ 出土地点・層位は､ Ｕ－８グリッドⅢ層で

ある｡

15は､ 樽形土器の口縁部である｡ 出土地点・層位

は､ Ｃ－５グリッドⅢＡ層である｡

16は､ 壺形土器の口縁部及び胴部である｡ 内外面

にはハケ目がの残り､ 蓋を固定するための穴が見ら

れる｡ 出土地点・層位は､ Ｋ－９グリッドトレンチ

内である｡

17は､ 一部把手が残る｡ ジョッキ形土器の底部で

あると考えられる｡ 出土地点・層位は､ Ｋ－９グリッ

ドⅢＡ層である｡

18は､ 鉢形土器である｡ 出土地点・層位は､ Ｃ－

５グリッドⅢＡ層である｡

19は､ 壺形土器の口縁部である｡ 出土地点・層位

は､ Ｂ－３グリッド層不明である｡

20は､ 甕形土器の底部である｡ 平底で古相を示す｡

出土地点・層位は､ S094 (中近世の溝) ⅢＢ層で

ある｡

21は､ 無頸壺の口縁部及び胴部上半部である｡ 出

土地点・層位は､ Ｋ－８グリッドⅢＡ層である｡

22は､ ミニチュア土器の杯である｡ 出土地点・層

位は､ Ｃ－４グリッドⅢＡ層下層である｡

23は､ ミニチュア土器の壺である｡ 蓋を固定する

ための穴が見られる｡ 出土地点・層位は､ Ｇ－７グ

リッド層不明である｡

24は､ ミニチュア土器の甕である｡ 出土地点・層

位は､ Ｋ－９グリッドⅢＡ層である｡

25は､ ミニチュア土器の鉢である｡ 出土地点・層

位は､ S041 (中世の土坑) 内である｡

26は､ ミニチュア土器の甕の底部であると考えら

れる｡ 出土地点・層位は､ Ｃ－５グリッドⅢＡ層で

ある｡

27は､ ミニチュア土器の甕の底部であると考えら

れる｡ 出土地点・層位は､ 不明である｡

28は､ ミニチュア土器の鉢の口縁部であると考え

られる｡ 出土地点・層位は､ Ｋ－８グリッドⅢＡ層

である｡

29は､ ミニチュア土器の甕の脚台部である｡ 出土

地点・層位は､ Ｂ－３グリッドⅢＡ層である｡

30は､ ミニチュア土器のジョッキ形土器の把手部

であると考えられる｡ 把手は円形である｡ 出土地点・

層位は､ Ｃ－４グリッドⅢＡ層である｡

31は､ ミニチュア土器のジョッキ形土器の把手部

であると考えられる｡ 把手は板形である｡ 出土地点・

層位は､ Ｃ－６グリッドⅢＡ層である｡

32は､ ミニチュア土器の甕の脚台部である｡ 内外

面にハケ目が残る｡ 出土地点・層位は､ Ｅ－６グリッ

ド樹根状の穴内である｡

33は､ 脚台付き注口壺の注口部であると考えられ

る｡ 出土地点・層位は､ Ａ－３グリッドⅢＡ層であ

る｡

��������	
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34は土製紡錘車である｡ 出土地点・層位は､ Ｆ－

７グリッドⅢＡ層である｡

�������	
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35､ 36は土製勾玉である｡ 35はS094廃土内内出

土､ 36はＪ－８グリッドⅢＡ層出土である｡

���������
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１～８は､ 磨製石鏃である｡ 形状はさまざまであ

るが､ 全て欠損している｡ １は粘板岩でＩ－８グリッ

ドⅢＡ層出土､ ２は粘板岩でＴ－９グリッドⅢＡ層

出土､ ３は結晶片岩でＪ－９グリッドⅢＡ層出土､

４は緑泥片岩でＴ－９グリッドⅢＡ層出土､ ５は緑

泥片岩でＪ－９グリッドⅢＡ層出土､ ６は片岩系で

Pit1609内出土､ ７はチャートでＫ－９グリッドⅢ

Ａ層出土､ ８は粘板岩でＪ－９グリッドトレンチ内

出土である｡

������	
���

９～13は､ 石包丁である｡ 全て欠損しているが､

10以外は紐穴が確認できる｡ ９は粘板岩でＣ－４グ

リッドⅢＡ層出土､ 10は立岩産の輝緑凝灰岩 (紫色)

でＬ－９グリッドⅢＡ層出土､ 11は粘板岩でＬ－９

グリッドトレンチ内出土､ 12は流紋岩でＳ－９グリッ

ドⅢ層下層出土､ 13は立岩産の輝緑凝灰岩 (紫色)

でＢ－２グリッドⅢＡ層出土である｡

��������	
	��

14は､ 石製紡錘車である｡ 石材は､ 結晶片岩だと

― 326 ―



第Ⅳ章 調査の結果

― 327 ―

図(Fig)281 包含層出土遺物実測図 (弥生) (４)
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図(Fig)282 包含層出土遺物実測図 (弥生) (５)
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考えられる｡ Ｈ－８グリッドⅢＡ層出土である｡

���������	


15～17は､ 砥石である｡ 15は砂岩でＢ､ Ｃ－４､

５グリッドⅢ層出土､ 16は流紋岩でＳ－９グリッド

西トレンチ内出土､ 17は砂岩でＴ－８グリッドⅢＡ

層出土である｡

������������	


18は､ 太型蛤刃石斧である｡ 刃部と基部が欠損し

ている｡ 石材は､ 安山岩～玄武岩だと考えられるが､

福岡県今山産の玄武岩ではなさそうである｡ Ｃ－４

グリッドⅢＡ層出土である｡
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19は､ 石製管玉である｡ 石材は､ 硬玉である｡ Ｌ－

９グリッドⅢＡ層出土である｡

�
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20､ 21は鉄鏃である｡ 20はＢ－２グリッドピット

内出土､ 21はＳ－９グリッドトレンチ内出土である｡

��
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ここでは､ 調査１区・２区の包含層及び他の時代

の遺構の中に混入していた遺物の中から紹介する｡

須恵器１点､ 布目瓦１点､ 移動式竈片１点の計３

点である｡

１は､ 須恵器の大甕の胴部と考えられる｡ 外面は

格子目叩き痕､ 内面は同心円状の当て具痕跡が残る｡

S055 (中世の土坑) 内出土である｡

２は､ 移動式竈の庇部の破片と考えられる｡ 内外

面には籾の圧痕が多数残る｡ S094 (中近世の溝)

上層出土である｡

３は､ 布目瓦片である｡ 内面には布目､ 外面には

叩き痕跡が残る｡ Ｇ－７グリッドⅢＡ層出土である｡

��
��

ここでは､ 調査１区・２区の包含層及び他の時代

の遺構の中に混入していた遺物の中から紹介する｡

輸入陶磁器７点､ 中世須恵器１点､ 備前陶器１点､

瓦質土器８点､ 中世土師器１点､ 石製品４点､ 渡来

銭１点の計23点である｡

�� !"#������	


４､ ５は龍泉窯系青磁椀Ⅱ－ａ類の口縁部である｡

内外面共に釉がかかり､ 外面にはヘラの片彫りによ

る鎬蓮弁文が確認される｡ 山本氏の太宰府土器型式

と国産陶器・貿易陶器編年による時期区分でＥ期

(13世紀前後～前半) にあたる｡ １はＢ－４グリッ

ドⅢＡ層出土､ ２はＢ－２グリッドⅢＢ層上層出土

である｡

６は､ 龍泉窯系青磁椀Ⅱ類の底部である｡ 内外面

共に釉がかかり､ 見込み部には ｢金玉満堂｣ と考え

られる文字の一部が確認される｡ 山本氏の太宰府土

器型式と国産陶器・貿易陶器編年による時期区分で

Ｅ期 (13世紀前後～前半) にあたる｡ Ｓ－９グリッ

ドⅢＡ層出土である｡

７は､ 15世紀前半期の白磁の皿である｡ 森田勉氏

の分類ではＤ類にあたる｡ 白色の陶器質の胎土に乳

白色の釉をもち､ 体部下半部を露胎にしている｡ ま

た､ 見込みに重ね焼き痕である胎土目状の痕跡が残

り､ 高台裏には４箇所の抉りを持つ｡ 出土地不明の

遺物である｡

８は､ �窯・定窯系白磁皿Ⅷ－１類の底部である｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)283 包含層出土遺物実測図 (古代､ 中世) (１)
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図(Fig)284 包含層出土遺物実測図 (中世) (２)
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胎土､ 釉は､ 灰白色を呈し､ 底部の釉は施釉した後

に削り取ってある｡ 見込み部に劃花文が描かれてい

る｡ 山本氏の太宰府土器型式と国産陶器・貿易陶器

編年による時期区分でＤ期 (12世紀中頃～12世紀後

半) にあたる｡ 出土地不明の遺物である｡

９は､ �窯・定窯系白磁椀Ⅳ類の口縁部である｡

胎土､ 釉は､ 乳白色を呈し､ 緻密で精良である｡ 玉

縁口縁に特徴がある｡ 山本氏の太宰府土器型式と国

産陶器・貿易陶器編年による時期区分でＣ期 (11世

紀後半～12世紀前半) にあたる｡ Ｂ－２グリッドⅢ

Ａ層出土である｡

��������	
���

10は､ 東播系の鉢の口縁部である｡ 重ね焼きを行っ

たために口縁外面のみ焼きが濃い｡ Ｖ－８グリッド

ⅢＡ層出土である｡

�������	
���

11は､ 備前焼 (陶器) の壺の口縁部である｡ 出土

地不明の遺物である｡

��������	
���

13は土鍋の口縁部である｡ 口縁部に２列の繊維圧

痕 (藁？) が見られる｡ 出土地不明の遺物である｡

�������	
���

14は､ 深鉢状の火鉢である｡ 口縁端部はややふく

らみ､ 3.5㎝と4.5㎝下に２条の突帯が巡っている｡

口縁と突帯の間にボタン状の貼り付けや同心円状の

スタンプが押されている｡ S046 (弥生時代後期の

溝) から出土した６点が接合している｡

12は､ 羽釜の口縁部であると考えられる｡ 斜めの

穴が確認される｡ Ｂ－６グリッドⅢ層出土である｡

15～18は火鉢である｡ それぞれ突帯が巡り､ 菊花

文や格子文などのスタンプが押されている｡ 15はＣ－

６グリッドⅢ層出土､ 16はＤ－５グリッドⅢＡ層出

土､ 17はＣ－５グリッドⅢＡ層出土､ 18は出土地不

明である｡

19は､ 小皿の完形品である｡ 底部は糸切り離しが

確認される｡ Ｔ－８グリッドⅢＡ層出土である｡

20は､ 擂鉢の底部である｡ 内面には磨り目が観察

される｡ S091 (弥生時代の不明遺構) とＤ－５グ

リッドⅢＡ層出土遺物３点が接合している｡

������	
���

21は､ 滑石の製品である｡ くびれがあることから

紐でつるして分銅もしくは温じゃく石として使用し

た可能性があると考えられる｡ Ｂ－３グリッドⅢＡ

層出土である｡

22は､ 硯の破片である｡ 石材は紫色の火成岩と考

えられる｡ 赤間石の可能性が高い｡ Ｂ－５グリッド

ⅢＡ層出土である｡

23､ 24は､ 滑石製の石鍋片である｡ 23は､ 底部で

Ｂ－４グリッドⅢＡ層出土､ 24は､ 口縁部でS095

(弥生時代の住居跡) 内出土である｡

� !"��	
���

25は､ 中国の北宋銭である｡ ｢大観通寶｣ は､ 西

暦1107年の製造である｡ Ｃ－３グリッドⅢＡ層出土

である｡

�#�$���	
���

ここでは､ 調査１区・２区の包含層及び他の時代

の遺構の中に混入していた遺物の中から紹介する｡

磁器２点､ 古銭１点の計３点である｡

26は､ 肥前系磁器で椀の高台部と体部下半部であ

ると考えられる｡ 時期は不明だが､ 18世紀以降であ

ろう｡ Ｂ－２グリッドⅢＡ層出土である｡

27は､ 肥前系磁器で仏飯具の体部上半部である｡

九州陶磁の編年における磁器の編年：仏飯具 (色絵

以外)､ 川副麻理子氏の編年によれば､ 第Ⅳ期にあ

たり1690～1780年代に生産されたものに近い｡ Ａ－

５グリッドⅢＡ層出土である｡

28は､ 古銭で江戸時代の ｢寛永通寶｣ である｡ 初

鋳は､ 西暦1626であるが､ 明治２年 (1869年) まで

製造された｡ Ｆ－８グリッドⅢＡ層出土である｡

�%�&'()

ここでは､ 調査１区・２区の包含層及び他の時代

の遺構の中に混入していた遺物の中から紹介する｡

*��+,�����	
-.	

��

１は､ 竈などで使用する支脚石と考えられる｡ 凝

灰岩製で､ 先端が被熱により赤変している｡ 甕など

を支えるために埋めて使用した可能性が高い｡ 中世

以降のものであろうか？Ｂ－４グリッドⅢＡ層出土

である｡

２は､ 尖頭状石器である｡ 石材は安山岩である｡

やや幅広で縦長の剥片を素材にして先端部を意識し
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図(Fig)285 包含層出土遺物実測図 (中世・近世) (３)
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ながら二次加工を施している｡ Ｂ－４グリッドⅢＡ

層出土である｡

３は､ 軽石製の加工石である｡ ツマミ状の把手を

作り出しているが､ 用途は不明である｡ Ｊ－９グリッ

ドⅢＡ層出土である｡

４は､ 安山岩製の錐 (ドリル) である｡ 先端部に

は使用痕が観察される｡ Ｒ－８グリッドⅢＡ層出土

である｡

５は､ 板状の石皿である｡ 石材は安山岩質と考え

られる｡ 約半分が欠損しているが､ 上下面に磨り痕

が見られる｡ 出土地点・層位は､ Ｃ－４グリッドⅢ

Ａ層である｡

６は､ 淵の有る石皿である｡ 石材は安山岩質と考

えられる｡ ほとんどが欠損しており､ 淵の部分しか
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図(Fig)286 包含層出土遺物実測図 (時期不明) (１)
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残存していないが､ 上面に磨り痕が見られる｡ 出土

地点・層位は､ Ｃ－４グリッドⅢＡ層である｡

７は､ 磨り石である｡ 石材は火成岩と考えられる｡

上面には､ ススが付着しており､ 上下面に磨り痕が

見られる｡ 出土地点・層位は､ Ｃ－３グリッド調査

区深掘りトレンチ一括遺物である｡

８は､ 磨り石である｡ 石材は安山岩質と考えられ

る｡ 一部欠損しているが､ 下面に磨り痕が見られる｡

また､ 上下面の中央部と下面には敲打痕が見られる｡

出土地点・層位は､ Ｖ－８グリッド調査区深掘りト

レンチⅣ層上層である｡

９は､ 棒状の敲石である｡ 石材は､ 火成岩である｡

上下側面に敲打痕が見られる｡ 形状は民俗例で挙げ

られるトチを割るための石器に酷似する｡ 堅果類の

加工具に利用されたものかもしれない｡ 調査１区の

出土地点・層位不明遺物である｡

��������	
�

10､ 11､ 12､ 13､ 17､ 18は､ 鉄釘と考えられる｡

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)287 包含層出土遺物実測図 (時期不明) (２)
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全て欠損している｡ 10はＡ－３グリッドⅢＡ層出土､

11はＣ－４グリッドⅢＡ層出土､ 12はＡ－３グリッ

ドⅢＡ層出土､ 13はＣ－４グリッドⅢＡ層出土､ 17

は出土地・層位不明､ 18は出土地・層位不明である｡

14､ 15､ 16､ 19､ 20､ 21､ 22､ 25は､ 鉄片である｡

14はＢ－３グリッドⅢＡ層出土､ 15はＣ－３グリッ

ドⅢＡ層出土､ 16はＫ－８グリッドⅢＡ層出土､ 19

はＬ－９グリッドトレンチ出土､ 20はＫ－９グリッ

ドⅢＡ層出土､ 21はＫ－９グリッドⅢＡ層出土､ 22

はＣ－１グリッドⅢＡ層出土､ 25はＵ－９グリッド

ⅢＡ層出土である｡

23は､ 鉄塊と考えられる｡ Ｃ－４グリッドⅢＡ層

出土である｡

24は､ 鉄釘である｡ 新しいものかもしれない｡ Ｂ－

３グリッドⅢＡ層出土である｡

26は､ 船釘と考えられる｡ 出土地・層位不明であ

る｡

27は､ 銀製品の一部分である｡ 欠損しているため

形状や用途は不明である｡ Ｈ－９グリッド東トレン

チ砂層からの出土である｡
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図(Fig)288 包含層出土遺物実測図 (時期不明) (３)
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図(Fig)289 包含層出土遺物実測図 (時期不明) (４)
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28は､ 鉄砲の玉であると考えられる｡ Ｃ－３グリッ

ドⅢＡ層出土である｡

29､ 30は､ 鉄製品の一部である｡ いずれも曲がる

形状である｡ 新しいものかもしれない｡ いずれもＣ－

３グリッドⅢＡ層出土である｡

31､ 32は､ リング状の鉄製品である｡ 何らかの製

品のパーツであろう｡ 新しいものかもしれない｡ い

ずれもＨ－７グリッドⅢＡ層出土である｡

��������	
��

33～35は､ 土錘である｡ いずれも一部が欠損して

いる｡ 33はＧ－８グリッドⅢＡ層出土､ 34はＢ－２

グリッドⅢＡ層出土､ 35は出土地・層位不明である｡

36は､ 土製品である｡ 紐を通すための穴があるこ

とから､ 装身具の可能性も考えられる｡ Ｂ－５グリッ

ドⅢＡ層出土である｡

37は､ 土製品の一部であると考えられる｡ 何らか

の容器の脚部であろうか？出土地・層位不明である｡
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図(Fig)290 包含層出土遺物実測図 (時期不明) (５)
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!"#$%&調査２区､ Ｒ､ Ｓ－８､ ９グリッド｡

標高約10.50m｡

!'(&不定形

!)*+&長軸：810㎝～､ 短軸：790㎝～､ 深さ：

90～115㎝｡

!,�&３層｡

!-./01&S013､ 14､ 15､ 16､ 23が切る｡

!���2345�&この砂層から出土する遺物は

全て縄文時代の後期～晩期にかけての土器や石器で

ある｡ これらの遺物はローリングは受けていなかっ

た｡ また､ ２層下面に流されてきたような薄い焼土

が確認された｡

しかし､ ほとんどが砂層～砂質土層であり､ 断面で

はオーバーハング状態での不自然な立ち上がりが観

察されたことから､ 遺構ではないと判断した｡ おそ

らく水害などですぐ上流にあった縄文時代後期～晩

期の遺構が流されてきて堆積したものと考えられる｡

!6,��7&

多量の縄文時代の後期～晩期にかけての土器と石

器が出土した｡

!6,���89&

第３章の遺物で紹介した｡
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ＮＰ ＳＰ

ＥＰ ＷＰ

砂層 砂層 褐色粘質土

褐色粘質土 砂層

L＝111,000m

L＝111,000m

①Ａ
１Ｂ�１Ｂ�

②

①Ａ
②

①Ａ

①Ｂ

②

①Ｂ ①Ａ

０ ２m
Ｓ＝1／80

砂層

縄文砂層
①Ａ層 黒褐色砂質土 きめの粗い砂層がベースとなり､ ５～10大の小石が多く含まれる｡ 主に縄文の遺物を多く含む｡ １cm大のカーボン粒も所々に入る｡ 乾燥するとかわりやわらかい｡
①Ｂ層 暗褐色砂質土 Ａ層と比較するとベースの砂粒が細かく小石などの混入物が少ない層｡ この層に入る異物は､ 縄文土器のみである｡
②層 砂層 クロスラミナ構造を持つ砂層｡ 基本的に下層の方が目が粗い｡

図(Fig)291 縄文砂層断面図及び位置図



― 340 ―

図(Fig)292 自然流路①実測図
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②́

③

②

断面にかかる遺物
見通しの遺物

３

４

２

６

５

S050
①層 かなりきめの細かい砂層 (１～２㎜大)
②層 砂層 (２～５㎜大) 所々に２～３㎜大の礫を含む
③層 かなりきめの細かい砂層 (１㎜前後)
④層 目のやや細かな砂と少し粗い砂が混合 (１～２㎜大が主体で５㎜前後が入る) 所々に粘土ブロックが入る

０ ２m
S＝1／80

自然流路①
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������調査２区､ Ａ－５､ ６､ Ｂ､ Ｃ－６グ

リッド｡ 標高約10.20m｡

����溝状

�����長軸：2200㎝～､ 短軸：320㎝～､ 深さ：

８～118㎝｡

����３層｡

���� !"�無し｡

�#$%&'�菊池川にほぼ並行に流れていること､

砂層が主でラミナ構造が見られること､ 断面ではオー

バーハング状態での不自然な立ち上がりが観察され

たことなどから自然流路と判断した｡ おそらく洪水

時に水が流れた跡と推定される｡

一部がステップ状になって弥生時代中～後期の遺

物が多く見られることから､ 洪水により弥生時代の

遺構が破壊されているものと考えられる｡ 遺物の中

第Ⅳ章 調査の結果
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図(Fig)293 自然流路①出土遺物実測図
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に近世の陶器が含まれていることから､ 近世以降に

起こった洪水による自然流路跡と推定される｡

�������

自然流路①から出土した遺物は､ 小グレーコンテ

ナ (38㎝×58㎝×５㎝) 約２箱分で､ 総重量3,475g

であった｡ 内訳は､ 弥生土器3,429g (内丹塗り土器

は229g)､ 近世以降の陶器46gであった｡

������	
�

７点の弥生土器を紹介する｡

１､ ２は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器

の特徴を呈している｡

３､ ４､ ６は､ 甕形土器の口縁部及び胴部上半部

である｡ 口縁形態は ｢くの字｣ 状に曲がり､ 後期の

様相を呈している｡ 内外面にハケ目が残る｡

― 342 ―

図(Fig)294 自然流路②実測図

Ｓ053
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③

④
⑤

⑥

L＝
10,500m

Ｄ́
Ｃ

S051
①層 暗褐色砂質土 (色調が黒い)
②層 目の粗い砂層 (５～20㎜大)
③層 目のやや細かい砂層 (２～５㎜大)
④層 粘土ブロックと３～５大の礫が混入した層
⑤層 目の細かい砂層 (１～２㎜大)
⑥層 目の細かい砂層 (１未満)

０ ２m
Ｓ＝1／60

自然流路②



５は､ 壺形土器の口縁部及び胴部上半部である｡

７は､ 鉢形土器である｡ 内外面にハケ目が残る｡

��������	
��
�����

������調査２区､ Ｄ－７､ Ｅ－７､ ８グリッ

ド｡ 標高約10.20m｡

����溝状

�����長軸：1045㎝～､ 短軸：490㎝～､ 深さ：

80㎝｡

����６層｡

��� !"#�無し｡

�$%&'(�菊池川に沿って流れていること､ 砂

層が主でラミナ構造が見られること､ 断面ではオー

バーハング状態での不自然な立ち上がりが観察され

たことなどから自然流路と判断した｡ おそらく洪水

時に水が流れた跡と推定される｡

遺物の中に近世の磁器が含まれていることから､

近世以降に起こった洪水による自然流路跡と推定さ

れる｡ 自然流路①とつながる可能性は高い｡

�)�*+,�

自然流路②から出土した遺物は､ 小グレーコンテ

ナ (38㎝×58㎝×５㎝) 約１箱分で､ 総重量1,007g

であった｡ 内訳は､ 弥生土器1,003g (内丹塗り土器

は53g)､ 近世以降の磁器４ｇであった｡

�)�*+-./�

１点の磁器､ ２点の陶器と､ ３点の弥生土器を紹

介する｡

１は､ 肥前系磁器で､ 椀の高台部である｡ 見込み

には湯はぎがあり､ 呉須の文様が部分的に残る｡

２は､ 陶器で､ 椀の高台部である｡ 見込みには５

つの胎土目の跡が残る｡ 釉は全体にかかっている｡

３は､ 磨り鉢の胴部である｡ 釉はかかっていない｡

４は､ 甕形土器の口縁部である｡ 黒髪式土器の特

徴を呈している｡

５は､ ミニチュア土器でるある｡ 底部は欠損して

いる｡ 外面にハケ目､ 内面にはハケ目と指頭圧痕が

残る｡

６は､ 甕棺の胴部である｡ １重の突帯が巡る｡
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図(Fig)295 自然流路②出土遺物実測図

０ 10㎝
Ｓ＝1／3



自 然 科 学 分 析

【㈱古環境研究所】

１. 植物珪酸体分析 Ｐ.345～Ｐ.355

２. 種実同定 (炭化種子) Ｐ.356～Ｐ.359

【㈱パレオ・ラボ】

１. 種実同定 (炭化種子) Ｐ.360～Ｐ.365

２. 放射性炭素年代測定 (ＡＭＳ法) Ｐ.366～Ｐ.368

３. ガラス小玉の蛍光Ｘ線分析 Ｐ.369～Ｐ.372

４. 管玉､ 石製小玉の蛍光Ｘ線分析 Ｐ.373～Ｐ.376

【パリノ・サーヴェイ㈱】

１. 弥生土器の胎土分析 Ｐ.377～Ｐ.382

２. ガラス小玉､ 管玉の蛍光Ｘ線分析 Ｐ.382～Ｐ.385

３. 種実同定 (炭化種子) Ｐ.385～Ｐ.392

【京都大学原子炉実験所 藁科 哲男氏】

１. 石製勾玉の原材産地分析 Ｐ.393～Ｐ.408

【別府大学文学部 平尾良光氏､ 淀川奈緒子氏】

【高知大学海洋コア総合研究所センター 谷川雅冶氏】

１. 青銅製品の鉛同位体比法による青銅材料の産地推定 Ｐ.409～Ｐ.414

【福岡市教育委員会 文化財部長 山崎 純男氏】

１. 熊本県前田遺跡出土弥生式土器の籾圧痕について Ｐ.415～Ｐ.416

【東京文化財研究所 朽津 信明氏】

１. 熊本県彩色文化財調査結果報告 Ｐ.417～Ｐ.418
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熊本県､ 前田遺跡における自然科学分析

株式会社 古環境研究所

Ⅰ. 前田遺跡における植物珪酸体分析

１. はじめに

植物珪酸体は､ 植物の細胞内に珪酸 (SiO２) が蓄積したものであり､ 植物が枯れたあともガラス質の微

化石 (プラント・オパール) となって土壌中に半永久的に残っている｡ 植物珪酸体分析は､ この微化石を遺

跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり､ イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生・古環境の推定などに応用されている (杉山, 2000)｡ また､ イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の

検証や探査も可能である (藤原・杉山, 1984)｡

２. 試料

分析試料は､ １区Ａ４地点､ １区Ｊ８地点､ ２区Ｕ９地点の３地点から採取された計25点である｡ 試料採

取箇所を分析結果の模式柱状図に示す｡

３. 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は､ ガラスビーズ法 (藤原, 1976) を用いて､ 次の手順で行った (杉山, 2000)｡

１) 試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)､ ２) 試料約１ｇに対し直径約40μｍのガラスビーズを約0.02ｇ添

加 (電子分析天秤により0.1㎎の精度で秤量)､ ３) 電気炉灰化法 (550℃・６時間) による脱有機物処理､

４) 超音波水中照射 (300Ｗ・42KHz・10分間) による分散､ ５) 沈底法による20μｍ以下の微粒子除去､

６) 封入剤 (オイキット) 中に分散してプレパラート作成､ ７) 検鏡・計数

同定は､ 400倍の偏光顕微鏡下で､ おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行っ

た｡ 計数は､ ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った｡ これはほぼプレパラート１枚分の精査に相当

する｡ 試料１ｇあたりのガラスビーズ個数に､ 計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて､

試料１ｇ中の植物珪酸体個数を求めた｡

また､ おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体１個あたりの

植物体乾重､ 単位：10－５ｇ) をかけて､ 単位面積で層厚１㎝あたりの植物体生産量を算出した｡ イネ (赤米)

の換算係数は2.94 (種実重は1.03)､ ヒエ属 (ヒエ) は8.40､ ヨシ属 (ヨシ) は6.31､ ススキ属 (ススキ) は

1.24､ メダケ節は1.16､ ネザサ節は0.48､ クマザサ属 (チシマザサ節・チマキザサ節) は0.75､ ミヤコザサ節

は0.30である｡ タケ亜科については､ 植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた｡

４. 分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである｡ これらの分類群について定量を行い､

その結果を表１～表３および図１～図３に示した｡ 主要な分類群について顕微鏡写真を示す｡

[イネ科]

イネ､ オオムギ族 (ムギ類､ 穎の表皮細胞由来)､ ヒエ属型､ キビ族型､ ヨシ属､ ススキ属型 (おもにス

スキ属)､ ウシクサ族Ａ (チガヤ属など)､ ウシクサ族Ｂ (大型)､ シバ属､ Ｂタイプ

第Ⅴ章 諸分析

― 345 ―



[イネ科－タケ亜科]

メダケ節型 (メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節､ ヤダケ属)､ ネザサ節型 (おもにメダケ属ネザサ

節)､ クマザサ属型 (チシマザサ節やチマキザサ節など)､ ミヤコザサ節型 (おもにクマザサ属ミヤコザサ節)､

マダケ属型 (マダケ属､ ホウライチク属)､ 未分類等

[イネ科－その他]

表皮毛起源､ 棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞由来)､ 未分類等

[樹木]

ブナ科 (シイ属)､ クスノキ科､ マンサク科 (イスノキ属)､ アワブキ科､ その他

５. 考察

� 稲作跡の検討

水田跡 (稲作跡) の検証や探査を行う場合､ 一般にイネの植物珪酸体 (プラント・オパール) が試料１ｇ

あたり5,000個以上と高い密度で検出された場合に､ そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断してい

る (杉山, 2000)｡ ただし､ 密度が3,000個／ｇ程度でも水田遺構が検出される事例があることから､ ここで

は判断の基準を3,000個／ｇとして検討を行った｡

１) １区Ａ４地点 (図１)

Ⅰ層 (試料１) からⅦ層 (試料14) までの層準について分析を行った｡ その結果､ Ⅰ層 (試料１) からⅢ

Ａ層 (試料５) までの各層からイネが検出された｡ このうち､ Ⅰ層 (試料１) とⅢＡ層 (試料３､ ４) では

密度が6,300～8,200個／ｇと高い値であり､ ⅡＡ層 (試料２) でも3,300個／ｇと比較的高い値である｡ した

がって､ これらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる｡ ⅢＡ層下部 (試料５) では密度

が700個／ｇと低い値である｡ イネの密度が低い原因としては､ 稲作が行われていた期間が短かったこと､

土層の堆積速度が速かったこと､ 洪水などによって耕作土が流出したこと､ 採取地点が畦畔など耕作面以外

であったこと､ および上層や他所からの混入などが考えられる｡

２) １区Ｊ８地点 (図２)

ⅢＡ層 (試料１) からⅥ層 (試料11) までの層準について分析を行った｡ その結果､ ⅢＡ層 (試料１､ ２)

とⅢＢ層 (試料３､ ４) からイネが検出された｡ 密度は1,500～2,800個／ｇと比較的低い値である｡ イネの

密度が低い原因としては､ 前述のようなことが考えられる｡

３) ２区Ｕ９地点 (図３)

ⅢＡ層 (試料２) からⅤ層 (試料８) までの層準について分析を行った｡ その結果､ ⅢＡ層 (試料２､ ３)

からイネが検出された｡ 密度は4,000個／ｇと比較的高い値である｡ したがって､ 同層では稲作が行われて

いた可能性が高いと考えられる｡

� イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには､ イネ以外にもオオムギ族 (ムギ

類が含まれる)､ ヒエ属型 (ヒエが含まれる)､ エノコログサ属型 (アワが含まれる)､ キビ属型 (キビが含

まれる)､ ジュズダマ属 (ハトムギが含まれる)､ オヒシバ属型 (シコクビエが含まれる)､ モロコシ属型､

トウモロコシ属型などがある｡ このうち､ 本遺跡の試料からはオオムギ族とヒエ属型が検出された｡ 以下に
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各分類群ごとに栽培の可能性について考察する｡

１) オオムギ族

オオムギ族 (穎の表皮細胞) は､ １区Ａ４のⅢＡ層 (試料３) から検出された｡ ここで検出されたのは､

ムギ類 (コムギやオオムギ) と見られる形態のものである (杉山・石井, 1989)｡ 密度は700個／ｇと低い値

であるが､ 穎 (籾殻) は栽培地に残されることがまれであることから､ 少量が検出された場合でもかなり過

大に評価する必要がある｡ したがって､ 同層準の時期に調査地点もしくはその近辺でムギ類が栽培されてい

た可能性が考えられる｡

２) ヒエ属型

ヒエ属型は､ １区Ａ４のⅢＡ層 (試料４) から検出された｡ ヒエ属型には栽培種のヒエの他にイヌビエな

どの野生種が含まれるが､ 現時点では植物珪酸体の形態からこれらを識別することは困難である (杉山ほか,

1988)｡ また､ 密度も700個／ｇと低い値であることから､ ここでヒエが栽培されていた可能性は考えられる

ものの､ イヌビエなどの野・雑草である可能性も否定できない｡

３) その他

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため､ その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含ま

れている可能性が考えられる｡ また､ キビ族型にはヒエ属やエノコログサ属に近似したものも含まれている｡

これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい｡ なお､ 植物珪酸体分析で同定される分類

群は主にイネ科植物に限定されるため､ 根菜類などの畑作物は分析の対象外となっている｡

� 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群の検出状況と､ そこから推定される植生・環境について検討を行った｡

１) 植物珪酸体の検出状況

Ⅳ層より下位層では､ メダケ節型やミヤコザサ節型が検出され､ 部分的にヨシ属やクマザサ属型なども検

出されたが､ いずれも少量である｡ また､ 樹木 (照葉樹) のブナ科 (シイ属) やクスノキ科なども少量検出

された｡ 樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから､ 少量が検出された場合でもかなり過大に評価す

る必要がある｡ ⅢＢ層でもおおむね同様の結果であるが､ １区Ｊ８地点では前述のようにイネが出現してい

る｡ ⅢＡ層ではイネが出現・増加しており､ ススキ属型やウシクサ族Ａも検出された｡ ⅡＡ層ではマダケ属

型が出現している｡

２) 植生と環境の推定

Ⅳ層より下位の堆積当時は､ メダケ節やミヤコザサ節などの竹笹類を主体としたイネ科植生であったと考

えられ､ 部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される｡ また､ 遺跡周辺にはシイ

属やクスノキ科などの照葉樹林が分布していたと推定される｡ 縄文時代後晩期とされるⅢＢ層の堆積当時も､

おおむね同様の状況であったと考えられるが､ 調査区の一部 (１区Ｊ８地点) では稲作が開始されていた可

能性も認められた｡

弥生時代中期～中世とされるⅢＡ層の堆積当時は､ おもに稲作が行われていたと考えられ､ 部分的にムギ

類やヒエ属 (ヒエが含まれる) が栽培されていた可能性も認められた｡ 当時の調査区周辺は､ ススキ属やチ
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ガヤ属などが生育する比較的開かれた環境であったと考えられ､ 遺跡周辺にはシイ属､ クスノキ科､ イスノ

キ属などの照葉樹林が分布していたと推定される｡

ⅡＡ層からⅠ層にかけても､ おおむね同様の状況であったと考えられる｡ タケ亜科植物のうち､ マダケ属

にはマダケやモウソウチクなど有用なものが多く､ 建築材や生活用具､ 食用などとしての利用価値が高いが､

これらの植物が出現するのはⅡＡ層以降の比較的最近のことと考えられる｡

６. まとめ

縄文時代後晩期とされるⅢＢ層より下位層の堆積当時は､ おもにメダケ節やミヤコザサ節などの竹笹類を

主体として部分的にヨシ属なども見られるイネ科植生であったと考えられ､ ⅢＢ層の時期には調査区の一部

で稲作が開始されていた可能性も認められた｡ 当時の遺跡周辺にはシイ属やクスノキ科などの照葉樹林が分

布していたと推定される｡

弥生時代中期～中世とされるⅢＡ層の堆積当時は､ おもに稲作が行われていたと考えられ､ 部分的にムギ

類やヒエ属 (ヒエが含まれる) が栽培されていた可能性も認められた｡ 当時の調査区周辺は､ ススキ属やチ

ガヤ属などが生育する比較的開かれた環境であったと考えられ､ 遺跡周辺にはシイ属､ クスノキ科､ イスノ

キ属などの照葉樹林が分布していたと推定される｡
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表１ 熊本県､ 前田遺跡における植物珪酸体分析結果

検出密度 (単位：×100個／ｇ)

地点・試料 １区Ａ４

分類群 学名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 10 12 14

イネ科 ���������(�������)

イネ ���������	�(	
����������) 82 33 76 63 7

オオムギ族 (穎の表皮細胞) ������������
���� 7

ヒエ属型 
������������� 7

キビ族型 ����������� 7

ヨシ属 ����������(���	) 7 7 7 7 8 7

ススキ属型 ������������� 27 13 21 35 14 7

ウシクサ族Ａ ������������ ���� 14 13 76 7 36

ウシクサ族Ｂ ����������������

シバ属 ������ 7

Ｂタイプ ����� 8

タケ亜科 ������
�	���(����

)

メダケ節型 ����������������������� 14 93 7 7 21 20 14 8 7 8

ネザサ節型 ����������������������� 41 46 21 14 36 34 7

クマザサ属型 ����(����������������) 7 7 36 7 7 14 23

ミヤコザサ節型 ������������������� 7 13 7 22 30 22 8

マダケ属型 ������������� 14 7

未分類等 ������ 96 20 69 21 7 34 22 22 8 7

その他のイネ科 ������

表皮毛起源 ��������
����� 62 33 14 7 7

棒状珪酸体 �
	������	 69 40 131 90 57 20 7 7 15

未分類等 ������ 315 219 385 195 207 162 109 101 30 45 38

樹木起源 ���
����

ブナ科 (シイ属)  ��������� 7 14 7 7 8

クスノキ科 ��������� 7 7 29 13 15 15 8

マンサク科 (イスノキ属) !�������� 14 20 7 7

アワブキ科 ��������� 7

その他 ������ 7 7 34 7 14 13 15 14 15 22 8

植物珪酸体総数 �
��� 775 563 867 487 471 330 190 195 120 135 113

おもな分類群の推定生産量 (単位：㎏／㎡・㎝)

イネ ���������	�(	
����������) 2.42 0.97 2.23 1.84 0.21

ヒエ属型 
������������� 0.58

ヨシ属 ����������(���	) 0.43 0.43 0.44 0.45 0.47 0.47

ススキ属型 ������������� 0.34 0.16 0.26 0.43 0.18 0.09

メダケ節型 ���������������� ������ 0.16 1.08 0.08 0.08 0.25 0.23 0.17 0.09 0.09 0.09

ネザサ節型 ���������������� ������ 0.20 0.22 0.10 0.07 0.17 0.16 0.04

クマザサ属型 ����(����������������) 0.05 0.05 0.27 0.05 0.05 0.11 0.17

ミヤコザサ節型 ������������������� 0.02 0.04 0.02 0.06 0.09 0.07 0.02

タケ亜科の比率 (％)

メダケ節型 ���������������� ������ 45 79 35 55 36 48 49 49 56 31

ネザサ節型 ���������������� ������ 55 16 43 45 25 33 31

クマザサ属型 ����(�!��������������) 4 22 39 10 49 32 61

ミヤコザサ節型 �������� ���������� 1 8 20 19 51 44 8
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検出密度 (単位：×100個／ｇ)

地点・試料 １区Ｊ８

分類群 学名 １ ２ ３ ４ ５ ７ ９ 11

イネ科 ���������(�������)

イネ ���������	�(	
����������) 27 28 15 23

オオムギ族 (穎の表皮細胞) ������������
����

ヒエ属型 
�������������

キビ族型 �����������

ヨシ属 ����������(���	) 7 8 8

ススキ属型 ������������� 20 7 8 8

ウシクサ族Ａ ������������ ���� 48 7 8 30 7 7

ウシクサ族Ｂ ���������������� 7

シバ属 ������

Ｂタイプ ����� 7 8

タケ亜科 ������
�	���(����

)

メダケ節型 ����������������������� 14 8 7

ネザサ節型 ����������������������� 14 7 8 7 8

クマザサ属型 ����(����������������) 7 7 15 15

ミヤコザサ節型 ������������������� 7 7 15 15 15 8 8

マダケ属型 �������������

未分類等 ������ 8 7 8 8

その他のイネ科 ������

表皮毛起源 ��������
����� 14 8

棒状珪酸体 �
	������	 41 35 8 23

未分類等 ������ 184 111 45 53 30 30 30

樹木起源 ���
����

ブナ科 (シイ属)  ��������� 8 7 8

クスノキ科 ��������� 14 28 8 8 53 8

マンサク科 (イスノキ属) !��������

アワブキ科 ��������� 7

その他 ������ 7 28 15 15 22 7 45 15

植物珪酸体総数 �
��� 402 277 167 188 90 67 181 45

おもな分類群の推定生産量 (単位：㎏／㎡・㎝)

イネ ���������	�(	
����������) 0.80 0.81 0.45 0.66

ヒエ属型 
�������������

ヨシ属 ����������(���	) 0.44 0.47 0.48

ススキ属型 ������������� 0.25 0.09 0.09 0.09

メダケ節型 ���������������� ������ 0.16 0.09 0.09

ネザサ節型 ���������������� ������ 0.07 0.03 0.04 0.04 0.04

クマザサ属型 ����(����������������) 0.05 0.05 0.11 0.11

ミヤコザサ節型 ������������������� 0.02 0.02 0.05 0.05 0.04 0.02 0.02

タケ亜科の比率 (％)

メダケ節型 ���������������� ������ 54 31 71

ネザサ節型 ���������������� ������ 22 31 13 29 21

クマザサ属型 ����(�!��������������) 17 49 40 66

ミヤコザサ節型 �������� ���������� 7 20 16 100 100 13 100
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検出密度 (単位：×100個／ｇ)

地点・試料 ２区Ｕ９

分類群 学名 ２ ３ ４ ５ ６ ８

イネ科 ���������(�������)

イネ ���������	�(	
����������) 40 22

オオムギ族 (穎の表皮細胞) ������������
����

ヒエ属型 
�������������

キビ族型 ����������� 7

ヨシ属 ����������(���	) 7 7 15 15

ススキ属型 ������������� 33 15

ウシクサ族Ａ ������������ ���� 40 7 7 7 7

ウシクサ族Ｂ ���������������� 7

シバ属 ������

Ｂタイプ �����

タケ亜科 ������
�	���(����

)

メダケ節型 ����������������������� 7 36 20 7 7

ネザサ節型 ����������������������� 13 29 14 7 15

クマザサ属型 ����(����������������) 7 7 15

ミヤコザサ節型 ������������������� 33 22 7 7 8

マダケ属型 �������������

未分類等 ������ 27 36 7 7 7

その他のイネ科 ������

表皮毛起源 ��������
����� 7

棒状珪酸体 �
	������	 13 15 20 7

未分類等 ������ 187 190 81 30 30 30

樹木起源 ���
����

ブナ科 (シイ属)  ��������� 7 7

クスノキ科 ��������� 20 7 20 45 7 30

マンサク科 (イスノキ属) !�������� 7 15 7 15

アワブキ科 ���������

その他 ������ 7 7 30 22 8

植物珪酸体総数 �
��� 435 416 210 180 142 76

おもな分類群の推定生産量 (単位：㎏／㎡・㎝)

イネ ���������	�(	
����������) 1.18 0.64

ヒエ属型 
�������������

ヨシ属 ����������(���	) 0.46 0.43 0.94 0.95

ススキ属型 ������������� 0.41 0.18

メダケ節型 ���������������� ������ 0.08 0.42 0.24 0.09 0.09

ネザサ節型 ���������������� ������ 0.06 0.14 0.06 0.04 0.07

クマザサ属型 ����(����������������) 0.05 0.05 0.11

ミヤコザサ節型 ������������������� 0.10 0.07 0.02 0.02 0.02

タケ亜科の比率 (％)

メダケ節型 ���������������� ������ 27 67 63 37 48

ネザサ節型 ���������������� ������ 22 22 17 15 40

クマザサ属型 ����(�!��������������) 17 14 48

ミヤコザサ節型 �������� ���������� 34 10 5 12 100
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図１ 前田遺跡､ １区Ａ４における植物珪酸体分析結果
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図２ 前田遺跡､ １区Ｊ８における植物珪酸体分析結果
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図３ 前田遺跡､ ２区Ｕ９における植物珪酸体分析結果
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オオムギ族 (ムギ類, 穎の表皮細胞)
１区Ａ４ ３

イネ
１区Ａ４ ５

イネ
１区Ａ４ ２

メダケ節型
２区Ｕ９ ３

ススキ属型
２区Ｕ９ ３

ヨシ属
１区Ａ４ １

ミヤコザサ節型
１区Ａ４ ７

クマザサ属型
１区Ａ４ ５

ネザサ節型
１区Ａ４ ３

棒状珪酸体
１区Ａ４ ４

表皮毛起源
１区Ａ４ １

マダケ属型
１区Ａ４ ３

マンサク科 (イスノキ属)
２区Ｕ９ ２

クスノキ科
１区Ａ４ ５

ブナ科 (シイ属)
２区Ｕ９ ４

植物珪酸体 (プラント・オパール) の顕微鏡写真 50μｍ



Ⅱ. 前田遺跡における種実同定

１. はじめに

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く､ 堆積物や遺構内に残存している場合がある｡ 堆積物などか

ら種実を検出し､ その種類や構成を調べることで､ 過去の植生や栽培植物を明らかにすることができる｡

２. 試料

試料は､ 弥生時代中期とされる竪穴住居跡から採取された堆積物試料７点および選別済み試料45点である｡

３. 方法

以下の方法で､ 種実の抽出と同定を行った｡

１) 試料200㏄に水を加えて泥化

２) 攪拌した後､ 0.25㎜の篩で水洗選別

３) 双眼実体顕微鏡下で検鏡・計数

同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い､ 結果は同定レベルによって科､ 属､ 種の階級で示した｡

４. 結果

樹木２､ 草本７および不明の計10が同定された｡ 学名､ 和名および粒数を表１ (堆積物試料)､ 表２ (選

別済み試料) に示し､ 主要な分類群を写真に示す｡ 以下に形態的特徴を記す｡

[樹木]

ブナ科 �������� 堅果

黒褐色で表面は平滑である｡ 細片であるため､ 科レベルの同定にとどめる｡

モモ �����������	
�����	 核 バラ科

黄褐色・黒褐色で楕円形を呈し､ 側面に縫合線が発達する｡ 表面にはモモ特有の隆起がある｡ 破片であり

詳細な同定は困難である｡

[草本]

イネ ���
�
���

�果実 イネ科

炭化しているため黒色である｡ 長楕円形を呈し､ 胚の部分がくぼむ｡ 表面には数本の筋が走る｡

コムギ �����	�� 
��������
 果実 イネ科

炭化しているため黒色で､ 楕円形を呈する｡ 腹部の端には胚がある｡ 背面には縦に一本の溝がある｡ 比較

的四角い形を呈し､ 短い｡

オオムギ ������� ����
��
�果実 イネ科

炭化しているため黒色で､ 楕円形を呈す｡ 腹部の端には胚がある｡ 背面には縦に一本の溝がある｡ 側面の

形は曲率が大きく､ 胚と胚乳との接する輪郭線は山形である｡

ムギ類 �������������	�� 果実 イネ科

楕円形を呈し胚があるが､ 発泡または摩滅や破損が著しく､ 細分できない｡ ここではムギ類とみられるが

明らかな同定には至らなかった｡
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穀類 (イネ－オオムギ－コムギ) ���������	
���������� 果実 イネ科

イネもしくはオオムギと思われるが､ 発泡しているため穀類とした｡

ササゲ属 ������ 種子 マメ科

黒色で楕円形を呈し､ 縦に一本の溝状の筋が走る｡ 小型でありササゲ属と同定される｡

マメ類 ��������	
� 種子 マメ科

黒色で楕円形を呈し､ 縦に一本の溝状の筋が走る｡ 発泡し原型を留めていないことから科レベルの同定と

なった｡ ササゲ属の可能性がある｡ ここではマメ類と明らかに同定できないものも多かった｡

不明 ������

発泡または摩滅や破損が激しく､ 同定が困難である｡

５. 考察

弥生時代中期とされる竪穴住居跡から出土した種実は､ ササゲ属の可能性の高いマメ類が多く､ イネ､ コ

ムギ？､ オオムギなど作物がほとんどである｡ なお､ 発泡が著しいため詳細な同定が困難なものが多かった｡

文献

笠原安夫 (1988) 作物および田畑雑草種類. 弥生文化の研究第２巻生業, 雄山閣 出版, p.131－139.

南木睦彦 (1993) 葉・果実・種子. 日本第四紀学会編, 第四紀試料分析法, 東京大学出版会, p.276－283.

吉崎昌一 (1992) 古代雑穀の検出. 月刊考古学ジャーナル№355, ニューサイエンス社, p.２－14.

金原正明 (1996) 古代モモの形態と品種. 月刊考古学ジャーナル№409, ニューサイエンス社, p.15－19.
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表１ 前田遺跡における種実同定結果
分類群 S002 S003 S004 S005 S012 S017 S026

学名 和名 部位 中央炉 Ａ－Ｃ床面焼土 炉内埋土Ｄ 中央炉埋土 中央炉焼土・粘土 020315③ 020315②

Arbor
Fagaceae

樹木
ブナ科 堅果 破片＋

Total 合計 (－) (－) (－) (－) (－) (－)

不明炭化物 ２

(200㎝３中0.25㎜篩)

表２ 前田遺跡における選別種実同定結果
試料 分類群 (和名／学名) 部位 個数

S001 床面 不明 ������� １
S001 床面 13. 11／２ ササゲ属 ��	��
 種子 １

不明 ������� １
S001 フルイ土 11／５ イネ ������������ 果実 ２

不明 ������� ２
S002 Ａ－２層 不明 ������� １
S002 Ｂ 不明 ������� １
S002 Ａ＋Ｃ ２層 11／29 不明 ������� １
S002 Ａ上層 不明 ������� １
S002 Ｄ－２層 オオムギ ������� ��������� 果実 １
S002 Ｂ－２－３層 11／７ コメ イネ ������������ 果実 １
S003 Ａ－６ マメ類 ��	����� 
� 種子 １
S003 Ａ－６ １層 不明 ������� １
S003 北tr中心部 ３Ａ. ３Ｂ 不明 ������� １
S003 Ａ－上層 11／13 ササゲ層 ��	��
 種子 １
S003 １－Ａ区 ササゲ属 ��	��
 種子 １
S003 Ａ－上 不明 ������� ２
S003 Ａ－52層 ササゲ属 ��	��
 種子 １
S003 Ａかべ モモ？ !��"��#����$�%
& '() 核片 １
S003 Ａ－１層 不明 ������� １
S003 Ｂ－上層 ササゲ属 ��	��
 種子 ２

不明 ������� 堅果片 １
不明 ������� １

S003 Ｂ－�層 不明 ������� １
S003 Ｂ－�層 堅果類の皮？ 不明 ������� 堅果片 １
S003 Ｂ上層 ササゲ属 ��	��
 種子 １

不明 ������� ４
S003 Ｂ－１ １層 ササゲ属 ��	��
 種子 ２
S003 Ｂ－１層 種実なし １
S003 Ｂ上層 11／13 マメ類 ��	����� 
� 種子 ２

不明穀類？ ����*�������*+����$��, 果実 ２
不明 ������� ２

S003 Ｃ－１層 マメ類 ��	����� 
� 種子 ３
S003 Ｃ－上層 11／28 マメ類 ��	����� 
� 種子 ６
S003 Ｃ区 12／４ 不明 ������� １
S003 Ｃ－１ �層 12／18 ササゲ属 ��	��
 種子 ２
S003 Ｃ－上層 11／29 ササゲ属 ��	��
 種子 １

コナラ属？ -���$��, 種子 ２
S003 Ｄ �層 ササゲ属 ��	��
 種子 １
S003 13 ササゲ属 ��	��
 種子 １
S003 ムギ？ ササゲ属 ��	��
 種子 １

コムギ？ +����$�� �������� ��) 果実 １
不明 ������� ２

S012 Ｄ－ミゾ 堅果類？12／５ 不明 ������� ２
不明 ������� 堅果片 １

S012 Ｂ－３ �層 12／３ ムギ類？ .�/0���12/�&�'��) 果実 １
S017 Ａ �層 11／15 不明 ������� １
S017 Ａ－�層 不明 ������� １
S017 炉内出土 不明 ������� ２
S025 Ｃ－上層 12／20 ササゲ属 ��	��
 種子 ３
S026 Ｃ１層 12／27 イネ ������������ 果実 １
S026 Ｃ－２層 12／26 イネ ������������ 果実 １

ササゲ属 ��	��
 種子 ５
S026 Ｃ２層 12／27 ササゲ属 ��	��
 種子 ２
S026 住居床面 マメ類 ��	����� 
� 種子 １
S033 ２層 ２／５ ササゲ属 ��	��
 種子 １

前田１区 廃土一括 イネ ������������ 果実 ２
オオムギ ������� ��������� 果実 ９
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１ イネ果実
1.0㎜

前田遺跡の種実Ⅰ

４ オオムギ果実
1.0㎜

７ ササゲ属種子
1.0㎜

８ ササゲ属種子
1.0㎜

９ ササゲ属種子
1.0㎜

５ オオムギ果実
1.0㎜

６ ササゲ属種子
1.0㎜

２ イネ果実
1.0㎜

３ オオムギ果実
1.0㎜



前田遺跡から出土した炭化種実

新山雅広 (パレオ・ラボ)

１. 試料と方法

炭化種実の検討は､ 取上げ済みのものと堆積物試料について行った｡ 取上げ済みのものは､ 合計102試料

あり､ 乾燥状態で袋に保存されたものである｡ 堆積物試料は､ Ｓ－106 (中心炉､ ３層) の１試料であり､

0.25㎜目の篩を用いて水洗篩い分けを行い､ 肉眼および実体顕微鏡下で残渣から炭化種実の採集・同定を行っ

た｡

２. 出土した炭化種実

取上げ済みの試料から出土した炭化種実の一覧を表１に示した｡ なお､ 炭化種実として同定し得るものを

全く含んでいなかった試料 (炭化材､ 礫などのみを含む試料) については､ 個数の欄は空欄になっている｡

以下に､ 出土した炭化種実について記載する｡

� 取り上げ済みの試料

同定されたのは､ 木本１分類群､ 草本４分類群である｡ 木本はコナラ属炭化子葉が１区ピット (№1460)

から２個体出土した｡ 草本は､ イネ炭化胚乳 (18試料；21個体)､ オオムギ炭化胚乳 (５試料；12個体)､ コ

ムギ炭化胚乳 (３試料；８個体)､ ササゲ属炭化種子 (51試料；完形25個体､ 半分ないし破片57個体) が出

土した｡ ササゲ属は､ 検討した試料数の半数から得られ､ 出土個数も最も多かった｡ 次いで､ イネが比較的

多産した｡

� 堆積物試料

得られたのは､ 炭化子葉かと思われる破片が５個体とイネ炭化胚乳かと思われる破片が１個体であった｡

前者は､ １㎝に満たないような小さな破片であり､ 同定には至らなかった｡ 後者は､ 表面が磨耗した破片で

あり､ 保存状態が悪く同定には至らなかったが､ イネ炭化胚乳かと思われた｡ 取上げ済み試料では､ イネは

比較的多産していることから､ イネの可能性が高いと思われる｡

３. 考察

出土したのは､ コナラ属､ イネ､ オオムギ､ コムギ､ ササゲ属 (アズキ､ リョクトウの類) であり､ ササ

ゲ属､ イネは比較的多産した｡ コナラ属を除く分類群は､ いずれも栽培植物と考えられ､ 食料源として利用

されていたと考えられる｡ コナラ属は､ 炭化子葉の完形２個体が１区ピット (№1460) から出土したが､ 貯

蔵されていたものかもしれない｡

４. 主な炭化種実の形態記載

オオムギ ������� ��	
��������炭化胚乳

コムギに比べて細長く､ 長卵形～狭卵形で下端が尖り気味となる｡ 一方の面には､ 基部から頂部にかけて

１本の溝が走る｡

コムギ ������ ������� �����炭化胚乳

丸こく､ 楕円形ないしほぼ円形｡ 断面も楕円形ないしほぼ円形｡ 一方の面には､ 基部から頂部にかけて１

本の溝が走る｡
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表１ 炭化種実出土一覧表 (その１) 数字は個数､ () 内は半分ないし破片の数を示す

試料番号 採取地点
コナラ属 イネ オオムギ コムギ ササゲ属

炭化子葉 炭化胚乳 炭化胚乳 炭化胚乳 炭化種子

S001 Ｂ－１層 １
S001 Ｄ １層
S001 ワク外土
S001 床面
S001 床面 �

S001 フルイ土 ２
S002 Ａ 上層 １
S002 Ａ－２層
S002 Ａ＋Ｃ ２層 １
S002 Ｂ
S002 Ｂ－２－３層 １
S002 Ｄ－２層 １
S003 Ａ－上
S003 Ａ－上層
S003 Ａ－上層 �

S003 Ａ－１層
S003 Ａ－２ ３Ａ層 １
S003 Ａ－４ ２Ａ層 �

S003 Ａ－５ ２層 １
S003 Ａ－⑥ １層 �

S003 Ａ－６ ２Ａ層 １�

S003 Ａ－６ ２層 �

S003 Ａ－６ �

S003 Ａ カベ
S003 １－Ａ区 １
S003 Ｂ 上層 １ �

S003 Ｂ 上層 １ �

S003 Ｂ－上層 �

S003 Ｂ－�層
S003 Ｂ－�層
S003 Ｂ－１ ①層 １
S003 Ｂ－１ １層 �

S003 Ｂ－①層
S003 Ｂ－２ �

S003 Ｂ－３Ｂ
S003 Ｂ－６ ２Ａ層 １
S003 Ｂ－９ ２Ａ層 �

S003 Ｂ－下 １
S003 Ｂ－床面
S003 Ｂ �

S003 Ｃ－上層 １�

S003 Ｃ－上層 １
S003 Ｃ－１層 �

S003 Ｃ－１ �層 �

S003 Ｄ－３ ２Ａ層
S003 Ｃ区 １
S003 Ｄ �層 １
S003 Ｄ－４ ２Ａ層
S003 Ｄ－８ ２Ａ層 �

S003 Ｄ－９ ２Ａ層 �

S003 13 �
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表１ 炭化種実出土一覧表 (その２) 数字は個数､ () 内は半分ないし破片の数を示す

試料番号 採取地点
コナラ属 イネ オオムギ コムギ ササゲ属

炭化子葉 炭化胚乳 炭化胚乳 炭化胚乳 炭化種子

S003 北Tr中心部 ３Ａ・３Ｂ
S003 １ １
S005 Ａ 床面
S005 床面遺物 １
S009 カメ棺内
S012 Ｂ－３ �層 １
S012 Ｂ－７ �層 �

S012 Ｃ－３ �層 １
S012 Ｄ－ミゾ
S012 ミゾベルト �

S012 中心炉
S014 Ｃ－４ �層
S017 Ａ �層 １
S017 Ａ �層
S017 Ｄ 取上№２
S017 Ｄ 取上№３
S017 Ｄ－床
S017 Ｄ �層以下
S017 炉内出土
S025 Ｃ－上層 �

S026 Ａ 上層 １ １
S026 Ａカベ １層 １
S026 Ａ－２層 １
S026 Ａ－３層 １�

S026 Ｃ－上層
S026 Ｃ カベ １層 ２ １�

S026 Ｃ①層 １
S026 Ｃ②層 １
S026 Ｃ－②層 １ １�

S026 Ｃ－３層 １
S026 住居床面 １
S026 住居床面 �

S033 Ａ－１層
S033 ２層 �

S044 Ｃ－２ １
S061 埋土内
S065 ２
S065
S073 Ｄ－２層 �

S073 北トレンチ １
S075 Ａ－１層 �

S075 Ｂ－１層 １
S075 Ｂ－１層
S076 ミゾ １
S085 Ｂ－１ １
S085 Ｃ－１ １
S085 Ｄ－１ ２
S090 Ｂ－１層 １ �

S090 Ｃ－２
― １区 ピット№1460 ２
― １区 廃土一括 ２ ６ ６ １



ササゲ属 ����� 炭化種子

およその大きさは､ 長さ2.5～5.5㎜､ 幅2.1～4.1㎜､ 厚さ2.0～3.7㎜｡ ごく稀に長さ2.5㎜の小さなもの (１

個体) や5.0㎜を越える大きなもの (３個体) が混じるが､ 残りは３～４㎜台であり､ 4.1～4.2㎜程度のもの

もが多い｡ 幅・厚さは､ ３㎜前後のものが多く､ 完形で状態の良好なものをみると､ 幅と厚さは同程度であ

る｡
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１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10

11 12 13

図版１ 出土した炭化種実 (スケールは１､ ２が１㎝､ ３～13が１㎜)

１､ ２. コナラ属､ 炭化子葉､ １区ピット№1460 ３. イネ､ 炭化胚乳､ S001 (フルイ土)

４. イネ､ 炭化胚乳､ S002 (Ｂ－２－３層) ５. イネ､ 炭化胚乳､ Ｓ026 (Ｃ①層)

６. イネ､ 炭化胚乳､ S026 (Ｃ､ カベ､ １層) ７. イネ､ 炭化胚乳､ S026 (Ｃ－②層)

８. イネ､ 炭化胚乳､ S076 (ミゾ) ９. イネ､ 炭化胚乳､ S085 (Ｃ－１)

10. イネ､ 炭化胚乳､ １区廃土一括 11. オオムギ､ 炭化胚乳､ S065

12. オオムギ､ 炭化胚乳､ S085 (Ｄ－１) 13. オオムギ､ 炭化胚乳､ １区廃土一括
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図版２ 出土した炭化種実 (スケールは１㎜)

１. コムギ､ 炭化胚乳､ S003 ２. コムギ､ 炭化胚乳､ １区廃土一括

３. ササゲ属､ 炭化種子､ S003 (Ａ－５､ ２層) ４. ササゲ属､ 炭化種子､ S003 (Ａ－６､ ２Ａ層)

５. ササゲ属､ 炭化種子､ S003 (Ｂ－２) ６. ササゲ属､ 炭化種子､ S003

７. ササゲ属､ 炭化種子､ S025 (Ｃ－上層) ８. ササゲ属､ 炭化種子､ S026 (Ｃ､ カベ､ １層)

９. ササゲ属､ 炭化種子､ S026 (Ｃ－②層) 10. ササゲ属､ 炭化種子､ S033 (２層)

11. ササゲ属､ 炭化種子､ S090 (Ｂ－１層)

１ ２ ３

４

５ ６ ７ ８ ９

10 11



放射性炭素年代測定

山形秀樹 (パレオ・ラボ)

１. はじめに

前田遺跡より検出された貝殻および炭化物の加速器質量分析法 (ＡＭＳ法) による放射性炭素年代測定を

実施した｡

２. 試料と方法

試料は､ S093②層から採取した貝殻 (カキ) １点､ Ｓ－106中心炉３層から採取した不明炭化子葉１点､

Ｓ075床面から採取した炭化材１点の併せて３点である｡

貝殻試料は､ 酸処理を施して表面部分を洗浄した｡ 炭化物試料は､ 酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物

を除去した｡ これら前処理された試料を石墨 (グラファイト) に調整した後､ 加速器質量分析計 (ＡＭＳ)

にて測定した｡ 測定された14Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行なった後､ 補正した14Ｃ濃度を用いて

14Ｃ年代を算出した｡

３. 結果

表１に､ 各試料の同位体分別効果の補正値 (基準値－25.0‰)､ 同位体分別効果による測定誤差を補正し

た14Ｃ年代､ 14Ｃ年代を暦年代に較正した年代を示す｡

14Ｃ年代値 (����) の算出は､ 14Ｃの半減期として�����の半減期5,568年を使用した｡ また､ 付記した14Ｃ

年代誤差 (±１σ) は､ 計数値の標準偏差σに基づいて算出し､ 標準偏差 (�	
����) に相当する年代

である｡ これは､ 試料の14Ｃ年代が､ その14Ｃ年代誤差範囲内に入る確率が68％であることを意味する｡

なお､ 暦年代較正の詳細は､ 以下の通りである｡

暦年代較正

暦年代較正とは､ 大気中の14Ｃ濃度が一定で半減期が5,568年として算出された14Ｃ年代に対し､ 過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14Ｃ濃度の変動､ および半減期の違い (14Ｃの半減期5,730±40年)

を較正し､ より正確な年代を求めるために､ 14Ｃ年代を暦年代に変換することである｡ 具体的には､ 年代既

知の樹木年輪の詳細な測定値を用い､ さらに珊瑚のＵ-Ｔｈ年代と14Ｃ年代の比較､ および海成堆積物中の縞

状の堆積構造を用いて14Ｃ年代と暦年代の関係を調べたデータにより､ 較正曲線を作成し､ これを用いて14Ｃ

年代を暦年代に較正した年代を算出する｡

14Ｃ年代を暦年代に較正した年代の算出に����� 4.3 (����� 3.0のバージョンアップ版) を使用した｡

なお､ 暦年代較正値は14Ｃ年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり､ １σ暦年代範囲はプログラム中

の確率法を使用して算出された14Ｃ年代誤差に相当する暦年代範囲である｡ カッコ内の百分率の値はその１

σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり､ 10％未満についてはその表示を省略した｡ １σ暦年代範囲の

うち､ その確からしさの確率が最も高い年代範囲については､ 表中に下線で示した｡
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４. 考察

各試料は､ 同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった｡ 暦年代較正した１σ暦年代範囲のうち､

その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると､ それぞれより確かな年代値の範囲として示された｡

なお､ Ｓ－106中心炉３層の不明炭化子葉についての記載は､ 炭化種実の報告に記述してある｡

引用文献

中村俊夫 (2000) 放射性炭素年代測定法の基礎. 日本先史時代の14Ｃ年代､ p.３－20.
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表１. 放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

測定番号
(測定法)

試料データ
δ��Ｃ
(‰)

��Ｃ年代
(3���±１σ)

��Ｃ年代を暦年代に較正した年代

暦年代較正値 １σ暦年代範囲

���(' 4�
(�	�)

貝殻
(カキ)
� ��
②層

(�
� '�%%±�% $�"��' $�"��5%($�"���%(�  ％)

���(' 4'
(�	�)

不明炭化子葉
�(� 4
中心炉
３層

('�
' '��%±� $�"���5 
$�"����%(�'%(��
�％)
$�"��' %(�%(0%
 ％)

���(' 4�
(�	�)

炭化材
� 5%
床面

('5
' ' 0%±�%
$�"��� 
$�"��5 
$�"��4%

$�"���4%(�� (� 
4％)
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図版. 放射性炭素年代測定を行った試料

１. カキ殻 (S039､ ②層)

２. 不明炭化子葉 (S-106､ 中心炉､ ３層)



前田遺跡出土ガラス小玉の蛍光Ｘ線分析

小村美代子 (パレオ・ラボ)

１. はじめに

ここでは､ 前田遺跡より出土したガラス小玉について完全非破壊の蛍光Ｘ線分析を行い､ ガラス小玉の成

分について検討した｡

２. 試料と方法

試料はガラス小玉９点である (写真１)｡ 試料の詳細については表１に示す｡ ガラス小玉の色調は№１～

４､ №６～８は濃い青色､ №５と№９は淡い青色を呈している｡ №９は大小のガラス小玉２点が連結した状

態である｡ 試料は全て蒸留水で超音波洗浄を行い表面に付着する土壌等を極力除去した後､ 土壌汚染の少な

い平面的な部位を選んで測定箇所とした｡

測定装置は㈱堀場製作所製のＸ線顕微鏡XGT-5000typeⅡで､ 標準試料を用いないＦＰ法による半定量分

析を行った｡ 半定量分析は､ ナトリウム (Na) とマグネシウム (Mg) については今回使用する測定装置で

は検出感度が悪く測定誤差が大きいので計算は行わず､ アルミニウム (Al) 以降に検出された元素の中で

TOTAL100％になるよう規格化した｡ 装置の仕様はＸ線発生部の管球のターゲットはロジウム (Rh)､ 蛍光

Ｘ線検出器は高純度Si検出器である｡ 測定条件は､ 測定時間100秒､ Ｘ線導管径100μｍ､ 電流0.52～1.00mA､

電圧50kV､ 試料室内は大気である｡ また､ マイクロスコープによる試料の観察・記載も行った｡

３. 分析結果

№１～９のＦＰ法による半定量分析結果を表２に示す｡ SiO２の平均値は80.03％､ K２Oの平均値は9.22％､

Al２O３の平均値は5.66％で､ №１～９は主にこれら３種類の酸化物で構成されていることが確認された｡ 淡

い青色のガラス小玉 (№５と№９) は濃い青色のガラス小玉 (№１～４､ №６～８) に比べて､ CaO・

TiO２・MnO・Fe２O３・CoOの分析値が低く､ Al２O３・CuO・PbOの分析値が高いことが確認された｡

また､ マイクロスコープによるガラス小玉の記載を表３に示す｡ ガラス小玉の ｢断面｣ は孔のある面､

｢側面｣ は孔のない面を指す｡ 試料は全体に表面に微細なキズが多いため､ 内部の気泡の観察が困難であっ

た｡ №１以外のガラス小玉は全て側面に孔部と平行に走るうっすらとしたスジが確認された｡ №６の側面で

観察されたスジの状態を写真２に示す｡ また全試料で両断面は丸みを帯びていることが確認された｡

４. 考察

古代のガラスは､ 融剤の種類から鉛珪酸塩ガラスの鉛バリウムガラス (PbO-BaO-SiO２系) と､ アルカリ

珪酸塩ガラスのカリガラス (K２O- (Al２O３) -SiO２系)､ ２種類のソーダ石灰ガラス (Na２O-CaO-SiO２系と

Na２O-Al２O３-CaO-SiO２系)､ 鉛ガラス (PbO-SiO２系) などに分類される (肥塚､ 1995)｡

なお､ 今回分析したガラス小玉の表面は少なからず風化しており完全非破壊で分析しているため製作当時

の化学組成を示していないと考えられる｡ ガラス小玉は風化すると特にNa２OやK２O等が顕著に減少すると

される (肥塚､ 前出)｡ 表２のガラス小玉の分析結果でK２Oの平均値は約10％であるが､ 本来はもっと多く

含まれていたものと推定される｡ しかし､ このことを考慮しても№１～９のガラス小玉全てにはK２Oが特

徴的に多く含まれていることから､ これらは全てカリガラスに該当すると考えられる｡
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また､ ガラスの青色にはコバルト (Co) や銅 (Cu) や鉄 (Fe) 等が起因するとされる (肥塚､ 前出)｡

コバルトは一般土壌では検出されない元素で､ 銅は一般土壌に微量に含まれる元素ではあるが％単位で含ま

れるものではない｡ 鉄については一般土壌に数％は普遍的に含まれる元素である｡ 濃い青色のガラス小玉

(№１～４､ №６～８) にはCoOが0.06～0.18％､ CuOが0.03～0.05％､ Fe２O３が約２％含まれている｡ これ

に対し､ 淡い青色のガラス小玉 (№５と№９) はCoOが０％､ CuOが約1.5％､ Fe２O３が約0.6％で明らかに

含有量が異なる｡ このことから､ 濃い青色のガラス小玉 (№１～４､ №６～８) にはコバルトが､ 淡い青色

のガラス小玉 (№５と№９) には銅が青色の着色材料として意図的に使用されたと推測される｡ 濃い青色の

ガラス小玉 (№１～４､ №６～８) には青色着色にコバルトの他に鉄も使用された可能性はあるが､ 鉄は土

壌や岩石等に普遍的に含まれるものなので意図的な使用であるかは定かではない｡ 濃い青色のガラス小玉

(№１～４､ №６～８) はCoO以外にCaO・TiO２・MnO・Fe２O３の分析値が淡い青色のガラス小玉 (№５と

№９) より特徴的に高いが､ これが着色材料のコバルト鉱石によるものか着色料以外の原材料によるものか

は不明である｡ 淡い青色のガラス小玉 (№５と№９) についてもPbOが特徴的に検出されているが､ これが

着色材料のコバルト鉱石に伴ったものであるかは定かではない｡

以上より､ ここで分析したガラス小玉は全てカリガラスで､ 青色の着色にコバルトと銅 (鉄も使用か) が

用いられていたものと考えられる｡

引用文献

肥塚隆保 (1995) ｢古代ガラスの材質｣ 古代に挑戦する自然科学､ 第９回 ｢大学と科学｣ 公開シンポジウム

組織委員会編､ クバプロ､ P.94～108
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写真１ ガラス小玉 (１～９：試料№)

写真２ ガラス小玉 (№６) の拡大写真

孔と平行に走るスジが観察される

孔

孔

１㎜／div

５㎜／div



管玉､ 小玉の蛍光Ｘ線分析

小村美代子 (パレオ・ラボ)

１. はじめに

ここでは､ 前田遺跡より出土した管玉・小玉について非破壊の蛍光Ｘ線分析を行い､ 管玉・小玉の成分に

ついて検討した｡

２. 試料と方法

試料は管玉10点・小玉１点の計11点である (写真１)｡ 試料の詳細については表１に示す｡ 管玉・小玉は

不透明で暗オリーブ色～緑色を呈する｡ 試料は全て蒸留水で超音波洗浄を行い表面に付着する土壌等を極力

除去した後､ 土壌汚染の少ない平面的な部位を選んで測定箇所とした｡

測定は㈱堀場製作所製のＸ線顕微鏡XGT-5000typeⅡを用いてポイント分析を行い､ 標準試料を用いない

ＦＰ法による半定量分析を行った｡ 半定量分析は､ ナトリウム (Na) とマグネシウム (Mg) については今

回使用する測定装置では検出感度が悪く測定誤差が大きいので計算は行わず､ アルミニウム (Al) 以降に

検出された元素の中でTOTAL100％になるように規格化した｡ 装置の仕様はＸ線発生部の管球のターゲッ

トはロジウム (Rh)､ 蛍光Ｘ線検出器は高純度Si検出器である｡ 測定条件は､ 測定時間100秒､ Ｘ線導管径

100μｍ､ 電流0.90～1.00mA､ 電圧50kV､ 試料室内は大気である｡

３. 分析結果

№１～11のＦＰ法による半定量分析結果を表２に示す｡ №１～10のSiO2の平均値は83.46％､ Al2O3の平均

値は10.49％､ K2Oの平均値は4.19％で､ Fe2O3の平均値は1.10％で､ №１～10は主にこれら４種類の酸化物で

構成されている｡ №11の小玉はAl2O3が42.45％､ K2Oが7.08％､ Cr2O3が1.27％で明らかに№１～10の化学組

成とは異なる｡ №11の小玉は単一の緑色ではなく､ 緑色部に混じって黄色部､ 白色部が点在する (写真２)｡

測定は緑色部で行ったが､ 念のため緑色部の測定箇所を２回変更して再測定を行ったが､ 同様の定量結果を

示していた｡ 各試料の化学組成の割合を視覚的に分かりやすくするために図１にグラフを作成した｡ №１～

10の管玉はおおよそ類似した化学組成を示す｡

４. 考察

碧玉とは石英の一変種で不純物を含んでおり不透明である｡ 化学成分として特に酸化鉄を含むため緑色や

褐色などの色を帯び (斎藤､ 1998)､ おもに酸化鉄からなる不純物を20％程度まで含むとされる (地団研地

学事典編集委員会､ 1976)｡ №１～10の管玉は､ SiO2以外ではAl2O3やK2Oを主体としており､ Fe2O3は低い分

析値を示すので ｢鉱物学的な碧玉｣ の化学組成の特徴を示していない｡ №11の小玉についても同様である｡

参考に碧玉の産地として知られる島根県花仙山の碧玉の化学組成を表２に示す｡ この化学組成を№１～11と

比較すると､ №11の小玉よりは№１～10の管玉と化学組成は類似している｡ №11は顕微鏡観察より蛇紋岩と

思われる｡ 考古学では緑色凝灰岩・鉄石英・珪質頁岩・蛇紋岩などで不透明ないし青緑色の美しい石材を碧

玉と呼ぶことが多いとされるが (田中・佐原編､ 2002)､ №11は緑色の中に黄色部､ 白色部など点在する不

均質な石材で ｢美しい石材｣ かどうかについては疑問がある｡ №１～10の石材についてはよく分からなかっ

た｡
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以上より､ №１～10の管玉は ｢考古学で言われるいわゆる碧玉｣､ №11の小玉は ｢蛇紋岩｣ に該当するの

ではないかと思われる｡

引用文献

斎藤 忠 (1998)､ 日本考古学用語辞典､ 学生社､ 568p.

地団研地学事典編集委員会 (1976)､ 地学事典､ 平凡社､ 1540p.

田中 琢・佐原 真 (2002)､ 日本考古学事典､ 三省堂､ 930p.

― 374 ―



第Ⅴ章 諸分析

― 375 ―

表１ 試料の詳細
№ 遺物 色 調 注 記
１ 管玉 オリーブ黒 前田 S003 Ｂ－Ⅰ層 検査出土 12／17 (図26-20)
２ 管玉 オリーブ黒 前田 S003 Ｄ－Ⅰ層 12／17 検出 (図26-21)
３ 管玉 オリーブ黒 前田 S003 Ｄ 上層 11／７ (図26-22)
４ 管玉 暗緑灰 前田 S017 Ａ ３層 2001.11.16 (図32-６)
５ 管玉 暗緑灰 前田 S017 埋土 中～下層 10／25 (図32-７)
６ 管玉 黒 前田 S026 Ａ ２／12 (図36-10)
７ 管玉 オリーブ灰 前田 S073 Ｄ－Ⅰ層 ３／７ (図150-16)
８ 管玉 暗オリーブ灰 前田 S081 Ｉ・Ｊ－９ ベルト土層 ３／７ (図58-10)
９ 管玉 緑 前田 Ｌ－９ グリッド 2002 ２／４ M8L9杭からL8L9南は3m07西へ42㎝ (図282-19)
�� 管玉 暗緑灰 前田 S026 ベルト上のトレンチ壁西 上層・中央くらい 2002.02.01 (図36-11)
�� 小玉 緑 前田 S-007 2001.10.10 (図277-５)

表２ 管玉・小玉の化学組成 (単位：％)
№ 遺物 ����� �	�� ��� 
�� ��� 	�� ����� ��� ����� ���

１ 管玉 11.47 82.12 0.39 4.33 0.15 0.22 0.00 0.01 1.31 100.00
２ 管玉 9.40 84.71 0.35 4.15 0.09 0.16 0.01 0.00 1.15 100.02
３ 管玉 11.39 82.23 0.43 4.71 0.17 0.17 0.00 0.01 0.90 100.01
４ 管玉 9.52 84.85 0.44 3.89 0.10 0.16 0.00 0.00 1.03 99.99
５ 管玉 11.41 82.32 0.45 4.37 0.26 0.16 0.01 0.01 1.02 100.01
６ 管玉 10.49 83.44 0.48 4.42 0.14 0.17 0.00 0.00 0.87 100.01
７ 管玉 10.25 84.35 0.43 3.89 0.18 0.17 0.00 0.00 0.73 100.00
８ 管玉 10.37 82.77 0.48 4.20 0.13 0.24 0.00 0.01 1.80 100.00
９ 管玉 10.18 84.17 0.51 3.82 0.11 0.16 0.01 0.00 1.03 99.99
10 管玉 10.38 83.59 0.50 4.08 0.12 0.18 0.00 0.01 1.14 100.00
11 小玉 42.45 47.52 0.53 7.08 0.10 0.42 1.27 0.01 0.62 100.00
№１～10の

平均値
10.49 83.46 0.45 4.19 0.15 0.18 0.00 0.01 1.10

(参考) 島根県花仙山 碧玉
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― 7.42 87.66 0.53 2.33 0.12 0.09 0.00 0.00 1.83 99.98
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図１ 管玉・小玉各元素の割合 (単位：％)
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写真１ 管玉､ 小玉 (１～11：試料№)

写真２ 小玉 (№11) の拡大写真

緑色の中に白色部・黄色部が点在して不均質



前田遺跡出土遺物の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

熊本県玉名市に所在する前田遺跡は､ 熊本県北部を流れ島原湾に注ぐ菊池川の中流域右岸に形成された自

然堤防上に位置する｡ 今回の発掘調査により､ 弥生時代中期後半～後期前半を中心とする遺構(特に住居跡)

が多数検出され､ それらに伴う土器をはじめとする遺物も多数出土している｡

今回の分析調査では､ これらの弥生時代とされる遺物のうち､ 弥生土器､ 玉類および種実遺体の３種類の

遺物を対象とした自然科学分析を行い､ 当時の資源活用に関わる資料を作成する｡ まず､ 弥生土器について

は､ 土器の材質である胎土の特性を､ 岩石学的手法である薄片作製観察と蛍光Ｘ線分析により明らかにして､

土器型式や器種等との関係を検討し､ その由来となる地質についても考察を行う｡ 玉類については､ 非破壊

の蛍光Ｘ線分析により化学組成を調べ､ その特徴を記載することにより､ 今後の周辺地域における類例との

比較資料とする｡ 種実遺体については､ その種類構成を把握することにより､ 当時の周辺植生や食糧等への

植物利用について検討する｡

�. 弥生土器の胎土分析

１. 試料

試料は､ 前田遺跡から出土した弥生土器片７点である｡ 試料名は､ 図83-９､ 図93-29､ 図92-93､ 図94-35､

図117-１､ 図69-２､ S106の未掲載分とされている｡ これらのうち､ 前３者は筒形器台であり､ 他は甕形土

器とされている｡ 甕形土器のうち､ 注12は甕棺の上甕として使用されたものとされている｡ 土器型式は､ 前

４者が弥生時代中期後半の須玖Ⅱ式であり､ 後３者が同時期の黒髪式である｡ また､ 須玖Ⅱ式の４点は､ い

ずれも赤色顔料が塗布されている｡ なお､ 図117-１を除く６点は､ いずれも住居内から出土したものであり､

図117-１は小児用甕棺の上甕である｡

各試料の部位や出土遺構名などは､ 分析結果を呈示した表１に併記する｡

２. 分析方法

ここでは､ 薄片作製観察および蛍光Ⅹ線分析を用いて､ 試料間のデータを比較検討する｡ 薄片作製観察は､

胎土の特徴を地質と関連づけて捉えることができ､ また､ 素地の状態についても観察することができる｡ 一

方､ 蛍光Ⅹ線分析による化学組成は､ 客観性および再現性の高いデータが得られる｡ これら両者を併用する

ことにより､ 胎土の特性を詳細に捉えることが可能となる｡ 以下に各分析の処理過程を述べる｡

� 薄片作製観察

薄片は､ 試料の一部 (粘土試料は樹脂による固化の後) をダイアモンドカッターで切断､ 正確に0.03㎜の

厚さに研磨して作製した｡ 薄片は岩石学的な手法を用いて観察し､ 胎土中に含まれる砂粒を構成する鉱物片

および岩石片の種類構成を明らかにし､ また胎土の基質については､ 孔隙の分布する程度と砂の配列や孔隙

などに方向性が認められるかどうか､ および基質を構成する粘土が焼成によりどの程度ガラス化してどの程

度粘土鉱物として残存しているかということと酸化鉄などの鉄分の含まれる程度について定性的に記載した｡

� 蛍光Ⅹ線分析

波長分散型蛍光X線装置を用いたガラスビード法による定量分析を行う｡
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ａ) 測定元素

測定元素はSiO２､ TiO２､ Al２O３､ Fe２O３､ MnO､ MgO､ CaO､ Na２O､ K２O､ P２O５の10元素およびLOI

である｡

ｂ) 装置

理学電機工業社製RIX1000 (FP法のグループ定量プログラム)

ｃ) 試料調製

試料を振動ミル (平工製作所製TI100；10ml容タングステンカーバイト容器) で微粉砕し､ 105℃で４時

間乾燥させた｡ この微粉砕試料について､ ガラスビートを以下の条件で作成した｡

溶融装置；自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビートサンプラー (3491A1)

溶剤及び希釈率；融剤 (ホウ酸リチウム) 5.000ｇ：試料0.500ｇ

剥離剤；LiI (溶融中１回投入)

溶融温度；1200℃ 約７分

ｄ) 測定条件

Ｘ線管；Cr (50Kv－50mA)

スペクトル；全元素Ｋα

分光結晶；LiF, PET, TAP, Ge

検出器；F-PC, SC

計数時間；PeaK40sec, Back20sec

３. 結果

� 薄片作製観察

各試料の観察結果を表１に示す｡ 胎土中の砂粒の状況は､ ７点の試料間では､ 大きく異なるものはなく､

以下に述べるようにほぼ類似した様相を示す｡

砂粒の全体量は中量､ 砂粒の最大径は１～２㎜程度であり､ 粒径の揃っている程度を表す淘汰度は､ 不良

なものが多く､ 中程度のものが２点認められる｡ 砂粒の種類構成は､ 鉱物片では石英が主体であり､ 他に微

量のカリ長石､ 斜長石､ 黒雲母､ 角閃石､ 緑廉石､ 不透明鉱物などを伴う｡ なお､ 図92-23､ 図117-１､ 図69

-２､ S106の未掲載分の４点は他の試料に比べて斜長石がやや多く､ 図92-23は黒雲母も比較的多く含まれる｡

また､ 図94-35と図117-１を除く５点の試料には､ 斜方輝石または単斜輝石の輝石類が､ 微量認められる｡

岩石片では､ いずれの試料にも花崗岩と火山ガラスが認められる｡ 花崗岩は図117-１､ 図69-２､ S106の未

掲載分の３点に少量含まれ､ 他の試料は微量である｡ また､ 火山ガラスは､ 図83-９に少量含まれるほかは､

微量である｡ さらに､ 図94-35と図117-１を除く５点の試料には､ 凝灰岩 (鏡下の観察では溶結凝灰岩に由

来すると考えられる) やガラス質安山岩､ デイサイトおよび安山岩などの火山岩類が微量認められる｡

微化石類では､ 珪藻化石が図92-23と図117-１に少量､ 図83-９､ 図93-29､ 図69-２､ S106の未掲載分の各試

料に微量認められ､ 図94-35には認められない｡ 植物珪酸体は､ 図83-９､ 図93-29､ 図117-１に少量､ 他の試

料には微量認められた｡ また､ 検出された珪藻化石は､ 全て淡水種である｡ 図92-23では��������������	�
､

�������
����
などの湿地に生息する種類が多く認められ､ 図117-１では�����
���� �������､

������������
�����
などの池沼に生息する種類が多く認められるなど､ 試料による種類構成の違いが認め

られた｡

素地の状態は､ いずれも孔隙の少ない目の詰まった素地であり､ 砂粒に弱い方向性が認められる｡ また､

素地を構成している粘土は､ ほとんどガラス化が認められず､ 比較的低温焼成であったことがわかる｡ 素地
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中に酸化鉄結核などが認められる試料はなく､ 全体的に含鉄量は微量である｡

� 蛍光Ｘ線分析

各試料の分析結果を表２に示す｡ 薄片観察では､ 特に大きく異なる胎土を認めることができなかったが､

化学組成においても特に大きく異なる組成の試料は認められない｡ ７点の試料は､ 主要な元素では､ SiO２

が60％前後､ Al２O３が20％前後､ Fe２O３が４％前後という範囲にある｡ ただし､ 詳細にみれば､ 図83-９､

図93-29､ 図92-23の３点は､ 他の試料に比べて､ Fe２O３がやや多い傾向にあり､ 図117-１､ 図69-２､ S106の

未掲載分の３点はNa２Oがやや多い傾向にある｡ さらに､ 図117-１は､ TiO２､ MgOが他の試料に比べて少な

く､ 逆にK２Oが他の試料よりも多いことが指摘できる｡ 各試料におけるこれらの元素の含有量を取り出し

て､ 折れ線グラフに表現し､ 図１に示す｡

４. 考察

� 胎土の分類と土器の分類について

今回の試料では､ 岩石片の産状において､ 凝灰岩や安

山岩などの火山岩類を含む試料 (図94-35と図117-１以

外の５点) とそれらを含まない試料 (図94-35と図117-

１) とが認められるが､ 薄片観察における ｢微量｣ と

｢なし｣ の違いは､ 土器の１個体における岩石片の偏在

に起因する可能性もあるため､ 胎土の違いとするかどう

かは評価が難しい｡ しかし､ 今回の分析調査では､ 同時

に化学組成も求めていることにより､ 図94-35と図117-

１の２点が､ MgO､CaO､Na２O､ K２Oの量比において､

他の５点とは異なるパターンを示していることが図１よ

り読み取れる｡ すなわち､ 薄片観察で認められた火山岩

を含まない図94-35と図117-１の岩石片の産状は､ これ

ら２点の胎土の特徴として捉えることができる｡ なお､

これら２点間でも､ 花崗岩片の量比とNa２O､ K２Oの量比において違いが認められる｡ 一方､ 火山岩類を含

む５点の試料では､ 花崗岩片を少量含む図69-２､ S106の未掲載分２点と微量含む図83-９､ 図93-29､ 図92-2

3の３点という区別ができるが､ 化学組成では､ MgO､ CaO､ Na２O､ K２Oの量比において､ 前２者は上に

凸な折れ線を描くが､ 後３者は下に凸な折れ線を描く｡ したがって､ 薄片観察で認められた花崗岩の量比の

違いも､ 胎土の違いとして捉えることができる｡ ここでは､ ７点間における以上の違いを下記のように分類

整理しておきたい｡
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表２. 蛍光Ｘ線分析結果 (化学組成)

試料名
胎土
分類

���� ���� ����� 	
��� ��� �� ��� ���� ��� ���� ������ 合計

図83-９ Ⅰ 66.74 0.96 20.96 4.29 0.03 0.60 1.06 1.20 1.84 1.32 1.00 100.00

図93-29 Ⅰ 64.95 0.90 19.48 4.18 0.03 0.58 1.07 1.18 1.82 0.79 5.02 100.00

図92-23 Ⅰ 59.90 0.84 20.69 4.79 0.03 0.68 0.83 0.81 1.51 0.54 9.38 100.00

図94-35 Ⅳ 57.45 1.02 22.77 3.61 0.01 0.29 0.67 0.89 1.70 0.89 10.70 100.00

図117-１ Ⅲ 60.91 0.71 20.62 3.46 0.01 0.16 0.64 1.48 2.22 1.06 8.73 100.00

図69-２ Ⅱ 58.77 1.01 23.44 2.76 0.03 0.48 1.13 1.41 1.35 0.87 8.75 100.00

Ｓ106の
未掲載分 Ⅱ 57.92 0.97 22.84 3.59 0.03 0.55 1.59 1.64 1.48 1.26 8.13 100.00

＊単位は重量％

図１. 胎土における特徴的な元素の割合
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Ｓ106の未掲載分



Ⅰ類：花崗岩類を微量含み､ 凝灰岩､ 安山岩など火山岩類を微量伴う｡ MgO､ CaO､ Na２O､ K２Oの量比

をつないだ折れ線グラフでは､ 下に凸な折れ線を示す｡ 図83-９､ 図93-29､ 図92-23の３点がこれに分類され

る｡

Ⅱ類：花崗岩類を少量含み､ 凝灰岩､ 安山岩など火山岩類を微量伴う｡ MgO､ CaO､ Na２O､ K２Oの量比

をつないだ折れ線グラフでは､ 上に凸な折れ線を示す｡ 図69-２､ S106の未掲載分の２点がこれに分類され

る｡

Ⅲ類：花崗岩類を少量含み､ 火山岩類を伴わない｡ MgO､ CaO､ Na２O､ K２Oの量比をつないだ折れ線グ

ラフでは､ 直線に近い折れ線を示す｡ 図117-１の１点がこれに分類される｡

Ⅳ類：花崗岩類を微量含み､ 火山岩類を伴わない｡ MgO､ CaO､ Na２O､ K２Oの量比をつないだ折れ線グ

ラフでは､ 直線に近い折れ線を示すが､ Ｃ類に比べて傾きが緩やかである｡ 図94-35の１点がこれに分類さ

れる｡

ここで､ 上記の胎土分類に各試料の器種と型式を対応させると以下の通りである｡

Ⅰ類：筒形器台､ 須玖Ⅱ式

Ⅱ類：甕形土器､ 黒髪式

Ⅲ類：甕形土器､ 黒髪式､ 甕棺上甕

Ⅳ類：甕形土器､ 須玖Ⅱ式

上記のように今回の胎土の分類は､ 器種および型式によく一致している｡ ただし､ 今回の分析調査対象は､

前田遺跡から出土した多量の弥生土器における点の試料のみであることから､ 今後より多くの分析調査事例

を蓄積し､ 上記の関係比較的多数の個体でも成立するかどうか検討する必要がある｡ 仮に､ 上記の関係が､

前田遺跡の弥生土器全体に認められるとすれば､ 前田遺跡出土の弥生土器に関わる製作・使用状況を考える

際の重要な資料となる｡ また､ 本遺跡周辺域における同時期の土器について､ 上記各類の胎土を見出すこと

ができれば､ 地域間の関係を考える際の指標にもなる可能性がある｡

なお､ 熊本県内に所在する地蔵原遺跡から出土した弥生土器の胎土分析例では､ 本分析と同様に薄片観察

において微化石や岩石片および鉱物片の産状を調べ､ 蛍光Ｘ線分析による化学組成を求めている｡ 個々の同

定基準および分類基準は､ 本分析と完全に同様であるとは言えないが､ 胎土の特徴は捉えることができる｡

特に岩石片の産状を胎土の分類基準としていることは､ 本分析と共通する｡ 地蔵原遺跡の報告例では､ 堆積

岩類､ 深成岩類 (本分析の多結晶石英および花崗岩類に相当)､ 火山岩類､ 片岩類､ テフラ (本分析の火山

ガラスに相当) などの名称で分類しており､ これら各岩石類にアルファベットの記号を付けて胎土分類名と

している (詳細は地蔵原遺跡報告書に譲る)｡ 例えば､ 地蔵原遺跡では､ 片岩類が多く､ 火山岩類を伴うAd

類､ 深成岩類が多く火山岩類を伴うBd類､ 堆積岩類が多く､ 深成岩類を伴うCb類､ 火山ガラスが多く､ 堆

積岩類を伴うGc類､ そして火山ガラスが多く､ 他の岩石片が極めて微量のG類という分類がされている｡ 本

分析結果をこの分類法で表すとすれば､ Ⅰ類はDb類､ Ⅱ類はBd類､ Ⅲ類およびⅣ類はBg類となる｡ 地蔵原

遺跡と共通する胎土はBd類のみであることから､ 前田遺跡の弥生土器と地蔵原遺跡の弥生土器とでは､ 胎

土の様相が大きく異なっていることが推測される｡

こうした遺跡間の比較も含めて､ 今後とも継続的な分析調査の実施が望まれる｡

� 土と周辺の地質について

胎土Ⅰ類およびⅡ類の鉱物片・岩石片の種類構成からは､ 土器製作地の背景として､ 黒雲母や角閃石を含

む花崗岩または花崗閃緑岩の分布と､ 輝石安山岩質の溶岩や溶結凝灰岩からなる火山岩類の分布が推定され

る｡ 前田遺跡の位置する菊池川流域には､ 三郡帯に属する白亜紀の深成岩類である玉名花崗閃緑岩や菊池花

崗岩､ 筒ヶ岳花崗岩などからなる丘陵が広がり､ またそれら丘陵の縁辺には､ 阿蘇火山から噴出した火砕流

第Ⅴ章 諸分析
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堆積物からなる溶結凝灰岩が台地を形成している (九州地方土木地質図編纂委員会, 1985；日本の地質 ｢九

州地方｣ 編集委員会, 1992)｡ このような地質は､ 上述のⅠ類およびⅡ類から推定される地質学的背景と非

常に調和的である｡ このことから､ Ⅰ類およびⅡ類に分類される土器の材料となった砂あるいは粘土は､ 菊

池川流域の堆積物に由来する可能性がある｡ 一方､ Ⅲ類とⅣ類の由来する地域についても､ 推定される地質

は､ 花崗岩類の分布地域であることから､ 菊池川流域の可能性がある｡ ただし､ 阿蘇火山の噴出物に由来す

る砕屑物が混在しないような場所 (例えば上記花崗岩からなる丘陵内の谷内など) が想定される｡ いずれの

胎土も､ 現時点では菊池川流域におけるさらに詳細な地域を限定するものではないが､ 今後､ 流域の自然堆

積物も含めた分析例が蓄積されれば､ 胎土から推定される地域性をより具体的に考えることができる可能性

がある｡

�. ガラス小玉・管玉の分析

１. 試料

試料は､ 弥生時代の住居跡から出土したガラス小玉２点､ 管玉１点の合計３点である｡

S075下層 (図154-17) から出土したガラス小玉は､ 外径3.3㎜､ 内径約1.0㎜､ 厚さ1.9㎜の青色を呈するガ

ラス小玉であり､ 透過型実体鏡下での観察では､ 両小口面､ 胴部は丸みを帯び､ 表面全体に気泡が露出した

ような穴が多数見られるが､ 両小口面および胴部に擦痕は確認されない｡ 透明度が高いガラスであり､ 内部

に気泡が散在する状態がはっきりと見られるが､ 気泡に明瞭な方向性は認められない｡ S106上層 (図94-34)

グリッドから出土したガラス小玉については､ 外径2.8㎜､ 内径約0.8㎜､ 厚さ2.2㎜の青色を呈するガラス小

玉であり､ 透過型実体鏡下での観察では､ S075下層 (図154-17) から出土したガラス小玉と同様に両小口面､

胴部は丸みを帯び､ 表面全体に気泡が露出したような穴が多数見られるが､ 両小口面および胴部に擦痕は確

認されない｡ ただし､ 内部に散在する気泡の中に､ 孔と平行する方向に配列した列点状の小泡がはっきりと

見られることから､ 製作加工に引き延ばし技法が用いられたことが想定される｡

S076A-1層 (図54-14) から出土した管玉は､ 外径3.4㎜､ 内径2.0㎜､ 長さ5.9㎜の緑灰色を呈する｡ 実体顕

微鏡下での観察では､ 表面組織は緻密であり､ 端部は丸みを帯びている｡

２. 分析方法

蛍光Ｘ線分析はサンプリングが困難な文化財の材質調査に広く用いられている手法であるが､ ごく表面層

を測定対象としているため､ 出土遺物表面が風化の影響を受けている場合､ 遺物本来の化学組成を導くこと

は難しく､ 本来の化学組成を知るためには風化層を除去しなければならない｡ ただし､ 遺物保存の観点から

考えれば､ 外観上の変化を伴わない本分析法は､ 概略の化学組成を知るためには極めて有効な手法となる｡

今回は､ 非破壊を前提とした材質調査を前提とすることから､ 試料はクリーニング処理や風化層の除去を

行わずに用いる｡ 材質調査に用いた装置は､ セイコーインスツルメンツ株式会社製エネルギー分散型蛍光Ｘ

線分析装置 (SEA2120L) である｡ なお､ ガラス小玉と管玉は､ いずれも小さい遺物であることからマイラー

膜 (2.5μm) (ケンプレックス製CatNo106) で固定し､ 測定を実施する｡

各試料について得られた特性Ｘ線スペクトルは元素定性を実施した後､ マイラー膜による吸収補正を施し､

ノンスタンダードによるFP法 (ファンダメンタルパラメーター法) により､ 酸化物として定量演算を行い､

相対含有率 (質量％) を算出する｡ なお､ 本装置による定量可能元素は11Naから92Ｕの範囲にある元素で

あり､ これら範囲外の元素についてはFP法による定量演算に利用することが出来ないこと､ また半定量的

に相対含有率を算出しているが､ 実際にはどの程度の深さまでＸ線が進入しているのか不確実な部分もあり

(例えば表面の風化層のみから発生した特性Ｘ線を検出しているのか､ あるいは風化層より内部の新鮮部分
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図３. ガラス小玉 (図94-34) の蛍光Ｘ線スペクトル (左：励起電圧15kV､ 右：50kV)

図４. 管玉 (図54-14) の蛍光Ｘ線スペクトル (左：励起電圧15kV､ 右：50kV)

図２. ガラス小玉 (図154-17) の蛍光Ｘ線スペクトル (左：励起電圧15kV､ 右：50kV)

23.42cps [Linear] 23.42cps [Linear]
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23.42cps [Linear] 23.42cps [Linear]
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0.00keV 34.15 keV0.00keV 34.15 keV

表３. 玉類の蛍光Ｘ線分析結果 (化学組成)

試料名 ���� ����� ���� 	
��� ��� �� ��� ���� �� ��� ���� ��� ���� ���

図154-17 73.47 10.19 0.31 2.29 1.98 2.21 9.19 0.10 0.07 0.03 0.02 0.01 0.01 0.11

図94-34 74.30 8.64 0.29 2.40 2.08 3.20 8.69 0.11 0.06 0.03 0.02 0.01 0.01 0.15

図54-14 79.55 12.98 0.46 0.67 － 0.27 5.96 － 0.01 － 0.02 0.01 0.03 0.06

(単位：wt％)



の材質も含めた特性Ｘ線を検出しているのか)､ 結果の評価には注意する必要がある｡ 本分析における測定

条件の詳細については以下に示す｡

〈測定条件〉

測定装置：SEA2120L

管球ターゲット元素：Rh

コリメータ：φ10.0㎜

フィルター：なし

マイラー：ON

雰囲気：真空

励起電圧 (kV) ：15,50

管電流 (μA) ：自動設定

測定時間 (秒) 300

定性元素：Na～Ca (15kV)､ Sc～Ｕ (50kV)

３. 結果

� ガラス小玉

調査対象としたガラス小玉の蛍光Ｘ線定性スペクトルを図２､ ３に示し､ FP法により求めた化学組成を

表２に掲げる｡ S075下層 (図154-17) およびS106上層 (図94-34) から出土したガラス小玉の化学組成は類

似し､ SiO２が約74％､ Al２O３が８～10％､ K２Oが約９％含まれる特徴を有す｡ これらの酸化物が試料とした

ガラスの主要な構成酸化物と考えられるが､ 網目形成酸化物であるSiO２や､ 網目修飾酸化物であるK２O・

CaO､ また､ 中間酸化物となるAl２O３について一応の定量を行ってはいるものの､ 表面風化層の除去を行っ

ていないことから､ 本来の材質を反映した結果とは成り得ていないことに注意しておく必要がある｡ そのほ

か､ Fe２O３およびMnOが２％程度含まれており､ これらの遺物を特徴付けていることが指摘される｡

� 管玉

調査対象とした管玉 (図54-14) の蛍光Ｘ線定性スペクトルを図４に示し､ FP法により求めた化学組成を

表２に掲げた｡ 管玉の化学組成は､ SiO２は79.55％､ Al２O３が12.98％､ K２Oが5.96％であり､ Fe２O３が0.67％

と僅かに含まれる｡ K２Oが多く､ Fe２O３が少ない点に特徴が見られる｡

４. 考察

� ガラス小玉

ガラスは珪酸原料に融剤および着色剤を調合し､ 溶融・冷却という過程を経て製品となる｡ ガラス製品に

おける化学組成の違いは､ 原材料や製作技術あるいは製作時期の違いを反映し､ 当時の交易や流通の解明に

つながる情報の一つと考えられる｡ 古代ガラスの遺物は大陸と地理的に近い九州地方を中心とした西日本の

遺跡に多く見られ､ これまでのところ国内においては弥生時代以降の遺跡においてのみ見いだされている｡

古代ガラスの化学組成に関する分類基準は､ まだ体系的な基準は設けられていないが､ 山崎 (1990) によれ

ば古代のガラス製品は融剤に主として鉛を用いた鉛ガラスとナトリウム・カリウム等アルカリ元素を用いた

アルカリ石灰ガラスに大別される｡ 時代別にみると､ 弥生時代に出土するガラス製品は鉛ガラス､ アルカリ

石灰ガラス､ またバリウムを多く含む特殊な鉛ガラスである｡ 古墳時代に入ると鉛ガラスの出土が認められ

ず､ アルカリ石灰ガラスが主体となる｡ 古墳時代中期後葉になるとアルカリ石灰ガラスの色が多様化し､ 古

墳時代後期からは再び鉛ガラスも出土するようになると報告している｡ また､ 近年では肥塚 (1995､ 1999､
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2001)によって詳細な検討がなされており､ 融剤の種類によってアルカリ珪酸塩ガラス､ 鉛珪酸塩ガラス､

アルカリ鉛珪酸塩ガラスのグループに分類しており､ さらにこれらを構成酸化物の種類と量から､ アルカリ

珪酸塩ガラスをK２O-SiO２系・Na２O-CaO-SiO２系・K２O-CaO-SiO２系・Na２O-Al２O３-CaO-SiO２系・(Na２O/

K２O) -CaO-SiO２系に､ 鉛珪酸塩ガラスをPbO-SiO２系・PbO-BaO-SiO２系に､ アルカリ鉛珪酸塩ガラスを

K２O-PbO-SiO２系としている｡

S075下層 (図154-17) およびS106上層 (図94-34) から出土したガラス小玉は共に､ 材質的にはアルカリ

珪酸塩ガラスと考えられ､ 修飾酸化物であるK２Oが多く､ Na２Oが検出されていないことからカリガラス

(K２O-SiO２) である可能性が高いと思われる｡ なお､ 中間酸化物であるAl２O３がやや多い傾向にあることか

ら､ 他のアルカリ珪酸塩ガラス (いわゆるアルカリ石灰ガラス) の可能性も否定できないが､ 肥塚 (1999)

はガラスの風化表面と内部新鮮面を調査し､ 風化による成分変動を検討し､ カリガラスでは風化表面でK２O

が減少し､ Al２O３が増加する傾向にあることを指摘している｡ アルカリ珪酸塩ガラスは､ 鉛を含有するガラ

スと異なり､ 表面が風化の影響を受けている際に､ 外観上の変化をあまり伴わないことから､ 遺物表面が風

化による侵食をどの程度受けているのか推し量ることは難しく､ 正確にはやはり内部新鮮面での確認が必要

である｡

一方､ 着色剤としては微量検出されたコバルト (Co) イオンが主たる要因と考えられるが､ 酸化物とし

て２％程度含まれる鉄 (Fe) やマンガン (Mn) イオンも関与していると推定される｡ なお､ ガラス中のマ

ンガン含有量が多いのは､ 着色剤であるコバルト鉱石に起因するとの見解が有力であり､ マンガン含有量の

多い中国産のコバルト鉱石がその起源と考えられている｡

� 管玉

今回の管玉試料 (図54-14) は､ その外観的な特徴と分析により得られた化学組成から､ 碧玉製であると

考えられる｡ 碧玉は玉髄の一種であり､ 鉱物学的には赤､ 黄､ 褐､ 緑､ 黒色などのものも含むが､ 考古学で

は不純物が多く緑色を呈するものを碧玉と称する｡ また､ 慣用的には良質な緑色凝灰岩も含めて､ 碧玉と呼

ぶことが多い｡ 碧玉は､ 玉類の材料の一つとして弥生時代から利用され始め､ 代表的な石材産地としては島

根県玉造の出雲石が挙げられるが､ そのほかには新潟県佐渡､ 兵庫県玉谷､ 石川県二俣､ 富山県細入村､ 愛

知県土岐､ 北海道興部､ 兵庫県石戸､ 北海道空知川､ 北海道茂辺地川などに碧玉もしくは碧玉様緑色岩の原

産地がある (藁科, 1999)｡

碧玉の化学組成における主要成分は､ 玉髄を主な鉱物とすることから､ SiO２が多いことは勿論であるが､

Al２O３､ Fe２O３､ K２Oなどが不純物として多く含まれており､ 特に本遺物に関してはK２Oが多く､ Fe２O３が

少ない特徴がある｡ 碧玉の原産地は､ この不純物として含まれる成分の量比よって可能と考えられるが､ 碧

玉の原材産地を推定するにあたって､ 藁科 (1999) は蛍光Ｘ線分析法により元素の種類と含有量を求め､ 特

定の元素比をもって原産地を区別する指紋とし､ 産地推定を行う手法の一つとしている｡ ただし､ 化学組成

の類似した原材産地が複数存在することも指摘しており､ ESR (電子スピン共鳴吸収) 分析による識別法を

併用する必要性を述べている｡ したがって､ 化学組成が類似する碧玉については､ 同一原産地である可能性

は指摘できるが､ 実際にはESR法などの他の識別法を併用した調査が必要となってくる｡

今回の分析調査では､ 原産地資料を比較試料として供試していないことから､ 原産地に関して論議するこ

とはできないが､ 今後､ 同様な手法により､ 原産地データを蓄積し､ 管玉の製作に関する知見を得たい｡

�. 種実遺体の同定

１. 試料

試料は､ 各遺構から採取された土壌の洗い出しによって検出された種実遺体48点で､ 乾燥した状態で袋に
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収められている｡ 試料の詳細は､ 結果と共に表４に示す｡

２. 分析方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し､ 同定可能な果実､ 種子などを抽出した｡ 種実の形態的特徴を所有の現

生標本および原色日本植物種子写真図鑑 (石川, 1994)､ 日本植物種子図鑑 (中山ほか, 2000) 等と比較し

て種類を同定し､ 個数を求めた｡ 分析後の植物遺体等は､ 種類毎にビンに詰め､ 乾燥剤を入れ保存する｡

３. 結果

種実遺体同定の結果､ 木本４種類 (コナラ属､ コナラ属－シイ属､ アンズ－スモモ､ モモ)､ 草本５種類

(イネ､ オオムギ､ コムギ､ サナエタデ近似種､ マメ類) の種実と､ 種類不明の果実が同定された (表４)｡

種実の遺存状態は悪く､ アンズ－スモモとサナエタデ近似種を除く全試料が炭化している｡

種実の他には､ ５㎜角以下の炭化材や､ 不明炭化物 (種類､ 部位の特定が困難な炭化物を示す)､ 昆虫遺

骸､ 鉄片(黒色､ 径３－4.5㎜の球体で重量感があり磁着する｡ 湯玉に似る)､ 礫などが検出された｡

以下に､ 同定された種実の形態的特徴を､ 木本､ 草本､ 不明果実の順に記す｡

〈木本〉

・コナラ属 (�������) ブナ科

S076の７試料と､ B-3pit 1460と､ MED1から､ 子葉が検出された｡ 炭化し黒色を呈す｡ 狭卵体で長さ10－

13㎜､ 径７－９㎜程度｡ 子葉は硬く緻密で､ 表面は縦方向に走る維管束の圧痕がみられる｡ ２枚からなる子

葉の合わせ目の線に沿って半分に割れている個体がみられる｡ 合わせ目の表面は平滑で､ 正中線上は僅かに

窪み､ 頂部には小さな孔 (主根) がある｡ なお､ 大きさ７㎜程度と小型でシイ属 (���	�
����) の子葉と

の区別が困難である個体について､ 属名を ｢－ (ハイフォン)｣ で結び表示した｡

・アンズ－スモモ (���
������
�����－���
������
��������) バラ科サクラ属

S106 SNTr 上層 (Ⅱ層？) から､ 核 (内果皮) が検出された｡ 灰褐色､ レンズ状の広楕円形｡ 長さ17㎜､

幅13㎜､ 厚さ８㎜程度｡ 頂部は円形､ 基部は切形で中央部に湾入した臍がある｡ 一方の側面に幅広の縫合線

が発達する｡ 内果皮は厚く硬く､ 表面には浅く微細な凹点が網目模様をなし､ ざらつく｡ 本個体は他試料に

比べて炭化していない点から､ 後代からの混入の可能性が考えられ､ 出土地点や層位等の検討を要する｡ 幅

広の縫合線がアンズに似る点と､ 後代のスモモの品種にも似る点から､ 両者を ｢－ (ハイフォン)｣ で結び

表示した｡

・モモ (���
��������	
���) バラ科サクラ属

S012 Ｄ－５ カベと､ S055 ２層から､ 核 (内果皮) の破片が検出された｡ 炭化し黒色を呈す｡ 破片の大

きさ10㎜程度｡ 内果皮は厚く硬く､ 表面は縦に流れる不規則な線状の深い窪みがあり､ 全体として粗いしわ

状に見える｡ 完形ならば､ 広楕円形でやや偏平､ 先端部はやや尖る｡ 基部は切形で中央部に湾入した臍があ

る｡ 一方の側面に縫合線が発達する｡

〈草本〉

・イネ (�������	����) イネ科イネ属

S004の４試料と､ S012 Ｃ－４ Ⅱ層と､ S075 Ａ－３層と､ S076の３試料と､ 前田不明から､ 胚乳が検出

された｡ 炭化し黒色を呈す｡ 胚乳は長楕円形でやや偏平｡ 長さ4-5mm､ 幅2.5mm､ 厚さ1.5mm程度｡ 基部に

は胚が脱落した凹部がある｡ 表面はやや平滑で､ 2-3本の縦溝がある｡

・オオムギ (������� ���������) イネ科オオムギ属

S004？ 種子と､ S033 Ｃ－１層と､ S044 Ｂ－２と､ S053 Ｄ－１層と､ S073 Ｄ－１層から､ 胚乳が検出

された｡ 炭化し黒色を呈す｡ 紡錘状長楕円体で両端はやや尖る｡ 長さ５－７㎜､ 径３－４㎜程度｡ 腹面は１
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表４. 種実遺体同定結果
種
類
名

部
位

状
態

木本 草本 不
明
果
実

炭
化
材

不
明
炭
化
物

昆
虫
遺
骸

鉄
片

礫

備考

コ
ナ
ラ
属

コ
ナ
ラ
属
―
シ
イ
属

ア
ン
ズ
―
ス
モ
モ

モ
モ

イ
ネ

オ
オ
ム
ギ

コ
ム
ギ

ム
ギ
類

サ
ナ
エ
タ
デ
近
似
種

マ
メ
類

子
葉

子
葉

核 核 胚
乳

胚
乳

胚
乳

胚
乳

果
実

種
子

炭
化

炭
化

炭
化

炭
化

炭
化

炭
化

炭
化

炭
化

炭
化

炭
化

炭
化

S003 Ａ－２ ３Ａ層 カ－ボン － － － － － － － － － － － 1 1 － － －
S003 Ａ５ １層 － － － － － － － － － 2 － － － － － －
S003 Ａ－12 ２Ａ層 － － － － － － － － － － － － － － 1 －
S003 Ｂ－２ ２層 － － － － － － － － － 1 － － － － － －
S003 Ｂ－８ ２Ａ層 － － － － － － － － － － － 1 － － － －
S003 Ｃ 床面 (炭化種子) － － － － － － － － － 1 － － － － － －
S003 Ｃ－２層 － － － － － － － － － － － － － － 1 －
S004 Ⅰ層 － － － － 1 － － － － － － － － － － －
S004 ２層 種子？ － － － － － － － － － 1 － － － － － －
S004 南ベルトⅢ層 種子 － － － － － － － － － 1 － － － － － －
S004 Ｂ－23 － － － － 1 － － － － － － － － － － －
S004 － － － － 1 － － － － － － － － － － －
S004 床面 － － － － － － － － － 1 － － － － － －
S004？ 種子 － － － － 1 2 － － － 1 － 1 － － － 1
S005 Ａ区 ピット － － － － － － － － 1 － － 2 － 3 － －
S005 Ａ － － － － － － － － － 1 － － － － － －
S005 床面 種子 － － － － － － － － 4 － － 2 1 － － －
S012 Ａカベ － － － － － － － － － 2 － － － － － －
S012 Ｃ－４ Ⅱ層 － － － － 1 － － － － － － － － － － －
S012 Ｄ－５ カベ － － － 1 － － － － － － － － － － － －
S027 上層 － － － － － － － － － 4 － － － － － 1
S033 Ｃ－1層 － － － － － 1 － 4 － － － 1 － － － －
S044 Ｂ－2 － － － － － 1 － － － 1 － － － － － －
S044 Ｃ－２層 － － － － － － － － － － － － 1 － － 1
S053 Ｄ－１層 － － － － － 1 － － － － － － － － － －
S055 ２層 － － － 2 － － － － － － － － － － － －
S073 Ｃ－２層 － － － － － － － － － － － － － － － 1
S073 Ｄ－１層 － － － － － 1 － － － － － － － － － －
S073 中層 － － － － － － － － － 1 － － － － － －
S073 中層 － － － － － － － － － 1 － － － － － －
S075 Ａ－３層 － － － － 4 － － － － － － － － － － －
S076 Ａ－１層 － － － － 2 － － － － － － － － － － －
S076 Ａ－２ 1 － － － － － － － － － － － － － － －
S076 Ａ－２層 ベルト － 1 － － － － － － － － － － － － － －
S076 Ｂ－２層 1 － － － － － － － － － － － － － － －
S076 Ｂ－２層 11 － － － 1 － － － － － － 1 10 － － － 不明炭化物はコナラ属？
S076 Ｃ－１層 4 － － － － － － － － － － － － － － －
S076 Ｄ－１層 － － － － 1 － － － － － － － － － － －
S076 Ｄ－１層 － － － － － － － 1 － － － － － － － －
S076 ミゾ 2 － － － － － － － － － － － － － － －
S076 SE一括 １区 19 － － － － － － － － － － － 20 － － － 不明炭化物はコナラ属？
S077 住居ベルト 上層 － － － － － － － － － － － － 1 － － －
S090 Ｃ－２層 － － － － － － － － － － 7 － － － － －
S138 22 － － － － － － － － － － － － 1 － － 1
B－3pit 1460 2 － － － － － － － － － － － － － － －
前田不明 － 1 － － 1 － 1 1 － － － 1 1 － － －
MED1 1 － － － － － － － － － － － － － － －
S106 SNTr 上層 (Ⅱ層？) － － 1 － － － － － － － － － － － － －
合計 41 2 1 3 14 6 1 6 5 18 7 10 36 3 2 5



本のやや太く深い縦溝があり､ 背面基部には胚の痕跡があり丸く窪む｡ 表面はやや平滑｡

・コムギ (�������� �	
����� ��) イネ科コムギ属

前田不明から､ 胚乳が検出された｡ 炭化し黒色を呈す｡ 楕円体で全体的に丸みを帯びている｡ 長さ４㎜､

径３㎜程度｡ 腹面には１本のやや太く深い縦溝がある｡ 背面基部には胚の痕跡があり丸く窪む｡ 表面はやや

平滑｡ なお､ S033 Ｃ－１層と､ S076 Ｄ－１層と､ 前田不明から検出された､ 遺存状態が悪くオオムギと

の判別が難しい破損個体を､ ムギ類とした｡

・サナエタデ近似種 (������� ��. ������������ ��) タデ科タデ属

S005 Ａ区 ピットと､ S005 床面 種子から､ 果実が検出された｡ 黒褐色､ 円形で偏平な二面体｡ 径２㎜

程度｡ 両面中央はやや凹む｡ 先端部は尖り､ 基部から花被の脈が伸びる｡ 花被の先は２つに分かれ反りかえ

る｡

・マメ類 (�����	
���) マメ科

S003の３試料と､ S004の４試料と､ S005 Ａと､ S012 Ａカベと､ S027 上層と､ S044 Ｂ－２と､ S073

中層から､ 種子が検出された｡ 炭化し黒色を呈す｡ 長楕円体で長さ３－５㎜､ 径３㎜程度｡ 焼け膨れ､ 表面

が崩れている等遺存状態は悪いが､ 腹面中央の子葉の合わせ目上に長楕円形状で隆起する臍がある､ ササゲ

属 (�����) と思われる個体もみられる｡ 子葉の合わせ目から半分に割れた1片もみられるが､ 合わせ目の

表面は不明瞭｡ 種皮表面はやや平滑で光沢がある｡ ササゲ属にはササゲ､ アズキ､ リョクトウなどが含まれ､

遺跡出土の炭化マメ類をその形態からを同定する試みが行われている (吉崎, 1992)｡ 一方で､ 野生種との

雑種も多いため､ 形態のみから現在の特定の種類に比定することは難しいと考えられている (南木, 1991；

南木・中川, 2000など)｡

〈不明果実〉

S090 Ｃ－２層から､ 種類不明の果実の破片が検出された｡ 炭化し黒色を呈す｡ 破片の大きさ14㎜程度｡

長さ６㎜､ 幅２㎜の長楕円形で偏平の種子が入る５個程度の室がみられる｡

４. 考察

モモ､ イネ､ オオムギ､ コムギ､ マメ類は､ 古くから栽培のために渡来した植物である (南木, 1991)｡

モモは観賞用の他､ 果実や核の中にある仁 (種子) などが食用､ 薬用等に広く利用される｡ イネ､ オオムギ､

コムギ､ マメ類は､ 胚乳や子葉が食用される｡ 自生していたと考えられる種類では､ 高木のコナラ属､ コナ

ラ属－シイ属の果実は､ コナラ属の一部はあく抜きを要するが食用可能である｡ これらの栽培植物を含む有

用植物が､ 住居跡などの各遺構から他の遺物と共に検出された状況を考慮すると､ 本遺跡近辺で栽培もしく

は採取され､ 集落内で植物質食糧として利用されていたことが推定される｡ また､ 全て炭化していることか

ら､ 火熱を受けたものと思われる｡

本遺跡では､ 弥生時代中期後半～後期前半の住居跡から石包丁が出土し､ 土壌からイネのプラントオパー

ルが多量検出されている (熊本県教育庁文化課, 2002)｡ また､ コナラ属､ イネ､ オオムギ､ コムギ､ ササ

ゲ属の種実が全て炭化した状態で検出されており (新山, 参考資料)､ 今回の分析結果とも一致する｡

なお､ アンズ－スモモや､ サナエタデ近似種の２種類は炭化していない｡ 渡来種のアンズまたはスモモは､

果実や核の中にある仁 (種子) などが食用､ 薬用等に広く利用される｡ サナエタデ近似種は人里近い林縁や

明るく開けた草地に生育する種類であることから､ 本遺跡周辺に生育していたものに由来すると思われる｡

ただし､ これらは炭化していないことから､ 住居等が廃絶後に混入した後代のものである可能性が考えられ

る｡ この点について､ 吉崎 (1992) は､ 低湿地遺跡以外から出土する炭化していない種実は､ 後代からの混

入の可能性があるとして､ 炭化種実と同様に扱わないように警告している｡ よって､ 今回は非炭化種実を除
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外して検討したが､ 今後は､ これら２種類の出土地点や層位等の確認を行い､ 当該期の植物利用について検

討したいと考える｡
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図版１ 胎土薄片

１. 図92-23 筒型器台 胴部 須玖�式 S106

２. 図94-35 甕型土器 口縁部 須玖�式 S106

３. S106の未掲載分 甕型土器 口縁部 黒髪式 S106

Qz：石英. Kf：カリ長石. Pl：斜長石. Bi：黒雲母. Mv：白雲母

P-Qz：多結晶石英. Gr：花崗岩. Vg：火山ガラス. Glz：赤色顔料.

写真左列は下方ポーラー､ 写真右列は直交ポーラー下｡

0.5㎜
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図版２ ガラス小玉・管玉

１. S075 下層出土 (図154-17)

３. S076 Ａ-１層出土 (図54-14)

４㎜

２. S106 上層 (図94-34)

(１,２,３)
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１

図版３ 種実遺体

１. コナラ属 子葉 (S076 B-２層) ２. コナラ属 子葉 (B-３pit 1460)
３. コナラ属 子葉 (B-３pit 1460) ４. アンズ－スモモ 核 (S106 SNTr 上層(Ⅱ層？))
５. モモ 核 (S012 D-５ カベ) ６. モモ 核 (S055 ２層)
７. モモ 核 (S055 ２層) ８. イネ 胚乳 (S075 A-３層)
９. オオムギ 胚乳 (S073 D-１層) 10. コムギ 胚乳 (前田不明)
11. サナエタデ近似種 果実 (S005 床面種子) 12. マメ類 種子 (S027 上層 種子)
13. マメ類 種子 (S027 上層 種子) 14. 不明炭素果実 (S090 C-２層)

２a ２b

３a
３b

４a ４b

５ ６ ７

８a ８b ９a ９b 10a 10b

11

12a 12b 13

14a 14b

10㎜

(１.４)

10㎜

(２.３.５－７.14)

３㎜

(８－10.12.13)

３㎜

(11)



前田遺跡出土勾玉の原材産地分析

藁科哲男 (京都大学原子炉実験所)

１. はじめに

勾玉､ 玉､ 垂玉､ 管玉などの岩石名の推定は､ 一般的には肉眼観察で岩石の種類を決定し､ それが真実の

よう思われているのが実態である｡ 玉類の原材料としては滑石､ 軟玉 (角閃石)､ 硬玉､ 蛇紋岩､ 結晶片岩､

碧玉､ 緑色凝灰岩 (グリーンタフ) などが推測される｡ それぞれの岩石の命名定義に従って岩石名を決定

するが､ 非破壊で命名定義を求めるには限度があり､ 若干の傷を覚悟して硬度を求める､ 色､ 光沢感､ 比重､

介在物の有無､ 定性的な成分組成を求めるなどで､ 岩石名を決める重要な結晶構造､ 屈折率など鉱物組成を

明らかにする情報は得られない｡ また､ 肉眼観察で求めた岩石名が岩石・鉱物学界で通用するとは思えない｡

原石名が決定されたのみでは考古学の資料としては不完全で､ 例えば緑色凝灰岩の管玉と言う岩石名が決め

られても産地は沢山あり何れの産地か不明である｡ また､ 軟らかく加工が容易だと想像できても､ 実際の硬

度､ 打撃亀裂性などを測定した上で考察しなければ､ 古代の管玉製作技術に関する資料として無意味である｡

地学の専門家でも､ 肉眼観察では､ 岩石名を間違うことは避けられないと指摘している｡ 岩石名を決定する

ことよりも､ どこの産地の原石が使用されているか､ 産地分析が行われて初めて､ 考古学に寄与できる資料

となり､ また産地分析の過程で岩石名決定に関係する情報の一部が得られるが岩石名を特定するには至らな

い場合が多い｡ 糸魚川市でヒスイが発見されるまでは､ 中国､ 雲南､ ビルマ説､ 発見後は､ 専ら国内説で､

岩石学的方法１) および貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を行った蛍光Ｘ線分析で行う元素比法２, ３), ４) が

報告されている｡ また､ 碧玉製管玉の産地分析で系統的に行った研究は蛍光Ｘ線分析法と電子スピン共鳴法

を併用し産地分析より正確に行った例５) が報告されている｡ 石鏃など石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的

が異なるため､ それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異なる｡ �石器の原材産地推定で明らかになる､

遺跡から石材原産地までの移動､ 活動範囲は､ 石器は生活必需品であるため､ 生活上必要な生活圏と考えら

れる｡ �玉類は古代人が生きるために必ずしもいるものではない｡ 勾玉､ 管玉は権力の象徴､ お祭､ 御守り､

占いの道具､ アクセサリーとして､ 精神的な面に重要な作用を与えると考えられる｡ 従って､ 玉類の産地分

析で､ 明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は､ 権力の象徴としての玉類であれば､ 権力圏を現わし

ているかもしれない､ お祭､ 御守り､ 占いの道具であれば､ 同じような習慣を持つ文化圏が考えられる｡ 石

器の原材産地分析で得られない貴重な資料を考古学の分野に提供することができる｡ 産地分析で遺物の原材

産地が特定出来なくても得られた分析値と同じ組成の遺物を使用した遺跡の広がりを求めることにより､ 遺

跡間相互になんらかの関係があったと推測できる情報が得られ､ 将来､ 原材産地の所在地が明らかになれば

原石伝播に関する情報も得られる｡ 今回分析を行った遺物は熊本県玉名市大字月田字前田に位置する前田遺

跡出土の勾玉２個で､ ヒスイ､ 結晶片岩様緑色岩の順番に報告する｡

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は､ 原産地間を区別する人間で言えば指紋のような､ その原産地だけにしかないとい

う指標を見つけなければならない｡ その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ､ 比重の違い､ 原石に含

有されている元素組成の違いなどにより､ 原産地同士を区別できなければ産地分析はできない｡ 成功するか

どうかは､ とにかく行ってみなければわからない｡ 原産地同士が指紋でもって区別できたならば､ 次に遺跡

から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して､ 一致しない原産地を消去して一致する原産地の原石が
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使用されていると判定する｡ また､ 原石産地が不明の玉材を使用した遺物についても､ 遺物同士の指紋を比

較することにより､ 同質の玉材が使用されているか否か判定できる｡

ヒスイ､ 碧玉製勾玉､ 大珠､ 玉などは､ 国宝､ 重要文化財級のものが多くて､ 非破壊で産地分析が行なえ

る方法でなければ発展しない｡ 石器の原材産地分析で成功している４) 非破壊で分析を行なう蛍光Ｘ線法を用

いて玉類に含有されている元素を分析する｡

遺跡から出土した大珠､ 勾玉､ 管玉などを水洗いして､ 試料ホルダーに置くだけの､ 完全な非破壊で産地

分析を行った｡ ヒスイ製玉類は蛍光Ｘ線分析法で元素の種類と含有量を求め､ 試料の形や大きさの違いの影

響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をり､ この元素比の値を原産地を区別する指紋とした｡

結晶片岩様緑色玉類はＥＳＲ法を併用するが試料を全く破壊することなく､ 玉に含有されている常磁性種を

分析し､ その信号から玉材産地間を区別する指標を見つけて､ 産地分析に利用した５) ｡

前田遺跡出土のヒスイ製勾玉 (図277-４) の原材産地分析

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は､ 日本国内産では�新潟県糸魚川市と､ それに隣接する同県西頚城郡青海町から産

出する糸魚川産､ �軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町千栄の日高産６) ､ �鳥取県八頭郡若桜町角谷

の若桜産､ �岡山県阿哲郡大佐町の大佐産､ �長崎県長崎市三重町の長崎産であり､ さらに�西黒田ヒスイ

と呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原石､ �兵庫県養父郡大屋町からの原石､ �海道旭川市神居

町の神居コタン産､ 	岐阜県大野郡丹生川村の飛騨産原石､ また､ 肉眼的にヒスイに類似した原石で玉類等

の原材になったのではないかと考えられる
長崎県西彼杵郡大瀬戸町雪浦からの原石である｡ 国内産のヒス

イ原産地は､ これでほぼつくされていると思われる｡ これら原石の原産地を図１に示す｡ これに加えて外国

産として､ ミャンマー産の硬玉と台湾産軟玉および韓国､ 春川産軟玉などのヒスイの分析も行われている｡

ヒスイ試料の蛍光Ｘ線分析

ヒスイの主成分元素はナトリュウム (Na)､ アルミニュム (Al)､ 珪素 (Si) などの軽元素７) で､ 次いで

比較的含有量の多いカルシウム (Ca)､ 鉄 (Fe)､ ストロンチウム (Sr) である｡ また､ ヒスイに微量含有

されている､ カリウム (Ｋ)､ チタニウム (Ti)､ クロム (Cr)､ マンガン (Mn)､ ルビジウム (Rb)､ イッ

トリウム (Ｙ)､ ジルコニウム (Zr)､ ニオビウム (Nb)､ バリウム (Ba)､ ランタニウム (La)､ セリウム

(Ce) の各元素を分析した｡ 主成分の珪素など軽元素の分析を行わないときには､ 励起線源のＸ線が試料に

よって散乱されたピークを観測し､ そのピークの大きさが主に試料の分析面積に比例することに注目し､ そ

のピークを含有元素と同じく産地分析の指標として利用できる｡ ナトリュウム元素はヒスイ岩を構成するヒ

スイ輝石に含有される重要な元素で､ 出土した遺物が硬玉か否かを判定するには直接ヒスイ輝石を観測すれ

ばよい､ しかし､ ヒスイ輝石を非破壊で検出きる方法が確立されるまでは､ 蛍光Ｘ線分析でNa元素を分析

し間接的にヒスイ輝石の存在を推測する方法にたよる他ないのではなかろか｡ 各原産地の原石のなかで､ 確

実にNa元素の含有が確認されるヒスイ産地は糸魚川､ 大屋､ 若桜､ 大佐､ 神居コタン､ 長崎の各原産地の

原石でこれらは硬玉に属すると思われる｡ Na元素の含有量が分析誤差範囲の産地は日高､ 引佐､ 飛騨の各

産地の原石である｡ 糸魚川産原石のうち緑色系の硬玉に､ 肉眼的に最も似た原石を産出する産地は､ 他の硬

玉産地よりも後述した日高､ 飛騨､ 引佐の原石に見られる｡ 各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する｡

若桜産のヒスイ原石はSrのピークがFeのピークに比べて相当大きく､ またZrの隣に非常に小さなNbのピー

クが見られ､ Baのピークも大きく､ 糸魚川産では見られないLa､ Ceのピークが観測されている｡ このCeの

ピークは大佐産と長崎産ヒスイ原石のスペクトルにも見られ､ これらCeを含有する原石の産地は､ 糸魚川
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の産地と区別するときに有効な判定基準になる｡ 長崎産ヒスイは､ Tiの含有量が多く､ Yのピークが見られ

るのが特徴的である｡ 日高産､ 引佐産､ 飛騨産ヒスイ原石は､ Caピークに比べてTiとかK､ またFeピーク

に比べてSrなどのピークが小さいのが特徴で糸魚川産のものと区別するときの判断基準になる｡

春川軟玉原石は､ 優白色の工芸加工性に優れた原石で､ 軟玉であるが､ 古代では勾玉などの原材料となっ

た可能性も考えられることから分析を行った｡ この原石には､ Sr､ Zrのピークが全く見られないため､ 糸

魚川産などのSr､ Zrを含有する原石と容易に区別できる｡ また､ 長崎県雪浦のヒスイ類似岩をヒスイの代

替品として勾玉､ 大珠などの原材料に使用している可能性が考えられ､ 分析を行った｡ この岩石は比重が

2.91と小さく､ 比重でもって他の産地のものと区別できる｡ また 砒素 (As) のピークが見られる個体が多

いのも特徴である｡

これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても､ 原石ごとに元素の含有量には異同がある｡ したがっ

て､ 一つの原産地について多数の原石を分析し､ 各元素の含有量の変動の範囲を求めて､ その産地の原石の

特徴としなければならない｡

糸魚川産のヒスイは､ 白色系が多いが､ 緑色系の半透明の良質のもの､ 青色系､ コバルト系､ およびこれ

らの色が白地に縞となって入っているものなど様々である｡ 分析した糸魚川産原石の比重を調べると､ 硬玉

の3.2～3.4の範囲のものと､ 3.2に達しない軟玉に分類される原石もある｡ 若桜産､ 大佐産の分析した原石に

は､ 半透明の緑色のものはないが､ 全体が淡青緑かかった乳白色のような原石､ また大屋産は乳白色が多い｡

このうち大佐産､ 大屋産の原石では比重が3.20に達したものはなく､ これらの原石は比重からは軟玉に分類

される｡ しかし､ ヒスイ輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられる｡ 長崎産のヒスイ原石は３個しか分析で

きなかったが良質である｡ このうち１個は濃い緑色で､ 他の２個は淡い緑色で､ 少しガラス質である｡ 日高

産ヒスイの原石は肉眼観察では比較的糸魚川産のヒスイに似ている｡ ミャンマー産のヒスイ原石は､ 質､ 種

類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見られ肉眼で両産地の原石を区別することは不可能と考えられる｡

分析した台湾産のヒスイは軟玉に属するもので､ 暗緑色のガラス質な原石である｡ これら各原産地の原石の

分析結果から各産地を区別する判断基準を引き出し産地分析の指標とする｡

ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行なうときの判断基準を原石の分析データーから引き出すが､ 分析個数が少ないため､

必ずしもその原産地の特徴を十分に反映したと言えない産地もある｡ 表１－１､ ２に各原産地ごとの原石の

比重と元素比量をまとめた｡ 元素比量の数値は､ その原産地の分析した原石の中での最小値と最大値の範囲

を示し､ 判定基準�とした｡ ヒスイで比重が3.19未満の軽い原石は､ 硬玉ヒスイではない可能性があるが､

糸魚川産の原石で比重が3.19未満のものも分析を行った｡ 大佐産のヒスイは比重が3.17未満であった｡ した

がって､ 遺物の比重が3.3 以上を示す場合は判定基準�により大佐産のヒスイでないと言える｡ 日高産､ 引

佐産の両ヒスイではSr/Feの比の値が小さくて､ 糸魚川産と区別する判定基準�になる｡ 表１－２の判定基

準�にはCr､ Mn､ Rb､ Y､ Nb､ Ba､ La､ Ceの各元素の蛍光Ｘ線ピークが観測できた個体数を％で示した

表である｡ 例えば遺物を分析してBaのピークが観測されれなかったとき､ その遺物は､ 若桜､ 大佐､ 長崎

産のヒスイでないといえる｡

図２はヒスイ原石のSr/Feの比の値とSr/Zrの比の値の分布を各原産地ごとにまとめて分布範囲を示した

ものである｡ ●は糸魚川産のヒスイで､ 分布の範囲を実線で囲み､ この枠内に遺物の測定点が入れば糸魚川

産の原石である可能性が高いと判断する｡ □はミャンマー産のヒスイの分布で､ その範囲を短い破線で囲む｡

糸魚川の実線の範囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重なり両者は区別できないが､ ミャンマーと糸魚

川が区別される部分がSr/Fe の値 (横軸) 2.5以上の範囲で見られる｡ この範囲の中に､ 遺物の測定点が入
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ればミャンマー産と考えるより､ 糸魚川産である可能性の方が高いと考えられる｡ ▲は大佐産の､ △は若桜

産の､ ▽は大屋産のヒスイの分布を示している｡

糸魚川と大佐､ 若桜､ 大屋のヒスイが重なる部分に遺物の測定点が入った場合､ これら複数の原産地を考

えなければならない｡ しかし､ この遺物にBaの蛍光Ｘ線スペクトルのピークが見られなかた場合､ 表１－

２の判定基準�に従えば糸魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき､ その遺物の比重が3.2以上あれ

ば大屋産でなくて､ 糸魚川産と推定される｡ ■は長崎産ヒスイの分布で､ 独立した分布の範囲を持っていて

他の産地のヒスイと容易に区別できる｡ 台湾産の軟玉はグラフの左下に外れる｡ ★印の日高産および＊印の

引佐産ヒスイの分布の一部分が､ 糸魚川産と重なり区別されない範囲がみられる｡ しかし､ Ca/Si比とSr/F

e比を指標とすることにより (図３)､ 糸魚川産ヒスイは日高産および引佐産の両ヒスイと区別することがで

きる｡ Na/Si比とMg/Si比を各原産地の原石について分布を示すことにより (図４)､ 遺物がどこの原産地の

分布内に帰属するかにより､ 硬玉か軟玉かの判別の手段の一つになると考えられる｡

前田遺跡出土のヒスイ製勾玉 (図277-４) の分析結果

出土玉の比重が3.2以上 (アルキメデス法) あり良質硬玉の可能性の範囲に入る｡ 蛍光Ｘ線スペクトル

(図５－１) には硬玉の主成分の一つのNa元素が観測されることから､ この玉を硬玉製と判定した｡ また､

分析できた含有元素の結果を表２に示した｡

この硬玉製玉の原産地を明にするために､ これら分析値を各原産地の原石の元素比量Sr/Fe対Zr/Srの分

布範囲と比較しすると､ 玉は糸魚川産の範囲にのみ入り､ 糸魚川産地のヒスイの可能性を示す (図２)｡ ま

た､ Sr/Fe対Ca/Siでも､ 玉は糸魚川､ 大佐､ 若桜の重なった範囲に入り､ これら何れかの産地のヒスイの

可能性を示示した (図３)｡ またNa/Si対Mg/Siの図４では､ 玉は糸魚川､ 若桜､ 神居コタンの重なる範囲に

入っている｡ これら判定に使用した図と判定基準表１の比重の範囲およびBa元素が無く､ 大佐､ 若桜､ 長

崎の可能性は低いなどの条件を考慮して､ 全ての条件を満たした玉の産地として､ 糸魚川・青海産硬玉を使

用した玉と同定し､ 結果を表３に示した｡

前田遺跡出土の結晶片岩様緑色勾玉片 (図277-３) の原材産地分析

原石産地不明の結晶片岩様緑色玉類の蛍光Ｘ線分析

原石産地不明の結晶片岩様緑色製の玉材および玉類は九州南部の遺跡から出土するが､ 原石産地は不明で､

肉眼的に均一な石質ばかりではなく､ 中には不均一で緑色の部分に石英脈状岩石が貫入しているもの､ 緑色

部分に黄色の微小斑点が見られる物､ 結晶並びが明確なもの､ またヒスイ様に見える部分など様々である｡

従って､ これら玉類はヒスイ製､ 軟玉製､ 滑石製､ 蛇紋岩製など様々推測されてきた経緯がある｡ この玉類

の岩石名を決定するには､ 岩石を構成する鉱物の種類を求める必要があり､ Ｘ線回折など結晶定数から同定

する必要がある｡ 蛍光Ｘ線分析でこれら玉類から硬玉の主成分組成であるNa元素が検出限界以下であるこ

とと､ 硬玉の比重の3.1以上に達しないとの理由から硬玉の可能性はないと考えられる｡ また､ 玉類の比重

が2.7以上であることから石材が碧玉の可能性も否定できる｡ これら玉類の割れ面は平面のものが多く､ 肉

眼観察で結晶に平行な劈開面がみられることから､ 結晶片岩様緑色岩と仮称する｡ 結晶が一定方向に並んだ

岩石は広域変成帯で生成されることから玉材の起源が変成帯の可能性が推測される｡ 広域変成帯ではMgが

主成分の蛇紋岩､ Mg､ Caが主成分の透角閃石とかMg､ Ca､ Feが主成分の陽起石の軟玉が産出する｡ 玉類

に含有されるMg/Siが1.0前後でMgが主成分の蛇紋岩とは言えない｡ また､ Ca/Kの値が1.0以下ではCaが主

成分の軟玉とは言えない｡ 滑石鉱床はしばしば蛇紋岩中の小レンズ鉱床となっている場合が多く､ 滑石は玉

類の原材料に使用される､ 出土玉類の中には硬度は約2.5も見られ､ 比重なども滑石､ 蛇紋石に近が一致し

― 396 ―



ない｡ 緑色であることを考慮すると緑泥石の比重､ 硬度に一致する｡ しかし緑泥石の主成分組成のMg､ Fe

の量が少ない｡ また､ 緑泥石の可能性が低い理由としてＫの含有量が非常に高いことがあげられる｡ これら

玉類の硬度､ 比重､ Al､ Ｋ元素の含有量が多いことなどを考え合わせると雲母系と一致すると考えられる

が結晶構造による判断が必要である｡ 遺物にCrの含有量が比較的多く含有されている｡ このクロムがCr３＋

として存在していると､ 緑色になることが知られているため､ Crが緑色の原因元素になっている可能性は

考えられ､ 岩石名の決定には様々な鉱物学的分析にもとずいた結果から求める必要がある｡ 今回分析した細

身小型エンタシス形の玉に限定して考察すると､ 本報告書のＸ線回折の結果によれば､ 細粒の白雲母の微結

晶集合体であると同定している｡ 鹿児島県加世田市川畑2627－１に位置する上加世田遺跡の縄文時代後期出

土の玉材は､ これら結晶片岩様の緑色岩を使用した玉造遺跡で､ 平成８年度出土の管玉46個､ 勾玉６個､ 小

玉６個､ 未製品12個､ 玉材39個､ 平成７年以前の調査で出土した玉類40個の合計150個の蛍光Ｘ線分析の元

素分析の結果を分類して上加世田第１群､ 上加世田第２群､ 上加世田第３群､ 上加世田第４群の４個の遺物

群を作った (表４)｡ また､ 上加世田諸群に一致しない遺物が､ 的場遺跡､ 川平遺跡､ 大坪遺跡で見つかり､

それぞれ遺物群を作り､ 他の遺跡で使用されている否か判定できるように表４に登録した｡ このように各遺

物群に分類されるのは結晶片岩様緑色岩の原石産地が分類群ごとに数カ所存在するのではなく､ 肉眼観察と

ＥＳＲ分析結果から推測して､ 含有される鉱物の種類が多く､ 分布が不均一なために玉ごとの元素組成の変

動が大きくなったと推測される｡ 各遺跡で出土する結晶片岩様緑色岩製玉類の蛍光Ｘ線分析値と上加世田遺

跡などの遺物群に比較し多変量統計のマハラノビスの距離からＴ２検定することにより上加世田遺跡の玉に

一致するか否か同定できる｡

前田遺跡出土の結晶片岩様緑色勾玉片 (図277-３) の蛍光Ｘ線分析結果と判定

遺跡から出土した玉類は表面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非破壊分析で蛍光Ｘ線分析を行っ

た｡ 分析番号88457 (11) 番の結晶片岩様緑色岩製と推測される平丸玉で観測された元素は､ マグネシウム

(Mg)､ 主成分と推測されるアルミニュム (Al)､ 珪素 (Si) および比較的含有量の多い元素はカリウム (Ｋ)､

チタニウム (Ti)､ クロム (Cr)､ 鉄 (Fe)､ バリウム (Ba) で､ 他にカルシウム (Ca)､ ルビジウム (Rb)､

ストロンチウム (Sr)､ イットリウム (Ｙ)､ ジルコニウム (Zr)､ ニオビウム (Nb)､ マンガン (Mn) の15

元素で､ 蛍光Ｘ線スペクトルを図５－２に示した｡ また､ 分析番号88452 (６)､ 88458 (12) 番の平丸玉(黄

土色) は緑色ではないが､ 分析される元素の種類が88457 (11) と同じであることから､ 同種の岩石の可能

性を推測し同定した｡ この３個の平丸玉の原石産地を明らかにするためにAl/Si､ K/Si､ Ca/K､ Ti/K､ K/

Fe､ Rb/Fe､ Fe/Zr､ Rb/Zr､ Sr/Zr､ Y/Zr､ Mn/Fe､ Ti/Fe､ Nb/Zr､ Na/Si､ Mg/Si､ Cr/Fe､ Ba/Zrな

どの各元素比値を求め､ 表５に示した｡ これら分析結果を結晶片岩様緑色岩の遺物群と数理統計のマハラ

ノビスの距離を求めて行うホテリングＴ２乗検定６) により同定を行った｡ また､ 玉の比重は岩石の種類を同

定するときに重要な指標になり､ 遺物の汚染をさけるために蒸留水を用いたアルキメデス法で測定した結果､

玉類のかさ比重は2.887になり､ 上加世田諸群､ 的場遺跡､ 川平遺跡､ 大坪遺跡の遺物群の結晶片岩様緑色

岩の2.6～3.0の範囲にはいる｡ またかさ比重が2.679より軽い遺物原石は上加世田群の中に１個見られるにす

ぎない｡ これら玉類の元素分析の結果について､ 上加世田諸群､ 的場遺物群､ 川平Ｉ遺物群､ 大坪14遺物群

と比較した結果は､ 分析番号89706の勾玉では信頼限界の0.1％を越えて上加世田第４群遺物群に一致した｡

また､ 88452 (６)､ 88458 (12) 番の黄土色平丸玉は､ 表４の結晶片岩様緑色岩の何処の遺物群にも一致し

なかった｡ 88452番の平丸玉を上加世田第４群遺物群に同定のための比較は 『平丸玉は上加世田第４群に属

さない』 と仮定して､ この仮定が間違っている危険度を求めると３％の確率となり､ 上加世田第４群に属さ

ないとは 『言えない』 との定量的な結果が得られる｡ 何故 『言えない』 のかは､ 言い換えるとこの平丸玉の
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元素比組成が上加世田遺物群の元素比組成の平均値より離れる物が､ 上加世田遺物群の原石でも100個中に

３個もあると考えられる (表６)｡ しかし､ 上加世田第４群に属すると言う結果ではない｡ 即ち､ 未発見の､

この玉の原材産地があり､ 未発見の原石産地の可能性を否定した結果でないことに注意しなければならない｡

蛍光Ｘ線分析で含有元素が一致することが明らかになったが､ さらに､ 玉に含有されている鉱物に関する信

号を分析するＥＳＲ分析結果も一致すればさらに正確な同定結果が得られる｡

ＥＳＲ法による産地分析

ＥＳＲ分析は玉類石材に含有されているイオンとか､ 玉材が自然界からの放射線を受けてできた色中心な

どの常磁性種を分析し､ その信号から玉材産地間を区別する指標を見つけて､ 産地分析に利用した｡ ＥＳＲ

の測定は､ 完全な非破壊分析で､ 直径が11㎜以下の管玉なら分析は可能で､ 小さい物は胡麻粒大で分析がで

きる場合がある｡ ＥＳＲ信号を出す常磁性種が一種類ではなく４種類以上あるため､ ＥＳＲ信号は複雑なス

ペクトルになっている｡ 上加世田遺跡では各玉とか玉材毎に４種類以上の常磁性種の混合比が玉ごとに不均

一に含有されている｡ したがって､ ＥＳＲ信号はこれら常磁性種の合成した形で観測されるためにＥＳＲ信

号のスペクトルの形は玉毎に異なる｡ ここで大切はことは､ 上加世田遺跡の玉の信号と分析した管玉の信号

を重ね合わせて一致すれば言うことないが､ 一致しなくても同じ常磁性種が管玉に含有されているか否かが

重要である｡ ＥＳＲ信号を出す常磁性種の個数の同定を鹿児島県加世田市上加世田遺跡出土の緑色片岩様玉

類の分析結果を用いて試み図６に示した｡ 図６－�のバックグラウンド信号と名付けた信号Ⅱは玉によって

は信号形が異なることから複数の鉄イオンの信号で構成されている可能性が推測されるが幅広い信号である｡

図６－�は幅の広いバックグラウンド信号と上加世田遺跡出土玉類に特徴的なＹ､ Ｘ､ Ｗ､ Ｚ､ Ⅲの一組に

なったピーク信号を出す常磁性種とで構成される｡ 信号ⅢにはSiO２に関係した信号が含まれている可能性

が推測される｡ Ｗ→Ⅲ､ Ⅲ→Ｗ､ Ｗ→Ｘのピーク間に見られる小さな常磁性種は玉によっては非常に大きな

信号になり､ Ｗ､ Ｙ､ Ⅲのピークと重なった部分は相互に変形する｡ また､ 一組になったピーク信号は､ 例

えばＹが測定されれば､ 残りのピークも他の信号と合成されて変形して確認が困難な場合もあるが必ず存在

する｡ 図６－�は幅の広いバックグラウンド信号に､ マンガンイオンによると思われるＰ､ Ｑ､ Ｒ､ Ｓ､ Ｔ､

Ｕの同じ信号強度の６本が一組の信号が合成されてできたＥＳＲスペクトルである｡ Mnイオン濃度が低い

状態で､ �の信号と合成されるとＰとかＰ､ Ｑ (Ｗと重なり変形) のピークのみ確認されＲ､ Ｓ､ Ｔ､ Ｕが

変形したために確認できないと推測される場合が多い｡ 図６－�は幅の広いバックグラウンド信号に､ 少量

の�が重なっている状態が確認でき､ また､ 信号を出す常磁性種は同定出来ていないが､ Ｏ､ Ｖのピーク信

号は２：１の比で1000ガウス (Ｇ) 間隔で対になって構成されている｡ 以上最低４種類の常磁性種の存在が

確認できた｡ また､ Ｗ→Ⅲ､ Ⅲ→Ｗ､ Ｗ→Ｘのピーク間に見られる信号が何種類の常磁性種で構成されてい

るか不明で､ まだ上加世田遺跡出土玉類のＥＳＲ信号を完全に説明できない部分が残っている｡ 分光学的に

説明ができなくても､ Ｙ､ Ｘ､ Ｗ､ Ｚ､ Ⅲのピークを出す常磁性種が上加世田遺跡出土玉類に共通して存在

することを利用すれば玉類石材の産地分析に応用できる｡ 分析した勾玉の分析番号89706番の図７に示した

ＥＳＲスペクトルは､ 幅の広いバックグラウンド信号と上加世田遺跡出土玉類に特徴的なＹ､ Ｘ､ Ｗ､ Ｚ､

Ⅲの一組になったピーク信号を出す常磁性種とで構成されることから､ 上加世田遺跡出土玉類と一致すると

判定した｡ 産地分析では玉類の蛍光Ｘ線分析結果とＥＳＲ信号結果が同じ石材群に同定されたとき総合的に

判定し (表６)､ 玉類がそこの群の原石と同じものが使用されていると推定した｡

前田遺跡出土のヒスイ製勾玉 (図277-４) の考察

今回分析した前田遺跡出土のヒスイ製勾玉にはBa元素のピークが観測されず､ 比重も3.3以上あり､ 良質
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の硬玉のようである｡ 糸魚川・青海産硬玉の使用遺跡を抜粋して示すと例えば北海道千歳市美々遺跡から青

森県大石平遺跡､ 岩手県大日Ⅱ遺跡､ 山梨県石堂遺跡､ 岐阜県西田遺跡､ 愛知県白石遺跡､ 三重県森添遺跡､

大分県ニ反田遺跡､ 熊本県ワクド石遺跡､ 宮崎県学頭遺跡まで日本全国におよんび､ これら遺跡では糸魚川

産ヒスイが尊重される共通の基盤を持っていたと思われ､ 糸魚川産地から遠くなるにしたがって､ 希少価値

が増すと推測され本遺跡がヒスイの玉類を入手できる力 (経済力) が大きかったことが推測される (図１)｡

前田遺跡出土の結晶片岩様緑色勾玉片 (図277-３) の考察

分析を行った結晶片岩様緑色岩製勾玉片は上加世田遺跡出土玉類と蛍光Ｘ線分析結果､ ＥＳＲ分析の両方

法で一致することから､ 九州南部で多用されている結晶片岩様緑色岩が使用されていると判定した｡ また､

この結晶片岩様緑色岩と呼んでいる原材と大瀬戸町の原石の異なる点は､ バリュウム元素の含有量が結晶片

岩様緑色岩の方が桁違いに多いことで､ 両者は容易に区別できる｡ 結晶片岩様緑色岩製玉類､ 剥片､ 加工

途中の未製品が出土する遺跡は上加世田遺跡で､ ワクド遺跡では剥片が確認されている｡ また､ 製品のみ使

用では､ 縄文時代後期､ 晩期または後期～晩期に関係する遺跡で､ 宮崎県学頭遺跡の丸玉､ 岐阜県の西田遺

跡､ 新潟県の青田遺跡の玉類に､ 島根県匹見町のヨレ遺跡の管玉､ 勾玉､ 岡山県吉野□遺跡管玉に､ 向出遺

跡出土小玉にそれぞれ使用されていることから､ 結晶片岩様緑色岩も糸魚川地域産硬玉製玉類に匹敵する伝

播距離を示す可能性があり､ 古代人にとって非常に重要な玉類原材であったことが推測される (図１)｡ 本

遺跡出土管玉が九州南部産の玉が伝播した可能性が推測され､ 本遺跡が九州南部の情報・文化を入手してい

たと推測できる｡
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図１ ヒスイ製玉類､ 結晶片岩様緑色玉類使用遺跡分布図

●：ヒスイ原石使用遺跡
▲：結晶片岩様緑色岩製玉類の使用遺跡

結晶片岩様緑色岩製玉類使用遺跡
鹿児島県､ 上加世田遺跡 (縄文後､ 晩期) 各種玉､ 玉材剥片

大坪遺跡 (縄文晩期) 各種玉､ 玉材剥片
宮崎県､ 学頭遺跡 (縄文後期) 丸玉
熊本県､ ワクド石遺跡 (縄文晩期) 玉材剥片
佐賀県､ 長尾富倉遺跡 (縄文晩期) 半欠管玉様
島根県､ 高田遺跡 (縄文後､ 晩期) 玉､ 未製品､ 玉材剥片

ヨレ遺跡 (縄文後､ 晩期) 匂玉
岡山県､ 久田原遺跡 (縄文晩期) 玉

吉野口遺跡 (縄文晩期) 管玉様
兵庫県､ 的場遺跡 (弥生前期) 小平玉
大阪府､ 向出遺跡 (縄文後期) 小平玉
岐阜県､ 西田遺跡 (縄文後期) 丸玉
新潟県､ 青田遺跡 (縄文晩期終末) 平丸玉

前田遺跡
(結晶片岩様緑色岩)
(糸魚川産硬玉製玉使用)

図２ ヒスイ原石の元素比値Zr／Sr対Sr／Feの分布および分布圏

○：ヒスイ岩原産地
１：糸魚川産地 (糸魚川市・青海町)
２：日高産地 (日高町千栄)
３：若桜産地 (若桜町角谷)
４：大佐産地 (大佐町)
５：長崎産地 (三重町)
６：引佐産地 (引佐町)
７：大屋産地 (大谷町ヒシロ谷)
８：神居コタン産地 (神居町古潭)
９：飛騨産地 (丹生川村折敷地)
10：ヒスイ類似岩 (大瀬戸町雪浦)

▲：産地不明結晶片岩様緑色岩使用範囲

注：糸魚川・青海産ヒスイは沖縄県糸満市兼城上原２遺跡および北谷町クマヤー洞窟遺跡に伝播している｡

◎：前田遺跡出土ヒスイ製玉
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図３ ヒスイ原石の元素比値Ca／Si対Sr／Feの分布および分布圏

◎：前田遺跡出土ヒスイ製玉

図４ ヒスイ原石の元素比値Na／Si対Mg／Siの分布および分布圏

◎：前田遺跡出土ヒスイ製玉
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図５－１ 前田遺跡出土硬玉勾玉 (89705 図277-４) の蛍光Ｘ線スペクトル

(図277-４)

図５－２ 前田遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉片 (89706 図277-３) の蛍光Ｘ線スペクトル

(図277-３)
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図６ 上加世田遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉材のＥＳＲ信号スペクトル

鉄イオンに関係すると思われる幅の広い信号 (Ⅱ)

Ⅲ：SiO２に関係すると思われる信号
Y, X, W, Z：上加世田遺跡出土玉類石材に

特徴的に見られる信号｡

� バックグラウンド信号

� 信号(Ⅱ)と出土玉類石材の信号

� 信号(Ⅱ)とMnイオンによる信号

� O：Ｖは２：１の強度比の組信号で

イオン種は不明

Mn２＋イオン：標準試料 (３：g２＝2.034, ←86.9G→４：g１＝1.981)
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図７ 前田遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉片のＥＳＲ信号スペクトル

� 信号全域掃引

� 242.6ｍT～442.4ｍT掃引

(３：g２＝2.034, ←86.9G→４：g１＝1.981) Mn２＋イオン：標準試料

(図277-３)

(図277-３)
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表１－１ ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準�

原産地名 分析
個数

蛍光Ｘ線法による元素比の範囲

比重 ���� ����� ���	
 ����� �����

糸魚川産 41 3.00～3.35 0.01～0.17 0.01～0.56 0.15～30 0.00～2.94 0.72～27.6

若桜産 12 3.12～3.29 0.01～0.91 0.03～0.59 3.45～47 0.00～0.25 4.33～48.4

大佐産 20 2.85～3.17 0.01～0.07 0.00～1.01 3.18～61 0.00～12.4 3.47～28.6

長崎産 3 3.16～3.23 0.01～0.14 0.17～0.33 0.02～0.06 4.30～16.0

日高産 22 2.98～3.29 0.00～0.01 0.00～0.02 0.00～0.37 0.00～0.063 5.92～51.6

引佐産 8 3.15～3.36 0.04～0.04 0.00～0.03 0.03～0.33 0.00～0.018 36.3～65.9

大屋産 18 2.96～3.19 0.03～0.08 0.04～0.16 1.08～79 0.02～0.48 0.95～4.81

神居コタン産 9 2.95～3.19 0.02～0.49 0.09～0.17 0.04～0.22 0.12～0.85 2.22～17.3

飛騨産 40 2.85～3.15 0.01～0.04 0.00～0.00 0.02～0.10 0.00～1.24 12.7～28.5

ミャンマ産 26 3.15～3.36 0.02～0.14 0.01～0.26 0.09～2.5 0.01～23

台湾産 1 3.00 0.003 � � �

�：検出限界以下の濃度

表１－２ ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準☆２

原産地名

蛍光Ｘ線法による分析元素
(各元素が確認できた個体数の百分率)

�� �� �� � �� �� �� �


糸魚川産 26％ 6％ 20％ � 13％ 33％ � �

若桜産 � � 16％ � 100％ 100％ 67％ 67％

大佐産 � � 44％ � 33％ 100％ 67％ 67％

長崎産 � � � 100％ 100％ 100％ 100％ 100％

日高産 �� �� � � � �� � �

引佐産 88％ 75％ � � � � � �

大屋産 �� � 31％ ND 6％ 90％ 100％ 100％

神居コタン産 � 100％ 22％ 100％ � 55％ � �

飛騨産 100％ 100％ � � � � � �

ミャンマ産 13％ 4％ � � � 35％ � �

台湾産 �� �� � � � � � �

�：検出限界以下 ��：検出確認
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表２ 前田遺跡出土のヒスイ製勾玉の元素分析値と比量の結果

遺物
分析
番号

元素分析値の比量

����� ����� �	��� 
��� ����� ����� ���� ����� ����� ����

勾玉 89705
(図277-４) 0.085 0.575 0.09 0.01 15.939 0.00 0.013 0.011 0.051 5.568

���� 0.024 0.086 0.06 1.25 3.354 0.30 0.001 0.024 0.001 0.426

遺物
分析
番号

元素分析値の比量 試料

比重

試料

重量��� ���� ���� ���� ���� ���� ���

勾玉 89705
(図277-４) 0.149 0.00 0.02 0.03 0.02 0.01 0.00 3.326 1.80273

����ａ) 0.719 0.10 5.77 0.23 0.29 0.72 0.18

�)：標準試料､ ��������
�� �!��"��#$%�����& ��'����(�(�)*+)��)*+,�%-�	�.����/��.���
.$�������,$�%�,�	�/���,� �%-	� ������������.���������� �	.�

表３ 前田遺跡出土のヒスイ製勾玉の原材産地分析結果

遺物
分析
番号

各分類基準による判定
総合判定

図２判定 図３判定 図４判定 比重＆基準� �����判定ａ)

勾玉 89705
(図277-４) 0� 0��#��1
 0��1
�
� 0��0� 糸魚川産

0�：糸魚川 1
：若桜 #�：大佐 ��：長崎 "
：日高 0�：引佐 #�：大屋

�：神居コタン "2：飛騨
ａ)：�����比は日高産地および飛騨産地に同時に帰属された遺物の分類指標

(飛騨産原石､ 42個の平均値±標準偏差) �����30.091±0.030
(日高産原石､ 14個の平均値±標準偏差) �����30.065±0.028
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表４ 結晶片岩様緑色岩の遺物群

� 上加世田､ 的場遺跡出土遺物による遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

遺物群名
分析
個数

元素比

����� ����� ���� 	
�� ����

上加世田第１群 25 0.359±0.704 0.373±0.062 18.521±1.779 0.287±0.208 0.625±0.202

上加世田第２群 19 0.395±0.346 0.357±0.064 18.508±2.093 0.354±0.312 0.442±0.128

上加世田第３群 59 0.716±0.375 0.260±0.045 17.898±1.578 0.221±0.136 0.422±0.158

上加世田第４群 34 0.662±0.882 0.308±0.294 18.054±1.992 0.228±0.169 0.411±0.252

的場遺物群 45 0.095±0.023 0.339±0.015 20.676±0.540 0.059±0.021 0.237±0.090

遺物群名
分析
個数

元素比

��� ���� 	��� ���� ����

上加世田第１群 25 1.649±0.886 0.913±0.510 0.910±0.555 0.033±0.020 0.787±0.536

上加世田第２群 19 1.097±0.599 0.452±0.294 0.374±0.369 0.020±0.012 2.842±3.064

上加世田第３群 59 0.820±0.535 0.302±0.213 0.318±0.244 0.015±0.009 3.144±2.437

上加世田第４群 34 0.899±0.590 0.314±0.265 0.324±0.245 0.014±0.009 6.272±13.60

的場遺物群 45 1.966±0.093 0.454±0.154 0.324±0.047 0.010±0.007 4.318±1.337

遺物群名
分析
個数

元素比

����� ����� ���� �
���

上加世田第１群 25 0.273±0.104 0.634±0.157 0.033±0.028 63.338±25.035

上加世田第２群 19 0.717±0.653 3.157±3.513 0.049±0.061 161.605±211.1

上加世田第３群 59 0.984±0.439 0.181±0.162 0.097±0.082 57.082±22.78

上加世田第４群 34 1.886±5.936 1.174±2.862 0.255±0.591 121.500±156.3

的場遺物群 45 2.977±0.995 8.079±2.772 0.118±0.117 304.053±224.9

平均値±標準偏差値
但し：的場遺跡小玉は上加世田第２群に45回分析中１回のみ0.2％で一致

� 川平Ⅰ､ 大坪14遺跡出土遺物による遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

遺物群名
分析
個数

元素比

����� ���� 	
�� ���� ���

川平Ⅰ遺物群 36 0.232±0.035 10.129±1.777 0.158±0.031 0.094±0.037 0.314±0.199

大坪14遺物群 47 0.332±0.015 19.767±0.718 0.055±0.030 0.101±0.013 0.485±0.132

遺物群名
分析
個数

元素比

���� 	��� ���� ���� �����

川平Ⅰ遺物群 36 0.022±0.007 0.091±0.032 0.014±0.002 1.010±0.642 0.275±0.016

大坪14遺物群 47 0.041±0.009 0.016±0.009 0.005±0.001 0.212±0.071 3.251±0.797

遺物群名
分析
個数

元素比

���� �
���

川平Ⅰ遺物群 36 0.032±0.014 28.803±4.726

大坪14遺物群 47 0.049±0.038 64.876±11.80
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表５ 前田遺跡出土結晶片岩様緑色勾玉片の元素比組成

分析
番号

元素比

����� ���� ���� 	��� ��
� ��
� 
���� ���� ����� ���� ���
�

89706
(図277-３) 0.339 18.724 0.171 0.418 1.550 0.546 0.691 0.377 1.156 0.020 0.040

JG－１ 0.067 3.392 0.774 0.237 0.111 0.263 3.795 0.998 1.345 0.281 0.024

分析
番号

元素比

	��
� ���� ��� ����� ���
� Ba/Zr Ba/Sr 重量 比重

89706
(図277-３) 0.671 3.064 0.052 0.161 1.256 131.216 114.459 0.78528 2.887

JG－１ 0.024 1.347 0.282 0.000 0.001 7.002 5.990

��－１：標準試料���������������������� !����	�" 	�#����$�%&'()�!*���+����,��+�
�� + � ��� ���) �!�)�� ��,����)� ��!*��� ���% ����������+� ��� �-�% ����+�
����������	
����	�.���/%'0�%&1(%&'()

表６ 前田遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉の原材産地分析

分析番号 出土区 器種 原石産地 (確率) ＥＳＲ信号形 総合判定

89706
(図277-３) １区S034 勾玉片 上加世田第１群 (25％) 上加世田 (２) 形 上加世田
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１ はじめに

熊本県教育庁文化課から､ 玉名市で出土した銅鏡２面と銅鏃１点の鉛同位体比測定の依頼があった｡ 本調

査は当研究室における ｢弥生時代青銅器の産地推定｣ という研究の一環として､ 研究協力する価値が充分あっ

た｡ そこで､ 鉛同位体比法で遺物の材料となった青銅に含まれる鉛の産地推定を行った｡

２ 資料

資料は熊本県玉名市大字月田字前田所在の前田遺跡から出土した銅鏡片１点と同地域出土の銅鏃１点､ お

よび玉名市大字河崎所在の柳町遺跡から出土した小型彷製鏡１点である｡

１) 前田遺跡出土銅鏡 (図277-12) は近世の大溝 (2001年Ｓ－094) 上層部 (グリッドＥ？５) から鏡の

外区一部が発見された｡ 鏡片の一部であるため鏡式がそれほどはっきりせず､ 弥生時代の彷製鏡か､ 中世の

鏡であるかどうかはっきりしていない｡ 大溝からの出土遺物は弥生中期後半期と中世遺物を中心に縄文後期?

近世までの資料が出土しているという｡

２) 前田遺跡銅鏃 (図165-１) は弥生時代中期?後期 (後期の可能性が強いかも) のＳ－110 (住居跡) の

貯蔵穴かピットから出土した｡ それ故､ 銅鏃の年代も弥生時代中？後期と推定される｡

３) 柳町遺跡の銅鏡は柳町遺跡ＳＤ－49のＤ層において､ 古墳時代初頭の溝の底面に裏側に張り付いた状

態で出土した小型彷製鏡 (内行花文鏡) である｡ 古墳時代初頭､ ４世紀頃と推定される｡

なお､ 各資料の写真を写真１で示す｡

３ 鉛同位体比法

３－１ 鉛同位体比法による青銅材料の産地推定

産地推定のために鉛同位体比法を利用した (＊１)｡ 一般的に､ 鉛の同位体比は鉛鉱山の岩体が違えばそれ

ぞれの鉱山毎に異なった値となることが知られており､ 産地によって特徴ある同位体比を示すことが今まで

の研究でわかっている｡ そこで､ 鉛の産地の違いが鉛同位体比に現れるならば､ 文化財資料に含まれる鉛の

同位体比の違いは材料の産地を示すと推定される｡ 古代の青銅には鉛が微量成分として0.01％程度､ あるい

は主成分の一つとして５～20％含まれている｡ 鉛同位体比の測定に用いられる鉛量は測定器 (質量分析計)

の感度が非常に良いため､ １マイクログラムの鉛があれば十分である｡ また試料は青銅の金属部分でも錆部

分でも､ 同位体比は変わらないと示されている｡ しかしながら､ 今回の資料からは金属部分が採取できたの

で､ 前回の測定値と比較するためにも十分価値がある測定である｡

そこでこの方法を本資料の材料産地の推定に利用することを試みた｡ 今回は銹試料を採取したので､ この

銹試料から鉛を化学的に分離し､ 同位体比測定に供した｡ 同位体比測定のために､ ＩＣＰ質量分析計を利用

した｡

３－２ 鉛分離と鉛同位体比測定

金属試料を石英製のビーカーに入れ､ 硝酸を加えて溶解した｡ この溶液を白金電極を用いて２Ｖで電気分

解し､ 鉛を二酸化鉛として陽極に集めた｡ 析出した鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解し､ 試料溶液として保存

した｡

ＩＣＰ質量分析計による測定では､ 測定機器の安定性のために鉛濃度が ｢0.2μg鉛／１ｇ｣ である溶液が

必要なので､ まず電気分解して鉛を集めた源試料溶液濃度を測定した｡ その後､ 源溶液を希釈し､ 同位体比

測定用の溶液を用意した｡ 同位体比測定にはこの0.2μg鉛／１ｇの溶液が２ml以上必要なので､ ３～10ml

の溶液が得られるように適宜希釈した｡ 利用したＩＣＰ質量分析計は高知大学海洋コア総合研究センターに
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所属しているサーモクエスト社製２重収斂ＩＣＰ質量分析計 (通称名､ フィニガンーネプチューン) である｡

なおこの機器の精度や再現性に関する詳細な記載は省略する｡ 実験に先立ち､ 鉛同位体比を測定するに足る

だけの充分安定した状態であることを確認した｡ また随時､ NBS-981 標準鉛溶液を測定し､ 機器の安定性

を確かめた｡

３－３ 鉛同位体比の結果と考察

� 鉛同位体比測定値

測定した鉛同位体比を表１で示した｡ この値を今までに得られている資料と比較するために鉛同位体比の

図で示した (図１, ２)｡

縦軸が208Pb/206Pbの値､ 横軸が207Pb/206Pbの値とした図を仮にＡ式図と呼ぶこととする｡ この図で鉛

同位体比に関して今までに得られている結果を模式的に表わし､ 今回の結果をこのなかにプロットした

(＊２～５)｡ 日本の弥生時代に相当する頃の東アジア地域において､ Ａは中国前漢鏡が主として分布する領

域で､ 後の結果からすると中国華北産の鉛である｡ Ｂは中国後漢鏡および三国時代の銅鏡が分布する領域で､

華南産の鉛である｡ Ｃは現代の日本産の大部分の主要鉛鉱石が入る領域､ Ｄは朝鮮半島産の多鈕細文鏡が分

布する領域の中央線として示されることが判っている｡ またａは弥生時代の後期銅鐸や広形銅矛が分布する

画一的な鉛を意味する領域である｡

縦軸が207Pb/204Pbの値､ 横軸が206Pb/204Pbの値とした図をＢ式図と呼ぶこととする｡ この図の中でＡ’､

Ｂ’､ Ｃ’､ Ｄ’は中国華北､ 華南､ 日本､ 朝鮮半島産の鉛領域を表わす｡ これらの図の中に､ 全測定値を

(○□△) で示した｡

� 結果と考察

表１､ 図１､ 図２から理解できることを試料毎にまとめる｡

１) 前田遺跡出土銅鏡 (図237-12)

前田遺跡から出土した銅鏡の鉛同位体比値はＡ式図ではＢ領域に含まれた｡ またＢ式図ではＢ’領域に

含まれた｡ それ故､ この材料は華南産である可能性が高いことを示唆する｡ それ故､ 後漢・三国時代の鏡､

あるいは古墳時代以降に日本へ導入された材料である可能性が高い｡ 弥生時代の材料であれば今までの測定

から､ Ａ式図でＡ領域範囲の材料が利用されているはずである｡ それ故､ 本鏡は中世鏡である可能性が高い｡

２) 前田遺跡出土銅鏃 (図165-１)

本銅鏃の鉛同位体比値はＡ式図で､“ａ”領域に含まれた｡ Ｂ式図では“ａ' ”領域に含まれた｡ この

ことから本資料は弥生時代後期に広形銅矛や広形銅戈を製作していた材料と類似している可能性が高い｡ そ

れ故､ 本資料は弥生時代後期の銅鏃であろう｡

３) 柳町遺跡出土銅鏡

本資料の鉛同位体比値はＡ式図でＢ領域に含まれた｡ またＢ式図ではＢ’領域に含まれた｡ それ故､ 華

南産の材料が利用されている可能性が高い｡

出土層からは古墳時代初頭という判断であることから､ この材料は華南産であり､ 日本で鋳造した製品は､

弥生時代にはＡ､ Ａ’領域の華北産の材料が利用されており､ 古墳時代になってＢ､ Ｂ’領域の華南産の材

料が利用されるようになった｡ それ故､ 本資料は古墳時代の製品である可能性が高い (６)｡
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表 熊本県玉名市前田遺跡・柳町遺跡出土青銅製品の鉛同位体比値

番号 遺跡名 遺物名 試料名 206Pb/204Pb 207Pb/204Pb 208Pb/204Pb 207Pb/206Pb 208Pb/206Pb

１ 前田遺跡 鏡 (破片) (図237-12) KP－001 18.354 15.690 38.868 0.8549 2.1177

２ 柳町遺跡 小型�製鏡 (内行花文鏡) KP－002 18.078 15.624 38.643 0.8642 2.1375

３ 前田遺跡 銅鏃 (図165-１) KP－003 17.751 15.551 38.438 0.8760 2.1654
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熊本試料 試料採取箇所

前田遺跡出土鏡片 時代：弥生時代～中世 (図237-12)

柳町遺跡出土鏡片 弥生時代～古墳時代

前田遺跡出土銅鏃 Ｓ－110 弥生時代 (図165-11)

試料採取箇所

試料採取箇所

試料採取箇所



熊本県前田遺跡出土弥生式土器の籾圧痕について

山崎 純男 (福岡市教育委員会)

熊本県前田遺跡出土の弥生中期土器 (図182-７) の内面に籾圧痕１ヶ所を確認することができた｡ 圧痕は

肉眼的にも稲籾と判断できる程度に保存状態は良好である｡ 実体顕微鏡で観察すると稲籾の表面の顆粒状の

粒も良好な状態で依存していることが判明したが､ 圧痕の約３分の１が胎土中にはいり込み全形を把握する

ことができない｡ 形状等を明らかにして､ 圧痕の種の同定をより明確にするために､ 圧痕に印象材を充填し

てレプリカを作製し､ そのレプリカを走査型電子顕微鏡で観察するレプリカ法 (１) を採用した｡ なお､ レプ

リカ作製にあたって､ 離型剤としてアクリル樹脂：パラロイドＢ－72 (米国ローム ハース社製)､ 印象剤

には東芝シリコーンＴＳＥ－250を主材とし､ 硬化剤に同社製ＣＥ－621を使用している｡ 観察で使用した走

査型電子顕微鏡は福岡市埋蔵文化財センターに設置されているP������・���	
�走査電子顕微鏡である｡

第１図１～４にレプリカの走査電子顕微鏡写真を示した｡ １は平面の全形､ 右が小穂軸側､ 左が芒側であ

るが､ 芒の部分は欠損している｡ 芒部分を除いて全体に残存状態は良好で､ 写真の上側が外穎､ 下側が内穎

である｡ 顆粒状の配列が全体に残り､ 芒側半分に片寄って�毛が観察できる｡ ２は内穎側からみた横からの

写真である｡ 内穎､ 外穎の関係が良くわかる｡ 内穎の表面には顆粒状の突起列が明瞭に遺存し､ �毛を観察

できる｡ 小穂軸の状態が明瞭に残るが､ 上､ 下の護穎は存在しない｡ ４は同部分の拡大写真である｡ 表面の

顆粒状の突起列が明瞭に残っている｡ 以上の所見から､ 本圧痕は稲籾の圧痕であることが明らかである｡ レ

プリカから稲籾の計測値は､ 長さ6.13㎜､ 幅3.20㎜､ 厚さ2.0㎜となる｡ 極めて成育状態が良好な稲籾である｡

レプリカ作製､ 走査電子顕微鏡の観察には福岡市埋蔵文化財センター､ 比佐陽一郎､ 片多雅樹氏の協力を

得た｡ 記して謝意を表する｡

注�丑野 毅､ 田川裕美 1991 ｢レプリカ法による土器圧痕の観察｣ 『考古学と自然科学』 第24号

日本文化財科学会
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熊本県彩色文化財調査結果報告

東京文化財研究所 朽津信明

１. 調査対象

資料室・前田遺跡､ 出土土器 (図100-66､ 図92-23､ 図83-９) 付着顔料 (本文参照)

玉名市・ナギノ８号横穴墓使用彩色顔料

熊本市・富ノ尾１号墳使用顔料

２. 方法

分光光度計による可視光反射スペクトル分析１)

低レベル放射線源を用いた簡易元素分析１)

可搬型実体顕微鏡による顔料粒子の形状観察２)

３. 結果

結果は表１に示す｡

資料室における土器試料について､ 図100-66､ 図92-23､ 図83-９などの表面には､ 赤色物質が存在してお

り､ その部分はベンガラのスペクトルと類似し､ 成分的に生地の部分に比べて鉄が豊富に検出された｡ また､

図100-66については､ 赤色物質より上に､ 黒色物質が認められたが､ 領域が狭く､ 現地では分析が困難だっ

た｡

ナギノ８号横穴墓では､ 従来から確認されている赤を覆って､ 複数の鉱物の集合体が存在する灰色の層が

確認された｡ この層は土壌物質に覆われており､ 表面付着物質とも明確に識別可能である｡ その他､ 白色顔

料らしき部分も認められたが､ 今回の観察だけでは生物や析出物との識別が容易ではなく､ 現状では断定で

きる状況にはなかった｡

富ノ尾１号墳では､ 石室の積み石で赤色顔料が確認された｡ これはスペクトルからベンガラと同定され､

顕微鏡観察ではパイプ状の組織は認められなかった｡ なお､ 文様の存在が指摘されていた石障部分には､ 顔

料粒子のようなものは見あたらなかった｡

４. 考察

まず､ ナギノ８号横穴墓で見られる灰色層は､ 赤色顔料を覆って存在する部分が認められたことから､ 塗

り残しではあり得ず､ 塗布された顔料層と判断される｡ 実体顕微鏡観察と､ 過去に行った色の測定結果３)か

ら考えて､ 大坊古墳や弁慶が穴古墳などで認められる､ 灰色顔料と同種の顔料が使用されていると判断され

る｡ また､ 白色顔料も存在する可能性が高いと判断されるが､ これに関しては別の機会に再調査を試みる｡

富ノ尾１号墳では､ ベンガラの使用が確認されたが､ これはパイプ状ベンガラ２)ではない､ しかし純粋な

ベンガラと思われる｡

この装飾古墳におけるベンガラと､ 調査室において観察した土器に塗布された赤色顔料とには､ 何らかの

概念上の区別が必要と思われる｡ すなわち､ 今回調査した土器の表面に認められた赤色物質は､ いずれも定

義上はベンガラと呼ばれるべきものと思われるが､ 色的に赤みが乏しく､ 成分的にも不純物が多いように思

われる｡ また､ 用途的にも､ 文様が表現されている装飾古墳の顔料としてのベンガラに比べ､ 全面に塗布さ
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れた状況の土器付着赤色物質は､ 表現の意味として同じ概念と捉えるのは難しいのではないかと考えられる｡

このあたりの問題について､ 今後さらに検討を進めることにする｡

引用文献

１) 朽津信明 (2003) 臼杵磨崖仏で観察される彩色表現について(２)―屋外彩色文化財の現地分析法の展

開―, 保存科学, 41, 19-27

２) 朽津信明 (2004) 装飾古墳に用いられた赤色顔料について､ 日本文化財科学会 第21回大会研究発表

要旨集, 106-107

３) 朽津信明・下山進・川野邊歩 (2000) 熊本県下の装飾古墳の緑と青の顔料について, 熊本県立装飾古

墳館研究紀要, ４, 21-34
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古 墳 等 色 元 素 スペクトル 組 織 解 釈

図100-66 赤 － ベンガラ 不詳 ベンガラ

黒 － 不詳 不詳 不詳

図92-33 赤 － ベンガラ 不詳 ベンガラ

図83-９ 赤 Fe ベンガラ 不詳 ベンガラ

生地 (Fe) 生地 不詳 生地

ナギノ８号 赤 － ベンガラ＊ 赤色粒子 ベンガラ

灰色 － 灰色＊ 複数鉱物 灰色顔料

白 － 白＊ 顔料状 白色顔料か？

富ノ尾１号 赤 － ベンガラ 赤色粒子 ベンガラ

表１. 分析結果一覧
－は､ 未測定
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前田遺跡の発掘調査により135基の遺構が確認さ

れた｡ (図16参照) その内訳は弥生時代中期後半期

58基 (竪穴住居跡：41軒､ 甕棺：２基､ ポケット貝

塚：１基､ 土坑：14基)､ 弥生時代後期前半期27基

(竪穴住居跡：16軒､ 土坑：９基､ 溝：１条､ 不明：

１基)､ 弥生時代時期不明10基 (竪穴住居跡：２軒､

土坑：７基､ 不明遺構：１基)､ 中世16基 (土壙墓：

４基､ 土坑：11基､ 掘立柱建物：１軒)､ 中世～近

世､ 近世以降７基 (溝：６条､ 礎石柱建物：１基)､

時期不明18基 (土坑：12基､ 焼土坑：２基､ 掘立柱

建物：１軒､ 溝：１条､ 不明遺構：２基) である｡

この他に縄文時代中期～晩期の遺物､ 古代の遺物

が混在する｡

ここでは確認された遺構や遺物を基に時代別に考

察を試みたい｡
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前田遺跡の調査区内から出土した縄文土器は2,005

点 (43,416ｇ) に上る｡ 内訳は包含層内出土土器は､

1,530点 (32,358ｇ)【調査１区：1,096点 (24,039ｇ)､

調査２区：434点 (8,319ｇ)】､ 弥生時代以降の遺

構に混入していた土器は､ 475点 (11,058ｇ)【調査

１区：337点 (8,829ｇ)､ 調査２区：138点 (2,229

ｇ)】であった｡

中期の阿高系土器､ 後期中葉の鐘崎式土器や北久

根山式土器､ 後期後葉の太郎迫式土器や三万田式土

器､ 後期末の御領式土器､ 晩期初頭の天城式土器､

晩期前半の古閑式土器､ 晩期の黒川式土器が出土し

ているが､ 大半は晩期の古閑式土器～黒川式土器の

粗製土器である｡ 縄文時代後期の土器は対岸の菊水

町の若園貝塚からも出土しており､ 当遺跡が同時期

の生活域であったことが推定される｡

菊池川の氾濫原であることを考慮すれば､ 遺物は

原位置を留めているとは考えにくいが､ ローリング

を受けた遺物はほとんど少ない｡ この事から近くに

当時の生活域があったことが推定できよう｡ 土器の

集中部は縄文時代の遺物を含む砂層を中心とした調

査２区のＲ, Ｓ, Ｔ－８, ９グリッドや､ 調査１区

Ｂ, Ｃ, Ｄ－２, ３, ４グリッド周辺とＫ, L－８,

９グリッド周辺に集中する傾向が見られる｡

晩期の土器の中に組織痕土器及び赤色顔料を塗布

した土器が出土した｡ 特に組織痕土器の原体は網が

主体を占めている｡ 漁網として推定が可能であり､

当該期の漁具として非常に興味深い｡ 赤色顔料を塗

布した土器は祭祀の際に使用した土器であろうか？
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図(Fig)296 グリッド別縄文土器出土点数と重量
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図(Fig)297 熊本地方の縄文土器 模式実測図 (富田 1996)
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石器については主に腰岳産黒曜石 (肉眼観察) と

考えられる西北九州産黒曜石で作られた剥片石器が

多く出土した｡ わずかに安山岩製の石器が含まれる

が､ そのほとんどが在地産安山岩であろう｡ 但し数

点､ 良質な安山岩が見られ､ 佐賀県多久市周辺で産

出するサヌカイト質安山岩 (肉眼観察) の可能性も

考えられる｡

西北九州産黒曜石を使用した剥片石器類は､ 縦長

のいわゆる石刃といわれる剥片が多く､ 腰岳周辺で

縄文時代後期を中心に発達した ｢鈴桶型石刃技法｣

の影響があると考えられる｡ 小畑弘己氏が提唱され

ている ｢鈴桶型石刃技法｣ の定義の中には① ｢クレ

ステッドフレイク｣ の石核調整､ ② ｢スリガラス状

擦痕｣ などの頭部調整技術､ ③剥離が行き詰まると､

打面を下へ移動し､ 剥離を行う､ ④製品として剥片

鏃やつまみ形石器が多いなどがある｡ (小畑 2003)

前田遺跡出土石器がこれらの定義を全て満たしてい

るとはいえないが､ 剥片鏃が散見され､ 石刃が多く

見られることは確実である｡ おそらく ｢鈴桶型石刃

技法｣ の影響を間接的に受けた文化が存在したので

はないかと考える｡ 剥片鏃の広がりも熊本県中部ま

で見られ､ 菊水町の竈門寺原遺跡や古閑原遺跡でも

出土している｡ (冨永 2001)

その他の石器として､ 粘板岩や片岩製の打製石斧､

磨製石斧や蛇紋岩製の小型ノミ状の石斧が多数出土

した｡ これらの石器は､ 伐採具､ 土堀具､ 木製品の

加工具として捉える事ができ､ 石鏃などの狩猟具な

どとともに当時の生活の一端を窺い知ることのでき

る遺物である｡

特筆すべきは石製勾玉､ 蛇紋岩製小玉の装身具が

出土していることである｡ 石製勾玉のうち１点は､

蛍光Ｘ線分析により富山県～新潟県の糸魚川産ヒス

イ､ １点は鹿児島県加世田周辺に産出が想定されて

いる結晶片岩様緑色岩であることが証明された｡ こ

の状況は大津町ワクド石遺跡の様相と同じである｡

特に糸魚川産ヒスイについては､ 磨り消し縄文技法

が北方から九州島に伝播した時期に同じ文化の流れ

に乗って伝播した可能性が高い｡ (古森 1994)
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図(Fig)298 グリッド別石器出土点数 (１)
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図(Fig)299 剥片鏃出土遺跡分布図 (冨永 2001を改変)

前田遺跡
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弥生時代は､ 不備な点を承知で､ 自分なりに中期

後半期と後期前半期の２時期に分別を試みた｡ また､

２つの時期の中間的な過渡期的様相を示す土器もあ

るが､ いずれかの時期に組み入れることにした｡

遺構数は､ 弥生時代中期後半期58基 (竪穴住居跡：

41軒､ 甕棺：２基､ ポケット貝塚：１基､ 土坑：14

基)､ 弥生時代後期前半期27基 (竪穴住居跡：16軒､

土坑：９基､ 溝：１条､ 不明：１基)､ 弥生時代時

期不明10基 (竪穴住居跡：２軒､ 土坑：７基､ 不明

遺構：１基) である｡

当地の弥生時代中期後半期は､ 在地の黒髪式土器

を中心とする文化圏の中に北部九州の須玖Ⅱ式土器

の影響が及んでいる｡ また､ 同時に甕棺としての立

岩式土器の影響も見受けられる｡ 中期後半期に熊本

地方を中心として広がる在地の黒髪式土器は､ 口縁

部形態で中期前葉から中期後葉まで５分類される西

健一郎氏の編年が有名である｡ 北部九州の中期前半

期を代表する城ノ越式土器の影響を受けた口縁形態

で､ 口縁部の内側への突起がなく､ 口縁基部が肥厚

して短く外反するのが黒髪式土器の古段階と理解さ

れる｡ それが新段階になると口縁部は内側に細長く

突起がのび､ 外側にほぼ同じ厚さで細長くのびて､

口縁部の内傾する度合いが強くなるために､ 口縁部

上部が明瞭に凹み､ くの字形口縁に近い器形になる

(西 1983)｡ いずれも中期後半期に位置付けたＳ10

6とＳ108の切り合い関係は､ Ｓ106がＳ108を切って

いる｡ すなわちＳ106が新しく､ Ｓ108が古いことは

断面の状況からも明らかである｡ (図86・写真146参

照) しかし､ 土器の様相は切り合い関係とは逆を示

し､ Ｓ108が新しく (図114の１～４参照)､ Ｓ106の

方が古層 (図103の80､ 81参照) を示す土器が含ま

れていた｡ いずれの遺構の土器も完全に伴うもので

はなく､ 遺構廃絶後どれくらい後に混入したのかと

いう大きな問題はあるが､ ここでは中期後半期をい

くつかに分けるのではなく､ １つの時期でまとめて

提示することにした｡
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楔形石器 (８点)
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図(Fig)300 グリッド別石器出土数 (２)



��������	�
������

弥生時代中期後半期の遺構は､ 58基 (竪穴住居跡：

41軒､ 甕棺：２基､ ポケット貝塚：１基､ 土坑：14

基) である｡ 図301を見ると菊池川の自然堤防上に

当時の集落が形成されていたことがわかる｡

調査２区のＵ, Ｖグリッドより北西側は旧地形よ

りやや高くなっており､ ほとんど削平されている可

能性が高い｡ Ｓ008とＳ009の甕棺墓が存在すること

から､ 調査区外に墓域が広がることが想定される｡

東側の菊池川は自然の環濠になっていることから

西側には水田や環濠があった可能性が考えられる｡

注目したいのはＬ～Ｏグリッドの間に空間がある

ことである｡ 約25ｍ以上にわたり当該期の遺構が存

在しない理由は何であろうか？調査２区にはガラス

小玉や碧玉製管玉を持つ住居群が多いことや調査１

区の北側にあるＳ106が筒形器台など多量の丹塗り

土器を持った特殊な住居跡であることを考慮すれば､

小集落同士の境であった可能性も否定できない｡
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弥生時代後期前半期の遺構は､ 27基 (竪穴住居跡：

16軒､ 土坑：９基､ 溝：１条､ 不明：１基) である｡

図302を見ると菊池川の自然堤防上に当時の集落が

形成されていたことがわかる｡

ここで注目したいのは､ 10～15ｍの間隔を空けて

等間隔に住居跡が並んでいることである｡ ある一定

の時期の間に営まれた集落跡の可能性が考えられる｡
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図(Fig)302 弥生時代後期前半期の遺構配置図

図(Fig)301 弥生時代中期後半期の遺構配置図



しかし､ Ｈ､ Ｉグリッド周辺で家の軸線がやや異な

る｡ これを時期差とみるか集団差とみるか､ あるい

は家の軸線がやや異なっても何ら関係のないことと

して考えるべきなのか良くわからないが､ 非常に興

味深い配置をしている｡
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弥生時代中期後半期の竪穴住居跡は41軒､ 弥生時

代後期前半期の竪穴住居跡は16軒､ そのほとんどが

部分的にしか残存しておらず､ 完全な形で復元でき

た住居跡は少ない｡ これらのうち図303の様に住居

跡の形態を４つの傾向に分類を試みた｡

①楕円または円形の住居プランで､ 柱穴が円形に回

るもの｡ (Ｓ003, 26､108)

②方形または隅丸方形の住居プランで､ 中央に炉､

その両側に柱穴､ そして中央隅に貯蔵穴を持つもの｡

(Ｓ001､ ５､17､76､77､81､89､ 135)

③方形または隅丸方形の住居プランで､ 中央に炉､

その両側に柱穴､ 中央隅に貯蔵穴､ そして周囲に溝

を持つもの｡ (Ｓ044､ 90､139)

④方形または隅丸方形の住居プランで､ 中央に炉､

その両側に柱穴､ 中央隅に貯蔵穴､ そして隅にベッ

ド状の高まりを持つもの｡ (Ｓ002､ ４､53､73､75､118､

130)

①は､ 中期後半期でしか見ることができず､ 後期

前半期に続くかは不明である｡ ②は､ 主に中期後半

期で見られる｡ 後期前半期にも１軒だけ見られるが､

主体は中期後半期であろう｡ ③は､ 中期後半期で１

軒､ 後期前半期に２軒見られる｡ 主体は後期前半期

の可能性が考えられる｡ ④は､ 中期後半期で１軒､

後期前半期に６軒見られる｡ 主体は後期前半期であ

ろう｡

また､ 貼り床を行う住居が多く見られた｡ おそら

く付近に産出する花崗岩が崩れた山砂 (肉眼観察)

を敷いたものと考えられる｡ 調査の結果から､ 竪穴

式住居の作り方を推定すると､ ①竪穴を掘る､ ②山

砂を敷く (３～５㎝程)､ ③炉や柱穴を掘り込む､

④柱をたてる……という順序で復元が可能である｡

山砂を敷き､ はり床をした後に､ 柱穴や炉をほった

ことが復元できる｡
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中期後半期の土器は､ 黒髪式土器が主体を占める｡

この土器の特徴は先述したとおり､ 内側に細長く突

起がのび､ 外側にもほぼ同じ厚さで細長くのびると

いう口縁部の形態にある｡ 図304～306に黒髪式土器

に特徴的な甕形土器､ 壺形土器､ 鉢形土器､ 器台の

一部を示した｡ 器台は胴部の中央部がくびれること

が当該期の特徴であると考えたい｡ また､ 少量では

あるが丹塗り土器と特殊な土器も提示した｡ しかし､

これらの土器は搬入された可能性が考えられる｡

この他に須玖Ⅱ式土器の範疇で捉える事が可能な

土器の一部を図307に示した｡ その特徴として､ 丹

塗り､ 鋤先形口縁､ Ｍ字状の口縁端部､ 三角状の突

帯､ 暗文､ 筒形器台などが挙げられる｡ また､ 甕棺

としての立岩式土器の一部を図306に示した｡

黒髪式土器､ 須玖Ⅱ式土器､ 立岩式土器が共伴し

ている可能性が考えられる遺構はＳ089､ 101であり､

黒髪式土器､ 須玖Ⅱ式土器が共伴している可能性が

考えられる遺構は､ Ｓ106､ 129､140であると考える｡

中期後半期の土器が遺構に共伴する例としてＳ026

(壺形土器)､ Ｓ081 (ミニチュア土器)､ Ｓ095 (甕

形土器)､ Ｓ106 (最下層の土器)､ Ｓ140 (ほとんど

の土器) が考えられる｡

丹塗りの須玖Ⅱ式土器の中には胎土が白っぽく搬

入品ではないかと思われる土器が数点あったが､ 胎

土分析の結果､ 菊池川流域の堆積物に由来する可能

性が高いことが判明した｡ (第Ⅴ章P377～382参照)

粘土を何度も濾過して精製したためであろうか？

中期後半期と後期前半期の過渡期的様相を示す土

器は､ 口縁形態が黒髪式土器と後期の特徴である

｢くの字｣ 口縁との中間的な様相を示し､ ｢くの字｣

までは口縁が立ち上がらず､ 突起はないが内側への

張り出しが見られることを過渡期的な様相として個

人的には捉えたい｡ 壺形土器は､ 底部は後期の様相

である ｢レンズ状のふくらみ｣ が見られるが､ 口縁

の内側にはわずかな突起が見られ､ 黒髪式土器の名

残を残しているものと考えられる｡ 器台は胴部のく

びれがやや胴部上半部になりつつあることをその根

拠とした｡
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図(Fig)303 前田遺跡における弥生時代中期後半～後期前半期の住居形態の分類

弥生時代中期後半

(方形で炉・貯蔵穴・柱穴２本)

(方形で炉・貯蔵穴・柱穴２本＋ベッド)

(方形で炉・貯蔵穴・柱穴２本＋周溝)

(円形で柱穴が円形にならぶ形態)

Ｓ108
Ｓ003

Ｓ026

Ｓ076 Ｓ001 Ｓ077

Ｓ044
Ｓ090

Ｓ139

Ｓ053
Ｓ118 Ｓ130

Ｓ002

Ｓ073 Ｓ075

炉

貯蔵穴

主柱穴

周溝

ベッド

弥生時代後期前半
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Ｓ106�� Ｓ095⑤

Ｓ026③ Ｓ140⑦

Ｓ108③

Ｓ108④

Ｓ106��

Ｓ140⑤

Ｓ147⑥

Ｓ106��

Ｓ044⑤ Ｓ076④

Ｓ140⑥

図(Fig)304 前田遺跡における弥生中期後半期の土器 (１)：甕形土器
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Ｓ026④

Ｓ140⑫

Ｓ106��

Ｓ106�� Ｓ072③

Ｓ147⑩

Ｓ140⑱

Ｓ008②

図(Fig)305 前田遺跡における弥生中期後半期の土器 (２)：壺形土器

009②
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図(Fig)306 前田遺跡における弥生中期後半期の土器 (３)：鉢形土器､ 器台､ 甕棺

Ｓ095⑨ Ｓ140⑭
Ｓ106��

Ｓ147①

Ｓ106⑱

Ｓ106��

Ｓ089⑤

Ｓ099④
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図 (Fig) 307 前田遺跡における弥生中期後半期の土器 (４)：須玖�式土器

Ｓ078④
Ｓ078② Ｓ078⑦

Ｓ095⑧ Ｓ106��

Ｓ106��

Ｓ076⑤

Ｓ106��

Ｓ101⑨

Ｓ106��

Ｓ129③

Ｓ106��

丹塗り
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図(Fig)308 前田遺跡における弥生中期後半期の土器 (５)：須玖�式土器､ 黒髪式土器､ その他

Ｓ129⑥
Ｓ106��

Ｓ106��
Ｓ095⑪

Ｓ001⑤

Ｓ003⑧

Ｓ008①

Ｓ147⑧

Ｓ147④

Ｓ140⑯

Ｓ106⑨
Ｓ147�

Ｓ106⑩

丹塗り



後期前半期の土器は､ ｢くの字｣ 口縁､ ｢レンズ状｣

のふくらみを持つ底部を当該期の特徴とする｡ 図310

～311に特徴的な甕形土器､ 壺形土器､ 鉢形土器､

器台､ 高杯形土器の一部を示した｡ 器台の特徴はく

びれが口縁部近くにあると考えたいがＳ138で一括

出土した器台は中期後半的な様相を示す｡ (図310の

最下段右)

後期前半期の土器が遺構に共伴する例としてＳ118

(最下層の土器)､ Ｓ138 (ほぼ完形の土器セット)､

Ｓ139 (甕形土器や鉢形土器) が考えられる｡

���

出土した石器は､ 磨製石鏃 (26点)､ 石包丁 (15

点)､ 石製紡錘車 (１点)､ 石剣 (１点)､ 石戈 (１

点)､ 太形蛤刃石斧 (１点)､ 砥石 (28点) である｡

その他､ 弥生時代の打製石鏃もあったかもしれない

が､ 先述したとおり､ 全て縄文時代の打製石鏃とし

て取り扱った｡ 特に五角鏃は弥生時代の打製石鏃で

ある可能性が残る｡

これらの中で特筆すべきは石剣と石戈の出土であ

る｡ 石剣は基部が欠損しており､ 石戈は転用品だと
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Ｓ148⑱
Ｓ072①

Ｓ106⑫

Ｓ106��

Ｓ033⑩

Ｓ089⑫

Ｓ106�� Ｓ072④

Ｓ106��

図(Fig)309 前田遺跡における弥生中期後半期と後期前半期の過渡期的な様相を示す土器
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Ｓ090① Ｓ139⑤

Ｓ033②
Ｓ073⑫

Ｓ075⑥ Ｓ138③
Ｓ138②

図(fig)310 弥生時代後期前半期の土器 (１)：甕､ 器台

Ｓ073⑬ Ｓ118⑱ Ｓ138④
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Ｓ118⑪
Ｓ090⑬ Ｓ138⑦

Ｓ118⑯

Ｓ090⑧
Ｓ118⑪

Ｓ090⑪
Ｓ118②

Ｓ118①

Ｓ073⑨ Ｓ118④ Ｓ138⑧

Ｓ118⑫ Ｓ118⑬

図(Fig)311 弥生時代後期前半期の土器 (２)：壺､ 鉢､ 台付鉢､ 高杯



推定されるが､ いずれも出土例は少なく､ 石戈は県

内５例目である｡

石包丁の中には肉眼観察ではあるが､ 福岡県宮田

町周辺で産出される色調が薄い紫色である輝緑凝灰

岩製の立岩産石包丁が数点含まれていると考えられ

る｡ 立岩産石包丁は当時の北九州を中心に流通して

いたことは有名であるが､ 玉名周辺もその流通圏内

に含まれていたことが言えそうである｡

砥石はほぼ砂岩と流紋岩 (天草砥石) に大別され

る｡ 主に鉄器や磨製石器を磨くために使用されたも

のと考えられる｡ 重要なのは､ 砥石に流紋岩 (天草

砥石) が使用されていることである｡ 当時､ 立岩産

石包丁や今山産石斧が流通した様に､ 砥石として流

紋岩 (天草砥石) が流通していた可能性も否定でき

ない｡

�������

その他の遺物として､ 土製品 (勾玉､ 紡錘車)､

鉄器 (鉄鏃､ 板状鉄斧､ 袋状鉄斧､ 槍鉋)､ ガラス

小玉 (12点)､ 石製管玉 (11点)､ 銅鏃(１点)､ 炭化

種子などが挙げられる｡

後期前半期の住居跡 (Ｓ075) から出土した板状

鉄斧は当時の朝鮮半島産であることが村上恭通氏の

指導で明らかになっている｡

ガラス小玉､ 石製管玉､ 銅鏃は､ それぞれ化学分

析を経ており､ ガラス小玉は全てカリガラス､ 石製

管玉は全て碧玉製､ 銅鏃は鉛同位体の分析から弥生

後期に属することが判明している｡

遺構内覆土を水洗した際に出土した炭化種子は､

分析によりイネ､ モモ､ オオムギ､ マメ科､ ムギ類､

コナラの子葉などと判明した｡ 覆土は上層～下層､

床面､ 炉内など様々であり､ 遺構に伴うか否かの問

題も残るが､ 炭化しているということを考慮すれば

当時､ 食されていた可能性は高いと考えたい｡ ちな

みにS106の最下層中心炉から出土した炭化子葉で
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表(Tab)16 熊本県北部～中央部編年概略 (美濃口 1994)



の14Ｃ年代測定ではcal BC170という暦年代較正値

がでている｡

� ��

古代の遺物は３点出土しているだけである｡ 布目

瓦､ 須恵期の甕､ 移動式竈と考えられる破片である｡

遺構は確認されていない｡ いずれもローリングは受

けていないことから近く位集落や寺院の想定が考え

られるが､ 詳細は不明である｡

� ��

��	
��

図316によれば前田遺跡は中世期には仁和寺領玉

名荘に位置している｡ また､ 最も近い中世城は､ 菊

池川の対岸に位置する江田城 (365-100) である｡

城主は江田又太郎秀家といわれている｡(村上 1978)

肥後の武士団の発生は､ 11世紀中葉期から12世紀

にかけてといわれている｡ なかでも菊池氏では藤原

蔵規の子則孫や孫の政隆が大宰府の高官であると同

時に､ 中央貴族から肥後国住人といわれる在地領主

となった｡ おそらく肥後の菊池郡の郡司家､ ないし

は鞠智城の軍団長の家長と大宰府高官とを背景に､

11世紀後半から12世紀にかけて中世武士団菊池氏の

基礎を築き､ 菊池川本流右岸の深川の菊の池城を中

心に軍事力を形成するとともに､ 一族は菊池・合志・

山鹿・玉名の菊池川流域をはじめ託麻・益城や球磨・

天草にまで拡大化されていったと考えられている｡

(森山 1987)
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表(Tab)17 太宰府土器型式と国産陶器・貿易陶器編年 (山本 1995)



鎌倉幕府下にあって肥後の武士団への最大課題は､

文永11年 (1274年) から始まる文永・弘安の役の蒙

古襲来であったとされる｡ この時出軍した肥後武士

団を竹崎季長の 『蒙古襲来絵詞』 でみると､ 文永の

役では竹崎季長をはじめとして､ 菊池武房・西郷隆

政・城隆経・赤星有隆・菊池隆泰・同康成・城隆頼・

江田秀家・託麻頼秀・焼米五郎､ 弘安の役 (1281)

では､ 城盛宗・詫磨時秀・大野国隆・合志太郎・相

良頼俊・大矢野種保・同種政､ また異国出兵用に注

進させた請文には､ 井芹秀重､ 菊池西郷の菊池導空､
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Ａ 玉名郡家 11 北方の港
Ｂ 梅林安楽寺 12 南方の港
Ｃ 繁根木八幡宮 13 大野船津
Ｄ 伊倉八幡宮(古宮) 14 桃田船津

15 竹崎船津
１ 石津 16 滑石船津
２ 大湊[贄津] 17 三崎船津
３ 高瀬津 18 小野尻船津
４ 伊倉津[舟倍津] 19 伊倉船津
５ 梅林津留 20 大浜船津
６ 迫間 21 舟屋崎
７ 梅津 22 小浜船津
８ 礼津 23 北牟田
９ 京泊 24 大浜
10 貴船 25 晒

前田遺跡●

図(Fig)312 菊池川口の港の変遷要図 (田辺 1988)

●
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図(Fig)313 中世の遺構配置図

図(Fig)314 時期不明の遺構配置図

図(Fig)315 自然流路及び縄文土器を含む砂層の遺構配置図



北山室の地頭真阿尼､ 窪田庄預所僧定愉､ 久米預所

藤原重行・同頼房等が注進・証文を出し､ 当時の肥

後の武士であることを示している｡

この 『蒙古襲来絵詞』 に江田秀家と焼米五郎がみ

られる｡ 江田秀家は､ 元玉名郡菊水町江田の江田城

を中心とする鎌倉武士で､ 薩摩国高城郡得吉名二町

を所領した肥後国住人江田又太郎実秀も一族であろ

うといわれている｡ 江田城は菊池川支流の江田川沿
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図(Fig)316 湊関係施設位置図 (田辺 1988に加筆)

前田遺跡●

●



いである｡ 江田は周知の様に､ 古墳時代には船山古

墳等の肥後の古墳を代表する古墳を擁し､ ついで律

令期には三宝寺跡地から玉名郡司日置氏の墓誌銘が

発掘され､ また､ 古代の官道が通るように､ 玉名郡

における玉名郡衙の立願寺 (現玉名市) 付近と並ぶ､

玉名郡の中心の一つの政治文化地域であった｡ それ

が､ 日置氏が衰滅するとともに菊池氏が菊池川沿い

に進出してきたのであろうが､ それに対するかのよ

う､ 江田氏が在地領主として成長してきたのであろ

うか､ 江田氏の氏祖については今日不明であろうが､

前時代の政治・文化等を継承して領主基盤を確立し

ていったものであろう｡ いま江田周辺の菊池川本流

をみると､ 菊池川左岸の字前原に｢下津留｣､ 字藤田

に｢内津留｣｢中津留｣｢下津留｣｢上津留｣｢津留｣と六ヶ

所の津留めが存在し､ 右岸には字長小田に｢中津留｣､

字古閑に｢沖津留｣｢上津留｣｢津留｣と四ヶ所の津留め

がみられ､ さらにやや下流の字白石には｢津留｣｢上

津留｣の二ヶ所がみられるように､ 江田を中心とし

て12ヶ所の津留めが存在することは､ この津留めを

根拠に菊池川と支流の内田川・江田川の津料等を含

む水運権を把握して領主権を強化して武士軍事力団

を形成し､ 菊池川・有明海を通じて薩摩高城郡 (現

川内市高城) に進出していったのではないかと考え

られる｡ (森山 1987)

２) 遺跡の性格

中世の遺構は､ 16基 (土壙墓：４基､ 土坑：11基､

掘立柱建物：１軒) であり､ 出土遺物から中世～近

世にかけて使用されたと推定される溝が２条 (Ｓ07

4､ 94) 確認される｡

調査区全体をみると２区のＳ, Ｔ, Ｕグリッド周

辺と１区のＡ､ Ｂ､ Ｃグリッド周辺に集中している｡

そのほとんどが土壙墓及び土坑である｡ また､ Ａ､

Ｂ､ Ｃグリッド周辺には多数のピットがあり､ やや

時代が混在しているものの､ 元々掘立柱建物が建っ

ていたものと考えられる｡

これらの遺構の中で注目すべきは､ Ｓ096の土壙墓

である｡ 副葬品として､ 鎬入り蓮弁文の龍泉窯青磁

椀の完形品と土師皿が４点出土している｡ おそらく

屋敷墓であり､ 当時､ 居を構えていた一族の初代の

墓の可能性が高い｡ 時期は出土した土師皿は､ 美濃

口氏の編年案による８期 (13世紀初頭) ～９期 (12

世紀前半～中葉) にあたると考えられる｡ 一方､ 出

土龍泉窯系青磁碗は､ 山本氏の太宰府土器型式と国

産陶器・貿易陶器編年による時期区分でＥ期 (13世

紀前後～前半) にあたる｡ よって13世紀初頭～前半

の時期と推定される｡

その他の遺構は､ 出土遺物から12世紀後半期 (Ｓ

013)､ 13世紀前半期 (Ｓ010, 18, 62, 65, 96)､ 13

世紀後半期 (Ｓ059, 61, 63) と推定される｡

出土遺物から中世～近世にかけて使用されたと考

えられる溝が２条 (Ｓ074とＳ094) あるが､ これは

元々菊池川に直結していたと推定され､ 船入の可能

性も考えられる (青木勝士氏のご教示による)｡ し

かし､ Ｓ074は用水路の可能性も考えられる｡ そこ

で､ 問題になるのがＳ094の溝内土坑で出土した火

輪の時期である｡ 火輪単独では時期の同定は難しい

が､ 火輪の側面形が同じ幅でせり上がることやホゾ

穴の形状が四角であることを考慮すれば､ 13世紀代

で捉えることが可能かもしれない｡ ここでは13～15

世紀の時間幅を考えておきたい｡ 菊池川から引き込

んだ船入りと仮定すれば､ その先端部周辺に遺構が

集中していることから､ この遺跡の位置付けは非常
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表(Tab)18 菊池川口の諸港の推定年代
(田辺 1988)

第一表 菊池川口の諸港推定年代



に興味深くなる｡ そうなれば､ 先述した江田氏の影

響下における水運関連武士団の集落と考えることも

否定できないであろう｡

はっきり言える事は13世紀前半期を中心として､

12世紀後半期から13世紀後半期まで営まれた集落が

存在したといえることである｡

� ��

�����	


天正15年 (1587) 豊臣秀吉の九州仕置後､ 当市域

は佐々成政､ 翌年には加藤清正の支配に属した｡ 清

正は菊池川の流路を変更し､ 大干拓事業を行い､ 新

地を開いた｡ 当時の千田川原一帯は､ 菊池川の三角

第Ⅵ章 総 括
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図(Fig)318 前田遺跡周辺字図 (玉名郡村図 月田村 『玉名市史 資料篇１ 絵図・地図』 に加筆)

図(Fig)317 近世の遺構配置図

前田遺跡の位置



州とした川が分流し､ 長年にわたる土砂の堆積が進

行していた｡ 清正は現在の伊倉船津へ流れていた菊

池川本流を､ 大浜方面へ付け替えるため東塘・西塘

を造り､ さらに上流左岸の桃田・千田・小島に堤防

を築き､ 旧本流を締め切り､ 菊池川の流路を変えた

と伝えられる｡ この事業は天正17年に着工され､ 完

成までに17年を要し､ 慶長10年 (1605) に完成した

と言われるが (藤公偉業記)､ なお検討が必要とさ

れる｡ この大改修工事ならびに干拓事業により､ 伊

倉への船の交通は絶たれ､ 伊倉は港としての機能を

失った｡ その代償として､ 当市域では小野尻・千田

川原・小島・川島・北牟田・大浜の６か村にわたっ

て広大な牟田新田が生まれ､ 後世の村の成立の基礎

となった｡ 横島・大園 (現横島町) 両村を加えれば､

合計870町９反歩､ 石高5,976石の小田牟田新地が出

現したといわれる｡

寛政９年 (1632) 加藤氏に代わって細川氏が入封

し､ 当市域も同氏の支配に属した｡ 同12年には郡と

村の中間に手永という肥後藩特有の行政区を設けた｡

玉名郡内には坂下､ 小田､ 伊倉､ 内田など14の手永

が入り組む形で成立し､ それぞれ伊倉孫左衛門手永

のように､ 手永名を姓とした惣庄屋が支配した｡ し

かし､ 寛文年間 (1661～1673) 頃には整理され､ ６

手永となり､ 当市域は小田､ 内田､ 坂下､ 南関の４

手永に文属し､ 高瀬だけは高瀬町として独立した行

政単位であった｡ 同町は加藤清正の菊池川改修によ

り､ 地位が向上し､ 城北地方の一大中心地となった｡

菊鹿盆地や玉名平野の産地を控え､ 寛政12年 (1800)

ころには12にも及ぶ手永の年貢米が舟で菊池川を下

り､ 高瀬に集約された｡ 荷は舟から直接に町家の倉

へ運び入れられた｡ 現在でもその遺構の一部は残っ

ている｡ また､ 同町は高瀬町奉行の支配下に置かれ､

同町の隆盛に伴い商工業は活気を呈し､ 幕末期には

菓物商､ 豆腐商､ 大工､ 舟乗､ 穀物商､ 桶屋､ 仕立

屋､ 左官､ 畳職､ 鍛冶職､ 風呂職､ 薬店などの職業

が見られたといわれる｡ (村上1987)

前田遺跡は､ 内田手永に属している｡ (図316参照)

�������

近世及び近世以降の遺構と考えられるのは図317

の中にある溝状遺構 (Ｓ024､ 52､ 58､ 74､ 94､ 117)

と礎石建物 (Ｓ150) である｡ Ｓ074､ 94の溝状遺構

は､ 中世期から使用された船入り又は用水路と考え

られるが､ 近世期にも用水路として使用された可能

性が高いと考えられる｡ この２つの溝状遺構から出

土した陶磁器の年代は､ 17世紀後半～18世紀後半の

年代を示している｡ 少なくとも18世紀後半までは使

用された遺構であると考えられる｡ 凝灰岩の切石を

溝の端に並べて使用してあるＳ117は､ 用水路とし

ての性格が強いと考えられる｡

凝灰岩の切石を礎石として使用してある礎石建物

(Ｓ150) は礎石を少なくとも３段に積み重ねてある

ことから､ 水位を意識した建物かもしれないが､ 詳

細は不明である｡

図318の玉名郡村図【明治12年 (1879) ～明治15

年 (1882) に作成】は近世の地名や土地利用が色濃

く残されていると考えられる｡ 前田遺跡は周辺を菊

池川左岸の自然堤防上にあり､ 宅地の側に位置する

耕地となっている｡ 確認された遺構も耕作に関連す

る溝状遺構が主体であることから､ 近世期は耕地と

して利用されていた可能性が高いことを裏付けてく

れる｡

�	
 ����

以下に反省を踏まえてこの報告書で解明できなかっ

たことを記載して今後の課題としたい｡

①縄文時代の ｢鈴桶技法｣ の影響を受けた石器が後

期～晩期のいずれの時期に属するのかという突き詰

めができなかったこと｡

②弥生時代の時期の細分ができなかったこと｡

③中世､ 近世の歴史解明のためには文献資料や金石

文ばかりではなく､ 考古学の成果も合わせて考察す

ることは言うまでもないが､ もっと文献資料を読み

込んで､ 他方向から検討すべきであったこと｡

④A・B・Cグリッド周辺では中世を中心とした堀

立柱建物群が多数あったと推定されるが､ 筆者の力

量不足で遺構の特定ができなかったこと｡

⑤今後付近の発掘調査が進む中でまた新たな事実関

係が解明されるであろう｡ そのような積み重ねの中

でこの遺跡の性格をもう一度問い直すべきであるこ

と｡
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-
-

-
4.
6

-
ナ
デ

ナ
デ
､
刻
み
目
､
縦
方

向
の
沈
線
施
文

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
8)

に
ぶ
い
明
赤
褐

(5
Y
R
5/
6)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

不
良

-
-

M
9
G
r.

N
o5

縄
文
後
期

25
3

21
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
6.
5

-
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

-
-

B
-2

G
r.

�
A
層

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

25
3

22
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
8

-
横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ
､
口
縁
部
は

縄
文

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

G
-7

G
r.

西
T
r一

層
縄
文
後
期
､
三
万
田
式
？

25
3

23
縄
文

土
器

鉢
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
0

-
ミ
ガ
キ

不
明
､
口
唇
部
は
縄
文
､

沈
線

口
唇
部
に
磨
消

縄
文
､
沈
線

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

長
石
､
角
閃
石

良
好

-
-

G
7
G
r.

�
A
層

､
A

層
縄
文
後
期
､
太
郎
迫
～
三
万
田
式

25
3

24
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
8

-
横
ナ
デ

ミ
ガ
キ
､
口
唇
部
に
沈

線
に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

r5
/3
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

-
-

G
7
G
r.

�
上
層

縄
文
後
期
～
晩
期

口
唇
部
に
沈
線
１

25
3

25
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
5

-
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
､
口
唇
部
に
沈

線
､
刻
目

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

-
-

13
3､
13
4

縄
文
後
期
､
波
状
？
太
郎
迫
～
三
万
田
式
口
縁

部
に
沈
線
､
刻
目

25
3

26
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
8

-
条
痕
後
ナ
デ

沈
線
､
不
明

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

黒
褐

(1
0Y

R
2/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

07
7

3A
層

縄
文
後
期
､
波
状
､
太
郎
迫
～
三
万
田
式
？

表
(T
ab
)1
9
土
器
観
察
表
(１
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

25
3

27
縄
文

土
器

壺
形

土
器

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
7

-
ナ
デ
､
粘
土
継

ぎ
目
痕

ナ
デ
？
縄
文
？
沈
線

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

r5
/4
)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

不
良

-
-

T
8
G
r.

�
A
層

縄
文
後
期

25
3

28
縄
文

土
器

鉢
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
0

-
横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ
､
口
唇
部
に

刻
目
､
沈
線
刺
突

褐
(1
0Y

R
4/
4)

褐
(1
0Y

R
4/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

不
良

-
-

LM
8-
9

G
r.

縄
文
後
期
､
赤
色
顔
料
塗
布
の
可
能
性
あ
り

口
唇
部
に
刻
目
､
沈
線

25
3

29
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
5

-
横
ナ
デ
､
貝
殻

条
痕

横
ナ
デ
､
刺
突
文

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
8)

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
8)

石
英
､
角
閃
石
､
輝

石
､
長
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

10
6

N
カ
ベ

縄
文
後
期
？

25
3

30
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
4

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ク
ロ
ス
状
の

沈
線

に
ぶ
い
赤
褐

(5
Y
R
4/
4)

に
ぶ
い
赤
褐

(5
Y
R
4/
4)

石
英
､
輝
石
､
金

雲
母

良
好

-
-

10
6

縄
文
後
期
？
波
状
？

25
3

31
縄
文

土
器

鉢
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
0

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
不
明
､
刺
突
文

黄
褐

(1
0Y

R
5/
6)

黄
褐

(1
0Y

R
5/
6)

長
石
､
角
閃
石
､

雲
母

や
や

不
良

-
-

T
8
G
r.

�
A
層

25
3

32
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
5

-
ナ
デ

貝
殻
腹
縁
刺
突
､
ナ
デ
､

口
唇
部
は
沈
線

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

-
-

F
-7

G
r.

�
層

25
3

33
縄
文

土
器

鉢
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
8

-
不
明

横
ナ
デ
､
沈
線

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
4/
3)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
4/
3)

石
英

良
好

-
-

M
8
G
r.

や
や
波
状
？

25
3

34
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
0

-
ナ
デ

ナ
デ
､
沈
線
､
刻
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

H
-8

G
r.

07
4

一
層

縄
文
後
期
､
出
水
式

25
3

35
縄
文

土
器

鉢
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
5

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
沈
線
､
刻
目

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

長
石
､
雲
母

良
好

-
-

K
8
G
r.

�
A

25
3

36
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
6

-
横
ナ
デ
､
刻
目

(口
唇
部
)

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

25
3

37
縄
文

土
器

鉢
胴
部

-
-

-
-

-
2.
5

-
不
明

沈
線
､
刺
突
文
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
4/
3)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
4/
3)

長
石
､
角
閃
石

良
好

-
-

10
6

N
カ
ベ

25
3

38
縄
文

土
器

浅
鉢
？

胴
部

-
-

-
-

-
4.
4

-
ナ
デ

撚
糸
文

黒
褐

(1
0Y

R
3/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

K
8
G
r.

25
3

39
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
3.
6

-
ナ
デ

沈
線
､
沈
線
波
状
文

褐
灰

(7
.5
Y
R
4/
1)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
金
雲
母

良
好

-
-

11
8､
L9

,
�
A
･B

25
4

40
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

～
胴
部

(1
9.
7)

-
-

-
-

9.
0

-
横
方
向
貝
殻
条

痕
横
方
向
工
具
痕

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

褐
灰

(7
.5
Y
R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
雲

母
不
良

-
-

S
-8

G
r.

2層
縄
文
後
期
？

25
4

41
縄
文

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
8.
0

-
ナ
デ

ナ
デ
､
沈
線

(口
縁
部
)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

E
-7

G
r.

砂
層
一
括

口
唇
頂
部
に
沈
線

25
5

42
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
3

-
不
明

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石

不
良

-
-

D
-6

G
r.

N
半
�
層

縄
文
後
期
､
御
領
式

25
5

43
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
8

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
沈
線

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

角
閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

B
-2

G
r.

�
A
～

�
B

一
括

縄
文
晩
期
？
天
城
式
？

25
5

45
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
6

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
沈
線

褐
灰

(1
0Y

R
4/
2)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

不
良

-
-

縄
文
後
期
､
御
領
式

25
5

46
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
5

-
横
ナ
デ

ミ
ガ
キ
､

沈
線
(口

唇
部
)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

A
-4

G
r.

南
T
r�

B
縄
文
後
期
､
御
領
式

口
唇
部
に
沈
線
１

25
5

47
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
5

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
沈
線

(口
唇

部
)

灰
褐

(1
0Y

R
4/
2)

灰
褐

(1
0Y

R
4/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

-
-

E
7
G
r.

�
層
下

縄
文
後
期

口
唇
部
に
沈
線
１

25
6

1
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
9.
0

-
横
ナ
デ

不
定
方
向
貝
殻
条
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

B
-5

G
r.

�
層
上

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

25
6

2
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
8.
5

-
横
貝
殻
条
痕

横
貝
殻
条
痕
後
部
分
的
に

ミ
ガ
キ
､
ナ
デ

(口
唇
部
)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

B
-3

G
r.

�
A

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

25
6

3
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
8.
5

-
横
ナ
デ
､
工
具

痕
残
存

貝
殻
条
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

C
-3

G
r.

W
�
A
層

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

25
6

4
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
5

-
貝
殻
条
痕
､
ナ

デ
貝
殻
条
痕
､
ナ
デ

(口
唇
部
)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

B
5
G
r.

�
A

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

25
6

5
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
7.
3

-
貝
殻
条
痕

貝
殻

条
痕

､
横

ナ
デ

(口
唇
部
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

A
3
G
r.

�
A

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

25
6

6
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
15
.5

-
横
方
向
貝
殻
条

痕
横
方
向
貝
殻
条
痕
､
横

ナ
デ

(口
唇
部
)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

石
英
､
輝
石

不
良

-
-

A
3
G
r.

�
A

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

表
(T
ab
)2
0
土
器
観
察
表
(２
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

25
7

7
縄
文

土
器

深
鉢

底
部

-
12
.2

-
-

-
5.
5

-
条
痕
後
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

-
-

S
-8

G
r.

②
上
層

縄
文
晩
期
､
古
閑
式
？

25
7

8
縄
文

土
器

深
鉢

底
部

-
9.
0

-
-

-
4.
2

-
ナ
デ

貝
殻
条
痕
､
横
ナ
デ

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

不
良

-
-

S
-8

G
r.

�
A
相

当
層

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

25
7

9
縄
文

土
器

深
鉢

底
部

-
(8
.0
)

-
-

-
5.
5

-
工
具
痕
？

貝
殻
条
痕

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

不
良

-
-

B
-3

G
r.

縄
文
晩
期
､
古
閑
式
､
上
げ
底

25
7

10
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
3

-
横
ミ
ガ
キ

横
ナ
デ

黒
褐

(1
0Y

R
3/
8)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

-
-

S
-8

G
r.

�
A
相

当
層

鰭
状
の
突
起
あ
り

25
7

11
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
0

-
ミ
ガ
キ
､
沈
線

ミ
ガ
キ
､
沈
線

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

�
ｂ

縄
文
晩
期
､
黒
川
式

25
7

12
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
0

-
ミ
ガ
キ
､
沈
線

ミ
ガ
キ
､
沈
線

に
ぶ
い
橙 (1
0Y

R
6/
4)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
雲
母

良
好

-
-

C
-3

G
r.

W
�
A
層

縄
文
晩
期
､
黒
川
式

25
7

13
縄
文

土
器

浅
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
3.
3

-
横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
4/
3)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
6/
4)

微
細
砂
粒
､
金
雲

母
良
好

-
-

G7
Gr
.�

層
､

J-9
Gr
.表

土
縄
文
晩
期
､
黒
川
式

25
7

14
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
7

-
横
ナ
デ
､
ミ
ガ

キ
横
ナ
デ
､
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
微
細
砂
粒

良
好

-
-

縄
文
晩
期
､
黒
川
式

25
7

15
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

24
.0

-
-

-
-

5.
7

-
横
方
向
の
ミ
ガ

キ
痕

条
痕
後
縦
と
横
方
向
の

ミ
ガ
キ
痕

褐
灰

(5
Y
R
6/
1)

褐
灰

(5
Y
R
6/
1)

石
英

良
好

-
-

J9
Gr
.表

土
G7

Gr
.2層

縄
文
晩
期

25
7

16
縄
文

土
器

鉢
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
3

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
口
唇
部
は
ナ

デ
､
沈
線

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

S
-8

G
r.

�
A
一
括

縄
文
晩
期
､
黒
川
式

口
縁
部
に
沈
線

25
7

17
縄
文

土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
8

-
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

褐
灰

(1
0Y

R
5/
1)

褐
灰

(1
0Y

R
5/
1)

角
閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

B
-4

G
r.

�
A
下

縄
文
晩
期
､
黒
川
式

25
8

18
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

～
底
部

(1
1.
5)

-
3.
5

-
-

-
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

長
石
､
角
閃
石

良
好

-
-

S
8
G
r.

�
下
層

縄
文
晩
期
､
黒
川
式
､
何
ら
か
の
種
子
の
圧
痕

あ
り
(胴

部
)

25
8

19
縄

文
土
器

深
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
8

-
ナ
デ
､
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
､
沈
線

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

C
3
G
r.

�
B
層

縄
文
晩
期

25
8

20
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
7

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

B
2
G
r.

�
A
層

縄
文
晩
期
､
黒
川
式
？

25
8

21
縄
文

土
器

浅
鉢

口
縁
部

～
底
部

23
.8

-
9.
8

-
-

-
-

多
方
向
の
ミ
ガ

キ
､
指
頭
圧
痕

多
方
向
の
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
褐
(10

YR
5/4

)､
明
赤
褐
(5
YR

5/
8)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
4)
､

に
ぶ
い
黄
褐
(1
0Y

R5
/4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

12
9

N
o7
､2
層
､

ベ
ル
ト
2層

残
存
率
1/
2以

上

25
8

22
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
4.
0

-
横
ナ
デ

横
貝
殻
条
痕
､
リ
ボ
ン

状
突
起
貼
り
付
け

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

不
良

-
-

S
-8

G
r.

�
A

縄
文
晩
期
､
黒
川
式

25
8

23
縄
文

土
器

鉢
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
5

-
不
明

貼
り
付
け
､
貝
殻
条
痕
文

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
4/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

不
良

-
-

S
-8

G
r.

�
A
層

縄
文
晩
期
､
黒
川
式
､
リ
ボ
ン
状
突
帯

25
8

24
縄
文

土
器

壺
底
部

(1
1.
6)

-
-

-
-

3,
4～

-
ナ
デ

ナ
デ

赤
褐

(5
Y
R
4/
6)

に
ぶ
い
赤
褐
色

(2
.5
Y
R
5/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
○

G
7
G
r.

�
A

25
8

25
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
3.
7

-
横
ナ
デ

組
織
痕

黄
褐

(1
0Y

R
5/
6)

黄
褐

(1
0Y

R
5/
6)

石
英

良
好

-
-

S
-8

G
r.

南
T
r

縄
文
晩
期
､
古
閑
式
？

25
8

26
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
3.
5

-
不
明

組
織
痕

黄
褐

(1
0Y

R
5/
6)

黄
褐

(1
0Y

R
5/
6)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

S
-9

G
r.

�
A

縄
文
晩
期
､
古
閑
式
？

25
8

27
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
3.
5

-
不
明

組
織
痕

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

石
英

不
良

-
-

C
-4

G
r.

縄
文
晩
期
､
古
閑
式
？

25
8

28
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
6.
5

-
貝
殻
条
痕
後
ナ

デ
組
織
痕

橙
(7
.5
Y
R
7/
4)

褐
灰

(7
.5
Y
R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

C
-4

G
r.

�
A
層

縄
文
晩
期
､
古
閑
式
？

25
8

29
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
2.
7

-
不
明

組
織
痕

(網
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

不
良

-
-

01
7

上
層
一
括

縄
文
晩
期
､
古
閑
式
､
31
と
同
一
個
体
の
可
能

性
大

25
8

30
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
3.
2

-
横
ナ
デ

組
織
痕

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
4/
3)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

B
-4

G
r.

�
A

縄
文
晩
期
､
古
閑
式
？

25
8

31
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
3.
0

-
ナ
デ

組
織
痕

(網
)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母

不
良

-
-

S
-9

G
r.

1
・
2
層
一

括
縄
文
晩
期
､
29
と
同
一
個
体
の
可
能
性
大

25
8

32
縄
文

土
器

深
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
5.
0

-
ナ
デ

組
織
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

雲
母
､
金
雲
母

不
良

-
-

01
7

B
-
1
層

ベ
ル
ト

縄
文
晩
期
､
古
閑
式

表
(T
ab
)2
1
土
器
観
察
表
(３
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

19
1

弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

(3
6.
6)

-
-

-
-

5.
3～

-
風
化
の
た
め
不

明
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石

良
好

-
-

00
1

N
o1
01

残
存
率
1/
4､

弥
生
中
期
後
半

口
縁
下
に
つ
ま

み
出
し
突
帯
１

19
2

弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

(2
4.
4)

-
-

-
-

7.
8～

21
.0

指
オ
サ
エ
､
ナ

デ
横
ナ
デ
､
指
オ
サ
エ
､

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
・
長
石
・
輝

石
良
好

-
-

00
1

N
o4
8

残
存
率
1/
4､

弥
生
中
期
後
半

19
3

弥
生

土
器

壺
口
頸
部

(1
4.
4)

-
-

-
-

4.
2～

-
風
化
の
た
め
不

明
風
化
の
た
め
不
明

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石
・
褐
色
砂
粒

良
好

-
○

00
1

N
o6
3

残
存
率
1/
4､

弥
生
中
期
､
丹
塗
り

19
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
8～

-
雑
な
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
2)

石
英
・
長
石
・
輝

石
・
金
雲
母

良
好

○
-

00
1

N
o1
05

残
存
率
1/
6､

弥
生
中
期

頸
部
に
突
帯
１

19
5

弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母

良
好

-
○

00
1

A
-1
層
上

小
片
､
弥
生
中
期
後
半
､
丹
塗
り

19
6

弥
生

土
器

甕
脚
台
部

-
6.
2

-
-

-
4.
4～

-
ナ
デ

縦
ハ
ケ

脚
台

内
面

頂
部
横
ハ
ケ
､

内
面
横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石

良
好

-
-

00
1

N
o2
8

脚
裾
一
部
欠
､
弥
生
中
期

19
7

弥
生

土
器

甕
(立
岩式

？)
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
1～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

褐
灰

(1
0Y

R
5/
1)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石
・
金
雲
母

良
好

-
-

00
1

N
o9
9

残
存
率
1/
8､

弥
生
中
期
後
半

19
8

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
0～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ
､

ミ
ガ
キ

縦
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

長
石
・
褐
色
砂
・

黒
色
砂
・
金
雲
母

良
好

-
-

00
1

N
o8
5

残
存
率
1/
6､

弥
生
中
期
末
～
後
期
初

19
9

弥
生

土
器

甕
脚
台
部

-
7.
6

-
-

-
5.
1～

-
風
化
の
た
め
不

明
縦
ナ
デ

脚
台
内
面
横

ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

褐
灰

(7
.5
Y
R
5/
1)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石
・
金
雲
母

良
好

-
-

00
1

N
o1
09

脚
台
部
完
存
､
弥
生
中
期

19
10

弥
生

土
器

甕
(須

玖�
式?

)
胴
部
下
半

～
底
部

-
7.
6

-
-

-
12
.0

～
-

指
オ
サ
エ
､
ナ

デ
粗
い
縦
ミ
ガ
キ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石

良
好

-
-

00
1

N
o2
9

底
部
完
存
､
弥
生
中
期
後
半

20
11

弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

16
.1

8.
2

-
-

-
11
.3

-
ナ
デ

調
整
不
明

(ナ
デ
？
)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

長
石
､
石
英
､
雲

母
不
良

○
-

00
1

N
o2
3,
B
5

一
部
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
､
弥
生
中
期
後

半
､
残
存
率
1/
2

20
12

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
底
部

(1
2.

6)
6.
4

-
-

-
5.
3

-
調
整
不
明

調
整
不
明

橙
(5
YR

6/
6)
､

に
ぶ
い
橙

(7
.5
YR

7/
4)

に
ぶ
い
橙

(7
.5
Y
R
7/
4)

砂
粒
､
小
石
粒
､
長
石
､

石
英
､
赤
褐
色
粒

や
や

不
良

-
-

00
1

N
o3
0

推
定
に
よ
る
復
元
､
径
傾
き
(口

縁
部
)不

確
実
､

*胎
土
が
違
う
､残

存
率
;底

部
完
形
､口

縁
破
損

20
13

弥
生

土
器

器
台

体
部

-
(1
3.
8)

-
-

-
10
.9

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

工
具
に
よ
る
ナ
デ

指
頭
圧
痕

調
整
不
明

浅
黄
橙

(1
0Y
R8
/4)
､

橙
(5
YR

6/
6)

に
ぶ
い
橙

(7
.5
Y
R
7/
4)

砂
粒
､
長
石
､
石

英
､
角
閃
石

良
好

-
-

00
1

B
,D

区
一

括
反
転
復
元
､
径
傾
き
不
確
実
､
残
存
率
2/
5

20
14

弥
生

土
器

高
杯

脚
部

-
-

-
-

-
14
.4

-
調

整
不

明
絞

り
痕
､
ハ
ケ
メ
､

ナ
デ

調
整
不
明

一
部
ミ
ガ

キ
､
ハ
ケ
メ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

(1
0Y

R
7/
2)

に
ぶ
い
橙

(1
0Y

R
6/
3)

砂
粒
､
小
石
粒
､
長

石
､
石
英
､
雲
母

良
好

-
-

00
1

N
o1
5

一
部
反
転
復
元

故
意
に
打
ち
欠
い
た
可
能
性

有
り
､
残
存
率
;脚

の
1/
2

20
15

弥
生

土
器

高
杯

(器
台
？
)
脚
部

-
(1
2.
9)

-
-

-
5.
4～

-
横
ナ
デ

縦
ハ
ケ
の
後
横
ナ
デ

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母

良
好

-
-

00
1

N
o3
6

残
存
率
1/
4､

弥
生
中
期

22
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
4～

-
風
化
の
た
め
不

明
風
化
の
た
め
不
明

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石
・
金
雲
母
・

褐
色
砂
粒
・
輝
石

良
好

○
-

00
2

C
区

�
層

上
残
存
率
1/
8､

弥
生
中
期

22
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
9.
8)

-
-

-
-

2.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母
・
輝
石

良
好

-
-

00
2

N
o1

残
存
率
1/
6､

弥
生
中
期

25
1

弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

(2
4.
6)

-
-

-
-

3.
9～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
褐
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
褐
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母

良
好

-
-

00
3

N
o3

残
存
率
1/
4

表
面
風
化
､
弥
生
中
期

粘
土
塊

25
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
5～

-
風
化
の
た
め
不

明
風
化
の
た
め
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

橙
(1
0Y

R
7/
6)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母

良
好

-
-

00
3

B
N
o2
2

残
存
率
1/
8､

弥
生
中
期

25
3

弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
10
.0

～
-

ハ
ケ
後
ナ
デ

縦
ハ
ケ
後
横
ナ
デ
､
縦

ハ
ケ

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母
・
輝
石

良
好

-
-

00
3

D
N
o3

残
存
率
1/
8､

弥
生
中
期
後
半

25
4

弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
脚
部

-
6.
4

-
-

-
6.
0～

-
ナ
デ

ハ
ケ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母

や
や

不
良

-
-

00
3

D
N
o7

脚
部
完
存
､
弥
生
中
期
後
半

25
5

弥
生

土
器

短
頸
壺

口
縁
部
～

胴
部
上
半

-
-

-
-

-
4.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
6)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母

良
好

-
-

00
3

A
N
o1

残
存
率
1/
4､

弥
生
中
期

口
唇
部
に
穿
孔

25
6

弥
生

土
器

壺
(黒

髪
式
古
相
)
口
縁
部

(2
7.
4)

-
-

-
-

2.
8～

-
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石
・
輝
石

良
好

-
-

00
3

C
N
o1
2

残
存
率
1/
8､

弥
生
中
期
中
葉

25
7

弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

(8
.4
)

-
-

-
-

12
.2

-
調
整
不
明
､
指

頭
圧
痕

ハ
ケ
目

脚
台
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

(7
.5Y

R7
/4)

､
灰
黄
褐

(1
0Y

R6
/2
)

に
ぶ
い
褐

(7
.5
Y
R
5/
4)

砂
粒
､
長
石
､
石
英
､

角
閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

00
3

N
o
13

､A
2

層
､
N
o1
5

反
転
復
元

底
部
内
面
に
黒
斑
､
弥
生
中
～
後

期
､
残
存
率
3/
5

25
8

弥
生

土
器

高
杯

杯
部

(2
8.
0)

-
-

-
-

6.
6

-
ヨ
コ
ナ
デ
､
ミ
ガ
キ
？

磨
耗
の
為
調
整
不
明

ヨ
コ
ナ
デ
､
ミ
ガ
キ
？

磨
耗
の
為
調
整
不
明

赤
(1
0R

4/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

砂
粒
､
長
石
､
石
英
､

角
閃
石
､
輝
石

良
好

-
○

00
3

B
-1
層

一
部
反
転
復
元

内
外
面
に
赤
色
顔
料
､
器
種
;黒

髪
式
に
伴

う
も
の
､
暗
文
な
し
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
2/
5

25
9

弥
生

土
器

高
杯

脚
部

-
-

-
-

-
13
.6

-
絞
り
痕

調
整
不
明

ハ
ケ
目

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

砂
粒
､
長
石
､
石
英
､

赤
褐
色
粒
､
雲
母

や
や

不
良

-
-

00
3

D
N
o1
9

一
部
反
転
復
元
､
傾
き
不
確
実
､
胎
土
が
赤
い
(焼

き
の
関
係
？
)､

弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
;上

の
み

表
(T
ab
)2
2
土
器
観
察
表
(４
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

25
10

弥
生

土
器

器
台

体
部

(1
0.9
)(
12
.5
)1
0.
2

-
-

-
-

調整
具明

(工
具痕

､ナ
デ､

ハケ
目)

指頭
圧痕

調
整
不
明

に
ぶ
い
黄

(1
0Y
R7
/4)
､

に
ぶ
い
橙

(7
.5
YR

7/
4)

に
ぶ
い
橙

(7
.5
Y
R
7/
4)

砂
粒
､
小
石
粒
､

長
石
､
石
英

良
好

-
-

00
3

A
-3
9

一
部
反
転
復
元
､
器
種
;黒

髪
式
に
伴
う
も
の
､

弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;2
/3

25
11

弥
生

土
器

器
台

体
部
上
半

11
.7

-
-

-
-

13
.3

-
調
整
不
明

調
整
不
明

浅
黄
橙 (1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙 (1
0Y

R
8/
3)

砂
粒
､
長
石
､
石

英
や
や

不
良

-
-

00
3

N
o3
8

一
部
反
転
復
元
､
残
存
率
1/
2

25
12

弥
生

土
器

高
杯

脚
部

-
-

-
-

-
14
.0

-
調
整
不
明

絞
り
痕

調
整
不
明

ハ
ケ
目

橙
(7
.5
Y
R
7/
6､

5Y
R
6/
6)

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

砂
粒
､
長
石
､
石

英
､
雲
母

良
好

-
-

00
3

B
N
o3
3､
N
o

44
､
D

上
層

一
部
反
転
復
元
､
弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
;脚

の
1/
2

26
13

弥
生

土
器

ミ
ニ
チ
ュ

ア
土
器

(甕
)

底
部

-
2.
6

-
-

-
2.
6～

-
ナ
デ

(絞
り
痕
の
よ

う
な
ス
ジ
あ
り
)

底
部
に
指
頭

圧
痕

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・

輝
石
・
赤
色
砂
粒

良
好

-
-

00
3

N
ト
レ

脚
裾
一
部
欠

26
14

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
7～

-
ナ
デ

ナ
デ
､
斜
め
に
工
具
痕

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
・
長
石
・
角
閃

石
・
金
雲
母
・
輝
石

良
好

-
-

00
3

C
N
o1
4

弥
生
後
期

26
15

弥
生

土
器

ジョ
ッキ

型土
器

体
部

-
(1
3.
6)

-
-

-
9.
1

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

器
面
摩
擦
の
た
め
(お

そ
ら

く
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
)､

ナ
デ

浅
黄
橙 (1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙 (1
0Y

R
8/
4)

砂
粒
､
長
石
､
石

英
､
角
閃
石

良
好

-
-

00
3

B
-上

層
反
転
復
元
､
径
傾
き
不
確
実
､
弥
生
後
期
､
残

存
率
;把

手
完
存

28
1

弥
生

土
器

甕
(黒

髪式
)
口
縁
部

(2
4.
4)

-
-

-
-

8.
6～

-
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石
・
輝
石

や
や

不
良

-
-

00
5

C
N
o
64

､
N
o6
5

口
縁
部
～
胴
部
上
半
完
存
､
内
外
面
と
も
器
面

や
や
風
化
､
弥
生
中
期
後
半

28
2

弥
生

土
器

甕
(黒

髪式
)
口
縁
部

(5
1.
0)

-
-

-
-

4.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石
・
金
雲
母

や
や

不
良

-
-

00
5

B
N
o1
0

残
存
率
1/
8､

弥
生
中
期
後
半

頸
部
に
突
帯
１

28
3

弥
生

土
器

甕
底
部

-
6.
8

-
-

-
4.
6～

-
ナ
デ

ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
8)

褐
(7
.5
Y
R
4/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
輝
石

良
好

-
-

00
5

C
N
o8
4

28
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

22
.1

-
-

-
-

18
.7

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ

灰
黄
褐 (1
0Y

R
6/
2)

灰
黄
褐 (1
0Y

R
6/
2)

長
石
､
石
英
､
輝
石

良
好

-
-

00
5

N
o
25

､N
o

47
､N

o4
9

一
部
反
転
復
元
､
器
面
が
や
や
荒
れ
て
い
る
､

器
種
;黒

髪
式
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/
4弱

30
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
7.
0～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

01
1

床
直
､E

カ
ベ
､床

上

30
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部
～

胴
部
上
半

-
-

-
-

-
8.
3～

-
不
明
､
横
ナ
デ

不
明
､
横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

-
-

01
1

N
o1
3

30
3

弥
生

土
器

甕
(黒

髪式
)
口
縁
部

(2
1.
4)

-
-

-
-

7.
0～

-
指
頭
圧
痕
､
ナ

デ
､
工
具
痕

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
ナ

デ
浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

01
1

N
o1
3

弥
生
中
期
後
半

頸
部
に
突
帯
１

30
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
8.
8)

-
-

-
-

11
.0

～
-

不
明

不
明

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
雲
母

良
好

-
-

01
1

貯
蔵
穴
N
o

1

30
5

弥
生

土
器

甕
(須

玖�
式)

胴
部

-
-

-
-

-
7.
9～

-
ナ
デ

ハ
ケ
後
ナ
デ
､
赤
色
顔

料
塗
布

浅
黄
橙

(7
.5
YR

8/
4)

赤
(1
0R

4/
6)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石

良
好

-
○

01
1

N
o2
5

残
存
率
1/
4､

弥
生
中
期
後
半

丹
塗
り
甕

30
6

弥
生

土
器

壺
口
縁
部
～

胴
部
上
半

-
-

-
-

-
11
.4

-
ハ
ケ
目

(調
整
不

明
)､

横
ナ
デ

ハ
ケ
目

(調
整
不
明
)､

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄

(1
0Y
R6
/4)
､

浅
黄
橙

(7
.5
YR

8/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3､

7/
4)

砂
粒
､
角
閃
石
､
長

石
､
石
英
､
雲
母

良
好

○
○

01
1

N
o
15

､N
o

23
､E

カ
ベ

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

内
外
面
に
赤
色
顔

料
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/
6

30
7

弥
生

土
器

甕
底
部

-
8.
5

-
-

-
5.
3～

-
不
明

ハ
ケ
､
横
ナ
デ

脚
部
内
指
オ
サ

エ
､
横
ナ
デ

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

浅
黄
橙
7.
5Y

R8
/6
(底

部
内
)黒

褐
7.5

YR
3/1

(内
側
)

石
英

良
好

-
-

01
1

N
o3

30
8

弥
生

土
器

壺
胴
部

-
-

-
-

-
6.
2

-
調
整
不
明

ハ
ケ
目
､
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙 (1
0Y

R
8/
3)

砂
粒
､

小
石
粒
､

角
閃
石
､

雲母
､長

石､
石英

､輝
石

良
好

-
○

01
1

床
上

反
転
復
元
､外

面
に
赤
色
顔
料
､赤

彩
(に

ぶ
い
赤
褐
色
2.5

YR
4/4

､径
傾
き

不
確
実
､器

種
;須

玖
�
式
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/4

胴
部
に
突
帯
１

30
9

弥
生

土
器

壺
胴
部
～

底
部

-
8.
3

-
-

-
11
.2

-
ナ
デ

指
頭
圧

痕
ハ
ケ
目

底
部

ハ
ケ

目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

砂
粒
､
角
閃
石
､
長

石
､
石
英
､
金
雲
母

良
好

○
-

01
1

貯
蔵
穴

一
部
反
転
復
元

内
外
面
に
黒
斑
､
弥
生
中
期
後

半
､
残
存
率
;底

部
完
存

30
10

弥
生

土
器

器
台

体
部

-
(1
4.
7)

-
-

-
7.
05

-
ハ
ケ
目

ハ
ケ

目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目

赤
橙

(1
0Y

R6
/8
)､

に
ぶ
い
橙

(7
.5
YR

7/
4)

赤
橙

(1
0Y

R
6/
8)

､
に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

7/
4)

砂
粒
､
角
閃
石
､
長
石
､

石
英
､
雲
母
､
輝
石

良
好

-
-

01
1

-
反
転
復
元

32
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
5～

-
横
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

褐
灰

(1
0Y

R
6/
1)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
金
雲
母
､
輝
石

良
好

-
-

01
7

-

32
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
5～

-
ナ
デ

ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
雲

母
､
輝
石

良
好

-
-

01
7

-

32
3

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
0

-
ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

-
-

01
7

-

32
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
5～

-
不
明

不
明

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

01
7

-

32
5

弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土
器

底
部

-
4.
2

-
-

-
2.
9～

-
指
ナ
デ

指
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

01
7

-

33
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
3.
3)

-
-

-
-

4.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

不
良

-
-

02
5

-

表
(T
ab
)2
3
土
器
観
察
表
(５
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

35
1

弥
生

土
器

袋
状
口

縁
壺

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
5～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

横
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
雲
母
､
角

閃
石
､
砂
粒

良
好

○
-

02
6

N
o1
8

残
存
率
1/
8以

下
､
弥
生
後
期
？

35
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

25
-

-
-

-
20
.4

-
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

長
石
､
石
英

や
や

不
良

-
-

02
6

ベ
ル
ト
1層

､
A2

層､
C1

層､
No

3
反
転
復
元

外
面
に
煤
､
弥
生
中
期
後
半
～
後
期
初
､
残
存

率
1/2

以
上

胴
部
上
半
に
沈
線
１

(何
ら
か
の
工
具
に
よ
る
)

35
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

24
.8

-
-

-
-

27
-

ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
消
し
､

沈
線

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

褐
灰

(1
0Y

R
5/
1)

長
石
､
石
英
､
金

雲
母

や
や

不
良

-
-

02
6

N
o
36

､N
o

47
､
2層

一
部
反
転
復
元
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;底

部
以
外
ほ
ぼ
完
存

胴
部
上
半
に
沈
線
１

35
4

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

18
.8

-
-

-
-

19
.1

-
ナ
デ

ミ
ガ
キ
後
ナ
デ
､
ミ
ガ

キ
､
刻
目
文

頸
部

ミ
ガ

キ
後
横
ナ
デ

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

長
石
､
石
英
､
赤
石
､
石

粒
､
金
雲
母
､
角
閃
石

良
好

-
-

02
6

床
2

一
部
反
転
復
元
､
頸
部

暗
文
､ミ

ガ
キ
は
棒
状
の
単
位
､
弥
生

中
期
後
半
､
残
存
率
;全

体
の
1/2

以
上

胴
部
に
突
帯
１

35
5

弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

-
6.
2

-
-

-
12
.8

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目

(調
整
不
明
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

砂
粒
､
小
石
粒
､
角
閃
石
､

長
石
､
石
英
､
金
雲
母

良
好

-
-

02
6

N
o4

2､
床

上
反
転
復
元

外
面
に
ス
ス
､
受
熱
の
為
表
面
の
剥
落
が
激
し

い
､
器
種
;黒

髪
式
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;脚

台
完
存

35
6

弥
生

土
器

甕
底
部

-
10
.4

-
-

-
12
.6

～
-

ナ
デ

縦
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

02
6

床
上

35
7

弥
生

土
器

壺
胴
部

-
-

-
-

-
21
.4
(2
6.
6)

調
整
不
明

指
頭
圧
痕
､
ナ
デ
？

ミ
ガ
キ

(調
整
不
明
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙 (1

0Y
R
8/
4)

砂
粒
､

小
石
粒
､

雲
母
､

長
石､

石英
､角

閃石
､輝

石
良
好

-
-

02
6

2層
､N

o1
0

反
転
復
元
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/
5

胴
部
に
突
帯
１

36
7

弥
生

土
器

壺
胴
部

-
-

-
-

-
21
.4
(2
6.
6)

調
整
不
明

指
頭
圧
痕
､
ナ
デ
？

ミ
ガ
キ

(調
整
不
明
)

胴
部
に
突
帯

１
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙 (1

0Y
R
8/
4)

砂
粒
､小

石
粒
､雲

母
､長

石
､石

英
､角

閃
石
､輝

石
良
好

-
-

02
6

2層
､N

o1
0

反
転
復
元
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/
5

37
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
3.
5)

-
-

-
-

4.
5～

-
横
ナ
デ

不
明

頸
部
横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

石
英
､
角
閃
石

不
良

-
-

02
7

-

37
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
7.
5)

-
-

-
-

7.
0～

-
不
明

不
明

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
6)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

不
良

-
-

02
7

39
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
9.
6～

-
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

や
や 良

-
-

02
9

N
o1

39
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
0.
0)

-
-

-
-

8.
0～

-
不
明

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
6)

石
英

不
良

-
-

02
9

N
o2

39
3

弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

-
9.
3

-
-

-
11
.9

-
調
整
不
明

ナ
デ
､
ハ
ケ
目

調
整
不
明

ナ
デ
､
ハ

ケ
目

脚
部

ナ
デ

明
黄
褐 (1

0Y
R
7/
6)

浅
黄
橙 (2

.5
Y
7/
4)

砂
粒
､
小
石
粒
､
石
英
､

長
石
､
雲
母
､
輝
石

や
や

不
良

-
-

02
9

N
o3

一
部
反
転
復
元
､
弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
;脚

台
完
存

39
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
4.
0)

-
-

-
-

2.
8～

-
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

不
良

-
-

02
9

W
床
上

39
5

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
8.
2)

-
-

-
-

11
.9
(2
8.
1)

調
整
不
明

部
分

的
に
ハ
ケ
目
残
存

調
整
不
明

口
縁
部

内
面
に
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

砂
粒
､
石
英
､
長

石
､
角
閃
石

や
や

不
良

-
-

02
9

反
転
復
元
､
弥
生
後
期
､
残
存
率
;口

縁
の
1/
4

39
6

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､

長
石
､

角
閃

石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

03
8

-

39
7

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
-

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

03
8

-

39
8

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
8～

-
斜
め
方
向
の
ハ

ケ
目

不
明

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

雲
母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

03
8

-

42
1

弥
生

土
器

高
杯
？

口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

04
4

N
o6

42
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
2.
8)

-
-

-
-

7.
1～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､

長
石
､

角
閃
石
､

輝
石､

金雲
母､

赤褐
色粒

良
好

○
-

04
4

N
o4
6

内
面
に
黒
斑

42
3

弥
生

土
器

甕
？

底
部

-
-

-
-

-
2.
6～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

一
部
磨
滅

ハ
ケ
目
､
ハ
ケ
目
痕
ナ

デ
一
部
器
面
磨
滅

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
輝

石
､
黒
色
粒

良
好

-
-

04
4

N
o4
2

籾
の
圧
痕
あ
り
(底

部
)

42
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
7.
4)

-
-

-
-

9.
1～

-
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
ハ

ケ
目
後
ナ
デ
､
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
痕
ナ

デ
器
面
風
化

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
黒
色
粒

良
好

○
○

04
4

N
o7

反
転
復
元

内
外
に
黒
斑

内
外
に
赤
色
顔
料

42
5

弥
生

土
器

甕
ほ
ぼ
完
形

41
.1

9.
1

52
.8

-
-

38
.9

-
縦
ハ
ケ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

脚
台
内
横
ナ

デ
褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

04
4

A
2層

､ベ
ル

ト
W
､A

1層
､N

o
42
､C

-4
�
A

上部
は平

行､
下部
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めに

する
為､

外面
は上

下に
ハケ

目の
疎密

の違
いが

出る
のは
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方に

よる
､器

種;
黒髪

式､
弥生

中期
後半

口縁
部下

に突
帯１

43
6

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

28
.6

-
-

-
-

26
.0

-
縦

ハ
ケ

後
ナ

デ
､

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
消
し

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､
縦

ハ
ケ
後
ナ
デ
消
し
(ナ

デ
荒
い
)

褐
灰

(7
.5
Y
R
4/
1)

黄
灰

(2
.5
Y
4/
1)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
-

04
4

No
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､N
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6､
No

28
､

No
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E側
､
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層

ス
ス
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弥
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中
期
後
半
､
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率
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4
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7

弥
生

土
器

甕
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.5

9.
5
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-
-

-
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7.
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ハ
ケ
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､
ナ
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､

タ
タ
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横
ナ

デ

横
ナ
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､
ハ
ケ
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､
ハ
ケ
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､
タ
タ
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､
ナ
デ

脚
台
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横
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に
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黄
橙
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R
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R
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○
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､
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､
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､
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､
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ベ
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残
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率
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3

口
縁
部
下
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１
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8

弥
生

土
器

高
杯

杯
部
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.1

-
-

-
-

9.
2

-
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕
､

工
具
に
よ
る
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デ

横
ナ
デ
､
ヘ
ラ
ミ
ガ
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脚
内
ハ
ケ
後

ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
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橙 (1
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R
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4)

長
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､
雲
母

良
好

○
○

04
4

D-
1層

､2
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､

No
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､N
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器
種
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髪
式
系
？
須
玖

�
式
？
赤
色
顔
料
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分
的
に
あ
り
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円
盤
充
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技
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､
弥
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中
期
後
半

表
(T
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4
土
器
観
察
表
(６
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位
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器
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台
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面
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面
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面
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46
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
5.
0)

-
-

-
-

5.
5～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
雲
母
､

角
閃
石
､
輝
石

良
好

-
-

05
4

N
o2

46
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
2.
0)

-
-

-
-

15
.3

～
(3
0.
8)

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
痕
､
ナ
デ

磨
滅
に
よ
り
不
明

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
粒
､
黒
色
粒

良
好

-
-

05
4

SE
､N

o7
､

N
o8
､N

o1
0

反
転
復
元

46
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
0.
2)

-
-

-
-

5.
4～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

05
4

N
o3
6

反
転
復
元

外
面
に
ス
ス
付
着

46
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

27
.8

-
-

-
-

26
.7

26
.6

横
ナ
デ
､

縦
ハ
ケ

後
ナ
デ
､
磨
耗

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
ナ

デ
､
縦
ハ
ケ
､
磨
耗

に
ぶ
い
黄
橙
(10

YR
7/4

)､
に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙
(10

YR
7/4

)､
灰
黄
褐
(1
0Y

R7
/4
)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

○
-

05
4

No
13～

17､
No

23～
25､

No
27､

No
28､

No
31､

炉
①､
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､N

E､
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､S
E

一
部
反
転
復
元
､
ス
ス
付
着
(口

縁
･端

部
)

47
5

弥
生

土
器

壺
胴
部

-
-

-
-

-
7.
8
(3
1.
9)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕
､
横
ナ
デ

ハ
ケ
目
､
ナ
デ
､
刻
み

目
突
帯

に
ぶ
い
黄
橙
色

(1
0Y

R
7/
2)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

05
4

N
o1

ス
ス
あ
り
､
径
傾
き
不
確
実
､
弥
生
中
期
後
半
､

残
存
率

1/
8

胴
部
に
刻
目
突
帯
１

47
6

弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

(2
5.
6)

-
-

-
-

2.
7

-
横
ナ
デ
､
刻
目

横
ナ
デ
､
刻
目

に
ぶ
い
橙
(7
.5Y

R7
/4)
､

浅
黄
橙
(1
0Y

R8
/4
)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)
､

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

7/
4)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
-

05
4

N
o1

赤
彩
で
は
な
い
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/
3

47
7

弥
生

土
器

甕
？

底
部

-
9.
5

-
-

-
8.
8～

-
ナ
デ
後
ハ
ケ
目
､

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

縦
ハ
ケ
目
､
ハ
ケ
目

一
部
磨
滅

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R7
/4)

橙
(5
YR

7/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
曜
石

良
好

-
-

05
4

N
W
､N

o3
2､

N
o3
4､
N
o3
6

一
部
反
転
復
元

49
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

25
.7

-
-

-
-

19
.8

-
ハ
ケ
後
ナ
デ

ハ
ケ

49
橙

(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

長
石
､
黒
雲
母

良
好

○
-

07
2

N
o3

残
存
率
;口

縁
の
1/
4

49
2

弥
生

土
器

甕
底
部

-
8.
4

-
-

-
3.
8～

-
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ナ
デ

橙
(2
.5
Y
R
6/
6)

橙
(2
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
褐
色
粒

良
好

○
-

07
2

N
o1
3

内
面
に
黒
斑

49
3

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
体
部

(2
4.
4)

-
-

-
-

17
.3

-
斜

め
ハ

ケ
(ナ

デ
消
し
が
多
い
)
縦
ハ
ケ
､
凸
帯
に
刻
み

目
が
あ
る

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
金
雲
母
､
輝
石

良
好

-
-

07
2

N
o1

刻
み
目
は
磨
滅
の
為
深
さ
は
殆
ど
な
い
､
器
種
;黒

髪
式
系
､
弥
生
中
期
後

半
､
残
存
率
1/2

未
満

頸
部
・
口
縁
部
下
・
胴
部
に
刻
目
突
帯
各
１

49
4

弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(2
5.
2)
(1
0.
2)
14
.4

-
-

-
-

ハ
ケ
目
､
ナ
デ

ハ
ケ
目

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

07
2

残
存
率
1/
3

49
5

弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

(1
3.
0)

-
-

-
-

12
.5

～
-

ナ
デ
､
ハ
ケ
目

ハ
ケ
目
痕
後
ナ
デ

器
面
磨
滅

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
8)

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
黒
色
粒
､
石

良
好

-
-

07
2

08
9

反
転
復
元

52
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
2～

-
ハ
ケ
目
､
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

石
英
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

07
6

-

52
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
1.
2)

-
-

-
-

5.
9～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
縁
部
横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
色
粒

良
好

○
-

07
6

貯
穴

反
転
復
元
､
残
存
率
1/
4以

下
口
縁
一
部
に
黒

斑

52
3

弥
生

土
器

小
型
壺

口
縁
部

～
底
部

(1
1.
3)
(5
.2
)
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.5

-
-

-
(1
0.
8)

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
､
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､

縦
方
向
ハ
ケ
目
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部
磨
滅
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ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
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黄
橙
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R
7/
4)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
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､
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褐
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粒

良
好

○
-

07
6
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､
2
層

ベ
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反
転
復
元

外
面
底
部
に
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4

弥
生

土
器

甕
口
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部

～
底
部

25
.5

7.
6
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.2

-
-

-
24
.0

横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
縦
ハ
ケ
､
横
ナ
デ

黄
橙
(1
0Y

R
7/
8)
､

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

浅
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(2
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Y
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4)
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英
､
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､
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閃
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良
好
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5

弥
生

土
器
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蓋
部
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6

-
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2
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-

-
-
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デ
後
爪
痕
､

指
頭
圧
痕
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後
ミ
ガ
キ
､
横
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デ
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褐
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に
ぶ

い
黄
橙
(1
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)
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褐
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0Y
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4)
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､
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､
黒
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粒

良
好
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○
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存
率
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2以

上
内
外
に
赤
色
顔
料

4箇
所

に
穿
孔

52
6

弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

-
8.
2

-
-

-
10
.5

～
-

縦
方
向
指
ナ
デ

脚
部
内
横
ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
砂
粒

良
好

○
-

07
6

一
括
､貯

穴
一
部
反
転
復
元

内
外
一
部
に
黒
斑

52
7

弥
生

土
器

器
台

裾
部

-
(1
4.
0)

-
-

-
11
.2

～
-

縦
方
向
ハ
ケ
目
､

横
方
向
ハ
ケ
目

縦
方
向
ハ
ケ
目
後
横
方

向
指
ナ
デ
､
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
07
6

N
E
､N

o2
8

52
8

弥
生

土
器

器
台

裾
部

-
(2
0.
7)

-
-

-
3.
7～

-
横
方
向
ハ
ケ
目

縦
方
向
ハ
ケ
目
､
横
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

07
6

貯
穴

反
転
復
元

外
面
に
赤
色
顔
料
に
近
い
色
調
が

あ
る

56
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
8.
5)

-
-

-
-

8.
4～

-
丁
寧
な
ナ
デ

横
ナ
デ
､
丁
寧
な
ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

07
8

N
E
､N

o2
7

反
転
復
元

内
外
面
に
黒
斑

内
外
面
に
ス
ス

付
着

56
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
2～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ミ
ガ
キ
､
突

帯
赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

07
8

A
層

外
面
に
赤
色
顔
料

56
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
7.
0)

-
-

-
-

7.
1～

-
縦
･横

ナ
デ
､
縦
･

横
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

縦
･横

ナ
デ
､

ハ
ケ
目

痕
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
黒
色
粒

良
好

○
-

07
8

N
o7

反
転
復
元

内
外
面
に
黒
斑

頸
部
に
突
帯
１

56
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
9.
3)

-
-

-
-

3.
7～

-
磨
滅
に
よ
り
不
明

口
縁
部
横
ナ
デ

横
ナ
デ
後
暗
文

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
○

07
8

A
層

反
転
復
元

外
面
に
赤
色
顔
料

56
5

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

24
.0

-
-

-
-

14
.0

～
-

横
ナ
デ
､
斜
め
方

向
ハ
ケ
目
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R6
/4)

灰
褐
(7
.5
YR

5/
1)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

黒
褐
色
粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

07
8

N
o2
6､
N
o6

反
転
復
元

内
外
に
黒
斑

外
面
に
ス
ス
付
着

56
6

弥
生

土
器

甕
底
部

-
7.
0

-
-

-
6.
0～

-
ナ
デ
､
横
ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

07
8

N
o
24

､N
o

14
一
部
反
転
復
元

内
面
に
ス
ス
付
着

表
(T
ab
)2
5
土
器
観
察
表
(７
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

56
7

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(1
9.
6)

-
-

-
-

7.
3～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

横
ナ
デ
､
横
ミ
ガ
キ

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
○

07
8

-
反
転
復
元

内
外
に
赤
色
顔
料

58
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
2.
3)

-
-

-
-

3.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

口
縁
部
横
ナ

デ
浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
-

08
1

-
反
転
復
元

58
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
0.
0)

-
-

-
-

(2
.9
)

～
-

横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

08
1

2層
残
存
率
1/
4以

下
反
転
復
元

口
縁
部
に
黒
斑

58
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
6～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

一
部
器
面
剥
落

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､

ハ
ケ

目
後
ナ
デ

一
部
器
面
剥
落

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

石
英
､
長
石
､
赤

褐
色
粒

良
好

-
-

08
1

-
器
面
剥
落

58
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
(4
.5
)

～
-

横
ナ
デ

一
部

器
面
剥
落

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

一
部

器
面
剥
落

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
赤

褐
色
粒

良
好

-
-

08
1

ベ
ル
ト
2層

残
存
率
1/
4以

下
､
内
面
か
ら
外
面
に
か
け
て
器

面
が
剥
落
し
て
い
る

58
5

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
黒
色
粒
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
-

08
1

2層

58
6

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
3～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
-

08
1

2層
外
面
に
ス
ス
付
着

58
7

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
3～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
横
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
ハ

ケ
目
後
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

08
1

下
層

58
8

弥
生

土
器

ミ
ニ

チ
ュ

ア土
器(

椀)
完
形

5.
2

2.
0

4.
3

-
-

-
-

粗
い
ナ
デ
､
指

頭
圧
痕

粗
い
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

長
石
､
角
閃
石
､

黒
色
粒
､
砂
粒

良
好

○
-

08
1

N
o1
8

内
外
一
部
に
黒
斑

58
9

弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(1
3.
4)
(4
.6
)
5.
7

-
-

-
-

ハ
ケ
目

縦
方
向
ナ
デ
､
横
方
向

ナ
デ

底
部
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英

良
好

-
-

08
1

-

58
11

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
2～

-
横
方
向
ハ
ケ
目

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

橙
(5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

11
4

-

58
12

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
4～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

褐
色
粒

良
好

-
-

11
4

-

58
13

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄

(2
.5
Y
7/
2)

暗
灰
黄

(2
.5
Y
4/
2)

灰
黄

(2
.5
Y
7/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

11
4

-

58
14

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
3～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
角
閃
石

良
好

○
-

11
4

-

58
15

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
5～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

石
英
､
角
閃
石
､金

雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

14
4

-

58
16

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
7～

-
磨
滅
に
よ
り
不

明
横
ナ
デ
痕
､
縦
方
向
ハ

ケ
目
痕

全
体
磨
滅

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

14
5

-

58
17

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
3)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

14
5

-
外
面
に
ス
ス
付
着

62
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
5.
0)

-
-

-
-

3.
4～

-
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
輝

石
､
金
雲
母

良
好

○
-

08
2

N
o3
0

反
転
復
元

口
縁
部
一
部
に
黒
斑

62
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
8～

-
横
ナ
デ

風
化
の
た
め
不
明

口
縁
部
横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
砂
粒

良
好

-
○

08
2

N
o7

内
外
に
黒
斑

62
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(1
9.
4)

-
-

-
-

4.
7～

(1
6.
7)

斜
め
方
向
ハ
ケ

目
斜
め
方
向
ハ
ケ
目
､
横

ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
金
雲
母

や
や 良

-
-

08
2

N
o
11

､N
o

28
反
転
復
元

62
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
1.
5)

-
-

-
-

7.
2～

-
横
ナ
デ
､
工
具

痕
？
指
頭
圧
痕

風
化
に
よ
り
不
明

口
縁
部
横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
黒
褐
色
粒

良
好

-
-

08
2

N
o4
1

反
転
復
元

外
面
一
部
に
ス
ス
付
着

62
5

弥
生

土
器

高
杯

脚
部

-
-

-
-

-
16
.5

～
-

粘
土
し
ぼ
り
痕

縦
方
向
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後

縦
ミ
ガ
キ

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

○
○

08
2

N
o2
1

外
面
に
黒
斑

外
面
に
赤
色
顔
料

62
6

弥
生

土
器

甕
？

底
部

-
9.
0

-
-

-
9.
7～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目
､
ハ
ケ

目
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
黒
色
粒

良
好

○
-

08
2

N
o
14

､N
o

15
､N

o2
4

一
部
反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒
斑

62
7

弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

～
胴
部

(2
2.
6)

-
-

-
-

15
.4

-
ハ
ケ
後
ナ
デ
(ハ

ケ
の

工
具
残
る
)､指

頭
圧
痕

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､
ハ
ケ

後
ナ
デ
消
し

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

長
石
､
石
英
､
金
雲

母
､
角
閃
石
､
輝
石

良
-

-
08
2

N
o5
1

反
転
復
元

弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/
4弱

65
1

弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

(1
9.
0)

-
-

-
-

5.
7～

-
ナ
デ
､
多
方
向

の
ハ
ケ
目

ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
○

08
9

-
内
面
・
外
面
に
丹
塗
り

D
-1
-2
,0
89

65
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
5.
9)

-
-

-
-

4.
2～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

08
9

N
o9

反
転
復
元

表
(T
ab
)2
6
土
器
観
察
表
(８
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

65
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
0.
0)

-
-

-
-

7.
9～

-
ナ
デ

ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
輝
石

良
好

-
-

08
9

N
o1
2

65
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

(3
6.
8)

-
-

-
-

23
.8
(3
7.
8)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y
R
8/
3)
､

褐
灰
色
(1
0Y

R
6/
1)

砂
粒
､
長
石
､
石

英
､
角
閃
石

良
好

○
-

08
9

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

口
縁
部
に
赤
色
顔
料
？
外
面
に
ス
ス
付

着
､
器
種
;黒

髪
式
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/3

頸
部
に
突
帯
１

65
5

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
8.
8)

-
-

-
-

7.
7

-
ハ
ケ
目
後
横
ナ

デ
横
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

長
石
､
石
英
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

08
9

N
o
30

､N
o

33
､
ト
レ

ス
ス
あ
り
､
器
種
;立

岩
式
､
一
部
反
転
復
元

弥
生
中
期
後
半
､残

存
率
2/
5

65
6

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
2～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

08
9

ト
レ

口
縁
端
部
に
刻
目

口
縁
上
面
に
暗
文

外
面
に
赤
色

顔
料

内
面
は
部
分
的
に
赤
色
顔
料

口
縁
下
に
突
帯

65
7

弥
生

土
器

甕
底
部

-
(7
.2
)

-
-

-
5.
3～

-
ナ
デ

ナ
デ

右
下
が
り
ハ
ケ

目
橙

(5
Y
R
7/
8)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

08
9

N
o4
0

66
8

弥
生

土
器

甕
胴
部

-
-

-
-

-
9.
2

-
斜
め
ハ
ケ
後
ナ
デ
､斜

め
ハ
ケ
後
ナ
デ
消
し

縦
ハ
ケ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

長
石
､
石
英
､
金
雲

母
､
黒
雲
母
､
輝
石

良
好

○
-

08
9

N
o4
5

内
外
面
に
黒
斑
､
凸
帯
の
部
分
の
径
は
小
片
で
計
れ
な
い
の
で
反
転

復
元
は
し
な
か
っ
た
､
残
存
率
;体

部
一
片

｢コ
｣
の
字
形
突
帯
１

66
9

弥
生

土
器

壺
(黒

髪
式
)
口
縁
部

(2
3.
8)

-
-

-
-

7.
2

-
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

砂
粒
､
長
石
､
石
英
､

金
雲
母
､
角
閃
石

良
好

-
-

08
9

N
o
6
､
N
o

44
､C

ベ
ル
ト

反
転
復
元
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;約

1/
2

頸
部
に
突
帯
１

66
10

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
7.
8～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

横
ナ
デ

灰
褐

(7
.5
Y
R
4/
2)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

08
9

N
o3
8

内
面
の
所
々
に
黒
斑
あ
り

66
11

弥
生

土
器

鉢
底
部

(9
.6
)

-
-

-
-

5.
2～

-
横
ナ
デ

指
頭

圧
痕

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

底
部

糸
切

り
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

08
9

N
o
1
0
､
①

下
-②

上

66
12

弥
生

土
器

器
台

体
部

13
.1

15
19

-
-

-
-

ハ
ケ
目
､
ナ
デ
､

横
ナ
デ

ハ
ケ
目
､
ナ
デ
､
横
ナ

デ
に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

砂
粒
､
長
石
､
石

英
､
金
雲
母

良
好

○
-

08
9

一
部
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
､
器
種
;黒

髪
式

に
伴
う
も
の
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
4/
5

66
13

弥
生

土
器

高
杯

杯
部

(2
6.
2)

-
-

-
-

8
-

ナ
デ

縦
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

長
石
､
石
英
､
雲

母
､
輝
石

良
好

-
○

08
9

B
-2

内
外
面
に
赤
色
顔
料
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存

率
1/
4弱

69
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
7.
0)

-
-

-
-

7.
3～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
突
帯

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

14
7

N
o
2
2
､
上

層
反
転
復
元

頸
部
に
突
帯
１

69
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
0.
2)

-
-

-
-

27
.4 ～
(2
9.
8)

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
(口

縁
部
)横

ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄 (2
.5
Y
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

○
-

14
7

N
o
26

､N
o

27
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
？

69
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

27
.4

-
-

-
-

25
.2

25
調
整
不
明
､
指

頭
圧
痕

縦
ハ
ケ
後
横
ナ
デ
､
縦
､

斜
め
ハ
ケ
､
沈
線

口
縁
部

横
ナ
デ

暗
灰
黄

(2
.5
YR

5/
2)
､

橙
(5
YR

7/
6)
､

浅
黄

(2
.5
YR

8/
4)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
2)
､褐

灰
(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

14
7

N
o2
3､
N
o2
4､

N
o3
0､
床
上

一
部
反
転
復
元

胴
部
に
沈
線
１

69
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

(1
7.
0)
(8
.0
)
21
.6

21
.6

-
(1
5.
9)

-
縦
ハ
ケ
､
縦
ハ
ケ
後
ナ

デ
指
頭
圧
痕
､
横
ナ
デ

縦
ハ
ケ
､
後
一
部
ナ
デ
､

ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ

浅
黄

(2
.5
Y
7/
4)
､

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
4)
､

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

14
7

N
o
16

､N
o

17
､床

上
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
､
残
存
率
1/
2

70
5

弥
生

土
器

ミ
ニ

チ
ュ

ア土
器(

甕)
口
縁
部

～
底
部

(9
.5
)
(3
.9
)
6.
7

-
-

-
-

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕
､

縦
方
向
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

14
7

-
反
転
復
元

内
外
一
部
に
黒
斑

70
6

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

28
.0

9.
6

-
-

-
-

25
.5

調
整
不
明
､
指

頭
圧
痕

縦
ハ
ケ
､

横
ナ
デ
､沈

線
口
縁
部

横
ナ
デ
､

底
部

横
ナ
デ

暗
灰
黄

(2
.5
YR

4/
2)
､

黄
橙

(7
.5
YR

8/
8)

褐
灰
(7
.5
Y
R
4/
1)
､

浅
黄
(2
.5
Y
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

14
7

N
o1
0､
N
o4
9､

N
o5
0､
N
o5
2

一
部
反
転
復
元

胴
部
に
沈
線
１

70
7

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

24
.6

8.
8

34
.6

-
-

-
(2
2.
2)

調
整
不
明

調
整
不
明

淡
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

淡
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

長
石
､
石
英
､
角

閃
石

良
好

○
-

09
2

N
o1
2～

14
､

N
o5
6

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

内
外
面
に
ス
ス
付

着
､
残
存
率
5/
4

胴
部
に
沈
線
１

70
8

弥
生

土
器

高
杯

杯
部

(2
5.
0)

-
-

-
-

6.
4～

-
横
方
向
ミ
ガ
キ

横
方
向
ミ
ガ
キ
､
縦
方

向
ミ
ガ
キ

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

14
7

No
58

､�
8�

層
､J
8�

AB
層

反
転
復
元

内
外
に
赤
色
顔
料

分
析
用
土
器

71
9

弥
生

土
器

甕
棺

胴
部

-
-

-
-

-
49
.9

-
ハ
ケ
目

ハ
ケ
目
後
ミ
ガ
キ

淡
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

に
ぶ
い
橙
(7
.5Y

R6
/4)
､

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R7

/4)
砂
粒
､
角
閃
石
､

石
英
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

09
2

N
o
1
5
､
土

坑
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

径
傾
き
不
確
実
､
残
存
率
;胴

部
1/4

胴
部
に
刻
目
突
帯
・
突
帯
各
１
､
胴
部
下
半
に
突
帯
１

71
10

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

(1
7)

-
-

-
-

18
(1
9.
4)

横
ナ
デ
､
斜
め
ハ
ケ
､

縦
ハ
ケ

指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
多
方
向
の
ハ

ケ
目
､
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

頸部
内側

横・
斜め

方
向の

ハケ
目､

外面
縦方

向の
ヘラ

ミガ
キ

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

浅
黄

(2
.5
Y
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

14
7

N
o
43

､N
o

46
～
48

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

口
縁
部
は
一
次
口
縁
部
の

み
の
残
存

疑
似
口
縁
か
？
残
存
率
1/
2以

上

71
11

弥
生

土
器

壺
胴
部
～

底
部

-
6.
4

-
-

-
15
.5 ～

(1
6.9

5)
指
頭
圧
痕
､
ナ

デ
縦
方
向
ミ
ガ
キ
､
横
方

向
ミ
ガ
キ

赤
(1
0R

4/
6)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
金
雲
母

良
好

○
○

14
7

N
o
35

､N
o

57
一
部
反
転
復
元

外
面
底
部
に
黒
斑

外
面
に

赤
色
顔
料

71
12

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
7～

-
横
ナ
デ
､
縦
方
向

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕
､

縦
方
向
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3・

6/
3)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

14
1

-
内
外
に
黒
斑

71
13

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

14
1

-
口
縁
上
面
に
ス
ス
付
着

72
14

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
6.
5)

-
-

-
-

(4
.7
)

～
-

ハケ
目後

ナデ
痕､

横ナ
デ痕

磨滅
が著

しい
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
痕
､
横
ナ

デ
痕

磨
滅
が
著
し
い

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
3)

明
褐
灰
(7
.5
YR

7/
2)

に
ぶ
い
橙
(5
YR

7/
3)

石
英
､
長
石
､
黒

褐
色
粒

良
好

○
-

14
8

床
面

反
転
復
元

口
縁
部
に
黒
斑

72
15

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
(2
.3
5)

～
-

横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
？

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
黒
色
粒
､
黒

褐
色
粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

14
8

床
面

表
(T
ab
)2
7
土
器
観
察
表
(９
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

72
16

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
(4
.4
)

～
-

横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
褐

(7
.5
Y
R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
4)
黒
褐
(1
0Y

R
3/
2)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒
､
黒
褐
色
粒

良
好

○
-

14
8

-

72
17

弥
生

土
器

甕
底
部

-
7.
0

-
-

-
4.
8～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

脚
部
内
ナ
デ
､横

ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目
､
横
ナ

デ
橙
(5
YR

6/
6)

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

7/
4)

褐
灰
(7
.5
YR

4/
1)

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

14
8

床
面

内
面
に
ス
ス
付
着

72
18

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
8.
4)

-
-

-
-

15
.4 ～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
縦
･斜

め
方
向
ハ
ケ
目
､

横
ナ
デ

黒
褐

(1
0Y

R
3/
2)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
褐
色
粒

良
好

-
-

14
8

床
面

反
転
復
元

外
面
に
ス
ス
付
着

72
19

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
5.
5～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

14
7

-
内
外
面
に
黒
斑
有
り

72
20

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
4～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕
､
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

14
7

-

72
21

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

14
7

-
頸
部
に
突
帯
１

72
22

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
1.
2)

-
-

-
-

5.
4～

-
横
ナ
デ
､
横
方

向
ハ
ケ
目

横
ナ
デ
､
突
帯

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
黒
曜
石
？

良
好

○
-

14
7

-
反
転
復
元

外
部
に
黒
斑

頸
部
に
突
帯
１

72
23

弥
生

土
器

台
付 鉢

ほ
ぼ
完
形

9.
8

-
7.
0

-
-

-
-

ナ
デ
､
横
ナ
デ

強い
横ナ

デ､
指頭

圧痕
､縦

方向
ハケ

目､
縦方

向ハ
ケ目

後ヘ
ラナ

デ
器面

一部
磨耗

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

14
7

-
口
縁
1/
5欠

損

72
24

弥
生

土
器

高
杯

杯
部

(2
1.
0)

-
-

-
-

6.
6～

-
横
方
向
ミ
ガ
キ

横
ナ
デ
､
縦
ミ
ガ
キ
､

粗
い
横
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

14
7

-
残
存
率
1/
4

反
転
復
元

72
25

弥
生

土
器

器
台

口
縁
部

～
底
部

(1
2.
7)

-
(1
6.
0)

-
-

-
-

横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

14
7

-
一
部
反
転
復
元
外
面
に
黒
斑
裾
部
に
沈
線
１

75
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
2.
6)

-
-

-
-

4.
3～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
横
ナ
デ
の
後

縦
ミ
ガ
キ

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

09
5

-
反
転
復
元
､
内
外
面
と
も
丹
塗
り

75
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
3.
6)

-
-

-
-

5.
2～

-
横
ナ
デ

縦
､
斜
め
方
向
の
ハ
ケ

目
､
(口

縁
部
)ハ

ケ
目

橙
(5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英

良
好

-
-

09
5

-
反
転
復
元

75
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
9.
4)

-
-

-
-

6.
2～

-
ナ
デ
､
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
横

ナ
デ

黒
褐

(7
.5
Y
R
3/
1)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
金
雲
母

良
好

-
-

09
5

-
反
転
復
元
口
縁
下
に
突
帯
１

75
4

弥
生

土
器

甕
底
部

-
7.
0

-
-

-
6.
1～

-
丁
寧
な
ナ
デ

ハ
ケ

橙
(5
Y
R
7/
6)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
角
閃
石

不
良

-
-

09
5

-
残
存
率
1/
20

75
5

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
5.
8)

-
-

-
-

19
.5

-
ハ
ケ
後
ナ
デ

縦
ハ
ケ

口
縁
部
横
ナ

デ
灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

長
石
､
石
英
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

09
5

N
o1

反
転
復
元
外
面
に
ス
ス
付
着
､
器
種
;黒

髪
式
､

弥
生
中
期
前
～
中
､
残
存
率
1/
3弱

､

75
6

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
7～

-
横
ナ
デ
､
板
状
工

具
に
よ
る
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
工
具
に
よ
る
ナ
デ
､

板
状
工
具
に
よ
る
縦
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

09
5

-

75
7

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
6.
4)

-
-

-
-

15
.3

-
ハ
ケ
後
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
部
横
ナ

デ
灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

長
石
､
石
英
､
金

雲
母

良
好

-
-

09
5

貯
穴

反
転
復
元
ス
ス
付
着
､
器
種
;黒

髪
式
､
弥
生
中

期
後
半
､
残
存
率
1/
2弱

75
8

弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

-
6.
6

-
-

-
7.
9～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

ミ
ガ
キ
後
赤
色
顔
料

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
金
雲

母
､
黒
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

09
5

-
反
転
復
元

76
9

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

29
.4

8.
6

24
.4

-
-

-
-

ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
口
縁
部
横
ナ

デ
淡
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)
､

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R7

/3)
淡
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)
､

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R7

/4)
長
石
､
雲
母
､
角

閃
石
､
石
英

良
好

○
○

09
5

一
部
反
転
復
元
内
外
面
に
赤
色
顔
料
､
残
存
率

1/
2

76
10

弥
生

土
器

鉢
口
縁
部
～

胴
部
下
半
(1
3.
5)

-
-

-
-

4.
6～

(1
4.
2)

横
ナ
デ

斜
め
方
向
の
ハ
ケ
目
後

ナ
デ

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
○

09
5

-
反
転
復
元
､外

面
に
赤
色
顔
料

76
11

弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

(2
9.
2)

-
-

-
-

3.
1～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
(口

縁
部
)暗

文
口
縁
部
に
暗

文
明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
○

09
5

-
反
転
復
元
､内

外
面
と
も
丹
塗
り

76
12

弥
生

土
器

高
杯

脚
部
～

裾
部

-
10
.2

-
-

-
18
.5

-
横
ハ
ケ
､
ナ
デ

絞
り
痕

ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
ナ
デ

消
し

裾
部
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
2)

長
石
､
石
英
､
金
雲

母
､
角
閃
石
､
輝
石

良
好

○
-

09
5

N
o1

外
面
に
黒
斑
､
弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
;脚

部
ほ
ぼ
完
存

78
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

20
.2

-
-

-
-

8.
1～

-
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

09
7

-

78
2

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

27
.2

-
-

-
-

2.
9～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

褐
(7
.5
Y
R
4/
3)

褐
(7
.5
Y
R
4/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

09
7

-

78
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

29
.6

-
-

-
-

4.
6～

-
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

09
7

-

78
4

弥
生

土
器

壺
底
部

-
(1
0.
0)

-
-

-
4.
3～

-
斜
め
方
向
の
ハ

ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

○
-

09
7

A
1層

反
転
復
元

表
(T
ab
)2
8
土
器
観
察
表
(1
0)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

78
5

弥
生

土
器

壺
胴
部
～

底
部

-
(1
0.
0)

-
-

-
10
.0

～
-

指
に
よ
る
整
形

後
ナ
デ

指
に
よ
る
整
形
後
ナ
デ

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
赤

褐
色
砂
粒

良
好

○
-

09
7

1層
反
転
復
元

80
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

27
.8

-
-

-
-

20
.1

24
.8

縦
・
横
ハ
ケ
､

横
ナ
デ

縦
ハ
ケ
､
横
ナ
デ

赤
橙

(1
0R

6/
8)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

10
0

10
0

残
存
率
3/
4

80
2

弥
生

土
器

甕
？

胴
部
～

底
部

-
6.
3

-
-

-
19
.9

～
-

ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
縦
方
向
ミ
ガ
キ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R7

/4)
赤
(1
0R

4/
6)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
金

雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
○

10
0

N
o7

一
部
反
転
復
元
外
面
胴
部
に
赤
色
顔
料

80
3

弥
生

土
器

甕
胴
部

-
-

-
-

-
7.
0～

-
ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目
､
突
帯

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

10
0

N
o3
7

胴
部
に
突
帯
１

80
4

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

(3
4.
2)

-
-

-
-

9.
0～

-
口
縁
部
横
ナ
デ
器
面

剥
落
に
よ
り
不
明

横
ナ
デ
､
縦
方
向
ハ
ケ
目
後

横
ナ
デ
､
縦
方
向
ハ
ケ
目

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

10
0

N
o2

反
転
復
元

80
5

弥
生

土
器

器
台

or
高
杯

脚
部

-
-

-
-

-
4.
1～

-
ナ
デ
､
横
ナ
デ

ナ
デ
､
横
ナ
デ

赤
褐

(5
Y
R
4/
8)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
○

10
0

N
o2

内
外
面
一
部
に
黒
斑
外
面
一
部
に
赤
色
顔
料

80
6

弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
4～

-
横
ナ
デ

ミ
ガ
キ
口
唇
部
横
ナ
デ

後
に
暗
文

赤
褐
(5
YR

4/
6)
(口

縁
部
)赤

褐
(5
YR

4/
6)

暗
赤
褐
(5
Y
R
3/
6)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
○

10
0

N
o4

内
外
面
に
赤
色
顔
料

81
7

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

27
.3

9.
0

35
.5

-
-

-
(2
6.
4)

横
ナ
デ
､
縦
・
斜
め
ハ

ケ
､
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
縦
・
斜
め
ハ

ケ
､
沈
線

赤
橙

(1
0R

6/
8)
､

灰
黄

(2
.5
Y
6/
2)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

10
0

残
存
率
3/
4胴

部
に
沈
線
１

83
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
5.
4)

-
-

-
-

(6
.5
)

～
-

横
ナ
デ
？
磨
滅

に
よ
り
不
明
瞭

ナ
デ
？
磨
滅
に
よ
り
不

明
瞭
口
縁
部
横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
黒
褐
色
粒
､
石

良
好

○
-

10
1

N
o1
41

残
存
率
1/
4以

下
反
転
復
元
､内

外
面
は
殆
ど
器

面
が
磨
滅

83
2

弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土器

(甕
？)

胴
部

-
-

-
-

-
3.
1～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

褐
灰
(7
.5
YR

5/
1)

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

7/
4)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒

良
好

○
-

10
1

上
層

内
面
に
黒
斑

83
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
0.
2)

-
-

-
-

(7
.7
5)

～
-

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ
後
ナ
デ
､
横
ナ

デ
､(
口
縁
部
)横

ナ
デ

灰
褐

(7
.5
Y
R
5/
2)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒
､
石

良
好

○
-

10
1

N
o5
4､
N
o5
7､

N
o9
6､
N
o1
64

残
存
率
1/
2以

下
､反

転
復
元

内
外
に
黒
斑

83
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

20
.8

-
-

-
-

3.
4～

-
横
ナ
デ
､
横
方

向
ハ
ケ
目

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
金

雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
1

N
o
43

､N
o

49
､N

o9
8

内
外
に
黒
斑
､外

部
ス
ス
付
着

83
5

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

(2
0.
9)

-
-

-
-

(5
.1
5)

～
-

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

横
ナ
デ

横
ナ
デ
､

横
ナ
デ
後
ミ
ガ

キ
､
(口

縁
部
)横

ナ
デ

浅
黄
橙
(7
.5
YR

8/
3)

褐
灰
(7
.5
YR

5/
1)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
5/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

黒
色
粒
､
赤
褐
色
粒

や
や 良

○
-

10
1

N
o1
67

残
存
率
1/
2､
反
転
復
元

内
外
に
黒
斑
頸
部
に
突

帯
１

83
6

弥
生

土
器

壺
底
部

-
8.
4

-
-

-
3.
2～

-
縦
及
び
斜
め
方
向
ハ

ケ
目
､横

ナ
デ
､
ナ
デ

ハ
ケ
目
､
ミ
ガ
キ
磨
耗

に
よ
り
一
部
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
1

N
o4
6

一
部
反
転
復
元

内
外
に
黒
斑

83
7

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
頚
部

(2
3.
5)

-
-

-
-

9.
9～

-
磨
滅
に
よ
り
不
明

口
縁
部
横
ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目
後
横
ナ

デ
､
横
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
金

雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
1

No
2､N

o3
､N

o6
､N

o
13～

17､
No

142
､上

層
反
転
復
元

口
縁
一
部
に
黒
斑

83
8

弥
生

土
器

器
台

脚
部

-
13
.7

-
-

-
(7
.6
)

～
-

斜
め
方
向
ハ
ケ
目
､縦

方
向
ハ
ケ
目
､横

ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
横
ナ

デ
器
面
一
部
磨
耗

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒

良
好

-
-

10
1

N
o2
9

83
9

弥
生

土
器

筒
形

器
台

口
縁
部

突
帯

-
-

-
-

-
9.
7～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕
､
ナ
デ

横
ミ
ガ
キ
後
縦
方
向
暗
文
､

横
ミ
ガ
キ
後
縦
ミ
ガ
キ

赤
(1
0R

4/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

10
1

N
o1
19

反
転
復
元

外
面
に
赤
色
顔
料

85
1

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
2～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
褐

(7
.5
Y
R
4/
2)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
5

-
黒
髪
式

85
2

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
方
向
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英

良
好

-
-

10
5

-
黒
髪
式

85
3

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
金
雲
母

良
好

-
-

10
5

-
黒
髪
式

85
4

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
1～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
5

-
黒
髪
式

85
5

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
5

-
黒
髪
式

88
1

弥
生

土
器

甕
(黒

髪式
)
口
縁
部

～
胴
部

(3
0.
5)

-
-

-
-

11
.1 ～

-
ナ
デ
､横

方
向
の
ハ
ケ

目
､
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
粗
い

ナ
デ

明
褐
灰

(5
Y
R
7/
2)

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
輝
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

10
6

上
層

反
転
復
元

内
外
全
体
に
ス
ス
付
着

88
2

弥
生

土
器

甕
(黒

髪式
)
口
縁
部

(3
0.
0)

-
-

-
-

4.
9～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
6

上
層

反
転
復
元

口
縁
部
が
薄
く
珍
し
い

88
3

弥
生

土
器

甕(
棺)

(立
岩式

？)
口
縁
部

(4
2.
0)

-
-

-
-

7.
0～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
痕

口
縁
端
部
に

凹
線

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
輝
石

良
好

○
-

10
6

上
層

反
転
復
元

内
外
面
に
黒
斑
口
縁
下
に
突
帯
１

88
4

弥
生

土
器

甕
(黒

髪式
)
口
縁
部

～
胴
部

27
.8

-
-

-
-

21
.6

～
(2
5.
5)

横
ナ
デ
､ハ

ケ
目
後
横

ナ
デ
､ハ

ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ
ケ

目
後
ナ
デ
､
一
部
磨
滅

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

10
6

上
層

一
部
反
転
復
元

外
面
に
ス
ス
有
り

丹
塗
り
の

可
能
性
あ
り

表
(T
ab
)2
9
土
器
観
察
表
(1
1)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

88
5

弥
生

土
器

甕
底
部

-
8.
8

-
-

-
6.
9～

-
ハ
ケ
目

ハ
ケ
目

脚
部

内
面

指
頭
圧
痕
､ナ

デ
に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
3)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

10
6

上
層

脚
部
外
面
横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

88
6

弥
生

土
器

甕
底
部

-
7.
3

-
-

-
8.
0～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕
底
部

内
面
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

縦
方
向
の
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

横
方
向
の
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
6

上
層

外
面
お
よ
び
底
部
内
面
に
ス
ス
付
着

88
7

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
8.
5～

-
横
ナ
デ
､
斜
め

方
向
の
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

淡
橙

(5
Y
R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
褐
色
粒

良
好

-
-

10
6

上
層

89
8

弥
生

土
器

甕
(黒

髪式
)
口
縁
部

～
胴
部

(2
7.
2)

-
-

-
-

16
.8

～
(2
4.
2)

横
ナ
デ
､
ユ
ビ
ナ

デ
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ

ケ
目

口
縁
部
横
ナ

デ
明
赤
褐

(5
Y
R
5/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
砂

粒
､
雲
母

良
好

○
-

10
6

上
層

89
9

弥
生

土
器

把手
付き

特殊
甕

口
縁
部

把
手
付
近

-
-

-
-

-
6.
0

-
ナ
デ

ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
黒
雲
母

良
好

○
-

10
6

S
W
W
1層

地
蔵
原
と
同
じ
把
手
付
き
特
殊
甕
､
ス
ス
付
着
､

器
種
;黒

髪
式
､
弥
生
中
期
後
半

89
10

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
7.
1～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
横
ナ
デ
､
沈
線

黄
褐

(2
.5
Y
5/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

10
6

上
層

89
11

弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
4～

-
磨
滅
に
よ
り
不

明
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

10
6

２
層

口
縁
下
に
突
帯
１

89
12

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
9.
4)

-
-

-
-

11
.6

～
-

ハ
ケ
目
の
ち
横

ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､

縦
方
向
の

ハ
ケ
目
の
ち
横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
6

２
層

反
転
復
元

口
縁
下
に
突
帯
１

90
13

弥
生

土
器

壺
(黒

髪
式
)
口
縁
部

(2
9.
0)

-
-

-
-

9.
0～

-
横
ナ
デ
､
横
方
向
の

ハ
ケ
目

一
部
磨
滅

の
た
め
不
明

横
ナ
デ

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

10
6

上
層

肩
部
に
突
帯
１

90
14

弥
生

土
器

丹
塗

り
壺

胴
部
～

底
部

-
(9
.4
)

-
-

-
22
.1

～
(3
0.
0)

指
頭
圧
後
に
ナ

デ
ミ
ガ
キ
後
に
ナ
デ
､
縦

ハ
ケ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
○

10
6

N
o8

底
部
は
巻
き
紐
成
型
､弥

生
中
期
後
半
､残

存
率
;

40
%

胴
部
に
突
帯
１

90
15

弥
生

土
器

甕
底
部

-
11
.5

-
-

-
14
.8

～
-

ナ
デ

磨
滅
が

著
し
い

縦
方
向
の
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
黒
色
粒

や
や

不
良

-
-

10
6

上
層

一
部
反
転
復
元

一
部
合
成

90
16

弥
生

土
器

甕
？

底
部

-
7.
8

-
-

-
7.
5～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

ナ
デ

縦
方
向
の
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

(5
Y
R
5/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

10
6

上
層

一
部
反
転
復
元

外
面
底
部
に
ス
ス
付
着

外
面
に
赤
色
顔
料

90
17

弥
生

土
器

無
頸 壺

口
縁
部

～
胴
部

9.
9

-
-

-
-

8.
0～

14
.6

横
ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ
ケ

目
後
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕
後

横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
後
穿
孔
､
斜
め
方
向
の

ハ
ケ
目
､
縦
方
向
の
ミ
ガ
キ

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
8)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
赤

褐
色
粒

良
好

○
-

10
6

上
層

一
部
反
転
復
元

91
18

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

31
.7

-
-

-
-

19
.5

-
横
ナ
デ
､
横
・
縦
ハ

ケ
後
横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
横
ナ
デ
､
斜
め
ハ
ケ
後
横

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
､
縦
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)
､
赤

(1
0R

5/
8)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

10
6

N
E､

N
ト
レ
､

ベ
ル
ト
上
層

外
面
胴
部
は
ハ
ケ
目
後
横
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
を
行
っ

て
い
る
可
能
性
あ
り

91
19

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

22
.7

-
-

-
-

13
.4

～
-

横ナ
デ､

横方
向の

ハケ
目後

横ナ
デ､

斜め
ハケ

目､
縦方

向の
ハケ

目後
ナデ

横
ナ
デ
､
斜
め
方
向
の
ハ
ケ
目
､

斜
め
方
向
の
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､

縦
方
向
と
斜
め
方
向
の
ハ
ケ
目

赤
(1
0Ｒ

5/
8)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
砂
粒

良
好

○
○

10
6

上
層

一
部
反
転
復
元

黒
斑

頸
部
､
胴
部
一
部
分
､

赤
色
顔
料

胴
部
一
部

91
20

弥
生

土
器

壺
口
縁
部

(2
7.
0)

-
-

-
-

5.
9～

-
横
方
向
の
ハ
ケ

目
斜
め
方
向
の
ハ
ケ
目

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

10
6

２
層

91
21

弥
生

土
器

甕
(立

岩式
？)

口
縁
部

-
-

-
-

-
8.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
方
向

の
ミ
ガ

キ
ナ
デ

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
8)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
金
雲

母
､
輝
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
○

10
6

上
層

外
面
に
赤
色
顔
料

口
縁
下
に
突
帯
１

91
22

弥
生

土
器

壺
(須

玖
�
併行

？)
口
縁
部

～
胴
部

(2
0.
2)

-
-

-
-

17
.4

～
-

横
ナ
デ
､
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

工
具
に
よ
る
横
ナ
デ
､
縦
方
向

の
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

輝
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
○

10
6

-
反
転
復
元

口
唇
部
に
刻
目
､
頸
部
に
爪
形
､

胴
部
に
刻
目
突
帯
２

92
23

弥
生

土
器

筒
形

器
台

体
部

14
.7

-
-

-
-

49
.7

8.
1

(筒
部
)
横
ナ
デ
､
ナ
デ
､

絞
り
痕
､
工
具
痕

横
ナ
デ
､
縦
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
､
縦
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄 (2
.5
Y
6/
3)

黄
灰

(2
.5
Y
5/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

10
6

K
G
r.

口
縁
部
に
突
帯
１

92
24

弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土
器

胴
部
～

底
部

-
3.
6

-
-

-
3.
2～

-
粗
い
ナ
デ

工
具
痕
有
り

ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､

長
石
､

角
閃

石
､
輝
石
､
砂
粒

良
好

-
-

10
6

一
括

92
25

弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土
器

完
形

6.
8

3.
4

3.
9

-
-

-
-

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ

る
ナ
デ
後
横
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
ナ

デ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

10
6

一
括

底
部
は
ほ
と
ん
ど
黒
斑

93
26

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

23
.0

-
-

-
-

4.
1～

-
ナ
デ

横
ナ
デ
後
暗
文

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
○

10
6

中
､

砂
､

上
層

内
外
に
赤
色
顔
料

内
面
は
口
唇
部
付
近
の
み

塗
布

93
27

弥
生

土
器

高
杯

(須玖
�式

？)
杯
部

(2
6.
0)

-
-

-
-

6.
5～

-
ミ
ガ
キ
､
ナ
デ

ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
唇
部

ナ
デ
後
暗
文

赤
褐

(5
Y
R
4/
8)

赤
褐

(5
Y
R
4/
8)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
金
雲
母
､
輝
石

良
好

-
○

10
6

中
､

砂
､

上
層

口
縁
よ
り
杯
部
に
か
け
て
赤
色
顔
料

93
28

弥
生

土
器

高
杯

(黒
髪
式
)
杯
部

(2
1.
4)

-
-

-
-

7.
2～

-
磨
滅
の
た
め
調

整
不
明

横
ナ
デ
､
ミ
ガ
キ

口
唇
部

横
ナ
デ

暗
赤
褐 (2

.5
Y
R
3/
6)

暗
赤
褐

(5
Y
R
3/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
輝
石
､
砂
粒

良
好

-
○

10
6

中
､

砂
､

上
層

反
転
復
元

全
面
に
赤
色
顔
料
を
塗
布
す
る
が

磨
滅
が
著
し
い

93
29

弥
生

土
器

器
台

(須玖
�式

？)
底
部
､

裾
部

-
(3
2.
8)

7.
1

-
-

-
-

ハ
ケ
目

縦
方
向
の
暗
文
､
横
ナ

デ
明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､
輝

石
､
金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
○

10
6

上
層

外
面
に
赤
色
顔
料

分
析
用
土
器

93
30

弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

(3
0.
0)

9.
0

18
.5

-
-

-
(2
5.
1)

不
明
､
指
頭
圧

痕
横
ナ
デ
､
工
具
痕

黄
(2
.5
Y
8/
6)

浅
黄

(2
.5
Y
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

10
6

L
9､

S
W
上

黒
一
部
反
転
復
元

表
(T
ab
)3
0
土
器
観
察
表
(1
2)
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図
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番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

94
31

弥
生

土
器

台
付 鉢

脚
部

-
(1
5.
2)

-
-

-
8.
8～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

橙
(2
.5
Ｒ
6/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

輝
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
6

上
層

一
部
反
転
復
元

内
外
面
と
も
全
体
的
に
磨
滅

が
見
ら
れ
る

94
32

弥
生

土
器

？
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
3.
0～

-
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

や
や 良

-
-

10
6

-

94
33

弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(1
3.
3)

6.
0

7.
0

-
-

-
14
.5

ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ナ
デ

櫛
目

6
本

単
位

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒

良
好

-
-

10
6

上
層

94
35

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
9.
4)

-
-

-
-

9.
5
(2
8.
0)

横
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
､
横

ナ
デ
､
横
･斜

め
ハ
ケ

横
ナ
デ
､

横
ヘ
ラ
､

縦
方

向
の
暗
文
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
部
横
方
向
の
暗

文
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
○

10
6

SE
カド

Eカ
ベ､

砂下
黒上

､上
層､

K-9
Eカ

ベ
トレ

､LK
9､上

層一
括

赤
色
顔
料
全
面
､
器
種
;須

玖
Ⅱ
式
､
弥
生
中
期

後
半
､
残
存
率
;7
0％

口
縁
部
下
に
突
帯
１

94
36

弥
生

土
器

高
杯

(黒
髪系

？)
杯
部

(2
4.
5)

-
-

-
-

6.
5～

-
横
ナ
デ
､
ミ
ガ

キ
横
ナ
デ
､
縦
方
向
ハ
ケ

目
後
縦
方
向
の
ミ
ガ
キ

口
縁
部
に
暗

文
橙

(2
.5
Y
R
6/
8)

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
6

２
層

反
転
復
元

97
47

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

27
.4

-
-

-
-

10
.3

～
-

横
ナ
デ
､
縦
方
向
の

ハ
ケ
目
の
ち
部
分
的

に
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
強
い
横
ナ
デ
､

ハ
ケ
目
痕
磨
滅

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
金
雲
母
､
砂
粒

良
好

-
-

10
6

下
層

反
転
復
元

97
48

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
8.
0)

-
-

-
-

8.
3～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
工
具
痕

に
ぶ
い
橙 (1
0Y

R
7/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
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好
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に
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生
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器
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髪式
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口
縁
部

～
胴
部

28
.5

-
12
.5

-
-

-
-

横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

縦
方
向
の
ハ
ケ
目
､
横

ナ
デ

暗
灰
黄

(2
.5
Y
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
金
雲

母
､
角
閃
石
､
砂
粒

良
好

-
-

10
6

下
層

97
50

弥
生

土
器

甕
(黒

髪式
)
口
縁
部

(3
8.
2)

-
-

-
-

8.
3～

-
ナ
ナ
メ
方
向
の
ハ
ケ

目
後
ナ
デ
､指

頭
圧
痕

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

金
雲
母
､
石
英
､
長

石
､
砂
粒
､
角
閃
石

良
好

-
-

10
6

下
層

口
縁
下
に
突
帯
１
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生

土
器

甕
底
部

-
10
.7

4.
9

-
-

-
-

ハ
ケ
後
ユ
ビ
ナ

デ
､
指
頭
圧
痕

縦
方
向
の
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
6

下
層

97
52

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(5
3.
2)

-
-

-
-

5.
2～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
工
具
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､
金

雲
母
､
赤
褐
色
粒
､
輝
石

良
好

-
-

10
6

下
層

口
縁
下
に
突
帯
１
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53

弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

40
.2

-
-

-
-

34
.2
(3
7.
2)

横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
､
縦

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
､
突
帯

赤
橙

(1
0R

6/
8)
､

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

灰
(5
Y
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

10
6
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トレ
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､S
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ル
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､N

o1
2､N

o2
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o
22､

No
28､

No
30､

No
31､

No
32､

No
35､

No
38

一
部
反
転
復
元
､
器
種
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髪
式
､
弥
生
中
期
後

半
､
残
存
率
2/
3

頸
部
に
突
帯
１

98
54

弥
生

土
器

甕
脚
部

-
7.
4

-
-

-
4.
7～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ
ケ

目
痕

脚
内

横
ナ

デ
浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙 (1

0Ｙ
R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
6

下
層

脚
内
に
黒
斑

98
55

弥
生

土
器

甕
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髪式
より

少し
前？

)
口
縁
部

～
胴
部

(3
1.
5)

-
-

-
-

23
.2

～
29
.0

横
ナ
デ
､
斜
め
方
向

の
ハ
ケ
目

風
化

横
ナ
デ
､
沈
線
の
凹
み

ミ
ガ
キ
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R7
/3)
､

明
赤
褐
(5
YR

5/
8)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
6

５
・
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層

反
転
復
元

胴
部
に
突
帯
１

98
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弥
生

土
器

甕
脚
部

-
7.
5

-
-

-
9.
4～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
縦
方
向
の
ハ
ケ
目
の
ち

ナ
デ
､
横
ナ
デ

脚
内

横
方
向
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→
右
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ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
6

下
層

脚
部
内
に
黒
斑

99
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弥
生

土
器

甕
胴
部

-
-

-
-

-
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.9

～
33
.4

横
方
向
の
ユ
ビ
ナ

デ
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ

黒
褐

(2
.5
Y
3/
2)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
4/
3)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
砂
粒

良
好

○
-

10
6

下
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を
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磨
滅
が
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ど
い
｡
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用
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部
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生

土
器

壺
口
縁
部
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.8

-
-

-
-

5.
7～
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ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
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デ

口
縁
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部
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デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
黒
褐
色
粒
､赤

褐
色
粒
､
角
閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

10
6

下
層

丹
塗
り
の
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の
残
存
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な
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弥
生

土
器

器
台

脚
部
～

裾
部

(1
2.
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(1
4.
2)
18
.6

-
-

-
-

横
ナ
デ

縦
方
向
の
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
縦

方
向
の
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
横
ナ
デ

橙
(5
Y
R
7/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
6

下
層

一
部
反
転
復
元

99
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弥
生

土
器

器
台

脚
部
～

裾
部

12
.9

18
.7
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.5

-
-

-
-

ハ
ケ
目
､
ナ
デ

ナ
デ
､
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
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.5
Y
R
7/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
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色
粒

良
好

-
-

10
6
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部
反
転
復
元
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生

土
器

手
捏
土
器
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ア
土
器
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形

2.
8

2.
3
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2
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-

-
-
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デ
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デ
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め
痕
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た
だ
の

キ
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赤
色
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料
塗
布

浅
黄

(2
.5
Y
7/
3)

浅
黄

(2
.5
Ｙ
7/
3)

石
英
､
長
石
､
輝

石
､
砂
粒

良
好

-
-

10
6
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層
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0
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弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
9.
8)
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-
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-

4.
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ち
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褐
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R
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石
英
､
長
石
､
角

閃
石
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砂
粒

良
好

-
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10
6

下
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丹
塗
り
の
土
器
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転
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弥
生

土
器

甕
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玖�
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口
縁
部
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横
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によ
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赤
(1
0Y

R
4/
6)

赤
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R
4/
6)

石
英
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石
､角

閃
石
､

金
雲
母
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色
粒
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粒
良
好

-
○

10
6

下
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丹
塗
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土
器
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0
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弥
生

土
器
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-
-
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-

横
ヘ
ラ
ミ
ガ
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縦
ハ
ケ
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ち
横
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斜
め
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ

横
ナ
デ
､
横
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
､
縦
ハ
ケ
後

横
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
､
横
ハ
ケ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
､
横
ハ
ケ
後
縦
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(口

縁
部
)
口
縁
部
横
ハ
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後

縦
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

浅
黄

(2
.5
Y
7/
3)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
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好

-
○
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砂
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E
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黒
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顔
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器
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;須

玖
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存
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弥
生

土
器

甕
(須

玖�
式)

胴
部
～

底
部

-
7.
4

-
-

-
7.
7～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
？

縦
方
向
ミ
ガ
キ
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部
分

的
に
黒
斑
あ
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橙
(5
Y
R
5/
6)

浅
黄
橙 (7
.5
Ｙ
R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
粒
､
輝
石

良
好

○
○

10
6

下
層

外
面
赤
色
顔
料
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2
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0
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生

土
器
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部
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-
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-
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横
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向
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ガ
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褐
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Y
R
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赤
褐
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.5
Y
R
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石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
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良
好
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○
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6

５
・
６
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塗
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土
器

口
縁
部
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黒
色
顔
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0

67
弥
生

土
器
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玖�
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部
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-
-

-
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～
-
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ぼ
り
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､
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工
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デ
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ミ
ガ
キ
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ミ
ガ
キ
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横
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デ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

赤
褐
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Y
R
4/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
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砂
粒
､
輝
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良
好

-
○
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6
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い
｡
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央
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剥
落

表
(T
ab
)3
1
土
器
観
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弥
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土
器

甕
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髪式
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口
縁
部

(5
3.
0)

-
-

-
-

6.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

長
石
､
角
閃
石

良
好

-
-

10
6

最
下
層

反
転
復
元

口
縁
下
に
突
帯
１

10
3

75
弥

生
土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
3～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
穿
孔

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
6

最
下
層

10
3

76
弥

生
土
器

高
杯

口
縁
部

-
-

-
-

-
1.
9～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
角
閃
石
､
赤
褐
色

粒
､
雲
母
､
長
石
､
輝
石

良
好

-
-

10
6

最
下
層

口
縁
端
部
に
ス
ス
付
着

10
3

77
弥

生
土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

橙
(5
Y
R
6/
6)

長
石
､
金
雲
母
､
輝

石
､
石
英
､
砂
粒

良
好

-
-

10
6

最
下
層

10
3

78
弥

生
土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

長
石
､
輝
石
､
角
閃

石
､
石
英
､
砂
粒

良
好

-
-

10
6

最
下
層

10
3

79
弥

生
土
器

高
杯

(黒
髪
式
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
5～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
の
ち

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､長

石
､角

閃
石
､輝

石
､金

雲
母
､赤

褐
色
粒

良
好

-
-

10
6
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下
層

10
3
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弥

生
土
器

甕
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髪
式
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口
縁
部
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5.
3)

-
-

-
-
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5～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､

一
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面

磨
滅

に
ぶ
い
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.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
6
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下
層
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3
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弥

生
土
器

甕
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髪
式
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口
縁
部
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4)

-
-

-
-
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6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
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橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

10
6
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転
復
元
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3
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弥

生
土
器
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形

土
器
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-
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1

-
-

-
6.
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-
ナ
デ

縦
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の
ハ
ケ
目

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
橙 (1
0Y

R
7/
4)

長
石
､
石
英
､
角

閃
石

良
好

○
-

10
6

最
下
層

10
3

83
弥

生
土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
0～

-
横
ナ
デ

ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

10
6

-
分
析
用
土
器

10
3

84
弥
生

土
器

壺
形

土
器

口
縁
部

(1
7.
7)

-
-

-
-

5.
6～

-
横
ナ
デ
,
ハ
ケ
目
の
ち

横
ナ
デ
､
頚
部
に
工
具

に
よ
る
ケ
ズ
リ
痕
あ
り

横
ナ
デ
､
横
方
向
の
磨

き
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

10
6

最
下
層

反
転
復
元

口
縁
端
部
か
ら
頸
部
肩
部
に
か
け

て
縦
方
向
の
暗
文

10
5

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
？

磨
滅
に
よ

り
不
明
瞭

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

10
7

-

10
5

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
2～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

橙
(5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒

良
好

-
-

10
7

-

10
5

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
9～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒

良
好

○
-

10
7

-

10
5

4
弥
生

土
器

壺
？

底
部

-
7.
1

-
-

-
3.
4～

-
縦
及
び
斜
め
方
向
ハ

ケ
目
後
粗
い
ナ
デ

ハ
ケ
目
？

2次
焼
成
後
の
器
面

剥
落
に
よ
り
不
明

底
部
ナ
デ

褐
灰
(1
0Y

R
4/
1)
､
に

ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
4)

褐
灰

(7
.5
Y
R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
黒
褐
色
粒

良
好

○
-

10
7

-
内
外
に
黒
斑

10
5

5
弥
生

土
器

ジョ
ッキ

形土
器

把
手

-
-

-
-

-
3.
8～

-
縦
ナ
デ

縦
ナ
デ
？

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
○

10
7

-
外
面
は
赤
色
顔
料
ら
し
き
付
着
物
有
り

K
-9

G
r.

11
0

1
弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

(3
0.
6)

-
-

-
-

(5
.3
)

～
-

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
縁
部
横
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､長

石
､金

雲
母
､赤

褐
色
粒
､黒

褐
色
粒
､輝

石
良
好

-
○

12
9

-
反
転
復
元

口
縁
部
に
赤
色
顔
料
わ
ず
か
に
残

存
､
弥
生
中
期
後
半
､残

存
率
1/
4以

下

11
0

2
弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

(2
8.
0)

-
-

-
-

(7
.8
5)

～
-

ハ
ケ
目
後
横
ナ

デ
ハ
ケ
目
痕

磨
滅
に
よ
り
や

や
不
明
瞭

口
縁
部
横
ナ
デ

灰
白

(7
.5
Y
R
8/
1)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

12
9

2層
反
転
復
元
､弥

生
中
期

11
0

3
弥
生

土
器

筒
形

器
台

胴
部

-
-

-
-

-
14
.0

～
-

ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ナ
デ

赤
(1
0R

4/
6)

暗
灰
黄

(2
.5
Y
5/
2)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
○

12
9

反
転
復
元

外
面
全
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
､
器

種
;須

玖
式
？
弥
生
中
期
後
半

11
0

4
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

(2
6.
6)

-
-

-
-

(5
.2
)

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
横
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
縁

部
横
ナ
デ

浅
黄
橙

(7
.5
Y
R
8/
6)

に
ぶ
い
橙 (1
0Y

R
7/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､輝

石
､雲

母
良
好

○
-

12
9

-
反
転
復
元

内
面
に
黒
斑
､
弥
生
中
期
後
半
､

残
存
率
1/
4以

下

11
0

5
弥
生

土
器

甕
脚
部

-
7.
2

-
-

-
(7
.7
)

～
-

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

底
部
削
り
出
し
､
ナ
デ

ハ
ケ
目

一
部
磨
滅

橙
(2
.5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
○

12
9

N
o
1
5
､
下

層
一
部
反
転
復
元

内
面
一
部
に
ス
ス
付
着

底
部
一
部

に
黒
斑

外
面
一
部
に
赤
色
顔
料
､残

存
率
1/
4以

上

11
0

6
弥
生

土
器

高
杯

(須
玖
式
)
杯
部

(2
8.
3)

-
-

-
-

6.
3～

-
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ

ナ
デ

赤
(1
0R

4/
6)

赤
(1
0R

4/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
○

12
9

N
o1
1､
O
-9

�
A

一
部
反
転
復
元

口
縁
部
一
部
に
黒
斑

内
面

全
面
外
面
一
部
に
赤
色
顔
料
､
弥
生
中
期
後
半

11
2

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
3～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

橙
(5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
黒
褐
色
砂
粒

や
や 良

-
○

13
5

N
o2

外
面
は
殆
ど
磨
滅

11
2

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

13
5

N
o3

D
-5

11
2

3
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土
器

底
部

-
4.
0

-
-

-
4.
0～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

長
石
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

13
5

2層
外
面
は
風
化

D
-5

11
2

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
8.
8)

-
-

-
-

7.
2～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
横

ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
・
角
閃
石

良
好

-
-

13
5

N
o3

反
転
復
元

D
-5

表
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ab
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2
土
器
観
察
表
(1
4)
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番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

11
2

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
5.
2)

-
-

-
-

7.
7～

-
ハ
ケ
目
､
斜
め
方

向
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕
､

斜
め
方
向
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

角
閃
石
､
金
雲
母
､

赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

13
5

N
o1

反
転
復
元

D
-5

11
4

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
5～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕
？

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
唇

部
横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒

良
好

-
-

10
8

-

11
4

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
6～

-
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
黒
色
粒

良
好

-
-

10
8

-

11
4

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
4.
4)

-
-

-
-

3.
5～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
横
ナ

デ
に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
砂

粒
良
好

-
-

10
8

-
反
転
復
元

11
4

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
2.
7)

-
-

-
-

6.
0～

-
ハ
ケ
目
？
後
ナ

デ
､
横
ナ
デ

ナ
デ

(一
部
磨
滅
)､

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
雲

母
､
黒
色
粒

良
好

-
-

10
8

-
反
転
復
元

11
6

1
弥
生

土
器

高
杯

杯
部
～

脚
部

28
.5

-
-

-
-

21
.1

-
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
､

横
ナ
デ

縦
ハ
ケ
､
縦
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
､
横
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ

黄
橙
(7
.5
Y
R
8/
8)

黄
橙
(7
.5
Y
R
8/
8)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
○

00
8

-
口
縁
部
付
近
に
黒
斑

11
6

2
弥
生

土
器

下
甕

胴
部
～

底
部

-
6.
5

40
.6

-
-

-
32
.8

斜
め
ハ
ケ
､
縦
ハ

ケ
､
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

縦
ハ
ケ
後
横
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
､
縦
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

底
部
外
面

ミ
ガ
キ
調
整
？

明
黄
褐 (2
.5
Y
R
7/
6)

黄
褐

(2
.5
Y
R
5/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

00
8

N
o1
5

底
部
外
面
に
黒
斑

胴
部
に
突
帯
２

11
7

1
弥
生

土
器

甕
ほ
ぼ

完
形

36
.1

(7
.1
)
53
.7

-
-

-
35
.3

多
方
面
の
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

縦
ハ
ケ
､
横
ナ
デ
､
突

帯
底
部

ナ
デ

明
黄
褐 (2

.5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
黄
(2
.5Y

R6
/4)

､
浅
黄

(2
.5
Y7

/3
)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

00
9

-
一
部
反
転
復
元

胴
部
内
面
､
底
部
外
面
に
黒

斑
口
縁
下
に
突
帯
１

11
7

2
弥
生

土
器

壺
胴
部
～

底
部

-
9.
3

53
.4

-
-

-
50
.8

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ

下
半
部
調
整
不
明

指
頭
圧
痕

縦
ハ
ケ
後
横
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
､

縦
ハ
ケ
後
多
方
向
の
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
､
刺
突
帯

底
部

ナ
デ

浅
黄

(2
.5
Y
R
7/
3)

浅
黄

(2
.5
Y
R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

00
9

-
外
面
に
黒
斑
､
内
面
の
胴
下
半
部
か
ら
底
部
に
か
け

て
表
面
が
磨
擦
の
為
調
整
不
明

胴
部
に
突
帯
２

11
9

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
5～

-
不
明

不
明

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

褐
灰

(7
.5
Y
R
6/
1)

石
英
､
長
石

良
好

○
-

03
4

-
残
存
率
1/
8

11
9

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

03
4

-
残
存
率
1/
10
以
下

11
9

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
7～

-
横
ナ
デ

ハ
ケ
後
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英

良
好

-
-

03
4

-
残
存
率
1/
10
以
下

12
0

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
7.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
輝
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

04
5

N
o4

12
0

2
弥
生

土
器

甕
底
部

-
7.
2

-
-

-
6.
0～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
縦
ハ
ケ
目

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

輝
石

良
好

-
-

04
5

N
o1

一
部
反
転
復
元

12
0

3
弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部
～

胴
部
上
半
(2
9.
6)

-
-

-
-

10
.8

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

04
5

No
3､
No

7､
No

10
､N

o1
2､
2層

器
種
;黒

髪
式
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;径

の
2/
5

12
1

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
4～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

や
や 良

-
-

05
6

-

12
1

2
弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
2～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､長

石
､角

閃
石
､輝

石
､金

雲
母
､赤

褐
色
粒

良
好

-
-

05
6

-

12
1

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

05
6

-

12
1

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
9.
8)

-
-

-
-

4.
1～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

05
6

-

12
1

5
弥
生

土
器

甕
底
部

-
(9
.8
)

-
-

-
3.
8～

-
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
金
雲
母

良
好

-
-

05
6

-
反
転
復
元

12
1

6
弥
生

土
器

高
杯

脚
部

-
8.
1

-
-

-
4.
2～

-
横
ナ
デ

縦
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

-
-

05
6

-

12
2

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

06
4

-

12
2

2
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

(2
1.
5)

-
-

-
-

5.
3～

-
風
化
の
た
め
不

明
横
ナ
デ
､
爪
形
､
暗
文

痕
､
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
赤

褐
色
粒

良
好

-
-

06
4

N
o4
､N

o8
､

N
o9

反
転
復
元

12
2

3
弥
生

土
器

甕
？

底
部

-
(1
0.
0)

-
-

-
6.
1～

-
ナ
デ

縦
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ハ

ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

06
4

N
o3

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

12
4

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
4～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

06
9

N
o5

12
4

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
4～

-
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
部
暗
文

赤
(1
0Y

5/
6)

赤
(1
0Y

5/
6)

石
英
､
長
石

良
好

-
○

06
9

-
外
面
に
ミ
ガ
キ
の
棒
で
押
え
た
跡
が
あ
る

表
(T
ab
)3
3
土
器
観
察
表
(1
5)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

12
4

3
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
3～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
輝
石
､
金
雲
母

や
や 良

-
-

06
9

N
o2
5

頸
部
に
貼
付
け
突
帯
１

12
4

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(1
9.
2)

-
-

-
-

8.
4～

-
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

ナ
デ
､
右
下
が
り
ハ
ケ

目
､
左
下
が
り
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

褐
(7
.5
Y
R
4/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

06
9

N
o1

12
4

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
4.
0)

-
-

-
-

8.
1～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
黒
色
粒

良
好

-
-

06
9

N
o2
0

反
転
復
元

12
4

6
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
7.
2)

-
-

-
-

10
.0

～
(2
5.
3)

斜
め
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
､
指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

灰
褐

(7
.5
Y
R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､
輝

石
､
金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

06
9

N
o2

反
転
復
元

12
4

7
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
6.
8～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

磨
滅
の
た
め
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

や
や

不
良

-
-

07
0

-

12
4

8
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
6.
7～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

横
ナ
デ
､
横
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

07
0

N
o1

12
4

9
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
6.
8)

-
-

-
-

4.
1～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

07
0

-
反
転
復
元

09
6

12
6

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
5.
7)

-
-

-
-

3.
8～

-
ハ
ケ
目
後
横
ナ

デ
､
横
ナ
デ

ハ
ケ

目
後

横
ナ

デ
､

(口
縁
部
)横

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
-

09
9

N
o3

12
6

2
弥
生

土
器

甕
底
部

-
7.
2

-
-

-
5.
4～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

脚
部
内
横
方
向
ハ
ケ
目

縦
方
向
ハ
ケ
目
後
横
ナ

デ
橙

(7
.5
Y
R
7/
6)

黒
褐
(2
.5
YR

3/
1)
脚
部

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

7/
4)

石
英
､
角
閃
石

良
好

○
-

09
9

N
o
16

､N
o

23
内
面
に
黒
斑

12
6

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(4
6.
0)

-
-

-
-

4.
7～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
3)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
黒
色
粒

良
好

-
-

09
9

N
o2
4

残
存
率
1/
4以

下
反
転
復
元

頸
部
に
突
帯
１

12
6

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
1.
5)

-
-

-
-

48
.7

48
.3

横
・
斜
め
ハ
ケ
､

ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
・
斜
め
ハ
ケ
､
縦

ハ
ケ
後
横
ナ
デ
､
刻
み
目
突
帯
､

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
○

09
9

N
o
6
､
N
o

14
､N

o2
7

一
部
反
転
復
元
､
外
面
に
ス
ス
､
赤
色
顔
料
塗

布
(内

外
面

赤
褐
色
2.
5Y

R
4/
6)

12
8

1
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

(1
6.
8)

-
-

-
-

21
.5

～
-

横方
向の

ハケ
目､

横方
向の

ハケ
目後

ナデ
､縦

方向
のハ

ケ目
後ナ

デ､
指頭

圧痕

横
ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ
ケ
目

後
横
ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ
ケ

目
磨
滅
が
著
し
い

橙
(5
Y
R
7/
6)

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

12
8

-
反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒
斑

12
8

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
7.
2～

-
ハ
ケ
目

ハ
ケ
目

口
唇
部
横
ナ

デ
灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
金
雲
母
､

砂
粒

良
好

-
-

12
8

-

12
8

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
6～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

ナ
デ

磨
滅
が
著
し
い

橙
(5
Y
R
7/
8)

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

12
8

-
内
面
に
ス
ス
付
着

13
0

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(1
9.
5)

-
-

-
-

5.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

浅
黄
橙
(7
.5
Y
R
8/
4)

石
英
・
角
閃
石

不
良

-
-

14
0

N
o6
6

13
0

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
1.
0)

-
-

-
-

5.
8～

-
不
明

横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
角
閃
石

不
良

-
-

14
0

N
o2
7

13
0

3
弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

22
.0

-
-

-
-

9.
1

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
後
ナ
デ
消
し
､
沈
線

に
ぶ
い
黄 (2
.5
Y
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

14
0

N
o2
5

口
縁
部
に
4～

10
mm

幅
で
板
状
工
具
の
様
な
も
の
で
磨
い
た
痕
跡

あ
り
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;口

縁
の
1/4

胴
部
に
沈
線
１

13
0

4
弥
生

土
器

甕
底
部

-
8.
0

-
-

-
6.
6～

-
ナ
デ

ハ
ケ
目

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

14
0

N
o2

13
0

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
0.
5)

-
-

-
-

8.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石

不
良

-
-

14
0

N
o2
6

口
縁
下
に
突
帯
１

13
0

6
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
0.
0)

-
-

-
-

15
.0

～
-

横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
横
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

○
○

14
0

N
o
16

､N
o

59
内
面
に
赤
色
顔
料
塗
布
､(
裏
面
)指

頭
圧
痕
有
り

口
縁
下
に
突
帯
１

13
1

7
弥
生

土
器

甕
(黒

髪
式
)
口
縁
部

～
胴
部

(2
3.
4)

-
-

-
-

24
.3

-
ハ
ケ
後
ナ
デ

ナ
デ

橙
(2
.5
Y
R
6/
6)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

14
0

N
o3
7､
N
o5
0､

N
o5
1､
3層

ス
ス
あ
り
､
器
種
;黒

髪
式
？
弥
生
中
期
前
～
中
？

残
存
率
1/
4以

下

13
1

8
弥
生

土
器

壺
底
部

-
7.
1

-
-

-
6.
7～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

輝
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
○

14
0

N
o1
､N

o6
外
面
に
赤
色
顔
料

13
1

9
弥
生

土
器

小
型 甕

口
縁
部

(2
2.
4)

-
-

-
-

4.
5～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
砂
粒

良
好

-
-

14
0

-
反
転
復
元
､残

存
率
1/
4以

下
胴
部
に
刻
目
突

帯
１

13
1

10
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

20
.6

-
-

-
-

17
.8

-
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
消
し

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

14
0

弥
生
中
期
､
残
存
率
;口

頸
部
の
1/
4

13
1

11
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

(1
4.
0)

-
-

-
-

5.
0～

-
不
明

不
明

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
角
閃
石

不
良

-
-

14
0

N
o3
6

13
1

12
弥
生

土
器

壺
(黒

髪
式
)
口
縁
部

～
胴
部

22
.4

-
-

-
-

14
.8

26
.1

ナ
デ

縦
ハ
ケ
(頸

部
)､

ナ
デ

(体
部
・
外
部
)

灰
黄

(2
.5
Y
6/
2)

黄
灰

(2
.5
Y
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

14
0

No
5､
No

42
､N

o
43
､N

o5
7､
No

58
内
面
は
ｽｽ
？
黒
斑
？
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;

頸
部
～
肩
部
の
1/
2

頸
部
に
突
帯
１

表
(T
ab
)3
4
土
器
観
察
表
(1
6)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

13
1

13
弥
生

土
器

壺
底
部

-
10
.6

-
-

-
10
.1

-
ナ
デ

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

○
-

14
0

No
60

､N
o1

03
､

No
12
9､

山く
ずし

弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
;底

部
完
存

13
2

14
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

19
.1

6.
9

13
.9

-
-

-
-

ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
縦
ハ
ケ

灰
褐

(7
.5
Y
R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
輝
石

や
や 良

○
-

14
0

N
o1
0､
N
o2
8､

N
o6
7

や
や
口
縁
が
波
打
つ
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存

率
1/
2弱

13
2

15
弥
生

土
器

高
杯

杯
部

(3
1.
4)

-
-

-
-

6.
9～

-
横
ナ
デ
､
横
ミ

ガ
キ

横
ナ
デ
､
横
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

に
ぶ
い
赤
褐

(5
Y
R
4/
4)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
○

14
0

-

13
2

16
弥
生

土
器

鉢
(黒

髪
式
)
全
体

19
.0

8.
0

6.
9

-
-

-
-

ナ
デ
､
工
具
痕

縦
ハ
ケ
､

ハ
ケ
､

(底
部
)ハ

ケ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､雲

母
､
輝
石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

○
-

14
0

N
o3
9

底
部
に
黒
斑
あ
り
､
底
部
に
ス
ス
付
着
､
弥
生

中
期
後
半
､
残
存
率
1/
3

13
2

17
弥
生

土
器

台
付

き
壺

底
部

-
11
.3

-
-

-
10
.5

-
ナ
デ

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

14
0

N
o4
6､
3層

ス
ス
あ
り
､
残
存
率
;台

部
分
の
1/
2強

13
2

18
弥
生

土
器

甕
(須

玖�
式)

口
縁
部

26
.0

-
-

-
-

8.
9

-
ナ
デ

ナ
デ

､
ナ

デ
後

暗
文

(ナ
デ
)(
口
縁
部
)

口
縁
部
ナ
デ

後
暗
文

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
6)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母

良
好

-
○

14
0

N
o6
0

赤
色
顔
料
塗
布
､
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;口

縁
の
1/
2弱

口
縁
部
下
に
突
帯
１

13
4

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
2.
9)

-
-

-
-

(6
.8
)

～
-

横
ナ
デ
､
指
頭

圧
後
に
縦
ナ
デ

ナ
デ
､
横
ナ
デ
､
ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

P
it1
75
7

-
反
転
復
元

13
4

2
弥
生

土
器

甕
胴
部
～

脚
部

-
7.
3

-
-

-
14
.2

～
-

ナ
デ
､
横
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

灰
褐

(7
.5
Y
R
5/
2)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

輝
石
､
金
雲
母
､
砂
粒

良
好

-
-

P
it1
75
7

-

13
4

3
弥
生

土
器

壺
底
部

-
9.
2

-
-

-
3.
4～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

縦
ナ
デ
､
横
ナ
デ
､
指

頭
圧
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

暗
灰
黄

(2
.5
Y
5/
2)

石
英
､
長
石
､
雲

母
､
輝
石

良
好

○
-

P
it1
75
7

-
内
面
に
爪
痕

13
6

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
4～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
ナ
デ

オ
リ
ー
ブ
黒

(7
.5
Y
R
3/
1)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
・
長
石
・
金

雲
母
・
輝
石

良
好

-
-

00
4

N
o1

残
存
率
1/
8､

弥
生
中
期
後
半

13
6

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
0～

-
横
ナ
デ
､
斜
め

方
向
の
ハ
ケ
目

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石

良
好

-
-

00
4

1層
N
o1
3

残
存
率
1/
8､

弥
生
後
期

13
6

3
弥
生

土
器

壺
底
部

-
(1
1.
0)

-
-

-
2.
5～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
・
長
石
・
角

閃
石
・
金
雲
母

良
好

-
-

00
4

A
C
区

N
o

8
残
存
率
1/
4､

弥
生
中
～
､
内
外
面
と
土
器
面
が

や
や
風
化

13
8

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
7.
2)

-
-

-
-

6.
3～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､

長
石
､

角
閃
石
､

金
雲母

､輝
石､

赤褐
色砂

粒
良
好

-
-

01
2

N
o8
2

反
転
復
元

13
8

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
3～

-
不
明

不
明

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

01
2

N
o1
04

13
8

3
弥
生

土
器

甕
底
部

-
7.
3

-
-

-
5.
4～

-
工
具
痕

ハ
ケ

黄
橙
(1
0Y

R
8/
6)

黄
橙

(1
0Y

R
8/
6)

石
英

良
好

-
-

01
2

D
N
o2

13
8

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
0.
8)

-
-

-
-

17
.8

-
調
整
不
明

ハ
ケ
目

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄

(1
0Y
R7
/3)
､

橙
(5
YR

7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

砂
粒
､
小
石
粒
､
石

英
､
角
閃
石
､
長
石

良
好

-
-

01
2

B
N
o1
02

反
転
復
元

外
面
に
ス
ス
､
弥
生
後
期
､
残
存

率
1/
3

13
8

5
弥
生

土
器

鉢
or甕

口
縁
部
～

胴
部
上
半

(2
5.
4)

-
-

-
-

8.
6

-
ハ
ケ
目

(調
整

不
明
)

ハ
ケ
目

(調
整
不
明
)

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
(1

0Y
R7

/4
､

7/3
)､
浅
黄
(1
0Y

R8
/4)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
4､

6/
4)
､
橙
(7
.5
YR

7/
6)

砂
粒
､
小
石
粒
､
角
閃
石
､

長
石
､
石
英
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
○

01
2

B
No

95
､
No

99
､

No
62
､
No

60
Bカ

ベ
メ
ン
２

B5
-2層

反
転
復
元
､
外
面
に
赤
色
顔
料
､
残
存
率
1/
2

13
8

6
弥
生

土
器

壺
底
部

-
(8
.8
)

-
-

-
5.
2～

-
指
オ
サ
エ
､
ハ

ケ
ハ
ケ

黄
橙

(1
0Y

R
8/
6)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

01
2

-

13
8

7
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
5.
4)

-
-

-
-

2.
1～

-
ナ
デ

ナ
デ

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
○

01
2

D
5

両
面
に
丹
塗
り
有
り

13
8

8
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土
器

ほ
ぼ
完
形

6.
6

-
5.
9

-
-

-
-

ナ
デ

不
明
圧
痕

に
ぶ
い
橙

(7
.5
Y
R
7/
3)

灰
黄
褐

(1
0Y

R6
/2
)､

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

6/
4)

砂
粒
､
雲
母
､
角

閃
石
､
石
英

良
好

-
-

01
2

N
o1
4

元
々
完
形
だ
っ
た
が
取
り
上
げ
の
際
欠
損
､
弥

生
中
～
後
期

14
0

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
2.
4)

-
-

-
-

25
.6
(3
1.
4)

ナ
デ

(調
整
不

明
)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

(調
整

不
明
)

口
縁
部

横
ナ
デ

淡
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)
､

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R7

/4)
灰
黄
(2
.5
Y
6/
2)
､

褐
灰
(1
0Y

R
5/
1)

砂
粒
､
小
石
粒
､
長

石
､
石
英
､
雲
母

良
好

○
-

03
3

-
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
､
弥
生
後
期
､残

存
率

1/
8

胴
部
に
突
帯
１

14
0

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

(2
5.
4)

9.
8

36
.5

-
-

-
-

ハ
ケ
の
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
の
後
ナ
デ
､

ナ
デ
､
ハ
ケ
後
ナ
デ
消
し

脚
内
部
横
ナ

デ
褐
灰

(1
0Y

R
6/
1)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
○

03
3

弥
生
後
期
､
残
存
率
1/
2弱

14
1

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

21
.4

-
-

-
-

21
.9

-
斜
め
ハ
ケ
後
ナ

デ
斜
め
ハ
ケ
後
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

長
石
､
石
英
､
輝
石
､

金
雲
母
､
赤
色
粒

良
好

○
-

03
3

一
部
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
､
弥
生
後
期
､

残
存
率
1/
2

14
1

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
1～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

03
3

-

14
1

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

03
3

-

14
1

6
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
9～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

03
3

-

表
(T
ab
)3
5
土
器
観
察
表
(1
7)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

14
1

7
弥
生

土
器

壺
胴
部
～

底
部

-
(8
.6
)

-
-

-
15
.6

-
ハ
ケ
後
ナ
デ

ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石

良
好

○
-

03
3

弥
生
後
期
？
残
存
率
;底

部
1/
2

14
2

8
弥
生

土
器

袋
状
口

縁
壺

口
縁
部

～
頸
部

-
-

-
-

-
5.
1

-
ナ
デ

(調
整
不

明
)

ナ
デ

(調
整
不
明
)

赤
褐
(2
.5
Y4

/6
)､

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R7
/3
)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)
､

赤
褐

(2
.5
Y
4/
6)

砂
粒
､
石
英
､
角

閃
石
､
長
石

良
好

-
-

03
3

C
2層

､
D
2

層
反
転
復
元
､
傾
き
不
確
実
､
弥
生
後
期
(前

葉
)､

残
存
率
1/
2

14
2

9
弥
生

土
器

壺
(長

頸壺
?)
胴
部

-
-

-
-

-
8.
8
(1
9.
1)

調
整
不
明

指
頭
圧
痕

調
整
不
明

ハ
ケ
目

に
ぶ
い
赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
4)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R7
/3)

､
に
ぶ
い
赤
褐
(2
.5Y

R4
/4)

砂
粒
､
角
閃
石
､

長
石
､
石
英

良
好

○
-

03
3

N
o
50

F
w

ベ
ル
ト
2層

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
､
弥
生
後
期
､
残
存

率
1/
3

14
2

10
弥
生

土
器

壺
ほ
ぼ
完
形

17
.4

8.
3

27
.3

-
-

-
-

ナ
デ

縦
ハ
ケ
､
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ
､

頸
部

内
面
斜
め

ハ
ケ

に
ぶ
い
褐

(7
.5
Y
R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

長
石
､
石
英
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

○
○

03
3

赤
彩
で
は
な
い
､
弥
生
中
期
後
半

胴
部
に
突

帯
２

14
2

11
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

12
.9

-
-

-
-

4.
9～

-
横

ナ
デ

､
ハ

ケ
目

後
横

ナ
デ

､
ハ

ケ
目
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

内
外
と
も
に
赤

色
顔
料
塗
布

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
6)

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

-
○

03
3

2C
-2
層
､2
ca
､

2c
b､
D
1層

口
縁
部
完
存
､
内
面
に
赤
色
顔
料
と
考
え
ら
れ

る
が
酸
化
鉄
の
可
能
性
も
あ
り

14
2

12
弥
生

土
器

甕
胴
部

-
-

-
-

-
6.
7～

-
指
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
後
横
ナ

デ
橙

(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

03
3

-
胴
部
に
刻
目
突
帯
１

14
2

13
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
頸
部

(2
4.
1)

-
-

-
-

10
.3

-
調
整
不
明

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目
､
横
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ

デ
､
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

砂
粒
､
小
石
粒
､
石
英
､

長
石
､
角
閃
石
､
雲
母

良
好

-
○

03
3

N
o1
4

反
転
復
元
､
外
面
に
赤
色
顔
料
､
弥
生
中
期
､残

存
率
1/
4

14
2

14
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

15
.4

-
-

-
-

9.
3

-
横

ナ
デ

､
縦

ハ
ケ

後
工
具
に
よ
る
ナ
デ
､

ハ
ケ
目
残
る

ハ
ケ
後
ナ
デ
､

ハ
ケ
(底

部
付

近
)､

体
部
は
ハ
ケ
後
工
具
等

に
よ
る
ナ
デ
消
し
(体

部
)

淡
黄

(2
.5
Y
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

○
-

03
3

N
o
4､

A
､

N
o2
8

弥
生
後
期
？
残
存
率
1/
2

14
2

15
弥
生

土
器

鉢
完
形

10
.6

5.
8

9.
7

-
-

-
-

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

03
3

N
o
3
､

T
8

ベ
ル
ト
�
A

口
縁
や
や
波
状
､
弥
生
後
期
？
残
存
率
3/
4

14
3

16
弥
生

土
器

高
杯

杯
部

30
.6

-
-

-
-

10
.9

-
ハ
ケ
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ
､
ハ
ケ

の
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

03
3

-
口
縁
部
下
に
突
帯
１

14
3

17
弥
生

土
器

甕
(高

杯
？
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

石
英
､
長
石
､
輝

石
良
好

-
○

03
3

-
赤
色
顔
料
(一

片
)

14
6

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

27
.4

-
-

-
-

5.
2～

-
ナ
デ

ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
8)

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

雲
母
､
赤
色
酸
化
粒

良
好

-
-

05
3

N
o1
3

14
6

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
2.
8)

-
-

-
-

5.
1～

-
横

ナ
デ

､
ハ

ケ
目

痕
後
ナ
デ

器
面
風

化
横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
痕

器
面
風
化

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

角
閃
石
､
黒
褐
色

粒
､
砂
粒

良
好

-
-

05
3

N
o2
0

反
転
復
元
､
内
外
の
器
面
が
風
化
し
て
い
る

14
6

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
3.
8)

-
-

-
-

8.
7～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
痕
後

ナ
デ

一
部
磨
滅

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

輝
石
､
金
雲
母
､
黒
色
粒

良
好

-
-

05
3

N
o2
1

反
転
復
元

14
6

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
8～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

05
3

N
o1
7

14
6

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
0.
8)

-
-

-
-

4.
8～

-
ナ
デ
､
左
下
が

り
ハ
ケ
目

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

明
褐

(7
.5
Y
R
5/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
雲

母
､
赤
色
酸
化
粒

良
好

○
-

05
3

N
o1
5

外
面
に
黒
斑

14
6

6
弥
生

土
器

器
台

裾
部

-
(1
5.
6)

-
-

-
8.
2～

-
ナ
デ
､
横
ハ
ケ

目
縦
ハ
ケ
目
､
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

褐
灰

(7
.5
Y
R
5/
1)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､輝

石
､
金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

05
3

N
o6

反
転
復
元

14
6

7
弥
生

土
器

甕
底
部

-
8.
4

-
-

-
4.
3～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

脚
内
風
化
の
た
め
不
明

風
化
の
た
め
不
明

工
具
痕
有
り

橙
(2
.5
Y
R
6/
67
.5

Y
R
7/
6)

橙
(2
.5
Y
R
6/
67
.5

Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

05
3

N
o5

14
6

8
弥
生

土
器

甕
底
部

-
(6
.6
)

-
-

-
3.
4～

-
ナ
デ

粗
い
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
黒

褐
色
粒
､
砂
粒

良
好

-
-

05
3

N
o1
0

反
転
復
元

14
6

9
弥
生

土
器

甕
？

底
部

-
(8
.8
)

-
-

-
5.
5～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
縦
ハ
ケ
目
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

05
3

N
o9

反
転
復
元

14
6

10
弥
生

土
器

高
杯

脚
部

-
17
.9

-
-

-
16
.6

-
ナ
デ
､
横
ハ
ケ

(端
部
)

ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
､
ナ
デ

消
し
(上

部
)

脚
内
ナ
デ
､
絞

り
痕
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
輝
石

良
好

○
-

05
3

N
o1

全
体
的
に
磨
滅
し
て
い
る
､
弥
生
後
期
､
残
存

率
;脚

部
､端

部
3/
4欠

杯
部
下
に
突
帯
１

14
8

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(1
6.
0)

-
-

-
-

3.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
6)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

○
-

07
3

C
-2
層
上

口
縁
部
に
刺
突
痕
が
見
ら
れ
る
が
貫
通
し
て
い

な
い

口
縁
部
に
穿
孔

14
8

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
6～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
横
ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

07
3

N
o2
3

14
8

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
曜
石
？

良
好

-
-

07
3

N
o1
5

14
8

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
1.
1)

-
-

-
-

6.
2～

-
横ナ

デ？
指頭

圧痕
器

面が
荒れ

てい
て不

明瞭
横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

07
3

2層
､炉

上
反
転
復
元

14
8

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
2.
0)

-
-

-
-

-
-

横
ナ
デ
､
ナ
デ

ハ
ケ
目
の
後
ナ
デ

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

に
ぶ
い
赤
橙

(2
.5
Y
R
5/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
○

07
3

N
o2
4

口
縁
部
に
暗
文
､
内
外
と
も
赤
色
顔
料

表
(T
ab
)3
6
土
器
観
察
表
(1
8)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

14
8

6
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
5.
3)

-
-

-
-

18
.4

～
-

指
頭
圧
痕

器
面
が
荒

れ
て
い
て
不
明
瞭

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

07
3

D
-2
層
､ベ

ル
ト

反
転
復
元

内
外
に
黒
斑

頚
部
に
突
帯
１

14
8

7
弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
6～

-
磨
滅
の
た
め
不

明
磨
滅
の
た
め
不
明

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
6)

明
赤
褐

(5
Y
R
5/
6)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

07
3

N
o2
7

14
8

8
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
7.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ

ケ
目
調
整

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
金

雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

07
3

-

14
8

9
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

18
.3

4.
6

17
.5

-
-

-
-

ハ
ケ
の
後
横
ナ

デ
､
横
ハ
ケ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
○

07
3

B-
1層

､B
-2

層
､D

-2
層

赤
色
顔
料
あ
り
､
弥
生
後
期
､
残
存
率
1/
2強

14
8

10
弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

(2
6.
4)

-
-

-
-

11
.6

-
縦

ハ
ケ

(一
部

ナ
デ
消
し
)

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
貼
り
付

け
ナ
デ
､
ハ
ケ
後
ナ
デ
消
し

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
雲
母

良
好

○
-

07
3

残
存
率
1/
4以

下

14
9

11
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
4.
4)

-
-

-
-

33
.5

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
消
し

橙
(5
Y
R
6/
6)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

07
3

N
o4
8

表
面
が
劣
化
し
て
い
る
､
ス
ス
あ
り
､
弥
生
中

～
後
期
､
残
存
率
1/
3弱

14
9

12
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

29
.1

-
-

-
-

33
.9

-
縦
ハ
ケ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

褐
灰

(7
.5
Y
R
4/
2)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
3)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
輝
石

良
好

-
-

07
3

No
34､

No
37､

No
41､

No
43

､N
o4

5､
C-

1
層
､C

-2層
､S

カ
ベ

内
よ
り
外
の
ハ
ケ
の
方
が
細
か
い
､
ス
ス
あ
り
､

弥
生
後
期

14
9

13
弥
生

土
器

器
台

体
部

15
.1

13
.9

18
.3

-
-

-
-

ナ
デ
､
絞
り
痕

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
(単

位
不
明
)､

縦
ハ

ケ
後
ナ
デ
､
ナ
デ
､(
底
部
付
近
)ナ

デ
の
為
か
殆
ど
ハ
ケ
目
は
見
ら
れ
な
い
､

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母

良
好

-
-

07
3

N
o7
､B

-2
層
､

N
ベ
ル
ト
カ
ベ

弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/
2以

上

15
2

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

07
5

N
o2

頸
部
に
突
帯
１

15
2

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
○

07
5

床
面

外
面
に
赤
色
顔
料
､
顔
料
(明

赤
褐

2.
5Y

R
5/
8)

頸
部
に
突
帯
１

15
2

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
3.
8)

-
-

-
-

26
.3

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
痕

風
化
に
よ

り
不
明
瞭

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
金
雲
母
､
黒
色

粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

07
5

N
o3
3

反
転
復
元

内
面
頸
部
に
黒
斑

頸
部
に
刻
目

突
帯
１

15
2

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
5.
4)

-
-

-
-

4.
7～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
横
ナ
デ

横
ナ
デ
痕

風
化
に
よ

り
不
明
瞭

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
色
粒

良
好

○
○

07
5

下
層

反
転
復
元

内
外
面
に
ス
ス
付
着

内
外
面
に

赤
色
顔
料

頸
部
に
突
帯
１

15
2

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
1.
2)

-
-

-
-

12
.1

～
-

指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
横

ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

07
5

N
o3
9

反
転
復
元

15
2

6
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
5.
8)

-
-

-
-

20
.1

26
.0

不
明

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
ハ

ケ
目

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

橙
(5
Y
R
7/
6)
､

黄
橙

(7
.5
Y
R
8/
8)

長
石
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
砂
粒

や
や

不
良

-
-

07
5

N
o
1
､
N
o

34
受
熱
痕
あ
り
､
外
器
面
赤
彩
？

胴
部
に
刻
目

突
帯
１

15
2

7
弥
生

土
器

壺
頸
部
～

胴
部

-
-

-
-

-
12
.4

～
-

磨
滅
の
た
め
不

明
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

07
5

N
o4
0

胴
部
に
貼
付
突
帯
あ
り

外
面
に
突
帯

15
2

8
弥
生

土
器

甕
底
部

-
9.
9

-
-

-
5.
5～

-
横
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

ハ
ケ
目
､
横
ナ
デ
､
指

頭
圧
痕

橙
(2
.5
Y
R
7/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
黒

褐
色
粒

良
好

○
-

07
5

N
o
4
3
､
下

層
外
面
一
部
に
黒
斑

15
3

9
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

26
.9

-
-

-
-

22
.2

27
.8

ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

07
5

No
9､

No
12

､N
o

13
､N

o4
3､
No

45
弥
生
後
期
､
残
存
率
1/
2以

上

15
3

10
弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

-
8.
0

-
-

-
15
.9

～
-

工
具

痕
(ハ

ケ
目
後
ナ
デ
？
)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ナ
デ

風
化
に
よ
り
一
部
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

黒
色
粒
､
石

良
好

○
-

07
5

N
o3
6､
C
-2

層
上

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

15
3

11
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

29
.9

-
-

-
-

29
.8

31
.8

ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
後
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

に
ぶ
い
黄 (2
.5
Y
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
輝
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

07
5

No
6､

No
22

､N
o

30
､W

ﾄﾚ
､A

-1層
ス
ス
あ
り
､
弥
生
後
期
､
残
存
率
1/
2以

上

15
4

12
弥
生

土
器

高
杯
？

口
縁
部

～
脚
部

(1
9.
4)

-
-

-
-

9.
1～

-
ナ
デ

脚
内
に

し
ぼ
り
痕
有
り

ハ
ケ
目
痕
､
横
ナ
デ

器
面
は
風
化
し
て
い
る

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石

良
好

○
-

07
5

N
o4
0､
N
o4
3､

A2
層
下

反
転
復
元

内
外
に
黒
斑

円
盤
充
填
技
法

15
4

13
弥
生

土
器

短
頚 壺

胴
部

上
半

部
､胴

部
下

半
～
底
部

(7
.0
)
(5
.6

～
6.
6)
(8
.8
)

-
-

5.
5～

(1
2.
4)

上
方

向
ナ

デ
､

横
ナ

デ
､

指
頭

圧
痕

後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
色
粒

良
好

○
-

07
5

C
-1

層
､
C
-2

層
､N

o1
8､
一

括
､F
-1
�
層

反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒
斑
､
残
存
率
2/
5､

弥
生
後
期

胴
部
に
突
帯
１

15
4

14
弥
生

土
器

ミ
ニ
チ
ュ

ア
土

器
(鉢

？
)
完
形

3.
0
1.
4？

3.
8

-
-

-
-

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
金
雲
母

良
好

○
-

07
5

-
外
面
に
黒
斑

15
4

15
弥
生

土
器

高
杯

杯
部

21
.7

-
-

-
-

7.
6

-
ナ
デ

ナ
デ
､
横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
黒
褐

(2
.5
Y
3/
1)

黄
灰

(2
.5
Y
5/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
雲
母

良
好

○
-

07
5

N
o3
5

弥
生
中
期
後
半
？
残
存
率
1/
4弱

15
4

16
弥
生

土
器

器
台

体
部

10
.8

-
-

-
-

10
.7

-
横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

07
5

N
o
20

､N
o

38
､W

ト
レ

弥
生
後
期
､
残
存
率
;口

縁
部
3/
4弱

15
7

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
2.
6～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

07
7

3層

15
7

2
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
2～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
-

07
7

3層
頸
部
に
つ
ま
み
出
し
突
帯
１

表
(T
ab
)3
7
土
器
観
察
表
(1
9)



― 462 ―

図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

15
7

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
(7
.8
)

～
-

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
縁

部
横
ナ
デ

橙
(5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙
(5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
赤

褐
色
粒
､
黒
色
粒

良
好

-
-

07
7

N
o2
4

残
存
率
1/
4以

下

15
7

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
3.
0)

-
-

-
-

7.
8～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
横

ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

07
7

N
o
6
､
N
o

11
､N

o1
5

反
転
復
元

口
縁
部
付
近
に
黒
斑

頸
部
に
突

帯
１

15
7

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(1
8.
3)

-
-

-
-

6.
9～

(1
5.
6)

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､

ハ
ケ

目
後
ナ
デ

磨
滅
が
著
し
い

橙
(2
.5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､金

雲
母
､赤

褐
色
粒
､
黒
色
粒

良
好

-
-

07
7

A
2層

反
転
復
元
､外

部
胴
部
表
面
磨
滅

15
7

6
弥
生

土
器

甕
底
部

-
9.
6

-
-

-
7.
5～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

脚
部
内
横
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

○
-

07
7

N
o2
2

一
部
反
転
復
元

内
外
一
部
に
黒
斑

15
7

7
弥
生

土
器

甕
底
部

-
9.
9

-
-

-
5.
9～

-
ハ
ケ
目

脚
部

内
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
方
向
ハ
ケ

目
橙

(7
.5
Y
R
6/
6)

黒
褐

(2
.5
Y
3/
1)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

○
-

07
7

N
o2
1

一
部
反
転
復
元

内
面
に
黒
斑

15
7

8
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
9.
2)

-
-

-
-

(7
.5
)

～
-

ハ
ケ

目
後

ナ
デ

､
指
頭
圧
痕

口
縁
部

横
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ

口
縁
部
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
黒
色
粒
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
-

07
7

N
o4

残
存
率
1/
4以

下
反
転
復
元

15
7

9
弥
生

土
器

甕
or
壺

底
部

-
(1
1.
2)

-
-

-
8.
3～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ナ
デ

橙
(5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
-

07
7

N
o
3
､
N
ト

レ
1層

反
転
復
元

15
7

10
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

(5
.8
)

-
-

-
-

8.
9～

(1
2.
4)

～
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目
後
粗
い
ナ
デ

口
縁
部
横
ナ
デ

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
黒

色
粒
､
砂
粒

良
好

○
-

07
7

C
1層

､C
2層

､
3層

､W
ベ

ル
ト
1層

残
存
率
1/
2以

上
反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒

斑

15
7

11
弥
生

土
器

甕
底
部

-
(1
8.
8)

-
-

-
(8
.1
)

～
-

ナ
デ

脚
部
内
ハ
ケ

目
後

ナ
デ

､
指

頭
圧
痕

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
縁

部
ナ
デ

明
赤
褐
(2
.5
Y
R
5/
6)

赤
灰
(2
.5
Y
R
5/
1)

赤
灰
(2
.5
YR

5/
2)

口
縁
部
赤
褐
(2
.5
YR

4/
6)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母

や
や 良

-
○

07
7

N
o
14

､N
o

16
､N

o2
3

残
存
率
1/
4以

下
､
反
転
復
元

外
面
一
部
に
赤

色
顔
料

15
7

12
弥
生

土
器

短
頸 壺

口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
7～

-
ナ
デ

ナ
デ

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

明
赤
褐
(2
.5
YR

5/
6)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
粒

良
好

-
-

07
7

1層
口
唇
部
に
刻
目

頸
部
に
突
帯
１

15
8

13
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

11
.4

3.
8

5.
7

-
-

-
-

ナ
デ

ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
8)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

07
7

1層
､Ⅰ

8､
N
ﾄﾚ
､�

A
残
存
率
1/
2

15
8

14
弥
生

土
器

小
壺

口
縁
部

～
胴
部

12
.0

-
-

-
-

(7
.6
)

～
(1
3.
0)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕
､
横

ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
色
粒

良
好

○
-

07
7

N
ベ
ル
ト
1

層
残
存
率
1/
2以

上
反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒

斑

15
8

15
弥
生

土
器

ミ
ニ
チ
ュ

ア
土

器
(甕

？
)

底
部

-
(3
.2
)

-
-

-
2.
2～

-
指
頭
圧
痕
､
爪

痕
､
ナ
デ

指
頭
圧
痕
､
爪
痕
､
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
金
雲
母

良
好

-
-

07
7

3A
層

反
転
復
元

15
8

16
弥
生

土
器

器
台

体
部

-
(1
1.
6)

-
-

-
12
.1

-
ナ
デ

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
金
雲
母
､

輝
石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

07
7

A
2層

接
点
は
な
い
が
胴
部
上
半
部
と
下
半
部
は
図
面
上
で
接

合
可
能
､
弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
;脚

部
の
1/
2以

下

16
0

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
2～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ

黄
橙

(1
0Y

R
8/
6)

黄
橙

(1
0Y

R
8/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
○

08
3

-
口
縁
部
上
面
に
赤
色
顔
料
？

16
0

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
5～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
金
雲
母
､

黒
色
粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

08
3

-

16
0

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
0.
5)

-
-

-
-

6.
9～

-
横
ナ
デ
､
横
ハ
ケ

目
後
横
･縦

ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
6/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
黒
褐

色
粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

08
3

N
o
3
3
､

T
層

反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒
斑
・
ス
ス
付
着

16
0

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

26
.7

-
-

-
-

20
.7

27
.1

横
ナ
デ
､

横
ハ
ケ
後

横
ナ
デ
､
横
･縦

ハ
ケ

横
ナ
デ
､
斜
め
ハ
ケ
後

横
ナ
デ
､
斜
め
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
5/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
-

-
08
3

08
3

一
部
S
O
08
4の

上
層
出
土
土
器

一
部
反
転
復

元
内
外
面
に
ス
ス
付
着

16
0

5
弥
生

土
器

？
底
部

-
3.
3

-
-

-
1.
8～

-
指
ナ
デ

指
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

08
3

N
W

一
部
反
転
復
元
､
手
づ
く
ね

16
0

6
弥
生

土
器

甕
底
部

8.
3

-
-

-
-

6.
2～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
黒

褐
色
粒

良
好

○
-

08
3

N
o2
4

脚
内
面
に
一
部
に
黒
斑

16
2

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

29
.8

-
-

-
-

34
.4

30
.3

調
整
不
明
､
ハ
ケ

目
､
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
横
ナ
デ

ハ
ケ
目
､
ハ
ケ
目
後
横

ナ
デ
､
ナ
デ
､
横
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R6
/4
)､

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R7
/4
)､

暗
褐
色
(1
0Y

R
3/
3)

砂
粒
､
角
閃
石
､
石

英
､
長
石
､
小
石
粒

良
好

-
-

09
0

No
42
､
No

52
､

No
12
1､

B-
1層

内
外
面
に
ス
ス
付
着
､
残
存
率
2/
3

16
2

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

24
.8

-
-

-
-

17
.8

26
.3

ナ
デ

縦
ハ
ケ

所
々
ナ
デ

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
4)

長
石
､
石
英
､
雲
母
､

角
閃
石
､
輝
石

良
好

-
-

09
0

N
o4
8

一
部
反
転
復
元
､
弥
生
後
半
､
残
存
率
1/
2以

上

16
2

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
4.
0)

-
-

-
-

5.
7～

-
ナ
デ
､
横
方
向

の
ハ
ケ
目

ナ
デ

磨
滅
に
よ
り
調

整
不
明

橙
(5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

-
-

09
0

N
o1
1

16
2

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
砂

粒
､
黒
褐
色
粒

良
好

-
-

09
0

-
口
縁
下
に
突
帯

16
2

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

29
.6

-
-

-
-

13
.9

-
斜
め
方
向
の
ナ
デ
､

横
ハ
ケ
､斜

め
ハ
ケ

斜
め
方
向
の
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
､

斜
め
ハ
ケ
(下

部
に
何
ら
か
の

工
具
痕
ら
し
き
も
の
あ
り
)

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

長
石
､
石
英
､
金

雲
母

良
好

○
-

09
0

N
o8

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
､
弥
生
後
期
､
残
存

率
1/
4以

下

16
3

6
弥
生

土
器

甕
棺

胴
部
突

帯
部

-
-

-
-

-
16
.9

-
ナ
デ
､
ハ
ケ
後

ナ
デ

縦
ハ
ケ
､
突
帯
二
重
刻

目
文

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

長
石
､
石
英
､
金

雲
母
､
角
閃
石

良
好

○
-

09
0

弥
生
中
期
後
半

胴
部
に
刻
目
突
帯
･突

帯
各
１

表
(T
ab
)3
8
土
器
観
察
表
(2
0)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

16
3

7
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
7.
7)

-
-

-
-

6.
5～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ

デ
灰
褐

(7
.5
Y
R
6/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
砂
粒
､
黒
色
粒

良
好

○
-

09
0

N
o1
4

反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

16
3

8
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

10
.0

-
-

-
-

15
.1

17
.7

ハ
ケ
後
ナ
デ

(ハ
ケ
の
工
具
残
る
)

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
2)

長
石
､
石
英
､
角

閃
石
､
金
黒
雲
母

良
好

-
-

09
0

反
転
復
元
､
弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
1/
2弱

16
3

9
弥
生

土
器

樽
形

土
器

口
縁
部

-
-

-
-

-
5.
8～

-
横
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

09
0

-

16
3

10
弥
生

土
器

高
杯

脚
部

-
19
.1

-
-

-
17
.3

-
ナ
デ
､
絞
り
痕

縦
ハ
ケ
､

横
ナ
デ
(頚

部
)

杯
部
内
面

工
具
に
よ
る
ナ
デ

外
面
横
ナ
デ

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

長
石
､
石
英
､
雲
母
､

輝
石
､
角
閃
石

良
好

-
-

09
0

No
60
､
No

10
3､

No
12
8､

山く
ずし

円
盤
充
填
技
法
､
弥
生
後
期
､
残
存
率
1/
2未

満
杯
部
下
に
突
帯
１

16
3

11
弥
生

土
器

脚
付 鉢

鉢
部
～

脚
部

(2
3.
6)
(1
7.
1)
(2
0.
6)

-
-

-
-

ハ
ケ
目
､
横
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕
､
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
ハ

ケ
目
､
横
ナ
デ
､
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

砂
粒
､
小
石
粒
､
石
英
､

長
石
､
角
閃
石
､
雲
母

良
好

○
○

09
0

N
o
64

､N
o

10
4

一
部
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑

外
面
に
赤
色

顔
料
､
弥
生
中
期
後
半
～
後
期
､
残
存
率
3/
4

16
4

12
弥
生

土
器
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口
縁
部

～
底
部

20
.0

(9
.7
)
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-

-
32
.9

28
.5

ナ
デ
､
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頭
圧
痕
､

工
具
痕
､
横
ナ
デ
､

ハ
ケ
目
､
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
､
横
ナ
デ
､
ハ

ケ
目

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

明
黄
褐
(1
0Y

R
6/
6)

砂
粒
､
角
閃
石
､

石
英
､
長
石

良
好

○
○
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0
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71
､
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74
､
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下

貼
付
文
､
残
存
率
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3

胴
部
に
刻
目
突
帯
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､

鉤
状
突
帯
１

16
7

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

(2
8.
5)

8.
2

23
.4

-
-

-
(2
6.
1)

横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

赤
橙

(1
0R

6/
8)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

11
8

上
層
､

1層
､

M
-8
W
Nカ

ド
一
部
反
転
復
元
､
底
部
の
穿
孔
は
焼
成
後
に
施

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
､
残
存
率
;6
5％

16
7

2
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(2
0.
3)
(6
.9
)
14
.3

-
-

-
(1
8.
8)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
､
ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
輝
石
､
雲
母

良
好

○
-

11
8

-
一
部
反
転
復
元

外
面
底
部
に
黒
斑

16
7

3
弥
生

土
器

ミ
ニ

チ
ュ

ア土
器(

鉢)
口
縁
部

～
底
部

(1
0.
5)

-
7.
95

-
-

-
(1
1.
1)

ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

底
部

ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
黒
色
粒
､
黒
褐

色
粒
､
砂
粒

良
好

○
-

11
8

-
反
転
復
元

残
存
率
1/
4以

上
内
外
面
底
部
に

黒
斑

16
7

4
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

15
.7

6.
2

12
.2

-
-

-
16
.6

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

指
頭
圧
痕
､

ハ
ケ
目

部
分
的
に
磨
滅

底
部
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
7/
4)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
黒

褐
色
粒
､
砂
粒

良
好

-
-

11
8

-
内
部
に
ス
ス
付
着

16
7

5
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(1
8.
0)
(7
.2
)
13
.6

-
-

-
(1
8.
6)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ナ
デ

底
部
ナ
デ

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

輝
石
､
雲
母

良
好

○
-

11
8

-
外
面
底
部
付
近
に
黒
斑

16
8

6
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
5.
7)

-
-

-
-

18
.0

～
-

横
方
向
の
ハ
ケ
目

後
ナ
デ
､
縦
方
向

の
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

橙
(5
Y
R
7/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

11
8

-
反
転
復
元

外
面
に
ス
ス
付
着

胴
部
に
刻
目

突
帯
１

16
8

7
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
0.
7)

-
-

-
-

14
.8

～
-

ハ
ケ
目
､
ナ
デ

ハ
ケ
目

口
唇
部
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､

長
石
､角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

11
8

上
層
､

上
層
W

反
転
復
元

外
面
胴
部
に
黒
斑
､
カ
ギ
の
手
貼

付
頸
部
に
カ
ギ
の
手
状
貼
付
け
文
様

16
9

8
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

27
.1

-
-

-
-

24
.1

26
.1

横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

褐
灰

(5
Y
R
4/
1)
､

赤
橙

(1
0R

6/
8)
､

に
ぶ
い
赤
褐
(1
0R

6/
8)

黄
橙
(7
.5
YR

8/
8)
､

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

11
8

No
12
､
No

03
3､

上
層
､

上
層
W
､

2層
残
存
率
1/
2

16
9

9
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
9.
4)

-
16
.6

-
-

-
(3
0.
0)

横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
､
縦
､

斜
め
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R
6/3
)､

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)
､

黒
(1
0Y
R
2/
1)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

11
8

上
層
､

下
層

残
存
率
1/
3

16
9

10
弥
生

土
器

壺
ほ
ぼ

完
形

(1
5.
2)
(8
.4
)
19
.5

-
-

-
20
.4

横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
､

縦
ハ
ケ
､
ナ
デ
､
縦
・
斜
め
ハ
ケ

目
後
斜
め
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

11
8

上
層

､
下

層
､

カ
ー
ド
ナ
シ

一
部
反
転
復
元

16
9

11
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
底
部

(9
.1
)
6.
7

19
.5

-
-

-
17
.1

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ
､
指

頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
橙

(5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
輝
石
､
雲
母

や
や 良

○
○

11
8

-
外
面
一
部
に
黒
斑

外
面
口
縁
?胴

部
に
赤
色
顔

料

17
0

12
弥
生

土
器

高
杯

杯
部
～

脚
部

(2
6.
3)
(1
7.
6)
22
.5

-
-

-
-

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
､

(脚
内
)横

ハ
ケ
､

絞
り
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
斜
め
ハ
ケ
､

縦
ハ
ケ

脚
部
内
横
ハ
ケ
､

絞
り
痕
､
ナ
デ

黄
橙

(1
0Y

R
8/
6)

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

11
8

上
層

一
部
反
転
復
元
､残

存
率
;3
/4

杯
部
口
縁
下
に
突

帯
１

17
0

13
弥
生

土
器

高
杯

杯
部
～

脚
部

(3
0.
0)

-
-

-
-

23
.0

-
斜
め
ハ
ケ
､
時
計

回
り
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ハ
ケ
目

横
ナ
デ
､
斜
め
ミ
ガ
キ
､

縦
ハ
ケ
､
突
帯

脚
部
内
ナ
デ
､
横
ハ

ケ
､
絞
り
痕
､
指
頭

圧
痕

赤
橙

(1
0R

6/
8)
､

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

11
8

上
層
､
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層
､
2

層
ベ
ル
ト

反
転
復
元
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縁
～
杯
部
)､

残
存
率
3/
5

杯
部

口
縁
下
に
突
帯
１

17
1

14
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
3.
8)

-
-

-
-

5.
7～

-
左
上
り
方
向
の
ハ
ケ
目
後

ナ
デ

口
縁
部
ハ
ケ
目
？

磨
滅
に
よ
り
不
明

横
ナ
デ
､
縦
方
向
の
ハ

ケ
目
痕

口
縁
部
磨
滅

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

や
や 良

-
-

11
8

-
反
転
復
元

頸
部
に
突
帯
１

17
1

15
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

26
.8

-
-

-
-

22
.9

27
.2

横
ナ
デ
､横

ハ
ケ
､

斜
め
ハ
ケ
､縦

ハ
ケ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
､
ナ

デ
褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)
､

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

に
ぶ
い
褐
(7
.5Y

R6
/3)
､

橙
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.5
YR

7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

11
8

N
o1

1～
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､
1層

､
2層

､
上
層
､
下
層

反
転
復
元

17
1

16
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
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0)

-
-

-
-

9.
6～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

口
縁

部
横
方
向
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ハ
ケ
目

に
ぶ
い
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.5
Y
R
7/
4)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
黒
色
粒
､
黒

褐
色
粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

11
8

-
反
転
復
元

17
1

17
弥
生

土
器

高
杯
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部
～

脚
部

-
-

-
-

-
9.
5～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目
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デ

橙
(5
Y
R
7/
8)

橙
(5
Y
R
7/
8)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

11
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-
残
存
部
1/
2

外
面
一
部
に
黒
斑

17
1

18
弥
生

土
器

器
台
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0)
(1
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4)
18
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-
-

-
-

横
ナ
デ
､
斜
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､
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頭
圧
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縦
・
横
ハ
ケ
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､
縦
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デ

横
ナ
デ
､
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デ
､
縦
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斜
め
ハ
ケ
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Y
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4)

橙
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Y
7/
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石
英
､
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石
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角

閃
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良
好
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-
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､
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復
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が
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弥
生

土
器

器
台

口
縁
部

～
胴
部
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.0

-
-

-
-

16
.7

～
-

ハ
ケ
目
､
指
頭

圧
痕

縦
方
向
の
ハ
ケ
目
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指

頭
圧
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､
横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
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6)

に
ぶ
い
黄
橙
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0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
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､
角

閃
石
､
金
雲
母
､

赤
茶
褐
色
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良
好

○
-
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-
一
部
反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒
斑
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号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

17
4

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
0.
0)

-
-

-
-

6.
5～

-
横
ナ
デ
､
縦
方
向

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
方
向
ハ
ケ

目
後
横
ナ
デ

赤
褐

(5
Y
R
4/
6)

明
赤
褐
(5
YR

5/
6)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母
､
赤

褐
色
粒

良
好

-
○

12
6

ト
レ

反
転
復
元

内
外
に
赤
色
顔
料

頸
部
に
突
帯
１

17
4

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
5.
1～

-
横
ナ
デ
､
横
方
向
ハ
ケ

目
後
横
ナ
デ
､
横
方
向

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

12
6

S
E

17
4

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
6.
2)

-
-

-
-

(8
.1
)

～
-

横
ナ
デ
､
横
及
び

斜
め
方
向
ハ
ケ
目

横
ナ
デ
､

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

磨
滅
に
よ
り
一
部
不
明
瞭

に
ぶ
い
褐
(7
.5
YR

5/
3)

に
ぶ
い
橙
(7
.5
YR

7/
4)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
砂
粒

良
好

○
-

12
6

N
o7

反
転
復
元

口
縁
部
に
黒
斑

17
4

4
弥
生

土
器

器
台

脚
部

-
(9
.6
)

-
-

-
(4
.8
)

～
-

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

脚
部
内
ナ
デ
痕

器
面
磨
滅

ハ
ケ
目
､
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (2
.5
Y
R
6/
4)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母
､

黒
色
粒

良
好

○
-

12
6

ト
レ

反
転
復
元

17
4

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
5.
2)

-
-

-
-

8.
0～

-
横ナ

デ､
横方

向ハ
ケ目

後
ナデ

､
横方

向ハ
ケ目

後斜
め方

向ハ
ケ目

後ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
？

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
黒
色
粒

良
好

-
-

12
6

N
o8

反
転
復
元

内
外
に
ス
ス
付
着

17
4

6
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

(9
.0
)

-
-

-
-

6.
4～

-
横
ナ
デ
､
横
方

向
ハ
ケ
目

横
ミ
ガ
キ
､
横
ナ
デ
､

縦
方
向
ハ
ケ
目

磨
滅

の
た
め
一
部
不
明

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
6)

石
英
､
黒
色
粒

良
好

-
○

12
6

ト
レ

反
転
復
元

内
外
に
赤
色
顔
料

17
4

7
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
1.
0)

-
-

-
-

(5
.9
5)

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
及
び
斜
め

ハ
ケ
目

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

に
ぶ
い
橙
(5
YR

7/
3)

橙
(5
YR

7/
6)

石
英
､
長
石
､
金
雲

母
､
黒
色
粒
､
砂
粒

良
好

○
-

12
6

N
o2

内
外
に
黒
斑

17
6

1
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

(2
0.
0)

-
-

-
-

18
.7

～
-

横
ナ
デ
､
縦
方
向

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
方
向
ハ
ケ

目
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
○

13
0

上
2層

反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒
斑

外
面
に
赤
色

顔
料
､弥

生
後
期

17
6

2
弥
生

土
器

台
付 鉢

口
縁
部

～
胴
部

16
.0

-
-

-
-

10
.0

～
-

ハ
ケ
目

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

オ
リ
ー
ブ
黒

(7
.5
Y
2/
2)

石
英
､

長
石
､
角

閃
石
､

金
雲
母
､

赤
褐
色
粒

良
好

○
-

13
0

N
o7
､
N
o1
3､

ベ
ル
ト
､
上

2層
一
部
反
転
復
元

内
面
全
面
外
面
一
部
に
黒
斑
､

弥
生
後
期
？

17
6

3
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア土
器

(高
杯)

脚
部

-
-

-
-

-
3.
0～

-
ナ
デ

工
具
に
よ
る
縦
方
向
ナ

デ
､
指
頭
圧
痕

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母
､
赤

褐
色
粒

良
好

-
-

13
0

上
1層

一
部
反
転
復
元
､弥

生
中
～
後
期
？

17
6

4
弥
生

土
器

高
杯

脚
部

-
(2
0.
5)

-
-

-
8.
3～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

横
ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
工

具
に
よ
る
沈
線
､
横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

13
0

一
部
反
転
復
元

裾
部
に
黒
斑
､弥

生
中
～
後
期

17
6

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

(3
4.
6)

8.
8

40
.3

-
-

-
(3
7.
8)

横
ナ
デ

縦
ハ
ケ
､
横
ナ
デ
､
ナ

デ
(底

部
)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)
､

黄
橙
(7
.5
Y
R
8/
8)
､

に
ぶ
い
黄
褐
(1
0Y

R5
/3
)

灰
黄
褐
(1
0Y
R
5/
2)
､

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

13
0

残
存
率
1/
3

17
9

1
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

(1
5.
3)

-
-

-
-

8.
3～

-
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

13
6

-
残
存
率
1/
6

17
9

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(4
.6
)

-
-

-
-

2.
2～

-
ナ
デ
､
指
オ
サ

エ
ナ
デ
､
指
オ
サ
エ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石

や
や

不
良

-
-

13
6

-

17
9

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
-

-
横
ナ
デ

ハ
ケ
､
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
雲
母

不
良

-
-

13
6

一
括

17
9

4
弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

-
9.
6

-
-

-
18
.6

-
ナ
デ
(上

部
に
一
部

斜
め
ハ
ケ
薄
く
残
る
)
縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
後
ナ
デ
消
し

脚
台
内
指
頭

圧
痕
､
ナ
デ

橙
(2
.5
Y
R
6/
8)

橙
(2
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
金
雲
母
､
輝
石

や
や

不
良

-
-

13
6

弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
;大

部
分
完
存

17
9

5
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(1
5.
0)
(7
.0
)

-
-

-
7.
5～

-
不
明

不
明

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
2)

石
英
､
角
閃
石

不
良

○
-

13
6

-
残
存
率
1/
4

18
1

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
8～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

13
9

-

18
1

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
9.
0)

-
-

-
-

2.
7～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

13
9

N
o1

18
1

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
4.
2)

-
-

-
-

8.
1～

-
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､

斜
め
方
向
の
ハ
ケ
目

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
ハ

ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

13
9

-
反
転
復
元

18
1

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

32
.2

-
-

-
-

11
.8

-
横
ハ
ケ
､
縦
ハ

ケ
縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
後
ナ
デ
消
し

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
金
雲
母
､
輝
石

良
好

○
-

13
9

N
o5
～
7

ス
ス
あ
り
､
弥
生
後
期
､
残
存
率
;口

縁
の
1/
2弱

頸
部
に
突
帯
１

18
1

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

(3
0.
5)

-
33
.6

-
-

-
29
.4

横
ナ
デ
､
ナ
デ
､

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

明
黄
褐
(5
Y
R
5/
8)
､

オ
リ
ー
ブ
黒
(5
Y
3/
1)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

13
9

N
o1

残
存
率
3/
5

18
2

6
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア土
器

(鉢
)

口
縁
部

(4
.0
)

-
-

-
-

3.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

13
9

-

18
2

7
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

12
.6

5.
6

7.
2

-
-

-
-

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
黒
・
金
雲
母
､

輝
石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

○
-

13
9

N
o
3､

N
o

4
籾
圧
痕
､
部
分
的
に
赤
色
顔
料
残
存
､
弥
生
中

～
後
期
､
残
存
率
1/
2強

18
2

8
弥
生

土
器

高
杯

杯
底
部
～

脚
上
部

-
-

-
-

-
8.
4

-
(杯

)ナ
デ
､
指
頭
圧
痕
､

(脚
)ナ

デ
､
絞
り
痕

ハ
ケ
後
ナ
デ

脚
部
内
ナ
デ
､

絞
り
痕

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

褐
灰

(1
0Y

R
6/
1)

石
英
､

長
石
､

角
閃

石
､

黒
・
金
雲
母
､

赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

13
9

N
o5

弥
生
中
～
後
期
､
残
存
率
;頸

部
の
1/
2強

表
(T
ab
)4
0
土
器
観
察
表
(2
2)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

18
3

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
8.
2)

-
-

-
-

18
.5
(3
0.
2)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
､
ナ
デ
､
横
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
8/
2)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

03
6

No
1､

No
2､

No
3､

No
4

赤
彩
か
？
残
存
率
1/
4

18
4

1
弥
生

土
器

甕
底
部

-
9.
6

-
-

-
6.
3～

-
ハ
ケ
目
､
横
ナ

デ
ハ
ケ
目
､
横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
黄 (2
.5
Y
6/
3)

石
英
､
角
閃
石
､

褐
色
粒

良
好

-
-

06
7

黒
色

�
A

一
部
反
転
復
元

高
台
内
面
に
ス
リ
ッ
プ
ら
し

き
跡
有
り

18
4

2
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(1
1.
2)

-
-

-
-

4.
8～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

06
7

上
層

､
2

層

18
4

3
弥
生

土
器

台付
鉢

(注
口有

り)
口
縁
部

～
底
部

(6
.8
)

-
-

-
-

8.
7～

-
横
ナ
デ
､
指
押
さ
え
ナ

デ
磨
滅
が
著
し
い

横
ナ
デ
､
縦
方
向
ハ
ケ

目
磨
滅
が
著
し
い

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
色
粒

良
好

-
-

06
7

3層
､

G
-8

黒
色
�
A

反
転
復
元

胴
部
に
穿
孔
(お

そ
ら
く
注
口
が
つ

く
)

18
4

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
9.
4)

-
-

-
-

25
.7
(3
1.
3)

横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
横
ナ
デ
､
斜

め
ハ
ケ
､
タ
タ
キ
後
斜
め
ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R6
/3
)､

に
ぶ
い
橙
(5
YR

6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R7
/4
)､

浅
黄
橙
(7
.5
YR

8/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
輝
石
赤

褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
7

反
転
復
元

頸
部
に
突
帯
１

18
6

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
8.
6)

-
-

-
-

19
.3

～
(2
6.
7)

横
･斜

め
方
向
ハ
ケ
目
､

横
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

横
･斜

め
方
向
ハ
ケ
目

後
横
ナ
デ
消
し

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
輝
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

08
5

N
o
1
0
､

N
o1
1

反
転
復
元

18
6

2
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

(1
9.
8)

-
-

-
-

10
.3

～
-

横
ナ
デ
､
ナ
デ
､

ハ
ケ
目
痕

刻
目
､
横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
､
横
ハ

ケ
後
ナ
デ
､
鉤
状
突
帯
､
顔
料
痕

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
4)

明
赤
褐
(5
YR

5/
6)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
4)

明
赤
褐
(5
YR

5/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

08
5

反
転
復
元

胴
部
に
鉤
状
突
帯
１

18
7

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
8.
1)

-
-

-
-

10
.2

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
角
閃
石
､
金

雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

10
9

N
o4
1～

43
一
部
反
転
復
元

内
外
に
黒
斑

18
7

2
弥
生

土
器

甕
口
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目

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

13
8

N
o3

19
4

13
弥
生

土
器

甕
底
部

-
9.
2

-
-

-
4.
6～

-
磨
滅
に
よ
り
不
明

脚
部
内
横
ナ
デ

縦
方
向
ハ
ケ
目
､
横
ナ

デ
に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

黒
色
粒

良
好

-
-

13
8

N
o2
1

一
部
反
転
復
元

19
6

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

29
.8

-
-

-
-

4.
2～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

明
黄
褐

(5
Y
R
5/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
-

04
6

C
-5

19
6

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
3～

-
不
明

不
明

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

不
良

-
-

04
6

C
-5

19
6

3
弥
生

土
器

甕
底
部

-
9.
1

-
-

-
5.
9～

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ

脚
内
部
ナ
デ

橙
(5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

04
6

C
-5

19
6

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

28
.3

-
-

-
-

15
.1

27
.8

縦
ハ
ケ

縦
ハ

ケ
､

ヘ
ラ

ナ
デ

(下
部
)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

に
ぶ
い
黄
褐

(1
0Y

R
5/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

04
6

-
内
外
面
ス
ス
付
着
､
弥
生
後
期
､
残
存
率
1/
2未

満

19
6

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(3
2.
0)

-
-

-
-

20
.8

31
.4

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
横
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

04
6

-
弥
生
後
期
､
残
存
率
;口

縁
1/
3

19
6

6
弥
生

土
器

器
台

体
部

13
.8

-
-

-
-

13
.7

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
､
ハ

ケ
目
後
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
雲

母
､
茶
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

04
6

-
籾
の
圧
痕
あ
り
､
弥
生
後
期
､
残
存
率
1/
3

19
6

7
弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

-
-

-
-

-
4.
0～

-
縦
ハ
ケ
目
後
横

ナ
デ
､
横
ナ
デ

縦
ハ
ケ
目
､
横
ナ
デ

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
○

04
6

C
-5

内
外
に
赤
色
顔
料

19
7

8
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

(1
6.
8)

-
-

-
-

12
.0

-
ナ
デ
､
横
ナ
デ
､

工
具
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ
､
工
具

ナ
デ

橙
(5
Y
R
7/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

04
6

-
弥
生
中
～
後
期

19
7

9
弥
生

土
器

壺
胴
部
～

底
部

-
(9
.1
)

-
-

-
22
.6

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
､
工
具
痕

ハ
ケ
目
､
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
(7
.5Y

R7
/4)
､

橙
(7
.5
YR

6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
雲
母
､
輝
石

良
好

○
-

04
6

-
丹
塗
り
の
可
能
性
あ
り
､弥

生
後
期
？
残
存
率
1/
2

19
9

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(1
6.
0)

-
-

-
-

8.
2～

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ
､
ハ

ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

08
8

N
o1
0

反
転
復
元

内
外
面
に
ス
ス
付
着

19
9

2
弥
生

土
器

壺
胴
部

-
-

-
-

-
16
.9

～
(1
7.
8)

指
頭
圧
痕
､
指
圧

後
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

ハ
ケ
目
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
赤
褐

(5
Y
R
4/
6)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

○
○

08
8

内
全
面
及
び
外
面
一
部
に
黒
斑

外
面
一
部
に

赤
色
顔
料

19
9

3
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

26
.4

-
-

-
-

18
.7

27
.4

ナ
デ
､
横
ナ
デ

縦
､
斜
め
ハ
ケ
､
横
ナ

デ
口
縁
部

横
ナ
デ

橙
(2
.5
Y
R
7/
8)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

08
8

一
部
反
転
復
元

外
面
に
黒
斑
､
残
存
率
3/
4

表
(T
ab
)4
2
土
器
観
察
表
(2
4)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

19
9

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
底
部

(2
7.
3)

9.
8

31
.6

-
-

-
(2
5.
9)

工
具
に
よ
る
縦

ナ
デ
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

底
部
内
面

指
に
よ
る
調
整

明
赤
褐
(5
Y
R
5/
8)
､

浅
黄
(2
.5
Y
8/
3)
､

暗
灰
黄
(2
.5
Y
7/
3)

浅
黄

(2
.5
Y
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

08
8

N
o2
9､

N
o4
2､

N
o4
9､

N
o5
5､

N
o5
7､

N
o5
9､

N
o6
1～

63
､
N
o7
9､

N
o8
5､

N
o8
9､

N
o9
0､

N
o9
2､

N
o9
6～

99
､

上
層

一
部
反
転
復
元

内
面
に
指
頭
圧
痕

外
面
に

黒
斑
､
残
存
率
3/
4

20
0

5
弥
生

土
器

甕
？

胴
部

-
-

-
-

-
21
.0

～
(3
2.
5)

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

暗
褐
灰 (7

.5
Y
R
7/
2)

石
英
､
長
石
､
角
閃

石
､
黒
色
粒
､
黒
褐

色
粒
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

08
8

N
o2

､
N
o7

､
N
o3
2～

35
残
存
率
1/
2

反
転
復
元

内
外
一
部
に
ス
ス
付

着
胴
部
に
刻
目
突
帯
１

20
0

6
弥
生

土
器

甕
胴
部

-
(1
3.
6)

-
-

-
31
.7
(3
0.
3)

工
具
に
よ
る
ナ

デ
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
横

ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

灰
(N

4
/)
､
暗

灰
(N
3/
)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

○
-

08
8

N
o2
1､

N
o3
0､

N
o3
8､

N
o4
3､

N
o4
5､

N
o4
7､

N
o4
8､

N
o5
0～

54
､

N
o6
0､

N
o6
1､

N
o6
7､

N
o6
9､

N
o9
1､

N
o9
4､

N
o1
02
､

傾
き
不
確
実
､
残
存
率
1/
4

20
4

1
弥
生

土
器

甕
底
部

-
7.
3

-
-

-
8.
1～

-
ナ
デ

縦
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

黒
褐

(1
0Y

R
3/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

12
1

N
o1

一
部
反
転
復
元

内
面
に
黒
斑

20
6

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
7.
1～

-
横
ナ
デ
､
縦
ハ

ケ
目

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
褐
色
粒

良
好

-
-

09
1

C
3一

括

20
6

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
5.
0)

-
-

-
-

4.
9～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
雲

母
､
黒
色
粒

良
好

-
-

09
1

d1
反
転
復
元

20
6

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
2.
8)

-
-

-
-

5.
5～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
工
具
に
よ
る

横
ナ
デ
､
ナ
デ

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
8)

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
5/
8)

石
英
､
長
石

良
好

-
○

09
1

d-
3､

e-
3

反
転
復
元

内
外
に
赤
色
顔
料

20
6

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(4
2.
4)

-
-

-
-

5.
3～

-
横
ナ
デ
､
強
い
横

ナ
デ
､
横
ハ
ケ
目

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

09
1

f-
2

反
転
復
元

20
6

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
6.
1)

-
-

-
-

11
.0

～
(2
4.
6)

斜
め
方
向
ハ
ケ

目
､
横
ナ
デ

斜
め
方
向
ハ
ケ
目
､
横

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

09
1

e4
､
e5
､
84
､

E6
�
A下

層
反
転
復
元

口
縁
部
に
黒
斑

20
6

6
弥
生

土
器

甕
胴
部

-
-

-
-

-
3.
9～

-
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ナ
デ
､
ナ
デ

後
刻
目
突
帯

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

09
1

ベ
ル
ト

外
面
に
刻
目
突
帯
１

20
6

7
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(3
1.
0)

-
-

-
-

5.
3～

-
横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

09
1

d-
5

反
転
復
元

20
6

8
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

18
.4

-
-

-
-

16
.6

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

浅
黄
橙
(7
.5
Y
R
8/
4)

橙
(5
Y
R
7/
4)

橙
(5
Y
R
7/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
褐
色
粒

良
好

○
-

09
1

g-
2､

f-2
､

ベ
ルト

､E
-5
�
層

反
転
復
元

外
面
頸
部
付
近
に
黒
斑

20
6

9
弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

-
7.
4

-
-

-
24
.6

-
ナ
デ

縦
ハ
ケ
､
横
ナ
デ
､
ナ

デ
底
部
内
面

横
ナ
デ

橙
(7
.5
Y
R
7/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英

良
好

-
-

09
1

e3
､
e4

､
ベ
ル
ト

一
部
反
転
復
元

内
外
面
に
ス
ス
付
着

20
7

10
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

(2
2)

-
-

-
-

13
.6

-
ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
､
横
ナ
デ

斜
め
ハ
ケ
､
横
ナ
デ
､

突
帯
､

口
縁
部

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y
R7
/4)
､

橙
(5
YR

7/
6)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R7
/3
)､

橙
(5
YR

7/
6)

微
細
～
小
石
粒
､

石
英

良
好

-
-

09
1

f-
1､

f-
2､

g-
2､

ベ
ル
ト

反
転
復
元

口
縁
部
下
・
胴
部
に
突
帯
各
１

20
7

11
弥
生

土
器

小
型
壺

口
縁
部

～
胴
部

(1
1.
7)

-
-

-
-

8.
1～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
輝

石
､
黒
色
粒

良
好

-
○

09
1

d-
2

反
転
復
元

内
外
面
に
赤
色
顔
料

20
7

12
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

(1
6.
8)

-
-

-
-

8.
6～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ

o
rヘ

ラ
ナ
デ

一
部
器
面
剥
落

横
ナ
デ
､
ナ
デ
後
縦
ミ

ガ
キ

口
縁
端
部
凹

線
状
横
ナ
デ

明
褐

(7
.5
Y
R
5/
6)

明
褐
(7
.5
Y
R
5/
6)

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
○

09
1

d-
5一

括
反
転
復
元

内
外
面
に
赤
色
顔
料

刻
目

頸
部
付
近
に
鉤
状
刻
目
突
帯

20
7

13
弥
生

土
器

甕
胴
部
～

底
部

-
(7
.4
)

-
-

-
7.
3～

-
ハ
ケ
目
後
粗
い

ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
長
石
､
輝

石
､
黒
色
粒

良
好

○
-

09
1

f-
2､

e-
2

反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒
斑

外
面
に
赤
色

顔
料

20
7

14
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

(2
4.
2)

-
-

-
-

5.
7～

-
粗
い
ハ
ケ
目
痕

磨
滅
の
た
め
一

部
不
明

横
ナ
デ
､
強
い
横
ナ
デ

磨
滅
の
た
め
一
部
不
明

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
-

09
1

e3
､
f3

反
転
復
元

20
7

15
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(1
1.
6)

-
13
.6

-
-

-
-

横
ナ
デ
､
斜
め

ハ
ケ
目
､
押
さ

え
ナ
デ
､
ナ
デ

横
ナ
デ
後
穿
孔
､

横
ハ
ケ

目
､
縦
ハ
ケ
目
､
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母
､
黒
色
粒

良
好

○
-

09
1

e5
反
転
復
元

外
面
底
部
に
黒
斑

口
縁
部
に
穿

孔
２
孔
１
対

20
7

16
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
胴
部

22
.4

-
-

-
-

15
.8

-
横
ハ
ケ
後
ナ
デ
､

斜
め
ハ
ケ
後
ナ

デ
､
指
頭
圧
痕

横
ナ
デ
､
縦
ハ
ケ
後
横

ナ
デ

に
ぶ
い
橙
(7
.5Y

R7
/4)
､

浅
黄
橙

(7
.5
YR

8/
6)

に
ぶ
い
橙
(7
.5Y

R7
/4)
､

浅
黄
橙
(7
.5
YR

8/
6)

長
石
､
角
閃
石

良
好

-
-

09
1

e2
､e

3､
e4

､ベ
ル
ト
､L
-4
一
括

一
部
反
転
復
元

20
7

17
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

16
.0

-
8.
4

～
-

-
-

-
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

後
ナ
デ

ナ
デ
､
左
下
が
り
ハ
ケ

目
橙

(7
.5
Y
R
7/
6)

褐
灰

(1
0Y

R
4/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
○

09
1

A
-6

外
面
に
赤
色
顔
料

20
7

18
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

(1
9.
8)

-
-

-
-

6.
3～

-
横
ナ
デ

縦
･斜

め
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
褐
色
粒

良
好

-
-

09
1

f4
反
転
復
元

20
8

19
弥
生

土
器

高
杯

口
縁
部

(2
6.
4)

-
-

-
-

4.
0～

-
横
ナ
デ

横
ナ
デ

磨
滅
の
た
め

一
部
不
明

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
8)

石
英
､
長
石

良
好

-
○

09
1

e
3､

ベ
ル

ト
反
転
復
元

内
外
面
に
赤
色
顔
料

20
8

20
弥
生

土
器

高
杯

杯
部

-
-

-
-

-
4.
2～

-
ナ
デ

脚
部
内

削
り
出
し
､
指

頭
圧
痕

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

磨
滅

に
よ
り
一
部
不
明

赤
橙

(1
0R

5/
6)

赤
(1
0Y

R
5/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

-
○

09
1

f-
8

内
外
面
に
赤
色
顔
料

20
8

21
弥
生

土
器

器
台

体
部
下
半

-
12
.3

-
-

-
14
.3

-
斜
め
ハ
ケ
後
ナ
デ
､

斜
め
ハ
ケ
後
ナ
デ
､

横
ナ
デ

縦
ハ
ケ
後
ナ
デ
､
斜
め

ハ
ケ
､
斜
め
ハ
ケ
後
横

ナ
デ
､
横
ナ
デ

黄
橙

(5
Y
R
7/
6)
､

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R7
/4)

淡
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)
､

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
角
閃
石

良
好

-
-

09
1

e-
3､

ベ
ル
ト
､

E6
､

�
A下

層
一
部
反
転
復
元

表
(T
ab
)4
3
土
器
観
察
表
(2
5)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

20
8

22
弥
生

土
器

器
台

底
部

-
(9
.5
)

-
-

-
7.
0～

-
横
ナ
デ
､
ナ
デ
､

工
具
痕
？

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕
､
工

具
痕
？

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

-
-

09
1

b-
1

反
転
復
元

21
1

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(1
8.
4)

-
-

-
-

(7
.2
)

～
-

指
オ
サ
エ

指
オ
サ
エ
後
横
ナ
デ
､(
口

唇
部
)刻

み
目
､突

帯
浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
3)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

○
-

P
it1
66
8

�
A
､

N
o

2
残
存
率
1/
6弱

口
唇
部
・
口
縁
下
部
に
刻
目
突

帯
各
１

21
1

2
弥
生

土
器

壺
胴
部
～

底
部

-
(7
.4
)

-
-

-
18
.1

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
､
工
具
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

○
-

P
it1
66
8

B-
3�

Ap
it1
66
8

pit
16
68
No

2
弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
1/
2

24
8

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
6.
4)

-
-

-
-

15
.1

～
-

指
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

07
1

N
o1

反
転
復
元

24
8

2
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
7.
9～

-
ナ
デ
､
ハ
ケ
目

後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
橙

(5
Y
R
7/
6)

淡
赤
橙 (2

.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
輝

石
､
黒
色
粒

や
や 良

-
-

71

27
8

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
6.
2)

-
-

-
-

6.
2

～
-

ナ
デ
？
､
横
ハ

ケ
？

突
帯
は
ナ
デ
(中

央
部
ミ
ガ

キ
)､
ナ
デ
､ミ

ガ
キ
後
暗
文

口
唇
部
に
刻

目
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

黄
橙
(1
0Y

R
8/
6)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
○

I区
G
r.

N
延
ト
レ

反
転
復
元
､丹

塗
り

27
8

2
弥
生

土
器

筒
形

器
台

頭
部

-
-

-
-

-
-

(5
.8
)
横
ナ
デ

ミ
ガ
キ
後
に
横
ナ
デ
､

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
6/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

-
○

U
G
r.

-
外
面
に
赤
色
顔
料
､
丹
塗
り

27
8

3
弥
生

土
器

蓋
縁
辺
部

-
-

-
-

-
1.
5

～
-

横
ナ
デ

縦
方
向
の
ミ
ガ
キ

赤
褐
(2
.5
Y
R
4/
8)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英

良
好

-
○

(0
94
)

そ
の

他
(3

A
層
)

反
転
復
元
､
外
面
に
赤
色
顔
料

27
8

4
弥
生

土
器

高
坏

口
縁
部

(1
8.
0)

-
-

-
-

5.
1

～
-

ナ
デ
､
ミ
ガ
キ

ナ
デ
､
ミ
ガ
キ

口
縁
部
縦
ミ
ガ

キ
後
に
暗
文

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石

良
好

-
○

K
-8

G
r.

�
･A

･B
反
転
復
元

27
8

5
弥
生

土
器

器
台

脚
部

-
-

-
-

-
-

-
横
ナ
デ
？

縦
ミ
ガ
キ
？

赤
褐
(2
.5
Y
R
4/
6)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石

良
好

-
○

B
-5

G
r.

�
A

27
8

6
弥
生

土
器

器
台

脚
部

-
-

-
-

-
-

-
横
ハ
ケ
？

ミ
ガ
キ
後
に
ナ
デ
？
ナ

デ
赤
褐
(2
.5
Y
R
4/
8)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石

良
好

-
○

B
-4

G
r.

�
A
上

27
8

7
弥
生

土
器

袋
状

口
縁
壺

口
縁
部

6.
5

-
-

-
-

8.
4

～
-

横
ナ
デ
､
指
押

さ
え
､
指
押
さ

え
後
ナ
デ
or
ヘ

ラ
ナ
デ
､
し
ぼ

り
痕

雑
な
横
ハ
ケ
､
雑
な
横

ナ
デ
､
縦
ハ
ケ

赤
褐
(2
.5
Y
R
4/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

○
○

G
-7

G
r.

�
層

一
部
反
転
復
元

内
外
面
に
黒
斑

外
面
口
縁

部
に
赤
色
顔
料

27
8

8
弥
生

土
器

壺
(須

玖
�
式
？
)
胴
部
～

底
部

7.
6

-
-

-
14
.3

-
ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
目
後
ミ
ガ
キ
､
底

部
)ナ

デ
､
指
頭
圧
痕

浅
黄
橙
(1
0Y
R
8/
4)
､

赤
(1
0R

4/
6)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､長

石
､角

閃
石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
○

06
8

N
o1
4

赤
色
顔
料
塗
布
､
胎
土
は
白
っ
ぽ
い
(肌

色
)､

弥
生
中
期
後
半
､
残
存
率
;底

完
存

27
8

9
弥
生

土
器

袋
状

口
縁
壺

口
縁
部

(9
.7
)

-
-

-
-

(2
.9
)

～
-

ナ
デ
､
強
い
ナ

デ
ミ
ガ
キ

赤
(1
0Y

R
4/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

長
石
､
角
閃
石
､

雲
母
､
輝
石

良
好

-
○

B
-3

G
r.

-
反
転
復
元

27
9

10
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

～
底
部

(1
7.
8)
(1
1.
6)

-
-

-
22
.5

～
-

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
(口

縁
部
)横

ナ
デ
､
穿
孔

口
唇
部
に
穿

孔
橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
金
雲
母
､

砂
粒

良
好

○
-

P
-9

G
r.

(12
9～

13
1?
)

�
A

27
9

11
弥
生

土
器

器
台

口
縁
部

～
底
部

(1
0.
0)
(1
0.
6)
14
.6

-
-

-
-

横
ナ
デ
､
横
方
向

の
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､縦

方
向
の
ハ
ケ
目
後
横

ナ
デ
､縦

方
向
の
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､角

閃
石
､金

雲
母
､赤

褐
色
粒

良
好

-
-

10
8

住
､

包
含

層
一
部
反
転
復
元

外
面
一
部
に
ス
ス
付
着
､
残

存
率
3/
4

27
9

12
弥
生

土
器

無
頚
壺

口
縁
部

(8
.4
)

-
-

-
-

3.
2

～
-

ミ
ガ
キ
､
指
頭
圧
痕
､

指
頭
圧
後
に
ナ
デ

ナ
デ
､
ミ
ガ
キ
､
指
頭

圧
後
に
ミ
ガ
キ

橙
(2
.5
Y
R
6/
6)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
-

B
-3

G
r.

�
A

反
転
復
元

27
9

13
弥
生

土
器

短頸
複合

口縁
壺

口
縁
部

(1
7.
0)

-
-

-
-

4.
6

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母

良
好

○
-

D
-6

G
r.

N
半

�
層

反
転
復
元
､
残
存
率
;口

縁
径
の
1/
6程

度

27
9

14
弥
生

土
器

長
頸
壺

口
縁
部

～
胴
部
？

-
-

-
-

-
4.
8

～
-

横
ナ
デ

横
ナ
デ

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

浅
黄
橙 (7

.5
Y
R
8/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

-
-

U
-8

G
r.

�
区

､
遺

構
確
認
面

27
9

15
弥
生

土
器

樽
形

土
器

口
縁
部

-
-

-
-

-
8.
4

～
-

ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
色
砂
粒

良
好

○
-

C
-5

G
r.

�
A
層

27
9

16
弥
生

土
器

無
頚
壺

口
縁
部

(1
0.
6)

-
-

-
-

8.
8

～
(1
6.
4)

ナ
デ
､
縦
ナ
デ

ナ
デ
､
ハ
ケ
､(
口
唇
部
)

横
ナ
デ

口
縁
部
に
穿

孔
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
雲
母

良
好

○
-

K
-9

G
r.

E
ト
レ

反
転
復
元

27
9

17
弥
生

土
器

ジ
ョ
ッ
キ

形土
器？

底
部

-
-

-
-

-
4.
1

～
-

縦
ナ
デ
､
指
頭

圧
痕

指
頭
圧
痕
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

褐
灰
(1
0Y

R
6/
1)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
-

K
-9

G
r.

�
A
層

27
9

18
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部
～

胴
部
下
半

(1
5.
3)

-
-

-
-

5.
5

～
(1
7.
6)

不
明

不
明

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
砂
粒

や
や 良

○
-

C
-5

G
r.

�
A
上

反
転
復
元

27
9

19
弥
生

土
器

壺
口
縁
部

(1
5.
2)

-
-

-
-

4.
5

～
-

横
ナ
デ
？

ナ
デ
､
強
い
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

B
-3

G
r.

-
反
転
復
元

27
9

20
弥
生

土
器

甕
底
部

-
8.
2

-
-

-
(7
.3
)

～
-

ナ
デ
､
指
頭
圧

痕
ハ
ケ
目
痕

明
黄
褐
(1
0Y

R
7/
6)

灰
黄
(2
.5
Y
7/
2)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
黒
褐
色
粒

良
好

○
-

07
4

3･
B
層

反
転
復
元

外
面
一
部
に
黒
斑

表
(T
ab
)4
4
土
器
観
察
表
(2
6)



― 469 ―

図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

27
9

21
弥
生

土
器

無
頚
壺

口
縁
部

(1
1.
4)

-
-

-
-

6.
5

～
(1
8.
1)

ナ
デ
､
指
頭
圧

後
に
ナ
デ

ナ
デ
､
ハ
ケ
後
に
ナ
デ
､

ハ
ケ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
-

K
-8

G
r.

�
A
層

反
転
復
元

28
0

22
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

(1
0.
0)
(5
.8
)
4.
7

-
-

-
-

ハ
ケ
目
後
ナ
デ
､

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

C
-4

G
r.

�
A
下

反
転
復
元

28
0

23
弥
生

土
器

碗
(小

型
)
口
縁
部

～
底
部

(9
.0
)
(4
.7
)
(6
.2
)

-
-

6.
0

9.
2

指
オ
サ
エ
後
横

ナ
デ

横
ナ
デ
､
ミ
ガ
キ

口
縁
部
に
穿

孔
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石

良
好

○
-

G
-7

G
r.

-
反
転
復
元
､
底
部
内
外
に
黒
斑
､
残
存
率
1/
4弱

28
0

24
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土器

(甕
)
口
縁
部

(6
.5
)

-
-

-
-

4.
3

～
(8
.3
)
口
縁
部
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

ナ
デ
､
指
頭
圧
後
ナ
デ
､

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
長
石

良
好

○
-

K
-9

G
r.

�
A
･B

反
転
復
元

28
0

25
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

(1
1.
4)

-
-

-
-

7.
0

～
-

ナ
デ

ナ
デ

灰
褐
(7
.5
Y
R
5/
3)

灰
褐
(7
.5
Y
R
5/
2)

石
英
､
長
石
､
金

雲
母

良
好

○
-

04
1

-

28
0

26
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土器

(鉢
？)

底
部

(3
.2
)

-
-

-
-

3.
0

～
-

指
頭
圧
後
に
ナ

デ
､
指
頭
圧
痕

縦
ナ
デ
､
ナ
デ

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
輝

石
良
好

-
-

C
-5

G
r.

�
A
層

反
転
復
元

28
0

27
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土器

(壺
)
底
部

-
3.
4

-
-

-
1.
9

～
-

指
頭
圧
痕

指
頭
圧
後
に
ナ
デ
､
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
雲

母
良
好

-
-

U
G
r.

-

28
0

28
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土器

(鉢
)
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
3

～
-

指
頭
圧
痕
､(
口
唇

部
)指

頭
圧
後
ナ
デ

指
頭
圧
後
ナ
デ
､
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

黄
灰
(2
.5
Y
5/
7)

暗
黄
灰
(2
.5
Y
5/
2)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

K
-8

G
r.

�
A

28
0

29
弥
生

土
器

甕
脚
部

(5
.4
)

-
-

-
-

3.
8

～
-

不
明

不
明

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

に
ぶ
い
褐 (7
.5
Y
R
5/
3)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

B
-3

G
r.

�
A

反
転
復
元
､二

次
焼
成
を
受
け
る
？

28
0

30
弥
生

土
器

ジ
ョ
ッ
キ

形土
器？

把
手
？

-
-

-
-

-
-

-
ナ
デ
？

ナ
デ
？

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

C
-4

G
r.

�
A

28
0

31
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土器

(ジ
ョッ

キ形
土器

)？
把
手

-
-

-
-

-
-

-
指
頭
圧
痕

ナ
デ
？

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石

良
好

-
-

C
-6

G
r.

�
A

28
0

32
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土器

(甕
)？

底
部

-
3.
7

-
-

-
4.
1

～
-

ハ
ケ
目

脚
部

内
ナ
デ
､ハ

ケ
目

縦
ハ
ケ
目
､
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

06
8

-
外
面
に
黒
斑

29
0

36
弥
生

土
器

不
明

土
製
品

-
-

-
2.
1

-
-

-
-

-
指
頭
圧
痕

上
部
に
穿
孔

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

-
石
英
､
長
石

良
好

-
-

B
-5

G
r.

�
A

残
存
率
10
0%

29
0

37
弥
生

土
器

脚
付

土
器

脚
部

-
-

-
-

-
4.
3

～
-

-
指
頭
圧
痕
､
ナ
デ

淡
黄
(2
.5
Y
8/
3)

-
石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
輝
石

良
好

○
-

U
G
r.

-

29
3

1
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
3.
9

～
-

横
ナ
デ

横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

-
-

05
0

N
o6

29
3

2
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
8.
6)

-
-

-
-

4.
6

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

横
ハ
ケ
､
ハ
ケ
目
後
横

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

金
雲
母

良
好

-
-

05
0

N
o1
7

反
転
復
元

29
3

3
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
6.
2)

-
-

-
-

9.
5

～
-

横
ナ
デ
､
斜
め

ハ
ケ
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (5
Y
R
6/
4)

石
英
､
雲
母
､
角

閃
石
､
長
石

良
好

○
-

05
0

N
o1
8

口
縁
部
に
黒
斑
､
胎
土
が
緻
密
､
残
存
率
1/
4以

下
､
弥
生
後
期

29
3

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
4.
8)

-
-

-
-

14
.3
(1
5.
0)

ハ
ケ
目
､
横
ナ

デ
ハ
ケ
目
､
横
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

05
0

N
o2
0

弥
生
後
期
､
残
存
率
1/
4

29
3

5
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
10
.7

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
粗
い
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
3)

に
ぶ
い
橙
(7
.5Y

R7
/3)
､

褐
灰
(7
.5
Y
R
5/
1)

石
英
､長

石
､黒

褐
色

粒
､赤

褐
色
粒
､砂

粒
良
好

-
-

05
0

N
o3

29
3

6
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

～
胴
部

(2
5.
8)

-
-

-
-

17
.8
(2
6.
2)

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
､

ハ
ケ
目
後
横
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
､
ハ

ケ
目
後
横
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
(5
YR

7/
4)
､

浅
黄
橙
(1
0Y

R
8/
4)

浅
黄
橙
(1
0Y
R
7/
4)
､

に
ぶ
い
黄
橙
(1
0Y

R7
/4)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
砂
粒

良
好

-
-

05
0

N
o
11

､N
o

13
､
N
o1
9

残
存
率
1/
4

29
3

7
弥
生

土
器

鉢
口
縁
部

～
胴
部

(1
7.
8)

-
-

-
-

7.
1

～
-

横
ナ
デ
､
ハ
ケ

目
後
ナ
デ

横
ナ
デ
､
ハ
ケ
目
後
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(7
.

5Y
R
6/
4)

石
英

良
好

-
-

05
0

砂
層

反
転
復
元

29
5

4
弥
生

土
器

甕
口
縁
部

(2
5.
6)

-
-

-
-

3.
8

～
-

横
ナ
デ

横
ナ
デ

灰
黄
褐

(1
0Y

R
4/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
7/
3)

石
英
､長

石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

良
好

○
-

05
1

2層
外
面
一
部
に
黒
斑
お
よ
び
ス
ス

29
5

5
弥
生

土
器

ミニ
チュ

ア
土器

(甕
)
口
縁
部

～
胴
部

(5
.1
)

-
-

-
-

5.
1

～
6.
0

ハ
ケ
目
､
指
頭

圧
痕

縦
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

灰
白

(1
0Y

R
8/
2)

オ
リ
ー
ブ
黒

(5
Y
3/
1)

石
英
､
長
石
､
角

閃
石
､
金
雲
母

良
好

○
-

05
1

E
-6

反
転
復
元
､
内
外
に
黒
斑

29
5

6
弥
生

土
器

壺
？

胴
部

-
-

-
-

-
10
.7

～
(5
2.
0)

磨
滅
の
た
め
不

明
横
ナ
デ
､
ナ
デ

外
面
に
突
帯

1
浅
黄
橙

(7
.5
Y
R

8/
4)

浅
黄
橙

(1
0Y

R
8/
4)

石
英
､長

石
､
角
閃
石
､

金
雲
母
､
赤
褐
色
粒

や
や 良

-
-

05
1

底
面

反
転
復
元

表
(T
ab
)4
5
土
器
観
察
表
(2
7)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

21
2

1
中
世

土
師
器

灯
明
皿

完
形

8.
5

5.
8

1.
2

-
-

-
-

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
切
り

離
し

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

角
閃
石
､
雲
母
､

微
細
砂
粒
､
石
英

良
好

-
-

01
3

N
o1
1

美
濃
口
編
年
6期

？

21
2

2
中
世

土
師
器

灯
明
皿

ほ
ぼ
完
形

8.
8

6.
3

1.
6

-
-

-
-

ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
離
し
後
､
板

状
圧
痕
､
回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

(7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙

(7
.5
Y
R
6/
4)

雲
母
､
角
閃
石
､

赤
褐
色
砂
粒
､
微

細
砂
粒

良
好

-
-

01
3

N
o5

美
濃
口
編
年
6期

？

21
2

3
中
世

土
師
器

鉢
口
縁
部

～
底
部

14
.9

8.
8

3.
5

-
-

-
-

ナ
デ
､
回
転
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
切
り

離
し

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

角
閃
石
､
雲
母
､

微
細
砂
粒
､
石
英

良
好

-
-

01
3

N
o3

美
濃
口
編
年
5,
6？

残
存
率
一
部
欠
損

21
2

4
中
世

土
師
器

灯
明
皿

口
縁
部

～
底
部

(1
5)

(9
.7
)
2.
7

-
-

-
-

回
転
横
ナ
デ

回
転
横
ナ
デ
､
ヘ
ラ
切

り
離
し

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

角
閃
石
､
雲
母
､

微
細
砂
粒
､
石
英

良
好

-
-

01
3

N
o8

美
濃
口
編
年
6期

？
残
存
率
1/
4

21
2

5
中
世

土
師
器

灯
明
皿

口
縁
部

～
底
部

8.
3

6
1.
2

-
-

-
-

回
転
ナ
デ

不
明
､
回
転
ナ
デ
､
指

頭
圧
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

角
閃
石
､
雲
母
､

微
細
砂
粒
､
石
英

良
好

-
-

01
3

N
o7

美
濃
口
編
年
6期

？
12
(後

半
)､

残
存
率
一
部
欠

損

21
4

1
土
師
器

灯
明
皿

口
縁
部

～
底
部

7.
5

6.
3

1.
1

-
-

-
-

ナ
デ
､
不
明

不
明

橙
(5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
雲
母
､
輝

石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
5

N
o1
9

美
濃
口
編
年
7～

11
,杯

の
9期

と
符
号
､
残
存
率

一
部
欠
損

21
4

2
土
師
器

灯
明
皿

ほ
ぼ
完
形

8.
1

7
1.
3

-
-

-
-

ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
後
板
目
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

長
石
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
5

N
o4

美
濃
口
編
年
9期

？

21
4

3
土
師
器

灯
明
皿

完
形

8.
2

7.
5

1.
4

-
-

-
-

ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
後
板
目
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
雲
母
､
赤

褐
色
砂
粒

良
好

-
-

B
G
r.

N
o6

美
濃
口
編
年
9期

21
4

4
瓦
器

椀
胴
部
～

底
部

-
-5
.6

-
-

-
5

-
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
？
回
転
ヘ
ラ

削
り

灰
白

(2
.5
Y
8/
1)

黄
灰

(2
.5
Y
6/
1)

灰
白

(2
.5
Y
8/
1)

黄
灰

(2
.5
Y
6/
1)

石
英
､
長
石
､
雲

母
､
輝
石

良
好

-
-

06
5

N
o8

残
存
率
1/
4以

下

21
4

5
龍
泉
窯

系
青
磁

椀
胴
部
～

底
部

-
5.
4

-
-

-
3.
4

-
回
転
ナ
デ
後
施

釉
回
転
ナ
デ
後
､
施
釉
､

露
胎

オ
リ
ー
ブ
灰

(5
G
Y
6/
1)

オ
リ
ー
ブ
灰

(5
G
Y
6/
1)

良
好

-
-

06
5

N
o1
1

�
-ｂ

類
､
貫
入
､
蓮
弁
(E
期
)､

残
存
率
1/
4

21
4

6
龍
泉
窯

系
青
磁

椀
口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
5.
2

-
回
転
ナ
デ
後
施

釉
回
転
ナ
デ
後
､
施
釉
､

縞
蓮
弁
文

オ
リ
ー
ブ
灰

(2
.5
G
Y
6/
1)

オ
リ
ー
ブ
灰

(2
.5
G
Y
6/
1)

良
好

-
-

06
5

N
o1
2

�
-ｂ

類
､
鎬
あ
り
蓮
弁
､
龍
泉
､
13
C
初
～
前

(E
期
)､

残
存
率
1/
4以

下

21
4

7
須
恵
器

鉢
底
部

-
(1
3.
4)

-
-

-
3.
3

-
不
明

ケ
ズ
リ
､
指
頭
圧
痕

褐
灰

(1
0Y

R
6/
1)

灰
白

(1
0Y

R
8/
1)

雲
母
､
長
石
､
角

閃
石

良
好

-
-

06
5

N
o1
0

残
存
率
1/
4以

下

21
4

8
土
師
器

杯
ほ
ぼ
完
形

12
.4

11
3

-
-

-
-

ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
？

橙
(5
Y
R
7/
6)

橙
(5
Y
R
7/
6)

雲
母
､
輝
石
､
赤

褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
5

N
o1
8

美
濃
口
編
年
9期

21
4

9
土
師
器

杯
口
縁
部

～
底
部

13
11
.1

2.
4

-
-

-
-

ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
後
板
目
痕

板
目
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

輝
石
､
雲
母
､
赤

褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
5

N
o1
5

美
濃
口
編
年
9期

(1
3C

前
～
中
)､

残
存
率
一
部

欠
損

21
4

10
土
師
器

杯
口
縁
部

～
底
部

(1
2.
2)
(1
0.
3)

2.
4

-
-

-
-

ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
後
板
目
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母
､
長
石
､
赤

褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
5

N
o2

美
濃
口
編
年
9期

､
残
存
率
1/
2

21
4

11
土
師
器

杯
口
縁
部

～
底
部

(1
4.
3)
(1
1.
7)

2.
5

-
-

-
-

ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
板
目
痕

板
目
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙

(7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
雲
母
､
長

石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
6

N
o2
0

美
濃
口
編
年
8期

(1
3C

初
)､

残
存
率
1/
3

21
4

12
土
師
器

杯
口
縁
部

～
底
部

(1
2.
9)
(1
0.
9)

3.
2

-
-

-
-

ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
後
板
目
痕

板
目
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
雲
母
､
赤

褐
色
砂
粒

良
好

-
-

B
-2
､0
65

N
o
3
､

�
A
～
�

美
濃
口
編
年
9期

(1
3C

前
～
中
)､

残
存
率
2/
3

21
4

14
土
師
器

杯
口
縁
部

～
底
部

15
10

3
-

-
-

-
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
6,
N
o3
～

5､
B-
2,
�
A

層
､B
-3

美
濃
口
編
年
7期

(1
2C

末
)､

残
存
率
3/
4

21
5

1
土
師
器

灯
明
皿

完
形

8.
3

6.
8

1.
3

-
-

-
-

ナ
デ
､
横
ナ
デ

糸
切
り
後
板
目
痕
､
口

縁
部
不
明

糸
切
り
後
板

目
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙

(7
.5
Y
R
7/
4)

雲
母
､
赤
褐
色
砂

粒
良
好

-
-

09
6

N
o1

美
濃
口
編
年
8～

10
期
？

21
5

2
土
師
器

灯
明
皿

口
縁
部

～
底
部

8.
5

7.
3

1.
5

-
-

-
-

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
？

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
4)

石
英
､
雲
母
､
角
閃

石
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

09
6

N
o3

美
濃
口
編
年
8,
9期

､
残
存
率
1/
3

21
5

3
土
師
器

灯
明
皿

完
形

8.
5

6
1.
2

-
-

-
-

回
転
ナ
デ
､
不

明
回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

長
石
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

09
6

N
o2

美
濃
口
編
年
8,
9期

21
5

4
土
師
器

灯
明
皿

完
形

8.
4

7.
3

1.
4

-
-

-
-

回
転
ナ
デ
､
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
､
板
目
痕

板
目
痕

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

09
6

N
o5

美
濃
口
編
年
8,
9期

21
5

5
龍

泉
窯

系
青
磁

椀
完
形

16
.8

5.
0

7.
7

-
-

-
-

ヘ
ラ
削
り
後
釉

ヘ
ラ
削
り
後
釉
､
回
転
ヘ

ラ
削
り
後
鎬
蓮
弁
､削

り
出

し
､(
底
部
)ヘ

ラ
削
り
露
胎

灰
オ
リ
ー
ブ

(7
.5
Y
5/
2)

オ
リ
ー
ブ
灰 (1
0Y

5/
2)

良
好

-
-

1区
C
-4

�
A

層
､0
96
,N
o4

12
～
13
C
､
森
田
･横

田
編
年

�
-5
b類

､
貫
入
が

み
ら
れ
る

21
6

1
龍
泉
窯

系
青
磁

椀
口
縁
部

～
底
部

(1
7.
2)

6.
3

6.
7

-
-

-
-

回
転
ナ
デ
後
施

釉
回
転
ナ
デ
後
､
施
釉
､
低
部

は
露
胎
､
縞
無
し
蓮
弁
文

オ
リ
ー
ブ
灰 (5
Y
5/
3)

オ
リ
ー
ブ
灰 (5
Y
5/
3)

良
好

-
-

01
0

N
o9

�
-ａ

類
､
鎬
無
し
蓮
弁
､
龍
泉
､
13
C
前
後
～

前
半
(E
期
)､

残
存
率
1/
4以

下

表
(T
ab
)4
6
土
器
観
察
表
(2
8)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

21
6

2
中
世

土
師
器

杯
完
形

14
9.
7

3.
1

-
-

-
-

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､

不
明
(底

部
)

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

黄
橙

(7
.5
Y
R
7/
8)

石
英
､
雲
母
､
赤
褐

色
粒
子
､
微
細
砂
粒

や
や

不
良

-
-

01
0

N
o1

美
濃
口
編
年
8？

21
7

1
土
師
器

杯
口
縁
部

～
底
部

(1
3.
4)
(1
0.
3)

2.
8

-
-

-
-

回
転
ナ
デ

糸
切
り
離
し

橙
(5
Y
R
6/
6)

橙
(5
Y
R
6/
6)

石
英
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

04
1

美
濃
口
編
年
9期

､
残
存
率
1/
4以

下

21
7

2
土
師
器

杯
完
形

12
.2

8.
4

2.
5

-
-

-
-

回
転
ナ
デ

板
目
痕

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

橙
(7
.5
Y
R
6/
6)

石
英
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

04
1

N
o
1､

N
o

2
美
濃
口
編
年
9期

21
7

3
土
師
器

灯
明
皿

口
縁
部

～
底
部

(9
)
(7
.2
)
1.
2

-
-

-
-

不
明

不
明

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
雲
母

良
好

-
-

04
1

N
o2

美
濃
口
編
年
5,
6？

残
存
率
1/
3

21
8

1
白
磁
？

椀
口
縁
部

～
底
部

(1
0)

(7
.1
)
2.
8

-
-

-
-

回
転
ナ
デ
後
施

釉
回
転
ナ
デ
後
施
釉
､
露

胎
､

口
唇
部
露
胎
(口

禿
げ
)､

底
部
露
胎

灰
白

(7
.5
Y
7/
2)

灰
白

(7
.5
Y
7/
2)

良
好

-
-

06
1

N
o5

皿
�
-1
b類

､
口
禿
げ
(1
3C

後
半
～
14
C
前
半
､

F
期
)､

残
存
率
1/
4以

下

21
8

2
土
師
器

灯
明
皿

口
縁
部

～
底
部

(8
.2
)
(7
.4
)
1.
4

-
-

-
-

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､

不
明
(底

部
)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
7/
4)

石
英
､
雲
母
､
赤

褐
色
砂
粒

良
好

-
-

06
1

N
o1

美
濃
口
編
年

21
8

3
土
師
器

灯
明
皿
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-
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褐
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近
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～
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灰
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好

-
-

01
1

付
近

東
播
系

☆
第
�
期
第
２
段
階

表
(T
ab
)4
9
土
器
観
察
表
(3
1)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

部
位

口
径

底
径

器
高

高
台
高

高
台
径

残
存
高

最大
胴径

調
整

色
調

胎
土

焼
成

黒
斑
赤
色

顔
料
出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)
(c
m
)

(内
面
)

(外
面
)

(そ
の
他
)

(外
面
)

(内
面
)

28
3

11
古
備
前

甕
口
縁
部

-
-

-
-

-
6

-
回
転
ナ
デ
､
指

頭
圧
痕

回
転
ナ
デ

褐
灰

(5
Y
R
4/
1)

褐
灰

(5
Y
R
4/
1)

雲
母
､
長
石

良
好

-
-

不
明

古
備
前
,�

～
�
期
？
P
41
3参

,1
3～

14
C
､
残
存

率
1/
4以

下

28
3

12
瓦
質

土
器

釜
口
縁
部

(2
0.
4)

-
-

4.
6

-
不
明

不
明
､
焼
成
前
穿
穴

口
縁
部
下
に

穿
孔

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

石
英
､
雲
母
､
赤

褐
色
砂
粒

良
好

-
-

B
-6
､G

r.
�
層
上

煮
炊
具
(釜

),
穿
孔
あ
り

残
存
率
1/
4以

下

28
3

13
土
師
質

土
器

土
鍋

口
縁
部

-
-

-
-

-
6.
4

-
ハ
ケ

ハ
ケ
､
横
ナ
デ

口
縁
部
に
刺

突
灰
褐

(7
.5
Y
R
4/
2)

灰
褐

(7
.5
Y
R
4/
2)

石
英
､
角
閃
石
､

雲
母

良
好

-
-

不
明

美
濃
口
編
年
9期

,1
3C

初
口
唇
部
に
圧
痕
､
残
存

率
1/
4以

下

28
4

14
瓦
質

土
器

火
鉢

口
縁
部

～
胴
部

36
.4

-
-

-
-

20
.9

-
不
定
方
向
ナ
デ

貼
り
付
け
､
ス
タ
ン
プ
､

不
定
方
向
ナ
デ

灰
黄
褐
(1
0Y

R
5/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y

R
6/
3)

雲
母
､
微
細
砂
粒
､

角
閃
石
､
石
英

良
好

-
-

C
-5
､0
46

(断
面
)1
0Y

R
に
ぶ
い
黄
橙
6/
3､

残
存
率
1/
4以

下

28
4

15
瓦
質

土
器

火
鉢

口
縁
部

～
胴
部

-
-

-
-

-
11
.4

-
不
定
方
向
ナ
デ

ス
タ
ン
プ
､
刻
目
､
横

ナ
デ

褐
灰

(1
0Y

R
6/
1)

褐
灰

(1
0Y

R
6/
1)

金
雲
母
､
輝
石

良
好

-
-

C
-6

区
､

gr
.

�
層

残
存
率
1/
4以

下

28
4

16
瓦
質

土
器

火
鉢

口
縁
部

-
-

-
-

-
7

-
ナ
デ

ナ
デ
､
小
円
の
ス
タ
ン

プ
黄
灰

(2
.5
Y
5/
1)

黄
灰

(2
.5
Y
5/
1)

石
英
､
角
閃
石
､
雲

母
､
輝
石
､
長
石

良
好

-
-

D
-5
､G

r.
�
A
層

須
恵
質
っ
ぽ
い
､
残
存
率
1/
4以

下

28
4

17
瓦
質

土
器

火
鉢

胴
部

-
-

-
-

-
4.
4

-
横
ハ
ケ

横
ナ
デ
､
花
弁
状
ス
タ

ン
プ

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

に
ぶ
い
橙 (7
.5
Y
R
6/
4)

石
英
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
褐
色
砂
粒

良
好

-
-

C
-5
､g
r.

�
A

残
存
率
1/
4以

下

28
4

18
瓦
質

土
器

火
鉢

口
縁
部

～
底
部

(3
4.
8)
(2
8)

12
.7

-
-

-
-

突
帯
貼
り
付
け

横
ナ
デ
､
菊
花

文
ス
タ
ン
プ

横
ナ
デ

褐
灰

(1
0Y

R
5/
1)

褐
灰

(1
0Y

R
5/
1)

石
英
､
雲
母
､
輝

石
良
好

-
-

不
明

脚
は
３
本
が
多
い
の
で
３
本
で
想
定
､
残
存
率

1/
4以

下

28
4

19
瓦
質

土
器

小
皿

完
形

9.
4

6.
6

1.
9

-
-

-
-

ナ
デ
､
回
転
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
離

し
灰
白

(1
0Y

R
8/
1)

灰
白

(1
0Y

R
8/
1)

雲
母

良
好

-
-

T
-8
､G

r.
�
層
上
面

炭
素
吸
着
,美

濃
口
編
年
5,
6期

(1
2C

中
～
後
半
？
)

28
4

20
瓦
器

鉢
底
部

-
-

-
-

-
3.
5

-
ス
リ
目

ナ
デ

灰
(N
5/
)

灰
(N
5/
)

良
好

-
-

09
1､
D
-5

�
A
層

残
存
率
1/
4以

下

28
5

26
肥
前
焼

染
付

椀
胴
部
～

底
部

-
(3
.9
)

-
-

-
3

-
施
釉

施
釉
､
釉
剥
ぎ
､
ロ
ク

ロ
形
成

灰
白

(1
0Y

7/
1)

灰
白

(1
0Y

7/
1)

良
好

-
-

B
-2

G
r.

�
A
～

�
層

近
世
､
肥
前
16
90
～
17
40
年
代
？
コ
ン
ニ
ャ
ク

印
判
桐
文
？
残
存
率
1/
4以

下

28
5

27
染
付

仏
飯
器

口
縁
部

～
底
部

-
-

-
-

-
3.
1

-
施
釉

施
釉
､
ロ
ク
ロ
形
成
､

タ
コ
唐
草
文
様

灰
白

(5
G
Y
8/
1)

灰
白

(5
G
Y
8/
1)

良
好

-
-

A
-5

G
r.

�
A

仏
飯
具
タ
コ
唐
草
文
､
18
C
後
半
～
19
C
中
頃
？

残
存
率
1/
4以

下

29
5

1
染
付

染
付
皿

底
部

-
4.
5

-
-

-
1.
7

-
施
釉
､
蛇
の
目

釉
剥
ぎ

施
釉
､
露
胎
､
ロ
ク
ロ

形
成
､
染
付

(釉
)明

緑
灰
7.
5G

Y8
/1

(胎
)灰

白
5Y

7/
2

(釉
)明

緑
灰
7.
5G

Y8
/1

(胎
)灰

白
5Y

7/
2

良
好

-
-

E
-7
･8

S
05
1

砂
層
②
層

近
世
18
C
後
半
､
残
存
率
1/
4以

下

29
5

2
青
磁

椀 (陶
器
)
底
部

-
4.
2

-
-

-
1.
5

-
施
釉
､
胎
土
目

痕
施
釉
､
胎
土
目
痕
､
ロ

ク
ロ
形
成

灰
(7
.5
Y
6/
1)

灰
(7
.5
Y
6/
1)

肥
前

陶
器

(唐
津

系
)

良
好

-
-

E
-7
､G

r.
S
05
1

砂
層
一
括

残
存
率
1/
4以

下

29
5

3
瓦
器

擂
り
鉢

(陶
器
)
胴
部

-
-

-
-

-
3.
9

-
ス
リ
目

回
転
横
ナ
デ

明
赤
褐 (2

.5
Y
R
3/
3)

に
ぶ
い
赤
褐

(2
.5
Y
R
4/
4)

良
好

-
-

E
7,
8､

S
05
1

近
世
以
降
､
残
存
率
1/
4以

下

表
(T
ab
)5
0
土
器
観
察
表
(3
2)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

器
種

長
さ

幅
厚
さ

重
さ

石
材
・
石
質

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(g
)

20
20

磨
製
石
鏃

2.
9

1.
85

0.
3

1.
95

粘
板
岩

S
00
1

B
区
一
括

20
21

磨
製
石
鏃

3.
2

1.
75

0.
2

2.
09

チ
ャ
ー
ト

S
00
1

埋
土
一
括

21
22

磨
石

10
.1

8.
8

3.
8

-
安
山
岩

S
00
1

S
-1
4

両
面
に
磨
痕
あ
り

21
23

石
皿

(1
6.
90
)

(1
1.
70
)

-
-

安
山
岩
系

S
00
1

S
-1
1

接
合
､
ス
ス
付
着

21
24

石
皿

(1
8.
30
)

(1
5.
50
)

9.
2

-
安
山
岩

S
00
1

B
-3
ピ
ッ
ト
内

被
熱
に
よ
る
赤
変
､
ス
ス
付
着

26
23

磨
製
石
鏃

3.
3

2.
2

0.
2

-
粘
板
岩

S
00
3

A
-8
ピ
ッ
ト
内

擦
痕
不
明
瞭

裏
面
欠
損
か
?刃

部
幅
0,
25
cm

､
抉
部
の
深
さ
0,
1c
m

26
24

磨
製
石
鏃

3.
2

2.
4

0.
3

2.
45

粘
板
岩

S
00
3

A
-中

層
先
端
部
欠
損

26
25

石
槍

6.
60

3.
65

2.
10

-
安
山
岩

S
00
3

上
層

打
製
石
剣
か

28
5

砥
石

(4
.4
5)

(3
.5
0)

1.
55

-
砂
岩

S
00
5

№
19

32
9

石
包
丁

3.
55

10
.8
5

0.
75

-
粘
板
岩

S
01
7

№
1

紐
ズ
レ
痕
あ
り

外
形
/内

径
/孔

開
/孔

端
/背

孔
0.
80
/0
.5
0/
2.
70
/4
.1
0/
1.
00

36
12

石
皿

(1
2.
95
)

(1
1.
50
)

4.
40

-
安
山
岩
質

S
02
6

A
-�

層
磨
痕
あ
り

36
13

磨
石

5.
7

5.
65

3.
5

-
安
山
岩
質

S
02
6

A
-2

磨
石
・
凹
石
・
敲
石
を
兼
ね
る

39
9

玉
砥
石
？

(5
.3
5)

(5
.3
0)

(2
.8
0)

-
軽
石

(凝
灰
岩
？
)

S
03
8

�
層
上

40
10

石
皿

(1
4.
90
)

(1
1.
70
)

4.
40

-
安
山
岩
質

S
03
8

�
層
上

44
9

磨
製
石
鏃

2.
65

(2
.1
5)

0.
3

-
粘
板
岩
?

S
04
4

D
-
床
面

両
面
に
擦
痕
あ
り

47
8

磨
製
石
鏃

(2
.7
0)

2.
5

0.
2

2.
08

緑
泥
変
岩
?

S
05
4

-
両
面
に
擦
痕
あ
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)､

先
端
部
欠
損

47
9

石
包
丁

3.
2

(1
1.
20
)

0.
75

-
輝
緑
凝
灰
岩

(立
岩
産
)

S
05
4

-
擦
痕
あ
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)､

孔
に
紐
擦
れ
痕
あ
り

50
6

砥
石

(8
.2
0)

9.
2

3.
9

-
流
紋
岩

(天
草
砥
石
?)

S
07
2

№
57

磨
面
は
4面

53
9

磨
製
石
鏃

(3
.4
5)

(2
.5
5)

0.
3

-
蛇
紋
岩

S
07
6

B
-�

層
擦
痕
あ
り

形
状
が
い
び
つ
､
刃
部
幅
0,
25
cm

53
10

磨
製
石
器

2.
1

2.
6

0.
2

-
粘
板
岩

S
07
6

D
-層

両
面
に
擦
痕
あ
り
､
頭
部
欠
損

53
11

石
包
丁

(2
.8
0)

(5
.0
0)

0.
40

7.
89

粘
板
岩
?

S
07
6

A
-�

層
大
部
分
を
欠
損

53
12

石
戈
転
用
品

11
.5

(6
.7
0)

1.
1

84
.7
3

変
成
岩

S
07
6

�
層

両
面
に
擦
痕
・
使
用
痕
あ
り

54
13

石
皿

(1
6.
30
)

(1
2.
00
)

8.
56

-
花
崗
岩
の
一
種
?

S
07
6

№
37

54
15

砥
石

6.
45

4.
90

1.
60

-
流
紋
岩

S
07
6

一
括
N
E

全
体
に
磨
痕
あ
り

59
18

敲
石

8.
40

3.
70

2.
10

11
5.
42

安
山
岩
質
?
(白

)
S
08
1

T
r�

層

59
19

敲
石

6.
65

3.
05

-
56
.3
3

安
山
岩
質
?
(白

)
S
08
1

T
r�

層

59
20

凹
石
(一

部
磨
石
)

9.
8

10
.5

4.
85

75
2.
50

安
山
岩
質

S
14
5

№
4

両
面
に
敲
打
痕
､一

部
に
磨
痕
あ
り

59
21

凹
石
・
磨
石

8.
5

8.
4

5.
6

65
0.
0

火
成
岩

S
14
5

№
3

表
面
敲
打
痕
､裏

面
磨
痕
あ
り

63
8

凹
石

7.
15

7.
5

4.
5

34
4.
72

安
山
岩
質
?
(白

)
S
08
2

№
1

両
面
に
敲
打
痕
あ
り

63
9

凹
石

9.
6

6.
7

5.
1

40
9.
57

安
山
岩
質
?
(白

)
S
08
2

№
10

両
面
に
敲
打
痕
あ
り

63
10

磨
石

(4
.9
0)

6.
90

5.
30

19
4.
96

安
山
岩
質
?

S
08
2

№
2

67
14

敲
石

12
.9
0

4.
90

4.
50

41
2.
82

安
山
岩
質

S
08
9

D
-1
.2

敲
打
痕
あ
り

72
26

磨
製
石
鏃

(2
.7
0)

2.
0

0.
2

1.
79

緑
泥
変
岩

(?
)

S
14
7

-
両
面
に
擦
痕
あ
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)､

先
端
部
欠
損
､
抉
部
深
さ
0.
3c
m

73
27

磨
石

11
.4

8.
6

4.
0

69
1.
00

安
山
岩
質

S
14
7

-
全
面
に
敲
打
痕
あ
り
､表

裏
に
磨
痕
あ
り

76
13

砥
石

(6
.3
5)

2.
60

1.
85

-
変
岩

S
09
5

-

76
14

石
包
丁

(3
.6
0)

(2
.6
5)

0.
55

7.
34

頁
岩

S
09
5

-
擦
痕
あ
り

少
し
ロ
ー
リ
ン
グ
を
受
け
て
い
る

77
15

石
皿

(7
.9
0)

(5
.9
0)

(5
.6
0)

40
0.
63

流
紋
岩
質
?

S
09
5

-
表
面
に
磨
痕
あ
り

77
16

石
皿

(1
0.
90
)

(4
.0
0)

(4
.2
0)

14
3.
87

凝
灰
岩
質
?

S
09
5

-
表
面
に
磨
痕
あ
り

81
8

凹
石
・
敲
石

9.
15

8.
35

5.
0

47
3.
21

安
山
岩
系
?

S
10
0

№
5

全
体
に
敲
打
痕
あ
り

表
(T
ab
)5
1
石
器
観
察
表
(１
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

器
種

長
さ

幅
厚
さ

重
さ

石
材
・
石
質

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(g
)

84
10

磨
石

9.
70

8.
90

4.
40

51
1.
42

安
山
岩
質

S
10
1

№
11

磨
石
・
凹
石
・
敲
石
を
兼
ね
る

85
6

磨
製
石
鏃

3.
55

(1
.6
0)

0.
2

1.
56

蛇
紋
岩

S
10
5

中
層

擦
痕
あ
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)｡

側
縁
部
欠
損

95
37

磨
製
石
鏃

3.
5

2.
5

0.
2

2.
45

蛇
紋
岩

S
10
6

S
上
層

擦
痕
あ
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)

95
38

砥
石

10
.5
0

3.
50

3.
30

14
8.
95

流
紋
岩

S
10
6

L-
9

受
熱
､ス

ス
付
着
､
割
面
に
磨
痕

95
39

磨
製
石
鏃

(未
製
品
)

(4
.1
5)

3.
40

0.
60

6.
80

ガ
ラ
ス
or
サ
ヌ
カ
イ
ト
質
安
山
岩

S
10
6

N
W

砂
層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
の
転
用
品
か
､
擦
痕
あ
り

95
40

砥
石

7.
5

4.
0

4.
0

16
0.
55

砂
岩

S
10
6

N
上
層

全
面
に
磨
痕
あ
り

95
41

砥
石

3.
8

4.
7

2.
1

49
.6
1

流
紋
岩

(天
草
砥
石
?)

S
10
6

S
W
砂
層

全
面
に
磨
痕
あ
り

96
42

石
皿
片

22
.9
0

24
.8
0

10
.0
0

68
50

火
山
岩

(安
山
岩
)

S
10
6

-
磨
痕
あ
り

96
43

磨
石

5.
2

5.
0

-
94
.3
8

火
山
岩

(安
山
岩
質
?)

S
10
6

S
W
W
上
層
砂
層

磨
痕
､
敲
打
痕
あ
り

96
44

敲
石

(8
.0
0)

2.
6

-
64
.1
0

安
山
岩
質

S
10
6

S
W
砂
層

使
用
痕
､短

径
2.
0､

長
径
2.
0､

剥
離
に
よ
っ
て
尖
端
部
を
作
出
し
利
用
し
た
痕
跡
あ
り

96
45

磨
石

11
.8
0

(7
.6
0)

6.
20

49
2.
40

安
山
岩

S
10
6

№
21
0

全
体
に
摩
痕
あ
り

96
46

凹
石

14
.4
0

7.
60

3.
80

44
5.
63

凝
灰
岩

S
10
6

S
W
ベ
ル
ト

下
層

敲
打
痕
有
り

10
1

68
柱
状
片
刃
石
斧

3.
3

2.
3

1.
0

16
.1
6

蛇
紋
岩

S
10
6

-
表
面
に
擦
痕
あ
り

10
1

69
石
剣

(6
.3
5)

2.
7

0.
75

13
.7
1

粘
板
岩
?

S
10
6

北
側
ベ
ル
ト

基
部
欠
損
､
擦
痕
あ
り
､
刃
こ
ぼ
れ
無
し

10
1

70
砥
石

13
.8
5

9.
60

6.
70

91
8.
40

変
成
岩
の
一
種

S
10
6

№
11

２
面
に
磨
痕
有
り
､
凸
凹
に
よ
り
磨
痕
が
な
い
所
も
あ
る

10
2

72
磨
石

(8
.5
5)

(1
0.
85
)

5.
7

55
2.
70

火
成
岩

S
10
6

№
7

敲
打
に
よ
る
抉
れ
あ
り
､敲

打
痕
､
磨
痕
あ
り

10
2

73
磨
石

(7
.6
0)

(1
1.
05
)

5.
5

75
3.
40

火
成
岩

S
10
6

L-
9
南
北
ベ
ル
ト
北
側
下
層

全
体
に
磨
痕
､敲

打
痕
あ
り

10
5

6
砥
石

5.
70

4.
25

2.
80

90
.5
4

流
紋
岩

S
10
7

K
-9

№
2

４
面
に
磨
痕
あ
り

10
7

1
砥
石

24
.7
5

(5
.0
0)

5.
10

56
2.
30

安
山
岩
質

S
11
9

№
6
住
居
内
土
坑

右
半
欠
損

11
0

7
磨
製
石
鏃

(2
.0
0)

(2
.4
0)

0.
25

1.
81

粘
板
岩
?

S
12
9

№
1

擦
痕
有
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)､

頭
部
欠
損

11
2

6
砥
石

19
.1
0

19
.7
0

8.
10

35
07
.1
0

砂
岩

S
13
5

D
-4

№
4

５
面
に
磨
痕
あ
り

13
6

4
玉
砥
石

7.
8

6.
45

4.
6

-
軽
石

(凝
灰
岩
)

S
00
4

貯
蔵
穴
№
8

表
面
に
く
ぼ
み
あ
り

13
8

11
磨
製
石
鏃

1.
90

2.
20

1.
25

-
粘
板
岩
か
結
晶
片
岩

S
01
2

B
-5
､

�
層

両
面
に
擦
痕
あ
り
､
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
可
能
性
あ
り

14
3

18
磨
製
石
鏃

4.
6

2.
40

0.
2

-
チ
ャ
ー
ト

S
03
3

A
-�

層
中
間

擦
痕
あ
り
､刃

部
幅
0.
2c
m

14
4

19
浮
子

3.
7

1.
65

1.
2

-
軽
石

S
03
3

W
ベ
ル
ト
2層

14
4

20
砥
石

8.
7

7.
15

(3
.0
0)

-
赤
色
軽
石

S
03
3

№
57

14
6

11
磨
製
石
鏃

2.
3

1.
90

0.
15

-
緑
泥
変
岩
?

S
05
3

下
層
T
r.

脚
端
部
欠
損
､
刃
部
幅
0.
3c
m

15
0

14
砥
石

(1
1.
40
)

5.
50

-
-

流
紋
岩

(天
草
砥
石
?)

S
07
3

39

15
0

15
石
包
丁

(4
.2
0)

(4
.6
5)

0.
8

-
輝
緑
凝
灰
岩

(立
岩
産
)

S
07
3

E
ト
レ
､
上
層

15
0

17
磨
製
石
鏃

(2
.5
0)

1.
45

0.
3

粘
板
岩

S
07
3

B
カ
ベ

頭
部
・
下
側
縁
部
欠
損

15
5

22
磨
石

15
.9
0

10
.9
0

7.
40

-
安
山
岩
質

S
07
5

-
磨
痕
あ
り

15
5

23
磨
石

(8
.7
0)

9.
5

1.
5

-
安
山
岩
質

S
07
5

一
括

磨
痕
あ
り

15
5

24
磨
石

20
.0

8.
4

5.
3

-
安
山
岩
質

S
07
5

一
括

両
面
に
磨
痕
あ
り

15
8

17
砥
石

(4
.1
0)

1.
8

1.
55

-
流
紋
岩

S
07
7

-
５
面
に
擦
痕
あ
り

15
8

20
磨
製
石
鏃

(3
.9
0)

(2
.4
0)

0.
25

-
粘
板
岩
?

S
07
7

北
T
r�

層
擦
痕
あ
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)

16
0

7
砥
石

(6
.9
0)

4.
75

3.
10

14
6.
88

砂
岩

S
08
3

№
31

17
2

20
石
包
丁

4.
7

(8
.5
0)

0.
8

44
.2
2

輝
緑
凝
灰
岩

(立
岩
産
)

S
11
8

№
34

磨
痕
あ
り

(不
明
瞭
)

17
4

8
砥
石

15
.7
5

8.
70

3.
70

42
5.
20

砂
岩

S
12
6

№
9

磨
痕
あ
り

17
4

9
砥
石

(9
.4
0)

8.
65

(1
.7
0)

13
6.
10

砂
岩
?

S
12
6

N
E

部
分
的
に
赤
い

被
熱
か

表
(T
ab
)5
2
石
器
観
察
表
(２
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図
版

番
号

遺
物

番
号

器
種

長
さ

幅
厚
さ

重
さ

石
材
・
石
質

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(g
)

17
7

6
砥
石

22
.1
5

13
.5
0

4.
10

15
14
.0

砂
岩

S
13
0

-
３
面
に
磨
痕
あ
り

17
7

7
砥
石

(2
4.
10
)

(1
3.
20
)

(5
.6
0)

17
58
.3
0

安
山
岩
質

S
13
0

№
12

表
面
に
磨
痕
あ
り

17
9

6
石
包
丁

5.
4

(1
1.
10
)

0.
7

64
.0
7

変
成
岩
の
一
種

S
13
6

C
-5

№
1

両
面
に
擦
痕
あ
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)､

穿
孔
は
途
中
ま
で

17
9

7
砥
石

7.
60

6.
50

1.
10

96
.7
0

細
粒
砂
岩

S
13
6

C
-5

３
面
利
用
､
割
れ
面
も
利
用

19
5

14
石
包
丁

(4
.2
0)

13
.7

0.
5

36
.7
0

輝
緑
凝
灰
岩

(立
岩
産
)

S
13
8

№
23

緑
色
､
両
面
に
擦
痕
あ
り

19
5

15
砥
石

(1
6.
00
)

(7
.7
0)

(1
.8
0)

29
9.
40

砂
岩

S
13
8

№
12

表
面
・
側
面
の
一
部
に
磨
痕
あ
り

19
7

10
石
包
丁

3.
6

(9
.1
0)

0.
7

-
輝
緑
凝
灰
岩

S
04
6

-
両
面
に
擦
痕
あ
り
､
緑
の
立
岩
産
?

20
8

23
砥
石

(8
.1
5)

4.
2

3.
95

21
9.
55

砂
岩

S
09
1

ベ
ル
ト

全
体
に
擦
痕
あ
り

20
9

24
敲
石

6.
2

3.
3

2.
15

63
.3
1

安
山
岩
質

S
09
1

C
-5

擦
痕

(磨
滅
)
・

敲
打
痕
あ
り

20
9

25
凹
石

(9
.2
0)

5.
85

-
36
8.
27

火
成
岩

S
09
1

b-
4

両
面
に
敲
打
痕
あ
り

下
面
に
風
化
の
度
合
い
が
異
な
る
敲
打
痕
あ
り

22
3

1
砥
石

(5
.2
5)

2.
70

0.
80

-
堆
積
岩
(頁

岩
?)

S
05
5

�
層

22
5

4
砥
石

(1
6.
65
)

(1
2.
40
)

9.
75

-
火
成
岩

S
05
9

40
５
面
に
磨
痕
あ
り

22
5

5
砥
石

18
.4

(1
3.
10
)

9.
50

-
流
紋
岩

(天
草
砥
石
?)

S
05
9

№
25

22
5

8
敲
石

(4
.2
0)

(9
.3
0)

3.
60

-
(輝

石
)安

山
岩

S
06
9

-
両
面
に
磨
痕
・
敲
打
痕
あ
り

22
9

1
滑
石
製
品

(8
.2
0)

5.
70

1.
90

10
.6
7

滑
石

pi
t１

48
9

両
面
に
ケ
ズ
リ
痕
あ
り
､
棒
状
の
工
具
で
削
っ
て
い
る

23
8

15
火
輪
(五

輪
塔
)

25
.7
5

20
.0
0

12
.0
5

-
凝
灰
岩

S
09
4

№
1

24
6

1
砥
石

(1
7.
90
)

7.
30

6.
90

63
2.
00

流
紋
岩

(天
草
砥
石
?)

S
12
2

-
５
面
に
磨
痕

下
端
部
欠
損
､先

端
部
折
れ
二
片
接
合

25
9

1
打
製
石
鏃

2.
20

1.
80

0.
50

2.
17

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

G
-6

w
T
ｒ

基
部
欠
損

25
9

2
打
製
石
鏃

2.
80

1.
90

0.
55

-
安
山
岩

S
01
7

№
12

床
直
上

先
端
部
欠
損

25
9

3
打
製
石
鏃

(1
.8
0)

1.
95

0.
50

1.
13

黒
曜
石

S
10
6

S
W

頭
部
・
下
側
縁
部
欠
損

25
9

4
打
製
石
鏃

2.
30

1.
80

0.
50

1.
55

黒
曜
石

(腰
岳
産
)､

腰
岳
ob

R
-S
-8

-
脚
部
欠
損

25
9

5
打
製
石
鏃

2.
50

2.
20

0.
35

-
安
山
岩

S
00
3

A
5-
2層

先
端
部
欠
損

25
9

6
打
製
石
鏃

(2
.3
0)

1.
70

0.
50

1.
59

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
11
8周

辺
-

剥
片
鏃
､
頭
部
欠
損

25
9

7
打
製
石
鏃

(1
.9
0)

1.
40

0.
40

0.
53

黒
曜
石

T
-8
ベ
ル
ト

T
-9
側

�
A
層

剥
片
鏃
､
先
端
部
欠
損

25
9

8
打
製
石
鏃

2.
45

1.
80

0.
4

1.
02

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
00
3

A
-下

層
剥
片
鏃
､
先
端
部
欠
損

25
9

9
打
製
石
鏃

3.
85

2.
10

0.
55

2.
25

黒
曜
石

(腰
岳
産
)､

腰
岳
ob

１
区

南
側
排
土
一
括

剥
片
鏃
､
先
端
部
欠
損

25
9

10
打
製
石
鏃

(2
.0
5)

1.
95

0.
45

1.
03

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

T
-8

�
A
層

先
端
部
・
脚
部
欠
損

26
0

11
打
製
石
鏃

(2
.1
0)

(1
.5
0)

0.
30

0.
76

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
-8

深
T
r�

層
頭
部
・
脚
部
欠
損

26
0

12
打
製
石
鏃

2.
15

1.
40

5.
50

1.
27

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

D
区

�
A
一
括

26
0

13
打
製
石
鏃

1.
75

1.
35

0.
35

0.
28

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
00
3

上
層

剥
片
鏃

26
0

14
打
製
石
鏃

1.
9

1.
1

0.
25

0.
49

安
山
岩

S
05
3

A
-�

層
剥
片
鏃

26
0

15
打
製
石
鏃

2.
05

1.
60

0.
35

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
04
7

土
坑

剥
片
鏃

26
0

16
打
製
石
鏃

(2
.1
0)

1.
40

0.
30

0.
60

黒
曜
石

S
-9

�
層

先
端
部
・
脚
部
欠
損

26
0

17
打
製
石
鏃

3.
0

1.
55

0.
4

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
02
9

03
3

26
0

18
打
製
石
鏃

(1
.7
0)

(1
.4
5)

0.
40

0.
71

黒
曜
石

(腰
岳
産
)､

腰
岳
ob

S
-8

�
A
層

脚
部
欠
損

26
0

19
打
製
石
鏃

2.
30

1.
45

0.
40

-
安
山
岩

S
07
2

B
検
出
面

脚
部
欠
損

26
0

20
打
製
石
鏃

2.
2

1.
7

0.
3

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
02
6

A
上
層

26
0

21
打
製
石
鏃

1.
50

1.
45

0.
35

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
07
3

B
カ
ベ

表
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番
号

器
種

長
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幅
厚
さ

重
さ

石
材
・
石
質

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(g
)

26
0

22
打
製
石
鏃

2.
40

1.
35

0.
30

0.
77

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

B
-2

�
上

脚
部
欠
損

26
0

23
打
製
石
鏃

2.
90

2.
30

0.
55

3.
01

黒
曜
石

S
-8

�
上
層

脚
部
欠
損

26
0

24
打
製
石
鏃

(2
.4
0)

2.
20

0.
50

1.
57

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

B
-6

�
層
上

下
端
部
欠
損

26
1

1
打
製
石
斧

7.
80

4.
45

1.
20

-
変
成
岩

(輝
緑
変
石
)

S
00
4

№
24

26
1

2
打
製
石
斧

7.
90

5.
00

1.
20

74
.3
4

粘
板
岩

E
-5

�
A
層

上
部
欠
損

26
1

3
打
製
石
斧

(8
.2
0)

5.
30

1.
40

93
.3
2

輝
石
安
山
岩

S
-8

�
A
層

上
部
欠
損
､
原
礫
面
残
存
､
節
理
面
あ
り

26
1

4
打
製
石
斧

9.
15

4.
85

1.
10

70
.8
5

粘
板
岩
?

S
08
2

№
56

26
2

5
打
製
石
斧

(1
0.
35
)

5.
10

1.
60

13
3.
91

粘
板
岩
?

S
-8

�
A
層

上
部
欠
損

26
2

6
打
製
石
斧

(9
.8
5)

5.
25

1.
25

89
.1
6

粘
板
岩

Ⅱ
区

�
A
層

上
部
欠
損

26
2

7
打
製
石
斧

(7
.8
0)

5.
50

1.
30

-
粘
板
岩

(?
)

S
10
6

S
N
T
r.
上
層

(�
?)

部
分
的
に
擦
痕
あ
り

26
3

8
打
製
石
斧

(8
.6
0)

5.
90

-
-

蛇
紋
岩

S
07
5

上
層

26
3

9
打
製
石
斧

(1
3.
30
)

4.
50

1.
50

10
5.
41

粘
板
岩

S
-8

�
A
層

頭
部
欠
損
､緑

色
主
体
で
白
の
マ
ダ
ラ
模
様

26
3

10
打
製
石
斧

12
.4
0

4.
15

1.
10

80
.0
3

粘
板
岩

S
11
8

下
層

パ
テ
ィ
ナ
が
違
う
の
で
打
製
石
斧
を
再
加
工
し
た
も
の
か
､
擂
り
痕
あ
り

26
4

11
打
製
石
斧

(8
.3
0)

6.
80

2.
40

19
8.
53

安
山
岩
質

S
-8

深
掘
り
T
r上

層
・
下
層
一
括

上
部
欠
損

26
4

12
打
製
石
斧

10
.3
5

5.
90

0.
80

66
.4
8

粘
板
岩

T
-8

�
A
層
?

26
4

13
打
製
石
斧

(8
.8
5)

5.
10

0.
70

31
.6
8

粘
板
岩

B
-2

�
A
～
�
B
一
括

節
理
面
あ
り

26
5

14
打
製
石
斧

(9
.3
5)

5.
80

2.
20

12
9.
83

安
山
岩

S
10
6

E
T
r.
�
層

下
半
部
欠
損

26
6

1
磨
製
石
斧

12
.8

5.
5

3.
6

-
安
山
岩
質

S
00
3

C
S
-№

3

26
6

2
磨
製
石
斧

(9
.0
0)

(4
.5
0)

(2
.6
0)

-
安
山
岩
質

S
00
5

g
(点

あ
げ
)

敲
打
痕
､
擦
痕
あ
り

26
7

3
磨
製
石
斧

(1
0.
60
)

(4
.2
0)

2.
00

-
蛇
紋
岩

S
02
6

A
-�

層

26
7

4
磨
製
片
刃
石
斧

(3
.2
0)

1.
60

0.
90

7.
22

蛇
紋
岩

pi
t1
39
9

上
部
欠
損
､
基
部
長
2,
8～

cm
､
刃
部
幅
0,
4c
m
､
刃
部
長
1,
2c
m
､
ノ
ミ
状
､
擦
痕
あ
り

26
7

5
磨
製
石
斧

11
.2
0

5.
00

3.
60

34
2.
06

変
成
岩

K
-8

�
A
層

磨
製
石
斧
を
敲
石
に
転
用

26
8

6
局
部
磨
製
石
斧

12
.3

7.
5

0.
9

-
粘
板
岩

S
07
7

№
10

刃
部
に
の
み
磨
痕
あ
り
､
板
状
に
割
れ
て
い
る
粘
板
岩
を
素
材
と
し
て
利
用

26
8

7
局
部
磨
製
石
斧

(6
.6
5)

5.
20

0.
80

38
.0
6

粘
板
岩

T
-9

�
B
層

擦
痕
あ
り
､
上
部
欠
損

26
9

8
磨
製
石
斧

(7
.2
5)

4.
30

2.
10

-
蛇
紋
岩

S
08
9

床
面
そ
ば
出
土

外
?

欠
損
な
し
､
床
面
そ
ば
出
土

26
9

9
磨
製
石
斧

(6
.0
0)

(3
.6
0)

(1
.6
0)

33
.5
3

蛇
紋
岩

B
-4

�
A
上

擦
痕
あ
り
､
大
部
分
を
欠
損

26
9

10
磨
製
石
斧

(7
.4
0)

(3
.8
0)

(0
.9
0)

28
.1
9

安
山
岩
質

表
面
に
擦
痕
､
大
部
分
を
欠
損

26
9

11
磨
製
石
斧

(4
.4
0)

(4
.8
5)

(2
.1
0)

36
.2
8

安
山
岩
質

K
-8

�
A
層

擦
痕
あ
り
､
大
部
分
を
欠
損

26
9

12
磨
製
石
斧

5.
7

(3
.5
0)

1.
5

39
.4
7

安
山
岩

(?
)

K
-9

�
A
上

両
面
に
擦
痕
あ
り

(磨
滅
に
よ
り
不
明
瞭
)､

ソ
ケ
ッ
ト
に
装
着
し
て
使
用
し
た
も
の
か
?

27
0

1
楔
形
石
器

(2
.5
0)

1.
65

0.
50

-
黒
曜
石

S
00
3

A
-1
3

�
A
層

か
な
り
ロ
ー
リ
ン
グ
を
受
け
て
い
る

27
0

2
楔
形
石
器

2.
50

2.
00

0.
95

3.
90

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

T
-8

ベ
ル
ト

27
0

3
楔
形
石
器

3.
40

1.
90

1.
10

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
01
2

-

27
0

4
楔
形
石
器

3.
30

3.
10

0.
65

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
00
4

-

27
0

5
楔
形
石
器

3.
50

2.
70

-
-

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
02
6

B
下
層

節
理
面

27
0

6
楔
形
石
器

3.
45

2.
35

1.
10

8.
07

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
-8

�
・
�
層

表
土
は
ぎ

原
礫
面
残
存

27
0

7
楔
形
石
器

1.
70

1.
35

0.
40

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
00
3

-

27
0

8
楔
形
石
器

1.
50

1.
75

0.
70

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
01
7

D
�
区
､
か
べ
土

27
1

1
石
匙

3.
25

7.
20

1.
05

12
.6
0

安
山
岩

１
区

一
括

27
1

2
ス
ク
レ
イ
パ
ー

4.
50

3.
50

0.
70

-
安
山
岩

S
01
7

�
層

原
礫
面
残
存
､
河
原
石
の
礫
面
あ
り

表
(T
ab
)5
4
石
器
観
察
表
(４
)



― 479 ―

図
版

番
号

遺
物

番
号

器
種

長
さ

幅
厚
さ

重
さ

石
材
・
石
質

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(g
)

27
1

3
ス
ク
レ
イ
パ
ー

(3
.1
0)

2.
00

0.
80

-
黒
曜
石

S
00
3

A
床
上

27
1

4
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー

3.
00

2.
15

0.
70

3.
91

黒
曜
石

B
・
C
-4
.5

�
層

打
面
部
に
原
礫
面
残
存

27
1

5
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー

7.
25

3.
00

1.
40

18
.5
0

安
山
岩

S
-9

西
T
r.

�
A
相
当
層

削
器

27
1

6
ス
ク
レ
イ
パ
ー

5.
35

4.
30

1.
50

26
.6
3

安
山
岩

S
12
9

-
削
器

27
2

7
ス
ク
レ
イ
パ
ー

6.
40

5.
20

1.
20

40
.6
0

安
山
岩

K
-8

削
器
､
原
礫
面
残
存

27
2

8
ス
ク
レ
イ
パ
ー

3.
60

6.
10

3.
60

21
.3
6

安
山
岩

C
-4

N
側

�
A
ベ
ル
ト

削
器

27
2

9
ス
ク
レ
イ
パ
ー

(4
.6
0)

2.
35

0.
70

5.
91

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
05
4

S
W

ガ
ジ
リ
あ
り

27
2

10
ス
ク
レ
イ
パ
ー

2.
70

2.
95

0.
70

4.
51

黒
曜
石

S
-9

W
T
r.

�
A
層

削
器

27
2

11
ス
ク
レ
イ
パ
ー

(5
.7
5)

(6
.2
0)

1.
30

54
.3
0

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

(多
久
産
)

S
09
1

ベ
ル
ト

ガ
ジ
リ
あ
り

27
2

12
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー

3.
20

2.
65

0.
70

5.
17

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

B
-5

�
層
上

錯
交
剥
離

27
3

1
石
刃

5.
05

2.
25

0.
90

-
黒
曜
石

(姫
島
産
?)

S
00
1

B
区
一
括

打
面
､
打
点
部
な
し

27
3

2
石
刃

3.
80

1.
30

0.
45

1.
55

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

一
括

打
面
狭
小

27
3

3
石
刃

(4
.6
0)

1.
80

0.
50

4.
14

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

T
-8

�
A
層
?

端
部
欠
損
､
原
礫
面
残
存

27
3

4
作
業
面
再
生
剥
片

2.
35

3.
20

-
-

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
01
7

№
14

3層
以
下

か
べ
土

原
礫
面
残
存

27
3

5
作
業
面
再
生
剥
片

3.
10

2.
20

0.
50

4.
09

黒
曜
石

�
区

ヨ
シ
ダ

石
刃
を
剥
出
し
た
痕
跡
あ
り
､
原
礫
面
残
存

27
3

6
ク
レ
ス
テ
ッ
ド
フ
レ
イ
ク

4.
80

2.
30

1.
40

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
00
3

D
1層

鈴
樋
技
法
に
関
連

27
3

7
ク
レ
ス
テ
ッ
ド
フ
レ
イ
ク
?

3.
65

1.
90

1.
40

6.
04

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
13
0

上
�
層

27
4

8
作
業
面
再
生
剥
片

3.
85

3.
55

1.
50

18
.3
0

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
-9

東
T
r.

�
石
刃
を
剥
離
し
た
痕
跡
あ
り

27
4

9
剥
片

3.
35

3.
70

1.
30

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
03
3-
1

E
2層

小
石
刃
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

27
4

10
使
用
痕
あ
る
剥
片

4.
60

0.
95

0.
50

1.
73

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

L-
9

27
4

11
使
用
痕
あ
る
剥
片

4.
35

2.
25

0.
70

6.
68

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

E
-6

A

27
4

12
二
次
加
工
の
あ
る
剥
片

4.
10

1.
80

1.
35

7.
98

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

排
土
一
括

角
張
っ
た
角
か
ら
剥
出
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
レ
イ
ク

27
4

13
使
用
痕
あ
る
剥
片

(6
.8
0)

2.
50

1.
00

11
.3
6

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

T
-9

�
8

端
部
欠
損
､
原
礫
面
残
存

27
4

14
使
用
痕
あ
る
剥
片

5.
70

2.
30

0.
70

5.
18

黒
曜
石

S
-8

深
T
r�

層
端
部
欠
損
､
打
面
あ
り

27
4

15
使
用
痕
あ
る
剥
片

5.
10

1.
90

0.
50

4.
19

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

J-
8

�
A
層

原
礫
面
残
存

27
5

1
石
核

4.
50

6.
30

2.
60

-
サ
ヌ
カ
イ
ト

S
01
2

-

27
5

2
石
核

5.
20

2.
90

2.
00

28
.2
1

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

C
-3

�
A
層

原
礫
面
残
存

27
5

3
石
核

3.
70

8.
20

2.
50

66
.9
6

安
山
岩

C
-3

w
T
r.

�
A
層

原
礫
面
残
存

27
5

4
石
核

2.
30

3.
30

2.
20

12
.5
5

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

pi
t1
02
0

27
5

5
石
核

5.
65

3.
20

3.
00

81
.7
1

安
山
岩

L-
9溝

�
A

E

27
6

6
石
核

6.
50

4.
55

1.
60

61
.7
2

ハ
リ
質
安
山
岩

C
-3

�
B

27
7

1
鋸
歯
縁
石
器

3.
30

2.
75

1.
40

10
.9
1

黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
07
3

C
-1

原
礫
面
残
存

27
7

2
鋸
歯
縁
石
器

2.
80

2.
65

1.
20

-
黒
曜
石

(腰
岳
産
)

S
00
1

B
区
一
括

28
1

1
磨
製
石
鏃

(2
.8
0)

(2
.2
0)

0.
20

1.
82

粘
板
岩
?

I-
8

�
A
層

両
面
に
擦
痕
あ
り

28
1

2
磨
製
石
鏃

(3
.7
5)

(2
.2
0)

0.
3

3.
04

粘
板
岩

T
-9

�
A
層

擦
痕
あ
り
､
脚
部
欠
損
､
刃
部
幅
0,
15
cm

28
1

3
磨
製
石
鏃

4.
60

2.
70

0.
25

4.
35

変
成
岩

J-
9

�
A
層

両
面
に
擦
痕
､
剥
離
あ
り

28
1

4
磨
製
石
鏃

(1
.3
5)

1.
35

0.
1

-
粘
板
岩

S
01
0

№
2

先
端
部
欠
損
､
両
面
に
擦
痕
あ
り

28
1

5
磨
製
石
鏃

(1
.1
0)

(1
.0
0)

0.
15

0.
14

粘
板
岩

F
-7

�
A
層

下
部
欠
損

28
1

6
磨
製
石
鏃

(2
.1
5)

1.
50

0.
25

1.
03

蛇
紋
岩
?

pi
t
16
09

上
部
欠
損
､
両
面
に
擦
痕

表
(T
ab
)5
5
石
器
観
察
表
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図
版

番
号

遺
物

番
号

器
種

長
さ

幅
厚
さ

重
さ

石
材
・
石
質

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(g
)

28
1

7
磨
製
石
鏃

(3
.1
0)

1.
9

0.
2

1.
88

チ
ャ
ー
ト

K
-9

�
A
層
一
括

薄
緑
色
､
頭
部
､
脚
部
欠

28
1

8
磨
製
石
鏃

(4
.9
0)

1.
80

0.
25

3.
32

粘
板
岩

J-
9,
北
T
r,

用
水
路
跡

�
A
層

基
部
欠
損
､
両
面
に
擦
痕

28
1

9
石
包
丁

3.
20

3.
90

0.
50

8.
37

粘
板
岩

C
-4

�
A

大
部
分
を
欠
損
､
両
面
に
擦
痕
あ
り
､
穿
孔
あ
り

28
1

10
石
包
丁

(4
.8
0)

(4
.5
0)

0.
55

15
.1
8

輝
緑
凝
灰
岩

(立
岩
産
)

�
区

L-
9

�
A
土
器
片
一
括

大
部
分
を
欠
損
､
擦
痕
あ
り
､
や
や
薄
紫
色

28
1

11
石
包
丁

4.
5

(5
.7
0)

0.
9

21
.1
8

粘
板
岩
?

L-
9
東
T
r

�
A
下

黒
色
土

一
括

両
面
に
擦
痕
あ
り
､
大
部
分
を
欠
損

28
1

12
石
包
丁

(3
.0
5)

(3
.7
0)

0.
75

6.
67

流
紋
岩

S
-9

E
tr

�
下
層

擦
痕
あ
り
､大

部
分
を
欠
損
､
表
面
残
存
僅
少

28
1

13
石
包
丁

(2
.9
0)

(5
.9
0)

0.
6

13
.7
3

輝
緑
凝
灰
岩

(立
岩
産
)

B
-3

�
A
ベ
ル
ト

薄
紫
色
､
大
部
分
を
欠
損

28
2

14
紡
錘
車

4.
20

4.
20

0.
45

15
.9
5

変
成
岩

H
-8

�
A
層

両
面
に
擦
痕
あ
り

28
2

15
砥
石

(6
.2
5)

3.
10

1.
85

47
.2
3

砂
岩

(細
粒
)

B
・
C
-4
.5

�
層

両
端
欠
損
､細

粒
な
の
で
仕
上
げ
用
砥
石
?

28
2

16
砥
石

(4
.4
0)

2.
7

1.
5

22
.0
6

流
紋
岩

S
-9

�
A
層

５
面
に
擦
痕
あ
り

28
2

17
砥
石

(1
1.
50
)

12
.8

2.
65

55
5.
90

砂
岩

J-
8

�
A
,
B
層

全
面
に
磨
痕
あ
り

28
2

18
太
型
蛤
刃
石
斧

(1
5.
00
)

(7
.1
0)

(5
.1
0)

72
1.
0

玄
武
岩

C
-4

�
A
層

彫
琢
痕
､敲

打
痕
､擦

痕
あ
り

28
5

21
分
銅

7.
0

2.
5

1.
7

53
.4
0

滑
石

B
-3

�
A
層

両
面
に
擦
痕
あ
り
､
中
世

28
5

22
硯
?立

岩
?

(6
.7
0)

(4
.1
0)

1.
6

63
.6
2

輝
緑
凝
灰
岩

(紫
色
)

B
-5

�
上

全
面
に
磨
痕
あ
り

中
世
か
､
大
部
分
を
欠
損

28
5

23
石
鍋
片

(2
.7
0)

(7
.3
5)

-
67
.4
3

滑
石

B
-4

�
A
-ベ

ル
ト

表
面
に
ケ
ズ
リ
痕
あ
り

28
5

24
石
鍋

-
-

-
15
3.
58

滑
石

S
09
5

-
鍔
の
下
側
に
ス
ス
付
着

部
位
:口

緑
残
存
率
:1
/4
以
下

法
量
(口

径
):
22
.0
㎝

調
整
:部

分
的
に
ケ
ズ

リ
傷
あ
り

28
6

1
支
脚

(1
4.
00
)

9.
2

8.
4

91
4.
90

凝
灰
岩

B
-4

�
A
層

不
均
一
だ
が

(1
0面

以
上
)
2～

4㎝
幅
の
面
取
り
あ
り
※
時
期
不
明
で
あ
る
が
中
世
か

28
6

2
先
頭
状
石
器

6.
15

4.
55

1.
20

24
.9
1

安
山
岩

(在
地
産
)

B
-4

�
A
層

原
礫
面
残
存

28
6

3
不
明

(軽
石
製
品
?)

5.
60

4.
00

2.
30

14
.3
5

軽
石

Ｊ
-9

�
A
上
層
?

上
面
に
凸
部
あ
り
､
擦
切
痕
あ
り

28
6

4
石
錐

2.
60

1.
95

0.
85

3.
46

安
山
岩

R
-8

�
A
層

28
7

5
石
皿

27
.6
0

(1
6.
90
)

0.
61

40
61
.1
0

安
山
岩
質

C
-4

�
A
一
括

下
部
欠
損

28
7

6
石
皿
?
石
臼
片
?

(8
.4
0)

(3
.5
0)

(4
.0
0)

12
2.
41

安
山
岩
質

C
-4

�
A
層

大
部
分
を
欠
損

28
7

7
磨
石

11
.5

10
.5
5

8.
0

13
47
.6
0

火
山
岩

(?
)

C
-3

深
掘
り
T
r西

磨
痕
あ
り
､
表
面
に
ス
ス
付
着

28
8

8
凹
石
､磨

り
石

(9
.4
0)

9.
70

5.
9

81
7.
3

安
山
岩
質

�
区

V
-8

�
層
上

両
面
に
擦
痕
､敲

打
痕
あ
り

28
8

9
敲
石

7.
70

4.
20

3.
35

14
4.
07

火
成
岩

�
区

表
採

敲
打
痕
あ
り

表
(T
ab
)5
6
石
器
観
察
表
(６
)
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号

遺
物

番
号

銭
貨

名
国

名
初
鋳
年

書
体

出
土
地
点

層
位

備
考

22
4

3
寛
永
通
宝

日
本

16
26

篆
書

S
05
9

-
-

23
7

14
寛
永
通
宝
?

-
-

-
S
09
4

�
層

カ
ク
ラ
ン
内
?
模
鋳
銭
?

28
5

25
大
観
通
宝
?

-
-

-
C
-3

�
A
層

黒
っ
ぽ
い
包
含
層

28
5

28
寛
永
通
宝

日
本

16
26

篆
書

F
-8
G
逃
杭
よ
り

N
-1
10

E
-1
50

�
層

-

表
(T
ab
)5
7
古
銭
観
察
表
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

材
質

径
厚
さ

孔
径

重
さ

色
調

遺
存
度

出
土
位
置

層
位

備
考

(㎜
)

(㎜
)

(㎜
)

(g
)

20
16

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

3.
0

1.
0強

1.
5

計
測
不
能

紺
完
形

S
00
1

住
居
址

フ
ル
イ
土
中

中
層
下

穴
が
大
き
く
､
全
体
的
に
丸
み
が
あ
る

20
17

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

4.
0

3.
0

1.
5

0.
01

紺
一
部
欠
損

S
00
1

中
～
下
層

住
居
跡

フ
ル
イ
土
中

左
右
高
さ
が
違
う

20
18

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

3.
5

3.
0

1.
0

0.
01

紺
完
形

S
00
1

中
～
下
層

わ
ず
か
に
歪
ん
で
い
る

20
19

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

4.
0

2.
5

1.
5

0.
01

紺
一
部
欠
損

S
00
1

埋
土
一
括

や
や
い
び
つ

26
16

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

3.
0

2.
0

0.
5

計
測
不
能

緑
完
形

S
00
3

A
-5

1層

26
17

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

3.
5

3.
5

2.
0

0.
03

紺
完
形

S
00
3

A
-6

1層

26
18

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

3.
0

2.
5

1.
5

計
測
不
能

紺
完
形

S
00
3

西
ト
レ
ン
チ

孔
径
が
楕
円
形

全
体
的
に
丸
み
あ
り

歪
み
あ
り

26
19

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

4.
0

2.
0

2.
0

0.
02

紺
完
形

S
00
3

D
上
層

楕
円
形
孔

全
体
的
に
丸
み
あ
り

36
9

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

上
2.
0､

下
2.
5

上
2.
0､

下
2.
5

1.
0

0.
02
(2
個
で
)

緑
完
形

S
02
6

住
居
床
面

T
rの

中
連
結
2個

組

94
34

ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

3.
0

2.
5

2.
0

0.
01

紺
完
形

S
10
6

S
10
6

L-
9

15
4

17
ガ
ラ
ス
小
玉

カ
リ
ガ
ラ
ス

3.
3

2.
0

1.
5

0.
02

紺
完
形

S
07
5

下
層

27
7

5
石
製
小
玉

蛇
紋
岩

7.
0

2.
0

上
下
3.
0､

中
2.
0

0.
11

緑
一
部
欠
損

S
00
7

-
2方

向
よ
り
穿
穴
､
お
そ
ら
く
S
03
4実

N
o9
6と

同
石
材
か
？

表
(T
ab
)5
8
ガ
ラ
ス
小
玉
・
石
製
小
玉
観
察
表
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物

番
号

種
別

径
長
さ

孔
径

重
さ

色
調

遺
存
度

出
土
位
置

層
位

備
考

(㎜
)

(㎜
)

(㎜
)

(g
)

26
20

管
玉

3.
5

8.
0

2.
0～

1.
5

0.
10

や
や
く
す
ん
だ
黒

一
部
欠
損

S
00
3

D
-1
層

2方
向
よ
り
穿
穴

26
21

管
玉

2.
5

6.
0

1.
5

0.
01

や
や
く
す
ん
だ
黒

一
部
欠
損

S
00
3

D
上
層

2方
向
よ
り
穿
穴

26
22

管
玉

3.
0

6.
0

2.
0～

1.
5

0.
04

く
す
ん
だ
黒

一
部
欠
損

S
00
3

B
-1
層

検
査
出
土

2方
向
よ
り
穿
穴

32
6

管
玉

3.
0

11
.0

2.
0

0.
14

濃
緑

完
形

S
01
7

A
3層

2方
向
よ
り
穿
穴
?

32
7

管
玉

(3
.0
)

(5
.5
)

(1
.5
)

0.
01

濃
緑

約
1/
6残

存
S
01
7

埋
土
・
中
～
下
層

2方
向
よ
り
穿
穴

(欠
損
の
た
め
詳
細
不
明
)

36
10

管
玉

2.
5

10
.0

1.
5

0.
08

真
っ
黒

完
形

S
02
6

A
2方

向
よ
り
穿
穴
?
ほ
ぼ
１
本

36
11

管
玉

3.
5

10
.0

2.
0

0.
12

濃
緑

一
部
欠
損

S
02
6

ベ
ル
ト
上
の
ト
レ
ン
チ
壁
面

上
層
､中

央
ぐ
ら
い

2方
向
よ
り
穿
穴

54
14

管
玉

3.
5

6.
0

2.
0

0.
08

や
や
黄
味
か
か
っ
た
緑

一
部
欠
損

S
07
6

A
-1
層

2方
向
よ
り
穿
穴

58
10

管
玉

3.
0

9.
0

2.
0～

1.
5

0.
13

や
や
く
す
ん
だ
黒

完
形

S
08
1

�
・
J-
9ベ

ル
ト
上
層

2方
向
よ
り
穿
穴

15
0

16
管
玉

3.
2～

3.
5

9.
5

2.
0～

1.
5

0.
17

薄
緑

完
形

S
07
3

D
-1
層

2方
向
よ
り
穿
穴

28
2

19
管
玉

3.
5

12
.0

2.
0

0.
23

濃
緑

(や
や
色
調
薄
し
)

完
形

L-
9

M
8･
M
9杭

か
ら
L8
･L
9南

へ
30
7㎝

西
へ
48
㎝

2方
向
よ
り
穿
穴

表
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)5
9
管
玉
観
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版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

長
さ

幅
厚
さ

重
さ

時
期

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(ｇ
)

32
8

鉄
製
品

鉄
鏃

5.
4

3.
4

0.
2

12
.6
6

-
S
01
7

�
A
層

木
片
付
着

装
着
痕
跡

抉
部
深
さ
0.
5(
cm

)

36
8

鉄
製
品

鉄
釘

(0
.7
)

0.
35

0.
2

0.
15

弥
生

S
02
6

ト
レ
ン
チ
溝

10
1

71
鉄
製
品

鉄
ノ
ミ
？

7.
1

3.
1

0.
45

39
.1

弥
生
中
期

S
10
6

14
6

12
鉄
製
品

鉄
釘

(2
.7
)

0.
6

0.
3

1.
6

中
世

S
05
3

14
6

13
鉄
製
品

鉄
鏃

4.
85

3.
9

0.
55

13
.9
6

-
S
05
3

1層
(中

央
か
ら
南
へ
52
㎝
の
地
点
)

15
4

19
鉄
製
品

鉄
釘

(3
.0
5)

0.
55

0.
35

0.
91

-
S
07
5

A
-1
層

15
4

20
鉄
製
品

袋
状
鉄
斧

7.
4

3.
0

2.
0

48
.7
2

不
明

S
07
5

床
面

15
4

21
鉄
製
品

鉄
斧

11
.4

5.
5

0.
7

23
5.
22

-
S
07
5

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
層

カ
ク
ラ
ン
土
坑
下
層

18
2

9
鉄
製
品

鎗
鉋

(5
.1
5)

1.
7

0.
25

4.
3

弥
生
?

S
13
9

基
部
幅
1.
7(
cm

)

21
4

13
鉄
製
品

鉄
釘

(4
.0
)

0.
75

0.
6

6.
0

中
世

S
06
3

(一
括
)

頭
の
幅
1.
1㎝

頭
の
厚
さ
0.
8㎝

22
1

7
鉄
片

不
明

3.
35

1.
75

0.
55

13
.8

中
世

S
01
8

22
1

8
鉄
製
品

釘
6.
7

1.
7

1.
05

8.
1

中
世

S
01
8

中
世
､
N
o2
4

22
3

2
鉄
製
品

針
金
状
の
も
の
?

(0
.6
)

(0
.3
)

0.
15

計
測
不
能

中
世
?

S
05
5

1層
(中

央
の
上
層
)

22
5

6
鉄
片

不
明

2.
2

4.
3

0.
4

11
.4

中
世
?

S
05
9

22
5

7
鉄
製
品

鉄
釘

2.
95

0.
8

0.
4

2.
9

中
世

S
05
9

22
9

2
鉄
製
品

釘
(3
.6
)

0.
8

0.
5

8.
0

中
世

C
-3

滑
石
製
の
転
用
品
と
と
も
に
ピ
ッ
ト
(№

14
89
)内

よ
り
出
土

22
9

3
鉄
片

不
明

(3
5.
5)

(2
5.
5)

0.
2

7.
7

-
pi
t1
38
1

ピ
ッ
ト
(№

13
81
)

23
2

1
鉄
製
品

舟
釘
?

5.
1

1.
4

0.
4

6.
9

近
世

S
05
8

砂
層

近
世
構
内
(S
05
8)
よ
り
出
土
､
新
し
い
舟
釘
?

23
3

1
鉄
製
品

不
明

(3
.3
)

(1
.8
)

0.
3

12
.9

近
世

S
11
7

近
世
溝
(S
11
7)

23
5

15
鉄
製
品

ビ
ス
状
の
釘
?

(2
.2
5)

(1
.2
)

0.
25

0.
9

近
世

S
07
4

砂
層

近
世
溝
(S
07
4)
､
西
側
深
掘
り
ト
レ
ン
チ
S
07
4砂

層
中
出
土

23
5

16
鉄
片

不
明

(2
.7
5)

(3
.8
5)

0.
45

7.
4

近
世

S
07
4

�
A
層
北
の
ヘ
リ

近
世
溝

23
5

17
鉄
製
品

釘
?

(3
.6
)

(1
.1
)

0.
55

4.
9

近
世

S
07
4

3B
層

近
世
溝

23
7

11
鉄
製
品

不
明

3.
8

2.
35

0.
25

14
.2

近
世

S
09
4

上
層

近
世
溝

24
7

1
鉄
片

不
明

1.
2

(2
.8
)

0.
2

2.
1

不
明

S
03
5

溝
状
遺
構

28
2

20
鉄
製
品

鉄
鏃

3.
95

2.
6

0.
25

10
.4

中
世
?弥

生
?

B
-2

土
師
皿
の
ほ
ぼ
完
形
と
と
も
に

ピ
ッ
ト
(№

11
56
)内

よ
り
出
土

28
2

21
鉄
製
品

鉄
鏃

(3
.6
)

1.
95

0.
3

4.
4

不
明
(弥

生
?)

S
-9

ト
レ
ン
チ
よ
り
出
土

28
9

10
鉄
製
品

鉄
釘

(4
.1
5)

1.
3

0.
5

6.
3

不
明
(中

世
?)

A
-3

�
A
層

28
9

11
鉄
製
品

釘
(5
.4
)

0.
7

0.
5

4.
1

不
明

D
-6

�
層

北
半
分
よ
り
出
土

28
9

12
鉄
製
品

釘
(5
.4
)

(0
.8
)

(0
.5
)

4.
5

不
明

C
-4

�
A
上
層

28
9

13
鉄
製
品

鉄
釘

(1
.7
5)

0.
8

0.
45

1.
2

-
C
-4

�
A
層

28
9

14
鉄
製
品

舟
釘
先
端
?
釘
?

(4
.2
)

1.
2

0.
5

8.
1

-
B
-3

�
A
層

２
つ
に
割
れ
て
い
る

28
9

15
鉄
片

不
明

(2
.8
)

(1
.3
)

0.
35

5.
1

不
明

C
-3

�
A
～

�
B
層

欠
損
し
た
パ
ー
ツ
あ
り

28
9

16
鉄
製
品

鉄
片

(1
.3
5)

(1
.6
)

0.
45

2.
8

不
明
(弥

生
?)

K
-8

28
9

17
鉄
製
品

鉄
釘

(3
.5
)

(1
.5
5)

1.
0

7.
9

不
明

不
明

不
明

28
9

18
鉄
製
品

鉄
釘

(2
.8
)

(1
.7
)

0.
3

2.
7

不
明

不
明

不
明

28
9

19
鉄
片

不
明

(3
.1
)

(2
.5
5)

0.
65

15
.5

弥
生

L-
9

黄
層

東
壁

28
9

20
鉄
片

不
明

(1
.8
)

(2
.4
)

0.
4

10
.0

不
明

K
-9

上
層

28
9

21
鉄
製
品

不
明

(3
.6
)

(3
.6
)

0.
9

26
.6

不
明

K
-9

�
A
層

28
9

22
鉄
片

不
明

4.
55

4.
2

0.
85

44
.5

不
明
(中

世
?)

C
-1

�
A
層

(一
括
)

28
9

23
鉄
製
品

鉄
塊

3.
9

2.
85

1.
25

21
.6

不
明

C
-4

�
A
層

28
9

24
鉄
製
品

釘
(9
.2
)

(1
.8
)

0.
65

14
.6

不
明

B
-3

�
A
層

28
9

25
鉄
片

-
(5
.7
5)

2.
35

0.
4

27
.3

中
世
?

U
-9

�
A

(�
ba

下
)
層
東
側

S
01
0近

く
よ
り
出
土

28
9

26
鉄
製
品

舟
釘

(1
2.
3)

1.
5

0.
3

26
.0

-
(�

区
)

表
土
は
ぎ

(一
括
)

表
(T
ab
)6
0
鉄
器
観
察
表
(１
)
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図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

長
さ

幅
厚
さ

重
さ

時
期

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(ｇ
)

28
9

27
鉄
製
品

不
明

(1
.3
)

(3
.0
)

0.
15

2.
49

近
世

H
-9

砂
層
(3
6下

)
東
ト
レ
ン
チ
よ
り
出
土

近
世
溝

28
9

28
鉄
製
品

鉄
砲
の
弾
?

1.
2

1.
1

1.
0

1.
8

不
明

C
-3

�
A
～
�
B
層

28
9

29
鉄
製
品

不
明

(2
.9
)

(1
.7
)

0.
4

5.
8

不
明

C
-3

�
A
層

何
か
の
パ
ー
ツ
?

28
9

30
鉄
製
品

不
明

(2
.4
)

(2
.3
)

0.
4

-
不
明

C
-3

�
A
層

何
か
の
パ
ー
ツ
?

28
9

31
鉄
製
品

不
明

2.
95

2.
9

0.
2

9.
5

不
明

H
-7

�
A
上
層

近
世
溝
上
?

28
9

32
鉄
製
品

不
明

2.
45

3.
05

0.
1

10
.3

不
明

H
-7

�
上
層

(土
器
片
と
一
括
)

近
世
溝
上
?
N
o2
9同

様
の
鉄
製
品

表
(T
ab
)6
1
鉄
器
観
察
表
(２
)

図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

器
種

長
さ

幅
厚
さ

重
さ

出
土
地
点

層
位

備
考

16
5

1
青
銅
器

銅
鏃

16
5

1
青
銅
器

銅
鏃

(3
.7
5)

(1
.1
0)

0.
40

1.
25

S
11
0

カ
ベ
黒
色
土

貯
蔵
穴
?上

欠
損
し
た
銅
剣
先
端
部
を
再
加
工
し
た
可
能
性
有
り

23
7

12
青
銅
器

鏡
片

2.
80

1.
20

1.
50

-
S
09
4

�
A
層

(包
含
層
?)

半
径
3.
30
㎝
/直

径
6.
60
㎝

中
世

23
7

13
青
銅
器

銅
製
笄
留
具

(1
.8
5)

(2
.6
0)

1.
70

-
S
09
4

近
世
溝
の
上
層
?

S
09
5の

す
ぐ
横
S
07
4の

端
一
部
欠
損

剥
離
あ
り
､折

れ
あ
り

表
(T
ab
)6
2
青
銅
器
観
察
表

図
版

番
号

遺
物

番
号

種
別

長
さ

幅
厚
さ

穿
孔
径

重
さ

焼
成

調
整

胎
土

色
調

遺
存
度

出
土
地
点

層
位

備
考

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(c
m
)

(g
)

54
16

紡
錘
車

(4
.1
0)

(2
.8
5)

1.
55

欠
損

-
良

ナ
デ

石
英
､長

石
､角

閃
石
､砂

粒
に
ぶ
い
黄
橙

10
Y
R
6/
4

1/
2

S
07
6

溝
ス
ス
付
着
､
黒
斑
あ
り

54
17

土
製
勾
玉

(1
.8
0)

(1
.1
5)

1.
15

欠
損

-
良

-
雲
母
､砂

粒
､石

英
､長

石
に
ぶ
い
黄
橙

7.
5Y

R
6/
4

上
下
欠
損

S
07
6

-
赤
っ
ぽ
い
胎
土

屈
曲
部
の
み
残
存

13
8

9
土
錘

1.
50

0.
85

0.
8

0.
3～

0.
25

-
良

-
石
英
､長

石
､角

閃
石

-
完
形

S
01
2

C
-1
､1
層

13
8

10
土
製
勾
玉

(2
.1
0)

(1
.2
5)

0.
8

欠
損

-
良

全
面
ナ
デ

金
雲
母
､砂

粒
､石

英
､長

石
､輝

石
に
ぶ
い
黄
橙

10
Y
R
7/
4

頭
部
欠
損

S
01
2

D
-5
､2
層

15
0

18
土
製
勾
玉

(1
.5
0)

(1
.1
0)

0.
90

欠
損

-
良

-
石
英
､長

石
､赤

褐
色
粒
子
､雲

母
､角

閃
石

に
ぶ
い
黄
橙

10
Y
R
7/
4

一
部
欠
損

S
07
3

C
-2
層

15
0

19
土
製
勾
玉

(1
.4
0)

(1
.6
0)

0.
85

0.
25

-
良

-
石
英
､角

閃
石
､長

石
に
ぶ
い
黄
橙

10
Y
R
6/
3

1/
2

S
07
3

C
-カ

ベ

15
4

18
土
製
勾
玉

(1
.7
5)

(1
.3
5)

1.
10

欠
損

-
良

-
雲
母
､石

英
､角

閃
石
､長

石
橙

7.
5Y

R
6/
6

上
下
欠
損

S
07
5

D
-3
層

屈
曲
部
の
み
残
存

15
8

18
土
製
勾
玉

1.
55

1.
15

0.
60

0.
3～

0.
2

-
良

-
雲
母
､石

英
､角

閃
石

明
赤
褐

5Y
R
5/
6

ほ
ぼ
完
形

S
07
7

溝
一
部
欠
損

15
8

19
土
製
勾
玉

1.
80

1.
15

0.
65

0.
3～

0.
2

-
良

-
雲
母
､石

英
､角

閃
石

に
ぶ
い
褐

7.
5Y

R
5/
4

完
形

S
07
7

遺
構
内
埋
土

I-8
北
Tr

21
9

4
土
錘

(4
.6
0)

1.
5

1.
50

0.
5～

0.
45

-
良

ナ
デ

雲
母
､石

英
､赤

褐
色
粒
子

灰
黄
褐

10
Y
R
5/
2

一
部
欠
損

S
06
2

グ
リ
ッ
ド
B

穴
に
土
が
詰
ま
っ
て
い
る
?

22
7

3
石
製
勾
玉

1.
6～

1.
0～

0.
4

-
-

-
-

-
-

S
03
4

遺
構
検
出
面

27
7

4
石
製
勾
玉

0.
55

1.
45

1.
1

0.
2

-
-

-
-

完
形

S
12
6

-
ヒ
ス
イ

28
0

33
台
付
注
口
壷
？

1.
7

1.
7

1.
8

0.
7～

0.
4

-
良

ナ
デ

石
英
､長

石
､角

閃
石
､輝

石
､
赤
色
酸
化
粒

-
注
口
の
み

A
-3

�
A上

層
弥
生
中
期
後
半
？

28
0

34
紡
錘
車

5.
30

5.
25

1.
10

1.
0～

0.
7

-
良

ナ
デ
､指

頭
圧
痕
､穿

穴
(実

測
図
の
下
か
ら
上
へ
)
雲
母
､角

閃
石
､石

英
､長

石
､赤

褐
色
粒
子
､

砂
粒
､輝

石
に
ぶ
い
黄
橙

10
Y
R
6/
4

完
形

F
-7

�
A層

28
0

35
土
製
勾
玉

(1
.0
0)

0.
5

0.
6

欠
損

-
良

石
英
､金

雲
母

-
頭
部
欠
損

廃
土
中

-
破
鏡
出
土
付
近
､
弥
生
？

28
0

36
土
製
勾
玉

3.
30

1.
60

1.
20

欠
損

-
良

-
雲
母
､石

英
､角

閃
石

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R
6/
4

上
部
欠
損

J-
8

�
A層

グ
リ
ッ
ド
包
含
層
､
残
存
率
1/
2

29
0

34
土
錘

(4
.0
0)

1.
20

1.
20

0.
3

4.
55

良
-

-
黒

一
部
欠
損

B
-2

�
A層

両
面
と
も
黒
色

29
0

33
土
錘

(4
.3
0)

1.
10

1.
10

0.
5

-
良

丁
寧
な
ナ
デ

(ミ
ガ
キ
?)
､
穿
穴

雲
母
､角

閃
石
､石

英
明
赤
褐

2.
5Y

R
5/
6

一
部
欠
損

G
-8

�
A層

外
面
磨
き
の
可
能
性
あ
り

29
0

35
土
錘

3.
6

1.
0

1.
0

0.
4～

0.
35

-
良

-
石
英
､金

雲
母
､長

石
-

完
形

-
包
含
層

表
(T
ab
)6
3
紡
錘
車
・
勾
玉
・
土
錘
観
察
表
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ピ
ッ
ト

番
号

出
土

地
点

短
軸

長
軸

上
端

下
端

中
端

深
さ

覆
土

縄
文

弥
生

中
世
須
恵

中
世
土
師

青
磁

白
磁

瓦
器
椀

瓦
質
土
器

不
明
土
器

土
鍋

滑
石
(石

鍋
)

黒
曜
石

鉄
器

ス
ラ
グ

陶
器

そ
の
他

備
考

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

10
01

B
-1

29
29

10
.3
04

9.
65
8

-
64
.6

1
17
.6

10
03

B
-1

28
28

10
.2
61

9.
92
2

33
.9

2
27

4
16

2
4

2
5

10
06

B
-1

17
27

10
.2
84

9.
92
5

-
35
.9

3
36

10
07

B
-1

27
29

10
.2
84

9.
98
5

-
29
.9

1
7

10
10

B
-1

22
24

10
.2
85

9.
96
8

-
31
.7

2
6

10
11

B
-1

28
42

10
.2
84

9.
80
4

48
.0

2
15

1
7

ch
ip

0.
3

10
13

B
-1

21
22

10
.2
84

9.
71
4

-
57
.5

8
44

1
0.
7

10
14

B
-1

24
24

10
.2
91

10
.0
73

-
21
.8

1
4

3
8

10
15

B
-1

19
20

10
.3
03

1
15
.6

2
14

10
16

B
-1

21
23

10
.3
03

9.
97
3

-
33
.0

1
4

10
17

B
-1

21
22

10
.2
96

10
.0
62

-
23
.4

2
7

3.
2

10
18

B
-1

21
21

10
.3
14

10
.0
68

-
24
.6

1
6

10
20

B
-1

17
17

10
.2
90

9.
99
5

-
29
.5

1
12
.5

10
21

1
15

位
置
を
確
認
で
き
ず

10
22

B
-1

21
28

10
.3
00

9.
94
7

-
35
.3

1
41

10
23

B
-1

23
24

10
.3
05

10
.0
65

-
24
.0

2
5

10
33

B
-1

35
40

10
.2
96

10
.1
15

18
.1

1
36

10
35

B
-1

16
16

10
.2
75

10
.1
94

-
8.
1

11
9.
5

10
40

B
-1

21
25

10
.2
49

9.
94
4

-
30
.5

1
5

10
57

B
-2

22
26

10
.2
76

10
.0
13

-
26
.3

1
6.
8

1
6.
3

10
64

B
-2

19
24

10
.2
05

9.
63
9

-
56
.6

2
35

10
72

B
-2

28
32

10
.2
24

9.
97
1

10
.1
21

25
.3

1
8.
1

1
21
.9

10
77

B
-2

19
22

10
.2
50

9.
79
6

-
45
.4

2
32

10
94

B
-2

20
21

10
.2
60

10
.0
33

-
22
.7

5.
8

10
99

B
-2

19
21

10
.2
47

9.
83
5

-
41
.2

2
12

11
00

B
-2

18
23

10
.1
50

10
.1
28

-
2.
2

2
7.
1

1
2

11
01

B
-2

26
31

10
.1
87

9.
90
1

10
.0
69

28
.6

1
5

1
4

1
5

11
03

B
-2

24
26

10
.2
33

10
.0
57

-
17
.6

1
11
.1

4
5

4
8

11
04

B
-2

25
25

10
.2
27

9.
96
4

-
26
.3

7
83

24
.3

1
13

土
師
：
杯

そ
の
他
：
粘
土
塊

11
06

B
-2

17
17

10
.2
20

9.
82
3

10
.1
05

39
.7

6
44

11
07

B
-2

27
28

10
.2
00

9.
88
3

9.
99
8

31
.7

1
20

4
70
.6

11
08

B
-2

18
20

10
.1
96

10
.0
23

-
17
.3

3
11
12

B
-2

16
18

10
.2
26

10
.1
01

-
12
.5

1
19
.6

0.
4

そ
の
他
：
炭
化
物
(廃

棄
)

11
13

B
-2

15
17

10
.2
35

10
.1
25

-
11
.0

1
2

6
20

1
1.
9

黒
曜
石
：
原
石
サ
ン
プ
ル

11
14

B
-2

24
26

10
.2
30

9.
71
0

-
52
.0

6
20

1
1

1
20

そ
の
他
：
粘
土
塊

11
15

B
-2

20
26

10
.2
16

9.
87
4

-
34
.2

5
37

弥
生
：
丹
塗
1ヶ

､
2ｇ

11
17

B
-2

21
22

10
.2
99

9.
77
7

-
52
.2

11
33

1
10

1
3.
2

11
19

B
-2

14
18

10
.2
58

9.
80
5

-
45
.3

2
78
.2

0.
3

11
20

B
-2

32
34

10
.3
21

9.
83
3

-
48
.8

1
13

1
5

1
13

11
21

B
-2

18
19

10
.2
67

10
.1
96

-
7.
1

1
8

11
22

B
-2

17
18

10
.2
30

10
.0
01

-
22
.9

2
7.
5

11
29

B
-2

17
18

10
.2
18

9.
97
5

-
24
.3

2
2

1
1.
9

2
5

1
16

11
30

B
-2

13
14

10
.2
16

10
.0
22

-
19
.4

2
44

11
42

B
-2

19
22

10
.2
12

10
.1
11

-
10
.1

5
40

0.
3

11
43

B
-2

12
14

10
.2
00

10
.1
05

-
9.
5

1
7.
2

1
6.
2

11
44

B
-2

18
20

10
.2
36

9.
80
6

-
43
.0

1
8.
4

11
49

B
-2

18
19

10
.2
10

10
.0
95

-
11
.5

1
8.
7

11
56

B
-2

41
55

10
.4
08

9.
83
0

-
57
.8

8
60
.1

27
28
3.
5

2
12
.9

4.
2

1
46
2.
9

そ
の
他
：
自
然
石
？

11
59

B
-2

24
24

10
.3
92

10
.1
15

10
.1
15

27
.9

1
4.
9

11
62

B
-2

24
25

10
.2
95

10
.1
25

-
17
.0

1
6.
3

11
63

B
-2

30
52

10
.2
95

10
.1
10

10
.1
60

18
.5

2
6

1
1.
1

11
66

B
-2

17
27

10
.2
27

10
.0
70

-
15
.7

2
4.
8

1
2.
5

11
67

B
-2

26
43

10
.2
30

9.
88
8

10
.0
14

34
.2

7
53
.6

16
80
.6

1
41
.8

1
4.
8

11
68

B
-2

39
39

10
.2
76

9.
51
5

10
.0
08

76
.1

3
37

11
70

B
-2

14
18

10
.2
34

10
.0
55

-
17
.9

1
1.
2

2
7.
3

11
77

B
-3

23
23

10
.1
99

10
.0
15

-
18
.4

1
16
.3

1
12
.1

1
2

0.
2

そ
の
他
：
炭
化
物
(廃

棄
)

11
78

B
-2

B
-3

14
17

10
.2
21

10
.1
08

-
11
.3

1
19
.3

11
80

B
-2

16
16

10
.2
23

10
.1
30

-
9.
3

2
6.
2

11
82

B
-2

25
31

10
.1
85

10
.0
04

-
18
.1

1
3.
3

1
9

11
83

B
-2

31
31

10
.1
83

9.
97
5

-
20
.8

3
7.
1

表
(T
ab
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4
ピ
ッ
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集
計
表
(１
区
－
１
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ピ
ッ
ト

番
号

出
土

地
点

短
軸

長
軸

上
端

下
端

中
端

深
さ

覆
土

縄
文

弥
生

中
世
須
恵

中
世
土
師

青
磁

白
磁

瓦
器
椀

瓦
質
土
器

不
明
土
器

土
鍋

滑
石
(石

鍋
)

黒
曜
石

鉄
器

ス
ラ
グ

陶
器

そ
の
他

備
考

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

11
84

B
-2

22
28

10
.2
00

10
.0
58

-
14
.2

2
5

11
85

B
-2

50
53

10
.1
89

2
36
.1

19
19
2.
8

2
47
.5

2
2.
3

1
18

71
2.
4

そ
の
他
：
砥
石
､
石
(丸

石
)

11
86

B
-2

22
24

10
.1
75

-
1

19
2

10
1

5
そ
の
他
：
古
代
・
須
恵

11
88

B
-2

30
45

10
.2
37

9.
94
0

-
29
.7

5
9

11
91

B
-2

19
23

10
.1
82

10
.0
42

-
1.
4

3
11
.8

11
92

B
-2

20
22

10
.2
22

10
.0
10

-
21
.2

4
24

6
9

1
4

2.
1

11
93

B
-2

17
23

10
.2
32

10
.0
26

-
20
.6

1
20

不
明
土
器
：
時
代
不
明
・
土
師
器

11
97

B
-2

16
22

10
.2
10

9.
79
7

-
41
.3

1
3

11
99

B
-2

12
20

10
.2
28

9.
89
9

-
32
.9

1
8

12
00

B
-2

25
26

10
.2
10

9.
77
7

-
43
.3

1
9.
6

18
.9

そ
の
他
：
炭
化
物

12
02

B
-3

46
75

10
.2
58

9.
74
3

9.
97
1

51
.5

2
85
.8

10
91
.4

1
7

54
22
5.
6

1
1.
2

1
22

12
03

B
-2

25
27

10
.2
20

10
.0
30

-
19
.0

3
10
.7

2
14
.7

12
07

B
-2

B
-3

33
34

10
.2
72

10
.1
41

-
13
.1

1
1.
4

12
08

B
-2

23
43

10
.2
96

9.
96
0

10
.1
25

33
.6

3
16
.6

1
3.
3

1
3.
2

12
14

B
-2

22
25

10
.2
21

10
.0
86

-
13
.5

1
7.
4

12
15

B
-2

27
33

10
.2
10

9.
81
5

9.
95
0

39
.5

1
5

7.
9

1
1

12
17

B
-2

33
47

10
.2
91

10
.1
70

10
.2
04

12
.1

5
19
.8

12
20

B
-2

30
33

10
.3
15

9.
97
5

-
34
.0

1
7.
3

29
65
.2

1
6.
1

1
37
.5

1
9.
6

12
21

B
-2

24
29

10
.3
12

10
.1
75

-
13
.7

2
18
.6

12
23

B
-2

23
28

10
.3
08

10
.0
96

-
21
.0

2
3

1
1.
2

12
25

B
-2

B
-3

26
50

10
.3
20

10
.0
92

10
.2
71

22
.8

1
11
.6

4
32
.8

12
27

B
-2

B
-3

29
53

10
.2
99

9.
91
3

9.
98
3
38
.6

3
23

9
37
.7

1
2.
2

12
28

B
-3

24
42

10
.3
01

10
.0
66

10
.1
70

23
.5

1
20
.4

1
14

1
0.
8

1
28
.5

そ
の
他
：
中
世
？
・
粘
土
塊

12
29

B
-3

20
38

10
.2
84

10
.0
13

-
27
.1

3
33
.8

1
1.
9

12
30

B
-3

24
24

10
.2
70

10
.1
01

-
16
.9

2
32
.9

12
32

B
-3

29
30

10
.2
98

10
.0
28

-
27
.0

1
8.
8

1
6.
2

2
4.
4

2
8.
5

7
12
35

C
-2

13
17

10
.2
81

10
.0
85

-
19
.6

2
13
.3

1
2.
3

12
38

C
-2

12
13

10
.2
70

10
.1
86

-
8.
4

2
12
40

B
-2

20
24

10
.2
84

10
.1
30

-
15
.4

2
9.
2

12
42

B
-3

18
20

10
.3
02

10
.0
08

-
29
.4

1
8.
2

12
43

B
-3

19
28

10
.3
21

10
.0
77

-
24
.4

3
9.
8

1
6.
2

1
6.
3

12
45

B
-3

39
39

10
.3
04

10
.1
60

10
.1
67

14
.4

2
26
.1

12
48

C
-3

19
23

10
.2
85

10
.2
02

-
8.
3

1
8.
6

12
50

C
-3

16
17

10
.2
27

10
.1
57

-
7.
0

1
0.
7

12
52

C
-3

27
42

10
.3
34

10
.0
60

-
29
.4

1
4

2
4.
8

12
54

C
-3

23
26

10
.3
57

9.
92
5

-
43
.2

2
8.
2

3
3.
5

12
56

C
-3

23
34

10
.3
61

10
.0
59

10
.1
61

30
.2

1
39
.8

1
1

1.
1

12
57

C
-3

24
27

10
.3
71

10
.0
51

10
.1
63

32
.0

1
6

3
23
.9

7
19
.6

18
0.
3

弥
生
：
丹
塗

12
59

C
-3

19
19

10
.3
79

10
.2
12

-
16
.7

2
9.
8

1
13
.2

7
25
.4

23
12
61

B
-3

28
35

10
.2
91

10
.1
16

10
.1
74

17
.5

1
3.
6

12
63

B
-3

22
43

10
.2
65

9.
97
3

-
29
.2

3
28
.1

1
4.
1

12
65

B
-3

18
22

10
.3
04

10
.0
77

-
22
.7

1
0.
5

そ
の
他
：
骨
片
(1
ｘ
1の

大
き
さ
)

12
66

B
-3

24
25

10
.2
77

9.
70
7

-
57
.0

5
34
.4

1
1

1
5.
1

12
67

B
-3

28
43

10
.2
44

10
.0
11

10
.0
40

23
.3

4
58
.2

1
3.
1

1
3.
9

1
44

12
68

B
-3

20
36

10
.2
15

10
.0
17

-
19
.8

4
20
.4

2
39
.5

1
0.
8

12
70

B
-3

18
18

10
.2
45

10
.0
54

-
19
.1

1
16
.1

12
74

B
-3

20
20

10
.2
92

10
.0
54

-
23
.8

1
11
.8

2
18
5.
5

12
75

B
-3

23
24

10
.2
32

9.
79
7

-
43
.5

1
6

2
4.
2

12
77

B
-3

32
35

10
.2
29

9.
88
2

9.
96
3
34
.7

1
5.
4

5
11
.4

12
79

B
-3

24
29

10
.2
68

10
.1
04

-
16
.4

9.
1

2
12
86

B
-3

27
34

10
.1
99

9.
79
0

-
40
.9

7
49
.8

8
19
.2

1
9.
8

1
2.
7

1
0.
5

12
90

B
-3

27
34

10
.2
95

9.
99
5

-
30
.0

1
17
.8

1
1.
6

1
4

12
91

B
-3

20
21

10
.2
90

9.
99
2

-
29
.8

1
2.
8

12
92

B
-3

22
22

10
.2
83

10
.0
01

10
.0
42

28
.2

3
54
.8

1
21
.7

須
恵
：
中
世
東
播
系
・
口
緑

12
95

B
-3

26
34

10
.2
52

10
.0
30

-
22
.2

5
30
.3

1
9.
5

12
97

B
-3

27
32

10
.2
61

9.
87
3

9.
94
2
38
.8

4
35

1
6.
3

12
98

B
-3

23
33

10
.1
91

10
.0
53

-
13
.8

9
93
.2

3
12
.8

弥
生
：
丹
塗
1ヶ

､4
9.9

ｇ
(黒

髪
式
カ
メ
･口

緑
)

12
99

B
-3

18
19

10
.2
35

10
.0
26

-
20
.9

1
5

1
5.
7

13
01

B
-3

21
23

10
.2
49

9.
90
1

-
34
.8

1
21
.1

表
(T
ab
)6
5
ピ
ッ
ト
集
計
表
(１
区
－
２
)
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ピ
ッ
ト

番
号

出
土

地
点

短
軸

長
軸

上
端

下
端

中
端

深
さ

覆
土

縄
文

弥
生

中
世
須
恵

中
世
土
師

青
磁

白
磁

瓦
器
椀

瓦
質
土
器

不
明
土
器

土
鍋

滑
石
(石

鍋
)

黒
曜
石

鉄
器

ス
ラ
グ

陶
器

そ
の
他

備
考

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

13
02

B
-3

15
16

10
.2
64

10
.0
17

-
24
.7

1
10
.8

13
03

B
-3

21
23

10
.2
91

9.
85
2

-
43
.9

1
8.
5

13
04

B
-3

19
20

10
.2
90

9.
88
0

-
41
.0

2
23
.7

1
1.
4

1
1.
5

2
51
.3

そ
の
他
：
炭
化
物

13
05

B
-3

33
40

10
.2
60

9.
92
3

-
33
.7

4
45
.3

2
22
.6

13
06

B
-3

25
26

10
.3
01

10
.0
24

-
27
.7

5
21
.4

2
5.
5

17
そ
の
他
：
砥
石

13
07

B
-3

22
24

10
.3
00

10
.0
62

-
23
.8

1
8

2
1.
9

13
08

B
-3

25
26

10
.2
91

9.
90
7

-
38
.4

2
11
.3

1
22
.7

13
09

B
-3

24
24

10
.2
69

9.
99
3

-
27
.6

3
39
.1

13
10

B
-3

30
44

10
.2
67

10
.0
25

10
.1
13

24
.2

1
7.
5

13
12

B
-3

26
36

10
.3
15

10
.0
31

-
28
.4

1
8.
6

13
13

B
-3

30
33

10
.3
16

10
.1
25

-
19
.1

1
15
.1

3
56
.5

3
8.
3

31
.1

13
14

B
-3

30
32

10
.3
20

10
.1
11

-
20
.9

1
33
.6

8
73
.9

2
5.
2

1
23
.8

13
15

B
-3

19
19

10
.3
08

10
.0
32

10
.0
75

27
.6

3
84

1
2.
4

1.
4

13
16

B
-3

17
19

10
.2
60

10
.0
25

-
23
.5

1
7.
2

3
17
.2

2
20
.4

不
明
土
器
：
中
世
？

13
18

B
-3

22
69

10
.2
70

10
.0
29

10
.0
95

24
.1

1
3.
4

13
20

B
-3

26
27

10
.2
55

10
.0
10

-
24
.5

2
11
.4

13
21

B
-3

19
21

10
.2
64

10
.0
71

-
19
.3

1
18
.6

1
2.
2

13
22

B
-3

18
20

10
.2
56

10
.0
68

-
18
.8

2
22
.0

13
26

B
-3

21
21

10
.2
82

10
.1
79

-
10
.3

1
40
.7

13
27

B
-3

33
61

10
.2
82

10
.0
14

-
26
.8

1
14
.4

2
15
.7

1
28
.5

1
10

13
29

B
-3

21
27

10
.2
93

10
.0
54

10
.1
33

23
.9

2
13
.1

13
30

B
-3

34
36

10
.2
71

10
.1
06

-
16
.5

1
5.
9

1
1.
3

13
31

B
-3

16
16

10
.2
75

10
.1
45

-
13
.0

1
10
.6

1
5

13
32

B
-3

24
25

10
.2
84

10
.0
23

-
26
.1

1
6.
6

13
35

B
-3

23
25

10
.2
20

9.
97
3

-
24
.7

2
2.
9

13
37

B
-3

23
23

10
.2
53

10
.0
13

-
24
.0

1
13
2.
2

3
5.
7

2
10
.4

縄
文
：
Ａ
ｰ3
�
Ａ
(2
ヶ
)と

接
合

13
38

B
-3

24
29

10
.2
60

9.
98
0

-
28
.0

1
8.
1

1
1.
6

1
1.
8

13
40

A
-3

19
22

10
.1
53

9.
94
5

-
20
.8

1
3.
3

1.
5

13
41

A
-3

22
26

10
.1
37

9.
66
7

-
47
.0

3
54
.3

13
43

A
-3

19
20

10
.1
35

9.
84
4

-
29
.1

6.
0

13
44

A
-3

22
26

10
.1
65

9.
94
5

-
22
.0

2
17
.4

1
5.
3

2
5.
2

13
46

A
-3

20
23

10
.1
81

9.
79
2

-
38
.9

1
4.
6

2
11
.5

2.
2

13
47

A
-3

28
32

10
.1
55

9.
85
5

-
30
.0

1
2.
3

1.
1

そ
の
他
：
炭
化
物

13
48

A
-3

32
34

10
.1
48

9.
83
6

-
31
.2

4
11
.5

1
4.
2

6
18
.9

13
49

A
-3

24
28

10
.1
74

9.
85
1

-
32
.3

2
4.
9

1
1.
0

4.
6

13
50

A
-3

21
24

10
.2
04

9.
87
4

-
33
.0

1
5.
5

13
51

A
-3

18
25

10
.1
80

9.
97
6

10
.0
76

20
.4

1
1.
6

13
52

A
-3

17
27

10
.2
16

9.
88
5

-
33
.1

8
26

2
10
.2

13
55

B
-3

23
25

10
.2
76

10
.0
69

-
20
.7

2
3.
2

1
5,
8

2.
3

そ
の
他
：
安
山
岩

13
56

B
-3

17
22

10
.2
15

9.
77
3

-
44
.2

6
51
.3

3
11
.8

1
0.
4

1
13
.8

土
鍋
：
中
世
・
縄
目

13
57

B
-3

26
32

10
.1
84

10
.0
16

-
16
.8

1
1.
6

そ
の
他
：
土
鐘

13
59

B
-3

14
19

10
.1
81

10
.0
09

-
17
.2

1
6.
4

13
60

B
-3

23
24

10
.1
93

9.
96
0

-
23
.3

1
6.
7

弥
生
：
丹
塗

13
62

B
-3

41
47

10
.1
45

10
.0
25

-
12
.0

16
15
4.
2

2
37
.2

0.
4

そ
の
他
：
炭
化
物
(廃

棄
)

13
66

B
-3

26
28

10
.2
36

10
.0
88

-
14
.8

13
67

B
-3

25
27

10
.2
50

9.
95
7

-
29
.3

1
13
.4

3
11
.1

10
.1

そ
の
他
：
炭
化
物
(廃

棄
)

13
68

B
-3

20
23

10
.2
36

9.
98
3

-
25
.3

5
39
.9

1
1.
9

1
4.
6

そ
の
他
：
時
期
不
明
・
粘
土
塊

13
69

B
-3

24
26

10
.2
28

9.
92
4

-
30
.4

1
18
.8

2
2
18
.6

陶
器
：
中
世
・
陶
磁
器
口
緑

(陶
器
片
)

13
70

B
-3

20
35

10
.2
24

10
.0
15

-
20
.9

1
15
.8

1.
3

そ
の
他
：
炭
化
物
(廃

棄
)

13
71

B
-3

20
22

10
.2
31

10
.1
26

-
10
.5

1
4.
7

6.
6

13
72

B
-3

23
26

10
.2
12

9.
89
4

9.
94
0

31
.8

4
15
.9

13
73

B
-3

21
25

10
.2
26

9.
77
4

-
45
.2

2
20
.9

3
7.
7

13
77

B
-3

21
22

10
.2
60

10
.0
61

-
19
.9

2
15
.1

1
1.
3

13
79

B
-3

20
22

10
.2
72

10
.0
98

10
.1
20

17
.4

1
3.
4

0.
4

1
9

そ
の
他
：
時
期
不
明
・
粘
土
塊

13
80

B
-3

14
14

10
.2
79

10
.0
82

-
19
.7

3
9.
3

2
8.
8

13
81

B
-3

33
43

10
.2
69

9.
87
1

-
39
.8

1
3.
9

1
14
.6

1
20
.0

1
7.
7

須
恵
：
中
世
東
播
系
す
り
鉢
・
口
緑

13
84

B
-3

26
28

10
.2
77

9.
88
4

-
39
.3

14
10
3.
2

3
13
.6

1
3.
9

表
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ッ
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区
－
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ピ
ッ
ト

番
号

出
土

地
点

短
軸

長
軸

上
端

下
端

中
端

深
さ

覆
土

縄
文

弥
生

中
世
須
恵

中
世
土
師

青
磁

白
磁

瓦
器
椀

瓦
質
土
器

不
明
土
器

土
鍋

滑
石
(石

鍋
)

黒
曜
石

鉄
器

ス
ラ
グ

陶
器

そ
の
他

備
考

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

13
85

B
-3

22
27

10
.2
60

9.
97
1

-
28
.9

3
1

3.
5

1
8.
4

1
49
1

不
明
土
器
：
時
代
不
明
・
須
恵
器

そ
の
他
：
(丸

石
)

13
86

B
-3

26
29

10
.2
64

9.
71
3

10
.0
27

55
.1

1
1.
1

13
88

B
-3

19
19

10
.2
39

10
.0
39

-
20
.0

4
6

不
明
土
器
：
土
器
片

13
89

B
-3

25
27

10
.2
25

9.
96
4

-
26
.1

2
16
.7

3
2.
3

1
3.
1

1
14
.9

そ
の
他
：
粘
土
塊

13
90

B
-3

36
52

10
.2
21

9.
75
1

10
.0
61

47
.0

1
4.
6

13
91

B
-3

40
50

10
.2
25

9.
94
6

-
27
.9

5
22
.4

10
1

1.
2

1
9.
8

陶
器
：
自
然
釉
あ
り

13
94

B
-3

17
18

10
.2
03

9.
92
4

-
27
.9

4
35
.4

13
98

A
-2

B
-2

31
46

10
.2
10

10
.0
96

-
11
.4

1
13
.6

13
99

A
-2

39
71

10
.2
06

9.
67
0

10
.0
71

53
.6

1
6.
9

1
2.
1

1
7.
2

そ
の
他
：
未
製
品
・
石
斧

14
01

A
-2

40
57

10
.1
60

9.
87
6

9.
92
1

31
.4

2
27
.6

2
5.
9

1
9.
0

0.
6

14
02

A
-2

25
38

10
.1
66

9.
94
8

-
21
.8

1
15
.2

2
24
.7

4
10
.7

3
6.
3

1
1.
2

14
08

A
-3

B
-3

18
21

10
.1
79

9.
88
3

-
29
.6

1
9.
8

8.
6

そ
の
他
：
粘
土
塊

14
12

B
-3

20
22

10
.1
88

9.
88
7

-
30
.1

1
13
.3

14
13

B
-3

35
48

10
.1
92

9.
87
8

-
31
.4

8
93
.1

14
46
.8

2
6.
3

2
7.
1

14
18

B
-3

23
27

10
.1
83

9.
97
3

-
21
.0

1
5.
6

14
20

A
-3

24
24

10
.1
79

9.
97
5

-
20
.4

1
12
.5

2
4.
5

14
21

A
-3

26
32

10
.1
78

9.
97
9

10
.0
35

19
.9

1
8.
4

3
15
.8

5
13
.4

1
2.
3

14
22

A
-3

20
21

10
.1
78

9.
88
2

-
29
.6

2
5.
6

14
25

A
-3

18
20

10
.2
30

10
.0
15

-
21
.5

1
1.
4

1
1.
4

14
26

A
-3

27
31

10
.2
08

9.
97
7

-
23
.1

3
79
.7

14
27

A
-3

(1
0)

19
10
.2
28

9.
94
1

-
28
.7

5
8.
7

2
9.
1

14
28

A
-3

31
31

10
.2
00

10
.0
21

-
17
.9

1
8.
1

14
29

A
-3

23
(2
6)

10
.2
09

9.
85
1

-
35
.8

2
26
.7

1
7.
0

4
10
.5

1
6

1
5.
9

1
0.
3

14
30

A
-3

24
24

10
.1
75

9.
86
1

-
31
.4

4
30
.4

14
32

A
-3

23
25

10
.1
89

10
.0
06

-
18
.3

1
5.
6

1
1.
5

14
33

A
-3

16
18

10
.1
93

10
.0
26

-
16
.7

1
23
.2

14
34

A
-3

20
20

10
.1
91

9.
95
1

-
24
.0

1
0.
6

14
39

A
-3

19
22

10
.1
55

9.
94
1

-
21
.4

1
4.
3

14
41

A
-3

27
28

10
.1
77

9.
98
9

-
18
.8

2
12
.7

14
42

A
-3

25
25

10
.1
57

9.
96
5

-
19
.2

3
5.
1

14
43

A
-3

28
29

10
.1
61

9.
98
3

-
17
.8

4
8.
7

1
1.
5

14
44

A
-3

40
(5
3)

-
2
20
.6

7
23
.3

9
26
.3

1
2.
2

14
46

A
-3

23
27

10
.1
74

9.
95
0

-
22
.4

1
2.
2

1
2

14
47

A
-3

26
35

10
.1
71

9.
87
5

10
.0
48

29
.6

2
16
.7

10
.6

14
52

A
-3

B
-3

22
24

10
.1
86

10
.0
25

10
.0
75

15
.0

1
2.
5

1
26
.2

1
26
7.
1

土
鍋
：
中
世
・
縄
目
つ
き

14
59

B
-3

20
20

10
.2
10

10
.0
30

-
21
.0

3
9.
8

1
0.
5

14
60

B
-3

18
23

10
.2
21

9.
99
8

-
22
.3

1
3.
8

1
10
.5

14
62

B
-3

22
26

10
.2
80

10
.0
08

-
27
.2

3
20
.6

4
16
.6

0.
8

そ
の
他
：
炭
化
物

14
63

B
-3

28
30

10
.1
60

9.
93
0

-
23
.0

5
48
.1

14
66

A
-3

22
26

10
.1
11

9.
92
7

-
18
.4

1
5

1
12
.4

14
67

A
-3

25
28

10
.1
16

9.
86
1

-
25
.5

3
11
.5

10
43
.0

14
71

B
-3

14
18

10
.2
01

10
.0
48

-
15
.3

1
6.
2

2
8.
1

14
72

B
-3

34
40

10
.2
24

10
.0
12

-
21
.2

2
13
.7

1
6.
3

14
73

C
-3

25
27

10
.3
79

10
.2
00

-
17
.9

1
11
.2

1
1.
76

14
76

C
-3

32
36

10
.3
61

10
.0
24

-
33
.7

2
10
.0

12
38
.7

1
6.
7

1
3.
1

不
明
土
器
：
古
代
？
・
須
恵
器

14
77

C
-3

31
36

10
.3
12

10
.1
26

10
.1
59

18
.6

5
15
.7

14
78

C
-3

27
28

10
.3
69

10
.0
02

-
36
.7

1
11
.4

5
45
.8

14
80

C
-3

24
26

10
.3
39

10
.0
60

-
27
.9

2
14
.5

14
81

C
-3

22
22

10
.3
40

9.
93
9

-
40
.1

1
8.
9

14
82

C
-3

28
28

10
.3
84

9.
88
3

-
50
.1

2
5.
9

1
3.
7

2
5.
9

14
83

C
-3

27
29

10
.3
60

10
.1
73

-
18
.7

1
18
.9

14
88

C
-3

10
12

10
.3
60

10
.1
53

-
20
.7

1
2.
5

14
89

C
-3

22
25

10
.3
64

10
.0
46

-
31
.8

1
70
.7

14
91

C
-3

20
21

10
.3
66

10
.1
20

-
24
.6

1
3.
8

6
39
.6

1
2.
1

0.
4

そ
の
他
：
炭
化
物
(廃

棄
)

14
93

C
-3

30
36

10
.3
88

10
.1
40

10
.2
16

24
.8

1
6.
0

12
83
.9

1
6.
5

14
95

C
-3

21
24

10
.3
73

10
.1
23

10
.1
79

25
.0

1
3.
8

3
6.
3

白
磁
：
中
世

15
06

C
-3

28
32

10
.3
50

10
.2
25

-
12
.5

1
8.
2

15
08

C
-3

25
28

10
.3
65

10
.1
15

-
25
.0

2
7.
0

15
13

C
-3

29
31

10
.3
54

10
.1
44

10
.2
08

21
.0

1
4.
8

1
0.
8

52
.9

そ
の
他
：
石
皿
：
炭
化
物
(廃

棄
)

表
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ピ
ッ
ト

番
号

出
土

地
点

短
軸

長
軸

上
端

下
端

中
端

深
さ

覆
土

縄
文

弥
生

中
世
須
恵

中
世
土
師

青
磁

白
磁

瓦
器
椀

瓦
質
土
器

不
明
土
器

土
鍋

滑
石
(石

鍋
)

黒
曜
石

鉄
器

ス
ラ
グ

陶
器

そ
の
他

備
考

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

個
数

重
量

15
14

C
-3

14
16

10
.2
40

10
.0
90

10
.0
93

15
.0

3
27
.0

15
15

C
-3

16
26

10
.2
63

10
.1
40

10
.1
76

12
.3

2
3.
0

15
23

C
-3

22
23

10
.2
91

10
.0
87

-
20
.4

2
86
.2

15
25

C
-3

46
53

10
.2
52

9.
89
2

-
36
.0

2
21
.0

7
80
.5

弥
生
：
丹
塗
2ヶ

､
10
.2
ｇ

15
26

C
-3

20
27

10
.2
51

9.
47
9

-
77
.2

10
75
.3

0.
1

そ
の
他
：
炭
化
物
(廃

棄
)

15
28

C
-3

22
34

10
.2
46

9.
97
6

9.
97
9

27
.0

3
15
.4

15
31

C
-3

26
29

10
.3
06

10
.1
42

-
16
.4

1
2.
0

1
17
.8

不
明
土
器
：
中
世
・
土
鍋
？
・
弥
生
？

15
35

C
-3

C
-4

31
37

10
.2
23

9.
86
7

9.
97
5

35
.6

1
9.
8

3
43
.6

15
38

B
-2

20
23

10
.2
88

9.
94
8

-
34
.0

2
5.
3

15
39

B
-2

25
45

10
.2
84

10
.0
01

10
.0
52

28
.3

2
10
1.
7

1
28
.0

須
恵
：
中
世
以
降

15
54

B
-4

22
25

10
.1
34

10
.0
78

-
5.
6

1
4.
6

15
56

B
-4

38
42

10
.2
27

10
.0
08

-
21
.9

2
10
.8

15
57

B
-4

26
26

10
.2
38

10
.1
00

-
13
.8

1
2.
4

2
3.
0

不
明
土
器
：
小
片
の
為

15
58

B
-4

28
28

10
.2
25

10
.0
44

-
18
.1

1
4.
4

3
6.
9

15
60

B
-4

24
25

10
.1
65

10
.1
05

-
6.
0

1
不
明

そ
の
他
：
ピ
ッ
ト
N
o.
15
70
と
接
合

15
63

B
-4

34
46

10
.3
03

10
.0
92

-
21
.1

1
14
.2

1
0.
2

15
64

B
-4

36
36

10
.2
15

10
.1
02

-
11
.3

2
22
.3

2
10
.1

1
10
.6

15
65

B
-4

29
34

10
.2
53

9.
96
5

-
28
.8

1
24
.3

15
69

B
-4

18
20

10
.3
38

10
.1
30

-
20
.8

1
2.
5

1
11
.0

15
70

B
-4

38
39

10
.3
14

10
.0
92

10
.1
02

22
.2

5
42
.3

1
0.
5

3
26
1.
5

そ
の
他
：
ピ
ッ
ト
N
o.
15
60
と
の
総
重
量

15
72

B
-4

21
31

10
.2
54

10
.1
60

-
9.
4

1
9.
0

1
2.
5

15
74

B
-4

19
19

10
.1
70

9.
97
1

-
19
.9

2
10
.3
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路線内際に ｢凱旋門｣ と ｢従軍姓名碑｣ が建てて

あった｡ 当初､ 移設するという予定であったために､

元位置と碑文を確認する必要性を感じていた｡

結果的に移設は免れたが､ 現在の状況を附論とし

て記録に残すことにしたい｡

� �����

日清戦争 (1894～1895年：明治27～28年) と日露

戦争 (1904～1905年：明治37～38年) に勝利した日

本では戦勝記念として､ 各地に巨大な凱旋門が建て

られた｡ 弔魂の意味よりも戦勝記念の意味合が強く､

出征者も数多く刻まれている｡ (１)

日清戦争では､ 明治28年 (1895) の日比谷の巨大

凱旋門が有名で､ 樋口一葉も

【凱旋門も今日は取くつさんとすなと聞くにそは情

なし 千載の一事といふ此大いわひにあひなから空

しくその門さへ見過くさんや さらばこれよりけい

古終らは直にゆかん】 (『水の上』 1895年６月１日)

と､ 壊される寸前の凱旋門を慌てて見物に行ってい

る｡ (２)

現存する凱旋門の１つとして鹿児島県姶良郡姶良

町山田に所在する日露戦争の石造凱旋門が有名であ

る｡

日露戦争出征兵士の帰還記念碑として､ 明治39年

３月に建立され､ 現存する凱旋門としては､ 歴史的

に非常に貴重なものである｡ 現在国の登録有形文化

財に指定されている｡ (２)

玉名市大字月田に所在するこの凱旋門と従軍姓名

碑は､ 日清・日露戦争出征兵士の帰還記念碑として

建てられたものであろう｡

� �����

【位置】

前田遺跡の調査１区の南側から約126ｍ南西方向

に位置する｡ 菊池川に接している｡ 旧県道玉名立花

線の道路を挟む形で凱旋門が建ち､ その傍らに従軍

姓名碑がある｡ (第 図参照)

【大きさ・形状等】

凱旋門：長さ285cm～､柱最大幅50cm､頭部最大

幅65cm｡ 柱は６角柱で､ 各面を加工し

てそれぞれ２面に浮き彫り状に文字が確

認できる｡ 石材は凝灰岩である｡ 頭頂部

は直径50cm､ 深さ５cmの円形の掘り込

みがあり､ 組み合わせ式で何らかの冠状

の石造物が載っていた可能性も考えられ

る｡ 凱旋門Ａは垂直に建っているが､ Ｂ

はやや傾いている｡ Ａは県道か水路整備

の際にコンクリートで固定されているも

のと推定される｡ Ｂは創建当時のままの

可能性が高い｡ 門間の距離は約720cmで

ある｡

姓名碑：凱旋門Ｂより西側に約120cm離れた場所

に従軍姓名碑が建っている｡ 縦200cm､

横125cm､ 高さ約40cmの凝灰岩台座の

上に､ 高さ約175cm､ 幅約150cm､ 最大

厚約33cmの従軍姓名碑が建っている｡

石材は凝灰岩の割り石で､ 亀裂部や台座

との接合部にはセメントで固定されてい

る｡ １面に碑文が掘り込まれている｡ 残

存している赤色顔料から､ 当時は掘り込

まれた文字全体に赤色顔料が塗られてい

たものと推定される｡

【碑文】 (新字体で表示)

凱旋門Ａ：①凱旋門､ ②明治三九年一月建

凱旋門Ｂ：③日 (？) もう一字は削り取られてい

て不明

④陸軍小将従四位勲二等功四級

岡村静彦書

従軍姓名碑： 自明治二十七八年役

至明治三十七八年役

	
��

陸軍 歩兵上等兵勲八等 倉田群蔵

同 騎兵上等兵勲七等 河野亀彦

同 歩兵上等兵勲七等 本田一万

同 歩兵上等兵 吉田菊蔵

同 一等卒 宮本重平

同 軍曹同七等 松井運平

同 砲兵軍曹同七等 木村庄平

同 歩兵伍長同七等 前田初平

同 上等兵同八等 平川伍八

同 一等卒同八等 月山榮寿
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図(Fig)319 日清・日露戦争凱旋門位置図

図(Fig)320 日清・日露戦争凱旋門位置図 (拡大)

０ 20m

０ ２㎝

Ａ

Ｂ
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図(Fig)321 凱旋門Ａ平面 前面図

セメント

①

②

②①

用
水
路
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０ 100㎝
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同 砲兵一等卒同八等 木山良平

於首山堡戦死 同歩兵一等卒同八等 高根四十吉

同 一等卒 金森長平

同 二等卒同八等 大平 繁

同 上等兵 木山子之八

海軍 二等兵曹同七等 金森一平

同 三等兵曹 平川伍一

同 一等信号兵勲八等 高根虎男

同 一等水兵同八等 木山惣平

同 二等水兵同八等 松井改平

� ���

従軍姓名碑にある高根四十吉の氏名は､ 玉名市史

資料編６ 文書 (近・現代) の戦死者一覧によれ

ば､ 日露戦争において戦死されたと記載されている｡

月瀬小学校にある月瀬村殉国之碑の中にも記載され

ているようである｡

現在これらの碑は徐々に荒れ始めている｡ その原

因は遺族の高年齢化と戦争を知らない世代の増加で

あると田邊哲夫氏は述べておられる｡

歴史を正しく子々孫々に伝えていくことは我々の

使命である｡ そのためには､ 近代以降の戦跡遺跡等

の状況把握に務めなければならないと思う｡ そして､

戦争のない平和な日本がずっと続くような世界を築

いていかなければいけないと痛感する｡

註

(１) 田邊哲夫 1994 『第３編 軍事』

｢玉名市史 資料編６ 文書 (近・現代) ｣

玉名市､ 玉名市史編纂委員会より引用

(２) JA6DHNさんのホームページより引用
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図(Fig)324 従軍姓名Ｃ碑文 (Ｓ＝3／20)
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袋状鉄斧 (154-20)

鉄鏃 (165-1)

鉄鏃 (146-13)

青銅鏡片 (237-12)

鉄鏃 (32-8) 鉄ノミ (101-71)



あ と が き

1997年 (平成９年) ６月､ 初めて玉名市の柳町遺跡で発掘調査に携わらせていただいてから早７年の歳月

が過ぎ去った｡ 柳町遺跡は､ 古墳時代初頭と古代の複合遺跡であり､ 菊池川の氾濫源に営まれていた低湿地

の遺跡であった｡ そこで古墳時代の井戸や溝から多量の木製品が出土する様を目の当たりにした｡ 古墳時代

の井戸の発掘では土師器の頸部に巻かれた縄や緑色の木葉が数十秒の内に黒色に変化していく様を見て感動

したことをつい数日前の出来事の様に思い出す｡ また､ 満潮に近づく頃､ 有明海から遡ってきた潮が菊池川

を逆行して下流から上流へ上っていく様を見て､ 自然の偉大さを感じたのもこのころであった｡

そして､ 2001年 (平成13年) ６月に前田遺跡の調査に入った｡ 遺構密度が非常に高く､ 私にとってはいさ

さか荷が重過ぎる遺跡であったが､ 専門調査員先生方を始め､ 文化課職員の皆さんの協力を得て何とか調査

を終了することができた｡ しかし､ もっと大変だったのは報告書作成であった｡ 何度書いても筆者の力量不

足である｡ 不十分な報告書ではあるが､ ひとまず調査のしめくくりとしたい｡

海あり､ 山あり､ 川ありの自然に囲まれた玉名は私の大好きな場所である｡ まずは､ この場所で調査をさ

せていただいたこことに感謝するとともに､ 暑い時も寒い時も一緒に汗を流して働いて下さった作業員さん

方､ 遺物の水洗い､ 註記､ 接合をしていただいた一次整理作業員さん方､ 報告書作成に関わって下さった二

次整理作業員さん方､ そして調査から報告書作成までご指導いただいた全ての皆さん方に感謝をして､ 結び

の言葉としたい｡ ありがとうございました｡

(現場作業員)

金森真次､ 金森千恵子､ 田上健次郎､ 大山次男､ 石島カシ子､ 河野登美子､ 吉田由美子､ 松永セイ子､ 藤

原文江､ 横畑孝､ 河部公義､ 平木忠盛､ 高崎ハル子､ 木崎ツタエ､ 高田房子､ 徳山 司､ 坂本広子､ 井本国

光､ 前村国博､ 宮本知恵子､ 藤本政子､ 井本作知江､ 三宅一生､ 田口一美､ 山内恵美子､ 上村久子､ 土山富

枝､ 田島弘子､ 梅原美奈子､ 西岡正治､ 西岡チズコ､ 松永一代､ 坂本亜矢子､ 橋口剛士､ 田添五雄､ 徳永良

弘､ 石元孝行､ 虎元節子､ 望月大輔､ 眞村俊昭､ 伊吹富子､ 杉本清一､ 高木 亨､ 北田テイ子､ 耘野明義､

中村憲一､ 浅田富士丸､ 蓮尾広志､ 坂木武幸､ 宮尾孝子､ 西嶋重子､ 森 孝明､ 森葵実子､ 和田道代､ 上野

幸枝､ 石原紀久代､ 古本美千春､ 宮本敏勝､ 田中マリ子､ 米田千代美､ 橋口剛士､ 西口貴志､ 松永里美､ 下

田タケ子､ 荒谷邦雄､ 桑原みどり､ 田中スミヨ､ 前村欣子､ 坂本佳子､ 村上洋子､ 倉田富士代､ 高木秋男､

塚本紘一､ 山中榮一郎､ 高田国広､ 大岩 文 諸氏 (順不同・敬称略)

(１次整理作業員)

小山正子､ 水本寿美子､ 高濱悦子､ 瀬口絹代､ 木村雅子､ 上野栄子､ 伊津野ノブ子､ 山下千栄子､ 原田美

和､ 桑原佐和子､ 今村幸枝､ 塚本博子､ 吉本清子 諸氏 (順不同・敬称略)
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フ リ ガ ナ マエダ
書 名 前田遺跡
副 書 名 国土交通省菊池川河川事務所月田地区排水樋管築堤工事及び県道玉名立花線単

県道路改良事業に伴う埋蔵文化財の調査巻 次
シ リ ー ズ 名 熊本県文化財調査報告
シ リ ー ズ 番 号 第225号
編 著 者 岡本 真也
編 集 機 関 熊本県教育委員会
所 在 地 〒860-0806 熊本県熊本市水前寺６丁目18番号
発 行 年 2005年３月31日

フ リ ガ ナ
所収遺跡名

所在地
コ ー ド 北

緯

東

経

調
査
期
間

調
査
面
積

調
査
原
因市町村 遺跡番号

マエダ
前田遺跡

タマ ナ シ オオアザツキ ダ
玉名市大字月田
アザマエ ダ
字前田

4320.6 206-490
32
58′
28″

13.0
36′
15″

Ｈ.13.６.26
～

Ｈ.14.８.10

国土交通省菊池川
河川事務所月田地
区排水樋管築堤工
事及び県道玉名立
花線単県道路改良
事業

4,656㎡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特注事項

前田

集落

縄文時代
中期～晩期

弥生時代
中期

後期

古代

中世

近世～

竪穴住居跡・甕
棺・土抗など

竪穴住居跡・土
抗など

土壙墓・土坑・
掘立柱建物
溝など

溝・礎石柱建物
など

阿高系土器・鐘ヶ崎式土器・北久
根山式土器
御領式土器・天城式土器・黒川式
土器など
打製石鏃・ヒスイ製勾玉・石製小
玉・ブレードなど

黒髪式土器・須玖Ⅱ式土器・立岩
式甕棺
石包丁・石戈・太型蛤刃石斧・片
刃柱状石斧
磨製石鏃・ガラス小玉・管玉など
弥生式土器・板状鉄斧・袋状鉄斧
など

須恵器 (甕)・布目瓦

龍泉窯系青磁､ 白磁､ 景徳鎮窯系
磁器
瓦質土器､ 瓦器椀､ 土師質土器
(土鍋)
須恵器 (甕)､ 土師器 (小皿､ 坏)
火鉢､ 擂り鉢､ 天目椀
石鍋､ 滑石製品､ 砥石､ 鉄器

肥前系陶磁器片 (椀､ 湯飲み､ 擂
り鉢など)
古銭 (寛永通宝)､ 鉄器

(遺跡の概要)
調査の結果､ 次のようなことが判明｡ ①縄文時代中期～晩期の土器や石器が出土した｡ ②弥生時代の中期後半～後

期前半にかけての集落跡が検出された｡ 中期後半の住居跡が41軒､ 後期前半の住居跡が28軒あり､ おおよそ２時期に
わたり､ 集落が形成された｡ ③中世においては13世紀～14世紀にかけての土壙墓・土抗・掘立柱建物などの遺構や遺
物が多量に発見され､ 当該期に集落がいとなまれていた｡ ④近世期にも溝や礎石柱建物などの遺構が検出され､ 遺物
も発見された｡ 以上のことから縄文時代中期～現代までのほぼ連続して人々の生活痕跡を確認することができた｡ こ
の遺跡で特筆すべき事項は､ 弥生時代中期後半期の住居跡が41軒も確認されたことである｡
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	写真(ＰＬ)185　調査１区S125完堀状況
	写真(ＰＬ)186　調査１区S126､138完堀状況
	写真(ＰＬ)187　調査１区S128遺物出土状況
	写真(ＰＬ)188　調査１区S128完堀状況
	写真(ＰＬ)189　調査１区S129土層断面状況
	写真(ＰＬ)190　調査１区S129遺物出土状況
	写真(ＰＬ)191　調査１区S129､130､131検出状況
	写真(ＰＬ)192　調査１区S129､130､131完堀状況
	写真(ＰＬ)193　調査１区S130､131遺物出土状況
	写真(ＰＬ)194　調査１区S131完堀状況
	写真(ＰＬ)195　調査１区S133、144完堀状況
	写真(ＰＬ)196　調査１区S135遺物出土状況
	写真(ＰＬ)197　調査１区S135完堀状況
	写真(ＰＬ)198　調査１区S136､137完堀状況１
	写真(ＰＬ)199　調査１区S136､137完堀状況２
	写真(ＰＬ)200　調査１区S139遺物出土状況
	写真(ＰＬ)201　調査１区S139完堀状況
	写真(ＰＬ)202　調査１区S140遺物出土状況
	写真(ＰＬ)203　調査１区S140完堀状況
	写真(ＰＬ)204　調査１区S094火輪出土状況
	写真(ＰＬ)205　調査１区S091遺物出土状況
	写真(ＰＬ)206　調査１区ピット1156遺物出土状況
	写真(ＰＬ)207　調査Ⅰ区ピット1167遺物出土状況
	写真(ＰＬ)208　調査Ⅰ区ピット1286検出状況
	写真(ＰＬ)209　調査風景(調査Ⅱ区)
	写真(ＰＬ)210　作業風景(調査１区)
	写真(ＰＬ)211　作業風景(S106)
	写真(ＰＬ)212　作業風景(調査１区)
	写真(ＰＬ)213　月瀬小学校３､４年生体験発掘風景(2001年11月13日)
	写真(ＰＬ)214　月瀬小学校体験発掘参加者(2001年11月13日)
	写真(ＰＬ)215　実測風景(調査１区)
	写真(ＰＬ)216　住居内覆土水洗状況
	写真(ＰＬ)217　現地説明会の様子(2002年６月８日～９日)
	写真(ＰＬ)218　作業員さん方との集合写真
	写真(ＰＬ)219　日清､日露戦争の従軍姓名碑
	写真(ＰＬ)220　凱旋門(右：Ａ・左：Ｂ)
	写真(ＰＬ)221　凱旋門(Ｂの④方向より)
	写真(ＰＬ)222　凱旋門(Ｂの③方向より)
	写真(ＰＬ)223　凱旋門(Ａの①方向より)
	写真(ＰＬ)224　凱旋門(Ａの②方向より)
	写真(ＰＬ)225　縄文土器１
	写真(ＰＬ)226　縄文土器２
	写真(ＰＬ)227　縄文土器３
	写真(ＰＬ)228　縄文土器４
	写真(ＰＬ)229　縄文土器５
	写真(ＰＬ)230　縄文土器６
	写真(ＰＬ)231　縄文土器７
	写真(ＰＬ)232　縄文時代の石器(楔形石器・スクレイパー・二次加工のある石器)
	写真(ＰＬ)233　縄文時代の石器(剥片の背面)
	写真(ＰＬ)234　縄文時代の石器(剥片の腹面)
	写真(ＰＬ)235　縄文時代の石器(剥片・石核)
	写真(ＰＬ)236　縄文時代の石器(磨製石斧１)
	写真(ＰＬ)237　縄文時代の石器(磨製石斧２)
	写真(ＰＬ)238　縄文時代の石器(打製石斧１)
	写真(ＰＬ)239　縄文時代の石器(打製石斧２)
	写真(ＰＬ)240　出土石器(磨石・敲石類１)
	写真(ＰＬ)241　出土石器(磨石・敲石類２)
	写真(ＰＬ)242　出土石器(磨石・敲石類３)
	写真(ＰＬ)243　出土石器(磨石・敲石類４)
	写真(ＰＬ)244　出土石器(石皿)
	写真(ＰＬ)245　弥生時代の土器(S001)
	写真(ＰＬ)246　弥生時代の土器(S011)
	写真(ＰＬ)247　弥生時代の土器(S002､005)
	写真(ＰＬ)248　弥生時代の土器(S003)
	写真(ＰＬ)249　弥生時代の土器(S025､026､027)
	写真(ＰＬ)250　弥生時代の土器(S029､044､069)
	写真(ＰＬ)251　弥生時代の土器(S054)
	写真(ＰＬ)252　弥生時代の土器(S076)
	写真(ＰＬ)253　弥生時代の土器(S078)
	写真(ＰＬ)254　弥生時代の土器(S081､082)
	写真(ＰＬ)255　弥生時代の土器(S089､092)
	写真(ＰＬ)256　弥生時代の土器(S101､105)
	写真(ＰＬ)257　弥生時代の土器(S099､100)
	写真(ＰＬ)258　弥生時代の土器(S095)
	写真(ＰＬ)259　弥生時代の土器(S106)
	写真(ＰＬ)260　弥生時代の土器(S106､107､108)
	写真(ＰＬ)261　弥生時代の土器(S106)
	写真(ＰＬ)262　弥生時代の土器(S129､ピット1757)
	写真(ＰＬ)263　弥生時代の土器(S147､148)
	写真(ＰＬ)264　弥生時代の土器(S135､140)
	写真(ＰＬ)265　弥生時代の土器(S135､140)
	写真(ＰＬ)266　弥生時代の土器(S004､012､033)
	写真(ＰＬ)267　弥生時代の土器(S046､053)
	写真(ＰＬ)268　弥生時代の土器(S072､073､075)
	写真(ＰＬ)269　弥生時代の土器(S075､077)
	写真(ＰＬ)270　弥生時代の土器(S083､085､088)
	写真(ＰＬ)271　弥生時代の土器(S088)
	写真(ＰＬ)272　弥生時代の土器(S088､090､109)
	写真(ＰＬ)273　弥生時代の土器(S126､128)
	写真(ＰＬ)274　弥生時代の土器(S091)
	写真(ＰＬ)275　弥生時代の土器(S097､133､134)
	写真(ＰＬ)276　弥生時代の土器(S130､134､145)
	写真(ＰＬ)277　弥生時代の土器(S136､138､139)
	写真(ＰＬ)278　弥生時代の土器(S091､包含層)
	写真(ＰＬ)279　弥生時代の土器(包含層)
	写真(ＰＬ)280　弥生時代の土器(S017､091)
	写真(ＰＬ)281　弥生時代の土器(写真のみ：076､096､099､包含層)
	写真(ＰＬ)282　弥生時代の土器(S077)
	写真(ＰＬ)283　弥生時代の土器(S090)
	写真(ＰＬ)284　弥生時代の土器(S001)
	写真(ＰＬ)285　弥生時代の土器(S003)
	写真(ＰＬ)286　弥生時代の土器(S011､020)
	写真(ＰＬ)287　弥生時代の土器(S095､100)
	写真(ＰＬ)288　弥生時代の土器(S081､082)
	写真(ＰＬ)289　弥生時代の土器(S101)
	写真(ＰＬ)290　弥生時代の土器(S147)
	写真(ＰＬ)291　弥生時代の土器(S026､029)
	写真(ＰＬ)292　弥生時代の土器(S089)
	写真(ＰＬ)293　弥生時代の土器(S076､078)
	写真(ＰＬ)294　弥生時代の土器(S044､054)
	写真(ＰＬ)295　弥生時代の土器(S092、099)
	写真(ＰＬ)296　弥生時代の土器(S092､147)
	写真(ＰＬ)297　弥生時代の土器(S140)
	写真(ＰＬ)298　弥生時代の土器(S090､100)
	写真(ＰＬ)299　弥生時代の土器(S095)
	写真(ＰＬ)300　弥生時代の土器(S106)
	写真(ＰＬ)301　弥生時代の土器(S106)
	写真(ＰＬ)302　弥生時代の土器(S106)
	写真(ＰＬ)303　弥生時代の土器(S106)
	写真(ＰＬ)304　弥生時代の土器(S129､130､135､140､145)
	写真(ＰＬ)305　弥生時代の土器(S033)
	写真(ＰＬ)306　弥生時代の土器(S012､033､036､053､067)
	写真(ＰＬ)307　弥生時代の土器(S046､053､067)
	写真(ＰＬ)308　弥生時代の土器(S072､073)
	写真(ＰＬ)309　弥生時代の土器(S075)
	写真(ＰＬ)310　弥生時代の土器(S075､077)
	写真(ＰＬ)311　弥生時代の土器(S083､088)
	写真(ＰＬ)312　弥生時代の土器(S090､109)
	写真(ＰＬ)313　弥生時代の土器(S118)
	写真(ＰＬ)314　弥生時代の土器(S118)
	写真(ＰＬ)315　弥生時代の土器(S118､125)
	写真(ＰＬ)316　弥生時代の土器(S136､138､139)
	写真(ＰＬ)317　弥生時代の土器(S139)
	写真(ＰＬ)318　弥生時代の土器(S091､133)
	写真(ＰＬ)319　弥生時代の土器(S091､包含層)
	写真(ＰＬ)320　弥生時代、時期不明の土器(包含層)
	写真(ＰＬ)321　弥生時代の石器(砥石)
	写真(ＰＬ)322　弥生時代の石器(石皿)
	写真(ＰＬ)323　弥生時代の石器(太型蛤刃石斧､磨石､浮子､両面加工石器)
	写真(ＰＬ)324　弥生時代の石器(石皿､砥石)
	写真(ＰＬ)325　出土石器(砥石､軽石有溝製品)
	写真(ＰＬ)326　出土石器(支脚､軽石製品､石錐､尖頭状石器)
	写真(ＰＬ)327　出土貝類・骨類(写真のみ：S093)
	写真(ＰＬ)328　出土貝類・骨類(写真のみ：S118)
	写真(ＰＬ)329　中世の石器(砥石)
	写真(ＰＬ)330　中世の石器(滑石製品､滑石石鍋､硯)
	写真(ＰＬ)331　中世の出土遺物(S065)
	写真(ＰＬ)332　中世の出土遺物(S009､011､ピット1292､包含層､その他)
	写真(ＰＬ)333　中世の出土遺物(S010､018､061､062)
	写真(ＰＬ)334　中世の出土遺物(S011付近､ピット1452､ピット1560､ピット1570)
	写真(ＰＬ)335　古代・中世の出土遺物(S046､055､094､包含層､その他)
	写真(ＰＬ)336　中世・近世の出土遺物(S094､ピット1452､包含層､その他)
	写真(ＰＬ)337　中世の出土遺物(S074)
	写真(ＰＬ)338　中世の出土遺物(S094)
	写真(ＰＬ)339　中世の出土遺物(S051､094､包含層)
	写真(ＰＬ)340　中世の五輪塔の火輪(S094)
	写真(ＰＬ)341　粘土塊(S106 下層：写真のみ)
	写真(ＰＬ)342　浮子(S101 下層：写真のみ)
	写真(ＰＬ)343　出土遺物のＸ線写真(鉄器､青銅鏡､古銭)




